
S 1 会場
B号館103教室

S 2 会場
B号館201教室

分子プログラミングによる機能物質創造

3月 26日午前

座長 相田 卓三（9 : 00～10 : 10）
1 S 1―01 特別企画 はじめに：分子プログラミング＝論理的分子機能
設計（東大院理）中村栄一

1 S 1―02 特別企画 ポリオレフィン合成の新しい世界（三井化学）藤田
照典

1 S 1―03 特別企画 核酸をあやつる小分子（京大院理）杉山 弘

座長 中村 栄一（10 : 10～11 : 00）
1 S 1―04 特別企画 Nanoscale Biomolecular Computing Machines（DNA

Computing）（テクニオン／スクリップス化学）Ehud Keinan

座長 藤田 照典（11 : 00～12 : 00）
1 S 1―05 特別企画 真珠とプラスチックの役に立つ関係（東大院工）加
藤隆史

1 S 1―06 特別企画 グラファイトの不思議（ERATOナノ空間プロ・
JST）福島孝典

1 S 1―07 特別企画 まとめ：分子プログラミング＝分子集合体の機能
設計（東大院工）相田卓三

学会賞

3月 27日午前

座長 茅 幸二（10 : 00～11 : 00）
2 S 1―01 学会賞受賞講演 表面活性構造と触媒作用機構の解明（東大
院理）岩澤康裕

座長 齋藤 烈（11 : 00～12 : 00）
2 S 1―02 学会賞受賞講演 分子認識に基づく機能性超分子システムの
創製（九大院工）新海征治

グリーンケミストリーの最前線
～触媒からのアプローチ～

3月 28日午前

座長 茶谷 直人（9 : 05～9 : 35）
3 S 1―01 特別企画 高分子担持パラジウム触媒による水中不斉合成
（分子研・CREST）魚住泰広

座長 小林 基伸（9 : 35～10 : 05）
3 S 1―02 特別企画 Pd／C触媒を用いた水素化脱塩素反応による PCB
処理（関西テック）大野正之

座長 辰巳 敬（10 : 15～10 : 45）
3 S 1―03 特別企画 チタニア系複合酸化物触媒の環境分野への応用
（日本触媒触媒研）小林基伸

座長 田中 庸裕（10 : 45～11 : 15）
3 S 1―04 特別企画 太陽光の利用を目指した可視光応答型光触媒の開
発（東工大資源研）堂免一成

座長 金田 清臣（11 : 25～11 : 55）

3 S 1―05 特別企画 環境適応型新酸素酸化法の開発（関西大工）石井康
敬

ソフト溶液プロセスによる
未来機能材料の創製と応用

3月 29日午前

4 S 1―01 特別企画 本特別企画の説明―ソフト溶液プロセスの可能性
（層状化合物を例として）（熊本大院自然科学）松本泰道

座長 出来 成人（9 : 30～10 : 50）
4 S 1―02 特別企画 層状酸化物の水和膨潤・剥離反応と機能性発現―
ナノシートの創製と含水層状超伝導体の発見―（物材研）佐々木高義

4 S 1―03 特別企画 電気化学プロセスによるフィルム型カラフル色素
増感太陽電池の作製（岐阜大院工）箕浦秀樹

座長 佐藤 次雄（10 : 50～12 : 00）
4 S 1―04 特別企画 ソフト溶液プロセスによるナノ超微粒子合成とそ
の応用（触媒化成工業）平井俊晴

4 S 1―05 特別企画 ソフト溶液プロセスの未来（東工大応セラ研）吉村
昌弘

天然物および生物有機化学に関する
ナカニシシンポジウム2004

（The Chemical Record Lecture）

3月 26日午後

（13 : 00～13 : 30）
1 S 2―01 委員会企画 ナカニシ・プライズ贈呈式

座長 柿沼 勝己（13 : 30～15 : 15）
1 S 2―02 委員会企画 天然オキシインドールの立体構造と化学―DFT
の応用を中心として（千葉大院薬）相見則郎

1 S 2―03 委員会企画 海洋無脊椎動物からの抗腫瘍リード化合物の探
索（東大院農）伏谷伸宏

1 S 2―04 委員会企画 キラル分子化学の進展：天然物から分子モータ
ーまで（東北大多元研）原田宣之

座長 山村 庄亮（15 : 30～16 : 30）
1 S 2―05 委員会企画 The Chemical Record Lecture : Recent Studies on

Vision（コロンビア大化学）中西香爾

座長 橘 和夫（16 : 30～17 : 30）
1 S 2―06 委員会企画 ナカニシ・プライズ受賞講演：天然薬物に化学
を学ぶ（薬学研究奨励財団・共立薬大）北川 勲

ケミカルバイオロジーを展望した生命化学

3月 29日午前

座長 杉本 直己（9 : 00～10 : 00）
4 S 2―01 特別講演 ミスマッチ結合リガンドによる SNP検出法の開
発（京大院工）中谷和彦

4 S 2―02 特別講演 リボヌクレオペプチド：機能性 RNA―ペプチド組
織体の分子設計（京大エネ研）森井 孝
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S 3 会場
B号館202教室

S 4 会場
B号館203教室

座長 三原 久和（10 : 00～11 : 00）
4 S 2―03 特別講演 タンパク質・ペプチド表面分子認識：センシング
と制御（九大先導研）浜地 格

4 S 2―04 特別講演 自然免疫の鍵を担う細菌表層分子：機能解明のた
めの化学的アプローチ（阪大院理）深瀬浩一

座長 佐藤 智典（11 : 00～12 : 10）
4 S 2―05 特別講演 Chemical Genomicsと糖鎖による翻訳後修飾（北大
院理）西村紳一郎

4 S 2―06 特別講演 細胞機能を覗く分子デザイン（東大院薬・科学技
術振興機構さきがけ）菊地和也

座長 馬場 嘉信（12 : 10～12 : 40）
4 S 2―07 特別講演 簡易診断を目指した次世代チップの開発（九大院
工）竹中繁織

基礎錯体工学：基礎と応用のコーディネーション

3月 29日午前

4 S 3―01 特別企画 開会挨拶（工学院大工）大勝靖一

座長 矢野 重信（9 : 05～10 : 15）
4 S 3―02 特別企画 リビング重合によるアルキルチタン錯体の触媒性
能評価とポリオレフィンの一次構造制御（東工大資源研）塩野 毅

4 S 3―03 特別企画 バイオイメージングのための亜鉛蛍光プローブの
開発と実用化（第一化学薬品合成研・東大院薬）○小菅順一・深作
昇・平野智也・菊池和也・長野哲雄

座長 大倉 一郎（10 : 15～11 : 25）
4 S 3―04 特別企画 ナノからメガへ―錯体化学の宇宙・航空分野への
応用（東北大院工）浅井圭介

4 S 3―05 特別企画 フタロシアニンの機能性材料への応用（東洋イン
キ R&D企画室）倉田隆一郎

座長 長野 哲雄（11 : 25～12 : 00）
4 S 3―06 特別企画 新規な蛍光錯体の構造とその発光機構（阪大院工）
柳田祥三

核酸機能化への化学的新展開：
ポストゲノムの生命化学

3月 26日午前

座長 沢井 宏明（9 : 00～10 : 00）
1 S 4―01 特別企画 人工制限酵素を用いる新たな核酸化学の展開（東
大先端研）小宮山 真

1 S 4―02 特別企画 ペプチド核酸を用いた tRNAのアミノアシル化
（岡山大院工）宍戸昌彦

座長 山名 一成（10 : 00～11 : 00）
1 S 4―03 特別企画 リボザイムを用いた新規遺伝子コードシステムの
創製（東大先端研）菅 裕明

1 S 4―04 特別企画 人工金属 DNAの創製（東大院理）塩谷光彦

座長 西 則雄（11 : 10～12 : 40）
1 S 4―05 特別企画 構造安定性予測に基づく機能性核酸の創製（甲南

大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）杉本直己
1 S 4―06 特別企画 外部刺激応答性機能性核酸の創製（阪大院工）和田
健彦

1 S 4―07 特別企画 DNAの電子材料への応用（東工大院生命理工）岡
畑恵雄

学会賞

3月 27日午前

座長 藤嶋 昭（10 : 00～11 : 00）
2 S 4―01 学会賞受賞講演 電気化学的ナノテクノロジーによる高機能
材料の創製（早大理工）逢坂哲彌

座長 城田 靖彦（11 : 00～12 : 00）
2 S 4―02 学会賞受賞講演 導電性有機分子集合体の開発研究（京大院
理）齋藤軍治

特別講演

3月 27日午後

座長 藤澤 清史（13 : 30～14 : 20）
2 S 4―03 特別講演 Synthetic Modeling of Dioxygen Reactivity in Cop-

per and Heme―Copper Protein Active Sites（The Johns Hopkins University,
U.S.A．）Prof. Kenneth Daniel Karlin

座長 玉尾 皓平（14 : 30～15 : 20）
2 S 4―04 特別講演 Multiwalled carbon nanotubes : Preparation, charac-

terization and electronic properties（Institute of Chemistry, Chinese Acad-
emy of Science, Beijing, P. R. China）Prof. Yunqi Liu

3月 28日午後

座長 増原 宏（13 : 30～14 : 20）
3 S 4―01 特別講演 Chemistry at the Single Molecule Level（Katholieke

Universiteit Leuven, Belgium）Prof. Frans. C. De Schryver

超分子科学の視点から見たフラーレン・
カーボンナノチューブ

3月 29日午前

4 S 4―01 特別企画 本企画について（長崎大院生産科学）中嶋直敏

座長 中嶋 直敏（9 : 05～9 : 55）
4 S 4―02 特別企画 フラーレン類の関与する超分子化学（群馬大院工）
○西村 淳・中村洋介

4 S 4―03 特別企画 フラーレンの骨格変換：内包フラーレンの有機合
成に向けて（京大化研）○小松紘一・村田靖次郎

座長 村上 裕人（9 : 55～10 : 45）
4 S 4―04 特別企画 金属内包フラーレン化学の最前線（筑波大 TARA
セ・分子研）○赤阪 健・若原孝次・永瀬 茂・小林 郁

4 S 4―05 特別企画 C60，C59N，M@C82，C60誘導体の基礎物性と薄膜
デバイスへの応用（阪市大理）○谷垣勝己・熊代良太郎・大橋弘孝・廣
芝伸哉

座長 若原 孝次（10 : 45～12 : 00）
4 S 4―06 特別企画 C70化合物の物性と新しい C60系超伝導体（姫路工
大物質科学）小林本忠

4 S 4―07 特別企画 ナノカーボン超分子科学（長崎大院・長崎大工）○
中嶋直敏・村上裕人

4 S 4―08 特別企画 金属フラーレン内包カーボンナノチューブ研究の
最前線（名大院理・名大高等研究院・CREST／JST）○岡崎俊也・篠原
久典
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S 5 会場
B号館204教室

S 6 会場
B号館302教室

A1 会場
A号館103教室

学会賞

3月 28日午前

座長 村井 章夫（10 : 00～11 : 00）
3 S 5―01 学会賞受賞講演 シガトキシン類の全合成を中心とした生理
活性天然物の化学的研究（東北大院理）平間正博

座長 浜口 宏夫（11 : 00～12 : 00）
3 S 5―02 学会賞受賞講演 量子的化学原理の深化（京大院工）中辻 博

これは使える�有望な反応・合成試薬

3月 29日午前

4 S 5―01 特別企画 趣旨説明：有望な反応・合成試薬の実用化に向け
て（慶大理工）山田 徹

商品化された合成試薬

座長 千木 昌人（9 : 05～9 : 35）
4 S 5―02 特別企画 コバルト錯体触媒を用いる不斉ボロヒドリド還元
反応の実用化に向けて（三井化学）永田卓司

4 S 5―03 特別企画 Z―選択的 Horner―Wadsworth―Emmons試薬の開発
（琉球大教育）安藤香織

使える試薬とは：試薬メーカーからの提言

座長 米澤 宣行（9 : 35～10 : 05）
4 S 5―04 特別企画 合成試薬販売の立場から（東京化成工業）小野沢
孝

4 S 5―05 特別企画 試薬会社が取り組むグリーンケミストリー（和光
純薬工業）佐野淳典

使える試薬に向けての新反応提案

座長 松坂 裕之（10 : 05～10 : 50）
4 S 5―06 特別企画 ブレンステッド酸を用いる合成反応：金属触媒を
用いないでどこまでできるか（学習院大理）秋山隆彦

4 S 5―07 特別企画 アルキンを使いこなす（東工大資源研）森 敦紀
4 S 5―08 特別企画 チタン＝クライゼン縮合・直接アルドール反応の
開発と有用ファインケミカルズ合成への応用：最強の C―C結合形成
能を目指して（関西学院大理工）田辺 陽

座長 小川 昭弥（10 : 50～11 : 30）
4 S 5―09 特別企画 使ってみようと思わせるキラル相間移動触媒のデ
ザイン（京大院理）丸岡啓二

4 S 5―10 特別企画 使いたい試薬：プロセス開発からの提言（ベー
タ・ケム）新開一朗

配位創造空間における新しい分子物性と分子変換

3月 29日午前

座長 西原 寛（9 : 00～10 : 00）
4 S 6―01 特別企画 錯体空間の自在制御による新しい機能材料の創出
（京大院工）北川 進

4 S 6―02 特別企画 MEMによる配位空間中に閉じ込められた分子の
電子密度レベルでの直接観察（高輝度光科学研究セ）高田昌樹

4 S 6―03 特別企画 ポテンシャル制御された二次元空間化学の創製
（中央大理工）芳賀正明

座長 鈴木 正樹（10 : 00～11 : 00）
4 S 6―04 特別企画 ナノ構造による金の特異的触媒作用（産総研環境
調和）春田正毅

4 S 6―05 特別企画 蛋白質空間を利用した物質変換―金属酵素の分子
設計（名大院理）渡辺芳人

4 S 6―06 特別企画 金属酵素の配位空間構造を基盤にした触媒反応機
構解析（理研播磨）城 宣嗣

座長 大塩 寛紀（11 : 00～12 : 05）
4 S 6―07 特別企画 メタンモノオキシナーゼおよびそのミメティック
触媒（大阪ガス）山下信彦

4 S 6―08 特別企画 光水素発生デバイスとしての白金ルテニウム多核
錯体の構築（東理大理）酒井 健

4 S 6―09 特別企画 ナノ空間，ナノ構造に特異な水素エネルギープロ
セス（九大院理）北川 宏

4 S 6―10 特別企画 結語（東大院理）西原 寛

化学教育・化学史

3月 27日午前

座長 北川 英基（9 : 00～10 : 00）
2 A 1―01 化学教育有功賞受賞講演 実践的実験開発と啓発・普及によ
る化学教育への貢献（鶴岡高専）金綱秀典

2 A 1―04 化学教育有功賞受賞講演 高等専門学校における化学教育法
の開発（小山高専）胸組虎胤

座長 増井 幸夫（10 : 00～11 : 00）
2 A 1―07 化学教育有功賞受賞講演 実験教材の開発と地域化学教育へ
の貢献（元 滋賀県立野洲高 校長）馬場隆信

2 A 1―10 化学教育有功賞受賞講演 カンボディアにおける教育支援に
ついて（県立岐阜高）園部利彦

座長 山本 勝博（11 : 00～12 : 00）
2 A 1―13 化学教育有功賞受賞講演 実験教材の開発と化学教育活動へ
の貢献（県立直方高校）香月義弘

2 A 1―16＊ デジタル画像の反射スペクトル変換解析を用いた簡易可視分
光法の化学実験への応用（広島大院教育）○古賀信吉・宇都岡貴秀

2 A 1―18 スーパーサイエンスハイスクールにおけるサイエンス Xの
実践について（松山南高）○藤江義輝

3月 27日午後

座長 広瀬 昭夫（14 : 00～15 : 00）
2 A 1―31 ブルーボトル反応の探究的教材化（京教大）○土屋 愛・村上
忠幸・広木正紀

2 A 1―32 ゆらぎを用いたアルコール水溶液の濃度測定（京教大）○村上
忠幸・土屋 愛

2 A 1―33＊ 新構造式による空 d軌道表示と原子価殻の拡大：過塩素酸の
安定性理解（地球エネシス研）○佐野 寛

2 A 1―35 DVD分光器：安価で高分解能な教材用分光器（国立科博）○
若林文高・濱田浄人

2 A 1―36 炭酸銀（I）の熱分解教材の再検討（広島大院教育）○山田秀
人・古賀信吉・田中春彦

座長 古賀 信吉（15 : 00～15 : 40）
2 A 1―37 後期中等教育における非線形現象の取り扱いについて（県立
浦和東高）○原田新一郎

2 A 1―38 看護学生のための化学教育（3）ル・シャトリエの法則（長野県
立看護大）○廣瀬昭夫
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A2 会場
A号館104教室

2 A 1―39＊ モンゴル産岩塩を用いた劈開および研磨実験による教材開発
とその評価（大阪府教育センター）○山本勝博

化学情報・計算機化学

3月 28日午前

構造物性相関解析
座長 太刀川 達也（9 : 00～9 : 50）

3 A 1―01 シクロブタジエンのスピン転移に関する研究 2 置換基効果
（九大）○近藤正一・塩田淑仁・吉澤一成

3 A 1―02 多塩素化ジベンゾフランの塩素置換パターン，分子特性，及
び毒性に関する理論的研究（九大院芸術工・九大院工）○広川昭二・今
坂智子・今坂藤太郎

3 A 1―03 1,2―ジクロロエタン／水二相系におけるクラウン化スピロベ
ンゾピランの分配に関する分子動力学シミュレーション（和歌山大シ
ステム工）○岩本仁志・木村恵一

3 A 1―04 高分子材料の酸素透過性に関する要因解析（デンソー）○外山
哲男・瀧川賢司・林 仁志

3 A 1―05 3次元 N体シミュレーションによる Ar＋イオンシェルの生成
過程（上智大理工）○三宅川弘明・水谷由宏

分子軌道

座長 吉澤 一成（9 : 50～10 : 30）
3 A 1―06 ベンゾジキサンテン誘導体とそのエンドペルオキシドの

INDO／S計算（埼玉大工）○太刀川達也・時田澄男・蛭田公広・西本吉
助

3 A 1―07 フロンティア軌道の類似性について―ダイオキシンを例に―
（滋賀大教育）○水上善博

3 A 1―08 n次元の混成原子軌道に関する研究（埼玉大工・お茶女大）○
木戸冬子・時田澄男・細矢治夫

3 A 1―09 亜鉛二価イオンとピリジンおよびメチルピリジンの相互作用
に関する理論的研究（岐阜大院地域科学）○添田正樹・橋本智裕・和佐
田裕昭・和佐田（筒井）祐子・舟橋重信

反応

座長 大和田 智彦（10 : 30～11 : 20）
3 A 1―10＊ 分子ワイヤーの量子輸送過程に関する理論的研究（九大先導
研）○多田朋史・近藤正一・吉澤一成

3 A 1―12 高精度ポテンシャルエネルギー曲面の効率的構築のための超
球面補間法の開発（東北大院理）○前田 理・大野公一

3 A 1―13＊ 超球面探索法による蟻酸分子のポテンシャルエネルギー曲面
における反応経路の完全探索（東北大院理）○大野公一・前田 理

座長 細矢 治夫（11 : 20～12 : 00）
3 A 1―15＊ 反応経路解析に向けての局在化軌道の有用性：芳香族求電子
置換反応（東大院薬）平尾 一○大和田智彦

3 A 1―17 光化学系 IIのMnクラスターを含む反応活性部位モデルの構
築―反応機構解析に向けて―（三重大工）○桂田武治・三谷昌輝・吉岡泰
規

3 A 1―18 5―置換―1,3―シクロペンタジエンの Diels―Alder反応における
立体選択性の遷移状態解析（鹿児島大工）○桐 慎吾・尾堂結華・
Omar, Huda Izzat・下茂徹朗・染川賢一

分析化学

3月 26日午前

電気泳動分析・クロマトグラフィー
座長 久本 秀明（9 : 30～10 : 10）

1 A 2―04 クロロ蟻酸エステル誘導体化法を用いたアミン類およびグリ
コール類のガスクロマトグラフィー分析（東レリサーチ）○上田重実・
荻野純一

1 A 2―05 ルミノール／過シュウ酸エステル系を用いた CE―バッチ型 CL
検出法の開発（同志社大工）○田中貴幸・塚越一彦・中島理一郎・神野
直哉

1 A 2―06 ルミノール／過シュウ酸エステル系を用いた CE―フロー型 CL
検出法の開発（同志社大工）○柘植和昌・亀川雅幸・塚越一彦・中島理
一郎

1 A 2―07 オンキャピラリー CL検出を用いた CE法の開発（同志社大
工）○藤井達也・多比良将之・塚越一彦・中島理一郎

座長 塚越 一彦（10 : 10～10 : 50）
1 A 2―08 毛細管現象利用マイクロチャネル部分修飾法と気液マイクロ
化学プロセスへの応用（東大院工）○火原彰秀・岩山 忍・上野雅晴・
北森武彦

1 A 2―09 閉塞を抑止する新規マイクロチャネル壁面修飾法の開発（東
大院工）○上野雅晴・岡藤大雄・火原彰秀・久本秀明・北森武彦

1 A 2―10＊ マイクロチップ内における肝細胞機能維持（東大院工）○田中
有希・佐藤記一・大和雅之・岡野光夫・北森武彦

座長 上田 重実（10 : 50～11 : 30）
1 A 2―12 CE―CL検出による生体分子直接分析法の開発とマイクロチ
ップデバイスへの応用（同志社大工）○齋藤貴寛・池上慶一・亀田卓
嗣・塚越一彦・中島理一郎

1 A 2―13 抗体修飾キャピラリーを用いた免疫分析法の開発（同志社大
工）○谷口武人・和木香織・澤野井香里・塚越一彦・中島理一郎

1 A 2―14 暗視野熱レンズ顕微鏡の開発とマイクロチャネル内の液中超
微粒子カウンティングへの適用（東大院工）○馬渡和真・火原彰秀・北
森武彦

1 A 2―15 キセノンランプとフォトンカウンティングヘッドを備えたキ
ャピラリー電気泳動用蛍光検出器の試作（同志社大工）○剱 顕嗣・中
島理一郎・野田恵一・田中孝佳・塚越一彦

ESR・その他

座長 藤原 学（11 : 30～12 : 00）
1 A 2―16 ジルコニウム担持シリカゲルカラムへのバナジウムの吸着挙
動とその捕集濃縮法の検討（島根大総合理工）○大山陽照・奥村 稔・
清家 泰・藤永 薫

1 A 2―17 ヒドロキシルラジカルと DNA塩基との反応機構，及び速度
定数の解析（静岡大理放射研・静岡大理・静岡県大環境研）○田口英
之・大橋康典・竹内悠也・平間 睦・吉岡 寿・吉岡濶江

1 A 2―18 高速フロー ESR法を用いた抗酸化物質のヒドロキシルラジ
カル消去反応に関する研究（静岡大理放射研・静岡大理・静岡県大環
境研）○竹内悠也・大橋康典・田口英之・平間 睦・吉岡 寿・吉岡
濶江

3月 26日午後

化学発光分析
座長 土江 秀和（14 : 20～14 : 50）

1 A 2―33 メタン気液平衡における CL測定装置の開発―CL反応を用い
た溶存メタン検出の提案と試み―（同志社大工）○峯元紘毅・塚越一
彦・中島理一郎・紀本英志

1 A 2―34 CL反応を利用するマイクロリアクタ／ディテクタの基礎的検
討（同志社大工）○池上慶一・塚越一彦・中島理一郎・山下健一・前田
英明

1 A 2―35 シクロデキストリン水溶液中における鉄―クロロフィリン錯
体の化学発光とその応用（茨城大工）○加藤 健・五十嵐淑郎

吸光・蛍光分析

座長 山本 雅博（15 : 00～16 : 00）
1 A 2―37 有機蒸着膜のドーパント濃度測定法（三洋電機技術開発本部）
○坂田雅一・泉 博章・高川悌二・西尾晃治

1 A 2―38 2,3―ジヒドロキシナフタレンによるホウ素の蛍光定量（東理
大）○渡辺邦洋・大橋千春・板垣昌幸

1 A 2―39 水中におけるイオン会合体の微粒子形成（東北大院工）森田啓
介・磯江準一○金子恵美子

1 A 2―40 イオン会合反応に基づく微粒子形成と水中微量成分の消光分
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析（東北大院工・東亜ディーケーケー）○磯江準一・森田啓介・金子恵
美子・石井丈夫・里田 誠・後藤良三

1 A 2―41 カリクス［4］アレーン没食子酸エステルによるコロイド形成
を利用する銀イオンセンシング（和歌山大システム工）○岩根美枝・矢
嶋摂子・野村英作・谷口久次・木村恵一

1 A 2―42 Co（III）―par錯体を抽出した微小液滴のレーザー光泳動の解
析（阪大院理）○田仲真紀子・文珠四郎秀昭・渡會 仁

座長 尾関 徹（16 : 00～16 : 50）
1 A 2―43 ビスフェノール Aによる界面活性剤ミセル中のピレンの蛍
光強度変化（阪市大院理）○小坂 修・SEHGAL, Pankaj・土江秀和

1 A 2―44 液液界面におけるポルフィリン会合体の SHG円偏光二色性
スペクトルの測定（阪大院理）○藤原一彦・文珠四郎秀昭・渡會 仁

1 A 2―45 長期モニタリング用新規光学 pHセンシングデバイス（慶大
理工・科学技術振興機構 CREST・神奈川科学技術アカデミー）飯野真
史○山田幸司・岩澤尚子・鈴木孝治

1 A 2―46＊ キャピラリー―アセンブルド・マイクロチップに基づく集積
化センシングシステムの開発（姫路工大院理）○久本秀明・中嶋祐哉・
寺部 茂

赤外・ラマン分光分析

座長 文珠四郎 秀昭（16 : 50～17 : 50）
1 A 2―48 発色団近傍に置換基を持つメチルオレンジ誘導体酸性塩の振
動スペクトル（名市大院システム自然・金沢大工）○秋田浩幸・花井一
彦・片山詔久・桑江彰夫・国本浩喜

1 A 2―49 表面増強ラマン活性な銀ナノ凝集体と吸着分子との電磁相互
作用の直接観測（関西学院大理工）○吉川泰生・伊藤民武・橋本和宏・
尾崎幸洋

1 A 2―50＊ 赤外・近赤外分光法の癌研究への応用［IV］：近赤外分光法に
よるマウス皮膚癌発生過程の解析（埼玉医科大化）○矢野一行・片山博
雄・白崎由佳・廣澤成美・坂本 安・守口 武

1 A 2―52 赤外分光法による常緑広葉樹の葉および木質組織の観察（石
巻専修大理工）○今井良香・尾崎香織

1 A 2―53 近赤外表面増強ラマン分光法を用いた環境化学物質の高感度
分析（関西学院大理工）○伊藤民武・橋本和宏・吉川泰生・池羽田晶
文・尾崎幸洋

3月 27日午前

電気化学分析
座長 森内 隆代（9 : 00～10 : 00）

2 A 2―01 水―有機溶媒混合溶液中でのキレート生成速度の遅い金属イ
オンための間接電位差定量法（中部大工）○永田悟志・鰐部幸隆・古田
愼作・石川徳久

2 A 2―02 ホスホリルコリン誘導体を含むゾル―ゲル感応膜を用いるニ
ュートラルキャリヤ型イオンセンサー（和歌山大システム工）○樋口喜
弘・矢嶋摂子・木村恵一

2 A 2―03 パーフルオロアルキル鎖を備えたニュートラルキャリヤを用
いる液晶膜イオンセンサー（和歌山大システム工）○大崎秀介・矢嶋摂
子・木村恵一

2 A 2―04 チオ尿素デンドリマーを用いるニュートラルキャリヤ型アニ
オンセンサー（和歌山大システム工・阪大院基礎工）○内田幸恵・矢嶋
摂子・渡辺陽平・廣瀬敬治・戸部義人・木村恵一

2 A 2―05 Bis（p―chlorobenzyl）tin dichlorideをイオノホアとして用いた
リン酸イオン選択性電極に関する研究（立命館大理工）○河村直英・白
石晴樹・高木一好・松田十四夫

2 A 2―06 HOPG吸着クラウンエーテルを用いる原子間力顕微鏡カチオ
ンセンシング（和歌山大システム工）○山田 要・門 晋平・木村恵一

座長 白石 晴樹（10 : 00～10 : 50）
2 A 2―07 周期的温度摂動の周波数に依存した半導体ガスセンサの特異
的応答（奈良教育大）○奥西博一・中田 聡

2 A 2―08 水晶発振子微量天秤による生体適合性膜材料への血液蛋白質
吸着の観察（和歌山大システム工）○白矢昌之・矢嶋摂子・木村恵一

2 A 2―09 チオール末端基間に静電的相互作用が働く二成分自己組織化
単分子膜の混合状態（京大院工）○大井陽介・保原大介・山本雅博・垣
内 隆

2 A 2―10 二成分自己組織化単分子膜表面組成の電気化学的制御（京大
院工）○荒川建夫・西 直哉・保原大介・山本雅博・垣内 隆

2 A 2―11 自己組織化単分子膜修飾電極に固定化したチトクローム cの

単一分子イメージングと直接電子移動反応（九大院工）○中野幸二・吉
武忠輝・山下泰徳

座長 市村 彰男（10 : 50～11 : 50）
2 A 2―12 学術賞受賞講演 マイクロ電気化学分析の研究開発と高感度
生体分子センシングへの展開（NTTマイクロシステムインテグレーシ
ョン研）丹羽 修

座長 矢嶋 摂子（11 : 50～12 : 30）
2 A 2―18 四級アンモニウムカチオンと AOTからなる常温溶融塩の O／

W型エマルジョンの調製（京大院工）○川上敬寛・西 直哉・山本雅
博・垣内 隆

2 A 2―19 DOSS―イオンによって促進される特異な界面イオン移動（京
大院工）○重松文子・川上敬寛・西 直哉・山本雅博・垣内 隆

2 A 2―20 ヘテロ芳香族系常温溶融塩の液液界面物性（京大院工）○西
直哉・山本雅博・垣内 隆

2 A 2―21 Cu―C（sp3）結合をもつトリス（2―ピリジルチオ）メタン銅（II）錯
体の分光電気化学（阪市大院理）○山東良子・宮本利一・木下 勇・市
村彰男

3月 27日午後

X線・電子分光・原子スペクトル分析
座長 江場 宏美（13 : 30～14 : 10）

2 A 2―28 蛍光分光 XAFS（X線吸収微細構造）による微量吸着ヒ素サイ
トおよび層間ナノ FeO（OH）サイト構造の研究（東工大総理工）○泉
康雄・Masih, Dilshad・秋鹿研一

2 A 2―29 光電子スペクトロホログラフィー装置による全反射 XPS測
定（京大工・東大生研・東大環セ・東理大理工）○石井秀司・河合
潤・尾張真則・二瓶好正

2 A 2―30 パラジウム化合物高分解能 X線蛍光スペクトルと XANESス
ペクトル（京大工）○劉 振林・弓削是貴・貝淵和喜・田中洋一・河合
潤

2 A 2―31 超伝導転移端型検出器を用いた蛍光 X線分析（東大工）○國
枝雄一・高橋浩之・大野雅史・福田大治・中沢正治・大久保雅隆・座
間達也・安宅 学・浮辺雅宏

座長 泉 康雄（14 : 10～14 : 50）
2 A 2―32 高速蛍光 X線イメージング技術のコンビナトリアル材料評
価への応用（物材機構材料研）○江場宏美・桜井健次

2 A 2―33 黄砂エアロゾルの硫黄 X線吸収分光による化学状態分析（京
大工）○田中洋一・田中大策・貝淵和喜・北島義典・河合 潤・田邊
晃生

2 A 2―34 乾電池式ポータブル X線管による土壌標準試料の蛍光 X線
分析（京大工）○小山徹也・村上浩亮・河合 潤

2 A 2―35 四重極型 ICP―MSを用いた銃弾試料の鉛同位体比分析と鑑識
科学への応用（東理大）○田村修一・保倉明子・中井 泉・大石昌弘

溶媒抽出・フローインジェクション分析

座長 茶山 健二（15 : 00～15 : 50）
2 A 2―37＊ スピロベンゾピラン部位を複数個有するクラウンエーテル誘
導体の特異な金属イオン抽出能およびその光制御（和歌山大システム
工）○中村 允・坂本英文・木村恵一

2 A 2―39 クラウン化ビス（スピロベンゾピラン）誘導体によるリチウム
イオン液膜輸送の光制御（和歌山大システム工）○高垣英幸・坂本英
文・木村恵一

2 A 2―40＊ イオン性液体を新規抽出媒体としたカリックスアレーンによ
る金属イオンの抽出特性（九大院工）○下条晃司郎・後藤雅宏

座長 坂本 英文（15 : 50～16 : 30）
2 A 2―42＊ 8―キノリノール含有 w／oエマルションを用いる海水中微量
重金属元素の高度濃縮（名大院工）○松宮弘明・景山知洋・平出正孝

2 A 2―44 キャピラリーチューブ濃縮法を利用する鉛（II）のフローイン
ジェクション分析（東理大理工）○市原史貴・板垣昌幸・渡辺邦洋

2 A 2―45 ルミノール／ルテニウム（III）錯体試薬を用いた FIAの開発（同
志社大工）○福本和晃・峯元紘毅・塚越一彦・中島理一郎

質量分析

座長 石井 秀司（16 : 30～17 : 30）
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2 A 2―46 Accu―TOF質量分析計を用いたレーザースプレー法の開発
（山梨大クリーンエネルギー研究セ）○高見澤 淳・中川史之・酒井
亨・前田宏明・山田秀樹・平岡賢三

2 A 2―47 クロロフィルの生合成経路の解明（筑波大）○伊藤由加・秋山
満知子・後藤高紀・関 智行・二宮啓子・永島賢治・山下 俊・井上
和仁・小林正美

2 A 2―48 重金属イオン分析用質量分析試薬（マスプローブ）の創製と応
用（KAST都市エリア・慶大理工・CREST）○鈴木祥夫・八子知泰・山
田幸司・鈴木孝治

2 A 2―49 DIOS―MSにおける Cu（II）イオンとリボフラビンの還元（科学
技術振興機構成果活用プラザ大阪）○奥野昌二・荒川隆一・和田芳直

2 A 2―50 ガスクロマトグラフィー／多光子イオン化質量分析法による
PCBの分析（九大院工）○内村智博・酒井邦紘・今坂藤太郎

2 A 2―51 π ―配位性カリクサレーン誘導体の金属イオン錯形成挙動の
ESI―MSによる検討（和歌山大システム工）○高橋健太・中村 允・坂
本英文・木村恵一

物理化学―物性

3月 26日午前

伝導性
座長 矢持 秀起（9 : 30～10 : 20）

1 A 3―04 ダイレクト鎖型複核白金錯体の部分酸化状態と物性（九大）○
松林高紀・小林厚志・小島隆彦・北川 宏

1 A 3―05 光誘起酸化還元反応を利用した分子性固体へのドーピング
（北大創成・北大触媒セ）○内藤俊雄・新美大伸・朝倉清高

1 A 3―06 非対称［Au（III）（C―N）（S―S）］型ジチオレート錯体を用いた分
子性伝導体の構造と電気伝導性（理研・CREST・阪大院工）○久保和
也・中尾朗子・加藤礼三・松林玄悦

1 A 3―07 エチレンジチオテトラチアフルバレノキノン―1,3―ジチオー
ルメチドの FeBr4

― 塩の金属／半導体伝導性と強磁性（阪府大先端研・
CREST・科学技術振興機構・阪府大院工・理研・分子研）○藤原秀
紀・松本拓也・杉本豊成・野口 悟・石田武和・香取浩子・吉田祐
輔・井上克也

1 A 3―08 ［ベンゾテトラチアフルバレノチオキノン―1,3―ジチオール
（ジセレノール）メチド］2・FeX4

―（X＝Cl, Br）塩の伝導・磁気性質（阪府
大先端研・阪府大院工・分子研・科学技術振興機構）○平岡崇志・松
本拓也・鎌田洋輔・藤原秀紀・杉本豊成・野口 悟・小林速男

座長 森 健彦（10 : 20～11 : 10）
1 A 3―09 Two―band system（EDO―TTF）2X（X＝ReO4, GaCl4 : optical data
（分子研）○DROZDOVA, Olga・薬師久弥・太田 明・矢持秀起・斎
藤軍治

1 A 3―10＊ 新規含窒素有機伝導体 CnDTP―TTFの合成と κ 型電荷移動
錯体（東大物性研）○木村伸也・山下和樹・鈴木秀明・森 初果・西尾
豊・梶田晃示

1 A 3―12 水素結合を有する新規 RDT―EDO―TTF塩（R＝Cn,Bz）の構造
と物性（東大物性研）○鈴木秀明・市川 俊・山下和樹・木村伸也・森
初果・持田智行・西尾 豊・梶田晃示

1 A 3―13 立体障害を導入した新規 ET誘導体 CnDT―EDT―TTF塩の構
造と物性（東大物性研・東邦大院理）○前島倫子・千葉竜麻・須藤
幸・木村伸也・森 初果・森山広思・西尾 豊・梶田晃示

座長 山田 順一（11 : 10～12 : 00）
1 A 3―14＊ 中性―イオン性転移系単結晶の低温・低温高圧構造解析（産総
研 CERC・北大地球環境・東大院工・東大院総合・物構研）○熊井玲
児・堀内佐智雄・高橋幸裕・長谷川達生・十倉好紀・近藤隆祐・鹿児
島誠一・澤 博

1 A 3―16 アルキル置換 BEDT―TTFの物性の鎖長依存性（東工大院理
工）○青柳 勲・勝原真央・森 健彦

1 A 3―17 長鎖アルキル置換 BEDT―TTF誘導体の合成と性質（東工大院
理工）○勝原真央・青柳 勲・森 健彦

1 A 3―18 BEDO―TTF錯体の湿度による可逆的な導電性の変化 II（京大

院理）○羽根田 剛・矢持秀起・斎藤軍治

3月 26日午後

座長 薬師 久弥（14 : 00～14 : 30）
1 A 3―31 進歩賞受賞講演 反強磁性有機超伝導体の開発（阪府大先端
研）藤原秀紀

座長 御崎 洋二（14 : 30～15 : 00）
1 A 3―34 （BEDT―TTF）2MF6の低温電子状態の ESR研究（総研大・分子
研）○前田圭介・中村敏和

1 A 3―35 （TP―EDOT）3Sb2F11（Benzene）の構造と物性（京大院理）○添田
雅也・矢持秀起・齋藤軍治

1 A 3―36 新規縮小 π 系ドナー CpDH―TTPのラジカル塩の構造と物性
（都立大院理）○関屋広道・西川浩之・兒玉 健・池本 勲・菊地耕
一・山田順一

座長 斎藤 軍治（15 : 00～16 : 00）
1 A 3―37 DHOT―TTP塩の構造と物性（姫路工大院理・都立大院理）○
椚田憲一・圷 広樹・中辻慎一・山田順一・西川浩之・池本 勲・菊
地耕一

1 A 3―38 （BDA―TTP）2X（X＝TaF6, FeBr4）の構造と物性（姫路工大院
理・都立大院理）○藤本和也・圷 広樹・中辻慎一・山田順一・西川
浩之・池本 勲・菊地耕一

1 A 3―39 PROXYLラジカルを有する TTPドナーとMCl4
―（M＝Fe, Ga）

錯体の構造と物性（分子研・JST CREST・総研大・東大・阪府大）○崔
亨波・李 夏珍・藤原秀紀・高橋一志・大坪才華・小林速男・藤原

絵美子・小林昭子
1 A 3―40 TTP骨格内にセレン原子を導入した TTP系伝導体の合成と
物性（東工大院理工）○芦沢 実・野田文平・圷 あかね・森 健彦・
御崎洋二・田中一義・瀧宮和男・大坪徹夫

1 A 3―41 セレン原子を導入したビス TTF系有機伝導体およびトリス
TTF系有機伝導体の輸送現象（東工大院理工）○野田文平・芦沢
実・圷 あかね・木村伸也・森 健彦・御崎洋二・田中一義・瀧宮和
男・大坪徹夫

1 A 3―42 メチレンジチオ―ジセレナジチアフルバレン（MDT―TS）のラ
ジカルカチオン塩の合成と伝導挙動（広島大院工・東工大院理工）○瀧
宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫・川本 正・坂東祥匡・森 健彦

座長 小林 昭子（16 : 00～17 : 10）
1 A 3―43 金属 mnt錯体を基盤とした平面 π 共役系強磁性体の構造と
物性（東工大）○中嶋秀康・勝原真央・芦沢 実・森 健彦

1 A 3―44 環状チアジルラジカル BDTAとM（mnt）2（M＝Ni,Pt,Cu）から
なる錯体の構造と物性（名大院理）○梅園義勝・藤田 渉・阿波賀邦
夫・Staniland, Sarah S・Robertson, Neil

1 A 3―45 β ”―（ET）4［（H3O）Ga（C2O4）3］sol（sol＝PhNo2, Py and Ch2Cl2）の
振動スペクトル（分子研）○山本 貴・薬師久弥・圷 広樹・圷（佐藤）
あかね・ピーターデイ

1 A 3―46 シクロファン型ツインドナーのイオンラジカル塩における電
流印加状態の X線結晶構造解析（東大院総合）○松下未知雄・菅原
正

1 A 3―47＊ 一軸性歪み法による（EDO―TTF）2PF6の金属―絶縁体相転移の
研究（京大院理）○坂田雅文・前里光彦・太田 明・矢持秀起・斎藤軍
治

1 A 3―49 ずれ応力による電荷移動錯体の合成（山口東理大基礎工・室
蘭工大工・分子研・姫路工大理）○井口 眞・永岡 敦・城谷一民・
林 純一・薬師久弥・川村春樹

3月 27日午前

磁性
座長 石田 尚行（9 : 00～10 : 00）

2 A 3―01 固体高分解能 NMRでみるMn（N―N’）（o―benzoquinone）2（N―
N’＝2,2’―bpy, 1,10―phen）の原子価互変異性（北大院理）○森井邦夫・丸
田悟朗・武田 定

2 A 3―02 一般化フェリ磁性を目指したニトロニルニトロキシドトリラ
ジカル化合物の合成と磁性（阪市大院理・科技団さきがけ）○伊瀬智
章・塩見大輔・佐藤和信・工位武治

2 A 3―03 単成分有機フェリ磁性モデル分子としてのニトロニルニトロ
キシドトリラジカルの結晶構造と高圧力下の磁性（阪市大院理・科技
団さきがけ）○兼田千佳・伊瀬智章・塩見大輔・佐藤和信・工位武治
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2 A 3―04 ピリジン置換ニトロニルニトロキシドによる超分子有機フェ
リ磁性体の構築とその磁気的性質（阪市大院理・科技団さきがけ）○早
川健一・伊瀬智章・塩見大輔・佐藤和信・工位武治

2 A 3―05 基底一重項ビラジカル―モノラジカルによる超分子ヘテロス
ピン集合系の磁性（阪市大院理・科技団さきがけ）○神崎祐貴・伊瀬智
章・塩見大輔・佐藤和信・工位武治

2 A 3―06 一般化フェリ磁性モデル系としての基底一重項ビラジカル―
Cu（II）錯体の構造と磁性（阪市大院理・科技団さきがけ）○前川健典・
伊瀬智章・塩見大輔・佐藤和信・工位武治

座長 中辻 慎一（10 : 00～11 : 10）
2 A 3―07＊ ニトロニルニトロキシド会合二量体の電子構造と分子構造
（阪大院理・阪市大院理・科学技術振興機構さきがけ）○福井晃三・森
田 靖・河井潤也・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

2 A 3―09 基底 2重項トリラジカルの磁気比熱と磁気相転移（阪市大院
理・科技団さきがけ・九大院工）○塩見大輔・伊瀬智章・佐藤和信・
工位武治・稲永祐貴・吉田靖雄・河江達也・竹田和義

2 A 3―10＊ 二段階スピン転移を示す鉄（III）錯体の中間相の構造（分子
研・慶大理工・東大院総合・神奈川科学技術アカデミー）○高橋一
志・疋田政憲・中村智之・栄長泰明・藤嶋 昭・佐藤 治

2 A 3―12＊ 光誘起型有機磁性体の分子内磁気的相互作用についての量子
化学的研究（阪大院理）○谷口岳志・庄司光男・川上貴資・渡津裕次・
山口 兆

座長 榎 敏明（11 : 10～12 : 10）
2 A 3―14 学術賞受賞講演 分子間相互作用の制御による分子結晶の機
能化（北大院理）稲辺 保

3月 27日午後

座長 工位 武治（13 : 10～14 : 00）
2 A 3―26 光励起状態を介した複合機能の発現を目指した π 共役安定
ラジカル光励起高スピン有機分子の設計・合成とその物性（II）（阪市
大院理）○中島 悟・東一哲也・手木芳男

2 A 3―27 光励起状態を介した複合機能の発現を目指した π 共役安定
ラジカル光励起高スピン有機分子の設計・合成とその物性（III）（阪市
大院理）○東一哲也・中島 悟・手木芳男

2 A 3―28 鉄（II）―ピリミジン―アジド系錯体の構造，弱強磁性挙動，お
よび光誘起磁化（電通大量子物質）○土肥芳隆・石田尚行・野上 隆

2 A 3―29 純有機磁性伝導体（TMTSF）（TEMPO―NHCOCH2SO3）．2 H2O
の構造と物性（姫路工大院理）○圷 広樹・山田順一・中辻慎一

2 A 3―30 安定有機ラジカルアニオン TEMPO―CONH（CH2）nSO3
―（n＝

0,2）の構造とこれをカウンターアニオンとする有機電荷移動錯体の物
性（姫路工大院理）○山下亜希子・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

座長 阿波賀 邦夫（14 : 00～15 : 20）
2 A 3―31 機能性有機アニオン Ferrocene―（CONHCH2SO3

―）n（n＝1―2）と
その TTF塩の構造と物性（姫路工大院理）○古田圭吾・圷 広樹・山
田順一・中辻慎一

2 A 3―32＊ 固体高分解能 NMRによる TEMPOLラジカル結晶の超微細
結合定数の精密測定（北大院理）○丸田悟朗・武田 定

2 A 3―34 TEMPOラジカルを有するドナー分子の合成と物性（分子
研・JST CREST・総研大・東大院理・阪府大）○大坪才華・崔 亨
波・高橋一志・藤原秀紀・小林速男・藤原絵美子・小林昭子

2 A 3―35 BDH―TTP［M（isoq）2（NCS）4］（M＝Cr,Fe）の弱強磁性の圧力効
果（東工大院理工）○宮崎 章・工藤 智・榎 敏明・樋田 孝・山田
順一・GOLHEN, Stephane・OUAHAB, Lahcene

2 A 3―36 Mo系シアノ錯体の磁気的性質と CNイオンの13C核の超微細
結合（北大院理）○渡邉 亮・丸田悟朗・武田 定

2 A 3―37 コバルト錯体からなる単一種分子性伝導体（産総研ナノテ
ク・分子研・東大院理・CREST）○田中 寿・徳本 圓・岡野芳則・
小林速男・小林昭子

2 A 3―38 グリオキシマートを架橋配位子に用いた 3 d／4 fヘテロ金属
多核錯体と鎖状錯体の構造と磁性（電通大量子物質）○石田尚行・上木
創平・Muhamad, Sahlan・小林泰子・野上 隆

座長 野上 隆（15 : 20～16 : 30）
2 A 3―39 安定 π ラジカル固定化金クラスターの磁気的相互作用の理
論的研究（阪大院理）○奥村光隆・北河康隆・川上貴資・山口 兆

2 A 3―40 TTF誘導体結晶内の相互作用パラメータに関する分子軌道法
によるクラスター計算（阪大院理）○川上貴資・谷口岳志・渡津裕次・
北河康隆・奥村光隆・山口 兆

2 A 3―41 環状チアジルラジカル結晶 BBDTA・Brにおけるダイヤモン
ド様ネットワーク構造（名大物質科学国際研究セ）○藤田 渉・阿波賀
邦夫

2 A 3―42＊ 磁気希釈した分子性スピンラダー［Ph（NH3）］（［18］crown―6）
［Ni（dmit）2］1―x［Au（dmit）2］xの磁気物性（北大電子研）○西原禎文・芥
川智行・中村貴義・大平聖子

2 A 3―44 分子磁性体への電場印加による伝導性スイッチング（神奈川
科学技術アカデミー・慶大理工）○川上智子・栄長泰明・佐藤 治

2 A 3―45 MCM―41細孔中に吸着したフェロセンによる特異な磁性（筑
波大化）○戸田陽子・石丸臣一・池田龍一・三谷洋興・北尾真司・瀬
戸 誠

3月 28日午前

構造体
座長 松本 卓也（9 : 00～9 : 50）

3 A 3―01 TTDPzM（TTDPz：テトラキスチアジアゾールポルフィラジ
ン，M＝H2, Mn, Fe, Co, Ni, Cu, Zn）の合成，構造と物性 1（名大院理）
○鈴木陽介・藤森雅人・吉川浩史・阿波賀邦夫

3 A 3―02 TTDPzM（TTDPz：テトラキスチアジアゾールポルフィラジ
ン，M＝H2, Mn, Fe, Co, Ni, Cu, Zn）の合成，構造と物性 2（名大院理）
○藤森雅人・鈴木陽介・吉川浩史・阿波賀邦夫

3 A 3―03 一次元導体 TPP［CoIII（Pc）（CN）2］2（東大物性研・北大院理）枡
田幸樹・花咲徳亮○松田真生・田島裕之・樹神克明・瀧川 仁・大道
英二・長田俊人・内藤俊雄・稲辺 保

3 A 3―04＊ 水素結合性一次元分子鎖を有する π 電子系有機強誘電体の
開発（産総研 CERC・東大工）○堀内佐智雄・熊井玲児・沖本洋一・橘
浩昭・十倉好紀

座長 北川 宏（9 : 50～10 : 20）
3 A 3―06 若い世代の特別講演会 フェロセン系分子集合体の電子物性
発現と超分子構築（東邦大理）持田智行

座長 城谷 一民（10 : 20～11 : 20）
3 A 3―09 核酸塩基の水素結合を用いた有機磁性体の構築と磁性（阪市
大院理・科技団さきがけ）○野崎幹人・伊瀬智章・塩見大輔・佐藤和
信・工位武治

3 A 3―10＊ マクロ分子のトンネル伝導：DNA，チトクロム c，ポルフィ
リン（阪大産研）○松本卓也・片岡 誠・前田 泰・田上勝規・塚田
捷・川合知二

3 A 3―12＊ フタロシアニン系分子集合体ナノワイヤーの選択的形成法と
電子特性（通信総研関西）○長谷川裕之・久保田 徹・益子信郎

3 A 3―14 有機一次元細孔物質を用いた有機ラジカルの分子配列制御と
その構造に関する研究（阪大院理・阪大博物館）○小林広和・上田貴
洋・宮久保圭祐・豊田二郎・江口太郎

座長 上門 敏也（11 : 20～12 : 20）
3 A 3―15 マクロサイクリック TTF誘導体が形成するナノドット構造
（北大電子研・CREST）○芥川智行・中村貴義・Becher, Jan

3 A 3―16 超分子構造を有する新規伝導性カチオンラジカル塩の合成お
よび電気特性（埼玉大理・理研・科学技術振興事業団）○高坂洋介・山
本浩史・中尾朗子・加藤礼三

3 A 3―17 （ベンゼン―1,2,4,5―テトラチオレート）金およびニッケル錯体
オリゴマーの薄膜の作成と伝導性質（阪府大先端研・CREST・科学技
術振興機構・熊本大学工学部）Zaobin, Zhang・和田研自・藤原秀紀○
杉本豊成・Hasanudin・黒田規敬

3 A 3―18 三次元ペロブスカイト KNiF3における有効交換積分値の理論
計算（三重大工・阪大院理）○大西 拓・吉岡泰規・山口 兆

3 A 3―19 KBr薄膜における相転移の剪断応力効果（室蘭工大）○城谷一
民・林 純一・川村春樹・井口 真・安達隆文・下村 理・井口洋夫

3 A 3―20 中性子準弾性散乱法によるトリステアリンの結晶多形現象に
関する研究：構造と運動性との相関（阪大院理）○秋田恭世・川口辰
也・金子文俊・山室 修・秋田弘幸・尾能満智子・鈴木正夫
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A4 会場
A号館203教室

物理化学―物性

3月 26日午前

溶液
座長 加藤 稔（9 : 30～10 : 10）

1 A 4―04 近赤外分光法による水，環状アルカン及び環状エーテル中に
おけるアルコールの構造に関する研究（関西学院大理工）○三上由帆・
池羽田晶文・橋本千尋・尾崎幸洋

1 A 4―05＊ 近赤外分光法によるトリエチルアミン水溶液の水和と相分離
に関する研究（関西学院大理工）○池羽田晶文・橋本千尋・三上由帆・
尾崎幸洋

1 A 4―07 赤外・ラマン分光法によるイソ酪酸水溶液のオリゴマー構造
（関西学院大理工）○橋本千尋・池羽田晶文・三上由帆・尾崎幸洋

座長 松林 伸幸（10 : 10～11 : 10）
1 A 4―08 FT―IR分光法による水溶液中における Ala―richペプチドの

Helix―Coil転移に及ぼす圧力効果に関する研究（立命館大理工）○竹清
貴浩・奥野 明・今井隆志・清水昭夫・加藤 稔・谷口吉弘

1 A 4―09＊ 低分子液体の部分比容の研究（島根大総合理工・山形大院理
工）○稲村 勇・神保雄次・太田晶久・柏木健志

1 A 4―11 脂肪族アセテート＋FAMSO，＋DMSO系の混合熱（近畿大理
工）○松下隆宣・神山 匡・木村隆良

1 A 4―12 アセトニトリル水溶液の構造（2） Kirkwood―Buff積分およ
び揺らぎの圧力依存性（群馬大教育）○中川徹夫

1 A 4―13 超臨界 Lennard―Jones流体中における拡散律速反応ダイナミ
クスに対する分子動力学シミュレーションと Fokker―Planck―Kramers
方程式に基づく理論との比較（同志社大工）○伊吹和泰・上野正勝

座長 木村 佳文（11 : 10～12 : 00）
1 A 4―14 熱水・亜臨界領域での水および電解質水溶液の回転ダイナミ
クス（京大化研）○吉田 健・若井千尋・松林伸幸・中原 勝

1 A 4―15 高温高圧メタノール中における KClの電気伝導度（同志社大
工）○保科貴亮・土橋倫昭・伊吹和泰・上野正勝

1 A 4―16 メタノール／無極性溶質混合系の誘電緩和（名大院工）○長尾
敦記・山口 毅・松岡辰郎・香田 忍

1 A 4―17 水中の環形成モデル反応の広い熱力学条件下における自由エ
ネルギー解析（京大化研）○三河幸平・松林伸幸・中原 勝

1 A 4―18 疎水性分子の水中における多体会合の自由エネルギー解析
（京大化研）○松林伸幸・中原 勝

3月 26日午後

座長 中原 勝（14 : 00～14 : 30）
1 A 4―31 若い世代の特別講演会 アルコール水溶液の表面とバルクの
構造相関（学習院大理）矢野（藤原）陽子

構造・相転移

座長 山口 毅（14 : 30～15 : 10）
1 A 4―34 CO2／アセトニトリル 2成分超臨界流体のゆらぎ―ラマンスペ
クトルの温度・圧力・組成依存性（学習院大理）○仲山英之・村井美
紀・石井菊次郎

1 A 4―35 クロロベンゼン／エチルベンゼン 2成分アモルファス物質の
結晶化過程と結晶の特性（学習院大理）○武井応樹・仲山英之・石井菊
次郎

1 A 4―36 La2―xNdxNiO4＋δ の構造相転移（1）―La2NiO4＋δ の構造相転移―（明
大理工）○石川裕基・豊住弥生・石川謙二

1 A 4―37 La2―xNdxNiO4＋δ の構造相転移（2）―Nd2NiO4＋δ の構造相転移―（明
大理工）○豊住弥生・石川裕基・石川謙二

液晶・ゲル

座長 石井 菊次郎（15 : 30～16 : 30）

1 A 4―40 1つの長鎖末端にカルボン酸を有するアルキルオキシトリフ
ェニレン誘導体における液晶性（産総研人間系）○瀬戸口善宏・物部浩
達・寺澤直弘・清原健司・中村尚武・清水 洋

1 A 4―41 回転軸対称性の異なる側鎖フルオロアルキル基トリフェニレ
ン同族列の液晶性（産総研人間系）寺澤直弘・物部浩達・清原健司○清
水洋

1 A 4―42 時間分解赤外分光法による混合強誘電性液晶再配向過程の配
向・回転運動に関する研究（関西学院大理工）○多谷健嗣・趙 景が
ん・尾崎幸洋

1 A 4―43＊ 長鎖テトラフェニルポルフィリンジオキソオスミウム（VI）錯
体の液晶相転移（産総研関西センター人間系）○清水 洋・大森 力・
物部浩達・寺澤直弘・清原健司

1 A 4―45 シンジオタクチックポリスチレンゲルの光変形（静岡大電子
科研・静岡大教育）○板垣秀幸・飯田玲子・望月 絢

3月 27日午前

フラーレン
座長 田原 太平（9 : 00～10 : 00）

2 A 4―01＊ Y2C2クラスターを内包したフラーレン（名大院理）○井上
崇・冨山徹夫・岡崎俊也・菅井俊樹・篠原久典

2 A 4―03＊ Gd内包フラーレンアニオンの高磁場・高周波 ESR（分子研・
理研・東京学芸大・筑波大 TARAセンター・名大院理）○古川 貢・
大窪清吾・前田 優・若原孝次・赤坂 健・篠原久典・加藤立久

2 A 4―05＊ La@C 82の分子変換（筑波大 TARAセ）○松永洋一郎・前田
優・若原孝次・土屋敬広・石塚みどり・赤阪 健・与座健治・

Ernst, Horn・小林 郁・永瀬 茂・加藤立久・山本和典

座長 岡崎 俊也（10 : 00～10 : 30）
2 A 4―07 Sc内包フラーレンの酸化還元挙動とその反応性（筑波大

TARAセ）○飯塚裕子・櫻庭明央・若原孝次・前田 優・赤阪 健・
加藤立久・小林 郁・永瀬 茂

2 A 4―08 金属内包フラーレンイオン種の合成と反応（東京学芸大教・
筑波大先端学際セ・分子研・核燃料サイクル機構）○前田 優・宮下
淳・長谷川 正・若原孝次・土屋敬広・赤阪 健・小林 郁・永瀬
茂・山本和典

2 A 4―09 金属内包フラーレンの新規大量分離法の開発（筑波大 TARA
セ・分子研・ヒューストン大）○土屋敬広・若原孝次・前田 優・赤
阪 健・小林 郁・永瀬 茂・加藤立久・KADISH, Karl M.

座長 山本 和典（10 : 30～11 : 00）
2 A 4―10 フラーレン内包金属の回転制御（筑波大 TARAセ）○山田道
夫・前田 優・土屋敬広・若原孝次・赤阪 健・与座健治・Markus,
Waelchli・小林 郁・永瀬 茂

2 A 4―11 金属内包フラーレンの選択的抽出と分離における酸化反応の
効果（名大院理）○沖本治哉・加藤治人・井上 崇・伊藤靖浩・森部裕
江・梅本 久・岡崎俊也・菅井俊樹・Bolskar, Robert・Alford, john
Michael・篠原久典

2 A 4―12 窒素内包フラーレンの光反応（筑波大 TARAセ）○松永洋一
郎・若 原 孝 次・前 田 優・加 固 昌 寛・赤 阪 健・加 藤 立 久・
YOONG－KEE, Choe・小林 郁・永瀬 茂・HUANG, Houjin・阿多
誠文

座長 加藤 立久（11 : 00～11 : 30）
2 A 4―13 フェムト秒非縮退二光子吸収法によるフラーレン C60分子の
光学禁制励起状態の観測（理研）○山口祥一・田原太平

2 A 4―14 フラーレン C60,C70励起三重項状態及び高スピン多価アニオン
状態の微細構造定数の絶対符号に関する研究（阪市大院理・阪大院
理・理研・リスボン大）○森 展之・福井晃三・中澤重顕・豊田和
男・佐藤和信・塩見大輔・FRANCO, M. Luisa T. M. B・SHOHOJI, M.
Candida B. L・LAZANA, M. Celina R. L. R・工位武治

2 A 4―15 色素系カチオンで安定化された C60フラーレン誘導体アニオ
ンラジカル塩の電解結晶成長と性質（東邦大理・東京海洋大）○森山広
思・白川 紋・松原可南・渡部徳子

3月 27日午後

ナノチューブ
座長 辻 正治（13 : 00～13 : 40）

2 A 4―25 電場吸着によるカーボンナノチューブ薄膜の形成（山形大工）
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阿部吉章○佐野正人
2 A 4―26 高温パルスアーク放電法を用いた 2層カーボンナノチューブ
合成における触媒金属効果（名大院理）○吉田宏道・菅井俊樹・篠原久
典

2 A 4―27 自己集積化カーボンナノチューブ超薄膜の形成挙動（山形大
工）○佐藤愛美・佐野正人

2 A 4―28 Mo／Fe（or Co）／MgO触媒を用いた薄層カーボンナノチューブ
の合成（筑波大物質工）○倪 磊・黒田圭児・周 靈萍・松本健俊・中
村潤児

座長 中村 潤児（13 : 40～14 : 20）
2 A 4―29 MgOに担持させた酸化鉄ナノ粒子からの単層カーボンナノ
チューブ成長（九大先導研・九大総理工・CREST）○吾郷浩樹・中村
和浩・今村真悟・辻 正治

2 A 4―30 サイズ制御した鉄ナノ粒子からのカーボンナノチューブ成長
（九大先導研・九大総理工・CREST）○中村和浩・吾郷浩樹・今村真
悟・辻 正治

2 A 4―31 フラロデンドリマーを利用したカーボンナノチューブの可溶
化（岡山大院自然・筑波大 TARAセ・東京学芸大教）柳本 泰○田村
充宏・高口 豊・坪井貞夫・木村新一・若原孝次・赤坂 健・前田
優・長谷川 正

2 A 4―32 SWCNTスケルトンの構築（山形大工）○鍋田宗宏・佐野正人

座長 佐野 正人（14 : 20～14 : 50）
2 A 4―33 金属触媒添加カーボンナノチューブの水素吸蔵特性（筑波大
物質工）○劉 銀珠・新井和也・屋貝直也・山崎貴久・松本健俊・中
村潤児

2 A 4―34 HiPco法単層カーボンナノチューブの構造制御と電気化学的
リチウムイオン貯蔵特性（信州大繊維）○宮脇 瞳・小宮山慎悟・川崎
晋司・沖野不二雄・東原秀和

2 A 4―35 SWNTsのアミンとの相互作用（東京学芸大教・筑波大先端学
際セ・産総研・北海道大）○平嶋由哉・木村新一・前田 優・長谷川
正・若原孝次・赤阪 健・清水哲夫・徳本洋志

クラスター

座長 若林 知成（15 : 00～16 : 00）
2 A 4―37＊ 金属内包ケイ素クラスターの生成および構造の検証（慶大理
工・科技団）○小安喜一郎・阿久津 稔・直野泰知・三井正明・中嶋
敦

2 A 4―39＊ カーボン細孔中における水分子クラスターの形成と成長（信
州大理）○飯山 拓・尾関寿美男

2 A 4―41 アルカンチオール保護金ナノ粒子の STS測定（北陸先端大材
料・東工大院理工）○七分勇勝・真島 豊・張 宏・安武祐輔・近江
靖則・佐野庸治・寺西利治

2 A 4―42 金微粒子の近接場分光：構造と分光特性の相関（分子研）○井
村考平・永原哲彦・岡本裕巳

座長 岡本 裕巳（16 : 00～16 : 40）
2 A 4―43 TTF誘導体自己組織化膜表面を有する Pdナノ粒子の磁性（東
工大院理工）Tu, Weixia○榎 敏明・福井賢一・宮崎 章

2 A 4―44 Pdナノ粒子の水素吸蔵における粒径依存性（九大院理）○山
内美穂・池田龍一・端 健二郎・後藤 敦・清水 禎・板東義雄・寺
西利治・北川 宏

2 A 4―45 ab initio MO法によるナフタレン 2量体の構造と振動数計算
（原研）○佐伯盛久・横山 淳・藤井正明

2 A 4―46 低温固体表面における炭素鎖分子の凝集過程（京大院理・阪
大院工・都立大院理・マックスプランク核物理研）○若林知成・山口
康隆・加藤将樹・鈴木信三・百瀬孝昌・吉村一良・阿知波洋次・
KRAETSCHMER, W.

物理化学―反応

3月 28日午前

反応動力学
座長 河野 裕彦（9 : 00～10 : 00）

3 A 4―01 進歩賞受賞講演 多光子励起溶液反応と機構の解明（コンポ
ン研東東京研）河野淳也

3 A 4―04 高強度フェムト秒レーザーによる有機化合物のイオン化：

ADKとの比較（阪市大院理）○田中倫規・村上政直・清水政二・八ッ
橋知幸・中島信昭

3 A 4―05 メチルアニリンカチオンのレーザー誘起反応：置換基配向効
果の実験的研究（東大院理）○板倉隆二・田中隆嗣・浅野大樹・山内
薫

3 A 4―06 メチルアニリンカチオンのレーザー誘起反応：置換基配向効
果の理論研究（東大院理）市川太佳之・桑田幹哲・鈴木秀明○佐甲徳
栄・山内 薫

座長 河内 宣之（10 : 00～11 : 00）
3 A 4―07 有機分子の高強度レーザーによる非共鳴多光子イオン化（阪
市大院理・レーザー総研・阪大）○篠原秀則・島田義則・溝口竜二・
藤田雅之・本越伸二・八ッ橋知幸・中島信昭

3 A 4―08＊ 水を用いたフェムト秒レーザー誘起パルス X線発生に対す
る最適条件の探索（東北大院理）松島進一・井田貴仁・蓬畑健一郎○畑
中耕治・福村裕史

3 A 4―10＊ エステル化合物の脱離反応に見られる内殻遷移特有のサイト
選択性（広島大院理）○和田真一・隅井良平・木崎寛之・松本吉弘・関
谷徹司・田中健一郎

3 A 4―12 サイト選択的結合切断における励起原子位置依存性（広島大
院理）隅井良平・南部佑介・木崎寛之・松本吉弘・和田真一・関谷徹
司○田中健一郎

座長 田中 健一郎（11 : 00～12 : 00）
3 A 4―13＊ 内部エネルギーを選択した中性反応中間体の解離（阪府大総
科）○早川滋雄・渡邊信明・友澤浩二・竹内孝江

3 A 4―15 価電子励起に伴うフラーレンの解離性イオン化（分子研）○森
崇徳・江 潤卿・春山祐介・久保園芳博・見附孝一郎

3 A 4―16 ハロゲン化ベンゼン誘導体の 2次元ペニングイオン化電子分
光（東北大理・東北大院理）○松本 真・松村栄一・岸本直樹・大野公
一

3 A 4―17＊ 励起ヘリウム原子―多原子分子衝突におけるイオン化効率の
決定（武蔵工大）○砂川武義・佐藤吉宏・泉 芳彰・一花利行

3月 28日午後

ナノ粒子・クラスター
座長 真船 文隆（13 : 00～14 : 00）

3 A 4―25 メチルアンモニウムラジカルクラスターの構造と反応性（神
大理・神大院自然）○岡井信裕・高畑晶弘・荒西研吾・富宅喜代一

3 A 4―26＊ 高分解能質量分析器を用いたクラスターの反応性の研究―チ
タンクラスターイオンと窒素分子との反応（豊田工大・コンポン研）○
市橋正彦・半村 哲・近藤 保

3 A 4―28 分子が吸着したアルカリハライドクラスターのレーザー光解
離（東北大理）○鶴田 護・角山寛規・古屋亜理・美齊津文典・大野公
一

3 A 4―29＊ アルカリ金属―重合性有機分子クラスターのイオン化しきい
値測定による構造異性体の同定（東北大院理）○角山寛規・中川原若
奈・美齊津文典・大野公一

座長 美齊津 文典（14 : 00～15 : 00）
3 A 4―31 粒径制御したナノ粒子蒸着による薄膜生成法の開発（慶大理
工）○直野泰知・加々美宏幸・三井正明・中嶋 敦

3 A 4―32 エキシマーレーザー光照射による Fe（CO）5／CS2混合気体から
の複合超微粒子形成反応（千葉大工・チェコ科学アカデミー）○森田
浩・ファイガールラデック・ポーラヨセフ・バスツルズデニェク・シ
ューベルトヤン

3 A 4―33＊ レーザーアブレーションによる酸化エルビウムクラスターの
生成（原研）○橋本雅史・古川勝敏・横山啓一・横山 淳

3 A 4―35＊ 紫外レーザー照射による金ナノ粒子の選択的構造変化（東大）
○真船文隆

座長 森田 浩（15 : 10～16 : 00）
3 A 4―38＊ キャビティリングダウン法による固相試料の超高感度光吸収
分光：透明基板を挿入した外部光共振器の特性（豊田工大・コンポン
研）○寺嵜 亨・江頭和宏・近藤 保

3 A 4―40 キャビティリングダウン法による固相試料の超高感度光吸収
分光：シリコン表面吸着種の超高真空下での中赤外光吸収測定（コン
ポン研・豊田工大）○江頭和宏・寺嵜 亨・近藤 保

3 A 4―41 イオン移動能および飛行時間型質量分析を用いたナノチュー
ブ生成前駆体検出の試み（名大院理）○菅井俊樹・篠原久典・Martin
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F., Jarrold
3 A 4―42 軟 X線照射による PTFEの表面改質反応（姫工大高度研・姫
工大工）○神田一浩・加藤有理・清水川 豊・春山雄一・出田智也・
石垣博行・松井真二

座長 富宅 喜代一（16 : 00～17 : 00）
3 A 4―43＊ 低エネルギー表面衝突における X―（H2O）n（X＝I, Cl）の解離お
よび再結合（コンポン研・豊田工大）○小泉真一・安松久登・近藤 保

3 A 4―45＊ Mg＋―CH3X（X＝I, Br, Cl）錯体のレーザー光誘起解離における
解離イオンの放出角度分布（東北大院理）○古屋亜理・角山寛規・美齊
津文典・大野公一

3 A 4―47 ジクロロエチレン類の低温固相における 193 nm光反応生成
物の FT―IRによる直接検出（横国大院工）○秋山隆人・關 金一

3 A 4―48 コバルトクラスターイオンへの一酸化窒素の吸着分解反応―
クラスターへの水素原子の導入による反応性変化（コンポン研・豊田
工大・豊田中研）○半村 哲・市橋正彦・渡邊佳英・磯村典武・近藤
保

座長 中島 敦（17 : 00～17 : 50）
3 A 4―49 酸化反応によるマンガン二量体の電子構造変化（東大院理・
豊田工大）○登野健介・寺嵜 亨・太田俊明・近藤 保

3 A 4―50 溶液中レーザー蒸発により合成した金ナノ微粒子の CO酸化
反応（コンポン研・ニューヨーク州立大・東大院総合・豊田工大）○河
野淳也・酒井俊郎・真船文隆・近藤 保

3 A 4―51 金クラスターとイオウ化合物との反応（産総研ナノテク・愛
媛大理）○菅原孝一・奥村洋史・竹尾陽敏

3 A 4―52 グラファイト表面上の単一白金クラスターに対するトンネル
分光測定（コンポン研・豊田工大）○早川鉄一郎・安松久登・小泉真
一・近藤 保

3 A 4―53 シリコン（111）―7 x 7表面にデポジットされた単一白金クラ
スターの電子構造（豊田工大・コンポン研）○安松久登・早川鉄一郎・
小泉真一・近藤 保

物理化学―反応

3月 26日午前

光化学
座長 中島 聡（9 : 20～10 : 00）

1 A 5―03 タンパク質の光誘起結晶成長（群馬大工・CRMC 2－CNRS）
○奥津哲夫・平塚浩士

1 A 5―04 蛍光タンパク質 KAEDEのフェムト秒時間分解蛍光ダイナミ
クスの研究―紫外光で緑から赤に変色するタンパク質―（理研）○細井晴
子・田原太平・水野秀昭・宮脇敦史

1 A 5―05 ポルフィリン J―会合体薄膜の走査型近接場光学顕微鏡によ
る研究（2）ダイナミックスのサイト依存性に対する検討（分子研）○永
原哲彦・井村考平・岡本裕巳

1 A 5―06 Ti含有メソポーラスシリカに吸着したクロロフィル―aの光
物理化学特性（阪府大院工）○中村鷹彦・山王玲子・山下弘巳・安保正
一

座長 秋本 誠志（10 : 00～11 : 00）
1 A 5―07＊ ポルフィリンアレイの電場誘起電荷移動（東北大院理）○中井
克典・加藤 毅・Sahnoun, Riadh・河野裕彦・藤村勇一

1 A 5―09 無機多孔質材料細孔内でのアントラセン―ポルフィリン化合
物の励起エネルギー移動反応（島根大総合理工）○小池充洋・白鳥英
雄・田中秀和・久保恭男

1 A 5―10 メソポーラスシリカMCM―41細孔内に固定された亜鉛ポル
フィリン―フリーベースポルフィリン二元系における励起エネルギー
移動反応（島根大総合理工）○白鳥英雄・杉山信一郎・田中秀和・久保
恭男

1 A 5―11 ポルフィリンをペンダントとしたポリイソシアニドの光誘起
過程（阪大産研）○藤塚 守・岡田亜弓・藤乗幸子・真嶋哲朗・武井史
恵・鬼塚清孝・高橋成年

1 A 5―12 光強度による紅色光合成細菌のアンテナサイズの変化（筑波
大）○持田知拡・秋山満知子・井上亮二・永島賢治・原 正之・若山
樹・星野貴行・小林正美

座長 藤塚 守（11 : 00～12 : 00）
1 A 5―13 線型ポルフィリン多量体における電子励起状態―局在励起配
置と電荷移動配置に基づく CA解析（北大院工・京大院理）○細川清
正・荒谷直樹・山崎 巌・大須賀篤弘

1 A 5―14 ケイ素鎖連結ナフタレン系における電荷移動反応と分子内エ
キシマ―形成（北大院工・千葉大工）○中村貴之・西村賢宣・山崎
巌・唐津 孝・寺沢真人・北村彰英

1 A 5―15 始原的シアノバクテリア Gloeobacter violaceus PCC 7421に
おける励起エネルギー移動（北大院工・京大院地球環境・京大院人間
環境）○横野牧生・秋本誠志・山崎 巌・土屋 徹・宮下英明・三室
守

1 A 5―16 シフォナキサンチン―クロロフィル a／b―タンパク質における
カロテノイドの励起緩和（北大院工・神戸大・日医大・京大院地球環
境・京大院人間環境）○秋本誠志・山崎 巌・村上明男・高市真一・
三室 守

1 A 5―17＊ ポルフィリン―フェロセン結合系の S 2励起超高速光電子移
動反応と振動のダイナミクス（阪大院基礎工・京大院工）○中島 聡・
久保 稔・大谷正奈・宮坂 博・森 幸恵・今堀 博

3月 26日午後

化学反応・制御
座長 菱川 明栄（14 : 10～15 : 00）

1 A 5―32 化学反応の位相制御における分子位相差の観測（産総研）○永
井秀和・中永泰介

1 A 5―33 直線偏光レーザーパルスを用いたキラル分子モータの量子制
御（東北大院理）○八巻昌弘・藤村勇一

1 A 5―34 分子配向の位相制御（産総研光反応制御研）○大村英樹・伊藤
文之・中永泰介

1 A 5―35 フェムト秒パルスの最適化波形整形法による励起状態の制御
（東工大資源研・法政大情）○尾竹郁也・狩野 覚・和田昭英

1 A 5―36 レーザー誘起電子波束ダイナミクスの理論的研究（東北大理）
○菅野 学・加藤 毅・河野裕彦・藤村勇一

座長 山内 薫（15 : 00～16 : 00）
1 A 5―37 学術賞受賞講演 電子・核量子動力学法による強レーザー場
誘起分子ダイナミクスの理論的研究（東北大院理）河野裕彦

座長 山崎 勝義（16 : 10～17 : 00）
1 A 5―44 パルス電子回折法による分子ダイナミクスの実時間追跡：サ
ブピコ秒電子パルス生成へのアプローチ（東大院理・日立ハイテクノ
ロジーズ）○星名賢之助・沖野友哉・山内 薫・小瀬洋一・戸所秀男

1 A 5―45＊ コインシデンス運動量画像法によるアセト二トリルの超高速
水素マイグレーション（東大院理）○菱川明栄・山内 薫

1 A 5―47＊ フェムト秒光電子画像観測による高速化学反応の追跡（理研）
坪内雅明○鈴木俊法

座長 岡本 裕巳（17 : 00～18 : 00）
1 A 5―49 電子励起 SO（B3Σ ―，v＝0―3）の輻射寿命および Heによる失活
速度の振動準位依存性（新潟大院自然・新潟大理）○富田幸江・山�勝
義・波田野貴之・竹谷文一・徳江郁雄

1 A 5―50 HOD分子の選択的 OD結合切断―OD伸縮振動励起状態から
の紫外光分解―（原研東海）○赤木 浩・深澤 裕・横山 淳

1 A 5―51 超高速光異性化反応におけるコヒーレントな核波束運動の観
測：シススチルベン励起 1重項状態の極短パルスポンプ―プローブ吸
収分光（理研）○石井邦彦・竹内佐年・田原太平

1 A 5―52 極短パルスを用いた励起状態プロトン移動の時間分解分光：
振動コヒーレンスの励起波長依存性（理研）○竹内佐年・田原太平

1 A 5―53 フェムト秒過渡二色性測定によるポリ（N―ビニルカルバゾー
ル）系におけるホール非局在化過程溶媒効果（阪大院基礎工極限セ）○
カーンサジャドルラフマン・村上昌孝・宮坂 博

1 A 5―54 ＜50 fs近赤外フェムト秒レーザー顕微システムの作製と応
用（阪大院基礎工極限セ・阪大院工）○松田広久・藤本洋輔・長澤
裕・宮坂 博・朝日 剛・増原 宏

3月 27日午前
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座長 堀内 宏明（9 : 00～10 : 00）
2 A 5―01 アセトンの分解経路に関する分子軌道的考察（立教大理）○長
村吉洋

2 A 5―02 液体分子線を用いたアルギニン水和構造の濃度依存性観測
（コンポン研・豊田工大）○外山南美樹・河野淳也・真船文隆・近藤
保

2 A 5―03＊ 電荷移動錯体の一光子励起における励起ラジカルカチオンの
生成（京工繊大工芸）○一ノ瀬暢之・衣笠潤一郎・羽切正英・中山敏弘

2 A 5―05 アミノフルオレノン誘導体の励起状態における水素結合形成
挙動：ヒドロペルオキシドとの二種の水素結合錯体の検出（都立大院
工・CREST）○小野田雄介・浜谷悟司・嶋田哲也・井上晴夫

2 A 5―06 N,N―ジエチル―p―フェニレンジアミンの極性溶媒中の光イオ
ン化過程とイオン対の動的挙動（神奈川大理）○平田善則・川島 修

座長 一ノ瀬 暢之（10 : 00～11 : 00）
2 A 5―07 ナノメートルサイズの細孔中におけるピレンエキシマーの形
成過程（群馬大工）○堀内宏明・福島 超・平塚浩士

2 A 5―08 時間分解電場蛍光分光によるピレン連結化合物の光励起ダイ
ナミックスの外部電場依存性（北大電子研）○中林孝和・森川武弘・太
田信廣

2 A 5―09 80 Kから室温までの温度変化にともなうピレンの電場蛍光
スペクトルの変化（北大電子研）○飯森俊文・吉沢友和・中林孝和・太
田信廣

2 A 5―10＊ 二液混合溶液のナノ秒レーザー誘起超臨界状態におけるピレ
ンの光化学緩和過程（東北大院理）○ホブレージョナサン・梶本真司・
久下 穣・高見沢 淳・福村裕史

2 A 5―12 DNAダイナミクスに基づくピレンダイマーラジカルカチオ
ン形成（阪大産研）○吉田浩子・川井清彦・藤乗幸子・真嶋哲朗

座長 中林 孝和（11 : 00～12 : 00）
2 A 5―13 フルオレン骨格上のアニオン・カチオンの電子状態（阪大産
研）○小泉美子・関 修平・佐伯昭紀・古澤孝弘・田川精一

2 A 5―14 芳香族化合物のイオンビーム照射によるカーボンナノファイ
バーの生成（北大院工）○小泉 均・木村貴英・木下博嗣・高橋平七
郎・市川恒樹

2 A 5―15 高密度気体，超臨界流体エタンにおける電子―正イオン再結
合過程（東工大院化学）○中村友士・小田切 丈・新坂恭二・籏野嘉
彦・河内宣之

2 A 5―16＊ 銀アドレイアー修飾金単結晶電極を用いた糖類の電気化学触
媒酸化反応（熊本大工・松下電器産業）○谷口 功・BEN AOUN,
Sami・外邨 正

2 A 5―18 突然変異誘発長寿命ラジカルの生成機構：溶存酸素の役割
（名大院工・長崎大院医歯薬総合）○中村俊浩・児玉靖司・渡邉正己・
熊谷 純

3月 27日午後

座長 加藤 立久（13 : 00～14 : 00）
2 A 5―25 ロタキサン骨格を利用したトリフェニルアミンと C60間の空
間伝達型光誘起電子移動反応（東北大多元研）○荒木保幸・笹部久宏・
古荘義雄・サンダナヤカアトゥーラ・伊藤 攻・高田十志和

2 A 5―26 ナノスターデンドリマーの集光過程に関する分子軌道論的研
究（九大先導研）○野崎大二郎・多田朋史・近藤正一・吉澤一成

2 A 5―27 時間分解蛍光分光法によるデンドリマー構成分子 1,3,5―Tris
（phenylethynyl）benzeneの励起非局在化（東大院理）○野本知理・浜口
宏夫

2 A 5―28 BCSJ賞受賞講演 溶液中及び蛋白質中における分子エネル
ギー放出過程（京大院理）宮田涼司○寺嶋正秀

座長 和田 昭英（14 : 00～14 : 50）
2 A 5―31＊ DNA中のホール移動過程の再配向エネルギー（阪大産研）○
高田忠雄・川井清彦・藤塚 守・真嶋哲朗

2 A 5―33 高励起三重項状態を経たナフチルメチルと酸素との結合解離
過程（阪大産研）○藤塚 守・蔡 喜臣・坂本雅典・原 道寛・真嶋哲
朗

2 A 5―34 2色 2レーザー励起による共役系高分子オリゴマーの高励起
三重項状態（阪大産研）○藤塚 守・大関陽介・原 道寛・蔡 喜臣・
真嶋哲朗

2 A 5―35 クマリン系色素を用いた高効率色素増感太陽電池における超
高速電子注入過程：リチウムイオン添加効果（産総研）○古部昭広・加
藤隆二・吉原利忠・玉城喜章・村井美紀・原 浩二郎・佐藤正建・村
田重夫・荒川裕則・立矢正典

座長 岩村 宗高（15 : 00～16 : 00）
2 A 5―37＊ 酸化チタン光触媒によるビフェニル誘導体の一電子酸化反応
（阪大産研）○立川貴士・藤乗幸子・藤塚 守・真嶋哲朗

2 A 5―39 酸化チタンナノ微粒子膜の可視―近赤外過渡吸収スペクトル
の pH依存性（産総研光反応制御研）○吉原利忠・加藤隆二・古部昭
広・原 浩二郎・玉城章喜・村井美紀・村田重夫・荒川裕則・立矢正
典

2 A 5―40 硫黄をドープした酸化チタン中の光励起キャリアのダイナミ
クス（三菱化学科学技術研究セ・神奈川科学技術アカデミー・九工大
工）○竹下 寛・佐々木 豊・山方 啓・石橋孝章・大西 洋・西島
一元・横野照尚

2 A 5―41 TiO2ナノ微粒子膜のフェムト秒紫外ポンプ・近赤外プローブ
過渡吸収分光：自由電子のバンド内遷移スペクトルの観測（産総研光
反応制御）○玉城喜章・吉原利忠・古部昭広・加藤隆二・村井美紀・
原 浩二郎・村田重夫・荒川裕則・立矢正典

2 A 5―42 近赤外過渡吸収分光法でみるルテニウム‐ポリピリジル錯
体：N 3色素の三重項MLCT状態（産総研光反応制御研究セ）○村井美
紀・加藤隆二・古部昭広・吉原利忠・玉城喜章・村田重夫・荒川裕
則・立矢正典

座長 藤塚 守（16 : 00～17 : 00）
2 A 5―43＊ 非共鳴多光子イオン化によるアミノベンゾニトリル類の過渡
的分子内電荷移動励起状態の観測（マックスプランク量子光学研）○八
ッ橋知幸・フスウエルナー・トゥルーシンセルゲイ・ウォルフラムシ
ュミット

2 A 5―45 フラボノール誘導体の電荷移動・プロトン移動状態のダイナ
ミクス（東工大資源研・法政大情報）○鈴木亜弥・蛭間愛美・狩野
覚・和田昭英

2 A 5―46＊ サブピコ秒近赤外吸収および異方性測定でみた 9,9’―ビアン
トリルの分子内光電子移動反応機構（東大院理・東大理・スペクト
ル・東理大理工・東理大総研）○高屋智久・岩田耕一・�口宏夫・色
川勝己・能丸圭司・黒田晴雄

2 A 5―48 高感度可視―近赤外過渡吸収分光計の開発：ナノモル濃度溶
液の測定（産総研）○加藤隆二・吉原利忠・村井美紀・古部昭広・玉城
喜章・村田重夫・立矢正典

座長 岩田 耕一（17 : 00～17 : 30）
2 A 5―49＊ 水溶液中における希土類錯体から Co（III）錯体へのエネルギ
ー移動反応に対する共存イオン効果（成蹊大学工・東工大理）○岩村宗
高・青木麻美・森田 眞・大塚拓洋・海津洋行

2 A 5―51 ペリレンをドープしたアントラセン薄膜の時間分解 SNOM
による研究（関西学院大）○松崎史晃・玉井尚登

3月 28日午前

非線形化学反応
座長 中西 周次（9 : 20～10 : 00）

3 A 5―03 錯体形成反応を伴う多様な自発的運動の研究（奈良教育大）○
廣松真一・中田 聡

3 A 5―04 自己組織的に配列する高分子マトリックス内部における金属
ナノ粒子の凝集（産総研）○末松信彦・山口智彦

3 A 5―05 3変数可逆 Gray―Scottモデル（産総研）真原 仁・末松信彦・
西浦廉政・大金邦成○山口智彦

3 A 5―06 タンニン酸の Cr（VI）イオンによる酸化過程を経由した時計
反応的なゲル化反応（神奈川工科大工）○鈴木航祐・本田数博

座長 松村 竹子（10 : 00～11 : 00）
3 A 5―07 銅の電解還元反応における自発的な時空間パターン形成（阪
大院基礎工）○西村健作・酒井将一郎・中西周次・中戸義禮

3 A 5―08 電気化学振動とカップリングした樹枝状金属電析反応（阪大
院基礎工）○中西周次・深見一弘・多田稔生・中戸義禮

3 A 5―09 強磁場中光半導体素子の非線形応答（神奈川工科大）○岸本
要・本田数博・佐藤 昭・中林誠一郎

3 A 5―10 強磁場中における BZ反応（神奈川工科大工）○本田数博・水
木 聡・佐藤 昭・中林誠一郎

3 A 5―11 強磁場中における硝酸銀水溶液中の銅線に発生する電位の自
己秩序形成（神奈川工科大工）○水木 聡・本田数博・佐藤 昭・中林
誠一郎

3 A 5―12 磁場中高濃度遷移金属イオンのペーパークロマト分離過程の
非線形性（神奈川工科大工）○吉川貴之・本田数博・佐藤 昭・中林誠
一郎
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座長 本田 数博（11 : 00～12 : 00）
3 A 5―13＊ 顕微鏡下の BZ反応―時間分解反応画像解析装置による反応
ダイナミクスの解析―（ミネルバライトラボ）○松村竹子

3 A 5―15＊ 溶融シリコンからのボロンの酸化分離における局所的非平衡
反応（名大院工・中部大）○棚橋 満・広瀬真樹・江平政仁・山内睦
文・武田邦彦

3 A 5―17＊ レーザーによる液滴移送：前進・後退のスイッチング（京大
院理）○馬籠信之・Rybalko, Sergey・吉川研一

3月 28日午後

スピン化学・磁場
座長 村井 久雄（13 : 00～14 : 00）

3 A 5―25 ベンゾイン光分解の FT―ESR法による観測（東工大院理工）○
河合明雄・渋谷一彦

3 A 5―26 時間分解 ESR法による光重合初期過程の解析（東工大理）○
丸島 裕・河合明雄・辻 和秀・渋谷一彦・中島康雄・盛島泰正・岡
田光範

3 A 5―27 トリプトファン‐TEMPOラジカル系の光励起で観測される
スピン分極（東工大院理工）○森 修一・河合明雄・辻 和秀・渋谷一
彦

3 A 5―28 過渡吸収検出ナノ秒磁場スイッチング装置の開発と光反応中
間体ラジカル対ダイナミクスの操作（筑波大化）○三浦智明・前田公
憲・新井達郎

3 A 5―29 ナノ秒磁場スイッチングのフラビンラジカル対系への応用
（筑波大化）○前田公憲・堀内 信・三浦智明・新井達郎

3 A 5―30 中性ミセル中におけるフラビンラジカルダイナミクスへの疎
水性の効果（筑波大化）堀内 信○前田公憲・新井達郎

座長 河合 明雄（14 : 00～14 : 50）
3 A 5―31 時間分解 ESR法によるポリフェノール類と活性分子種の反
応機構（静岡大理）○吉田裕貴・澤井祐典・渡辺修治・村井久雄

3 A 5―32 ミセル及び二分子膜界面における光誘起電子移動反応（静岡
大理）○野路清佳・大塚直子・村井久雄

3 A 5―33 時間分解 ESR法による長寿命ラジカルイオン対の観測―xan-
thone／N, N―diethylaniline系の光誘起電子移動反応―（静岡大理）○石垣
麻子・村井久雄

3 A 5―34 シクロデキストリン包接ラジカル対の時間分解 ESRスペク
トル（静岡大理）○赤丸文恵・村井久雄

3 A 5―35 励起多重項状態の ESRパラメータと項間交差速度（2）（東北
大多元研）○石橋美保・ISLAM, Saiful・岩崎洋平・大庭裕範・山内清
語

座長 若狭 雅信（15 : 00～16 : 00）
3 A 5―37＊ フェノチアジン―フラーレン連結化合物の光誘起電子移動反
応に対する磁場効果：スペーサー長と温度の効果（九大院工）○森部真
也・黒田憲寛・米村弘明・山田 淳

3 A 5―39 亜鉛ポルフィリン―フラーレン連結化合物の光誘起電子移動
反応における磁場効果：スペーサー長の効果（九大院工）○原田聡子・
森部真也・米村弘明・山田 淳

3 A 5―40 ドナー―C60クラスター系における光誘起電子移動反応と磁場
効果（九大院工）○黒田憲寛・米村弘明・森部真也・山田 淳

3 A 5―41 Mnをドープした ZnSナノ粒子の組織化と発光特性に及ぼす
磁場の影響（九大院工）○柳田美智子・米村弘明・永松慎一郎・山田
淳

3 A 5―42 タンパク質表面にアニオンドメインを有する再構成ミオグロ
ビンとビオローゲン間の光誘起電子移動反応における磁場効果（九大
院工）○米村弘明・安藤 努・森部真也・林 高史・久枝良雄・山田
淳

座長 米村 弘明（16 : 00～17 : 00）
3 A 5―43 磁場による金属イオンの分離（分子研・広大院理）○藤原昌
夫・知恵賢二郎・谷本能文

3 A 5―44 磁場による銀樹の配向（分子研）○勝木明夫・上地一郎・谷本
能文

3 A 5―45 光触媒反応の磁場効果（埼玉大理）○須田幸子・若狭雅信
3 A 5―46 フェムト秒パルスラジオリシス法の開発（阪大産研）○吉田陽
一・楊 金峰・古澤孝弘・田川精一

放射線

3 A 5―47＊ 放射光によるフッ素系高分子材料の表面改質と微細加工への
応用（早大理工総研・住友重機械工業）森 篤史・日向俊行・加藤隆
典・青木 康・大島明博○鷲尾方一

物理化学―構造

3月 26日午前

電子回折・マイクロ波
座長 高柳 正夫（9 : 30～10 : 00）

1 A 6―04 1,1―ジメチルシラシクロブタンの分子構造，内部回転および
環パッカリング（総研大・金沢大理・神奈川工大工）○廣田榮冶・大橋
信喜美・川嶋良章・宇佐美豪士

1 A 6―05 シアノメチルラジカル類のフーリエ変換マイクロ波スペクト
ル（宇宙航空研究開発機構・茨城大・東大）○尾関博之・平尾強司・山
本 智

紫外・可視
1 A 6―06 ダイオキシンの高分解能レーザー分光（京大理・神戸大分子
フォト）○馬場正昭・土肥敦之・畳谷仁男・笠原俊二・加藤 肇

座長 馬場 正昭（10 : 00～11 : 00）
1 A 6―07 超音速ジェット法を用いたトリフルオロメトキシベンゼンの
分光研究（東工大院理工）○岩本一宏・磯崎 輔・松本 龍・酒田耕
作・松下慶寿・鈴木 正・市村禎二郎

1 A 6―08 o―フルオロアニソールの内部回転による異性体の分光研究：
non―planar体（東工大院理工）○磯崎 輔・酒田耕作・松下慶寿・鈴木
正・市村禎二郎

1 A 6―09 MgNC A2Π ―X2Σ ＋遷移のMg―NC伸縮振電バンド（広島市立大
情報科学）○福島 勝・石渡 孝

1 A 6―10 ベンゼンメチル誘導体ラジカルの極低温電子スペクトル（日
大工）○鈴鹿 敢・堀 貴博・小舘知史

1 A 6―11 スチルバゾリウムベタインの電子吸収スペクトルと量子化学
計算（東農工大院 BASE・東農工大農）○山本いづみ・高柳正夫

1 A 6―12 ニ成分混合溶媒中のメロシアニン色素の電子吸収スペクトル
（東農工大農）金子 聖○高柳正夫

座長 福島 勝（11 : 00～11 : 40）
1 A 6―13 4―オクタデシルオキシフェニルエテニルピリジンおよびその
誘導体の光異性化と物理化学的性質（東京電機大工）○川又 崇・大窪
潤

1 A 6―14 フェムト秒連続白色光の生成と分子分光への応用（1）吸収と
レーザー誘起蛍光（理研）甲神圭亮○小林 徹・高見道生

電子分光
1 A 6―15 1,1―ジフルオロエチレンの C 1 s励起領域の高分解能光吸収
スペクトル（広島大院理・京都教大・愛媛大理・JASRI／SPring－8・産
総研）○岡田和正・山名洋輔・伊吹紀男・藤井亜紀子・長岡伸一・田
林清彦・島田由美子・森下雄一郎・為則雄祐・鈴木 功・大野啓一

1 A 6―16 銅―ピリジン錯体の ZEKE光電子分光（産総研ナノテク）○宮
脇 淳・菅原孝一

3月 26日午後

電子状態理論
座長 豊田 和男（14 : 00～15 : 00）

1 A 6―31 有限摂動法による ESR g―テンソルの密度汎関数計算（筑波大
化）○杉森公一・守橋健二

1 A 6―32 コリスミ酸のクライゼン転位反応における溶媒効果；DFT―
GB法による解析（筑波大化）○高田真吾・守橋健二

1 A 6―33＊ 密度汎関数法によるスピン密度の LPN解析（筑波大化）○下
堂靖代・守橋健二

1 A 6―35＊ スピンフラストレーション系の相対論効果（阪大院理）○武田
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亮・山中秀介・山口 兆

座長 守橋 健二（15 : 00～16 : 00）
1 A 6―37＊ リング型分子集合体におけるエキシトン移動（阪大院理）○高
畑昌弘・中野雅由・山田 悟・岸 亮平・新田友茂・山口 兆

1 A 6―39 スチリルピリジル骨格をもつ対称型 π 共役架橋分子におけ
る二光子吸収現象の理論的研究（阪大院基礎工・産総研）○岸 亮平・
中野雅由・山田 悟・鎌田賢司・太田浩二・新田友茂・山口 兆

1 A 6―40 特異な構造―非線形光学特性を持つ π 共役分子の理論的研究
（阪大）○山田 悟・中野雅由・岸 亮平・新田友茂・山口 兆

1 A 6―41＊ 中性開殻有機共役系の非線形光学特性に対するスピン多重度
効果（阪大院基礎工）○中野雅由・新田友茂・山口 兆・CHAM-
PAGNE, Benoit・BOTEK, Edith

座長 中野 雅由（16 : 00～17 : 00）
1 A 6―43 ハロゲン置換フェニルカルベン類の量子化学計算（阪市大院
理）○杉崎研司・豊田和男・佐藤和信・塩見大輔・工位武治

1 A 6―44 ダイオキシンの ab initio励起状態計算による電子吸収スペク
トルの帰属と蛍光の量子収率についての考察（阪市大院理）○古藤輝
明・豊田和男・佐藤和信・塩見大輔・工位武治

1 A 6―45 Ab initio法による Cu（II）―glycine錯形成反応に関する研究
（東大工）服部達哉・虎石貴○長崎晋也・田中 知

1 A 6―46 レーザープラズマ中の多電子原子の電子構造（東大院理）○奥
津浩史・佐甲徳栄・山内 薫

1 A 6―47 ナノサイズ分子系における電子―フォノン相互作用に関する
理論的研究（京大院）○加藤 貴・山邊時雄

1 A 6―48 結合領域へのエネルギー密度の分割法（早大理工）○菊池那
明・中井浩巳

3月 27日午前

赤外・ラマン
座長 馬場 正昭（9 : 10～10 : 00）

2 A 6―02 進歩賞受賞講演 3―パルスフォトンエコー法による溶質―溶
媒相互作用の動的揺らぎの研究（神戸大院）太田 薫

2 A 6―05 フェムト秒時間分解光カー効果測定によるイオン液体の局所
構造の研究（東大院理）○井上拓也・加納英明・浜口宏夫

2 A 6―06 3次のカスケードラマン過程を用いたベンゼン／n―ヘキサン
混合溶媒における溶質間相関の研究（東大院理）○重藤真介・加納英
明・浜口宏夫

座長 岩田 耕一（10 : 00～11 : 00）
2 A 6―07＊ 色素単分子膜の時間領域ラマン分光（神奈川科学技術アカデ
ミー・CREST）○藤芳 暁・石橋孝章・大西 洋

2 A 6―09 反応速度をとおして観たミオグロビンの構造不均一性と揺ら
ぎ（神戸大分子フォト・JSTさきがけ研究 21）○水谷泰久

2 A 6―10 表面増強共鳴ラマン散乱を用いた金属ポルフィリンの超高感
度分光（関西学院大理工）○橋本和宏・伊藤民武・尾崎幸洋・Wood,
Bayden R

2 A 6―11 ポルフィリンの v 4ラマンバンド（阪市大院理）○東田鉄志・
久原千佳・寺岡淳二

2 A 6―12 紫外共鳴ラマン分光法によるイエロープロテインM中間体
の構造解析（東北大多元研・阪大院理・JST CREST）○El－Mashtoly,
Samir・海野雅司・熊内雅人・濱田格雄・徳永史生・山内清語

座長 水谷 泰久（11 : 00～12 : 10）
2 A 6―13 赤外分光法によるアカザラガイトロポニン C変異体（E 142

Q）の Ca2＋結合の解析（東医歯大教養・東大院農・東大院理・北大水
産）○奈良雅之・湯本史明・永田宏次・田之倉 優・鍵 裕之・尾島
孝男・西田清義

2 A 6―14 2次元配列した銀ナノ三角柱構造の作成とそれによる表面増
強ラマン散乱の Blinking（産総研）○山口佳則・丸山芳弘・石川 満・
二又政之

2 A 6―15 単一分子感度 SERSにおける金属ナノ粒子の接合部の重要性
（産総研）○二又政之・丸山芳弘・石川 満

2 A 6―16 銀ナノ粒子を集積した SERS活性基板：構造と SERS活性
（慶大理工）○堀本訓子・石川延明・中嶋 敦

2 A 6―17 ホール輸送材料 TPDと NPDのラマンスペクトル（早大理工）
○椙山卓郎・古川行夫

2 A 6―18 MEH―PPV電界効果トランジスタの電荷誘起赤外吸収（早大
理工）○小柳智裕・古川行夫

2 A 6―19 赤外透過吸収分光法を用いた SiO2上の銅フタロシアニン薄
膜の配向解析（早大理工）○田辺彰洋・古川行夫

3月 27日午後

座長 尾崎 幸洋（13 : 00～14 : 00）
2 A 6―25 分子軌道計算を用いた分子間振動相互作用メカニズムの解析
（静岡大教育）○鳥居 肇

2 A 6―26 フォトニッククリスタルファイバーによる高繰り返し白色光
源を用いた CARS顕微鏡の開発（東大院理）○加納英明・浜口宏夫

2 A 6―27 水中での時間分解赤外分光測定の試み（北里大理・東大院理）
島田真治○岩田耕一・宮本 健

2 A 6―28 光学活性アルコールの VCDおよび ROAスペクトルの測定
と解析（放送大院）○新 佐依子・濱田嘉昭

2 A 6―29 ND2Clのマイクロ波スペクトル（放送大・東工大院理工・上
智大）増子栄一・濱田嘉昭・溝口麻雄○酒泉武志

2 A 6―30 置換トランス―スチルベン分子の捩れとラマンスペクトル（埼
玉大理）○藤森一希・永吉雄一・坂本 章・田隅三生・原田 潤・小
川桂一郎

座長 金坂 績（14 : 00～15 : 00）
2 A 6―31 ラマン分光法によるアミノフルオレノン―アルコール類の分
子間水素結合の分子機構の検討（都立大院工・CREST・JST）○浜谷悟
司・嶋田哲也・立花 宏・井上晴夫

2 A 6―32 折れ曲がったポリエン鎖における電子吸収とラマンスペクト
ル（埼玉大理）○坂本 章・藤森一希・田隅三生

2 A 6―33＊ 赤外・ラマン分光法による生分解性ポリマーの CH…O相互
作用の研究（関西学院大理工）佐藤春実・村上留美○尾崎幸洋

2 A 6―35＊ グルコース粉末および水溶液のラマンスペクトルと密度汎関
数計算によるシミュレーション（神戸大院自・神戸大農）土橋慶輔○田
中丈幸・大野 隆・幡山文一

座長 山田 康洋（15 : 10～16 : 00）
2 A 6―38＊ 振動分光法による N,N ―dimethylacetamideの分子間相互作用
の研究（広大院理・関学大理工・神戸大院自）○勝本之晶・津田加代
子・田中丈幸・尾崎幸洋・大野啓一

2 A 6―40 低温希ガスマトリックス単離法を用いたトリフルオロアセチ
ルアセトンの光励起過渡異性体（東農工大）○箕浦由貴子・永島直子・
工藤 聡・中田宗隆

2 A 6―41 2,3―ジシアノナフタレンの最低電子励起三重項状態の赤外吸
収スペクトル（東農工大院 BASE）○赤井伸行・工藤 聡・中田宗隆

2 A 6―42 低温希ガスマトリックス単離法を用いた 4―メチル―1,2―ベン
ゼンジアミンの光反応（東農工大）○氏家賢二・赤井伸行・工藤 聡・
中田宗隆

座長 古川 行夫（16 : 00～16 : 50）
2 A 6―43 低温希ガスマトリックス単離法によるハロゲン化フェノール
の光反応（東農工大院 BASE）○長田光洋・二見能資・工藤 聡・中田
宗隆

2 A 6―44 パスル超音速ジェット中に生成した 2―クロロプロパンクラ
スターのマトリックス単離赤外分光（東農工大院 BASE）○二見能資・
工藤 聡・中田宗隆

2 A 6―45 低温マトリックス単離したシクロオクタテトラエントリカル
ボニル鉄の光反応生成物の分子軌道計算（東理大理）○齋藤敦史・宮崎
淳・山田康洋

2 A 6―46＊ 低温アルゴンマトリックス中のトリス（シクロペンタジエニ
ル）スカンジウムの構造（東理大理）○宮崎 淳・山田康洋

座長 工藤 聡（16 : 50～17 : 30）
2 A 6―48 1,10―ジブロモデカンの結晶構造とそのウレアクラスレート
と結晶での赤外強度（富大理・昭大薬・広大院理）○金坂 績・松澤幸
恵・石岡 努・北川康行・大野啓一

2 A 6―49 n―ヘキアトリアコンタンの熱力学的安定性への低振動数モー
ドの影響（阪大院理）○久保田英樹・金子文俊・川口辰也

2 A 6―50 赤外分光法によるポリカーボネート薄片化に伴う分子配向化
の検討（日大生産工・出光石油化学）○長谷川 健・石井康善・西岡利
勝

2 A 6―51 SFG分光法による dipalmitoylphosphatidylglycerolなどのリン
脂質水表面単分子膜と polymixinBとの相互作用に関する研究（早大理
工）○佐々木俊成・大江親臣・井田康貴・松本州平・後藤祐一郎・野
井光洋・伊藤紘一

お 知 ら せ

268 化学と工業 第 57巻 第 3号（2004）



A7 会場
A号館301教室

物理化学―構造

3月 26日午前

固体表面
座長 佐々木 岳彦（9 : 30～10 : 30）

1 A 7―04 低温における Rh（110）上の N2Oの分解と脱離窒素の角度分布
（北大触媒セ）今村賢司・堀野秀幸○松島龍夫

1 A 7―05 Pd（110）上の定常的 NO＋CO反応中の表面窒素除去過程の分
岐について（北大触媒セ）MAYunsheng○Rzeznicka, Izabela・松島龍夫

1 A 7―06 Rh（111）表面上における原子状窒素と NOの反応性（東大院
理）○中井郁代・近藤 寛・長坂将成・島田 透・横田玲夫奈・太田
俊明

1 A 7―07 酸素前吸着した Ni（111）―2 x 2―O表面上における水分子の構
造（慶大理工・SPring 8）○中村将志・伊藤正時・坂田修身

1 A 7―08＊ Ag（110）表面上における水と AgO一次元鎖との反応（総研大
先導研）中越 修・高木紀明・渡邊一也○松本吉泰

座長 宮前 孝行（10 : 30～11 : 20）
1 A 7―10 Ni（100）表面上の Pd薄膜における水素の吸着と吸収（宇都宮
大工）○江川千佳司・金谷健一・岩井秀和

1 A 7―11 アルミナ担持銀触媒モデル表面上での NO2の吸着・反応（宇
都宮大工）○安田敬一・岩井秀和・江川千佳司

1 A 7―12 STMによるグラファイト表面の水素吸着サイトの観察（筑波
大物質工）石原雅敏○波部太一・松本健俊・中村潤児

1 A 7―13 Ni（111）表面上での H2Sの解離吸着の機構（筑波大物質工）○
平島秀水・北田暁彦・松本健俊・中村潤児

1 A 7―14 化学修飾されたMo（112）上のチオフェンの水素化脱硫反応
の研究（東大院理）○佐々木岳彦・三浦秋分・後藤義雄・岩澤康裕

座長 中村 将志（11 : 20～12 : 00）
1 A 7―15＊ ピコ秒レーザーパルス照射による c（4×2）―CO／Ni（111）の過
渡的構造変化の SFG観察（東工大資源研・法政大情報）○久保田
純・依田英介・平岡史歩・和田昭英・堂免一成・狩野 覚

1 A 7―17＊ 和周波発生分光法によるアルミナ／PET接合界面における分
子挙動（産総研）○宮前孝行・野副尚一

3月 26日午後

固体表面
座長 枝元 一之（14 : 00～15 : 00）

1 A 7―31 氷薄膜／Pt（111）表面におけるアンモニアの溶解（東北大多元
研）○高岡 毅・稲村美希・柳町悟司・楠 勲・米田忠弘

1 A 7―32 Pt（111）表面における氷薄膜とアンモニア分子との相互作用
（東北大多元研）○稲村美希・高岡 毅・柳町悟司・楠 勲・米田忠弘

1 A 7―33＊ 準安定原子で誘起される表面化学反応（東大院総合・千葉大
工）○青木 優・小島都子・上野信雄・増田 茂

1 A 7―35＊ 希ガス準安定原子をプローブとする電子放射顕微鏡の開発
（東大院総合）○鎌田豊弘・青木 優・増田 茂

座長 高岡 毅（15 : 00～16 : 00）
1 A 7―37 Si（100）表面における 1,2―ジクロロエチレンの吸着状態（東大
物性研）○長尾昌志・梅山裕史・向井孝三・山下良之・吉信 淳

1 A 7―38＊ STMによる Ge（001）清浄面の二つの再構成構造（c（4 x 2）と p
（2 x 2））のナノスケール制御（東大物性研）高木康多○山田正理・吉本
芳英・中辻 寛・小森文夫

1 A 7―40 HfC（100），（111）表面の酸化過程（東工大院理工）○枝元一
之・小澤健一

1 A 7―41 ZnO（10―10）表面のダングリングボンド準位の二次元バンド
構造（東工大院理工・KEK）○小澤健一・澤田浩介・枝元一之

1 A 7―42 顕微光電子分光による銅フタロシアニン薄膜の電子構造の不
均一性（理研）○杉山武晴・相田真己栄・宗像利明

座長 青木 優（16 : 00～17 : 00）
1 A 7―43＊ Pt（100）表面上での Ge薄膜及び Pt2Ge化合物の生成（南カリ
フォルニア大化）○松本健俊・BATZILL, M.・Ho, C.・KOEL, B. E.

1 A 7―45 Si（111）上の h―BN超薄膜の電子構造と配向（原研）○下山
巖・馬場祐治・関口哲弘・NATH, Krishna G.

1 A 7―46 グラファイト表面に堆積したモノレーヤー以下の SiC薄膜の
電子構造（原研）○馬場祐治・関口哲弘・下山 巖・Nath, Krishna G.

1 A 7―47 Ni（100），Cu（100）及び Pd（100）表面上のチオフェン吸着に関
する DFT計算（産総研）○折田秀夫・伊藤直次

1 A 7―48 X線光電子回折法による Pt（110）表面における NO分子の構
造解析（東大院理）○島田 透・近藤 寛・雨宮健太・中井郁代・長坂
将成・太田俊明

3月 27日午前

結晶構造
座長 金子 文俊（9 : 10～10 : 00）

2 A 7―02＊ 中性子回折による有機固相反応中の水素移動の直接観察（東
工大院理工）○細谷孝明・植草秀裕・尾関智二・大橋裕二・大原高
志・田中伊知朗・新村信雄

2 A 7―04 低融点化合物 3―amino―1―propanolの粉末 X線構造解析（東工
大理）○藤井孝太郎・植草秀裕・大橋裕二

2 A 7―05 酸化バナジウム錯体の光励起構造の研究（東工大理）○星野
学・植草秀裕・大橋裕二

2 A 7―06 ピリジンとカルボン酸の混晶の単結晶 X線構造解析（東工大
理）○吉田健一・植草秀裕・大橋裕二

座長 吉田 弘幸（10 : 00～10 : 40）
2 A 7―07＊ サリチル酸誘導体ならびにその亜鉛錯体の結晶構造（横国大
院工）○水口 仁

2 A 7―09 サリチル酸亜鉛錯体の結晶構造（横国大院工）○牧野崇史・水
口 仁

2 A 7―10 サリチル酸誘導体の鉄錯体の電子構造（横国大院工）○岩田昭
平・日達昭夫・水口 仁

座長 植草 秀裕（10 : 40～11 : 30）
2 A 7―11＊ 芳香族性両性イオン分子の結晶構造：炭素六員環の窒素置換
効果（京大化研）○堤 潤也・吉田弘幸・佐藤直樹・Muzikante, Inta・
Neilands, Ojars

2 A 7―13＊ 無金属ポルフィリンの結晶構造と FET特性（三菱化学科技
セ・横国大院工）○荒牧晋司・水口 仁

2 A 7―15 dialkyl―1,18―octadecanedioateの構造化学的研究（阪大院理）○
野崎優介・川口辰也・金子文俊

3月 27日午後

固体表面
座長 上塚 洋（12 : 50～13 : 50）

2 A 7―24＊ SPMによる TiO2（001）表面構造の研究（産総研）○久保利隆・
野副尚一

2 A 7―26 TiO2（110）表面上でのギ酸分解反応過程の in―situ STM観察
（東大院理）○相澤正樹・高橋一徹・森川良忠・生井勝康・佐々木岳
彦・岩澤康裕

2 A 7―27 TiO2（001）表面上のメタノールとギ酸の光酸化過程の STM観
察（東大院理）○有賀寛子・手老龍吾・生井勝康・岩澤康裕

2 A 7―28 In―situ NC―AFM及び STMによる CeO2（111）表面の吸着分子
の反応性に関する研究（東大院理）○生井勝康・福井賢一・岩澤康裕

2 A 7―29 原子間力顕微鏡（AFM）によるアラゴナイト（CaCO3）結晶表面
の安定性の比較（中央大院理工）○郭 武宣・新藤 斎

座長 久保 利隆（13 : 50～14 : 50）
2 A 7―30 原子間力顕微鏡による NaCl結晶表面のエタノール溶液中に
おける溶解過程の観察（中央大院理工）○狩野 弥・新藤 斎

2 A 7―31＊ STMを用いた Pt／TiO2（110）表面上のカルボン酸光触媒反応
観察（神奈川科学技術アカデミー・Pacific Northwest National Labora-
tory）○上塚 洋・PANG, Chi Lang・HENDERSON, Mike A.・WHITE,
J.Michael・笹原 亮・大西 洋

2 A 7―33 二酸化チタン基板上に吸着させたナトリウム原子から白金ク
ラスターへの電荷移動のケルビン力顕微鏡による観察（神奈川科学技
術アカデミー）○笹原 亮・PANG, Chi Lun・上塚 洋・大西 洋
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B 1 会場
B号館101教室

2 A 7―34＊ 環状ポルフィリン 12量体の固体表面吸着構造の走査型トン
ネル顕微鏡による観察（阪大産研）○高木昭彦・荒谷直樹・松本卓也・
大須賀篤弘・川合知二

磁気共鳴

座長 佐藤 和信（15 : 00～16 : 10）
2 A 7―37＊ Liイオン伝導性ガラス（1―x）（0.5 Li2O―0.5 B2O3）―xLi2SO4の
固体 NMRによる研究（3）（広島大院理）○大木 寛・西野琢也・諸岡
正和・山田康治・奥田 勉・赤井智子

2 A 7―39＊ 高速及び低速MAS下での CP NMRを用いた InPの間接核ス
ピン―スピン結合テンソルの研究（物材機構）○飯島隆広・端 健二
郎・後藤 敦・清水 禎・大木 忍

2 A 7―41＊ 高圧129Xe NMRによる細孔材料の研究―ミクロ細孔に高圧条
件下で吸着したキセノンが示す化学シフト値の吸着量依存性（阪大院
理・阪大博物館）○上田貴洋・尾身洋典・雪岡孝規・江口太郎

2 A 7―43 VOPO4層間における H2O分子の動的挙動の2H NMRによる
研究（広島大院理）○河口誉元・大木 寛・山田康治・奥田 勉

座長 山田 康治（16 : 10～17 : 20）
2 A 7―44 ［C5H5NOH］［AuCl4］結晶中の陽イオンの配向無秩序と相転移
（日大文理・神戸大理・広大院教育）○秋山栄吾・浅地哲夫・田島扶久
江・枝 和男・橋本眞佐男・古川義宏

2 A 7―45 正方対称 Cu（II）ポルフィリンの単結晶 ESR／ENDORによる
研究：核準位縮重系の ENDOR（阪市大院理）○岡内孝文・佐藤和信・
豊田和男・塩見大輔・工位武治・Lin, W. C.・Dolphin, D.・the late
McDowell, C. A.

2 A 7―46 cw／パルス ESR法によるカリックス［4］アレンニトロキシド
ビラジカルの微細構造定数とスピン間距離（阪市大院理・精華大化学）
○沢井隆利・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・WANG, Q.・WANG,
J.―S.・LI, Y.・WU, G.―S.

2 A 7―47 CsHSO4におけるプロトン緩和と拡散挙動（産総研物質プロセ
ス）○林 繁信・水野正城

2 A 7―48 コバルト（II）オクタエチルポルフィリンの静的ヤーン・テラ
ー歪みの同定：単結晶 ESR／ENDORによる研究（阪市立院理・分子
研・ブリティッシュコロンビア大化学）○横倉直樹・松岡秀人・佐藤
和信・豊田和男・塩見大輔・工位武治・DOLPHIN, D.・MCDOWELL,
C.A.・LIN, W.C.

2 A 7―49 1HNMRによる層状ルテニウム酸のプロトン挙動（産総研物質
プロセス・信州大繊維）○小森佳彦・杉本 渉・村上 泰・高須芳
雄・林 繁信

2 A 7―50 固体 13 C NMRによるサーモトロピック液晶高分子 PSHQn
の分子運動の研究（金沢大理）○水野元博・鈴木 陽

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3月 26日午前

Pt
座長 片山 博之（9 : 30～10 : 30）

1 B 1―04 白金触媒を用いる環状エーテル類の立体選択的合成（筑波大
化）三浦勝清○堀池 誠・細見 彰

1 B 1―05 多機能性白金触媒を用いた 1―ナフタレノンの合成（東北大院
理）○野上 勉・浅尾直樹・山本嘉則

1 B 1―06 白金触媒を用いたアルキンへのアミド C―N結合付加反応の
開発（東北大院理）○嶋田朋嘉・山本嘉則

1 B 1―07 カチオン性白金触媒を用いる脱水反応によるエーテル合成
（早大理工）○藤原 亮・柴田高範

1 B 1―08 遷移金属担持カーボンナノホーンを不均一系触媒とする有機
変換反応の開発（千葉大院自然・千葉大院理）○佐々木 渉・檀上博
史・Bekyarova, Elena・今本恒雄・湯田坂雅子・飯島澄男・加納博
文・金子克美

Pd

1 B 1―09 パラジウム触媒によるカルボニル基のアリル化反応を用いた
イソクロメン誘導体の合成（東北大院理）○Chan, Ching Siew・浅尾直
樹・山本嘉則

座長 伊丹 健一郎（10 : 30～11 : 30）
1 B 1―10 Pd―Cu共触媒を用いるシアノ化合物とアジドの［3＋2］環化付
加反応によるテトラゾールの合成（東北大院理）○北原福造・上條
真・山本嘉則

1 B 1―11＊ パラジウム触媒によるハロアルケンと Grignard試薬のクロス
カップリング反応の機構に関する研究（東大院理）○吉戒直彦・中村栄
一

1 B 1―13 パラジウム触媒重縮合による種々の cis―および trans―ポリ
（アリーレンビニレン）の立体制御合成（京大化研）○松井佑紀男・福瀬
洋介・長尾将人・片山博之・小澤文幸

1 B 1―14 パラジウム触媒クロスカップリング反応による cis―および
trans―オリゴ（p―フェニレンビニレン）の立体選択的合成（京大化研）○
長尾将人・西村達郎・片山博之・小澤文幸

1 B 1―15 パラジウム触媒によるアレンへの活性メチレン化合物の付加
反応（東北大院理）○Pahadi, Nirmal Kumar・PATIL, Nitin T.・山本嘉則

座長 三浦 勝清（11 : 30～12 : 00）
1 B 1―16 若い世代の特別講演会 ニッケル触媒存在下における電子欠
乏性不飽和炭化水素の新反応（東理大理）斎藤慎一

3月 26日午後

座長 吉田 潤一（13 : 00～14 : 00）
1 B 1―25 学術賞受賞講演 パラジウムエノラートを鍵とする不斉触媒
反応の開発（東北大多元研）袖岡幹子

座長 浅尾 直樹（14 : 00～14 : 50）
1 B 1―31 ビニル（ピリミジル）シランのダブルMizoroki―Heck反応の開
発と多置換オレフィン合成への応用（京大院工）伊丹健一郎○大橋洋
一・吉田潤一

1 B 1―32 多置換オレフィン型拡張 π 電子系：多様性指向型合成と光
物性（京大院工）伊丹健一郎○大橋洋一・吉田潤一

1 B 1―33 銅塩およびアミンの何れをも用いない簡便な薗頭カップリン
グ反応（北陸先端大）○北畑孝章・大塚秀仁・土本晃久・白川英二

1 B 1―34 ビニルボロン酸エステルのダブルMizoroki―Heck反応（京大
院工）伊丹健一郎○殿垣圭介・吉田潤一

1 B 1―35 着脱可能なピリミジルチオ基を用いた多置換オレフィンの位
置・立体選択的合成（京大院工）伊丹健一郎○峯野雅博・吉田潤一

座長 白川 英二（15 : 00～16 : 00）
1 B 1―37 アンモニア水中での薗頭カップリングによるアゾベンゼン骨
格を有するジアリールアルキンの合成（東工大資源研）○モハメドアー
メドモハメド・森 敦紀

1 B 1―38 ルイス酸共存下でのアリールトリアゼンとアリールボロン酸
とのパラジウム触媒クロスカップリング反応（京大化研）佐伯友之○ソ
ンウンチョル・玉尾皓平

1 B 1―39 パラジウム触媒を用いた 1―アリールトリアゼンとアリール
トリフルオロシランのクロスカップリング反応（京大化研）佐伯友之○
松永忠史・ソンウンチョル・玉尾皓平

1 B 1―40 cis―ポリ（p―フェニレンビニレン）の合成と光物性（1）：鈴木―
宮浦カップリング型重縮合（京大化研）○西村達郎・長尾将人・福瀬洋
介・片山博之・小澤文幸

1 B 1―41 cis―ポリ（p―フェニレンビニレン）の合成と光物性（2）：光異
性化とマイクロパターニング（京大化研・甲南大理工）○片山博之・西
村達郎・長尾将人・赤松謙祐・小澤文幸

1 B 1―42 パラジウム錯体による 2―ハロキノリン―3―イル金属のオリゴ
メリゼーション（京大院工）杉野目道紀○野口宙幹・村上正浩

座長 桑野 良一（16 : 00～17 : 00）
1 B 1―43 1,4―ジヨード―1,3―ジエン化合物のパラジウム触媒による位置
選択的炭素―炭素結合形成とその応用（東工大院生命理工）○上村
稔・高山祐樹・佐藤史衞

1 B 1―44 5―アザインドリジンの合成：パラジウム触媒によるアルキリ
デンシクロプロパンと 1,2―ジアジンとの分子間［3＋2］付加環化反応
（東北大院理）○Siriwardana, A. I.・中村 達・山本嘉則

1 B 1―45 パラジウム触媒を用いるアリルアルコール誘導体の 1,3―共役
ジエンへの変換反応（東工大院生命理工）○服部初彦・小林雄一

1 B 1―46 パラジウム触媒によるヘテロ芳香族化合物の C―Hホモカッ
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プリング（東工大資源研）○池上晴香・増井建太朗・森 敦紀
1 B 1―47 二核パラジウム触媒によるヘテロ芳香環 C―H結合のアルキ
ンへの付加反応（東北大院工）○村田佳寿子・三星智弘・塚田直史・井
上祥雄

1 B 1―48 パラジウム触媒を用いるアセタール C―H結合のアルキンへ
の分子内付加反応（東北大院理）○水島祐也・中村 達・山本嘉則

座長 塚田 直史（17 : 00～18 : 00）
1 B 1―49 パラジウム触媒を用いる芳香族化合物のアリール化（東大院
理）○三浦佳世・奈良坂紘一

1 B 1―50 ピロリルピリジンの合成：パラジウム触媒によるメチレンア
ジリジン化合物へのアセチルピリジンの付加反応（東北大院理）○
Kathriarachchi, K. A. D. S. K.・Siriwardana, A. I.・中村 達・山本嘉則

1 B 1―51 パラジウム触媒を用いたオルト二官能性芳香族化合物の反応
（北大触媒セ・SORST）○黄 文迎・菅野研一郎・高橋 保

1 B 1―52＊ Pd触媒，トリエチルホウ素を用いたアルキルアルデヒドに
対する双極的アリル化反応（長崎大工）○向井竜太郎・木村正成・田丸
良直

1 B 1―54 パラジウム触媒による炭酸ベンジル類の中性条件ベンジル位
アルキル化（九大院理）○近藤 豊・桑野良一

3月 27日午前

座長 木村 正成（9 : 00～10 : 00）
2 B 1―01 パラジウム触媒存在下ブロモフェノールとアセチレンカルボ
ン酸誘導体の反応（佐賀大理工）○山本清代美・北村二雄

2 B 1―02 パラジウム触媒を用いるビフェニルのヒドロキシル‐カルボ
キシル化反応（東大院工）○木下晋介・芝原文利・野崎京子

2 B 1―03 パラジウム触媒を用いたアルキンのシアノホウ素化反応（京
大院工・科学技術振興機構さきがけ）杉野目道紀○山本暁彦・村上正
浩

2 B 1―04 着脱可能な配位性制御基を用いたカスケードカルボメタル化
反応（京大院工）伊丹健一郎○藤田一義・吉田潤一

2 B 1―05 パラジウム触媒によるチオアセタールとアルキン類の分子内
カルボチオレーション反応（東北大院理）○呉 煥友・中村 達・山本
嘉則

2 B 1―06 パラジウム触媒を用いるプロパルギルアミン誘導体のアレニ
ル化反応の開発（学習院大理）○蒲倉貴耶・石倉 誠・BIELLMANN,
J. F.・中村浩之

座長 野崎 京子（10 : 00～11 : 00）
2 B 1―07＊ Pd触媒，トリエチルホウ素を用いたアリルアルコールによ
る芳香族化合物のアリル化反応（長崎大工）○木村正成・宇藤孝志・深
坂未希・田丸良直

2 B 1―09 生理活性物質創製を目指した Pd触媒と有機ホウ素によるア
リルアルコールの新規活性化（長崎大工）○清永綾子・木村正成・田丸
良直

2 B 1―10 マイクロリアクタを用いた水中でのアリル化反応（産総研）○
小野澤俊也・張 麗慧・坂倉俊康

2 B 1―11 Pd触媒とトリエチルホウ素を用いたアリルアルコールによ
るイミンの求核的アリル化反応（長崎大工）○渡邊聡哉・橋本真理子・
清水政道・木村正成・田丸良直

2 B 1―12 Pd触媒とトリエチルホウ素を用いたアリルアルコールによ
る N,O―アセタールの求核的アリル化反応（長崎大工）○橋本真理子・
渡邊聡哉・清水政道・木村正成・田丸良直

座長 坂倉 俊康（11 : 00～11 : 50）
2 B 1―13＊ Pd触媒とジエチル亜鉛を用いたアリルアルコール誘導体を
アリル化剤とするカルボニル類の求核的アリル化反応（長崎大工）○清
水政道・田添 実・木村正成・田丸良直

2 B 1―15 進歩賞受賞講演 水の特徴を活用した新規反応系の開発（京
大院理）忍久保 洋

3月 27日午後

座長 寺尾 潤（13 : 00～14 : 00）
2 B 1―25 水―有機二相系におけるパラジウム触媒を用いたアリルアル
コールのアリル化剤としての利用（京大院工・京大院理・さきがけ）○
木下英典・忍久保 洋・大嶌幸一郎

2 B 1―26 パラジウム触媒を用いるプロパルギル化合物とベンゼンジチ
オールとのヘテロアヌレーション反応（奈良先端大物質）○藤本幸司・
堤 健・垣内喜代三

2 B 1―27 遷移金属触媒を用いた 4―ペンテン―1,3―ジオール誘導体の炭
素―炭素結合切断反応（長崎大工）○森 将彦・高橋祐史・木村正成・
田丸良直

2 B 1―28 パラジウム触媒を用いる芳香族ハロゲン化物と α ,α ―二置換
プロパルギルアルコール類とのカップリング反応（阪大院工）○川崎智
史・佐藤哲也・三浦雅博・野村正勝

2 B 1―29 ジホスフィニデンシクロブテンパラジウム触媒を用いたアリ
ル化合物の容易で選択的な脱アリル化反応（京大化研）○村上博美・片
山博之・小澤文幸

2 B 1―30 パラジウム触媒による，エステルと有機ホウ素化合物とのカ
ップリング反応（阪大院工）○畳谷嘉人・茶谷直人

座長 三浦 雅博（14 : 00～14 : 50）
2 B 1―31 低粘性のイオン性流体［BMIm］［NTf2］を用いる Pd触媒反応
（阪府大総科）劉 世芳・福山高英○山浦 亮・柳 日馨

2 B 1―32 光／遷移金属触媒系によるアルキルハライドのダブルカルボ
ニル化反応の条件検討（阪府大総科）福山高英○井上貴哉・西谷仁志・
柳 日馨

2 B 1―33 Pd／モリブドバナドリン酸／酸素系による酸化的カップリング
～アレーンとアルケンの反応～（関西大工）○山田智之・坂口 聡・石
井康敬

2 B 1―34 Pd／モリブドバナドリン酸／酸素系による酸化的カップリング
～アクリレートの活性化反応～（関西大工）○畑本祐治・坂口 聡・石
井康敬

2 B 1―35 Pd／モリブドバナドリン酸触媒存在下，CO／O2系による置換
アレーン類のカルボキシル化反応（関西大工）○大橋伸一郎・坂口
聡・石井康敬

Ni

座長 坂口 聡（15 : 00～16 : 00）
2 B 1―37 多置換ピリミジンの多様性指向型合成と拡張 π 電子系構築
への応用（京大院工）伊丹健一郎○山崎大輔・吉田潤一

2 B 1―38 ニッケル触媒を用いる，アルキルフルオリドとビニルグリニ
ャール試薬との反応による 2‐アルキル‐3‐ブテニルグリニャール
試薬の生成（阪大院工）○渡部弘康・寺尾 潤・神戸宣明

2 B 1―39 Ni（0）触媒によるスタニルアセチレン二量化及び Stilleカップ
リングを利用したエンインのワンポット合成（阪大院工）○植田 瑞・
生越専介・黒沢英夫

2 B 1―40 ニッケル（0）触媒による末端アルキンへのアリルセレニドの
付加反応（東工大資源研）○山下耕一郎・武田英明・華 瑞茂・田中正
人

2 B 1―41 ニッケル触媒による P―H結合のアセチレン類への付加：反
応の最適化と機構の検討（産総研）○韓 立彪・矢澤秀秋・島田 茂

2 B 1―42 ニッケル触媒下におけるメチレンシクロプロパン類の新規［3
＋2＋2］型環化付加反応（東理大理）○駒川晋輔・増田麻奈美・斎藤慎
一

座長 生越 専介（16 : 00～17 : 00）
2 B 1―43 ニッケル（0）触媒を用いたジハロアレーン類の芳香環延長反
応（北大触媒セ・愛教大・SORST）○周 欣・中島清彦・菅野研一
郎・高橋 保

2 B 1―44 ニッケル触媒とトリエチルホウ素を用いた共役ジエンによる
α ―ヒドロキシアルデヒドのホモアリル化反応（長崎大工）○岩田恵
介・木村正成・田丸良直

2 B 1―45 ニッケル触媒とジエチル亜鉛を用いた共役ジエンによるアル
ドイミンのホモアリル化反応（長崎大工）○宮地敦子・木村正成・田丸
良直

2 B 1―46 ニッケル触媒を用いた有機亜鉛，共役ジエン，アルドイミン
の 3成分連結反応（長崎大工）○小島圭介・木村正成・田丸良直

2 B 1―47 ポリへキシルチオフェン合成におけるニッケル触媒の位置選
択的な反応性（神奈川大工）○宮越 亮・横山明弘・横澤 勉

Ir
2 B 1―48 カリックス［6］アレーンホスフィン配位子を有するカプセル
型ロジウムおよびイリジウム錯体の合成（北大触媒セ・北大院理・
CREST）○劉 運奎・大洞康嗣・姜 麗宏・竹中和浩・徳永 信・辻
康之

座長 大洞 康嗣（17 : 00～17 : 30）
2 B 1―49 イリジウム錯体触媒によるアミノアルコールとケトンの反応
（関西大工）○田口一彦・坂口 聡・石井康敬
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2 B 1―50 Ir錯体触媒存在下，アミン／アルデヒド／シランの反応による
アミンの還元的アルキル化反応（関西大工）○水田智也・坂口 聡・石
井康敬

2 B 1―51 Ir錯体触媒によるアルキン類の活性化と合成反応への利用
（関西大工）○平林智貴・坂口 聡・石井康敬

3月 28日午前

座長 太田 哲男（9 : 00～10 : 00）
3 B 1―01 イリジウム錯体触媒による非対称な 1,6―ジインと 1―アルキ
ンの位置選択的［2＋2＋2］付加環化反応（青山学院大理工）毛塚智子○
大江敏仁・田中 茂・武内 亮

3 B 1―02 ［Ir（cod）Cl］2／（C6F5）］2PCH2CH2P（C6F5）2触媒によるアルキン
の付加環化反応（青山学院大理工）毛塚智子○松澤正芳・中屋潔彦・武
内 亮

3 B 1―03 イリジウム錯体触媒による 1,6―エンインの反応：環化異性化
反応およびアルキンとの付加環化反応（青山学院大理工）毛塚智子○岡
戸俊明・仁王英里・杉田知子・武内 亮

3 B 1―04 イリジウム錯体を用いるエンインの触媒的環化異性化反応
（岡山大理）○小林由佳・東西田奈都子・柴田高範・高木謙太郎

3 B 1―05 鈴木―宮浦カップリングによる 2,3―二置換キノキサリンの簡
便な合成（阪大 FRC・阪大院工）○Mao, Lisheng・櫻井英博・平尾俊一

3 B 1―06 キノキサリン配位子を有する Ir錯体の合成（阪大 FRC・三洋
電機・阪大院工）○谷 和恭・Mao, Lisheng・櫻井英博・藤井祐行・
平尾俊一

座長 武内 亮（10 : 00～11 : 00）
3 B 1―07 接触水素化による効率的なカルボニル化合物の還元的アミノ
化反応（同志社大工）○山本武司・藤原尚一郎・太田哲男・伊藤嘉彦

3 B 1―08 イリジウム触媒を用いたフルオロジシランによる芳香族複素
環の直接ケイ素化反応（北大院工）○佐藤和聡・西尾幸博・石山竜生・
宮浦憲夫

Rh
3 B 1―09＊ ロジウム触媒による酸無水物を用いたビニルシランのアシル
化反応（東大院理）○上等和良・山根 基・奈良坂紘一

3 B 1―11＊ ロジウム触媒を用いた有機スズ反応剤のイソシアナートに対
する付加反応（東工大資源研）○小池 徹・森 敦紀

座長 森 敦紀（11 : 00～11 : 50）
3 B 1―13 ロジウム触媒を用いるジスルフィド・トリスルフィド交換反
応（東北大院薬）○有澤美枝子・田中 建・山口雅彦

3 B 1―14 ロジウム錯体を用いる水中でのジスルフィド交換反応（東北
大院薬）○諏訪篤志・有澤美枝子・山口雅彦

3 B 1―15 フリルカルベン錯体を鍵中間体とする C―H結合挿入反応（京
大院工）○加藤裕美子・三木康嗣・大江浩一・植村 榮

3 B 1―16 ロジウム触媒を用いたチオールのジスルフィドへの酸素酸化
反応（東北大院薬）有澤美枝子○菅田千貴・諏訪篤志・山口雅彦

3 B 1―17 ロジウム触媒を用いたジスルフィドによるチオエステル交換
反応（東北大）有澤美枝子○久保田朋広・山口雅彦

3月 28日午後

座長 忍久保 洋（13 : 00～14 : 00）
3 B 1―25 カチオン性ロジウム錯体触媒を用いたチオールの脱水素反応
によるジスルフィドの合成（東農工大工）○安食香織・田中 健

3 B 1―26 カチオン性ロジウム錯体触媒を用いた末端アルキンとアセチ
レンジカルボン酸ジエステルの交差環化三量化反応（東農工大工）○白
坂香織・田中 健

3 B 1―27 ロジウム錯体触媒を用いるケテン類とアルキンとの新規交差
カップリング反応（京大院工）近藤輝幸○新美優嗣・田口貴規・光藤武
明

3 B 1―28 ロジウム錯体触媒存在下，ケテン類を用いる 2―ノルボルネ
ン類の新規シクロプロパン化反応（京大院工）近藤輝幸○所 佑希子・
田口貴規・光藤武明

3 B 1―29 ロジウム錯体触媒を用いるイソシアナートとアルキンとの［2
＋2＋2］付加環化反応（京大院工）近藤輝幸○野村真人・光藤武明

3 B 1―30 かご型ホスフィン SMAP―ロジウム錯体による触媒的炭化水
素 C―H結合活性化（北大理・JSTさきがけ）○落田温子・宮原崇泰・
澤村正也

座長 山根 基（14 : 00～14 : 50）

3 B 1―31 ロジウム（I）触媒による 1―アリールプロパ―2―イン―1―オール
類の環化反応（東工大院理工）○山辺北斗・草間博之・岩澤伸治

3 B 1―32 アニオン性ミセル系でのロジウム錯体を用いたヒドロシリル
化反応（京大院工・京大院理・さきがけ）○佐藤章徳・木下英典・忍久
保 洋・大嶌幸一郎

3 B 1―33 ロジウム触媒を用いるアレンインのヒドロシリル化を伴う環
化反応（岡山大理）○門脇 詳・柴田高範・高木謙太郎

3 B 1―34＊ 常磁性カルベン錯体と反磁性カルベン錯体の同定（慶大理工）
○岩倉いずみ・池野健人・山田 徹

3月 29日午前

Rh
座長 西村 貴洋（9 : 00～10 : 00）

4 B 1―01 ロジウム触媒存在下，末端アルキン類とヒドロシランとイソ
シアニドとの反応（阪大院工）福本能也○木梨冬子・茶谷直人

4 B 1―02 半球型ナノサイズホスフィンを用いたヒドロシリル化反応に
おける遠隔位立体効果に関する研究（北大触媒セ・北大院理・
CREST）○岩澤哲郎・饒村 修・徳永 信・澤田直樹・大洞康嗣・辻
康之

4 B 1―03 Rh錯体触媒を用いたアルキンのシリルホルミル化反応機構
の理論的研究（名大工）○越智紀章・沢辺恭一・松田 勇・正畠宏祐

4 B 1―04 アルデヒドをカルボニル源とした分子内に求核部位を有する
ハロベンゼン類の触媒的カルボニル化反応（奈良先端大物質）森本 積
○藤岡正彦・富士晃嗣・垣内喜代三

4 B 1―05 ホルムアルデヒドを用いたアセチレン類の水中カルボニル化
反応（奈良先端大物質）森本 積○富士晃嗣・垣内喜代三

4 B 1―06 新規単座デンドリマーリン配位子―ロジウム錯体触媒を用い
るヒドロホルミル化反応（北大触媒セ・北大院理・CREST）○大久保
三輪子・大洞康嗣・大橋淳史・徳永 信・辻 康之

座長 森本 積（10 : 00～11 : 00）
4 B 1―07 デンドリマービスホスフィン―ロジウム錯体を用いる触媒的
ヒドロホルミル化反応（北大触媒セ・北大院理・CREST）○大橋淳
史・大洞康嗣・大久保三輪子・徳永 信・辻 康之

4 B 1―08 ロジウム触媒を用いた 1,6―ジイン類の環化カルボニル化反応
（名大院工）○佐々友章・松田 勇・伊藤健兒

4 B 1―09 ロジウム触媒を用いる芳香族酸塩化物と環状アルケンとのカ
ップリング反応（阪大院工）○杉原 徹・佐藤哲也・三浦雅博・野村正
勝

4 B 1―10 ロジウム触媒を用いるアルキンの交差二量化反応（北陸先端
大）○中浜 明・土本晃久・白川英二

4 B 1―11 塩化スズ（II）を用いるアリルアルコール類によるロジウム触
媒カルボニル―アリル化反応（上智大理工）増山芳郎○金子裕介・栗栖
安彦

4 B 1―12 カチオン性ロジウム錯体触媒による 5―及び 6―アルキナール
の分子内ヒドロアシル化反応（東農工大工）○武石健造・田中 健

座長 福本 能也（11 : 00～11 : 40）
4 B 1―13 カチオン性ロジウム錯体触媒による 4―メトキシ―5―アルキナ
ールの分子内ヒドロアシル化反応（東農工大工）○杉島紘大・田中 健

4 B 1―14 カチオン性ロジウム錯体触媒による 4―アルキナールと電子
不足アルケンとの［4＋2］環化付加反応（東農工大工）○萩原勇士・田中
健

4 B 1―15 遷移金属触媒を用いたシクロブタノンオキシム類の炭素―炭
素結合開裂反応（京大院工）○西口芳機・前多泰成・西村貴洋・植村
榮

4 B 1―16 ロジウム―カルベン錯体によるシクロブタノンの脱カルボニ
ル化反応（京大院工）○松田學則・村上正浩

資源利用化学

3月 26日午後
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二酸化炭素関連化学
座長 西口 宏泰（13 : 00～14 : 00）

1 B 2―25 9―アミノアルキルアントラセンの炭酸ガスとの相互作用及び
光反応（京大院工）○堀口雅弘・伊藤義勝

1 B 2―26 カルバミン酸の光化学的脱炭酸反応（京大院工）○伊藤義勝・
堀口雅弘

1 B 2―27＊ リチウム複合酸化物を用いた CO2高温分離（東芝研究開発
セ・慶大理工）○吉川佐和子・加藤雅礼・越崎健司・中川和明・須山
有希子・寺坂宏一

1 B 2―29 メタノール溶媒における銅電極を用いた炭酸ガスの長時間電
解還元（三重大工）○山内宏城・金子 聡・勝又英之・鈴木 透・太田
清久

1 B 2―30 金属粉末を懸濁させたメタノール溶媒における炭酸ガスの光
電気化学的還元（三重大工）○上野洋介・金子 聡・勝又英之・鈴木
透・太田清久

座長 金子 聡（14 : 00～14 : 50）
1 B 2―31 バリア放電プラズマによる二酸化炭素分解におけるバリア材
料の触媒効果（東北大多元研）○李 鋭星・殷 シュウ・唐 清・山口
幸重・佐藤次雄

水素製造
1 B 2―32＊ ラネーニッケルを用いた熱水中でのグルコースからの水素の
製造（3）グルコースへの予備水添の効果（産総研・九州センター）○中
田正夫・熊谷 聡・坂木 剛

1 B 2―34 バイオ資源から COxフリー水素の生成（東工大院理工）○石
田 稔・竹中 壮・山中一郎・大塚 潔

1 B 2―35 Pd―Agからなる膜型反応器を用いた CH4―O2―H2O反応（4）シ
フト触媒との複合効果（大分大工）○西田和弘・西口宏泰・石原達己・
滝田祐作

無機系資源

座長 佐藤 次雄（15 : 00～15 : 50）
1 B 2―37 廃乾電池焙焼残渣の有効利用―Mnの簡易分別と機能性層状
化合物の合成（北見工大）○滝田大輔・伊藤英信・三浦 博・岸 政
美・高橋順一

1 B 2―38 無機系の廃棄物や工業副生成物を用いる多孔質体の調整とそ
のホルムアルデヒド吸着能の評価（三重県科技セ保環研）○男成妥夫・
吉岡 理・高橋正昭

1 B 2―39 アコヤ貝殻を用いる多孔質体の調整とそのホルムアルデヒド
吸着能の評価（三重県科技セ保環研）○吉岡 理・男成妥夫・高橋正昭

1 B 2―40＊ 製紙スラッジ（PS）焼却灰の紙へのリサイクル技術の開発（3）
（静岡県富士工業技術セ）○村松重緒・齋藤将人・安藤生大・日吉公男

座長 永井 正敏（15 : 50～16 : 40）
1 B 2―42 マンガン団塊中のパイライトの同定と考察（東京海洋大）○島
田 藍・田中美穂・隈倉 真・高橋和也

1 B 2―43 亜臨界水を用いた使用済み電子写真用キャリアの再生処理
（名大難処理研）○斎藤 剛・笹井 亮・伊藤秀章

石炭関連化学
1 B 2―44 石炭とタイヤのコプロセッシングにおける反応温度の影響
（日大理工）○坪坂将史・田中啓己・安藤英義・菅野元行・平野勝巳・
真下 清

1 B 2―45 石炭液化反応に及ぼすタイヤゴム成分の添加効果（日大理工）
○岩渕雄介・柘植俊輝・柏木 理・菅野元行・平野勝巳・真下 清

1 B 2―46 低品位炭からのハイパーコール製造に及ぼす炭酸水処理の効
果（産総研）○正木健介・樫村奈生・鷹觜利公・斉藤郁夫

脱硫

座長 鷹觜 利公（16 : 40～17 : 30）
1 B 2―47＊ 超臨界二酸化炭素を溶媒とした架橋天然ゴムの脱硫（京大院
工・京大化研）○小島正章・池田祐子・登阪雅聡・�谷信三

1 B 2―49 シリカ修飾チタニア担持 Co（Ni）―Mo触媒の水素化脱硫性能
（京大院工）○網野英明・岩本伸司・井上正志

1 B 2―50 ジチオカルバミン酸モリブデンを用いた新規水素化脱硫触媒
の開発―Niの促進効果―（東農工大）石原 篤・望月宏美○銭 衛華・
加部利明・巽 勇樹・梅原一浩

1 B 2―51 MoP触媒のチオフェン水素化脱硫反応と反応特性（東農工大

BASE）千秋嘉輝○山崎直宏・永井正敏

3月 27日午前

バイオマス
座長 高見 誠一（9 : 00～10 : 00）

2 B 2―01＊ 相分離系界面反応制御によるリグノセルロース系素材の選択
的機能変換（三重大生物資源）○永松和成・竹内健悟・舩岡正光

2 B 2―03＊ 相分離変換システムにおけるリグノセルロース構成分子の機
能変換・分離パターン（三重大生物資源・CREST・JST・住友林業）○
三亀啓吾・舩岡正光

2 B 2―05＊ 木質バイオマスの触媒低温水熱処理（岡山大）○Karagoz, Sel-
han・Thallada, Bhaskar・武藤明徳・阪田祐作

座長 阪田 祐作（10 : 00～11 : 00）
2 B 2―07＊ 逐次機能制御によるリグノフェノールの PHB可塑化特性（三
重大生物資源・CREST・JST）○大前江利子・舩岡正光・藤田修三

2 B 2―09 リグノセルロース資源の持続的フロー―製紙用パルプの分子
素材原料としてのポテンシャル―（三重大生物資源）○竹内健悟・永松
和成・舩岡正光

2 B 2―10 リグニンのモデル化合物の湿式酸化反応機構（東北大院環境）
○鈴木寛之・金 放鳴・木下 睦・榎本兵治・守谷武彦

2 B 2―11＊ 天然リグニン誘導体リグノフェノール―酸化チタン光増感太
陽電池の開発（三重大生物資源）○青柳 充・舩岡正光

座長 全 放鳴（11 : 00～11 : 50）
2 B 2―13 リグノフェノール―導電性高分子ポリアニリン複合系の機能
（三重大生物資源）○村雲 功・青柳 充・舩岡正光

2 B 2―14 セルロースの可溶化とナノ複合材料への試み（東北大多元研）
○満 欣・奥田和秀・大原 智・梅津光央・高見誠一・阿尻雅文

2 B 2―15＊ リグノフェノールを基材とするポリエステル型高分子の設計
（三重大生物資源・CREST・JST）○永松ゆきこ・舩岡正光

2 B 2―17 機能性リグニン系ポリマーの設計―相分離系変換変換システ
ムを応用した分子内スイッチング素子の精密構造制御―（三重大生物資
源）○宮坂知佳・永松ゆきこ・舩岡正光

3月 27日午後

燃料分析
座長 真下 清（13 : 00～13 : 50）

2 B 2―25 ガスクロマトグラフィー質量分析法と原子発光検出器付きガ
スクロマトグラフィーによる A重油を硫酸処理して調製した不正軽
油の迅速な識別（科捜研・東農工大 BASE）○倉田正治・平野治夫・永
井正敏

2 B 2―26 SEC換算分子量および分極率を用いた未知化合物分子量の推
定（産総研）○宍戸貴洋・張 岩・鷹觜利公・佐藤信也・斎藤郁夫

環境調和
2 B 2―27 生分解性を有するポリエステルの構造と物性（名大院工・産
総研）○張 敏・中山和郎・田口洋一・大石晃広・棚橋 満・武田邦
彦

脱ハロゲン化
2 B 2―28 廃プラスチック熱分解油化における PET混入の影響（岡山
大）○井上清隆・濱野賢司・Thallada, Bhaskar・武藤明徳・阪田祐作

2 B 2―29 亜鉛陽極を用いる臭素置換フェノール類の電解脱臭素化反応
（富山高専・日立化成）○川淵浩之・竹島悠太・森井里誌・畔田博文・
柴田勝司

座長 上道 芳夫（13 : 50～14 : 50）
2 B 2―30 廃プラスチックの高度塩素除去（日大理工）○木村 恵・中森
秀紀・角田雄亮・菅野元行・平野勝巳・真下 清

2 B 2―31 廃プラスチックとコールタールのコプロセッシング（日大理
工）○島田裕紀・林 寛岳・平山美帆・菅野元行・平野勝巳・真下
清

2 B 2―32 ポリ塩化ビニルの Ca（OH）2／エチレングリコール中における
脱塩素（東北大院環境）○和地慎太郎・家重真志・吉岡敏明・奥脇昭嗣

資源再生
2 B 2―33 廃食用油の再生（ミヨシ油脂・神戸学院大栄養）○岩永和人・
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武田 宰・高田満信・古田光紀・守屋雅文・戸谷永生・山口彩子・上
田隆史

2 B 2―34＊ バイオディーゼル燃料製造のための固体塩基触媒の開発研究
（愛媛大学・キャタリストリサーチ）○川嶋文人・阪井 敦・平野竹
徳・傅 慶一・越川哲也

座長 藤江 幸一（15 : 00～16 : 00）
2 B 2―37 電解塩基を用いる PETのテレフタル酸エステルモノマーへ
のケミカルリサイクル（京工繊大工芸）鎌田 徹○澤田周平

2 B 2―38 グリコール中での分解による不飽和ポリエステル樹脂のケミ
カルリサイクル ‐分解に及ぼすラジカル発生剤，架橋モノマーの影
響―（和歌山工技セ）久保田静男・前田拓也○日野哲彰・竺 文彦

2 B 2―39 ガリウム／ホウ素複合触媒によるポリエチレンの化学原料化
（室蘭工大・石川島播磨重工・神奈川産総研）○上道芳夫・西崎貴洋・
清野章男・杉岡正敏・菖蒲明己・伊東正皓・西野順也・高橋 亮・松
本佳久

2 B 2―40 廃棄自動車プラスチックバンパーの熱分解（岡山大）○青柳奈
津子・濱野賢司・Thallada, Bhaskar・武藤明徳・阪田祐作

2 B 2―41 消石灰／水蒸気添加熱分解法によるポリカーボネートの化学
原燃料への再資源化（東北大超臨セ・環保研）○吉岡敏明・菅原克也・
溝口忠昭・奥脇昭嗣

2 B 2―42 SBR系産業廃ゴムの熱分解挙動（岡山大）○仁後昭夫・Thal-
lada, Bhaskar・武藤明徳・阪田祐作

座長 奥脇 昭嗣（16 : 00～17 : 00）
2 B 2―43＊ 高温高圧水を用いたポリ乳酸のモノマー化（豊橋技科大工）○
佐伯 孝・附木貴行・辻 秀人・大門裕之・藤江幸一

2 B 2―45 廃 PETボトルのリサイクルに関する研究（日大理工）○星野
麻紀・印南雄介・金濱慶太郎・平野勝巳・菅野元行・真下 清・小西
武史・細川泰平・豊田成紀

2 B 2―46 物質循環におけるマテリアルフローとエネルギー損失評価
（名大院工）○橋本 淳・棚橋 満・武田邦彦

2 B 2―47＊ 循環型社会不成立の証明の試み（名大院工）○武田邦彦・橋本
淳・棚橋 満

錯体・有機金属

3月 28日午前

生物無機化学およびその関連化学
座長 実川 浩一郎（9 : 00～10 : 00）

3 B 2―01＊ 天然型 DNAを用いた Hg（II），Ag（I）イオン集積化（都立大院
理）○三宅洋子・綿奈部悠子・富樫史佳・小野 晶

3 B 2―03 分子内 NH…S水素結合による水銀配位チオラートアニオン
の反応制御（阪大院理）○加藤正弘・加納健司・岡村高明・山本 仁・
上山憲一

3 B 2―04 NH...O水素結合によるカルシウムとの錯形成定数の増大（阪
大院理）○高橋和幸・岡村高明・山本 仁・上山憲一

3 B 2―05 N 4型および N 3 S型四座配位子を有する亜鉛（II）錯体が促
進するリン酸エステルの加水分解反応機構の解明（大分大地域共同研
究セ）○赤木史生・伊藤正実

3 B 2―06 ESIマス法を用いた二核マンガン錯体によるリン酸エステル
加水分解反応の研究（九大院理）○白石 瞳・直堂鈴子・古舘英樹・大
場正昭・鈴木正樹・大川尚士

座長 三宅 洋子（10 : 00～11 : 00）
3 B 2―07 ジ（p―ニトロフェニル）リン酸イオンで橋架けされた二核 Co
（II），Ni（II），Zn（II）錯体の合成と性質（九大院理）○直堂鈴子・大場
正昭・大川尚士

3 B 2―08 生体内で金属が関与するリン酸縮合反応の中間体モデル（名
工大院）○小菅三和・舩橋靖博・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

3 B 2―09 リン酸基配位子を持つ新規 Pt（II）化合物と 5’―GMPとの特異
的結合（名大院理・名大物国セ）○税田麻矢・小谷 明・渡辺芳人

3 B 2―10 フラビン補酵素―白金（II）錯体間の会合体形成と酸化還元挙
動（関西大工・名大物質国際研）○田代 稔・元山 健・山口真輝・小
谷 明・中林安雄・山内 脩

3 B 2―11 ビスジチオレン―モリブデン，―タングステン錯体によるトリ
メチルアミンオキシドの酸素原子引き抜き反応（阪市大院理・分子研）
○杉本秀樹・針原 誠・田中晃二・三宅弘之・築部 浩

3 B 2―12 電子吸引基を持つジチオラートを用いたモリブデン補酵素モ

デルの合成と性質（阪市大院理・分子研）○垂水 誠・杉本秀樹・田中
晃二・三宅弘之・築部 浩

座長 山本 仁（11 : 00～12 : 00）
3 B 2―13 N 2 S 2配位子を有するニッケル―ニッケルおよびニッケル―
銅錯体の合成と ACS活性中心モデル構築（名大院理・名大物質国際
研）○伊藤幹直・松本 剛・大木靖弘・巽 和行

3 B 2―14 （－）―Sparteineを用いた金属タンパク質活性中心構造モデル
としての含硫四面体遷移金属錯体の性質（名工大院）○安藤慎哉・舩橋
靖博・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

3 B 2―15 N 4型配位子を有するニッケル（I）錯体を用いたMCRモデル
反応の検討（名大院理・名大物質国際研）○西垣潤一・松本 剛・巽
和行

3 B 2―16 ヒドロゲナーゼ活性部位モデルとなる硫黄架橋鉄カルボニ
ル―ニッケル錯体の合成（名大院理・名大物質国際研）○安村和成・李
子龍・久家克明・大木靖弘・巽 和行

3 B 2―17 ジペプチドフラグメントを有するニッケル（II）ジチオカーバ
マート錯体の合成およびスペクトルによる分子間会合の検討（阪工大
工）野村良紀・吉田昌功○寺脇広繁・下村 修

3 B 2―18 ニトロゲナーゼ転写調節因子 VnfAのセンサー構造（名大院
理・岡崎機構統合バイオ）○中島 洋・臼井慎治・青野重利・渡辺芳
人

3月 28日午後

座長 林 高史（13 : 00～14 : 00）
3 B 2―25 ニトロゲナーゼ P―cluster骨格の構築とその反応性（名大院
理・名大物質国際研）○本多 将・大木靖弘・砂田祐輔・巽 和行

3 B 2―26 ［MoFe2S4］不完全キュバン型クラスターの合成と反応（名大院
理・名大物質国際研）○中川泰伸・大木靖弘・巽 和行

3 B 2―27 カテコール鉄（III）錯体の酸素化反応における反応中間体（京
大院工）○多勢雄一郎・人見 穣・船引卓三

3 B 2―28 非ヘム鉄（III）カテコール錯体の電子状態と反応性との相関
（京大院工）○吉田将人・人見 穣・樋口雅一・船引卓三

3 B 2―29 過酸による 1,2―キノンの位置選択的酸素添加反応：カテコー
ルジオキシゲナーゼモデル反応（京大院工）○吉田裕志・人見 穣・船
引卓三

3 B 2―30 13C NMRによる鉄（III）ポルフィリン錯体の電子状態の決定
（東邦大医）○星野哲人・中村幹夫

座長 大木 靖弘（14 : 00～14 : 50）
3 B 2―31 ジアザポルフィリン鉄（III）錯体の構造と物性（東邦大医・千
葉大）○大胡惠樹・根矢三郎・中村幹夫

3 B 2―32 クラウンエーテルを導入したビタミン B 12誘導体の機能特
性（九大院工）○稲岡哲男・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3 B 2―33 ビタミン B 12―酸化チタンハイブリッド触媒の開発と反応特
性（九大院工）作森恵美子○嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3 B 2―34 N―混乱ヘキサフィリンの合成と金属錯化（九大院工・科学技
術振興機構さきがけ）古田弘幸○中村清久・アラガースリニバサン・
森田宏昭

3 B 2―35 N―混乱ポルフィリン 12族金属錯体の自己二量化と配位子交
換（九大院工・京大院理・科学技術振興機構さきがけ）古田弘幸○森本
樹・大須賀篤弘

座長 吉岡 泰規（15 : 00～16 : 00）
3 B 2―37 環拡張ポルフィリン銅錯体の構造と物性（京大院理）○清水宗
治・V. G., Anand・古川 貢・加藤立久・大須賀篤弘

3 B 2―38 オクタフィリン銅錯体の構造と特異的物性（京大院理）○田中
泰央・星野 渉・養父克行・清水宗治・大須賀篤弘

3 B 2―39 トリフルオロメチル基を有するポルフィセン鉄錯体の反応性
（九大院工）○伊藤和幸・林 高史・久枝良雄

3 B 2―40 新規水溶性ポルフィセン配位子の合成と錯形成能（九大院工）
○馬場達志・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3 B 2―41 水中における鉄カテコレート（III）錯体の生成及び酸素化反応
速度（京大院工）○萬本詩理・人見 穣・船引卓三

3 B 2―42 バクテリアシトクロム酸化酵素による NO還元機構に関する
理論的研究：プロトン輸送と結合した N―N結合の生成（岡崎機構統合
バイオ）○太田雄大・Constantinos, Varotsis・北川禎三

座長 塩谷 光彦（16 : 00～17 : 00）
3 B 2―43 BCSJ賞受賞講演 N, N, N’, N’’, N’’―ジエチレントリアミン
ペンタアセタトコバルト（III）酸錯体で修飾したシトクロム Cの分子
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内電子移動（奈良女大理・関西大工）○塚原敬一・飯田奈央・貝田有
佳・高島 弘・溝部まや・荒川隆一

3 B 2―46 完全還元型シトクロム c酸化酵素による酸素還元に対するプ
ロトン供給に関する理論的研究（三重大工）○車 匡史・三谷昌輝・吉
岡泰規

3 B 2―47 鉄ポルフィリンモデルによるシトクロム c酸化酵素の反応中
心に関する理論的研究（三重大工）池田佳宏・三谷昌輝○吉岡泰規

3 B 2―48 ジオールデヒドラターゼの反応機構に関する理論的研究；活
性中心におけるアミノ酸残基の触媒機能解明（九大先導研）○蒲池高
志・吉澤一成・虎谷哲夫

座長 吉澤 一成（17 : 00～18 : 00）
3 B 2―49 炭酸脱水酵素（HCAII）の反応機構に関する理論的研究（京大
院工）○北田哲也・中尾嘉秀・佐藤啓文・榊 茂好

3 B 2―50 リボヌクレオチドレダクターゼ活性中心における構造と磁気
的相互作用の関係に関する理論的研究 2（阪大院理）○庄司光男・小泉
健一・浜本智大・北河康隆・山口 兆

3 B 2―51＊ 固体中でのトリス（1,10―フェナントロリン）ニッケル（II）錯体
のラセミ化とキラリティーの転写（ERATO黒田カイロモルフォロジ
ープロ・東大院総合）○中村朝夫・佐藤友宏・黒田玲子

3 B 2―53 アキラル配位子を有する新規面性キラル金属錯体の分子設計
（東理大工）○竹部 亨・早川哲平・杉本 裕・井上祥平

3 B 2―54 不斉パラジウム錯体との錯形成によるポリアニリン誘導体の
不斉誘起（阪大院工）○沈 秀良・森内敏之・平尾俊一

3月 29日午前

座長 木下 勇（9 : 00～10 : 00）
4 B 2―01 光学活性 Co錯体を修飾した金電極と cyt cとの電子移動反
応（名工大院工）○高橋勇雄・猪股智彦・舩橋靖博・小澤智宏・実川浩
一郎・増田秀樹

4 B 2―02 ニトリルヒドラターゼ活性部位の配位構造に類似した平面性
Co（III）錯体：第二配位圏における溶媒と配位子の相互作用が及ぼす
中心金属への電子的な影響（名工大院）○矢野卓真・舩橋靖博・小澤智
宏・実川浩一郎・増田秀樹

4 B 2―03 様々な窒素三座配位子を有する銅（I）亜硝酸錯体の合成と反
応性（岡崎機構統合バイオ）○鬮目理人・藤井 浩

4 B 2―04 Cu（I）錯体によるハロゲン化アルキルの炭素―炭素カップリン
グ反応機構（阪市大院理）○大迫隆男・舘 祥光・伊東 忍

4 B 2―05＊ カルボニル誘導体を有する新規光学活性ビスオキサゾリン配
位子の Cu（II）錯体の合成とその触媒反応活性（名工大工）○松本健
司・実川浩一郎・増田秀樹

座長 藤井 浩（10 : 00～11 : 00）
4 B 2―07 糖連結ジピコリルアミンを配位子とする銅（II）錯体の合成と
構造，金属まわりの不斉環境制御（奈良女大院人間文化）○須貝祐子・
三方裕司・小幡 誠・矢野重信

4 B 2―08 Cu（II）―C（sp 3）結合を持つトリポッド錯体の単核および架橋
型ヒドロキシ銅錯体の合成（阪市立大院理）○宮本利一・西岡孝則・木
下 勇

4 B 2―09 マンガン（II）カルボキシラト錯体の構造と性質（筑波大化）○
瓜生 慎・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

4 B 2―10 鉄（II）錯体による配位子水酸化反応における配位子の電子的
効果（筑波大化）○西田陽一朗・多田直樹・宮下芳太郎・藤澤清史・岡
本健一

4 B 2―11 三座型配位子を有する銅（II）―パーオキソ種の反応性（名工大
院）○藤井達也・舩橋靖博・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

4 B 2―12 新規な非対称型二核化配位子の設計と錯形成挙動（阪市大理）
○松川友美・舘 祥光・伊東 忍

座長 塩谷 光彦（11 : 00～11 : 30）
4 B 2―13 BCSJ賞受賞講演 三脚型四座配位子の立体効果による µ ―

peroxoおよび bis（µ ―oxo）二核銅錯体の構造，物性および反応性制御
（金沢大理）小見山和也・古舘英樹・長友重紀・橋本亮史・林 秀樹・
藤波修平○鈴木正樹・北川禎三

座長 小林 長夫（11 : 30～12 : 00）
4 B 2―16 1,3,5―トリエチルベンゼンスペーサーを導入したピリジン系
配位子を用いて調製した単核銅（I）および銀（I）錯体の構造と性質（阪
市大院理）○大井博己・舘 祥光・伊東 忍

4 B 2―17 金（I）ー銀（I）多核錯体の構造と発光特性（筑波大化）○鈴木正
寿・石川葉子・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

4 B 2―18 12族金属（II）イオンを用いたMN 3 S型錯体の構造と性質（筑
波大化）○松永有樹・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

3月 29日午後

座長 半田 真（13 : 00～14 : 00）
4 B 2―25 二核銅中心における S―S結合の生成と開裂に及ぼす溶媒およ
び温度の効果（阪市大院理）○大迫隆男・舘 祥光・伊東 忍

4 B 2―26 芳香族ジイミドがテトラキス配位した Pd（II）錯体の π ―π ス
タッキングによる集積化（名工大）○市枝直子・上村哲也・舩橋靖博・
小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

4 B 2―27 アルカリ金属を捕捉した Pd（II）―Cu（II）ランターン型錯体の
キャラクタリゼーション（名工大）○橋本友香・上村哲也・舩橋靖博・
小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

4 B 2―28 平面型錯体における核酸塩基のスタッキング挙動；プリン環
とピリミジン環の特性（名工大院）○戸田雄介・舩橋靖博・小澤智宏・
実川浩一郎・増田秀樹

4 B 2―29 六核銅（I）―ハロゲンクラスター構造を有する高分子錯体の合
成と性質（阪市大院理）○大井博己・舘 祥光・伊東 忍

4 B 2―30 N 3型配位子を用いた銅（II）ニトリト錯体の合成と性質（筑波
大化）○小野哲哉・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

座長 三方 裕司（14 : 00～14 : 50）
4 B 2―31 新規 N 2型配位子を用いた銅（II）錯体の構造と性質（筑波大
化）○野口祐貴・小野哲哉・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

4 B 2―32 銅（I）ヒドラジン錯体の合成と分光化学的性質（筑波大化）○
石川葉子・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

4 B 2―33 四面体型歪みを有する銅酸素錯体の構造異性体の生成（名工
大）○西川知秀・山口修平・有井秀和・舩橋靖博・実川浩一郎・増田
秀樹

4 B 2―34 MCM―41に内包されたフタロシアニン金属錯体の光触媒作
用（島根大総合理工）○和田秀作・今井 誠・田中秀和・杉森 保・半
田 真・春日邦宣

4 B 2―35 歪んだ共役構造を持つオクタフェニルフタロシアニン錯体に
おける置換基効果（東北大院理）○福田貴光・石黒晃美・小野公輔・小
林長夫

錯体・有機金属

3月 26日午前

ケイ素化合物の合成
座長 一戸 雅聡（9 : 30～10 : 00）

1 B 3―04 1,5―ジシラシクロ［4.2.0.01,4］オクタ―2,7―ジエン骨格を有する
ジシレンの合成と構造（理研 PDC・東北大院理）○松本茂樹・筒井
忍・權 垠相・坂本健吉

1 B 3―05 1,5―ジシラシクロ［4.2.0.01,4］オクタン―2,7―ジエン骨格を有す
るジシレンの構造および安定性に関する理論計算（理研 PDC・東北大
院理）○田中宏昌・權 垠相・筒井 忍・松本茂樹・坂本健吉

1 B 3―06 1,3―ジブロモシクロテトラシランを前駆体とする開殻化学種
の合成（群馬大院工）○川合宏子・久新荘一郎・松本英之

座長 久新 荘一郎（10 : 00～11 : 00）
1 B 3―07 リチウム置換基底三重項シリレン（筑波大化）○田中高志・一
戸雅聡・関口 章

1 B 3―08 ジシレンアニオンラジカルの合成と構造（筑波大化）○井上茂
義・一戸雅聡・関口 章

1 B 3―09 ジリチオシランとジクロロゲルミレンジオキサン錯体との反
応（筑波大化）○佐貫 薫・一戸雅聡・関口 章

1 B 3―10 ジアルキル置換ケイ素―カルコゲン二重結合化合物の合成と
構造（東北大院理）○佐藤勝広・石田真太郎・岩本武明・甲 千寿子・
吉良満夫

1 B 3―11 速度論的に安定化された新規アリール置換シリルラジカルの
合成と性質（筑波大化）○鈴木雅彦・中本真晃・関口 章
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1 B 3―12 ビシクロ［2.2.2］オクタシラニルカリウムの調製と反応（東北
大院理）○濱田夏紀・瀬高 渉・吉良満夫

座長 武田 亘弘（11 : 00～12 : 00）
1 B 3―13 初めてのトリシラアリルアニオンの合成と構造（筑波大化）○
中田憲男・一戸雅聡・関口 章

1 B 3―14 4―シラトリアフルベンの還元反応（東北大院理）○今 喜裕・
坂本健吉・吉良満夫

1 B 3―15 7―シラノルボルナジエン化合物におけるケイ素原子上の官能
基変換（広島大院理）河内 敦○沖本真広・山本陽介

1 B 3―16 シクロトリシレニリウムイオンの合成と構造（筑波大化）○五
十嵐正安・一戸雅聡・関口 章

1 B 3―17 シリル基置換 1,4―ジシラデュワーベンゼンの合成，構造およ
び反応性（筑波大化）○松本 剛・加部義夫・関口 章

1 B 3―18 2―シライミダゾリウムカチオンの合成の試み（京大化研）○石
田真太郎・西長 亨・小松紘一

3月 26日午後

座長 河内 敦（13 : 00～14 : 00）
1 B 3―25 速度論的に安定化された初めての 9―シラフェナントレンの
合成（京大化研）○篠原朗大・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣博

1 B 3―26 新規なテトラシラシクロブタジエンコバルト錯体の合成及び
構造（筑波大化）○松野忠宏・高梨和憲・Lee, Vladimir Ya.・一戸雅
聡・関口 章

1 B 3―27 新規なテトラフェニルポルフィリンーケイ素錯体の合成と性
質（群馬大院工）○吉村公男・久新荘一郎・松本英之

1 B 3―28 進歩賞受賞講演 新規なケイ素 π 電子化合物および関連分
子系の創出（東北大院理）岩本武明

ケイ素化合物の合成

座長 三治 敬信（14 : 00～15 : 00）
1 B 3―31 高配位ケイ素の超原子価結合を動的共有結合として活用した
三次元大環状化合物の合成（東大院理）○稲垣 大・後藤 敬・川島隆
幸

1 B 3―32 高配位ケイ素の特性を活用した新規なエンドキャッピング法
によるロタキサンの合成（東大院理）○春日洋祐・後藤 敬・川島隆幸

1 B 3―33 分子内にホスホニウムイリド配位子を有する高配位ケイ素化
合物の合成と反応（広島大院理）河内 敦○吉岡敬裕・山本陽介

1 B 3―34 トリアリールメチル型 4座配位子を有する新規な 5配位シリ
カートの合成（東大院理）○川口惠子・小林潤司・川島隆幸

1 B 3―35 アゾ基を分子内配位子として有する 5配位ヒドロシランの合
成，反応，および光異性化（東大院理）○山村正樹・狩野直和・川島隆
幸

1 B 3―36 深いキャビティを有する bowl型シラノラト配位子を活用し
た新規なジルコニウム錯体の合成（東大院理）○下 功朗・後藤 敬・
川島隆幸

ケイ素化合物の反応

座長 中本 真晃（16 : 30～17 : 00）
1 B 3―46 ハロゲン置換ジシレン鉄錯体のシス―トランス異性化（東北大
院理）○鈴木克規・橋本久子・瀬高 渉・甲 千寿子・吉良満夫

1 B 3―47 14電子パラジウム―ジシレン錯体の反応（東北大院理）○関口
裕実子・岩本武明・甲 千寿子・吉良満夫

1 B 3―48 分子間あるいは分子内配位による隣接位に不斉置換基を有す
るシリレンのジアステレオ選択的アルコール付加反応の制御（東工大
資源研・東理大理工）○三次博之・三治敬信・田中正人・藤山英之・
櫻井英樹

座長 海野 雅史（17 : 00～18 : 00）
1 B 3―49 安定なメチル置換ジシレンの反応（筑波大化）○金城 玲・一
戸雅聡・関口 章

1 B 3―50 トリシクロ［3.1.0.02,4］ヘキサシランの光反応（東北大院理・科
学技術振興機構さきがけ）○内山 馨・岩本武明・吉良満夫

1 B 3―51 スピロペンタシラジエンの光反応（東北大院理）○大島澄美・
岩本武明・甲 千寿子・吉良満夫

1 B 3―52 安定なトリシラアレンの反応（東北大院理）○阿部 剛・石田
真太郎・岩本武明・甲 千寿子・吉良満夫

1 B 3―53 カルボシリル化を用いた有機ケイ素ポリマーの新規合成法の
開発（東北大院理）○留場恒光・浅尾直樹・山本嘉則

1 B 3―54 新規環状シロキサンおよび環状スタノキサンの合成とそれら
のルイス酸触媒としての効果（阪府大院工）○辻 康人・橋爪祐樹・奥
村康之・前多 肇・松村 昇・水野一彦

3月 27日午前

座長 前多 肇（9 : 00～10 : 00）
2 B 3―01 アルキル置換シクロトリシロキサンの合成と反応（群馬大院
工・CREST）○岸本由紀子・海野雅史・松本英之

ケイ素化合物の応用と物性
2 B 3―02 シロールをコアとするデンドリマーの合成と物性（東工大資
源研・CREST）○石渡寛之・貝塚朋芳・三治敬信・田中正人

2 B 3―03 オリゴシラン―シクロデキストリン分子複合系超分子ポリマ
ーの構築（東工大資源研・東理大理工・CREST）○加藤薫子・吉原明
彦・三治敬信・櫻井英樹・田中正人

2 B 3―04 アリール基を有する新規ラダーシロキサンの合成と構造（群
馬大院工）○栗原淳行・海野雅史・松本英之

2 B 3―05 メチル置換はしご状ポリシルセスキオキサンの合成（群馬大
院工）○張 勝和・海野雅史・松本英之

2 B 3―06 無溶媒での環状オリゴシロキサンの合成と反応（群馬大院工）
○小日向大介・海野雅史・松本英之

座長 大下 浄治（10 : 00～11 : 00）
2 B 3―07 ポルフィリン―オリゴシラン―フラーレン連結分子の合成と物
性（京大化研）辻 勇人・戸叶基樹・片岡 健○柴野佑紀・玉尾皓平

2 B 3―08 ペルメチル置換直鎖オリゴシラン類の結晶構造（東北大院理）
○成岡岳彦・甲 千寿子・坂本健吉・吉良満夫

2 B 3―09 六～八環式ラダーオリゴシランの合成，構造，性質（群馬大
院工・CREST）○上田好紀・田中陵二・久新荘一郎・松本英之

2 B 3―10 1―アリール―2,3,5,6,7,8―ヘキサシラビシクロ［2.2.2］オクタン
の合成と物性（京大院工）清水正毅○那谷雅則・渡辺孝太郎・檜山爲次
郎

2 B 3―11 2,3,5,6,7,8―ヘキサシラビシクロ［2.2.2］オクタン―1―イル基置
換ピランの合成と物性（京大院工）清水正毅○萩原恵美子・八尋正幸・
檜山爲次郎・秋山誠治・前田修一

2 B 3―12 シリルキノン類のサイクリックボルタンメトリーおよび理論
的考察（理研 PDC・東北大院理・広島大院工）○筒井 忍・坂本健
吉・吉田拡人・九内淳堯

座長 坂本 健吉（11 : 00～11 : 40）
2 B 3―13 5,12―ビス（ジイソプロピルシリル）ナフタセンの合成と物性
（群馬大院工・群馬大工）○石北義人・久新荘一郎・松本英之・堀内宏
明・平塚浩士

2 B 3―14 共役系を置換基として有するポリ（シリレンフェニレン）類の
合成と機能（広島大院工）植村泰祐○大下浄治・九内淳堯

2 B 3―15 種々の置換基を有するジチエノシロール類の合成と，電界発
光およびベーパクロミック材料への応用（広島大院工）○久留島康功・
李 廣會・大下浄治・九内淳堯

2 B 3―16 ジチエノシロールユニットを主鎖あるいはペンダントに有す
る新規ポリマーの合成と性質（広島大院工）○李 廣會・大下浄治・九
内淳堯

座長 辻 勇人（11 : 40～12 : 10）
2 B 3―17 Pd（II）触媒を用いたカップリング反応によるポリジチエノシ
ロールの合成と性質（広島大院工）○木村恵輔・李 廣會・大下浄治・
九内淳堯

典型元素錯体の合成と反応
2 B 3―18 オキシ置換基を持つ共役ジエンのヒドロホウ素化の NMRに
よる研究（姫路工大院理）○坂本康博・杉村高志・奥山 格

2 B 3―19 高周期 13族典型元素ラジカルアニオン（Al, Ga）の合成（筑波
大化）○山崎智基・冨川友秀・中本真晃・関口 章

3月 27日午後

座長 斎藤 雅一（13 : 00～14 : 00）
2 B 3―25 アクリロニトリル重合触媒能を有するリン化合物（阪市大院
理）中沢 浩○吉原紳悟

2 B 3―26 超原子価アンチモン（V）テトラフェニルポルフィリン錯体の
光反応の研究（早大理工）○森 悟郎・多田 愈・秋葉欣哉

2 B 3―27 トリス（メルカプトイミダゾリル）ボレート配位子を持つビス
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マス錯体の合成及び構造（産総研）○包 明・林 輝幸・島田 茂
2 B 3―28 高周期 14族元素不飽和三員環化合物のアルカリ金属および
アルキルリチウム試剤による還元（筑波大化）○Lee, Vladimir Ya.・関
口 章

2 B 3―29 新規な高周期ビシクロ［1.1.0］ブタン―2,4―ジアニオン：合成，
構造及び反応性（筑波大化）○高梨和憲・LEE, Vladimir Ya.・一戸雅
聡・関口 章

2 B 3―30 立体保護を利用した 9,10―ジゲルマアントラセンの合成研究
（京大化研）○星野 渉・笹森貴裕・武田亘弘・時任宣博

座長 後藤 敬（14 : 00～14 : 50）
2 B 3―31 かさ高い置換基を有する新規な 1,2―ジクロロ 1,2―ジゲルメン
の合成と性質（京大化研）○杉山佑介・笹森貴裕・武田亘弘・時任宣博

2 B 3―32 ゲルマ［4］，［5］，［6］ペリサイクリンの合成と結晶構造（奈良
先端大物質・CREST・JST）○鈴鹿俊雅・新井雄高・堤 健・垣内喜
代三

2 B 3―33 ゲルマペリサイクリンの包接能と物性（奈良先端大物質創
成・CREST・JST）○新井雄高・鈴鹿俊雅・堤 健・垣内喜代三

2 B 3―34 シリルおよびゲルミルボレートの光反応（学習院大理・理研）
中村清香・栗原真理○南条真佐人・持田邦夫・坂口善生・林 久治

2 B 3―35 かさ高いアリール基を有するトリシリルスタンナンの合成と
そのトランスメタル化反応（埼玉大理）○池田正俊・斎藤雅一・吉岡道
和

座長 南条 真佐人（15 : 00～15 : 50）
2 B 3―37 ジハロスタンナンの還元反応（埼玉大理）○岡本祐一郎・斎藤
雅一・吉岡道和

2 B 3―38 初めてのベンゾスタンノールアニオン，ジアニオンの合成と
反応（埼玉大理）○下沢正和・斎藤雅一・吉岡道和

2 B 3―39 かさ高い置換基を持つジリチオスタンナンと二塩化テルルと
の反応（京大化研）○田嶋智之・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣博

2 B 3―40 立体保護を利用した 9―スタンナフェナントレンの合成研究
（京大化研）○水畑吉行・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣博

2 B 3―41 9,10―ジハロ―9,10―ジヒドロ―9,10―ジスタンナアントラセンの
合成，構造及び反応（埼玉大理）○平安山夏美・斎藤雅一・吉岡道和

学生 B講演

座長 松本 英之（15 : 50～16 : 50）
2 B 3―42＊ 新規なケイ素置換テトラヘドラン誘導体の合成（筑波大化）○
田中正信・関口 章

2 B 3―44＊ 初めてのホウ素置換シリルアニオンの発生と捕捉反応（京大
化研）○梶原隆史・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣博

2 B 3―46＊ 安定なトリゲルマアレンの合成と特異な構造（東北大院理）○
増田英紀・石田真太郎・岩本武明・甲 千寿子・吉良満夫

座長 川島 隆幸（16 : 50～17 : 30）
2 B 3―48＊ スタンノールアニオンとジアニオンの構造及び反応（埼玉大
理）○芳賀隆太・斎藤雅一・吉岡道和・石村和也・永瀬 茂

2 B 3―50＊ テトラシリルジスタンネン及びそのアニオンラジカル（筑波
大化）○冨川友秀・Lee, Vladimir Ya.・中本真晃・関口 章

3月 28日午前

物性・材料
座長 高見澤 聡（9 : 00～10 : 00）

3 B 3―01 ピラジン誘導体による架橋構造を有する一次元配位高分子の
合成（名大物質科学・名大院理）○中野啓二・向 徹也・北村雅人

3 B 3―02 オクタシアノ架橋型 Cu―W錯体の構造とメタ磁性（東大先端
研）○寳角敏也・大越慎一・有元洋一・清野秀岳・溝部裕司・橋本和
仁

3 B 3―03 ジアリールエテン誘導体を対カチオンとして用いた光応答性
有機・無機複合錯体における磁性の研究（東大院総合）○大久保將史・
榎本真哉・小島憲道

3 B 3―04 サーモクロミズムを示す 9―アントラセンカルボン酸銅（II）の
構造と UV―VISスペクトル（神奈川大理）○和田盛孝・大村哲賜・竹
井 徹・加藤知香・森 和亮

3 B 3―05 ナノ細孔を有する新規ジカルボン酸銅（II）錯体の合成と気体
吸蔵特性（神奈川大理）○高橋正義・佐藤智彦・加藤知香・森 和亮

3 B 3―06 様々な配位子を用いたカルボン酸銅（II）単核錯体の合成と結
晶構造及び吸着特性（神奈川大理）○大村哲賜・池田俊弥・竹井 徹・

加藤知香・森 和亮

座長 河野 正規（10 : 00～11 : 00）
3 B 3―07＊ 多孔性配位高分子ナノワイヤーの創成（京大院工）○植村卓
史・星野洋輔・北川 進

3 B 3―09 有機高分子添加による多孔性配位高分子の結晶サイズ制御
（京大院工）○星野洋輔・植村卓史・北川 進

3 B 3―10 分子性結晶ホスト［Cu（II）2（bza）4（pyz）］nでみられるアルコ
ール蒸気吸着に誘起される固体構造変化（横市大院総理）○齋藤晃央・
中田栄一・高見澤 聡

3 B 3―11 1テトラジン誘導体配位子を用いた新規多孔性配位高分子の
構造と性質（京大）○辻野貴志・松田亮太郎・北川 進

3 B 3―12 ヘキサアザトリフェニレン誘導体を用いた多孔性三次元配位
高分子の合成と性質（京大院工）○田中大輔・正岡重行・北川 進

座長 大場 正昭（11 : 00～12 : 00）
3 B 3―13 様々な配位子を用いたカルボン酸亜鉛（II）錯体の合成と物性
（神奈川大理）○池田俊弥・大村哲賜・竹井 徹・加藤知香・森 和亮

3 B 3―14 Cd（II）配位高分子の柔軟な骨格と吸着選択性（京大院工）○
Maji, Tapas Kumar・植村一広・張 浩徹・北川 進

3 B 3―15 含フッ素配位結合性ゼオライトの機能性（宮教大・東大院工）
笠井香代子○野呂一世・藤田 誠

3 B 3―16 STMによる擬一次元ハロゲン架橋金属錯体［Ni 1―xPdx
（chxn）2Br］Br2の局所電子構造の直接的観測（都立大院理・東大新領
域・名大院工・Visionarts Research）○山下正廣・高石慎也・宮坂
等・杉浦健一・松崎弘幸・岸田英夫・岡本 博・田中久暁・丸本一
弘・伊東 裕・黒田新一・高見知秀

3 B 3―17 新規擬一次元ハロゲン架橋 Ni錯体［NiL2Br］Br2（L : pn, bn）の
合成と物性（都立大院理・東大新領域・名大院工）○高石慎也・宮坂
等・杉浦健一・山下正廣・松崎弘幸・岸田英夫・岡本 博・田中久
暁・丸本一弘・黒田新一

3 B 3―18 自己集合性かご状錯体による有機磁性分子の配列制御（東大
院工・CREST）河野正規○中林耕二・吉沢道人・藤田 誠

3月 28日午後

座長 速水 真也（13 : 00～14 : 00）
3 B 3―25 含長鎖ピリジンを用いた新規ポリカテコラート錯体の合成と
物性（1）（京大院工・科学技術振興機構さきがけ）○鎌田亜紀子・張
浩徹・古川大敬・北川 進

3 B 3―26 含長鎖ピリジンを用いた新規ポリカテコラート錯体の合成と
物性（2）（京大院工・科学技術振興機構さきがけ）鎌田亜紀子○張 浩
徹・古川大敬・北川 進

3 B 3―27 配位子間相互作用を有する含長鎖ポリカテコラート錯体の合
成（京大院工・科学技術振興機構さきがけ）○古川大敬・張 浩徹・鎌
田亜紀子・北川 進

3 B 3―28 Pt2（POP）4I錯体／アゾベンゼン脂質複合体における溶液相転
移特性と電子状態（九大院工）横川 進・黒岩敬太○君塚信夫

3 B 3―29＊ 一次元遷移金属トリアゾール錯体におけるアルコール誘導体
の特異的相互作用と物性制御（九大）○黒岩敬太・君塚信夫

座長 君塚 信夫（14 : 00～14 : 50）
3 B 3―31 対イオンに Kイオン，アルキルアンモニウムイオンを用い
た R4［Pt2I（P2O5H2）4］における 31 P固体 NMR法による Pt原子価構造の
研究（和歌山大教育・筑波大化）○木村憲喜・飯島慶子・石丸臣一・池
田龍一

3 B 3―32 新規なジイミン白金錯体の合成と物性（東工大院総理工）○丸
山晃洋・西田純一・山下敬郎

3 B 3―33 gauche―anti異性を有する配位子を用いた集積型鉄錯体の構造
変化と電子状態（広島大院理・広島大 N－BARD）○森田高樹・中島
覚・奥田 勉

3 B 3―34 平面型ビピリジルアミド鉄錯体のシリカ多孔体への固定化
（名工大工・豊田中研）○奥村健志・高木秀樹・福嶋喜章・舩橋靖博・
小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

3 B 3―35 ポリピリジン配位子を有する二核鉄錯体のシリカ多孔体への
固定化（名工大・豊田中研）○有井秀和・高木秀樹・福島善章・舩橋靖
博・実川浩一郎・増田秀樹

座長 鈴木 孝義（15 : 00～16 : 00）
3 B 3―37＊ 液晶錯体の構築と磁気的性質（九大院理）○速水真也・井上克
也・前田米藏

3 B 3―39 Fe（III）スピンクロスオーバー錯体の非線形伝導（神奈川科学
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技術アカデミー・慶大理工）○疋田政憲・栄長泰明・佐藤 治
3 B 3―40 アミノナフトキノン系 N, N, O三座配位子を持つ新規鉄錯体
の合成と物性（東大院理）○長谷川雄大・並木康佑・村田昌樹・西原
寛

3 B 3―41 拡がった π 系を有する Schiff base配位子を用いた新規鉄（II）
スピンクロスオーバー錯体の合成とその構造および磁性（近畿大理
工・理学電機・近畿大理工総研・九大理）○黒田孝義・先崎由蘭・杉
本邦久・木下 同・前川雅彦・宗像 惠・前田米蔵

3 B 3―42 ポルフィリンを含むテトラカルボン酸鉄（III）錯体の合成及び
気体吸蔵特性（神奈川大理）○鈴木紘子・平賀広貴・和田盛孝・加藤知
香・森 和亮

座長 黒田 孝義（16 : 00～17 : 00）
3 B 3―43 フェロセン共役スピロピランの光異性化挙動（東大院理）○長
島佐代子・村田昌樹・西原 寛

3 B 3―44 集積化部位を有する新規鉄（II）スピンクロスオーバー錯体の
合成と物性（筑波大化）○二瓶雅之・大塩寛紀

3 B 3―45＊ 光応答性有機・無機複合錯体（SP）［FeIIFeIII（dto）3］（SP＝spiro-
pyran, dto＝C2O2S2）の強磁性とその光誘起効果（東大院総合）鹿島
出・大久保將史・糸井充穂・榎本真哉○小島憲道・小野祐樹

3 B 3―47 非イオン界面活性剤による逆ミセル法を用いた Fe―CN―Co型
錯体ナノ微粒子の合成と単離（北陸先端大材料）○山田真実・荒井誠
也・栗原正人・坂本正臣・三宅幹夫

3 B 3―48 アルキル配位子保護 Fe／Cr―CN―Co型錯体ナノ微粒子の金属
組成制御および物性（北陸先端大材料）○荒井誠也・山田真実・栗原正
人・坂本正臣・三宅幹夫

座長 河野 正規（17 : 00～17 : 40）
3 B 3―49 Mn（III）サレン系シッフ塩基錯体 dimerにおける構造と磁気
的相互作用の相関（都立大院理・科技団さきがけ研究 21・CREST）○
加知千裕・宮坂 等・波田雅彦・杉浦健一・山下正廣

3 B 3―50 シッフ塩基多座配位子を有するMn多核錯体の構造，磁気的
性質（筑波大化）○吉田彩乃・二瓶雅之・大塩寛紀

3 B 3―51 混合原子価Mn（II,III）7核錯体の合成と磁気的性質（筑波大
化）○小泉智史・二瓶雅之・梶原孝志・伊藤 翼・大塩寛紀

3 B 3―52 オキシム架橋を有するMn（III）2―Ni（II）2四核クラスターの合
成と磁性（都立大院理・科技団さきがけ研究 21・CREST）○根津智
大・宮坂 等・杉浦健一・山下正廣

3月 29日午後

座長 持田 智行（13 : 00～14 : 00）
4 B 3―25 Keggin型バナジウム（V）置換三元ヘテロポリ酸錯体の生成反
応に及ぼす有機溶媒の効果（高知大理）○上田忠治・横田裕史・中村友
香・北條正司

4 B 3―26 シアノ架橋で展開された三次元Mn（II）Cr（III）磁性体の磁気
及び磁気光学特性（九大院理）○兼子和佳子・大場正昭・大川尚士

4 B 3―27 湿度応答性を示すプルシアンブルー類似体の合成（東大先端
研・PRESTO・JST）○荒井建一・大越慎一・橋本和仁

4 B 3―28 分光エリプソメトリーによる RbMn［Fe（CN）6］相転移錯体の
誘電率測定（東大先端研）○縫田知宏・大越慎一・松田智行・所 裕
子・橋本和仁

4 B 3―29 超常磁性を示すシアノ架橋型金属錯体ナノ微粒子の合成（東
大先端研）○高坂 亘・大越慎一・橋本和仁

4 B 3―30 テルビウム錯体の発光における感温特性（阪大院工）○片桐真
也・長谷川靖哉・和田雄二・柳田祥三

座長 加藤 昌子（14 : 00～15 : 10）
4 B 3―31 多核ユーロピウム（III）錯体の構造安定化および発光特性（阪
大院工）○萬関一広・長谷川靖哉・和田雄二・柳田祥三

4 B 3―32 π ラジカル型希土類単核フタロシアニン二層型錯体の単分子
磁石的挙動（東工大院理工）○杉田美樹・石川直人・海津洋行

4 B 3―33 フタロシアニン三層型希土類二核錯体の動的分子磁性におけ
る f―f相互作用の効果（東工大院理工）○大塚 聡・石川直人・海津洋
行

4 B 3―34 希土類二核錯体における 4 f電子 2スピン系の動的磁性の理
論的考察（東工大院理工）○石川直人・大塚 聡・海津洋行

4 B 3―35 ユーロピウム錯体を活用するフッ化物イオンのビジュアルセ
ンシング（阪市大院理）築部 浩○鬼丸亜紀・篠田哲史

4 B 3―36 フタロシアニン骨格を含むエルビウム（III）錯体の発光（阪大
院工）○堤 大士・長谷川靖哉・和田雄二・柳田祥三

4 B 3―37 ジケトナトと BINAPO配位子を有する Yb（III）と Eu（III）錯体

の CDおよび発光特性（阪大 VBL）○Md. Abdus, Subhan・長谷川靖
哉・鈴木孝義・海崎純男・祥三柳田

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3月 26日午前

Li,Mg,Ba
座長 西山 豊（10 : 00～11 : 00）

1 B 4―07 チオホルムアミドに対するMeOTf，リチウムアセチリド，
有機金属反応剤の連続付加反応（岐阜大工）○太田幸泰・武藤雄一郎・
村井利昭

1 B 4―08 チオアミドジアニオンとオキシランとの反応を利用した N ―
チオアシル―1,3―アミノアルコールの合成（岐阜大工）○佐野浩章・村
井利昭

1 B 4―09 Grignard反応剤による vic―ジアニオンの反応性の制御（筑波
大化）北條 信○上野淳也・細見 彰

1 B 4―10 シリル置換アルキン類の Grignard反応剤による還元反応（筑
波大化）北條 信○大西真奈夫・細見 彰

1 B 4―11 バリウム反応剤を用いたエノン類の二量化反応（千葉大院自
然・千葉大理）○篠原 藍・荒井孝義・柳澤 章

1 B 4―12 バリウムエノラートの新規調製法，およびアルデヒドとの連
続カップリング反応（千葉大院自然・千葉大理）○高橋洋史・荒井孝
義・柳澤 章

Sc,Y

座長 北條 信（11 : 00～12 : 00）
1 B 4―13 新規高分子ランタノイド錯体を用いた無溶媒不均一触媒反応
の開発（九大先導研）石田修一○鈴木祥子・早野哲二・古野裕史・稲永
純二

1 B 4―14 希土類シリルアミド錯体を用いる末端アルキンの二量化反応
（広島大院工）○米山公啓・高木 謙・竹平勝臣

希土類
1 B 4―15 水中での金属ランタンを用いたカルボニル化合物の還元反応
（関西大工）○成重良麻・岡田光男・西山 豊・園田 昇

1 B 4―16 金属ランタン存在下，ジアリールケトンとジアルキルケトン
の反応（関西大工）○二宮雅史・杉原達弥・西山 豊・園田 昇

1 B 4―17 金属ランタンを利用する gem―ジハロアルカンの還元反応（関
西大工）○谷水はな・冨田 剛・西山 豊・園田 昇

1 B 4―18 サマリウム 2価化学種を用いたフルオロヒドロキシケトン類
の簡便合成法の開発（上智大理工）○今井博和・横山保夫・梶谷正次

3月 26日午後

座長 荒井 孝義（13 : 00～14 : 00）
1 B 4―25 異種希土類金属新還元系の開発（奈良女大理）○冨坂友里・小
川昭弥

1 B 4―26 ヨウ化サマリウム複合還元系における 14族ヘテロ原子化合
物の反応挙動の解明（奈良女大理）○原戸奈美・小川昭弥

1 B 4―27＊ サマリウム複合系によるジクロロシランの還元的縮合に基づ
くポリシラン合成（奈良女大理）○李 志芳・小川昭弥

1 B 4―29 ルイス酸触媒によるメチレンシクロプロパンとアセタールの
カルボアルコキシレーション／Friedel―Crafts反応（東北大院理）○鎌田
満・中村 達・山本嘉則

B,Al,Ga,In
1 B 4―30 官能基を有する芳香族アルミニウムアート型錯体の直接的生
成法（東大院薬・科学技術振興機構）○中 寛史・松本洋太郎・内山真
伸・大和田智彦

座長 内山 真伸（14 : 00～14 : 50）
1 B 4―31 ビニルアレンの熱的閉環反応におけるホウ素置換基の効果
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（京大院工）村上正浩○蘆田真二・松田學則
1 B 4―32 （Z）―1,2,3,4―テトラボリル―2―ブテンのアルデヒドへのタンデ
ム付加反応：新しい 1,5―遠隔立体制御法（京大院工）清水正毅○下野勝
弘・倉橋拓也・檜山爲次郎

1 B 4―33 塩化ガリウムを触媒とする，α ,α ,α ―3置換アルデヒドのケ
トンへの転位反応（阪大院工）○尾下雅之・茶谷直人

1 B 4―34＊ 塩化ガリウムを用いた炭素―炭素多重結合のジスルフィド化
反応（京大院工）○宇杉真一・依光英樹・忍久保 洋・大嶌幸一郎

座長 安田 誠（15 : 00～16 : 00）
1 B 4―37＊ アルケニルインジウムを用いた α ―ハロカルボニル化合物の
アルケニル化反応（京大院工）○高見和明・依光英樹・大嶌幸一郎

1 B 4―39 アリルインジウム反応剤によるアルキンのジアリル化反応
（名工大院工）○芥川和彦・亀井利也・石原徹也・小畑乗二・平下恒
久・荒木修喜

1 B 4―40 酢酸インジウムとヒドロシランを用いる共役エノン類の還元
的アルドールおよびMichael反応（筑波大化）三浦勝清○山田祐資・細
見 彰

1 B 4―41 酢酸インジウムとヒドロシランを用いる分子間ラジカル付加
反応（筑波大化）三浦勝清○富田 充・細見 彰

1 B 4―42 インジウム塩を触媒とするシリルエノラートのアルキンへの
分子内付加反応（筑波大化）三浦勝清○豊原さやか・細見 彰

座長 三浦 勝清（16 : 00～17 : 00）
1 B 4―43 ニッケル触媒とヨウ化インジウム（I）を用いたアリルアルコ
ールによるアルデヒドのアリル化（名工大院工）○平下恒久・神戸慎
哉・大森秀樹・辻 浩光・荒木修喜

1 B 4―44 パラジウムーインジウム触媒を用いた末端アルキンとハロゲ
ン化アリールのクロスカップリング反応と 2位置換インドール合成へ
の応用（東理大理工）坂井教郎○安中正祥・小中原猛雄

1 B 4―45 インジウムアート錯体を用いたアリルアルコール誘導体の位
置選択的アルキル化（名工大院工）○三井数馬・桝重直登・藤城奈美
子・林 洋介・平下恒久・荒木修喜

1 B 4―46 インジウム触媒系を用いたエポキシドの開環反応とその応用
（阪大院工・阪大 FRC）芝田育也○今國 朗・馬場章夫

1 B 4―47 インジウム触媒を用いたクロロシランによるアルコールの直
接的塩素化（阪大院工・阪大 FRC）安田 誠○山崎 智・馬場章夫

1 B 4―48 インジウム／ケイ素複合金属ルイス酸触媒を用いるアルコー
ルの直接置換反応（阪大院工・阪大 FRC）○齋藤隆博・安田 誠・馬
場章夫

3月 27日午前

座長 嶋田 豊司（9 : 00～10 : 00）
2 B 4―01 水銀トリフラートを触媒とするアセチレンカルボン酸からの
エキソメチレンラクトン合成（徳島文理大薬）西沢麦夫○土廣篤志・藤
川ゆかり・高尾裕子・今川 洋・杉原多公通

2 B 4―02 水銀トリフラートを触媒とするケトアルキンからのフラン合
成（徳島文理大薬）西沢麦夫○栗崎貴啓・高尾裕子・今川 洋・杉原多
公通

2 B 4―03 水銀トリフラート触媒タンデム環化反応（徳島文理大薬）西沢
麦夫○家永友昭・高尾裕子・今川 洋・杉原多公通

Si
2 B 4―04＊ ホウ素及びケイ素置換有機銅反応剤の調製とその有機合成的
利用（京大院工）○近藤淳一・忍久保 洋・大嶌幸一郎

2 B 4―06 各種シリルエノールエーテルの合成とアルドール型反応（東
理大理工）○丸山昇吾・長尾幸徳・小澤幸三

座長 中尾 佳亮（10 : 00～11 : 00）
2 B 4―07 アセチレン類のシラスタンニル化を経由するシリルイソオキ
サゾリンの合成（東海大開発工）○遠藤崇訓・中野多一・平山令明

2 B 4―08 アリルシラン化合物のプロペン脱離を経るシリカゲル表面と
の化学結合形成を利用したシリカゲル担持ホスフィン配位子の合成
（京大院理）○青木和子・嶋田豊司・林 民生

2 B 4―09 ルイス酸によるトリス（トリメチルシリル）シランのヒドロシ
リル化の位置選択性（奈良教育大・CREST・JST）○劉 揚・山崎祥子

2 B 4―10 銅（I）アルコキシドにより促進される β ―トリフェニルシリル
アリルアルコールのアリル化反応（東農工大工）坪内 彰○伊藤実希・
大西耕大朗・武田 猛

2 B 4―11 シラカルボニルイリドの分子内シクロ付加による三環性含ケ
イ素複素環化合物の合成（阪大院工）小松満男○大橋誠司・大平落洋

二・南方聖司
2 B 4―12 シリル基の β 効果を利用した環状エーテル類の立体選択的
合成（筑波大化）三浦勝清○高橋竜之・細見 彰

座長 三上 幸一（11 : 00～11 : 50）
2 B 4―13 特別講演 Synthesis with Lithiated Tertiary Amides : New

Stereochemistry ; New Reactivity（Univ. Manchester, U.K）Prof. Jonathan-
Clayden

3月 27日午後

座長 普神 敬悟（13 : 00～14 : 00）
2 B 4―25 金属塩化物を促進剤とするカルボニル化合物に対する α ―ジ
メチルシリルエステルの求核付加反応（筑波大化）三浦勝清○中川貴
洋・細見 彰

2 B 4―26 トリアリル（アリール）シランと塩化アリールのクロスカップ
リング反応（京大院工）Sahoo, Akhila K．○中尾佳亮・檜山爲次郎

2 B 4―27 芳香族ケイ素化合物の触媒的分解反応における加速効果の検
討（崇城大工）北村卓也○池永和敏

Sn, Ge
2 B 4―28 スタニルスルフィドを用いるアラインのチオスタニル化反応
（広島大院工）○吉田拡人・寺山告明・大下浄治・九内淳堯

2 B 4―29 ジブチルスズジメトキシドを用いたエノールトリクロロアセ
テートの触媒的アルドール／脱水連続反応によるエノン類の合成（千葉
大院自然・千葉大理）○合津 陸・荒井孝義・柳澤 章

2 B 4―30 ジブチルクロロスタンナンと塩化物イオンを用いるアルキン
類の高位置および高立体選択的なヒドロスタンニル化反応（筑波大化）
三浦勝清○汪 棣・細見 彰

座長 吉田 拡人（14 : 00～14 : 50）
2 B 4―31 ヨウ化スズ（IV）／ヨウ化ナトリウムを用いるアリルクロリド
によるカルボニル―アリル化反応（上智大理工）増山芳郎○竹内かお
り・栗栖安彦

2 B 4―32 フルオロフェニルチオニトリルを出発原料とするシアノフル
オロアルコール及びシアノフルオロアルデヒド類の合成法の開発（上
智大理工）○田中宏明・横山保夫・梶谷正次

2 B 4―33 二価ゲルマニウムを用いた α ―ハロアルデヒドとアルデヒド
の還元的カップリング反応（阪大院工・阪大 FRC）安田 誠○田中真
哉・馬場章夫

2 B 4―34 水系溶媒中で進行する，有機ゲルマニウム化合物の Pd触媒
Cross―Coupling反応（群馬大工）○遠藤麻由子・梶井真奈・榎戸達樹・
普神敬悟・亀山雅之・小杉正紀

2 B 4―35 有機ゲルマニウム化学種を活性化剤とするフルオロケトアミ
ド類の簡便合成法の開発（上智大理工）○石井 喬・横山保夫・梶谷正
次

3月 28日午前

Cu
座長 伊藤 肇（9 : 00～10 : 00）

3 B 4―01 銅試薬を用いた五員環アリルエステルへの選択的側鎖導入
（東工大院生命理工）○中田健也・小林雄一

3 B 4―02 銅触媒存在下，アルキン類を添加剤として用いる Grignard試
薬とアルキルクロリド及びメシラートとのクロスカップリング反応
（阪大院工）○藤堂紘久・寺尾 潤・神戸宣明

3 B 4―03 マグネシウムを用いた銅触媒によるヨウ化アリールとジフェ
ニルジスルフィドからの非対称ジアリールスルフィドの合成（福島医
大医）○谷口暢一・大波哲雄

3 B 4―04 ルイス酸触媒を用いた分子内［4＋2］型芳香環化反応（東北大
院理）○佐藤健一郎・浅尾直樹・山本嘉則

3 B 4―05 アルケニル（ピリジル）シランのホモカップリング反応の開発
と多置換ブタジエンの多様性指向型合成への応用（京大院工）伊丹健一
郎・野上敏材○潮木洋介・吉田潤一

3 B 4―06 シアノ―Gilmanクプラートへの電子移動を鍵段階とするアリ
ールハライドの酸化的ホモカップリング反応（都立大院理）○呉 墨・
三宅由寛・伊与田正彦

座長 浅尾 直樹（10 : 00～11 : 00）
3 B 4―07 分子状酸素を酸素源にする銅触媒によるチオカルボニル化合
物の酸化的脱硫化反応（岐阜大工）村井利昭・芝原文利○末次藍子
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3 B 4―08 イミダゾリウムカルベン―CuCl錯体を触媒とする Grignard反
応剤による求核アリル置換反応（神奈川大工）○冨永智史・大井幸直・
松野千加士・岡本専太郎

3 B 4―09 有機銅を用いる五員環アリルアルコール誘導体のアリール化
反応（東工大院生命理工）○相内孝幸・中田健也・小林雄一

3 B 4―10 ハロアルキンとスルホンアミドの銅触媒カップリングによる
イナミドの合成（東工大院生命理工）○平野修史・占部弘和・佐藤史衞

3 B 4―11 銅（I）触媒によるアルコールの高選択的脱水素シリル化（北大
理・JSTさきがけ）○渡辺明子・伊藤 肇・澤村正也

3 B 4―12 金（I）触媒によるアルコールの脱水素シリル化（北大理・JST
さきがけ）○高木勝弘・伊藤 肇・澤村正也

Ag, Au

座長 岡本 専太郎（11 : 00～11 : 50）
3 B 4―13 ホスホン酸ジアルキル―銀誘導体の合成とその性質（中部大）
○伊藤宏徳・宮内俊幸・魚江康輔・盛 秀彦

3 B 4―14 イミンへのアルキンの付加反応を用いた銀触媒によるイソキ
ノリン誘導体の合成（東北大院理）○野上 勉・浅尾直樹・山本嘉則

3 B 4―15 π ―電子活性型ルイス酸触媒を用いたナフタレン骨格構築法
の開発（東北大院理）○相川春夫・浅尾直樹・山本嘉則

Zn
3 B 4―16 亜鉛エナミドの単純オレフィンへの付加を鍵としたケトンの

α ―アルキル化反応（東大院理・さきがけ 21）○畠山琢次・中村正治・
中村栄一

3 B 4―17 金属亜鉛／ヨウ化アルキルを用いたイミンのアルキル化反応
（阪市工研）○岩井利之・伊藤貴敏・水野卓巳・石野義夫

3月 28日午後

座長 小林 雄一（13 : 00～14 : 00）
3 B 4―25 亜鉛アリールオキシド及び亜鉛アミドのアルキンへの分子内
付加反応によるヘテロ芳香族化合物の合成（東大院理・さきがけ 21）
○イリエシュラウレアン・大坪才華・中村正治・中村栄一

3 B 4―26 金属エノラートの単純アルキン類への付加（1）活性メチレン
化合物と末端アルキンからの四置換アルケンの立体選択的合成反応
（東大院理・さきがけ 21）○藤本泰典・遠藤恒平・中村正治・中村栄
一

3 B 4―27＊ 金属エノラートの単純アルキン類への付加（2）インジウムト
リフラート触媒による β ジカルボニル化合物の新規 α 位アルケニル
化反応（東大院理・さきがけ 21）○遠藤恒平・中村正治・中村栄一

3 B 4―29 Bis（iodozincio）methaneによるエポキシアルコールからの亜
鉛エノラート発生法（京大院工）○平山孝治・松原誠二郎・大嶌幸一郎

3 B 4―30 Bis（iodozincio）methaneによるシクロプロピルヒドロキシア
ミンの合成（京大院工）○野村研一・松原誠二郎・大嶌幸一郎

座長 松原 誠二郎（14 : 00～14 : 30）
3 B 4―31 亜鉛アート錯体を用いた 3位および 4位置換ベンザインの新
規発生法（東大院薬・科学技術振興機構）○小林悠里・尾谷優子・内山
真伸・大和田智彦

3 B 4―32 芳香族メタル化反応に関する理論的研究（東大院薬・科学技
術振興機構）○松本洋太郎・内山真伸・大和田智彦

3 B 4―33 亜鉛アート錯体を用いるアルキンの位置選択的シリル亜鉛化
反応（東大院薬）○中村信二・内山真伸・大和田智彦

錯体・有機金属

3月 26日午前

物性・材料
座長 宮坂 等（9 : 30～10 : 20）

1 B 5―04 一次元ロジウム（I）―セミキノネート錯体の構造と磁性（姫路
工大院理・阪市大院理）○西谷 崇・満身 稔・小澤芳樹・鳥海幸四

郎・田所 誠
1 B 5―05 1次元鎖に基づくコバルト配位高分子のゲスト応答による可
逆的骨格変化（京大院工）○坂本裕俊・松田亮太郎・北川 進

1 B 5―06 原子価互変異性錯体における長鎖導入効果（京大院工・科学
技術振興機構さきがけ）○桐谷乃輔・張 浩徹・鎌田亜紀子・北川
進

1 B 5―07 六配位正八面体構造金属フタロシアニン錯体のソルバトクロ
ミズム（物材機構）○砂金宏明・加賀屋 豊・松下明行

1 B 5―08 ルテニウム・オスミウム錯体積層膜の電気化学における層数
依存性（中央大理工）○花倉 健・山王堂 雅・豊 智菜・芳賀正明

座長 田所 誠（10 : 20～11 : 30）
1 B 5―09 ルテニウム二核錯体と TCNQ誘導体との二次元ネットワー
ク：構造及び電子物性（都立大院理・CREST・JST）○射和 亨・宮坂
等・杉浦健一・山下正廣

1 B 5―10 軸方向カルボン酸をもつ二核ルテニウムジカルボン酸錯体の
合成と気体吸蔵特性（神奈川大理）○平賀広貴・大村哲賜・加藤知香・
森 和亮

1 B 5―11 細孔を持つモノカルボン酸ルテニウム（II, II）錯体の合成と磁
性（神奈川大理）○石川正明・大村哲賜・加藤知香・森 和亮

1 B 5―12＊ ルテニウム二核錯体薄膜修飾電極の電子移動反応（分子研・
ヒューストン大）○中西尚志・小川琢治・BEAR, J.L.・KADISH, K.M.

1 B 5―14 ハロゲン架橋銀複核ユニット，Ag2（µ ―X）2（X＝Cl,Br,I）をも
つ錯体の合成と発光（北大院理）○柴田聖子・荒木宏美・柘植清志・石
坂昌司・喜多村 昇・佐々木陽一

1 B 5―15 スルホン酸エステル部位を有するピリジン誘導体を用いた新
規配位高分子の合成と物性（京大院工）○樫下幸志・北川 進

座長 大塩 寛紀（11 : 30～12 : 00）
1 B 5―16 進歩賞受賞講演 金属錯体集積によるナノワイヤー分子量子
磁石の開発と展開（都立大院理・PRESTO）宮坂 等

3月 26日午後

錯体の合成・構造・性質
座長 松本 剛（13 : 00～14 : 00）

1 B 5―25 3座アリールオキシド配位子をもつタンタル―ヒドリド錯体
の合成（分子研）○川口博之・松尾 司

1 B 5―26 環状テトラシロキシドを配位子とするチタン（IV）錯体の合成
（群馬大工）○樽野真輔・廣津昌和・吉村 崇・上野圭司

1 B 5―27 極めてかさ高い β ―ジケチミナト配位子を用いた 4族金属錯
体の合成と反応（京大化研）○濱木裕史・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣
博

1 B 5―28 新規なイミドバナジウム錯体の合成と構造特性（阪大院工）森
内敏之○別府朋彦・平尾俊一

1 B 5―29 ビス（2,4―ペンタンジオナト）オキソバナジウム（IV）錯体の
ESRによる光反応の研究（愛媛大理）○松本華代子・東 長雄

1 B 5―30 水溶性ポルフィリン系ニトリドクロム（V）錯体の反応活性化
（愛媛大理）○徳永 務・東 長雄

座長 阿部 正明（14 : 00～14 : 50）
1 B 5―31 酸化還元活性能を有するジオキソレン及びジイミン配位子を
含む金属錯体の薄膜化とその光電子物性（理研・京大院工）○野呂真一
郎・佐々貴史・青山哲也・張 浩徹・北川 進・和田達夫

1 B 5―32 8―キノリノールを配位子とする酸素架橋モリブデン三核錯体
の合成と物性（岡山理大理）○廣兼浩総・花谷和宏・坂根弦太・柴原隆
志

1 B 5―33 O,N,N―三座配位子を有するMo／Fe／Sクラスターの合成と反
応（名大院理・名大物質国際研）○千駄俊介・大木康弘・巽 和行

1 B 5―34 複素環ジチオレンを持つオキソ―，ジオキソモリブデン錯体
の合成と性質（阪市大院理・理学電機・分子研）○針原 誠・杉本秀
樹・城 始勇・杉本邦久・田中晃二・三宅弘之・築部 浩

1 B 5―35 スーパーキュバン骨格を持つマンガン 19核クラスター（奈良
女大理）○北村やよい・棚瀬知明

3月 27日午前

学生 B講演
座長 佐々木 陽一（9 : 50～10 : 50）

2 B 5―06＊ CoIIIPdIICoIII硫黄架橋三核錯体をビルディングブロックとする
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メタラサイクル（阪大院理）○近本 悠・川本達也・今野 巧
2 B 5―08＊ スルフィド架橋モリブデン／銅錯体の合成と構造（名大院理・
名大物質国際研）○田熊元紀・大木靖弘・巽 和行

2 B 5―10＊ トランス配置にジ―2―ピリジルアミンと 2,2’―ビピリジンを持
つルテニウム（II）錯体の合成と反応（明大理工）○外山真理・田中
岳・長尾憲治

座長 磯辺 清（10 : 50～11 : 50）
2 B 5―12＊ テトラピリジルメタン類の合成，構造および金属錯体の研究
（阪大院理）○神波正樹・松本幸三・小田雅司

2 B 5―14＊ カルボキシル基を有するジシアノ（2,2’―ビピリジン）白金（II）
錯体の pHに依存したクロミズムとナノ構造（奈良女大院人間文化）○
岸 忍・加藤昌子

2 B 5―16＊ カルボン酸架橋ルテニウム二核錯体による低次元集積体の構
造と性質（京大院工）○古川修平・北川 進

3月 27日午後

座長 小島 憲道（12 : 50～13 : 50）
2 B 5―24＊ 11族金属イオン間相互作用による発光性集積型金属錯体：
外部刺激に応答した RGB発光色のスイッチング（東大院工）○岸村顕
広・相田卓三

2 B 5―26＊ 二次元構造を持つ三元金属集積体の合成と磁気特性（九大院
理）○志賀拓也・大場正昭・大川尚士

2 B 5―28＊ Mn（III）サレン系錯体の有機ラジカルによる集積とそのフェ
リ磁性（都立大院理）○真玉橋朝蔵・宮坂 等・杉浦健一・山下正廣

座長 増田 秀樹（13 : 50～14 : 50）
2 B 5―30＊ リポキシゲナーゼモデル鉄錯体を用いたリノール酸の酸素化
触媒反応と自動酸化反応におけるラジカル中間体の検出（阪大院工・
CRESTO・PRESTO・名大院理）○北口博紀・大久保 敬・小江誠
司・渡辺芳人・福住俊一

2 B 5―32＊ 架橋ペルオキソ配位子を持つヘム―銅二核錯体の合成，構造，
反応性（九大先導研）○千代健文・島崎優一・谷 文都・成田吉徳

2 B 5―34＊ 非ヘム鉄（III）カテコール錯体のスピン状態と酸素化反応活性
の相関（京大院工）○樋口雅一・人見 穣・田中庸裕・船引卓三

錯体の合成・構造・性質

座長 坂根 弦太（15 : 00～16 : 20）
2 B 5―37 酸素架橋マンガンポルフィリン二両体における磁気的性質に
おける理論的研究（阪大院理）○小泉健一・庄司光男・丸野裕介・西山
祐介・北河康隆

2 B 5―38 高原子価金属―オキソ錯体を触媒とした電子移動反応による
アルカンおよびオレフィンの高効率酸素化反応（阪大院工・愛媛大院
理・CREST・PRESTO）○小尻哲也・岸 貴志・岡本 健・山田容
子・小江誠司・福住俊一

2 B 5―39 レニウム（VII）錯体配位子を用いた混合金属多核錯体の合成
（北大院理）○田辺谷寿寛・阿部正明・佐々木陽一

2 B 5―40 新規レニウム環状四核錯体［Re（bpy）（CO）2（dppe）］4（PF6）4

（bpy＝2,2’―ビピリジン，dppe＝1,2―ビスジフェニルフォスフィノエタ
ン）の合成と光化学的特性（東工大院理工）○川辺弥生・石谷 治

2 B 5―41 8―メルカプトキノリンを有するオキソレニウム（V）錯体の立
体化学と反応性（筑波大化）○今井亮臣・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本
健一

2 B 5―42 カテコール誘導体を有する（2＋2＋1）型オキソレニウム（V）
錯体の合成と性質（筑波大化）○大橋徹也・宮下芳太郎・藤澤清史・岡
本健一

2 B 5―43 金属―金属間結合に関する理論的研究（京大院工）○齋藤
健・中尾嘉秀・佐藤啓文・榊 茂好

2 B 5―44 高効率に CO2を還元するルテニウム‐レニウム多核錯体の
光触媒反応機構（東工大）○Gholamkhass, Bobak・古江正興・豆塚廣
章・小池和英・石谷 治

座長 杉本 秀樹（16 : 20～17 : 30）
2 B 5―45 三脚型アリールチオラートおよびアリールオキシド配位子を
有する鉄錯体の合成と構造（分子研）○結城雅弘・松尾 司・川口博之

2 B 5―46 若い世代の特別講演会 錯体化学からアプローチする機能性
表面ナノサイエンス（北大院理）阿部正明

2 B 5―49 軸不斉配位子を用いた多核遷移金属錯体の合成と性質（阪市
大院理）○長瀧敬行・舘 祥光・伊東 忍

2 B 5―50 二核フェロセン誘導体の構造及び混合原子価状態に及ぼすア

ニオンの影響（広島大院理・広島大 N－BARD）小田 敬○中島 覚・
奥田 勉

2 B 5―51 分枝アルキル鎖を導入したビフェロセン‐F 4 TCNQ錯体の
合成と構造（東邦大理）○永淵絵理・木曽利江子・高澤孝輔・岡澤和
也・持田智行・森 初果

3月 28日午前

座長 小江 誠司（9 : 00～10 : 00）
3 B 5―01 フェロセンービオロゲン π 共役連結系の合成と性質（東邦大
理）○萩原孝司・伊藤友紀子・堀越 亮・持田智行

3 B 5―02 常磁性金属を有する縮環ポルフィリン二量体の合成とその物
性（京大院理）○池上崇久・荒谷直樹・古川 貢・加藤立久・高橋
正・大須賀篤弘

3 B 5―03 シアノ基を有する無電荷ルテニウム錯体の合成と励起状態の
性質（横市大総理）○安倍太一・篠崎一英

3 B 5―04 p―フェニレンジアミン部位で架橋されたルテニウム二核錯体
の合成と構造（阪大院工）平尾俊一○四折 淳・森内敏之

3 B 5―05 両末端にルテニウム錯体部位を有する p―フェニレンジアミ
ン誘導体の合成と特性（阪大院工）○沈 秀良・森内敏之・平尾俊一

3 B 5―06 ジオキソレン配位子を有する白金ルテニウム二核錯体の合成
と酸化還元挙動（分子研・CREST）○岡村 玲・和田 亨・合川勝
二・永田 央・田中晃二

座長 石田 斉（10 : 00～11 : 00）
3 B 5―07 ルテニウム錯体をブロックとする環状およびかご状錯体の自
己集合（東大院工・コンポン研・CREST）○堀 顕子・河野正規・藤
田 誠

3 B 5―08 ルテニウム核を含む環状錯体の単一および交差カテナン化
（東大院工・CREST）堀 顕子○山下健一・河野正規・藤田 誠

3 B 5―09 第一周期遷移金属を用いた大環状錯体の自己集合とそのカテ
ナン化（東大院工・CREST）堀 顕子○藤田智行・山下健一・藤田
誠

3 B 5―10 水中酸性条件下におけるルテニウム硫酸錯体の反応性（阪大
院工）○久禮文章・林 秀樹・中井英隆・小江誠司・福住俊一

3 B 5―11 ジオキソレン配位子の置換基に依存したルテニウム―アクア
錯体の電子状態と酸化還元挙動（分子研・CREST）○藤原哲晶・大津
英揮・小林克彰・和田 亨・田中晃二

3 B 5―12 2―ピリジンカルボン酸イオンと 2,2’―ビピリジンを有する混
合配位子型ニトロシルルテニウム錯体の合成（上智大理工）○犬飼美成
子・長尾宏隆・大井隆夫

座長 山成 数明（11 : 00～12 : 00）
3 B 5―13 新しい光学活性（2,2’―ビオキサゾリン）（2,2’―ビピリジル）ル
テニウム（II）錯体の合成と発光測定（長崎大工・理研）○田代葉子・村
上一敬・中野あずさ・大西正義・星野幹雄

3 B 5―14 三脚型配位子 N,N ―ビス（2―ピリジル）（2―ヒドロキシフェニ
ル）アミンを持つニトロシルルテニウム錯体の合成と構造（明大理工）
○宮内大輔・廣上倫介・外山真理・長尾憲治

3 B 5―15 光応答性ルテニウムトリスビピリジル類縁体を含むニッケ
ル，パラジウム錯体の合成と物性（東工大資源研）○江連真市・稲垣昭
子・穐田宗隆

3 B 5―16 モノ（ビピリジン）ルテニウム（II）錯体［RuCl2（bpy）（DMSO）2］
の 3種の幾何異性体の構造とその異性化反応（明大理工）○井上謙一・
外山真理・長尾憲治

3 B 5―17 ESI―TOF―MSによる新規なカチオン性ルテニウム―窒素分子
錯体の検出（北里大理・東大院理）石田 斉○中司俊一郎・大石茂郎・
平岡秀一・塩谷光彦

3 B 5―18 π 共役型配位子に金属サレン部位を導入したトリス（ビピリ
ジン）型ルテニウム（II）錯体の合成と性質（名工大工）○田中孝明・舩
橋靖博・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

3月 28日午後

座長 実川 浩一郎（13 : 00～14 : 00）
3 B 5―25 溶媒効果を取り込んだ Creutz―Taube錯体の理論的研究（京大
院工）○横川大輔・中尾嘉秀・佐藤啓文・榊 茂好

3 B 5―26 モノ（L―システイナト）コバルト（III）ユニットと水銀（II）イオ
ンから構成される硫黄架橋多核錯体（阪大院理）○有冨隆志・川本達
也・今野 巧

3 B 5―27 トリチオシアヌル酸を含む N4型コバルト（III）単核錯体の脱
硫化合物の構造と性質（阪大院理）○井上希望・山成数明・今野 巧・
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冬広 明
3 B 5―28 立体コントロール因子の大きさがおよぼす Co（II）錯体のヘリ
シティーへの影響（阪市大院理）○三宅弘之・吉田佳奈・杉本秀樹・築
部 浩

3 B 5―29 ジスルフィド架橋ピリジンとM（hfac）2（M＝Co, Ni）からなる
環状錯体の合成と構造（関西学院大理工）○堀越 亮・持田智行・御厨
正博

3 B 5―30 親水性官能基を有する格子状ネットワーク錯体の設計と構築
（東大院工・コンポン研）○鷹岡寛治・河野正規・富永昌英・藤田 誠

座長 御厨 正博（14 : 00～14 : 50）
3 B 5―31 外部刺激応答型デンドリマー錯体の超分子構造制御（九大院
工）○渡辺 健・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3 B 5―32＊ ヘキサフルオロ―2,4―ペンタンジオナトコバルト（3）錯体の特
異な酸塩基反応の速度論的研究（愛媛大理）○北村揚一・佐々木洋一・
伴野倫子・中江 功・角本吉康・田中裕士

3 B 5―34 金属錯体同士の多重水素結合による自己組織化で形成された
秩序構造（名工大工）○岡崎裕輝・舩橋靖博・小澤智宏・実川浩一郎・
増田秀樹

3 B 5―35 ロジウム―ケイ素結合をもつポルフィリン錯体の合成（北里大
理）○菊本雄介・弓削秀隆・宮本 健

座長 弓削 秀隆（15 : 00～16 : 00）
3 B 5―37 ヒドロトリスピラゾリルボレート配位子を持つロジウム錯体
を用いたカルコゲノラート架橋ロジウムールテニウム二核錯体の合成
とその反応性（東大生研）○長尾正顕・清野秀岳・干鯛眞信・溝部裕司

3 B 5―38 ジチオラト架橋MoRh 2クラスター錯体の合成，構造および
物性（東大院理）○邨次 智・中川義清・羽部 悟・並木康佑・村田昌
樹・西原 寛

3 B 5―39 ホルムアミジナトロジウム（II）二核と 1,4―ジイソシアノベン
ゼンからなるポリマー錯体（島根大総合理工・関学大理工）○半田
真・安田 基・吉岡大輔・御厨正博・春日邦宣

3 B 5―40＊ トリアザシクロノナン配位子を有する水溶性ロジウムヒドリ
ド錯体の構造と性質（阪大院工）○林 秀樹・西田裕美・小江誠司・福
住俊一

3 B 5―42 ジイミノセミキノネートを配位子に持つ金属（I）ジカルボニ
ル錯体の合成と構造（姫路工大院理・阪市大院理）○沼田陽平・満身
稔・小澤芳樹・鳥海幸四郎・田所 誠

座長 半田 真（16 : 00～17 : 00）
3 B 5―43 トリアザシクロノナン配位子を有するヒドリドクラスターを
用いた水中での二酸化炭素固定法の開発（阪大院工）○西田裕美・林
秀樹・小江誠司・福住俊一

3 B 5―44 多環芳香族架橋配位子をもつロジウム複核錯体カチオンラジ
カル塩の合成と物性（岐阜大工）○則竹慎也・海老原昌弘・川村 尚

3 B 5―45 N―混乱ポルフィリンロジウム錯体の合成（九大院工・科学技
術振興機構さきがけ）古田弘幸○新納鉄平・前田大光

3 B 5―46 N‐フューズド‐ペンタフィリンロジウム錯体の合成と構造
（京大院理・CREST）○森 重樹・辛 知映・石川史朗・大須賀篤弘

3 B 5―47 フェナントロリンキノンを配位子とするルテニウム錯体のキ
ノン部位の反応性（東農工大工）○浅倉貴史・横山慶子・中村暢文・大
野弘幸

3 B 5―48 ルテニウムージオキソレンーアンミン錯体の酸化還元挙動と
触媒作用（総研大・分子研・CREST）○日野貴美・和田 亨・田中晃
ニ

座長 海老原 昌弘（17 : 00～17 : 50）
3 B 5―49 Ru―H結合を含む新規フルバレン 2核 Ru錯体の合成と構造
（東工大資源研）○渡辺正信・佐藤 勝・穐田宗隆

3 B 5―50 ビグアニダト錯体とランターン型ロジウム二核錯体の多重結
合により形成したナノワイヤー構造（名工大工）○川島義弘・北村英
樹・舩橋靖博・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹

3 B 5―51 水溶性イリジウム錯体を用いた pH制御による水素分子の活
性化（阪大院工）○村田裕輔・林 秀樹・小江誠司・福住俊一

3 B 5―52 2,6―ビス（ベンズイミダゾリル）ピリジン誘導体を持つイリジ
ウム錯体の構造と発光挙動（中央大理工・中央大理工研・東理大理）○
小原慎也・豊 智奈・倉嶋麻衣・横山佳美・酒井 健・芳賀正明

3 B 5―53 ベンズイミダゾール誘導体を配位子とするイリジウム錯体の
発光特性（中央大理工・中央大理工研・阪大院理）○豊 智奈・小原慎
也・小川智史・野崎浩一・池田憲昭・大野 健・芳賀正明

3月 29日午前

座長 赤司 治夫（9 : 00～10 : 00）
4 B 5―01＊ 量子化学計算による遷移金属錯体のリン光スペクトルのシミ
ュレーション（阪大院理）○野崎浩一・高森啓成・大野 健

4 B 5―03 酸化数状態が関与する直線型硫黄架橋三核錯体の立体化学と
反応性（筑波大化）○川原諒子・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健一

4 B 5―04 光学活性 NS型配位子を有する硫黄架橋コバルト（III）多核錯
体の合成と立体選択性（筑波大化）○藤田光晴・宮下芳太郎・藤澤清
史・岡本健一

4 B 5―05 銅（II）錯体のベイポクロミズム（東大院総合）○中村智之・松
下信之

4 B 5―06 チオラートおよびチオエーテル―チオラート混合型配位子を
有する銅（I）錯体の合成（名大院理・名大物質国際研）○中村美和子・
田熊元紀・大木靖弘・巽 和行

座長 松下 信之（10 : 00～11 : 00）
4 B 5―07＊ フォトクロミック銅錯体分子を用いた光電変換システムの構
築（東大院理）久米晶子○村田昌樹・西原 寛・尾関智二

4 B 5―09 塩化物イオンとモノ（チオラト）型コバルト（III）錯体配位子を
配位した銀（I）錯体（阪大院理）○光永誠一・川本達也・今野 巧

4 B 5―10 ビス（D―ペニシラミナト）金（I）酸を錯体配位子とする多核金
属錯体の合成（阪大院理）○豊田敦志・川本達也・今野 巧

4 B 5―11 オクタフィリン―銀複核錯体の合成（京大院理）○養父克行・
清水宗治・星野 渉・田中泰央・大須賀篤弘

4 B 5―12 三脚型配位子を含む NiLn, NiLnNi, NiLnLnNi型多核錯体の合
成，構造，磁気的性質（Ln＝Eu,Gd,Tb,Dy）（岡山大理）○山口友佳・砂
月幸成・小島正明・赤司治夫・槌本昌信・長 周太郎・松本尚英・
Re, Nazzareno

座長 川本 達也（11 : 00～12 : 00）
4 B 5―13 電子状態の異なるニッケル―ジオキソレン錯体の構造変化の
制御（分子研・CREST）○大津英揮・田中晃二

4 B 5―14 水ーアセトニトリル混合溶媒中のニッケル錯体の生成反応と
溶媒効果（佐賀大理工）○田端正明・村瀬俊博・ウーインコウ

4 B 5―15 ラジカル置換ピラゾールを用いた遷移金属錯体の磁性と構造
（電通大量子物質）○山多 晋・石田尚行・野上 隆

4 B 5―16 オキシマート架橋をもつランタノイドと遷移金属イオンから
なる錯体の構造と磁性（電通大量子物質）○森 文仁・野上 隆・石田
尚行

4 B 5―17＊ 直鎖多核 Ni錯体［Ni5（µ 5―tpda）4X2（X＝Cl, CN, N3）］および［Ni7

（µ 7―teptra）4Cl2］の電子状態および磁気的相互作用に関する理論的研究
（阪大院理）○北河康隆・庄司光男・小泉健一・川上貴資・奥村光隆・
山口 兆

3月 29日午後

座長 山下 正廣（13 : 00～14 : 00）
4 B 5―25 BCSJ賞受賞講演 p―tert―ブチルチアカリックス［6］アレーン
のクラスター化機能―単一および混合金属錯体の合成・構造と金属イ
オン付加により誘発された新規クラスターコア変換反応（東北大院
理・東北大院工）○梶原孝志・品川玲子・伊藤 翼・今 徳義・壹岐
伸彦・宮野壮太郎

4 B 5―28 ビス{8―（ジフェニルホスフィノ）キノリン｝パラジウム（II）
錯体の構造（阪大院理）○鈴木孝義

4 B 5―29 パラジウムアクア錯体を用いた pH選択的炭素―炭素結合形
成反応の開発（阪大院工）○武部能節・油 努・小江誠司・福住俊一

4 B 5―30 大環状パラジウムカルベン錯体の合成，構造及び触媒活性（東
理大理）○渡来則明・川崎博康・東屋 功・斎藤慎一

座長 梶原 孝志（14 : 00～14 : 50）
4 B 5―31 擬一次元ピバリン酸アミド架橋白金（II, III）五核錯体の合成
と性質（早大理工）○新井彩子・落合真彦・松本和子

4 B 5―32 ピラゾラト架橋三核白金（II,III,III）錯体の合成と性質（長崎大
工）○小島隆志・馬越啓介・大西正義

4 B 5―33 2―Picolinoyl―1 H ―pyrroleとその金属錯体の合成と構造（九大
院工・科学技術振興機構さきがけ）古田弘幸○小野悠樹

4 B 5―34＊ 重金属化学種のシステインとの相互作用に関する理論的研究
（茨城大理）○森 聖治・岸 高義・遠藤崇浩・須藤和徳

座長 石田 尚行（15 : 00～16 : 00）
4 B 5―37 フラーレン，エチレン，コラヌレン，スマネンの遷移金属錯
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体に関する理論的研究（京大院工）○亀野 優・中尾嘉秀・佐藤啓文・
榊 茂好

4 B 5―38 同一構造で結晶の色が異なる o―フェニレンジアミン白金錯
体（東大院総合）○今野陽介・松下信之

4 B 5―39 アゾベンゼン共役ジイミンジチオラト白金（II）錯体の光異性
化挙動とプロトン応答（東大院理・熊大院自然科学）○坂本良太・久米
晶子・村田昌樹・西原 寛・三瓶秀和・杉本 学

4 B 5―40 かご状マルチポルフィリン内部に閉じ込められた Auクラス
ターの設計：クラスター表面の修飾と誘導化（北大院地球環境）○北本
隆志・猪股智彦・小西克明

4 B 5―41 π 相互作用を駆動力とする有機カチオンの集積化による半導
体 CdSクラスターの発光制御（北大院地球環境）○平谷卓之・小西克
明

4 B 5―42 光増幅機能をもつ燐光発光性複核金錯体の開発（信州大繊維）
○坂井賢一・市川 結・谷口彬雄

化学教育・化学史

3月 26日午前

座長 村上 忠幸（9 : 30～10 : 10）
1 B 6―04＊ 英国におけるサイエンスパートナーシッププログラム―小学
校と科学者との創造的なパートナーシップ関係を通して（クリフトン
科学トラスト）○アルボーンエリック・岡野 透・スタリコフマルセ
ロ・リースアラン

1 B 6―06＊ 日英サイエンスパートナーシップ―中等教育と科学者との創
造的なパートナーシップと国際文化交流（立教英国学院）○岡野 透・
アルボーンエリック・今多 学・ミラーアンドリュー・ワードニール

座長 市村 禎二郎（10 : 10～11 : 10）
1 B 6―08 化学教育賞受賞講演 初等中等理科教育から技術者教育まで
（横国大院工）伊藤 卓

座長 市村 彰男（11 : 10～11 : 40）
1 B 6―14 追悼講演 隈 弘夫先生の化学教育における足跡（阪教大）有
賀正裕

錯体・有機金属

3月 26日午前

Sr,Ti,Zr,Hf
座長 川口 博之（9 : 30～10 : 10）

1 B 7―04 金属ストロンチウムとヨウ化アルキルを用いるイミンの
Barbier型アルキル化反応の試み（徳島大総合科）○池原大哲・松尾
強・幸野正志・大平昌史・和田 眞・三好徳和

1 B 7―05 イミノピロリル配位子を有するハーフメタロセン型錯体の合
成，構造と重合触媒性能（阪大院基礎工）○安本考広・真島和志

1 B 7―06 チタン（II）錯体によるアセチレンと二酸化炭素のカップリン
グ反応に関する理論的研究（京大院工）○今林知柔・中尾嘉秀・佐藤啓
文・榊 茂好

1 B 7―07 アミノホスフィン配位子を有する新規 Ti―Pt複核錯体の合成
並びに構造解析（九大総理工・九大先導研）○金光 明・末 隆志・永
島英夫・本山幸弘

座長 山口 佳隆（10 : 10～11 : 00）
1 B 7―08 フェノキシド骨格を基本とした多座配位子を有するジルコニ

ウム錯体の合成（分子研）○松尾 司・川口博之
1 B 7―09 ジルコナシクロペンチン錯体と低原子価ジルコノセンの反応
（理研）○鈴木教之・千原貞次

1 B 7―10 イミノピロリル配位子を有するハフニウム錯体の合成・構
造・反応性（阪大院基礎工）○劒 隼人・真島和志

1 B 7―11 五方両錐型ハフニウムサレン錯体を触媒として用いた不斉マ
イケル付加反応の研究（九大院理・CREST）○松本和弘・渡辺 輝・
内田竜也・香月 勗

1 B 7―12 タンタル―ビストリメチルシリルアセチレン錯体の構造と反
応性（岡山大工）○河合公雄・押木俊之・高井和彦

座長 鈴木 教之（11 : 00～12 : 00）
1 B 7―13 Cp＊Ta―ホモエノレート錯体の合成と反応性（阪大院基礎工）
○劒 隼人・真島和志

Mo,W,Re
1 B 7―14 トリエチルボランが付加したイミダゾール―2―イリデンの合
成とそれを用いた錯体合成への応用（横国大院工）山口佳隆○柏原泰
吾・緒方賢一・伊藤 卓

1 B 7―15 アミジナト配位子を有するモリブデンおよびタングステン錯
体と N―ヘテロサイクリックカルベンあるいはリンイリドとの反応（横
国大院工）○緒方賢一・柏原泰吾・山口佳隆・伊藤 卓

1 B 7―16 bowl型イミド配位子を有するモリブデンイミド錯体の合成
と応用（東大院理）○大図佳子・後藤 敬・川島隆幸

1 B 7―17 テトラホスフィン配位子を有するモリブデン錯体とヘテロク
ムレンの反応（東大生研・東理大基礎工）○大西武士・清野秀岳・干鯛
眞信・溝部裕司

1 B 7―18 四座ホスフィン―モリブデン（0）錯体を用いた芳香族アルデヒ
ドの meso 選択的 pinacol―type coupling反応（東大生研・東理大基礎
工）○羽生竜平・清野秀岳・干鯛眞信・溝部裕司

3月 26日午後

座長 清野 秀岳（13 : 00～14 : 00）
1 B 7―25 架橋三座配位子で保持された異核直線状三核錯体の合成と反
応性（阪大院基礎工）○宮林孝行・真島和志

1 B 7―26 モリブデン―ルテニウム混合金属硫黄キュバン型クラスター
の合成と反応性（東理大基礎工）○武井 出・道木啓太・鈴木俊彰・干
鯛眞信

1 B 7―27 ヒドリド配位子を有するモリブデン―ルテニウム混合金属硫
黄キュバン型クラスターによるヒドラジンの窒素―窒素結合切断反応
（東理大基礎工）○道木啓太・武井 出・鈴木俊彰・干鯛眞信

1 B 7―28 モリブデン―パラジウム混合金属硫黄キュバン型クラスター
を用いたアルキン類の触媒的分子内ヒドロアミノ化反応（東理大基礎
工）○遠田 豊・武井 出・鈴木俊彰・干鯛眞信

1 B 7―29 新規な五座配位子を有するトリヒドリドモリブデン―ケイ素
錯体を触媒としたアリル化合物の求核置換反応（横国大院工）○和田直
人・湊 盟

1 B 7―30 トリヒドリドおよびジヒドリド（クロロシリル）タングステン
錯体の合成と反応性（東北大院理）○平田 剛・坂場裕之・甲 千寿
子・甲 國信

座長 水田 勉（14 : 00～14 : 50）
1 B 7―31 キュバン型 Re2IrPdS4および不完全キュバン型 Re2IrS4クラス
ターとジホスフィンの反応によるクラスター骨格変換（東大生研・東
理大基礎工）○柴田梨江・清野秀岳・干鯛眞信・溝部裕司

1 B 7―32 レニウム―ロジウム二核カリックスアレーン錯体の合成と異
性化（中央大理工）○小川秋水・岩佐健太郎・近藤綾乃・石井洋一

1 B 7―33 ドナーで安定化されたビス（シリレン）レニウム錯体の合成
（東北大理）○田中幸太・橋本久子・飛田博実

Fe
1 B 7―34 シリレン錯体の生成を伴ったアルコキシヒドロシランと遷移
金属錯体との反応（東北大院理）○佐藤高洋・岡崎雅明・飛田博実

1 B 7―35 シリル（シリレン）鉄錯体上での置換基の 1,2―および 1,3―転位
反応の直接観測（東北大院理）○松田明恭・橋本久子・飛田博実

座長 大木 靖弘（16 : 40～18 : 00）
1 B 7―47 カルコゲナシラフェラシクロプロパンの合成等価体の開発
（東北大院理）○岡田洋史・岡崎雅明・飛田博実

1 B 7―48 鉄錯体によるアセトニトリルの触媒的 C―C結合活性化反応
（阪市大院理）○鎌田幸司・中沢 浩
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1 B 7―49 ブロモアセチレンおよびジブロモアセチレンが配位した四鉄
クラスターの性質（東北大院理）○高野正人・岡崎雅明・飛田博実

1 B 7―50 アザフェロセノファン誘導体の合成と酸化還元挙動（東工大
資源研）○坂本真里子・堀江正樹・小坂田耕太郎

1 B 7―51 リン架橋［2］Ferrocenophane配位子およびその金属錯体の合
成（広島大院理）○石津優子・今村友紀・水田 勉・三吉克彦

1 B 7―52 フェロセニルトロポン類の金属錯体の構造と酸化還元挙動
（都立大院理）○青野智史・三宅由寛・桑谷善之・伊与田正彦・大谷裕
之

1 B 7―53 新規ホスフォールおよびホスファフェロセン誘導体の合成
（北大触媒セ・愛教大・SORST）小笠原正道○坂本 猛・中島清彦・
高橋 保

1 B 7―54 ホスフィノ―ホスファフェロセンの配位挙動（北大触媒セ・愛
教大・SORST）小笠原正道○葛 永輝・中島清彦・高橋 保

3月 27日午前

Fe,Ru
座長 鬼塚 清孝（9 : 00～10 : 00）

2 B 7―01 環状ホスフィノボラン会合体を骨格にもつ新規二核錯体の合
成とその構造（広島大院理）久保和幸・金光郁恵○村上江梨・水田
勉・中沢 浩・三吉克彦

2 B 7―02 パーメタレーテッドエテン型 C 2配位子を含む 4核錯体
dppm誘導体の酸化還元挙動（東工大資源研）○東原 豪・寺田理子・
稲垣昭子・穐田宗隆

2 B 7―03 ルテニウム（II）および鉄（II）チアアリル錯体とアルキンの反
応（名大院理・名大物質国際研）○砂田祐輔・巽 和行

2 B 7―04 ルテニウム三核クラスターを用いたビニルエーテルの重合：
シランの効果とポリマーの構造解析（九大先導研・九大院総合理工）○
糸永 力・本山幸弘・永島英夫

2 B 7―05 シアナミド架橋ルテニウム三核錯体の反応性（中央大理工）○
梶谷英伸・岩崎政和・石井洋一

2 B 7―06 三級ホスフィンによる Ru（COD）（COT）の選択的配位子置換
反応（東農工大工）○永田ちふみ・小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

座長 稲垣 昭子（10 : 00～11 : 00）
2 B 7―07 2核ルテニウムアミド錯体とアルケンおよびアセチレン類と
の反応（阪府大総科）○大塩進矢・竹本 真・松坂裕之

2 B 7―08 2核ルテニウムアリールオキソ錯体の合成と反応性（阪府大
総科）○小椋慎一郎・竹本 真・松坂裕之

2 B 7―09 2,6―ジメシチルフェニルチオラート配位子を有する配位不飽
和ルテニウム（II）錯体の合成と反応（名大院理・名大物質国際研）○大
木靖弘・佐渡原一十三・瀧川優子・巽 和行

2 B 7―10 ベンゼンジチオラート架橋 Ru―Rh二核ジヒドリド錯体の反
応性（阪府大総科）○島津大輔・竹本 真・松坂裕之

2 B 7―11 ルテニウムとモリブデンを含むアニオン性異種金属ポリヒド
リド錯体の合成と構造（東工大院理工）○伊藤淳一・鈴木寛治

2 B 7―12 架橋イミド配位子を有する 2核ルテニウム錯体の合成と反応
性（阪府大総科）○小林睦治・竹本 真・松坂裕之

座長 本山 幸弘（11 : 00～12 : 00）
2 B 7―13 後周期遷移金属シリレンジアミド錯体の合成と反応性（東工
大院理工）○石渡康司・桑田繁樹・碇屋隆雄

2 B 7―14 0価ルテニウム錯体とフェノールとの反応による新規 2価ル
テニウム双性イオン錯体の合成および反応性（京大院工）近藤輝幸○綱
脇史亮・岩佐知道・浦 康之・和田健司・光藤武明

2 B 7―15 CpRu（PPh3）2Clと置換アリールオキシドの反応（東農工大
工）○金谷奨武・小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

2 B 7―16 DPCB配位子を持つルテニウム錯体の合成と反応およびその
触媒作用（京大化研）○梅田和俊・片山博之・小澤文幸

2 B 7―17 ターピリジン配位子を有する新規ルテニウム―オレフィン錯
体の合成と触媒活性（京大院工）浦 康之○岩佐知道・辻田 寛・和田
健司・近藤輝幸・光藤武明

2 B 7―18 RuMo, Ru2Mo, Ru2Mo2コアを有するポリヒドリドクラスター
の合成と反応（東工大院理工）○市川利明・伊藤淳一・鈴木寛治

3月 27日午後

座長 森内 敏之（13 : 00～14 : 00）
2 B 7―25 アニオン性三核ルテニウムテトラヒドリドクラスターの反応
性（東工大院理工）○門田奈歩子・大橋理人・鈴木寛治

2 B 7―26 歪んだカルベン配位子をもつルテニウムポルフィリン（北里
大理）○菊池智文・和田諭子・宮本 健・弓削秀隆

2 B 7―27 ルテニウム（II）ポルフィリン錯体によるシクロプロパン化触
媒反応（北里大理）○和田諭子・宮本 健

2 B 7―28 （アセチリド）（ニトロシル）ルテニウム錯体とホスフィン類と
の反応（長崎大工）○井上隆規・西村佳真・有川康弘・大西正義

2 B 7―29 トリ（エチニルフェニル）アミンを架橋配位子とする有機ルテ
ニウムデンドリマーの合成と性質（阪大産研）○大原直子・武井史恵・
鬼塚清孝・高橋成年

2 B 7―30 「フォトクロミック分子を配位子とするルテニウム錯体の合
成及び光応答性の検討」（東工大資源研）○森内章博・稲垣昭子・穐田
宗隆

座長 片山 博之（14 : 00～14 : 50）
2 B 7―31 四核ルテニウムポリヒドリド錯体の酸化還元挙動（東工大工）
○藤本順子・上原直樹・高尾俊郎・鈴木寛治

2 B 7―32 Cp基を支持配位子とする四核ルテニウムヘキサヒドリド錯
体とアルキン類との反応（東工大院理工）○上原直樹・鈴木寛治

2 B 7―33 ルテニウム錯体による二酸化炭素からギ酸への水素化反応―
水の促進効果に関する理論的研究（京大院工）○大西裕也・榊 茂好・
佐藤啓文・中尾嘉秀

2 B 7―34 光学活性 PN配位子をもつ Cp＊Ru錯体の金属中心不斉制御
（東工大院理工・フロンティア創研）○大迫章英・伊藤正人・碇屋隆雄

2 B 7―35 芳香族部位をもつ一級アミノ配位子による Ru錯体の分子内
アレーン交換反応（東工大院理工・フロンティア創研）伊藤正人○小松
裕子・碇屋隆雄

座長 松坂 裕之（15 : 00～16 : 00）
2 B 7―37 ジフェニル―2―ピリジルホスフィンを配位子にもつルテニウ
ム錯体を触媒とするニトリルの水和反応（岡山大工）○山下仁至・押木
俊之・宇都宮 賢・高橋和成・高井和彦

2 B 7―38 ジスルフィド架橋ルテニウム（III）ニ核錯体と不飽和有機基質
との反応で生じる S―H結合の反応性（早大理工）○石津澄人・松本和
子

2 B 7―39 ジアミン配位子を有するアルコキソルテニウム錯体の合成と
反応性（東工大院理工）○小池隆司・碇屋隆雄

2 B 7―40 三核ルテニウムペンタヒドリド錯体（Cp＊Ru）3（µ 3―H）2（µ ―H）3

による 2―アミノエタノールの C―O結合切断（東工大工）○亀尾 肇・
中島裕美子・鈴木寛治

2 B 7―41 硫黄および酸素原子で架橋されたルテニウム―ゲルマニウム
複核錯体による水素分子活性化機構（名大院理・名大物質国際研）○松
本 剛・中谷祐希子・巽 和行

Co,Rh,Ir
2 B 7―42 パラジウム―コバルト二核錯体によるアジリジン類と COの
共重合反応（東農工大工）○田中伸一・堤内 出・赤羽喜文・小峰伸
之・平野雅文・小宮三四郎

座長 久保 和幸（16 : 00～16 : 50）
2 B 7―43 アルキニルイミンの環化カルボニル化反応による 2―Pyrrolidi-

none誘導体の選択的合成（阪大）○末次 聖・周 大揚・高橋成年
2 B 7―44 メトキソおよびヒドロキソロジウム（I）錯体とアリールボロ
ン酸エステルの反応（東工大資源研）○西出保弘・西原康師・小坂田耕
太郎

2 B 7―45 ロジウム錯体触媒によるアルキンのヒドロホウ素化反応にお
ける触媒活性種の理論的研究（京大院工）○蔵本有紀・中尾嘉秀・佐藤
啓文・榊 茂好

2 B 7―46 ケイ素架橋 2核ロジウム錯体の動的挙動と電子状態に関する
理論的研究（京大院工）○隅本倫徳・武蔵泰雄・中尾嘉秀・佐藤啓文・
榊 茂好・小坂田耕太郎

2 B 7―47 PN配位子を有するロジウム中性錯体の分子内 C―H結合活性
化反応（阪大院基礎工）○原 武史・今西雅弘・片岡靖隆・山縣恒明・
真島和志・谷 一英

座長 高尾 俊郎（16 : 50～17 : 30）
2 B 7―48 ホスファアルケン配位子を持つイリジウム錯体の合成と反応
および性質（京大化研・阪市大院工）○林 昭人・石山 武・南 達
哉・小澤文幸

2 B 7―49 ペンタメチル［60］フラーレン―イリジウム錯体の合成，構造
および反応性（東大院理）○岩下暁彦・松尾 豊・中村栄一

K
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2 B 7―50＊ 五重付加型［60］フラーレンのアニオンおよびジアニオンのカ
リウム錯体の構造（東大院理）○松尾 豊・中村栄一

3月 28日午前

Ir
座長 小笠原 正道（9 : 00～10 : 00）

3 B 7―01 ルテニウムーイリジウム混合金属三核クラスターの合成とそ
の骨格変換反応（阪府大総科）○辻本吉廣・竹本 真・松坂裕之

3 B 7―02 新規 PNNN―H配位子を有する金属―金属結合を持たない同
種，異種二核金属錯体の合成（東工大資源研）○Dubs, Christian・稲垣
昭子・穐田宗隆

3 B 7―03 ［Ir（C5Me5）（C8H4S8）］錯体のヨウ素酸化体の構造と性状（阪大
院工）川端計博・田村初江・中野元裕○松林玄悦

3 B 7―04＊ ハーフサンドウィッチ型ビピリジン錯体を触媒とする二酸化
炭素の水素化反応（2）：可視光照射による加速効果（産総研）○姫田雄
一郎・小野澤伸子・杉原秀樹・荒川裕則・春日和行

3 B 7―06 イリジウム（III）錯体 IrX（H）（O 2 CR）｛（S）―binap}によるイミ
ン類の不斉水素化反応におけるハロゲン効果（阪大院基礎工）○長田光
広・平尾 吏・山縣恒明・星田和紀・真島和志

座長 生越 専介（10 : 00～11 : 00）
3 B 7―07 イリジウム触媒によるキノリン合成（1）（早大理工）○稲田
卓・関岡忠雄・五十嵐武之・清水功雄

3 B 7―08 イリジウム触媒によるキノリン合成（2）（早大理工）○関岡忠
雄・稲田 卓・五十嵐武之・清水功雄

3 B 7―09 イリジウム二核錯体による C―H結合活性化反応（京大人環）
○野々川 満・藤田健一・山口良平

3 B 7―10 水溶性イリジウムヒドリド錯体を用いた pH選択的アミノ酸
合成法の開発（阪大院工）○上原啓嗣・油 努・小江誠司・福住俊一

Ni,Pd
3 B 7―11 ニッケルイオンとジアミンを利用したグリコールアルデヒド
のアルドール反応による四炭糖の効果的な合成（慶大）○山脇有希子・
小山内州一

3 B 7―12 1―アルキリデン―π ―アリルパラジウム錯体の合成と構造（北
大触媒セ・愛教大・SORST）○小笠原正道・植竹弘一・范 麗岩・中
島清彦・高橋 保

座長 菅野 研一郎（11 : 00～12 : 00）
3 B 7―13 若い世代の特別講演会 新規アート型遷移金属錯体の創製と
触媒反応への展開―新規炭素―炭素及び炭素―ケイ素結合生成反応の開
発―（阪大院工）寺尾 潤

3 B 7―16 カルボニル化合物のニッケル（0）への η 2―配位を鍵とする環
状ニッケル（II）錯体の合成と反応（阪大院工）○長田潤枝・岡 昌明・
生越専介・黒沢英夫

3 B 7―17 η 2―アルデヒドニッケル 0価錯体と親電子剤との反応（阪大院
工）○岡 昌明・生越専介・黒沢英夫

3 B 7―18 α ,β ―不飽和カルボニル化合物を配位子として有するパラジ
ウム及び白金錯体と炭素親電子剤との反応（阪大院工）○井上勝治・森
田将基・生越専介・黒沢英夫

3月 28日午後

学生 B講演
座長 原 賢二（13 : 00～14 : 00）

3 B 7―25＊ フェロセン 2重架橋ジホスフィン配位子の新規な合成法の開
発とその金属錯体の合成および構造（広島大院理）○今村友紀・水田
勉・三吉克彦

3 B 7―27＊ 5配位ルテニウムジチオレン錯体の環化付加反応と電気化学
的挙動（上智大理工）○野村光城・藤井麻理・福田 桂・杉山 徹・横
山保夫・梶谷正次

3 B 7―29＊ 三核ルテニウムペンタヒドリド錯体による置換ヒドラジンの
窒素―窒素結合切断（東工大院理工・CREST）○中島裕美子・鈴木寛治

座長 溝部 裕司（14 : 00～15 : 00）
3 B 7―31＊ ジカチオン性三核ルテニウム closo型ルテナサイクルクラス
ターの合成と求核剤との反応による炭化水素配位子への官能基導入
（東工大院理工）○守谷 誠・高尾俊郎・鈴木寛治

3 B 7―33＊（η 5―C5Me5）および（η 5―C5H5）基とアミジナート配位子を有す

る新規ルテニウム二核錯体の合成と構造ならびに触媒反応（九大先導
研・九大院総理工）○寺沢淳一・本山幸弘・近藤英雄・永島英夫

3 B 7―35＊ ヒドリド（ヒドロシリレン）タングステン錯体によるニトリル
のヒドロシリル化反応（東北大院理）○渡辺孝仁・橋本久子・飛田博実

座長 清水 功雄（15 : 00～16 : 00）
3 B 7―37＊ ジルコノセンによるイミンとアルケン間の反応を利用した環
状化合物の合成（北大院薬）○真壁宗義・佐藤美洋・森 美和子

3 B 7―39＊ ニッケル触媒によるジエンとアルデヒドのカップリング反応
～配位子を利用した高立体選択的アリルシランの合成～（北大院薬）○
佐脇理恵子・佐藤美洋・森 美和子

3 B 7―41＊ 高度に分極したアミド架橋ケトニル白金（III）二核錯体の反応
性（早大理工）○落合真彦・新井彩子・松本和子

座長 辻 康之（16 : 00～17 : 00）
3 B 7―43＊ 配位不飽和末端を持つ新規直鎖状白金六核クラスター（奈良
女大理）○五島依里・棚瀬知明

3 B 7―45＊ ホスフィド架橋をもつ環状三核ヒドリド白金錯体と有機ホウ
素化合物との反応（東工大資源研）○板崎真澄・西原康師・小坂田耕太
郎

Pd,Pt
3 B 7―47 ホスフィド架橋をもつ環状三核ヒドリド白金錯体と有機ケイ
素化合物の反応（東工大資源研）○北見 修・板崎真澄・西原康師・小
坂田耕太郎

3 B 7―48 ピリジンアームを持つリン架橋［1］ferrocenophane配位子の合
成とその P―C結合への金属挿入による多核化（広島大院理）○阿萬正
明・水田 勉・三吉克彦

座長 片岡 靖隆（17 : 00～18 : 00）
3 B 7―49 2核貴金属トリアミド錯体による N―H結合の活性化（阪府立
大総科）○白馬弘文・竹本 真・松坂裕之

3 B 7―50 安定な 4価パラジウムスピロ環錯体（名大院工）山本芳彦○桑
原章滋・西山久雄・伊藤健兒

3 B 7―51 3配位パラジウムアリールアミド錯体の合成，構造，還元的
脱離反応（エール大）○山下 誠・Hartwig, John, F.

3 B 7―52＊ かさ高い 2―メチル―1,3―ジホスファプロペン誘導体を配位子
とする金属錯体の合成と性質（東北大院理）梁 洪澤・西出勝則○伊藤
繁和・吉藤正明

3 B 7―54 2つのエステル置換基を有する含窒素ヘテロ環カルベンパラ
ジウム錯体の合成と構造（北大理・JSTさきがけ）○金森芳和・原 賢
二・澤村正也

3月 29日午前

座長 平野 雅文（9 : 00～10 : 00）
4 B 7―01 イオン性液体膜による Pdの固定化とMizoroki―Heck反応へ
の応用（新潟大院自然科学・新潟大工）萩原久大○菅原慶峰・磯部錦
平・星 隆・鈴木敏夫

4 B 7―02 パラジウム触媒アリールカップリング反応におけるホスフィ
ン配位子の効果（岡山理大院工）○金子智佳臣・Siddiqi, Shafi・野上潤
造・村橋俊一

4 B 7―03 チタナジホスフィンキレートをもつ Pd錯体の合成と，これ
を用いたアルキンのヒドロホスフィニレーション（広島大院理）○片山
貴文・潮 純一・水田 勉・三吉克彦

4 B 7―04 パラジウム触媒を用いる β ―アシロキシ γ ,δ ―不飽和オキシム
のピリジン類への変換（東大院理）○工藤大輔・北村 充・奈良坂紘一

4 B 7―05 アリール（ヒドロキソ）パラジウム（II）錯体と有機ホウ素化合
物の反応（東工大資源研）○小野寺宏之・西原康師・小坂田耕太郎

4 B 7―06 2―（2―オキサゾリル）ホスファアルケン配位子をもつ白金錯体
の合成とケトンの触媒的脱水素シリル化反応（京大化研・阪市大院工）
○岡田智之・南 達哉・小澤文幸

座長 国安 均（10 : 00～11 : 00）
4 B 7―07 ビス（スタニル）白金錯体へのアルキン挿入反応（阪市大院
工・京大化研）佐川貴志○大槻和孝・小澤文幸

4 B 7―08 14族元素―白金結合へのアルキン挿入反応（阪市大院工・京
大化研）○佐川貴志・小澤文幸

4 B 7―09 ニトロシル配位子を持つビス（スルフィド）架橋 6族―10族混
合金属二核錯体の合成と反応性（中央大理工）○飯塚秀隆・荒芝和也・
松川将治・桑田繁樹・石井洋一

4 B 7―10 ジゲルミル（第 3級ホスフィン）白金錯体（II）の異性化反応
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（学習院大理）○福嶋 貴・南条真佐人・持田邦夫
4 B 7―11 硫黄で架橋されたチアマンガナサイクル―白金二核錯体の水
素化分解（東農工大工）○堤内 出・小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

4 B 7―12 シリレン架橋構造を有する同種，異種金属多核錯体の合成と
その反応（東工大資源研）○山田哲行・田邊 真・小坂田耕太郎

座長 西原 康師（11 : 00～12 : 10）
4 B 7―13 DPCB配位子をもつ 10族 0価錯体の合成，構造および反応
（京大化研）○中谷充晴・大槻和孝・佐川貴志・片山博之・小澤文幸

4 B 7―14 ペンタジイニル配位子を有する白金及びパラジウム錯体の合
成と性質（奈良先端大物質）○高橋良彰・堤 健・垣内喜代三・生越専
介・黒澤英夫

希土類
4 B 7―15 光学活性 2核金属錯体の不斉反応における 2核協同効果（阪
大院基礎工）○大野浩司・南 隆子・片岡靖隆・真島和志

4 B 7―16 新規カチオン性希土類アルキル錯体の創製とオレフィン重合
挙動（理研・PRESTO）○張 立新・Olivier, Tardif・侯 召民

4 B 7―17 希土類ポリヒドリド錯体によるベンゾニトリルの触媒的環化
三量化反応―中間体の単離と反応機構の考察（理研・PRESTO）○崔
冬梅・西浦正芳・Olivier, Tardif・侯 召民

4 B 7―18 ホスフィン置換基を有するシクロペンタジエニル基を配位子
とする新規希土類アルキルおよびヒドリド錯体の合成と反応性（理研）
○竹中康将・侯 召民

4 B 7―19 DPPEを配位子とする Pt（0）錯体への Pt―Cまたは Pd―C結合
の酸化的付加による二核有機金属錯体の合成と反応（東農工大工）石綿
ともこ○小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3月 26日午前

Ti
座長 滝澤 忍（10 : 00～11 : 00）

1 B 8―07 アセチレン―チタン錯体とビニルピリジンの反応（東工大院生
命理工）○佐々木浩介・高山祐樹・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―08 2価チタン試薬によるアセチレンとビニルピリジンからのシ
クロヘキサジエンの合成（東工大院生命理工）○杉田麻梨・佐々木浩
介・高山裕樹・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―09 チタノセン（II）により促進されるチオアセタールとビニルエ
ステルの反応（東農工大工）坪内 彰○荒井香太郎・武田 猛

1 B 8―10 チタノセン（II）により促進される 5,5―ビス（フェニルチオ）ペ
ンタン酸アミドの分子内カルボニル・オレフィン化（東農工大工）武田
猛○八文字保孝・佐藤健作・坪内 彰

1 B 8―11 2価チタン反応剤を用いたアセチレンの環化三量化によるポ
リ芳香族化合物の簡便合成（東工大院生命理工）○福原孝樹・村岡健
司・高山祐樹・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―12 ジエチニルピリジン誘導体と 2価チタン反応剤との位置選択
的反応と π ―共役オリゴマー合成への利用（東工大院生命理工）花澤
毅・安藤智広○高橋瑞季・高山祐樹・佐藤史衞

座長 高山 祐樹（11 : 00～12 : 00）
1 B 8―13 1,1―ジハロ―1―アルケン―チタノセン（II）を利用するケトンの
アレンへの変換（東農工大工）武田 猛・伊藤賢司○荘野智宏・坪内
彰

1 B 8―14 アルキニルトリアルキルシリルケトントリメチレンチオアセ
タールとチタノセン（II）から誘導されるカルベン錯体とオレフィンの
反応（東農工大工）武田 猛○尾崎誠人・黒井秀一・坪内 彰

1 B 8―15 アルキニルトリアルキルシリルケトントリメチレンチオアセ
タールとチタノセン（II）から誘導されるカルベン錯体とケトンの反応
（東農工大工）武田 猛・黒井秀一○坪内 彰

1 B 8―16 遷移金属触媒によるアリール C―F結合の活性化（北大触媒
セ・愛教大・SORST）○郭 海卿・菅野研一郎・中島清彦・高橋 保

1 B 8―17＊ ミセル重合を利用する球状固定化不斉触媒の開発（阪大産研）

○滝澤 忍・米澤文子・Patil, Mahesh L.・丸林千能・笹井宏明

3月 26日午後

座長 占部 弘和（13 : 00～14 : 50）
1 B 8―25 学術賞受賞講演 チタンカルベン錯体を活用する新しい有機
合成反応（東農工大工）武田 猛

1 B 8―31 四ヨウ化チタンにより促進されるオレフィンとアセタールと
のエン型反応（三重大工）○丸山真吾・清水 真

1 B 8―32 四ヨウ化チタンにより促進されるプリンス型反応（三重大工）
清水 真○馬場 徹・丸山真吾

1 B 8―33 四ヨウ化チタンにより促進されるカルボン酸無水物とニトリ
ルの還元的カップリング反応（三重大工）清水 真○井上雄介・真鍋信
之

1 B 8―34 チタノセン錯体の炭素―炭素結合切断反応（その 1）（北大触
セ・北京大・愛教大・SORST）○葛葉悠一・孔 凡志・中島清彦・席
振峰・高橋 保

1 B 8―35 チタノセン錯体の炭素―炭素結合切断反応（その 2）（北大触
セ・北京大・SORST）○孔 凡志・葛葉悠一・席 振峰・高橋 保

座長 坪内 彰（15 : 00～16 : 00）
1 B 8―37 ニトリルにより促進されるアセチレンとオレフィンの 2価チ
タン試薬による分子間カップリング反応（東工大院生命理工）○田浦弘
達・野辺洋平・田中亮一・高山祐樹・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―38 2価チタン試薬によるアレニルエステルとアセチレンの分子
内カップリング反応（東工大院生命理工）○佐々木美砂・占部弘和・佐
藤史衞

1 B 8―39 （スルホニルアミノ）ジインまたはエンインの簡便合成と 2価
チタン試薬による環化反応（東工大院生命理工）○福留康弘・油座章
雄・平野修史・田中亮一・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―40 チタン反応剤を用いる 1,3―ジエンから（2―ビニルシクロプロ
ピル）シランへの変換（岡山大工）九万田 誠○山路奈々・高井和彦

1 B 8―41 2価チタン試薬による 2種の非対称アセチレンとアリルアル
コールからのシクロヘキサジエン合成（東工大院生命理工）○油座章
雄・高山裕樹・占部弘和・佐藤史衞

1 B 8―42 2価チタン試薬によるアセチレン，ニトリル，およびビニル
グリニャール試薬の 3成分カップリング反応（東工大院生命理工）○野
辺洋平・占部弘和・佐藤史衛

座長 小笠原 正道（16 : 00～17 : 00）
1 B 8―43 2価チタン試薬によるアセチレン，ニトリル，イミンからピ
ロールの合成（東工大院生命理工）○渡井優子・鈴木大輔・占部弘和・
佐藤史衞

1 B 8―44 アシルチタン反応剤の合成とその炭素―炭素多重結合のアシ
ル化反応への利用（京大院工）藤岡琢磨・宇杉真一・韓 振浮○依光英
樹・忍久保 洋・大嶌幸一郎

1 B 8―45 p―tert―ブチルチアカリックス［4］アレーン―チタン錯体を用い
るアルキンの環化三量化反応（東北大院環境）○横枕勝也・諸橋直弥・
服部徹太郎・宮野壮太郎

1 B 8―46 2価チタン試薬によるアルケニルオキサゾリンとアセチレン
の不斉付加による薬剤の合成研究（東工大院生命理工）○岡田悟史・田
中亮一・高山祐樹・占部弘和・佐藤史衞

Zr
1 B 8―47＊ ジルコノセン錯体を用いたオレフィンからのアリルジルコニ
ウム合成（京大院工）○藤田和也・依光英樹・忍久保 洋・大嶌幸一郎

座長 大洞 康嗣（17 : 00～17 : 40）
1 B 8―49 ジルコニウム触媒を用いたアルケンおよびジエンのヒドロシ
リル化反応（北大触媒セ・SORST）○鮑 峰玉・小笠原正道・高橋
保

1 B 8―50 ジアルキルジルコノセン錯体と一酸化炭素およびイソニトリ
ルとの反応（北大触媒セ・愛教大・SORST）○三刀静恵・中島清彦・
高橋 保

1 B 8―51 Cp2ZrCl2を用いたエチレン，二酸化炭素，臭化アリルとの 3
成分カップリング反応（阪大院工）○山下浩平・茶谷直人

1 B 8―52 ジルコノセンを用いたアルキニルホスフィンの選択的反応
（北大触セ・北京大・SORST）○張 文雄・席 振峰・高橋 保

3月 27日午前
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Cr,Mo,W,Mn
座長 神川 憲（9 : 00～10 : 00）

2 B 8―01 6族金属カルボニル錯体によるハロゲン化アリール類のカル
ボニル化反応（東工大院理工）○鷹谷 絢・草間博之・岩澤伸治

2 B 8―02 ジハロゲン化ビアリールの反応（北大触媒セ・愛教大・
SORST）○李 艶忠・家里篤史・永島理香子・中島清彦・高橋 保

2 B 8―03 新規光学活性三座配位子を用いた触媒的不斉野崎―檜山プロ
パルギル化反応（早大院理工）○井上雅大・中田雅久

2 B 8―04 シリルエノールエーテル部位を有するアルキンと Fischer型
クロムカルベン錯体とのメタセシスを基盤とする炭素骨格形成反応
（東工大院理工）○和田宗大・浅倉利通・岩澤伸治

2 B 8―05 含タングステンカルボニルイリドとアルケン類との［3＋2］付
加環化反応の反応機構（東工大院理工）○舟見英哲・鷹谷 絢・草間博
之・岩澤伸治

2 B 8―06 タングステン（0）カルボニル錯体を用いた 1,2―ジエン部位を
有するシリルエノールエーテルの分子変換反応（東工大院理工）○清田
晃一・三浦智也・草間博之・岩澤伸治

座長 渕辺 耕平（10 : 00～11 : 00）
2 B 8―07 分子内不斉 Heck反応による触媒的面不斉（アレーン）クロム
錯体の合成（阪府大総科）○原田憲治・植村元一・神川 憲

2 B 8―08＊ アレーンクロム錯体の同一面不斉を不斉源として用いた軸異
性天然物コルペンスアミン A及び Bの軸不斉制御（阪府大総科）○神
川 憲・庄田良平・坂本良太・余語純一・植村元一

2 B 8―10 シロキシジエン部位を有するアルキン化合物のタングステン
カルボニル錯体による触媒的連続環化反応（東工大院理工）○鬼澤裕
二・山辺北斗・草間博之・岩澤伸治

2 B 8―11 ベンゾピラニリデンタングステン錯体への求核試剤の 1,6―付
加反応に基づくイソクロメン誘導体の合成（東工大院理工）○澤田貴
弘・沖田充司・舟見英哲・塩澤史康・草間博之・岩澤伸治

2 B 8―12 4―ペンチン―1―オラート類の環化及び求電子剤との反応（筑波
大化）北條 信○野倉吉彦・細見 彰

V,Nb

座長 山本 靖典（11 : 00～12 : 00）
2 B 8―13 Nb（III）錯体を用いたケトンとアセチレンからの新規インデ
ン誘導体の合成反応（北大触媒セ・北大院理・CREST）○木村昌寛・
大洞康嗣・徳永 信・辻 康之

2 B 8―14 ニオブを触媒とするモノフッ化アレーンの還元反応（学習院
大理）○渕辺耕平・秋山隆彦

2 B 8―15 二重活性化機構を有する新規不斉二核金属触媒の開発（1）（阪
大産研）○浅野泰明・吉田友和・染井秀徳・滝澤 忍・笹井宏明

2 B 8―16 二重活性化機構を有する新規不斉二核金属触媒の開発（2）（阪
大産研）○吉田友和・浅野泰明・染井秀徳・滝澤 忍・笹井宏明

不斉合成
2 B 8―17＊ 金属クラスター担持型複合金属不斉触媒の開発（阪大産研）○
丸林千能・滝澤 忍・川楠哲生・笹井宏明

3月 27日午後

座長 大井 秀一（13 : 00～14 : 00）
2 B 8―25 動的キラルな 2核チタンルイス酸触媒の設計と開発（東工大
院理工）○山中正浩・三上幸一

2 B 8―26 α ,ω ―ジインとアルキンの触媒的［2＋2＋2］付加環化反応を利
用した不斉ビアリール合成（岡山大理）○藤本貴義・横田一寿・柴田高
範・高木謙太郎

2 B 8―27 コバルト触媒を用いたビニルエーテル類の加水分解反応によ
る速度論的光学分割（北大触媒セ・北大院理・JST）○青山洋史・徳永
信・白金友輝・大洞康嗣・辻 康之

2 B 8―28 若い世代の特別講演会 シッフ塩基コバルト錯体を触媒とす
る不斉反応の機構解析―密度汎関数法計算と時間分解 IR法―（慶大理
工）池野健人

座長 桑野 良一（14 : 00～14 : 50）
2 B 8―31 カチオン性パラジウム（II）‐ホスフィン触媒を用いるアリー
ルビスマスの不斉マイケル付加反応（北大院工）○西形孝司・山本靖
典・宮浦憲夫

2 B 8―32 β ―N置換 α ,β ―不飽和ケトン類へのロジウム触媒による不斉
共役付加反応（京大院理）○土居秀徳・新谷 亮・林 民生

2 B 8―33 ロジウム触媒によるイミンへのアリールチタン試薬の不斉付
加反応（京大院理）○河井昌裕・徳永礼仁・吉田和弘・林 民生

2 B 8―34 ロジウム―（S）―BINAP錯体触媒によるアルケニルジルコノセ
ンの共役エノンへの不斉 1,4―付加反応（東北大院工）○佐藤 崇・大井
秀一・井上祥雄

2 B 8―35 ロジウム触媒によるアリール亜鉛試薬の不斉付加反応（1）（京
大院理）○徳永礼仁・山本昇平・林 民生

座長 柴田 高範（15 : 00～16 : 00）
2 B 8―37 ロジウム触媒によるアリール亜鉛試薬の不斉付加反応（2）（京
大院理）○山本昇平・徳永礼仁・林 民生

2 B 8―38 両親媒性ポリマー担持 BINAP型配位子を用いた水中でのロ
ジウム触媒による不斉 1,4―付加反応（京大院理）○乙丸裕介・林 民生

2 B 8―39 3位置換インドールの高エナンチオ選択的水素化（九大院
理・京大院工）○金田公平・伊藤岳史・佐藤康二・伊藤嘉彦・桑野良
一

2 B 8―40 動的キラルな BIPHEP配位子を有するロジウム錯体による高
エナンチオ選択的エン型環化反応（東工大院理工）三上幸一○片岡祥
平・相川光介

2 B 8―41 動的キラルな配位子を有する面不斉ルテニウム錯体のキラリ
ティー制御及び不斉触媒反応への応用（東工大院理工）○相川光介・三
上幸一

2 B 8―42 ロジウム―ホスホロアミダイト錯体を用いるアリールボロン
酸のエノンへの不斉共役付加反応（北大院工）○杉下紀之・井口由紀・
糸岡 亮・宮浦憲夫

座長 山中 正浩（16 : 00～17 : 10）
2 B 8―43 新規光学活性ビスホスフェタン配位子の合成と利用（千葉大
院自然・千葉大理）○高橋英寿・大原宣彦・今本恒雄

2 B 8―44 遷移金属にキレート配位する，新しいタイプの配位子として
の不斉ジエン配位子の合成とロジウム触媒による不斉 1,4―付加反応へ
の応用（京大院理）○上山和人・徳永礼仁・吉田和弘・林 民生

2 B 8―45 ロジウム／光学活性ジエン触媒による有機ボロン酸のマレイ
ミド類への不斉共役付加反応（京大院理）○新谷 亮・山田一郎・上山
和人・林 民生

2 B 8―46＊ 面不斉ホスファフェロセン―オキサゾリン配位子の銅触媒不
斉環状付加反応への応用（マサチューセッツ工科大）○新谷 亮・FU,
Gregory C.

2 B 8―48 P―キラル P／Oハイブリッド型配位子の設計・合成と利用（千
葉大院自然・千葉大理）○高橋征寿・片桐幸輔・壇上博史・今本恒雄

2 B 8―49 銅―キラルアミドホスフィン触媒を用いた有機亜鉛試薬の．
ALPHA., .BETA．―不飽和イミンへの不斉共役付加反応（京大院薬）○
添田貴宏・栗山正己・藤原秀豪・富岡 清

3月 28日午前

座長 原 賢二（9 : 00～10 : 00）
3 B 8―01 超分子不斉触媒を指向するキラル自己組織化錯体の設計（1）
（名大院工）○波多野 学・石原一彰

3 B 8―02 超分子不斉触媒を指向するキラル自己組織化錯体の設計（2）
（名大院工）○浅井学文・波多野 学・石原一彰

3 B 8―03 光学活性な置換基を側鎖にもつ cis―および trans―ポリ（p―フ
ェニレンビニレン）の合成（京大化研）○福瀬洋介・長尾将人・片山博
之・小澤文幸

3 B 8―04 光学活性アトロプ異性アミノホスフィンの合成および不斉反
応への応用（千葉大工）三野 孝○田中陽一・服部陽太郎・坂本昌巳・
藤田 力

3 B 8―05 リサイクル可能なフルオラス不斉触媒の開発（千葉大工）三野
孝・田中陽一○佐藤 泰・坂本昌巳・藤田 力

3 B 8―06 パラジウム触媒による末端アレンのエナンチオ面選択的シリ
ルホウ素化（京大院工・科学技術振興機構さきがけ）杉野目道紀○大村
智通・村上正浩

座長 波多野 学（10 : 00～11 : 00）
3 B 8―07 動的キラルな配位子を有するカチオン性パラジウム錯体のキ
ラルアニオンによるキラリティー制御（東工大院理工・ジュネーブ大）
Constant, Samuel・相川光介・Lacour, Jerome○三上幸一

3 B 8―08 キラル二価 Pd触媒による不斉 Claisen転位（東工大院理工）○
秋山勝宏・山中正浩・三上幸一

3 B 8―09 インデニドを求核剤とするパラジウム触媒アリル位置換反応
の立体化学（京大院理）○岡田 敦・鈴鹿俊雅・川面 基・林 民生

3 B 8―10 オキサゾリンを有する新規キラルフェニルイソシアニド配位
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子の合成と不斉合成への応用（同志社大工）○冨士川 亘・太田哲男・
伊藤嘉彦

3 B 8―11 ピロロイミダゾロン骨格を有するキラルピンサー型パラジウ
ム錯体触媒による 2―シアノプロピオン酸エステル類の不斉マイケル
付加反応（分子研）○竹中和浩・魚住泰広

3 B 8―12 イミン配位ピンサー型パラジウム錯体の合成とその触媒機能
（分子研・総研大）○皆川真規・竹中和浩・魚住泰広

Pd

座長 高井 和彦（11 : 00～12 : 00）
3 B 8―13 新規 2座配位型イソニトリルの合成とパラジウム錯体の形成
および触媒反応（同志社大工）○小菅 篤・伊藤嘉彦・大田哲夫

3 B 8―14 Si（111）表面上に組織化したパラジウム―ビスオキサゾリン錯
体を触媒として用いたベンジルアルコール類の酸素酸化（北大理・
JSTさきがけ）○田山 忍・鹿野秀和・原 賢二・増田卓也・高草木
達・近藤敏啓・魚崎晧平・澤村正也

3 B 8―15 アリルおよびプロパルギル型エステルのパラジウム触媒反応
におけるコンパクトなトリアルキルホスフィン配位子の効果（北大
理・JSTさきがけ）○大塚雄紀・宮原崇泰・澤村正也

3 B 8―16 BCSJ賞受賞講演 Pd�触媒を用いるフェノールとプロピオ
ル酸エステルの反応によるクマリンの直接合成（佐賀大理工・九大院
工）○北村二雄・山本清代美・小谷真志・小山田重蔵・Chengguo
Jia・藤原祐三北村二雄

3月 28日午後

不斉合成
座長 片山 博之（13 : 00～14 : 00）

3 B 8―25 講演中止
3 B 8―26 パラジウム触媒によるアルキンの分子内不斉ヒドロアミノ化
反応（東北大院理）○Lutete, L. M.・山本嘉則

3 B 8―27 光学活性 Cp＊Ru（PN）錯体触媒による対称環状イミド類の不
斉水素化分解（東工大院理工・フロンティア創研）伊藤正人○坂口綾
香・碇屋隆雄

3 B 8―28 エナミド類の触媒的不斉シクロプロパン化反応（豊橋技科大）
○西山晃平・岩佐精二・西山久雄

3 B 8―29 キラルルテニウムアミド錯体を用いる α ―置換酢酸エステル
類とエノン類との触媒的不斉マイケル反応（東工大院理工・フロンテ
ィア創研）○王 輝・渡辺正人・碇屋隆雄

3 B 8―30 キラルルテニウムアミド錯体によるマロン酸ジエステルのニ
トロアルケンへの触媒的不斉マイケル付加反応（東工大院理工・フロ
ンティア創研）○五十川文子・渡辺正人・村田邦彦・碇屋隆雄

座長 伊藤 正人（14 : 00～14 : 30）
3 B 8―31 ベンゾフェノンを基本骨格としたアキラル配位子を用いる不
斉触媒反応（東工大院理工）三上幸一○若林一樹・相川光介

3 B 8―32 還元的クロスカップリングによるフェロセニル―β ―アミノア
ルコールの不斉合成及びそれらを用いた不斉反応への展開（阪府大総
科）○庄田良平・神川 憲・植村元一

3 B 8―33 1,2―置換キラルフェロセンの合成と変換反応：利き腕を持つ
キラルフェロセン（中央大院理工）○伊藤 智・和智大介・大坪忠宗・
福沢信一

3月 29日午前

Ir,Co
座長 垣内 史敏（9 : 00～10 : 00）

4 B 8―01 塩化化スズ（II）を用いるアリルアルコール類によるイリジウ
ム触媒カルボニル―アリル化反応（上智大理工）増山芳郎○千代俊弥・
栗栖安彦

4 B 8―02 Cp＊イリジウム錯体触媒を用いた一級アルコールによる二
級アルコールの β ―アルキル化反応（京大人環）○山口哲洋・花阪文
宏・藤田健一・山口良平

4 B 8―03 アルキン―コバルトカルボニル錯体形成を利用する架橋型分
子内 Diels―Alder反応（東工大院理工）○稲葉健一・中山聡子・青木昌
雄・岩澤伸治

4 B 8―04 ルイス酸―コバルト複合触媒系によるエポキシドのヒドロホ
ルミル化（東大院工）中野幸司○片山昌也・野崎京子

Ru
4 B 8―05 ルテニウム触媒による水中でのプロパルギル位アルコールの
異性化反応（京大院工・東理大）○稲田陽一・西林仁昭・干鯛眞信・植
村 榮

4 B 8―06 ルテニウム及び白金触媒を用いた連続反応：多環式化合物の
合成（京大院工・東理大）○吉川真人・稲田陽一・西林仁昭・干鯛眞
信・植村 榮

座長 浦 康之（10 : 00～11 : 00）
4 B 8―07 新規カルコゲン架橋二核ルテニウム錯体の合成とその触媒活
性（京大院工・東理大）○今嶋啓晶・小野寺 玄・西林仁昭・干鯛眞
信・植村 榮

4 B 8―08 ルテニウム触媒を用いた，芳香族ケトンと芳香族ボロン酸エ
ステルとの反応によるオルト位アリール化反応：脂肪族ケトンの添加
による反応効率の向上（阪大院工）垣内史敏○松浦友輔・菅 慎太郎・
茶谷直人

4 B 8―09 ルテニウム触媒を用いた，芳香族ケトンとアルケニルボロン
酸エステルとの反応によるオルト位アルケニル化反応（阪大院工）垣内
史敏○上野 聡・茶谷直人

4 B 8―10 ルテニウム触媒を用いた，芳香族エステルと芳香族ボロン酸
エステルとの反応によるオルト位アリール化反応（阪大院工）垣内史敏
○小谷真志・茶谷直人

4 B 8―11 ルテニウム触媒によるプロパルギル位アルコールと共役ジエ
ン類との炭素―炭素結合生成反応（京大院工・東理大）○大仁將揮・稲
田陽一・西林仁昭・干鯛眞信・植村 榮

4 B 8―12 ルテニウム触媒を用いたフラン環を分子内に持つプロパルギ
ルアルコールの環化反応（京大院工・東理大）○ミルトンマリリン・西
林仁昭・干鯛眞信・植村 榮

座長 山本 芳彦（11 : 00～12 : 00）
4 B 8―13 ルテニウム触媒を用いたプロパルギルアルコールの二重ホス
フィニル化反応（京大院工・東理大）ミルトンマリリン・西林仁昭・干
鯛眞信○植村 榮

4 B 8―14 ルテニウム錯体触媒存在下，スルフェンアミド類とアリルア
ルコール類との反応による新規多官能性アルケンの合成（京大院工）近
藤輝幸○馬場 淳・光藤武明

4 B 8―15 ルテニウム触媒による酢酸プロパルギルと複素環化合物との
反応：ビニルカルベノイド中間体による開環及び挿入反応（京大院工）
○藤田倫暢・三木康嗣・大江浩一・植村 榮

4 B 8―16 カチオン性硫黄架橋二核ルテニウム錯体を触媒とするヘテロ
芳香環化合物のアリル化反応（京大院工・東理大）○小野寺 玄・西林
仁昭・干鯛眞信・植村 榮

4 B 8―17＊ チオラート架橋ルテニウム二核錯体触媒によるプロパルギル
位置換反応の機構に関する理論的検討（東大院理）○アマルサライチェ
トゥ・吉戒直彦・稲田陽一・西林仁昭・中村栄一

3月 29日午後

座長 西林 仁昭（13 : 00～14 : 00）
4 B 8―25 キレーションを利用した，ルテニウム触媒によるベンジル C―

H結合のヒドロシランによるケイ素化反応（阪大院工）垣内史敏○土屋
和之・茶谷直人

4 B 8―26 ロジウム触媒による，2―フェニルピリジン類のオルト位炭素―
水素結合の直接カルボニル化反応（阪大院工）○植村威士・浅海 拓・
家 裕隆・垣内史敏・茶谷直人

4 B 8―27 ロジウム触媒存在下，一酸化炭素，ピリジンメタノールを用
いるオレフィンのヒドロエステル化（阪大院工）○横田一彦・畳谷嘉
人・福本能也・茶谷直人

4 B 8―28 ルテニウム錯体触媒を用いた異なる三種のアルキンの化学―
および位置選択的［2＋2＋2］付加環化反応（京大院工・ブルカーバイオ
スピン）○佐藤克隆・浦 康之・近藤輝幸・光藤武明・ベルヒリマー
カス

4 B 8―29 ルテニウム錯体触媒を用いるアクリル酸誘導体と 2―ノルボ
ルネンの位置―および立体選択的鎖状共二量化反応（京大院工）○辻田
寛・浦 康之・近藤輝幸・光藤武明

4 B 8―30 二価ルテニウム錯体を触媒とした三成分非対称モノインの選
択的交差環化三量化反応（名大院工）山本芳彦○石井潤一・西山久雄・
伊藤健兒

座長 伊丹 健一郎（14 : 00～14 : 50）
4 B 8―31 電子欠損性非対称ジインとモノアルキン類の二価ルテニウム
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触媒環化付加反応（名大院工）山本芳彦○金原慶輔・西山久雄・伊藤健
兒

4 B 8―32 ルテニウム触媒を用いた C―アルキニルグルコシドとジイン
の環化付加による C―アリールグルコシドの高効率合成（名大院工）山
本芳彦○西国智昭・西山久雄・伊藤健兒

4 B 8―33 アルキニルオルトエステルの環化反応（筑波大化）北條 信○
三柳恵子・細見 彰

4 B 8―34 ルテニウム触媒を用いたアルコールのオレフィンへの β ―水
素脱離を伴わない付加反応（同志社大工）○大江洋平・太田哲男・伊藤
嘉彦

4 B 8―35 ルテニウムを触媒とする α ,β ―不飽和エステルのヒドロアル
キニル化反応（京大院工）○西村貴洋・西口芳機・前多泰成・植村 榮

座長 西村 貴洋（15 : 00～16 : 00）
4 B 8―37 アリル系保護基の新規触媒的除去法の開発（名大院理・名大
物質科学）田中慎二○佐分 元・石橋圭孝・北村雅人

4 B 8―38 Cp＊Ru（PN）錯体触媒による α ,β ―不飽和カルボニル化合物
の水素移動型還元反応に関する速度論的考察（東工大院理工・フロン
ティア創研）伊藤正人○北原祥子・碇屋隆雄

4 B 8―39 一級アミノ基を有するキレート配位子をもつ新規カチオン性
Cp＊Ru, Rh, Ir錯体触媒による水素化反応（東工大院理工・フロンテ
ィア創研）伊藤正人○足洗美穂・碇屋隆雄

Fe
4 B 8―40 鉄触媒によるアルキルハライド類と有機金属試薬のクロスカ
ップリング反応（1）添加剤による反応性の制御（東大院理・さきがけ
21）○松尾敬子・伊藤慎庫・中村正治・中村栄一

4 B 8―41 鉄触媒によるアルキルハライド類と有機金属試薬のクロスカ
ップリング反応（2）種々の求電子剤と有機金属試薬のカップリング反
応（東大院理・さきがけ 21）○伊藤慎庫・松尾敬子・中村正治・中村
栄一

4 B 8―42 鉄触媒を用いた Grignard試薬とアルキルハライドとのクロス
カップリング反応（京大院理）○永野高志・林 民生

座長 中村 正治（16 : 00～16 : 50）
4 B 8―43 鉄触媒を用いたアルケニルスルフィドと Grignard反応剤のク
ロスカップリング反応（京大院工）伊丹健一郎○東 象平・峯野雅博・
吉田潤一

4 B 8―44 π ―アリル鉄錯体を経由する分子内環化（阪府立高専）○伊藤
詣二・東田 卓

4 B 8―45 ポリハロアルカン存在下における金属錯体によるアミン類の
酸化反応（高知大理）金子雄一○村上隆一

4 B 8―46 ホスホン酸ジアルキル―鉄（II）誘導体の合成とその性質（中部
大）○宮内俊幸・伊藤宏徳・幡井岳樹・魚江康輔・盛 秀彦

4 B 8―47 リチオジエン鉄錯体における新規合成反応の開発（九工大工）
岡内辰夫○佐渡嶋 充・手嶋崇雄

コロイド・界面化学

3月 26日午後

無機微粒子
座長 長谷川 靖哉（13 : 00～14 : 00）

1 C 1―25 アセトニトリル／アルコール混合溶媒中でのアルコキシドの
加水分解による球状チタニア粒子の生成機構（東北大多元研）○小島
隆・杉本忠夫

1 C 1―26 二次元ナノ超格子構造酸化チタンの合成と物性（九大院総理
工）○篠崎 崇・大瀧倫卓

1 C 1―27 界面活性剤―アルコキシド法による単分散性角状 CeO2ナノ
粒子の合成（京大エネ研）○村田雄輔・足立基齊

1 C 1―28 逆ミセル法による CeO2粒子合成とその形態（東理大工・東
理大界面科研）○伊藤寛記

1 C 1―29 水酸化セリウム沈殿の水溶液中での解膠による酸化セリウム
ナノ粒子分散ゾルの調製（千葉大工）○上川直文・鈴木一也・掛川一幸

1 C 1―30 CdSe半導体ナノ粒子の合成と光学特性（北陸先端大材料）○
西田将三・近江靖則・佐野庸治・寺西利治

座長 杉本 忠夫（14 : 00～14 : 40）
1 C 1―31 異方性相分離 CoPdナノ粒子（ナノどんぐり）の合成とキャラ
クタリゼーション（北陸先端大材料）○井上洋平・近江靖則・佐野庸
治・寺西利治

1 C 1―32 チオールキャップした CdTeナノ微粒子の励起状態の性質
（関西学院大）○中山純一・玉井尚登

1 C 1―33 ジングルベル型コア―シェル構造を有するセレン化カドミウ
ム―シリカナノ粒子の発光特性制御（北大触媒セ・科学技術振興機構さ
きがけ）○鳥本 司・村上伸也・大谷文章

1 C 1―34 化学エッチングによる CdTeナノ粒子のサイズ制御（甲南大
理工・甲南大 HRC）○鶴岡孝章・赤松謙祐・縄舟秀美

座長 寺西 利治（15 : 00～16 : 00）
1 C 1―37 液体アンモニア法から得られた EuSナノ粒子の光学物性（阪
大院工）○長谷川靖哉・THONGCHANT, Supitcha・和田雄二・柳田祥
三

1 C 1―38 液体アンモニア中における EuSナノ粒子の生成過程（阪大院
工）○片岡朋治・THONGCHANT, Supitcha・長谷川靖哉・和田雄二・
柳田祥三

1 C 1―39 Mnドープ型硫化亜鉛蛍光体ナノ粒子のサイズ構造制御とそ
の蛍光特性の関係（東北大多元研）○菊谷浩士・杉本忠夫

1 C 1―40＊ 時間分解可視ポンプー赤外プローブ分光法による半導体ナノ
微粒子における光励起キャリアーダイナミクス（北大院理・JST・
CREST）○八木一三・三上健介・蝦名幸次郎・魚崎浩平

1 C 1―42 単分散亜酸化銅粒子の成長機構（三井金属鉱業機能粉事業部）
○青木 晃・杉本忠夫・吉丸克彦・林 尚男

座長 藤原 尚（16 : 00～17 : 00）
1 C 1―43 デンドリマー存在下での尿素と塩化カルシウムの反応による
炭酸カルシウムの合成と生成機構の解明（東理大理・東理大界面科研）
○田上恭子・吉村倫一・江角邦男

1 C 1―44 （シクロオクタジエン）ロジウム（I）錯体の水素化分解による
ロジウムナノ微粒子の生成と反応機構（東農工大工）○清田小織・宮本
祐子・小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

1 C 1―45 マイクロエマルジョン系における単分散 AgClナノ微粒子の
生成機構（東北大多元研）○君島堅一・杉本忠夫

1 C 1―46 γ ―酸化鉄ナノ粒子表面へのアミノプロピルシリル基の導入
とその評価（早大院理工）○飯田広範・中西卓也・逢坂哲彌

1 C 1―47 Pt―CN―Co型錯体ナノ結晶を前駆体とした PtCo合金ナノ微
粒子への変換アプローチ（北陸先端大材料）○前阪将之・山田真実・栗
原正人・坂本正臣・三宅幹夫

1 C 1―48 アルミナナノホールアレーを用いた膜乳化による単分散ナノ
粒子の作製（都立大院工・神奈川科学技術アカデミー）○大道寺孝夫・
柳下 崇・西尾和之・益田秀樹

座長 中許 昌美（17 : 00～17 : 20）
1 C 1―49 水熱反応法によるヘマタイト粒子の調製とそのミクロ構造
（阪教大理科教育）○神鳥和彦・石川達雄

1 C 1―50 マイクロ波―ポリオール法による Yttrium―Aluminum複合酸化
物結晶相に対するポリオール溶媒の影響（阪大院工）○中村考志・山本
哲士・和田雄二・北村隆之・柳田祥三

3月 27日午前

座長 益田 秀樹（9 : 00～10 : 00）
2 C 1―01 金（I）錯体へのマイクロ波照射による金ナノ粒子の調製（阪大
院工・阪市工研）○小林大志・山本真理・山本哲士・和田雄二・中許
昌美・柳田祥三

2 C 1―02＊ 金ナノロッド薄膜による表面増強ラマン分光（九大院工）○鈴
木基嗣・井上一真・新留康郎・山田 淳

2 C 1―04 化学還元と光反応による 2ステップ金ナノロッド調製法（九
大院工・九大院理）○西岡宏司・新留康郎・川崎英也・山田 淳

2 C 1―05＊ 種々の条件下で作製したチオール保護金ナノ粒子の質量分析
（産総研中部）○多井 豊・越智康博・村上純一

座長 縄舟 秀美（10 : 00～11 : 00）
2 C 1―07＊ 金ナノ粒子の光融合・光固定化と分光特性（九大院工）○新留
康郎・高橋宏信・久鍋秀幸・川澤隆浩・山田 淳

2 C 1―09 レドックス活性デンドロンチオール機能化金ナノクラスター
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の合成と特性（近畿大理工）○小峰佑介・藤原 尚
2 C 1―10 水溶性レドックス活性金ナノ粒子の合成と特性（近畿大理工）
○津田峰宏・藤原 尚

2 C 1―11 オリゴチオフェン修飾ナノ複合金属クラスターの合成と特性
（近畿大理工）○佐竹由宇・藤原 尚

2 C 1―12 エタノール中，ベンゾイン存在下での UV照射による金なら
びに金・銀―デンドリマーナノコンポジットの調製（東理大理・東理大
界面科研）○松本 崇・瀬戸悠輔・吉村倫一・江角邦男

座長 赤松 謙祐（11 : 00～12 : 00）
2 C 1―13 マイクロキャピラリーリアクターによる金―デンドリマーナ
ノコンポジットの調製（東理大理・東理大界面科研）○佐藤 潤・吉村
倫一・江角邦男

2 C 1―14 金―デンドリマーナノコンポジットによる活性酸素消去活性
（東理大理・東理大界面科研）○宝達寛子・吉村倫一・江角邦男

2 C 1―15 エキシマーレーザー照射による金―デンドリマーナノコンポ
ジットの形態変化（東理大理・東理大界面科研）○秋山慎太郎・吉村倫
一・江角邦男

2 C 1―16 金微粒子表面修飾法を用いたハイブリッド型固体キラル触媒
の創製（九大総理工・九大先導研）○小野文靖・田中淳二・金政修司

2 C 1―17 酸化還元酵素を用いる金ナノ粒子の合成手法の開発（九大院
工）○安井 圭・君塚信夫

2 C 1―18 表面修飾された Si／SiO2基板上への金コロイドの固定化（早
大理工）○高橋幸央・浅倉秀一・穂積 篤・不破章雄

3月 27日午後

座長 君塚 信夫（13 : 00～14 : 00）
2 C 1―25 ポルフィリン―三脚型アリールチオエーテルオリゴマー連結
分子を用いた金ナノ粒子の安定化（分子研）○細川洋一・永田 央

2 C 1―26 有機分子保護金ナノ粒子の表面官能基特性を利用した基板へ
の部位選択的集積化（甲南大理工・甲南大 HRC）○長谷川 潤・赤松
謙祐・縄舟秀美

2 C 1―27 金ナノ粒子のポリスチレン基板への凝集固着とその応用（山
口大）○山本陽二郎・床波志保・椎木 弘・長岡 勉

2 C 1―28 UVオゾンクリーナによる金粒子表面の有機物の分解（東理
大工界面科研）○Pang, Shufeng・黒澤陽介・河合武司

2 C 1―29 銀イオンの添加により金粒子および金ナノワイヤーの形成へ
の影響（京大理工学研）○裴 麗華・森 晃一・足立基齊

2 C 1―30 フェムト秒レーザ分光による銀微粒子の励起状態ダイナミク
ス（関西学院大理工）○ニンユユコ・玉井尚登

座長 足立 基齊（14 : 00～14 : 50）
2 C 1―31 高出力超音波を用いた銀ナノ粒子の調製とキャラクタリゼー
ション（長崎大工）○田辺秀二・速水かおり・入部剛史・松川洋平・興
津健二

2 C 1―32 2―アミノエタンチオール修飾 Agナノ粒子の表面プラズモン
吸収に対する金属イオンの効果（和歌山大システム工）○門 晋平・木
村恵一

2 C 1―33 イオンドープしたポリイミド前駆体薄膜中における Niナノ
粒子形成（甲南大理工・甲南大 HRC）○新開寛之・池田慎吾・赤松謙
祐・縄舟秀美・冨田知志

2 C 1―34＊ Niナノ粒子分散ポリイミド樹脂の体積充填率制御と強磁性
共鳴（甲南大理工・甲南大 HRC）○赤松謙祐・新開寛之・池田慎吾・
縄舟秀美・冨田知志

コロイド機能

座長 長岡 勉（15 : 00～16 : 00）
2 C 1―37 Ba1―xSrxTiO3分散系の電気粘性（ER）効果への電場周波数の影
響（福岡大理）○御園康仁・古川昭一・祢宜田啓史

2 C 1―38 微粒子／液晶分散系における電気粘性（ER）効果（その 2）（福岡
大理）○稲益良樹・祢宜田啓史

2 C 1―39 Al（III）添加層状亜鉛水酸化物粒子の熱処理およびアニオン交
換（阪教大・神戸製鋼）○石川達雄・松本久美・神鳥和彦・中山武典・
坪田隆之

2 C 1―40＊ コロイド分散系を構成する近赤外発光性 Nd（III）交換ナノサ
イズゼオライト（阪大院工）○和田雄二・梁 宗範・大久保達也・長谷
川靖哉・柳田祥三

2 C 1―42 コロイド結晶中における粒子の運動性（埼玉大理）○北島一
利・中林誠一郎・曽越宣仁

座長 祢宜田 啓史（16 : 00～16 : 50）
2 C 1―43 磁性付与したハイブリッド粘土の構造評価と磁気分離応用
（京工繊大・二葉商事・阪大・福西興至）○中平 敦・西田成樹・福西
興至・武田真一・西嶋茂宏

2 C 1―44 磁気分離ための磁性粒子表面に対するカテキンの吸脱着特性
評価（阪大院工）○朴 明珠・武田真一・西嶋茂宏

2 C 1―45 磁気分離のための生理活性物質と強磁性微粒子との相互作用
に関する研究（阪大院工）○劉 成珍・武田真一・西嶋茂宏

2 C 1―46 酸化物ナノ粒子のバイオモディフィケーション（東北大多元
研）○佐藤照幸・山口隆広・大原 智・梅津光央・高見誠一・阿尻雅
文

2 C 1―47 ナノ粒子表面修飾と蛋白質固定化（東北大多元研）○水田真
道・田中佑治・大原 智・梅津光央・高見誠一・阿尻雅文

3月 28日午前

座長 長谷川 靖哉（9 : 00～10 : 00）
3 C 1―01 抗ガン剤 6―Mercaptopurine均一粒子のサイズ形態制御（東北
大多元研）○佐々木隆史・杉本忠夫

3 C 1―02 ラテックス粒子膜を利用したポーラス蒸着膜の作製（東理大
工界面科研）川上幹通○河合武司

3 C 1―03 ゴルフボール形状を示すポリスチレン微粒子の調製（熊本大
工）○池上啓太・池田 茂・木谷佳子・松村道雄・大谷文章

3 C 1―04 水―イオン性液体の界面を利用した生体高分子のナノ～マイ
クロ粒子形成（九大院工）○高野亜紀・中嶋琢也・君塚信夫

3 C 1―05 水―イオン性液体界面におけるコロイド粒子の自己組織化特
性（九大院工）○中嶋琢也・君塚信夫

3 C 1―06 菊地‐コッセル線回折法によるコロイド分散液の結晶化過程
の解析（京産大理）○愿山 毅・篠原忠臣・奥野弥花・黒川倫光・有城
正敏・伊藤隆将・曽我見郁夫

表面力・トライボロジー

座長 福村 裕史（10 : 00～11 : 00）
3 C 1―07 原子間力顕微鏡によるスピロベンゾピランの異性化挙動の観
察（和歌山大システム工）○山田 要・門 晋平・木村恵一

3 C 1―08 フェニル尿素／カルボキシル基間の水素結合の原子間力顕微
鏡による直接観測（和歌山大システム工）○村上朋央・門 晋平・木村
恵一

3 C 1―09 ハードディスク表面の分子膜潤滑に関する研究（宇都宮大
工・日立製作所日立研）○岩渕達留・沓澤慎太郎・加藤貞二・天羽美
奈・中川路孝行

3 C 1―10 金属微小構造を有する固体表面上での脂質 2分子膜の拡散挙
動（北大理）○佐々木敦史・瀧本 麦・沢井良尚・並河英紀・村越 敬

3 C 1―11 共振ずり測定を用いた色素／液晶系ナノ薄膜の構造化と安定
性（東北大多元研）○水野裕保・水上雅史・栗原和枝

3 C 1―12 固液界面に吸着した長鎖アルキルトリメチルアンモニウム塩
分子集合体の形態と力学特性（都立大院理）○最上理映・藤井政俊・加
藤 直

マイクロファブリーケーションとナノテクノロジー

座長 村越 敬（11 : 00～12 : 00）
3 C 1―13＊ 四叉構造を有するマイクロチャネルを用いたマイクロ液滴の
作製特性（食総研）○許 晴怡・中嶋光敏

3 C 1―15 酸化チタン薄膜を形成したマイクロ流路中におけるメチレン
ブルーの分解効率評価（奈良先端大物質）○西野正憲・田口哲也・明地
将一・佐々木信夫・藤山陽一・中西博昭・吉田多見男

3 C 1―16＊ 固液界面におけるノナコサジイン酸単分子膜の STM誘起重
合反応に及ぼすヨウ素の効果（東北大院理）○西尾 悟・松田 浩・吉
留雅仁・福村裕史

3 C 1―18 超分子鋳造法を用いたメソポーラスハイドロキシアパタイト
の合成（桐蔭横浜大）○伊藤泰信・徳岡由一・川島徳道

3月 28日午後

座長 木村 恵一（13 : 00～14 : 00）
3 C 1―25＊ フッ素系高分子ナノシートによるマイクロチャンネルの表面
コーティング（東北大多元研）○三ツ石方也・三橋雅彦・Aminuz-
zaman, Mohammod・宮下徳治

3 C 1―27 ナノコピーによる立体超薄膜構造の作成～ナノコピーに対す
るレジスト材料の効果～（理研フロンティア）○藤川茂紀・国武豊喜・
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3 C 1―28 金表面に形成されたデンドリマー分子吸着層間の相互作用力
測定（東理大理・東理大界面科研）○平岩大介・吉村倫一・江角邦男

3 C 1―29 錯体を用いた DNA伸張固定に対する表面の影響（中央大理
工）○町田英明・太田 充・大谷彰宏・舎川直哉・芳賀正明

3 C 1―30 金微粒子間ギャップを利用した DNAセンサ（山口大）○床波
志保・山本陽二郎・椎木 弘・長岡 勉

座長 和田 雄二（14 : 00～14 : 40）
3 C 1―31＊ 電気化学的手法を用いる単一分子ワイヤの構築（静岡大電子
研）松村 尚・Gong, Hui・白鳥硬次○坂口浩司

3 C 1―33 有機―無機メソ細孔シリカ HMM内での白金ナノ細線・粒子
の鋳型合成と構造特性（北大触媒セ・北大院理）○樋口貴礼・木村潤
一・坂本 謙・福岡 淳・市川 勝

3 C 1―34 ウェットエッチング処理したマイクロパターン化自己組織化
単分子膜をテンプレートに用いた ITO基板上への高密度銅微細構造
の作製（早大理工）○山口隆彦・浅倉秀一・穂積 篤・不破章雄

座長 福岡 淳（15 : 00～16 : 00）
3 C 1―37 電気化学電位の制御された金属マイクロワイアにおける表面
増強ラマン散乱（北大院理）○加賀祐介・沢井良尚・岡崎健一・村越
敬

3 C 1―38 金属微小超構造の光・電場変形（北大院理）○瀧本 麦・沢井
良尚・村越 敬

3 C 1―39＊ 単層カーボンナノホーン開口部を利用した Gd（III）クラスタ
ーの分子プログラム（東大院理・JST・AIST・NEC・名城大）○磯部寛
之・依光英樹・橋本綾子・安嶋久美子・末永和知・宮脇 仁・湯田坂
雅子・飯島澄男

3 C 1―41＊ 単層カーボンナノホーン空間中における RbBrナノ溶液の溶
媒和構造解析（千葉大理）○大久保貴広・加納博文・酒井秀樹・阿部正
彦・湯田坂雅子・飯島澄男・金子克美

コロイド・界面化学

3月 26日午後

ミセル
座長 尾関 寿美男（13 : 00～14 : 00）

1 C 2―25 新規両親媒性ヒドロペルオキシドの水中での酸化作用 ―ミ
セルに関する情報からの検証（阪大院工）○藤田佳奈・益山新樹・野島
正朋

1 C 2―26 過ホウ酸ナトリウムまたは過炭酸ナトリウムを用いるミセル
水溶液系酸化反応（阪大院工）○坂東孝昭・益山新樹・野島正朋

1 C 2―27 Gemini型新規ハイブリッド界面活性剤の合成と物性（4）（東
理大工・東理大界面科研）近藤行成○高橋華恵・澤里 正・宮澤晴
彦・好野則夫

1 C 2―28 Gemini型新規ハイブリッド界面活性剤の合成と物性（5）（東
理大工・東理大界面科研）○宮澤晴彦・澤里 正・近藤行成・好野則
夫

1 C 2―29 ポリオキシカルボン酸による塩基性アミノ酸の有機溶媒中へ
の抽出メカニズムの検討（愛媛大工）○渡辺 裕・吉本 剛・林 実

1 C 2―30 ヘテロジェミニ型両性界面活性剤の合成と界面化学的特性
（東理大理・東理大界面科研）○入田香苗・吉村倫一・江角邦男

座長 酒井 剛（14 : 00～14 : 50）
1 C 2―31 新規フッ素系 Gemini型アニオン界面活性剤の合成と物理化
学的性質（東理大理・東理大界面科研）○大野彰子・吉村倫一・江角邦
男

1 C 2―32 陽イオン性―陽イオン性界面活性剤の混合吸着膜および混合
ミセル中での相互作用（信州大理）○中川和典・藤尾克彦・尾関寿美男

1 C 2―33 アズレン骨格を持つ界面活性剤の分光学的性質（信州大理）○
小林英陽・藤尾克彦・尾関寿美男

1 C 2―34 デンドリマー型陽イオン性界面活性剤の合成及び水溶液中で
の特性（東理大理・東理大界面科研）○阿部俊輔・吉村倫一・江角邦男

1 C 2―35 キラルなフッ素系ハイブリッド界面活性剤の合成と物性（2）
（東理大工・東理大界面科研）近藤行成○赤見知彦・宮澤晴彦・好野則
夫

座長 鳥越 幹二郎（15 : 00～16 : 00）
1 C 2―37 ポリマーミセル中のポルフィリンの発光挙動（東大先端研）○
重田啓彰・吉田直哉・橋本和仁・渡部俊也

1 C 2―38 長鎖アルキル基をもつマラカイトグリーンによるミセル形成
の光制御（奈良高専・和歌山大システム工）○宇田亮子・池本理紗・大
植正敏・木村恵一

1 C 2―39 クラウン化スピロベンゾピラン誘導体を含むアニオン性ミセ
ルにおける臨界ミセル濃度の光照射変化（和歌山大システム工）○内匠
清・坂本英文・木村恵一

1 C 2―40 AOTマイクロエマルションの電気伝導率と水の拡散係数の
スケーリング則（富山大教・阪大博物館・ハイテック・阪大院理・神
戸薬大・信州大理）○片岡 弘・江口太郎・増井大二・宮久保圭祐・
中山尋量・中村亘男

1 C 2―41 複合界面活性剤液晶の構造モデルによる貴金属ナノチューブ
生成機構の検討（宮崎大工）○藤川大輔・吉村巧已・魚田将史・桑原健
志・酒井 剛・木島 剛

1 C 2―42 EO系複合界面活性剤液晶の相図作成（宮崎大工）○池田大
助・藤川大輔・吉村巧巳・魚田将史・酒井 剛・木島 剛

座長 江角 邦男（16 : 00～16 : 40）
1 C 2―43 化学技術賞受賞講演 自己組織形核剤の開発と半結晶性ポリ
プロピレン樹脂の高度透明化（新日本理化）小林稔明・野辺富夫・野本
春朝・石川雅英・辻 厚雄

座長 益山 新樹（16 : 40～17 : 20）
1 C 2―47＊ イオン種／非イオン種混合ミセルの安定性に対する静電効果
（塩添加系）―イオン性両親媒性物質の熱力学 VII―（九大）○前田 悠

1 C 2―49 ヘキサデシルジメチルアミンオキシド／パルミチン酸ナトリ
ウム／水系における複合体形成（九大院理）○田中斎文・川崎英也・前
田 悠

高分子溶液
1 C 2―50 アミノ酸残基を有するメタクリルアミド重合体の自己組織化
挙動（阪大院理）○橋爪章仁・原田 明

3月 27日午前

座長 藤内 謙光（9 : 00～10 : 00）
2 C 2―01＊ 疎水性のポリジメチルシロキサンーポリオキシエチレン共重
合体と C12EO5混合物の水中における曇点と自己組織体構造（横国大院
環境情報）○金子雅哉・松澤勝敏・UDDIN, Md.Hemayat・LOPEZ－
QUINTELA, M.Arturo・國枝博信

超分子・高次分子集合体
2 C 2―03 イオン性結晶 Cs5［Cr3O（OOCH）6（H2O）3］［α ―CoW12O40］・7.5

H2Oの形状選択的水吸着特性とその応用（東大院工）○内田さやか・水
野哲孝

2 C 2―04 イオン性結晶 K2［Cr3O（OOCR）6（L）3］2［α ―SiW12O40］の親水
性・疎水性制御（東大院工）○河本亮介・内田さやか・引地史郎・水野
哲孝

2 C 2―05 界面相互作用による双頭型両親媒性化合物の自己組織化制御
（産総研）○松澤洋子・小木曽真樹・松本睦良・清水敏美

2 C 2―06 水溶液中における希土類錯体集合体の構築と発光機能（阪市
大院理）○篠田哲史・築部 浩

座長 坂口 豁（10 : 00～11 : 00）
2 C 2―07＊ 修飾シクロデキストリンを用いた超分子ポリマーの設計と構
築（阪大院理）○宮内雅彦・星野泰輝・川口恵徳・原田 明

2 C 2―09 ホスト―ゲスト相互作用を利用したフラーレンの一次元配列
化とゲル化現象（九大院工）○白川三千紘・藤田典史・新海征治

2 C 2―10＊ Supramolecular Self―Assembly of Amphiphilic Porphyrin―
Fullerene Dyads in Aqueous Solution（科学技術振興機構・相田ナノ空間
プロ）○CHARVET, Richard・江 東林・相田卓三

2 C 2―12 シクロデキストリンの包接挙動に及ぼすロタキサン構造にお
ける末端基効果（阪大院理）○押切友也・山口浩靖・原田 明

座長 徳久 英雄（11 : 00～12 : 00）
2 C 2―13 種々の有機酸と一級アミン塩による超分子シントンとそのキ
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ラリティー（阪大院工・阪大 FRC）○藤内謙光・弓削哲治・甲斐信
康・溝部祐司・宮田幹二

2 C 2―14 Tripod型ペプチド脂質―架橋ユニットとしてのホモオキサカ
リックスアレーン部位の導入と会合特性（奈良先端大院物質）○佐藤智
彦・佐々木善浩・橋詰峰雄・池田篤志・菊池純一

2 C 2―15 ポリエチレングリコールリンカーを有する β ―シクロデキス
トリンダイマーからなる超分子（阪大院理）○長谷川 靖・山口浩靖・
原田 明

2 C 2―16 ナノチューブ形成のための糖脂質分子の構造最適化と外径制
御（産総研界面ナノ研セ）○神谷昌子・JUNG, Jong Hwa・南川博之・
楊 博・増田光俊・清水敏美

2 C 2―17＊ くさび状双頭型糖脂質を用いたナノチューブの精密内径制御
（産総研界面ナノ研セ）○増田光俊・清水敏美

3月 27日午後

座長 山口 浩靖（13 : 00～14 : 00）
2 C 2―25 カルボン酸リチウム長繊維を用いた気体及び液体炭化水素の
固形化（産総研）○坂口 豁・蒲 康夫・山崎信助・小野澤俊也

2 C 2―26 カルボン酸リチウム長繊維を用いた有機ハロゲン化合物の固
形化（産総研）○坂口 豁・蒲 康夫・山崎信助・小野澤俊也

2 C 2―27 ジアセチレン基を含む重合性非対称双頭型脂質の合成とナノ
チューブ形成（産総研界面ナノ研セ）○増渕小百合・増田光俊・清水敏
美

2 C 2―28＊ β ―1,3―gulucan―カーボンナノチューブ複合体の形成その構造
評価（九大院工・北九大工・SORST）朝井雅剛○沼田宗典・新海征
治・櫻井和朗・藤田典史・長谷川輝明

2 C 2―30 カーボンナノチューブ可溶化多核芳香族ポリマーの簡便合成
（長崎大院生産科学）○村上裕人・西岡純一・中嶋直敏

座長 木村 睦（14 : 00～14 : 50）
2 C 2―31 ポルフィリンー切断カーボンナノチューブ複合体の作製と機
能特性（長崎大院生産科学）村上裕人・田中泰彦・宮本岳志○中嶋直敏

2 C 2―32 カーボンナノチューブおよびフラーレンピーポッドが形成す
る超構造（長崎大院生産科学・都立大院理）村上裕人○田中泰彦・片浦
弘道・中嶋直敏

2 C 2―33 コア部にビスピリジン誘導体を有するデンドリマーの錯形成
によるナノワイヤの作成（産総研界面ナノ研セ）○徳久英雄・金里雅敏

2 C 2―34＊ エマルション鋳型法によるペプチド球状集合体の作製と金ナ
ノ粒子の内包（九大院工）○森川全章・吉原正邦・遠藤 剛・君塚信夫

座長 村上 裕人（15 : 00～16 : 00）
2 C 2―37 ブロック共重合体とフラーレン誘導体から成る球状ナノ複合
体の構築（九大工）○山下竹友・朝井雅剛・藤田典史・新海征治

2 C 2―38 フェロセニル基をもつアミノ酸の自己組織化によるナノ―マ
イクロ粒子の形成と酸化還元挙動（九大院工）○村田 健・森川全章・
君塚信夫

2 C 2―39 ウイルス型ナノ粒子の単一自己集合による 3次元構造体の形
成（鹿児島大院理工）○濱田和博・金子達雄・陳 明清・明石 満

2 C 2―40 高分子量金属錯体の自己集積により得られるコロイド微小球
の精密粒径制御（東大生研・産総研）○北條博彦・佐々木 毅・清水禎
樹・越崎直人・金里雅敏

2 C 2―41＊ アニオン性脂質分子を鋳型とする導電性高分子ナノファイバ
ーの作製と評価（九大院工）○波多野 吏・竹内正之・新海征治

座長 森川 全章（16 : 00～17 : 00）
2 C 2―43 両親媒性ポルフィリン―フタロシアニン複合体の自己組織化
（信州大繊維）○木村 洋・木村 睦・鈴木正浩・英 謙二・白井汪芳

2 C 2―44 種々の側鎖を導入した液晶性ヘキサベンゾコロネン誘導体の
会合特性（信州大繊維）阪口 歩○木村 睦・鈴木正浩・英 謙二・白
井汪芳

2 C 2―45＊ 高次構造をもつ DNAを鋳型とした酸化重合によるポリピロ
ールの作製と評価（九大院工）○ベアヒョン・波多野 吏・沼田宗典・
竹内正之・新海征治

2 C 2―47 3次元光捕集系を志向したルテニウム錯体・poly（EDOT）複
合体薄膜の作製と評価（九大院工）○李 春・波多野 吏・竹内正之・
新海征治

2 C 2―48 液晶性を有するオリゴフェニレンビニレンの被覆による単層
カーボンナノチューブの組織化（信州大繊維）○三木徳俊・木村 睦・
鈴木正浩・英 謙二・白井汪芳

3月 28日午前

座長 長沢 順一（9 : 00～10 : 00）
3 C 2―01 糖脂質ナノチューブ中空シリンダーを鋳型とする金微粒子か
ら金ナノワイヤの構築（産総研界面ナノ研セ）○楊 博・神谷昌子・清
水敏美

3 C 2―02＊ ジシロキサン側鎖を有するデオキシグアノシン誘導体の超分
子フィルムの作製とその構造（東大生研）○吉川 功・和田憲一郎・李
�・荒木孝二

3 C 2―04 擬ロタキサン構造を利用する有機超分子ゲルの形態制御（九
大院工）○河野慎一郎・藤田典史・新海征治

3 C 2―05＊ オリゴペプチド誘導体を用いた新規水素結合性液晶の開発
（東大院工）○西井雅之・加藤隆史

液晶・ゲル

座長 守山 雅也（10 : 00～11 : 00）
3 C 2―07 カチオン性リオトロピック液晶水分散系における粘度の経時
変化に対する添加物の影響（神奈川大工）○榎本康孝・阿久津雅之・西
山悦正・今井洋子・田嶋和夫

3 C 2―08 熱応答性蛍光変化有機低分子ゲルの創製に向けた twisted in-
tramolecular charge transfer state（TICT）の利用（九大院工）○岩下優也・
杉安和憲・藤田典史・新海征治

3 C 2―09＊ エネルギー勾配を利用した低分子ゲル中における可視光捕集
システムの構築（九大院工）○杉安和憲・藤田典史・新海征治

3 C 2―11 ジアセチレンコレステリルエステル誘導体のゲル化における
磁場効果（産総研物質プロセス）○長沢順一・工藤成史・玉置信之

3 C 2―12 アゾベンゼン骨格を有するジコレステリルエステル化合物の
ゲル化と光異性化反応（産総研物質プロセス）○甲村長利・工藤成史・
玉置信之

座長 國枝 博信（11 : 00～12 : 00）
3 C 2―13 9―アントラセンカルボン酸塩のゲル形成と結晶多系（九大院
工）○谷 崇博・岩下優也・岸田高典・藤田典史・佐田和己・新海征
治

3 C 2―14＊ 配位性有機低分子ゲルの相間色調変化と酸化還元反応による
ゾル―ゲル相転移の制御（九大院工）○河野慎一郎・藤田典史・新海征
治

3 C 2―16 ピレン誘導体による蛍光性物理ゲルの構築：キラル自己組織
化による部分エキシマー形成（東大院工）○上川裕子・加藤隆史

3 C 2―17 オルガノゲルの可逆的な光誘起ゲル―ゾル転移―光による水素
結合の形成・解離制御―（東大院工）○守山雅也・溝下倫大・加藤隆史

3 C 2―18 シンクロトロン放射光によるセラミックナノ材料の液液界面
における秩序メソ構造の形成過程（京大エネ研）○中川敬三・佐郷賢
亮・村田雄輔・足立基齊

3月 28日午後

座長 藤田 典史（13 : 00～14 : 00）
3 C 2―25＊ ポリオキシエチレンコレステロールエーテル／アルカノール
アミド／水系の相挙動（横国大院環境情報）○HOSSAIN, Md. Khalid・
DURGA P., Acharya・坂井隆也・國枝博信

3 C 2―27 イノシトール誘導体による有機ゲル形成に必要な部分構造
（愛媛大工）渡辺 裕・宮宗智美○高地俊充・林 実

3 C 2―28 自己縮合性を有するトリエトキシシランセグメントを含む新
規ゲル化剤の合成とそのゾル―ゲル重合（信州大）○中澤美穂・楊 永
剛・鈴木正浩・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

3 C 2―29＊ 室温でのオルガノゲル形成（信州大院工）○鈴木正浩・中嶋
靖・湯本まり子・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

座長 武田 真一（14 : 00～14 : 50）
3 C 2―31 2成分系両親媒体による超分子ゲル形成（信州大繊維）鈴木正
浩○湯本まり子・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

3 C 2―32 核酸との水素結合形成を利用したチミジン修飾低分子ゲルの
構造制御（九大院工・ポハン大）○杉安和憲・沼田宗典・藤田典史・新
海征治・Yun, Y. J.・Park, S. M.・Kim, B. H.

3 C 2―33＊ イオン性トリフェニレンの特異な自己組織化（東大院工・
ERATOナノ空間プロ）○本柳 仁・福島孝典・相田卓三

3 C 2―35 イオン性液体をゲル化可能な低分子ゲル化剤（信州大院工）○
福井啓朗・鈴木正浩・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

座長 荒牧 賢治（15 : 00～16 : 00）
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3 C 2―37 L―バリンおよび L―イソロイシンを基盤とした新規低分子ハ
イドロゲル化剤（信州大繊維）○大輪早苗・鈴木正浩・木村 睦・白井
汪芳・英 謙二

3 C 2―38＊ ピリジン環を有する低分子ゲル化剤の集合構造（東大院工）○
籔内一博・加藤隆史

3 C 2―40 アルコキシシリル基を有するポルフィリンゲル組織のゾル―
ゲル反応による分子配列固定化（九大院工）○岸田高典・藤田典史・新
海征治

3 C 2―41 各種環境における高分子ゲルの力学的特性に関する基礎的研
究（阪大院工）○秋山庸子・武田真一・泉 佳伸・江間喜美子・西嶋茂
宏

3 C 2―42 高分子水溶液への放射線照射によるナノゲル生成に関する基
礎的研究（阪大院工）○藤原敬博・武田真一・泉 佳伸・江間喜美子・
西嶋茂宏

座長 加藤 直（16 : 00～16 : 50）
3 C 2―43 水／ポリオキシエチレン型界面活性剤／トリグリセリド系の相
挙動と自己組織体形成（横国大院環境情報）○荒牧賢治・KHALID,
Md. Hossain

3 C 2―44 界面活性剤／高級アルコール／水系 α ゲル中の水の自己拡散
係数測定による物性検討（資生堂リサーチセンター）○渡辺 啓・井上
東彦・勅使河原喬史・木村朋子・岡本 亨

3 C 2―45 界面活性粉体の自己組織化（2）（花王スキンケア研・都立大
理・北大電子研）○野々村美宗・福田啓一・好村滋行・辻井 薫

エマルション・その他
3 C 2―46＊ 陽イオン性界面活性剤による変性シリコーンの乳化検討（ラ
イオンプロセス開発セ）○塚越 進・安江良司・大迫仁志・光永喜保

座長 塚越 進（16 : 50～17 : 30）
3 C 2―48 凝縮法によるシリコーンナノエマルションの調製（資生堂マ
テリアルサイエンス研究セ）○岡本 亨・勅使河原喬史・松村充敏

3 C 2―49 X線小角散乱実験による非イオン界面活性剤のミセル／ラメ
ラ相転移過程の研究（2）―二相共存領域におけるラメラ相の形成―（都立
大院理・お茶女大理・都立大院工）○柿澤みのり・川端庸平・加藤
直・今井正幸・吉田博久

3 C 2―50 L―イソロイシン及び L―バリン誘導体をゲル化駆動部位に有
するシロキサン系ゲル化剤のゲル化挙動（信州大繊維）○三枝孝拓・鈴
木正浩・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

3 C 2―51 界面活性剤／水系におけるラメラ相の構造に対するずり流動
場効果―小角光散乱による局所的な相分離の検証―（都立大院理）○宮崎
香子・川端庸平・加藤 直

コロイド・界面化学

3月 26日午後

単分子膜・LB膜
座長 宇佐美 久尚（13 : 00～14 : 00）

1 C 3―25 エチレンオキシド鎖を有する尿素型アゾベンゼンの合成とそ
の光異性化挙動（名大院工）○坂井大雅・小林 徹・永野修作・関 隆
広

1 C 3―26＊ 尿素型アゾベンゼン誘導体の分子集合状態制御とその光応答
挙動（東工大資源研）○小林 徹・関 隆広

1 C 3―28 アゾベンゼンと種々のアルキルアンモニウムを用いた混合
LB膜の光異性化（産総研ナノテク）○垣内慶子・阿澄玲子・松本睦良

1 C 3―29＊ メロシアニン色素 6 MeDSの L膜中における J会合体形成と
分子間水素結合（産総研ナノテク）○池上敬一

座長 村田 昌樹（14 : 00～14 : 50）
1 C 3―31 キサントン誘導体の水面上単分子膜の J―会合体形成に及ぼ
す置換基の影響（青山学院大理工）○荒木一秀・高山久幸・今井 航・
熊谷賢一・小林迪夫

1 C 3―32 アゾベンゼン誘導体とブロック共重合体の混合水面展開膜

（名大院工）○大沼友希・永野修作・関 隆広
1 C 3―33 アゾベンゼンを有するトリブロックコポリマーの合成とその
単分子膜形成（名大院工）○門田総平・永野修作・関 隆広

1 C 3―34 気水界面上でのナノボックス錯体からなる単分子膜形成とゲ
スト分子包接挙動（産総研界面ナノ研セ・CREST）○青柳 将・清水
敏美

1 C 3―35 長鎖メラミン誘導体 LB膜の分子認識能に及ぼすアミド基導
入の効果（東理大工界面科研）阿部益巳○伊藤怜三・河合武司

座長 加藤 貞二（15 : 00～16 : 00）
1 C 3―37 2種のカチオン性 LB膜への pyrene誘導体の吸着に基づく構
造制御と膜中での光励起プロトン移動（埼玉大理）○塚本 修・Kris-
hanu, Ray・坂本 章・中原弘雄

1 C 3―38＊ LB法を用いた有機分子性薄膜のパターン形成（産総研ナノテ
ク・CREST・東理大工）○松本睦良・田中健一・阿澄玲子・近藤行
成・好野則夫

1 C 3―40＊ 液晶混合展開法による π 共役系高分子の単分子膜形成（名大
院工）○永野修作・長谷川晃一・関 隆広

1 C 3―42 偏光変調赤外分光法による L―および DL―リジン誘導体水表
面単分子膜の構造解析（2）（早大理工）○伊藤紘一・小栗福博

座長 永野 修作（16 : 00～17 : 00）
1 C 3―43 Dipalmitoylphosphatidylcholine（DPPC）単分子膜へのコレステ
ロール添加効果の AFMおよび FT―IRによる研究（分子研）金 勇勲○
手老龍吾・滝沢守雄・宇理須恒雄

1 C 3―44 泡膜によるエーロゾル型炭素ナノ微粒子の捕集除去 ―：新
規な液晶型泡膜による捕集：―（神奈川大工）○新井 治・高柳真里
子・今井洋子・田嶋和夫

1 C 3―45 DMPG～NaCl～水系の各相領域における自己組織体の形状
（神奈川大工）○岩根直紀・加藤 創・今井洋子・中村昭雄・越沼征
勝・田嶋和夫

1 C 3―46 長鎖 TCNQ・デカメチルフェロセン電荷移動錯体の X線結
晶構造解析と磁性評価（埼玉大理）○佐藤まこと・齋藤英樹・毛利信
男・小阪昌史・中原弘雄

1 C 3―47 BO型マクロサイクリック TTFの合成及び F4TCNQ錯体の
LB膜構造（北大電子研）○加藤恵一・芥川智之・中村貴義

1 C 3―48 分子集合体ナノワイヤ―金微粒子複合構造の光，電気物性（北
大院地環研・北大電子研・通信総合研関西先端研究セ・南デンマーク
大）○帯刀陽子・芥川智行・中村貴義・長谷川裕之・益子信郎・
BECHER, Jan

座長 中原 弘雄（17 : 00～17 : 50）
1 C 3―49 赤外分光法を用いた n―アルキル脂肪酸カドミウム塩の気液
界面での配列構造に関する研究（宇都宮大工）○白井喜徳・波間麻衣
子・飯村兼一・加藤貞二

1 C 3―50 シンクロトロン GIXDを用いた n―アルキル脂肪酸と全フッ
素化ポリエーテル酸の相分離単分子膜における分子充填構造に関する
研究（宇都宮大工・高輝度光科学研究セ・マックスプランク研究所）○
飯村兼一・白久達也・廣沢一郎・ゲラルドブレゼジンスキー・加藤貞
二

1 C 3―51 アルケンチオールで保護した金ナノ微粒子の合成と水素終端
化シリコン基板への固定化（東大院理・産総研中部セ・都立大院工）○
山野井慶徳・米澤 徹・白幡直人・西尾和之・益田秀樹・西原 寛

1 C 3―52 LB法で作製したバナジン酸薄膜の表面構造と半導体特性（信
州大繊維）○宇佐美久尚・飯島幸保・藤松 仁・鈴木栄二・井上晴夫

1 C 3―53 Langmuir―Blodgett法による半導体ナノ微粒子層の調整とそ
の評価（武蔵工大）○名取宏崇・高橋政志・小林光一

3月 27日午前

自己組織膜
座長 佐藤 瀏（9 : 00～10 : 00）

2 C 3―01 FePtナノ粒子の新規合成と磁気特性（北陸先端大材料・日立
中研）○中谷昌史・土屋裕子・伊藤顕知・近江靖則・佐野庸治・寺西
利治

2 C 3―02＊ ビステルピリジン錯体多層膜のボトムアップ合成とその機能
（東大院理）○金井塚勝彦・村田昌樹・西原 寛

2 C 3―04＊ STMによる鉄及びルテニウム多核錯体単分子膜の金（111）電
極表面におけるその場解析（北大院理）○野田浩之・阿部正明・大澤雅
俊・魚崎浩平・佐々木陽一

2 C 3―06 アルキル鎖を修飾したフタロシアニン誘導体による基板上で
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の自己組織化（産総研界面ナノ研セ）○堀 ゆかり・浅川真澄・池田太
一・三宅晃司・清水敏美

座長 魚崎 浩平（10 : 00～11 : 00）
2 C 3―07＊ 2次元ポルフィリンアレイを利用した単一分子の配列固定化
（産総研界面ナノ研セ）○池田太一・浅川真澄・三宅晃司・石田敬雄・
清水敏美

2 C 3―09 SiO2表面上での島状自己組織化膜形成における表面親水性の
効果および OTS／SiO2表面上へのリン脂質 Langmuir―Blodgett膜の堆
積（分子研）滝沢守雄○手老龍吾・金 勇勲・宇理須恒雄

2 C 3―10 ドナー・アクセプター自己組織化単分子膜の電気化学的特性
（岩手大工）小川 智○鈴木隆太郎・中條しづ子・佐藤 瀏

2 C 3―11 感磁性有機自己組織化単分子膜の形成と電気化学的特性（岩
手大工）小川 智○阿部善行・中條しづ子・佐藤 瀏

2 C 3―12 ビピリジン部位を有する π 共役系チオールから金基板上に
作成した自己組織化膜のプロトン捕捉挙動（産総研界面ナノ研究セ）○
小山恵美子・徳久英雄・石田敬雄・Abdelhak, Belassaoui・名川吉信・
金里雅敏

座長 宇理須 恒雄（11 : 00～12 : 00）
2 C 3―13 光合成系 1と金ナノ粒子複合電極の光電変換特性（産総研関
西センター光技術研究部門）○寺崎 正・山本典孝・服部峰之・谷垣
宣孝・平賀 隆・山田 淳

2 C 3―14 アルキルチオ―ル SAMの電気化学的形成／脱離に伴う Au
（111）表面構造変化の表面 X線回折法によるその場追跡（北大院理・
お茶女大理）○高草木 達・森田 潤・近藤敏啓・壽見隆良・魚崎浩
平

2 C 3―15＊ 自己組織化単分子膜修飾金基板上でのロイシン結晶化とその
キラル選択性（早大理工）○中西卓也・伴野直樹・松永真理子・朝日
透・逢坂哲彌

2 C 3―17＊ DNA自己組織化単分子膜の構築と DNAセンサーへの応用
（東レ・理研）○中村史夫・坂尾洋介・上野信雄・原 正彦

3月 27日午後

座長 手老 龍吾（13 : 00～14 : 00）
2 C 3―25 疎水親水パターン基板に対する糖鎖高分子，レクチンの自己
組織化（名大院工）○佐藤 元・三浦佳子・小林一清・杉村博之・高井
治

2 C 3―26 水素結合に基づく N―イソプロピルアクリルアミドの界面マ
クロクラスターのその場重合によるナノ薄膜調製（東北大多元研）○鐘
国倫・宮原 隆・水上雅史・栗原和枝

二分子膜
2 C 3―27＊ 光応答性ジェミニ型脂質による人工多細胞システムの集積制
御（奈良先端大院物質）○佐々木善浩・岩本伸太郎・池田篤志・菊池純
一

2 C 3―29 巨大ベシクルにおよぼす有機酸類の影響（九産大工）○神尾克
彦・諸石健一・米倉卓也・米光直志

2 C 3―30 温度変化によって誘起されるベシクルの可逆分散・凝集（九
大院理）○川崎英也・宮原雅彦・マッツアルムグレン・前田 悠

座長 近藤 行成（14 : 00～15 : 00）
2 C 3―31＊ 静電相互作用によるベシクルの自己集合（東大院総合）○鈴木
健太郎・菅原 正

2 C 3―33 ホウ素イオンクラスター脂質の合成とリポソーム化（学習院
大理）○宮島祐介・武井俊郎・中村浩之・笠岡 敏・丸山一雄

2 C 3―34 芳香族スルホン酸を用いたテトラデシルジメチルアミンオキ
シド／水系における pHによるベシクル形成（九大院理）○宮原雅彦・
今林良太・川崎英也・前田 悠

2 C 3―35＊ 脂質二分子膜と高分子電解質を用いたコア―シェル粒子と中
空カプセルの作製（メルボルン大）○片桐清文・SHAH, Bijal・
CARUSO, Frank

座長 菅原 正（15 : 10～16 : 00）
2 C 3―38 島状自己組織化膜により修飾した SiO2表面上でのベシクル
フュージョン法による脂質二重膜形成におけるベシクルおよび表面ド
メインサイズの効果（分子研）○手老龍吾・滝沢守雄・山崎昌一・宇理
須恒雄

2 C 3―39 巨大リポソームの固体表面上脂質二分子膜への吸着・変形挙
動（阪大産研）○鈴木健二・岩崎 裕・岡島俊英・谷澤克行

2 C 3―40 セラソームのリン脂質混合膜系における構造特性の評価（奈

良先端大院物質）○大槻理志・橋詰峰雄・佐々木善浩・池田篤志・菊
池純一

2 C 3―41 水溶液中におけるテンプレートに集積したセラソームの構造
安定性評価（奈良先端大院物質）○寺島 崇・大槻理志・橋詰峰雄・池
田篤志・菊池純一

2 C 3―42 金属アフィニティ固定化リポソームクロマトグラフィーの開
発とペプチド分離への応用（阪大院基礎工）永見英人○馬越 大・島内
寿徳・久保井亮一

座長 川崎 英也（16 : 00～17 : 00）
2 C 3―43 水‐Au（111）界面上におけるナノバブルのタッピング―モー
ド AFM液中測定（埼玉大理）○亀田直樹・森谷節子・中林誠一郎

界面
2 C 3―44 オキサイドナノスキンを用いたポリマー上への金属酸化物薄
膜の微細構造化（産総研）○白幡直人・横川善之・亀山哲也・穂積 篤

2 C 3―45 高分子薄膜の分子認識能と膜構造の関係（東理大工界面科研）
○高橋昭仁・太田一善・河合武司

2 C 3―46 脂質単分子膜への揮発性麻酔分子の吸着機構（名工大しくみ
領域）○山本 靖・杉本達哉・吉田忠義

2 C 3―47 毛髪表面モデルの構築と機能性界面活性剤の吸着特性に関す
る研究（宇都宮大工・ライオンビューティケア研）○八尋有希・八木橋
敬・飯村兼一・景山元裕・西田勇一・加藤貞二

2 C 3―48 L―ロイシンの表面吸着に及ぼすリン酸緩衝溶液濃度の影響
（九大院理）○山中美智男・安井玉樹

3月 28日午前

構造と物性・機能
座長 樋野 良治（9 : 00～10 : 10）

3 C 3―01 導電性ダイヤモンド電極におけるルテニウム錯体―エーテル
類系の電解発光特性（山口大理）野田倫宣○馬郡雅也・藤嶋 昭・本多
謙介

3 C 3―02＊ 溶液内固体表面における配列金属微小構造と単層脂質 2分子
膜との相互作用（北大院理）○並河英紀・佐々木敦史・瀧本 麦・沢井
良尚・村越 敬

3 C 3―04 サイト特異的にハロゲン化された Si（111）表面における光ア
ルキル化反応（阪大基礎工）○山崎はるか・村田剛士・鷹林 将・今西
哲士・中戸義禮

3 C 3―05 ピロリン酸で改質した合成カルシウムヒドロキシアパタイト
表面の構造と性質（島根大総合理工）○田中秀和・二岡正和・樋野良治

3 C 3―06＊ ルチル型 TiO2（110）面上の色素単分子膜の作製と電子振動二
重共鳴 SFG分光による評価（神奈川科学技術アカデミー）○石橋孝
章・大西 洋

座長 今西 哲士（10 : 10～11 : 20）
3 C 3―08 BDD（Boron―Doped Diamond）電極における HPLC分析による

Cu―EDTA錯体の酸化分解メカニズムの検討（山口大院理工）○西野寛
教・山口陽子・藤嶋 昭・本多謙介

3 C 3―09 導電性ダイヤモンドによる金属化合物の電解処理～金属ナノ
クラスターの生成～（山口大理）○山口陽子・西野寛教・藤嶋 昭・本
多謙介

3 C 3―10＊ 水酸化カドミウムのナノストランドを利用する DNAの捕捉
と解放（物材機構）○一ノ瀬 泉

3 C 3―12 単結晶吸着剤［Rh（II）2（bza）4（pyz）］nを用いた室温加圧下で
の CO2および Arガス吸着構造の決定（横市大院総理）○中田栄一・齋
藤晃央・高見澤 聡

3 C 3―13 超臨界流体を用いた高分子基板へのテトラフルオロエチレン
浸透重合による表面機能化制御（東工大院生命理工）○今井兼平・森
俊明・岡畑恵雄

3 C 3―14 光グラフト重合法によるポリエチレン板の表面改質と接合特
性（日大生産工）○小島明浩・山田和典・平田光男

吸着と触媒

座長 尾関 寿美男（11 : 20～12 : 10）
3 C 3―15＊ チタン担持シリカゲルの腐植物質に対する吸着能と光分解能
（埼医大化・富士シリシア化学）○森口武史・矢野一行・矢口和彦・田
原宗明

3 C 3―17 SBA―16合成における膨潤剤の効果（岡山理大理）○福間真
吾・森重國光
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3 C 3―18 環境ホルモン除去のための表面修飾メソポーラスシリカ（東
理大理工・東理大界面科研）○粟野照正・山口有朋・小柳津研一・湯
浅 真

3 C 3―19 メソ孔性ポリマーゲルを鋳型とした NaAゼオライトの創製
（千葉大院自然科学）○陶 有勝・加納博文・金子克美

3月 28日午後

座長 森重 国光（13 : 00～14 : 00）
3 C 3―25 両連続相マイクロエマルションを反応場とするシリカ多孔体
合成（長崎大工）○生野由紀・山田博俊・森口 勇・工藤徹一・寺岡靖
剛

3 C 3―26 両連続相マイクロエマルションを反応場とする TiO2多孔体
合成とリチウムインターカレーション特性（長崎大工）○森口 勇・日
高亮治・生野由紀・山田博俊・工藤徹一

3 C 3―27＊ 一次元および二次元サブナノ細孔中の酸素分子の磁気挙動
（千葉大理・千葉大院自然科学・科技団・産総研）○加納博文・李 海
順・藤堂あや・田中秀樹・小平哲也・金子克美

3 C 3―29＊ Towards the description of supercritical gas adsorption on flat
surfaces（Chiba University, Saint Petersburg State Technological Institute）
Kowalczyk, Piotr ○ Kaneko, Katsumi ・ Kanoh, Hirofumi ・ Tanaka,
Hideki・Ustinov, Eugene A.

座長 大西 洋（14 : 00～15 : 00）
3 C 3―31 in―situXRDによる細孔内混合分子集団構造の解明（信州大理）
○新垣 麗・飯山 拓・尾関寿美男

3 C 3―32 シリンダー状細孔内での吸着および脱離枝の性質（岡山理大
理）○森重國光・中村由佳

3 C 3―33＊ ナノ細孔中超臨界メタンのクラスター構造（千葉大理）○大場
友則・加納博文・金子克美

3 C 3―35 臨界点近傍における多孔性固体への水素吸着（信州大理）○吉
留昭仁・飯山 拓・尾関寿美男

3 C 3―36 金属酸化物系水吸着型蓄熱材の水吸脱着挙動（東工大総理
工・科学技術振興機構 CREST）○永井恒輝・劉 醇一・諸藤健太郎・
井上由美子・秋鹿研一

環境・グリーンケミストリー，地球・宇宙化学

3月 26日午後

水質環境化学
座長 伊藤 秀章（13 : 00～13 : 50）

1 C 4―25 凍結による没食子酸酸化反応（阪府大院工）○田中祐幸・竹中
規訓・興津健二・坂東 博

1 C 4―26 水中溶存有機物（腐植酸）の熱分解反応挙動（東工大理）○大塚
高弘・増田香理・中嶋 悟

1 C 4―27 太陽光下におけるフミン物質の光触媒分解（三重大工）○古尾
竜一・金子 聡・勝又英之・鈴木 透・太田清久

1 C 4―28 鉄（III）水和錯体を利用するカルボフランの光化学的分解（三
重大工）○松葉啓介・勝又英之・金子 聡・鈴木 透・太田清久

1 C 4―29 芳香族化合物の超音波分解：溶質の物性が分解速度に及ぼす
影響（阪府大院工）○南斎 勉・興津健二・竹中規訓・坂東 博・前田
泰昭

座長 前田 泰昭（13 : 50～14 : 50）
1 C 4―30 火山性ガラス質土による水質浄化特性（北海道工大）○岸 政
美・西村 拓

1 C 4―31 ポリアニリンを用いる芳香環を有する EDCsの高効率分解と
養殖用循環式処理システムへの応用（桐蔭横浜大工）○杉本龍巳・齋藤
潔

1 C 4―32 水熱処理を用いたホウ素含有廃液中からのホウ素の回収（名
大難処理研）○板倉 剛・笹井 亮・伊藤秀章

1 C 4―33 交流電解法を用いた有機塩素化合物の分解処理（NEC基礎・
環境研）○中村彰信・平野啓二・佐多直明・位地正年

1 C 4―34 人工湖における藻類の異常発生と重金属との関係（名大難処
理研・ミシガン大）○張 付申・Nriagu, Jerome・Lehman, John・伊藤
秀章

1 C 4―35 温度感応性ポリマー―界面活性剤凝集系を用いる排水中クロ
ロフェノールの除去（名大院工）○水谷幸治・齋藤 徹・平出正孝

座長 内田 美穂（15 : 00～15 : 40）
1 C 4―37 水溶液系における有機フッ素化合物の超音波分解機構（阪府
大院工・阪市環科研）○高木陽一・森脇 洋・田中正宣・鶴保謙四
郎・興津健二・西村六郎・前田泰昭

1 C 4―38 中性還元水の調製と性質（群馬高専）○茂木直也
1 C 4―39 プラズマ照射による水中有機物の酸化分解（埼玉工大院工）○
富澤俊介・岩崎政和・手塚 還

1 C 4―40 炭素繊維を用いた環境水浄化（群馬高専物質工）小島 昭○木
村 秀

座長 勝又 英之（15 : 40～16 : 40）
1 C 4―41＊ 均一液液抽出法を中核とする超高感度濃縮分離システムの提
案―超微量多環芳香族化合物の分離検出を例として―（茨城大工）○秋山
亮太郎・高貝慶隆・五十嵐淑郎

1 C 4―43 水素―酸素燃焼炎を利用する水溶液中の難分解性有機化合物
の分解（東北大院環境）○瀬端祐介・曽我部尚弘・内田美穂・奥脇昭嗣

1 C 4―44 架橋キトサン繊維における有機酸の吸着：平衡関係（和歌山
高専）○岸本 昇・飯田晴記

1 C 4―45 キャピラリー電気泳動を用いた環境水中の鉄化学種分析への
試み（東京海洋大）○隈倉 真・田中美穂・前田 勝

1 C 4―46 シリカの化学種分析に基づいた東京湾海水の特性（東京海洋
大・理研）○田中美穂・高橋和也・根本雅生・長島秀樹

3月 27日午前

地球化学・大気環境化学
座長 尾関 徹（10 : 00～11 : 00）

2 C 4―07 クロロフィルの続成変化におけるベンゾポルフィリンの生成
機構の解明研究（筑波大化）○野中さやか・野本信也・木越英夫

2 C 4―08 中国の大規模発生源地域における SO2／NOx比（国立環境研）
○畠山史郎・高見昭憲・王 �

2 C 4―09 北京市街地における粒子状極性有機物質（中国環境科学研究
院）○李 紅・SHAO, Longyi・HE, Taoe

2 C 4―10 都市大気中の OHラジカルの反応性の測定（都立大院工）○梶
井克純・加藤俊吾・松本 淳・定永靖宗

2 C 4―11 沖縄辺土岬における環境大気中硝酸の測定（阪府大院工）○田
中健太・坂東 博・竹中規訓・興津健二

2 C 4―12 環境中における液滴の乾燥に伴う溶存物質の挙動（阪府大院
工）○高山香代子・竹中規訓・興津健二・坂東 博

座長 畠山 史郎（11 : 00～12 : 00）
2 C 4―13＊ 電子ビーム照射による殺菌に使用した空気中ホルムアルデヒ
ドの分解（原研高崎）○島田明彦・箱田照幸・小嶋拓治・田久保 剛・
岩崎達行・木下 忍

2 C 4―15 ムライト質クロスに担持したディーゼル排出粒子状物質酸化
触媒の活性評価（産総研）小林敏也○内澤潤子・小渕 存

2 C 4―16 バリア放電プラズマによる NOxの分解に及ぼす酸素の影響
（東北大多元研）李 鋭星○唐 清・殷 シュウ・佐藤次雄

2 C 4―17 酸化エチレンの触媒低減実験（都立科技大）○太田祐嗣・大河
内 博・岩崎好陽・辰市祐久・樋口雅人

2 C 4―18 環境水中での光化学反応による OHラジカル生成に及ぼす硝
酸イオンなどの影響解明（京工繊大環境科学セ）○伊藤 瞬・布施泰
朗・山田 悦

3月 27日午後

座長 山田 悦（13 : 00～14 : 00）
2 C 4―25 沖縄県辺戸岬における大気中エアロゾルの観測（国立環境研）
○三好猛雄・高見昭憲・下野彰夫・畠山史郎

2 C 4―26 大気中直接変異原性ニトロアレーンの高時間分解観測（東工
大総理工・国立保健医療科学院）○稲津晃司・齋藤哲弘・VU DUC,
Nam・秋鹿研一・久松由東

2 C 4―27 兵庫県西部地域（加東郡社町）における降水化学成分の長期観
測結果（1991―2003）から見た大気中の汚染物質の経年変化（兵庫教育大
学自然系）○尾関 徹・宮井拓哉・小川信明
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2 C 4―28 マイクロ波による粒子状物質の燃焼分解（中部大）○山田慎
二・今枝健一・山口作太郎・角田 寛・高原康光・西川治光

2 C 4―29 ガス混合方式の違いが NO―O 3化学発光窒素酸化物計の感度
に及ぼす影響について（阪府大院工）○澤田寛己・興津健二・竹中規
訓・坂東 博

2 C 4―30 蛍光法を用いた大気中における亜硝酸の高感度測定および大
阪での日変動パターン（阪府大工）○廣井 誠・小路喜朗・寺田英敏・
竹中規訓・坂東 博

安全化学・グリーンケミストリー

座長 碇屋 隆雄（14 : 00～14 : 50）
2 C 4―31 ハロゲン化フェノールの Bacillus subtilis subsp. subtilis の細
胞増殖への影響（東海大理）○深渡純子・石原良美・高野二郎

2 C 4―32 超臨界二酸化炭素を媒体とした環境調和型ジアリールエーテ
ルの合成（宇都宮大工）○諏訪秀人・葭田真昭

2 C 4―33 超臨界二酸化炭素を用いた協奏反応による二酸化炭素固定
（宇都宮大工）○長沢英俊・葭田真昭

2 C 4―34 超臨界二酸化炭素を用いた高効率触媒反応によるアセチレン
カルボン酸合成（宇都宮大工）佐藤順紀○葭田真昭

2 C 4―35 ［{W（＝O）（O2）2（H2O）｝2（µ ―O）］2―による過酸化水素を酸化
剤とする水中でのアリル型アルコールのエポキシ化反応（東大院工・
科学技術振興機構）○山口和也・鎌田慶吾・引地史郎・水野哲孝

座長 葭田 真昭（15 : 00～15 : 50）
2 C 4―37＊ 生体触媒による超臨界二酸化炭素中での光学活性化合物の合
成（龍谷大理工・京大化研）○松田知子・渡邊和憲・原田忠夫・中村
薫

2 C 4―39 超臨界メタノール中におけるアルカンジオールの O―メチル
化反応（東工大院理工・フロンティア創研・化学技術戦略推進機構）○
有田佳生・碇屋隆雄

2 C 4―40 ガロシリケート触媒を用いた Baeyer―Villiger酸化反応のグリ
ーン化（横国大工）○林 幹夫・呉 鵬・辰巳 敬

2 C 4―41 微細化したゼオライト触媒の調製と 2―メチルナフタレンの
メチル化反応への適用（東工大院理工・フロンティア創研・化学技術
戦略推進機構）○美澄幸弘・碇屋隆雄

座長 山口 和也（15 : 50～16 : 30）
2 C 4―42 ソルボサーマルおよび光触媒法による難分解性物質の分解処
理（明星大地球環境科学セ）○和田叔憲・堀越 智・渡辺奈津子・日高
久夫

2 C 4―43 リンモリブデン酸塩／アパタイト固体相を用いたスルフィド
の選択的酸化反応（近大理工・阪大産研）○牛丸恭平・神原章宏・射手
矢勝真・佐々木 洋・市原潤子

2 C 4―44 超臨界二酸化炭素中におけるハロニトロベンゼンの実用的水
素化反応（東工大院理工・フロンティア創研・化学技術戦略推進機構）
○市川真一郎・碇屋隆雄

2 C 4―45 カルボン酸をアシル化剤に用いた脱水縮合型フリーデル―ク
ラフツアシル化反応（産総研）○川村真人・崔 冬梅・島田 茂

座長 原田 忠夫（16 : 30～17 : 20）
2 C 4―46 Ru／Al2O3触媒を用いた水中でのニトリル類の選択的水和反
応（東大院工）○松下光儀・山口和也・水野哲孝

2 C 4―47 超臨界二酸化炭素中におけるフルオラス超強酸触媒を用いた
α ―トコフェロールの合成（東工大院理工・名大院工）○小久保慶陽・
桑田繁樹・碇屋隆雄・長谷川愛子・石原一彰・山本 尚

2 C 4―48 Pd坦持メソポーラスアルミノシリケートを用いた選択的モ
ノアルキルエーテル合成（花王素材開発研）○奥津宗尚・永澤敦志・藤
井靖之・木附智人

2 C 4―49 シリカ担持ホスホニウム塩触媒による連続的高効率環状カー
ボネート合成（産総研）○綿引 勉・高橋利和・安田弘之・坂倉俊康

2 C 4―50 簡易測定法を用いた環境オリンピックの提案 ○天谷和夫

3月 28日午後

廃棄物・土壌環境化学
座長 渡辺 紀元（13 : 00～13 : 50）

3 C 4―25 塩素化ダイオキシンの分配係数に及ぼす腐植物質の構造因子
（産総研・都立大理）田中ふみ子○福嶋正巳・藪田ひかる・市川廣保・
辰巳憲司

3 C 4―26 リン酸化合物によるダイオキシン類生成抑制の検討（ミヨシ

油脂油化事業本部）○河口 修・仁上修一・寺田和宏・杉山克之・川
島正毅・守屋雅文

3 C 4―27 飛灰中のダイオキシン類の化学分解（ミヨシ油脂）○竹内
寿・五月女倫子・小川 隆・杉山克之・川島正毅・守屋雅文

3 C 4―28 フロン分解物によるアスベスト無害化技術の開発（群馬高専
物質工）小島 昭○佐藤良太

3 C 4―29 硫酸還元菌による硫化水素発生に対するハイドロタルサイト
添加による硫酸イオン捕捉効果（東北大院環境）辻村秋乃○内田美穂・
奥脇昭嗣

座長 福嶋 正巳（13 : 50～14 : 40）
3 C 4―30 土壌にスパイクしたクロロフェノールおよび PAHの高速溶
媒抽出回収率に及ぼす土壌有機物の影響（産総研）○市川廣保・森本研
吾・辰巳憲司・黒田健一・東 照雄

3 C 4―31 担持パラジウム触媒によるダイオキシン実試料の脱塩素・無
害化（産総研）○浮須祐二・宮寺達雄

3 C 4―32 ナナカマドの果実と枯れ葉の抗菌特性の比較（北海道工大）○
渡辺紀元・宇多村慈志・阿部正治

3 C 4―33 マイクロ波プラズマ照射によるダイオキシン類を含有する都
市ごみ焼却飛灰の無害化（名大難処理研）○佐藤 綾・笹井 亮・伊藤
秀章

3 C 4―34 金属錯体による廃棄物中の六価クロム処理（ミヨシ油脂油化
事業本部）○溝口勝久・清水 剛・杉山克之・守屋雅文

光分解・その他

座長 津江 広人（15 : 00～15 : 40）
3 C 4―37＊ ヘテロポリ酸錯体を用いた環境蓄積性パーフルオロ酸類の光
分解（産総研環境管理研究部門）○堀 久男・早川悦子・高野裕子・永
長久寛

3 C 4―39＊ ポリ乳酸の耐熱性改良（西川ゴム・岡山理大）○矢野 徹・作
田信幸・橋本邦彦・大寺純蔵

座長 堀 久男（15 : 40～16 : 10）
3 C 4―41 太陽光を用いたフェントン反応による界面活性剤 DBSの分
解（明星大地球環境科学セ）○大山俊之・北条敦至・堀越 智・日高久
夫

3 C 4―42 ［60］フラーレンを用いたフェノール性内分泌攪乱物質の光分
解（京大院地球環境・京大院人間環境）津江広人○山本昌由・梁瀬日
奈・田村 類

3 C 4―43 カリックス［4］クラウン誘導体による環境汚染物質の除去（京
大院地球環境）○瀧本竜哉・津江広人・田村 類

無機化学

3月 26日午後

座長 山下 正廣（14 : 00～14 : 50）
1 D 1―31 BCSJ賞受賞講演 四元系鉄硫化物 BaLn2FeS5（Ln＝Ce, Pr,

Nd, Sm）の磁気的性質（北大院理・原研）○分島 亮・猪野健太郎・日
夏幸雄・石井慶喜

ポリオキソ酸
1 D 1―34 水熱法で合成されるコバルトモリブデン酸化物（神戸大理）○
枝 和男・永井紀子・曽谷紀之・WHITTINGHAM, M. S.

1 D 1―35 アルカリデカモリブデン酸塩と非晶質アルカリモリブデン酸
塩の合成と構造類似性（神戸大理）○鈴木 隆・有谷博文・鵜野雅行・
西野洋平・枝 和男・曽谷紀之

ポリオキソ酸

座長 林 宜仁（15 : 00～16 : 00）
1 D 1―37 フルリング構造の{Mo154}―Mo―blue―clusterの構造化学（東工
大資源研）○明田大吾・山瀬利博

1 D 1―38 光自己集合化反応によるおにぎり型Moブルークラスター
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［NH4］x［Mo120La6O444Hy］ca.100 H2Oの合成と構造解析（東工大資源研）
○阿部容子・山瀬利博

1 D 1―39 フェニルアラニンを還元剤とした新規Moナノリングクラス
ターの光化学的合成と構造（東工大資源研）山瀬利博○矢野雄高

1 D 1―40 3―モリブド―9―タングストケイ酸アニオン［β ―SiMo3W9O40］4―

の合成と単結晶 X線構造解析（東工大院理工）○石井彰人・尾関智二
1 D 1―41 種々の鉄置換部位構造を有する鉄二置換シリコタングステー
トの合成（東大院工）○吉村真幸・上原和洋・引地史郎・水野哲孝

1 D 1―42 水熱合成によるモリブデンポリ酸とコバルト錯体との複合体
の合成と構造（新潟大工）○佐藤峰夫・笹川大善・小林秀和・新山庄太
郎・上松和義・戸田健司

インターカレーション

座長 金崎 英二（16 : 00～17 : 00）
1 D 1―43＊ 層状マンガン酸化物（バーネサイト）へのバナジウムイオンの
インターカレーション（北大院工）○田村紘基・川浪壮平・中村享介・
武田隆史・吉川信一

1 D 1―45 共沈法による層状複水酸化物へのアミノ酸およびペプチドの
取り込み（岩手大工）○會澤純雄・佐々木周二・平原英俊・成田榮一

1 D 1―46 長鎖アルキル基を有する金属ポルフィリン錯体誘導体の粘土
鉱物へのインターカレーション（千葉大工）島津省吾○井上 聡・一國
伸之・上松敬禧

1 D 1―47 ローダミン 6 Gとメチルビオロゲンの層状ニオブ酸塩への共
インターカレーションとその光化学的性質（東農工大農・東農工大院
BASE）○篠崎良太・前田博史・中戸晃之

1 D 1―48 層状ニオブ酸塩ナノシート分散系の濃縮・再積層過程の色素
プローブによる検討（東農工大院 BASE）○菅原 淳・中戸晃之

座長 上松 敬禧（17 : 00～18 : 00）
1 D 1―49＊ ファンデルワールス層空間を含有する層状 Bi系化合物への
ゲストインターカレーションによる新規二次元陽イオン伝導体の材料
設計（岡山大）○松田元秀・田森 妙・安部恵子・三宅通博

1 D 1―51 か焼した層状複水酸化物を用いた水中からのリン酸イオンの
除去（徳島大工）○森 崇弘・藤原一都・金崎英二・薮谷智規

1 D 1―52 リン酸イオンを吸着した層状複水酸化物からのリン酸イオン
の回収（第二報）（徳島大工）○井上浩文・野村亮介・金崎英二・薮谷智
規

1 D 1―53 カリウム型コバルト層状化合物の合成とソフト化学的処理に
よるその変化（物材機構物質研）○谷口博文・海老名保男・高田和典・
佐々木高義

1 D 1―54 ピレンの導入によるバナジウムキセロゲル層間化合物中のナ
ノ空間の評価（姫路工大院工）○山田直也・松尾吉晃・福塚友和・杉江
他曾宏

3月 27日午後

合成
座長 曽谷 紀之（13 : 00～14 : 00）

2 D 1―25 水熱反応による CdTi2O4（OH）2の合成とその結晶構造（山梨大
院）○熊田伸弘・武井貴弘・木野村暢一・Wang, Hao・Zhang, Xi-
aoXue・Yan, Hui

2 D 1―26 水熱法を利用した酸化ニオブ一次元ナノ構造体の合成（佐賀
大理工）矢田光徳○横田仁美・鳥飼紀雄・渡 孝則

2 D 1―27 均一沈殿法により生成する希土類化合物ナノチューブの生成
過程に関する研究（佐賀大理工）矢田光徳・谷口千代子○後藤裕也・鳥
飼紀雄・渡 孝則

2 D 1―28 均一沈殿法で生成した希土類金属水酸化物の熱分解反応（名
工大院工）○尾上亮太・小澤正邦

2 D 1―29 均一沈殿法によるリン酸リチウムの調製と物性（2）（東海大
理）○坪谷夏樹・星野亜希子・藤田一美・松田恵三

2 D 1―30 水溶液からのハイドロキシアパタイトの合成およびアルカリ
土類金属元素の共沈挙動（理工総研）○田村浩之・藤野 治

座長 矢田 光徳（14 : 00～14 : 50）
2 D 1―31＊ セリウム―チタン複合アモルファスリン酸塩の合成とキャラ
クタリゼーション（阪大院工）○増井敏行・平井秀和・今中信人・足立
吟也

2 D 1―33 Si―silleniteの湿式合成および粒成長（2）（京大人環・京大理）
○堀部正吉・山本直一

2 D 1―34 超伝導体MgB2の電気化学合成（2）（原研）○吉井賢資・阿部

英樹
2 D 1―35 Sm6Al3.33S14の合成とその性質（防大材料）○松田岳士・有賀
敦・小澤真一郎・川村和郎

ポリオキソ酸

座長 内田 さやか（15 : 00～16 : 00）
2 D 1―37 イソポリモリブデン酸イオン存在下における ATPから ADP
への脱リン酸化反応（東工大資源研）○石川英里・山瀬利博

2 D 1―38 新規希土類タングステン酸クラスター［H2O⊂{Eu1―nCan（H2

O）4}2{Eu1―nCan（H2O）2（AsW9O33）｝4］20―（n＝1／3）の合成と構造（東工大資
源研）○深谷啓介・山瀬利博

2 D 1―39 ［Eu（W5O18）2］9―／DODAラングミュア―ブロジェット膜の作
成条件と発光挙動（東工大資源研・CREST）○伊藤 建・山瀬利博

2 D 1―40 モリブド過ヨウ素酸アニオン―複数の「顔」を持つ分子性酸
化物（関西学院大理工・東工大院理工）尾関智二・本田大介○矢ヶ崎
篤

2 D 1―41 ヘテロ原子としてヨウ素を用いたモリブデン及びバナジウム
の新規な分子性酸化物の合成と溶液中での挙動（関西学院大理工・東
工大院理工）尾関智二○本田大介・矢ケ崎 篤

2 D 1―42 新規巨大環状（縮合）モリブデン酸クラスター化合物の合成と
構造（神戸大理）○入来雄一・橋本瑶子・枝 和男・曽谷紀之

シリカ

座長 佐々木 高義（16 : 00～17 : 00）
2 D 1―43 アルコキシトリクロロシランより得られる層状シリカ―アル
コールナノ複合体のエステル化（早大理工）○藤本泰弘・下嶋 敦・黒
田一幸

2 D 1―44 メチレン基を骨格中に含む新規かご型シロキサンオリゴマー
の生成（早大理工）下嶋 敦○黒田一幸

2 D 1―45 粒子サイズと粒度分布を制御した球状メソポーラスシリカの
合成（早大工研）○志村直紀・小川 誠

2 D 1―46 メソポーラスシリカへのアルミニウムオキシン錯体の導入
（早大教育）○多賀谷基博・吉田篤子・小川 誠

2 D 1―47 層状ポリケイ酸塩オクトシリケートのフェニルクロロシラン
によるシリル化（早大理工）○渡辺真太郎・藤田郁子・石垣壮啓・小川
誠・黒田一幸

2 D 1―48 層状ケイ酸塩オクトシリケートのシリル化による層間への炭
素―炭素二重結合の導入（早大理工）○望月 大・下嶋 敦・黒田一幸

3月 28日午前

学生講演賞
座長 日夏 幸雄（10 : 00～11 : 00）

3 D 1―07＊ 中性子回折によるプロトン化層状ペロブスカイト HLaTiO4

のプロトン位置の決定（岡山大）○西本俊介・松田元秀・星川晃範・石
垣 徹・神山 崇・三宅通博

3 D 1―09＊ シクロデキストリン／層状複水酸化物複合体の合成とその性
状（岩手大）○佐々木 啓・横濱雄豪・會澤純雄・平原英俊・高橋
諭・成田榮一

3 D 1―11＊ LiMn2O4スピネル中における Li拡散機構―分子動力学計算―
（東工大総理工）○立石賢司・du BOULAY, Douglas・石沢伸夫

座長 井本 英夫（11 : 00～12 : 00）
3 D 1―13＊ ピペラジンテンプレート法による水熱合成結晶（C4H12N2）
［MoO2（H2AsO4）（AsO4）］の XAFSによる合成メカニズムの解明（総研
大高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研）○水沢厚志・野村昌
治

3 D 1―15＊ 塩化物イオンを取り込んだかご型クラスターの合成と性質
（金沢大理）○倉田大成・林 宜仁・磯辺 清

3 D 1―17＊ 吸着に伴って収縮する多孔性錯体―その特異的吸着構造と性
質―（京大院工）○松田亮太郎・北川 進

3月 28日午後

ナノ構造
座長 小川 誠（13 : 00～14 : 00）

3 D 1―25 層状マンガン・鉄複合酸化物のナノシート化とキャラクタリ
ゼーション（東理大）○小栗雅史・大石ちづる・福田勝利・保倉明子・
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D2 会場
D号館103教室

D3 会場
D号館201教室

中井 泉・田中雅彦・森 丈晴・佐々木高義
3 D 1―26 マンガン・コバルト複合酸化物ナノシートの合成，構造解析
と電池材料への応用（東理大理）○大石ちづる・福田勝利・児玉良治・
保倉明子・中井 泉・田中雅彦・森 丈晴・佐々木高義

3 D 1―27 酸化チタンナノシート超薄膜からのアナターゼナノ結晶の成
長（物材機構物質研）○福田勝利・中井 泉・田中雅彦・森 丈晴・海
老名保男・佐々木高義

3 D 1―28 複合鋳型法による白金ナノチューブの合成条件の検討：（1）
還元剤の効果（宮崎大工・CREST）○吉村巧己・魚田将史・藤川大
輔・桑原健志・酒井 剛・木島 剛

3 D 1―29 チタネートナノチューブの薄膜化（東陶機器）○徳留弘優・宮
内雅浩

3 D 1―30 貴金属担持酸化物ナノシートの調製と特性（物材機構物質研）
○海老名保男・坂井伸行・佐々木高義

無機化学

3月 27日午後

構造・物性・機能
座長 尾関 智二（13 : 00～14 : 00）

2 D 2―25＊ 複合結晶 SrxTiS3（x＝1.10―1.19）と Sr8／7TiSy（y＝2.84）（物材機構
物質研）○小野田みつ子・佐伯昌宣

2 D 2―27 NaInO2のイオン交換による結晶構造の変化（学習院大理）○
渡邉正人・稲熊宜之・勝又哲裕

2 D 2―28 4―（4―ピリジル）安息香酸二量体とチオシアン酸ニッケルから
構築される超分子包接体（千葉大工）○関谷 亮・小倉克之・錦織紳一

2 D 2―29 四チタン酸ナノシートとエチレンジアミンの反応による層間
化合物の構造（信州大繊維）○大内一範・杉本 渉・村上 泰・高須芳
雄

2 D 2―30 Rhodamine 6 G／surfactant／clay透明配向薄膜の作製とその構
造および発光特性（名大難処理研）○笹井 亮・井伊伸夫・藤田武敏・
高木克彦・伊藤秀章

座長 村上 泰（14 : 00～14 : 50）
2 D 2―31＊ Ln―Ge系化合物（Ln＝Ce, Pr）の高圧合成と物性（広島大院工）
○福岡 宏・馬場一也・山中昭司

2 D 2―33 層状結晶MNF（M＝Zr,Hf）の新しい合成法と物性（広島大院
工）○井手崇之・朱 麗萍・山中昭司

2 D 2―34 6 H―ペロブスカイト Ba3MSb2O9 （M＝3 d遷移金属）の磁気
的性質（北大院理）○土井貴弘・日夏幸雄

2 D 2―35 ペロブスカイト型金属強磁性体 SrRuO3の Rh置換（物材機構
超伝導セ）○山浦一成・Young, D.P.・室町英治

座長 山中 昭司（15 : 00～16 : 00）
2 D 2―37＊ イオン交換性層状ルテニウム酸の化学的，電気的，電気化学
的性質（信州大繊維）○杉本 渉・村上 泰・高須芳雄

2 D 2―39＊ 複合結晶構造を持つ量子スピン梯子物質（Sr2Cu2O3）0.70CuO2

の原子変調とホール分布と電荷秩序（産総研・物質研・青学大理工）○
後藤義人・山口 巌・高橋靖彦・秋本順二・後藤みどり・小野田みつ
子・秋光 純

2 D 2―41 ポリピロール―酸化モリブデン層間化合物の合成と VOCセ
ンサ特性（産総研）○細野幸太・松原一郎・村山宣光・申 ウソク・伊
豆典哉

2 D 2―42 希土類金属酸化物の水中超音波振動電位（名工大院工）○服部
将朋・小澤正邦

その他

座長 竹田 満洲雄（16 : 00～16 : 40）
2 D 2―43 有機分子を介在とした室温におけるセレン単結晶の成長：キ
ラリティの効果（岡山理大理）○池田和昭・大谷槻男

2 D 2―44 第一遷移系列金属イオンの水交換反応における結合配位子効
果に関する理論的研究―Cr（III）と Fe（III）での反応経路に対する陰イオ

ン配位子の効果―（名工大院工・名市大院システム自然・岐大地域・名
大院理）○和佐田（筒井）祐子・和佐田裕昭・舟橋重信

2 D 2―45 フッ化水素酸系陰イオン交換クロマトグラフィーによる 104
番元素ラザホージウムの溶離挙動（理研・原研・阪大・新潟大・都立
大・金沢大・筑波大・徳島大）○羽場宏光・塚田和明・浅井雅人・豊
嶋厚史・秋山和彦・西中一朗・市川進一・永目諭一郎・安田健一郎・
宮本ユタカ・金子哲也・石津秀樹・伊藤摩耶・斎藤順子・後藤真一・
工藤久昭・雑賀大輔・松尾啓司・佐藤 渉・篠原 厚・大浦泰嗣・中
原弘道・菊永英寿・木下哲一・加藤千香子・横山昭彦・末木啓介・阪
間 稔

2 D 2―46 即発ガンマ線ドップラー広がり法による大豆の生長サイクル
におけるホウ素の非破壊状態分析（大同工大）○酒井陽一・久保謙哉・
松江秀明・米沢仲四郎

有機化学―物理有機化学 B．反応機構

3月 26日午前

反応性中間体
座長 岡崎 隆男（9 : 30～10 : 00）

1 D 3―04 α ―ジアゾイミドの金属触媒分解におけるカルベノイドの生
成とその反応選択性に及ぼす金属及び配位子の効果（阪大院工）○舛田
伊知郎・濱口正史・大島 巧

1 D 3―05 1,4―ナフタレンビスハロカルベンの発生と特徴付け―分光学
と理論計算による研究（三重大工）○新井伸明・富岡秀雄

1 D 3―06 二つの隣接したジラジカル中心をもつナフタレンの発生と反
応性（三重大工）富岡秀雄○中根徳雄

座長 浜口 正史（10 : 00～11 : 00）
1 D 3―07 α ―アルコキシケトンおよび α ―アルキルチオケトンとイノラ
ートイオンによる高選択的オレフィン生成反応におけるオキセテン中
間体の開環機構の実験的・理論的解明（茨城大理・徳島大医薬資源研
セ）○伊藤康昭・森 聖治・新藤 充・吉川 孝・宍戸宏造

1 D 3―08 電解還元法と塩基法による，アリルチオニウム塩からのイオ
ウイリドの発生とその反応（中部大工）○岡崎優一・安藤文雄・纐纈銃
吾

1 D 3―09 分子軌道法による，各種置換アリルチオニウムイオンからの
反応経路の検討。（中部大工）○岡崎優一・安藤文雄・纐纈銃吾

1 D 3―10 シクロブテニリデン誘導体の反応性（三重大工）○佐藤勝俊・
高橋康丈・富岡秀雄

1 D 3―11 SN 2反応におよぼす脱離基の分子内溶媒和効果（九大院理）
○崔 香花

1 D 3―12 Winstein式の新解釈に基づくベンジル基質のソルボリシスイ
オン化機構（九大院理）○小林牧子

座長 高橋 康丈（11 : 00～11 : 50）
1 D 3―13 β ―アリールアルキルトリフレートのソルボリシスにおける
電子求引性基（エステル基等）の効果（新潟大院自然・新潟大理）○岡村
睦雄・菅谷英昭・大場枝里子・村井正志・臼井 聡

1 D 3―14 水性溶媒中でのイオン対の挙動：1―（3―Nitrophenyl）ethyl To-
sylateのソルボリシスにおけるイオン対からの原系復帰の速度（久留
米高専・ニューヨーク州立大バッファロー校）○辻 豊・TOTEVA,
Maria・RICHARD, John

1 D 3―15 トロピリウムイオンの一電子還元における置換基効果の定量
的評価（京大院工・九大先導研）○中村真一・服部吉高・和田聡覚・岡
崎隆男・木下知己・三島正章

1 D 3―16 シクロペンタジエニドイオンの安定性に対する溶媒の関与
（京大院工・九大先導研・産総研）○従野 剛・久恒邦裕・岡崎隆男・
木下知己・三島正章・脇坂昭弘

1 D 3―17 マイケル型求核付加反応を利用した無極性溶媒中のアミン求
核種会合現象への実験的アプローチ（福井工大院工）速水醇一○竹内怜
介
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3月 26日午後

座長 安倍 学（13 : 00～14 : 00）
1 D 3―25 2―置換―4―tert―ブチルシクロヘキサノンの求核反応における

π 面選択性（東大院総合）○三浦雅也・金野大助・友田修司
1 D 3―26 多環式炭化水素で保護された 2重結合の反応とホモアリルカ
チオンの観測―セスキビシクロ［2.2.2］オクテンの反応（京大工）○吉田
文平・岡崎隆男・木下知己・大江浩一

1 D 3―27 ケテン―オレフィン反応における新規中間体とその役割：双
性イオンの貯蔵と放出（埼玉大理・奈良教育大教・奈良大情報セ）○盛
田裕美子・町口孝久・山辺信一・湊 敏

1 D 3―28 ケテン―オレフィン反応における環化付加の選択性（埼玉大
理・奈良教育大教・奈良大情報セ）○岡本純子・町口孝久・山辺信
一・湊 敏

1 D 3―29＊ ハロアルケンへの分子内求核置換反応による 5員環形成反応
に関する理論研究（琉球大教育）○安藤香織

座長 湊 敏（14 : 00～14 : 50）
1 D 3―31 N―アシルチオラクタム類の気相単分子分解イオン反応にみ
られる二重水素転位と脱水の競争反応機構（阪女大理・福井大教育地
域科・北陸公衛研・アムステルダム自由大）○山岡寛史・草木育子・
勝間久美子・伊佐公男・前川康彦・Nibbering, Nico M. M.

1 D 3―32 水熱条件下でのベンゾニウムイオンを介する隣接基効果（阪
府高専・東北大工・京大院工）○山崎友紀・榎本兵治・平山孝治・松
原誠二郎・大嶌幸一郎

1 D 3―33 1重項酸素分子と 8―オキソグアニンとの反応機構に関する理
論的研究（三重大工）○中野真理子・小西勝久・吉岡泰規

1 D 3―34 ベンゾシクロブテニリデンのアルコールとの反応性（三重大
工）○渥美和彦・高橋康丈・富岡秀雄

1 D 3―35 補酵素 NADHの酸化反応機構とラジカル中間体の検出（阪大
院工・CREST）○宮尾 宙・末延知義・福住俊一

電子移動・光反応

座長 藤塚 守（15 : 00～16 : 00）
1 D 3―37 NAD＋類縁体の電子移動還元反応によるスーパーオキシドイ
オンの生成（阪大院工・CREST）○行本和紗・大久保 敬・福住俊一

1 D 3―38 2,2―ジアルコキシ―1,3―ジラジカルの双性イオン性に基づく酸
素官能基 1,2―転位反応（阪大院工）○竹上明伸・安倍 学・野島正朋

1 D 3―39 シクロペンタン―1,3―ジラジカルの反応挙動に及ぼす 2位上
ケイ素官能基効果（阪大院工）○川南 聡・石原千津子・安倍 学・野
島正朋

1 D 3―40 2―シラシクロペンタン―1,3―ジラジカルの最安定スピン多重
度とその反応性に関する研究（阪大院工）○安倍 学・野島正朋

1 D 3―41 内部官能基を持つデンドリマー結合ポルフィリン（1）（総研
大・分子研）○菊澤良弘・永田 央

1 D 3―42 内部官能基を持つデンドリマー結合ポルフィリン（2）（分子
研・総研大）○永田 央・菊澤良弘

座長 永田 央（16 : 00～17 : 00）
1 D 3―43＊ 光電子移動を経由した分子状酸素による芳香族炭化水素の選
択的酸素化反応（阪大院工・CREST）○須賀 教・大久保 敬・福住
俊一

1 D 3―45＊ DNA中の長距離電荷移動過程の観測（阪大産研）○高田忠
雄・川井清彦・藤塚 守・真嶋哲朗

1 D 3―47＊ パックマン型コバルトポルフィリン二量体を触媒とする一電
子あるいは二電子還元剤による酸素の四電子還元反応（阪大院工・
CREST・ブルゴーニュ大）○岡本 健・Gros, Claude・Roger, Gui-
lard・福住俊一

3月 27日午前

座長 白鳥 英雄（9 : 40～10 : 40）
2 D 3―05 π ―ダイマ―ラジカルアニオン錯体を形成して進行する高次の
自己組織化電子移動反応（阪大院工・CREST）○湯浅順平・末延知
義・福住俊一

2 D 3―06 9―置換アクリジニウムイオンを用いた芳香族化合物の光触媒
酸素化反応（阪大院工・CREST）○小谷弘明・大久保 敬・福住俊一

2 D 3―07 ルテニウム（II）ポルフィリン錯体を増感剤に用いた水を電子
源，酸素源とする可視光誘起酸素化反応における反応中間体ダイナミ
クス（都立大院工・CREST・JST）○熊谷昭広・舟生重昭・嶋田哲也・
高木慎介・浜谷悟司・井上晴夫

2 D 3―08 分子力学法（MM 3）とスペクトル分析による安定ニトロキシ
ドラジカル分子の構造化学的研究（横国大院工）○藤 友樹・中 圭
介・禅 知明・榊原和久

2 D 3―09＊ DNA光増感酸化反応におけるアデニン酸化の重要性（阪大産
研）○川井清彦・高田忠雄・小阪田泰子・藤塚 守・真嶋哲朗

座長 矢貝 史樹 10 : 40～11 : 30）
2 D 3―11＊ 非極性溶媒中における金ポルフィリン―亜鉛ポルフィリン連
結分子の光誘起電子移動ダイナミクス（阪大院工・CREST・ヒュース
トン大・シドニー大）○大久保 敬・KADISH, Karl M.・Crossley,
Maxwell J.・福住俊一

2 D 3―13 π 電子系拡張ビオロゲン誘導体とポルフィリンとの錯体形成
及びその光電子移動反応（阪大院工・CREST）○尼崎一路・柏木行
康・福住俊一

2 D 3―14 1,8―ナフタレンジカルボン酸ジメチルとスチレンとの光付加
により生じるシクロブタンの光電子移動増感反応（島根大総合理工）○
大脇陽介・白鳥英雄・久保恭男

2 D 3―15 水を酸素源としたマンガンポルフィリンによる触媒的光酸素
化反応（阪大院工・CREST・PRESTO）○岸 貴志・小尻哲也・岡本
健・小江誠司・福住俊一

座長 岡田 恵次（11 : 30～12 : 00）
2 D 3―16 BCSJ賞受賞講演 ジラジカル中心を 2個持つ芳香族化合物
の構造（Russian Academy of Sciences・三重大工）○富岡秀雄・Sergei
Victorovich Chapysev

3月 27日午後

座長 大賀 恭（13 : 00～14 : 00）
2 D 3―25 極低温マトリックス中において N ―ニトロソアニリン誘導体
から光化学的に発生する反応中間体の直接観測（東大院総合）○武田光
裕・村田 滋

2 D 3―26 1,4―ナフタレンジカルボン酸ジメチルの 2,3位への置換基の
導入が光物性及びスチレンとの［3＋2］光環化付加反応に及ぼす影響
（島根大総合理工）○本田卓司・白鳥英雄・久保恭男

2 D 3―27 無機―有機ハイブリッド層状空間を反応場とする分子間振動
増感反応（都立大院工・CREST）○河辺純弥・浜谷悟司・嶋田哲也・
井上晴夫

2 D 3―28 4―アルキリデン―1―ピラゾリン類の光誘起電子移動による選
択的反応（千葉大工）○渥美雅崇・矢貝史樹・唐津 孝・北村彰英

2 D 3―29＊ 金属ヒドリド錯体の光脱プロトン化反応（阪大院工・ノート
ルダム大・CREST）○末延知義・GULDI, Dirk M.・小江誠司・福住俊
一

座長 末延 知義（14 : 00～15 : 00）
2 D 3―31 Ruポルフィリンによる光酸素化反応メカニズムの DFT法に
よる検討（都立大院工・東洋大工・CREST）○立花 宏・田島正弘・
舟生重昭・高木慎介・井上晴夫

2 D 3―32 酸化チタン光触媒表面におけるダイマーラジカルカチオンの
形成（阪大産研）○立川貴士・藤乗幸子・藤塚 守・真嶋哲朗

2 D 3―33 酸化チタン光触媒反応における非吸着基質の一電子酸化反応
（阪大産研）○藤乗幸子・立川貴士・藤塚 守・真嶋哲朗

2 D 3―34 分子内に蛍光性部位を持つシュウ酸誘導体の化学発光機構
（信州大繊維）○小池 竜・本吉谷二郎・西井良典・青山 弘

2 D 3―35 ヘキサジエノン誘導体の熱的閉環過程における動的溶媒効果
（大分大工）○杉田慶次郎・五島好高・高橋 徹・大賀 恭・浅野 努

2 D 3―36 イミダゾピラジノン生物・化学発光系の分子機構：化学発光
反応の条件依存性（電通大・アトー）○近藤宏行・入江 勉・久保田英
博・牧 昌次郎・丹羽治樹・平野 誉

その他

座長 立花 宏（15 : 10～16 : 00）
2 D 3―38＊ フェノール酸のスーパーオキシド消去力に対する置換基の影
響（東北大未来科学技術共同研究セ）○西澤真裕・河野雅弘

2 D 3―40 電解還元法と塩基法によるスルホニウム塩の反応（中部大工）
岡崎優一○後藤誠行・安藤文雄・纐纈銃吾

2 D 3―41 アルキリデンシクロプロパノンアセタールの環開裂反応の位
置選択性：ルイス酸とブレンステッド酸の効果（姫路工大院理）○藤原
康次・毛利 洋・風神 豊・藤田守文・奥山 格

2 D 3―42 ジオキセタン化学発光に及ぼす圧力効果第 3報（筑波大化）○
岡本朋子・若杉 剛・藤森 憲・松本正勝・大賀 恭・浅野 務
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座長 本吉谷 二郎（16 : 00～17 : 00）
2 D 3―43 ナフタレンへの面区別一重項酸素付加反応：水素結合相互作
用の切り替えによる面選択性の反転（姫路工大院理）○江口明良・藤田
守文・奥山 格

2 D 3―44 N,N ’―ビス（p―メトキシカルボニルフェニル）インジゴのトラ
ンス‐シス異性化機構の解析（徳島大工）○濱川文香・松本行弘・岡
博之・田中 均

2 D 3―45 シクロブタベンザインの位置選択的な［2＋2］環化付加反応に
関する理論的研究（東工大院理工・CREST）○里 和彦・羽村季之・
松本隆司・長村吉洋・鈴木啓介

2 D 3―46 Meyersタイプエノラートのアルキル化反応における面選択
性逆転現象の起源（東大院総合）○生田靖弘・友田修司

2 D 3―47 固体 Knoevenagel反応機構の研究（岡山理大理）○仲松靖剣・
豊田真司・戸田芙三夫

2 D 3―48 酸性水熱条件下での炭素―炭素結合生成反応：ホルムアルデ
ヒドからのグリコール酸合成（京大化研）○諸岡紗以子・若井千尋・松
林伸幸・中原 勝

座長 平野 誉（17 : 00～17 : 20）
2 D 3―49 超臨界水および超臨界水・ベンゼン混合溶液中におけるフェ
ノールの位置選択的 H―D交換（京大化研）○久保正人・若井千尋・松
林伸幸・中原 勝

2 D 3―50 電解還元法と塩基法による，アミノホスホニウム塩からのイ
ミノホスホランの発生とその反応。（中部大工）岡崎優一○竹内章雅・
安藤文雄・纐纈銃吾

エネルギー

3月 26日午後

座長 金子 正夫（13 : 30～14 : 10）
1 D 4―28 光を用いた綿布漂白の省エネルギー化（産総研環境調和技
術・日清紡績）○大内秋比古・大石 毅・林 輝幸・安藤 亘・伊藤
順

1 D 4―29 光合成反応中心モデルとしてのフェロセン電子供与体を連結
した亜鉛イミダゾリルポルフィリンの合成（奈良先端大物質・
CREST）○KALITA, Dipak・森末光彦・小夫家芳明

1 D 4―30 亜鉛イミダゾリルポルフィリンの配位組織化を利用した電極
上でのヘテロレドックス構造の構築と光誘起電子移動反応（奈良先端
大物質・CREST）○森末光彦・KALITA, Dipak・春田則子・小夫家芳
明

1 D 4―31 銀担持酸化チタン薄膜の多色フォトクロミック特性の制御
（東大生研）○直井憲次・大古善久・立間 徹

座長 大内 秋比古（14 : 10～14 : 50）
1 D 4―32 銀担持酸化チタン薄膜の多色フォトクロミズムの機構解明
（東大生研）○大古善久・直井憲次・立間 徹

1 D 4―33 増感剤／電子受容体系の光定常下における吸収スペクトル変
化研究（茨城大理）鈴木和久・鏑木悠城○金子正夫

1 D 4―34 電子供与体／増感剤系の光定常下における可視吸収スぺクト
ル変化（茨城大理）○片倉尚人・後閑寛彦・金子正夫

1 D 4―35 水溶性マクロ環金属錯体／ビオローゲン系の光電子移動機構
（茨城大）○増田 智・Woehrle, Dieter・金子正夫

座長 山下 弘巳（15 : 00～15 : 40）
1 D 4―37 ReO3構造を有するオキシフルオライド NbO2Fの合成とその
光触媒活性（東大先端研）○村瀬隆史・入江 寛・橋本和仁

1 D 4―38 光化学的水の酸化系における光定常下の可視部吸収スペクト
ル変化（茨城大理）○原田千尋・金子正夫

1 D 4―39 酸化チタン／酸化スズ多層膜の光誘起反応（東大先端研）○金
井信宏・福永康子・阿部正彦・渡部俊也・橋本和仁・大崎 壽

1 D 4―40 酸化チタン表面の残留応力の光触媒特性に及ぼす影響（2）（東
大先端研）○柴田竜雄・入江 寛・橋本和仁

座長 入江 寛（15 : 40～16 : 20）
1 D 4―41 Ti含有メソポーラスシリカを光触媒とするメタンの部分酸
化によるメタノール合成（阪府大院工）○井上国宏・岡崎美穂・山下弘
巳・安保正一

1 D 4―42 マグネトロンスパッタ法により作製した Pt／TiO2ナノコンポ
ジット薄膜の可視光照射下での光誘起超親水化特性（阪府大院工）○松
本英之・道志 智・安保正一

1 D 4―43 TiO2／ゼオライト光触媒によるアセトアルデヒドの分解反応
（阪府大院工）○木村高志・山下弘巳・安保正一

1 D 4―44 分散めっき法により作製した Ag―TiO2（A）膜の光触媒活性（2）
（東理大）山口文雄○藤田知宏・宇井幸一・井手本 康・小浦延幸

座長 山口 文雄（16 : 20～17 : 00）
1 D 4―45 陽極酸化による金属チタン酸化皮膜に及ぼす印加電圧及び窒
化処理の影響（京大エネ研・奈良工技セ）○小野田金児・浅野 誠・吉
川 暹

1 D 4―46 チタネートナノチューブの光触媒特性（東陶機器）○宮内雅
浩・島井 曜・三ツ井琢也・徳留弘優

1 D 4―47 可視光照射下における SrTiO3―AgMO3（M＝Ta, Nb, V）固溶体
の光触媒活性（東大先端研）○丸山良彦・村瀬隆史・入江 寛・橋本和
仁

1 D 4―48 可視光応答型炭素ドープ酸化チタン薄膜の光誘起親水化特性
（東大先端研）○入江 寛・鷲塚清多郎・橋本和仁

3月 27日午前

座長 井上 博史（9 : 30～10 : 30）
2 D 4―04 アミノ酸をアニオンとする新規イオン液体の極性評価（東農
工大工）○福元健太・大野弘幸

2 D 4―05 核酸を溶解させる能力を持つイオン液体の作成（東農工大工）
○深谷幸信・西村直美・大野弘幸

2 D 4―06 アニオンレセプターとしての有機ホウ素を有する溶融塩の合
成と物性評価（東農工大工）○三宅雅文・松見紀佳・大野弘幸

2 D 4―07 中和法で得られたイオン液体の分光学的な極性評価（東農工
大工）○荻原 航・青山貴博・大野弘幸

2 D 4―08 環状アニオンを用いた新規イオン液体の作成と評価（東農工
大工）○亀田真由・福元健太・大野弘幸

2 D 4―09 イオン液体中における PEO修飾チトクロム cの耐熱性発現
（東農工大）○田村 薫・藤田恭子・大野弘幸

座長 水畑 穣（10 : 30～11 : 30）
2 D 4―10 高分子ヒドロゲル電解質を用いたニッケル―亜鉛電池の充放
電特性（阪府大院工）○黒崎真弘・藤田浩彰・野原愼士・古川直治・井
上博史・岩倉千秋

2 D 4―11 ニッケル―水素電池用高分子ヒドロゲル電解質の電気化学的
特性の評価（阪府大院工）○樋上和馬・野原愼士・古川直治・井上博
史・岩倉千秋

2 D 4―12 イミダゾリウム環含有新規イオン液体モノマーの合成と重合
（東農工大工）○中島弘充・吉澤正博・大野弘幸

2 D 4―13＊ 規則配列多孔質電解質を用いた全固体型リチウム電池用複合
電極の作製（都立大院工・CREST・JST）○金村聖志・芥川奈緒・盧
榮鎬・濱上寿一

2 D 4―15 ポリアクリル酸ゲルの電気化学的手法による膨潤収縮制御
（東大生研）○田中信宇・高田主岳・立間 徹

座長 松見 紀佳（11 : 30～12 : 10）
2 D 4―16 非水系リチウム電解液のイオン導電に対する多孔性球状シリ
カのナノ細孔効果（神戸大工）○水畑 穣・稲垣 賢・出来成人

2 D 4―17 非水系リチウム電解液中のイオン移動度に対する共存固相の
影響（神戸大工）水畑 穣○伊藤文緒・出来成人

2 D 4―18 ジブロックポリマーの自己組織化を用いたリチウム二次電池
用ゲル電解質の作製（早大院理工）○奈良洋希・門間聰之・逢坂哲彌

2 D 4―19 Ce 1―xMxO 2―yの熱的・機械的特性（M＝Sm,Dy,Yb）（北陸先
端大）○久重哲郎・辻 利秀・山村泰久

3月 27日午後

座長 西口 宏泰（13 : 20～14 : 00）
2 D 4―27 希土類酸化物―硝酸カリウム固溶体のカリウムイオン伝導特
性（阪大院工）○金 榮云・田村真治・今中信人

2 D 4―28 硝酸リチウムを添加した希土類酸化物固体のリチウムイオン
伝導特性（阪大院工）○田村真治・森 昭啓・今中信人
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2 D 4―29 メカニカルミリング法による Li2S―P2S5―PEG400系ハイブリッ
ド電解質の合成（阪府大院工）林 晃敏○原山貴司・水野史教・辰巳砂
昌弘

2 D 4―30 プロトン伝導性硫酸水素セシウム‐ホスホシリケートゲル複
合体の作製と特性評価（阪府大院工）○手塚照明・忠永清治・林 晃
敏・辰巳砂昌弘

座長 今中 信人（14 : 00～14 : 50）
2 D 4―31 LaGaO3を電解質に用いた低温作動型 SOFCの為の Ni系アノ
ードへの Fe添加効果（大分大工）○品川 雅・西口宏泰・石原達己・
滝田祐作

2 D 4―32 化学気相法による LaGaO3薄膜の作成と電気伝導性の向上
（大分大工）○石川晋司・モルデナトルステン・西口宏泰・石原達己・
滝田祐作

2 D 4―33 コロイダルスプレー法を用いた LaGaO3系酸化物の薄膜化
（大分大工）○田淵淳一・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

2 D 4―34 Mn系酸化物の SOFCアノード特性に及ぼす添加物の影響
（九大）米本孝二・福井佐登子○石原達己

2 D 4―35 N,N’―ジエチルジチオオキサミダド銅錯体におけるプロトン
伝導性（九大院理・筑波大化・阪大院理）○長尾祐樹・池田龍一・小島
隆彦・北川 宏・久保孝史・中筋一弘

座長 忠永 清治（15 : 00～15 : 50）
2 D 4―37 キチン・キトサンの無加湿型プロトン伝導膜への利用（産総
研）○山田真路・本間 格

2 D 4―38 イオン交換による，新規ぺロブスカイト型酸化物 La0.28H0.16

NbO3の合成とその H＋イオン伝導性（学習院大理）○池ノ谷千絵子・稲
熊宜之・勝又哲裕

2 D 4―39 ペロブスカイト型酸化物（Ba1―xPrx）2In2O5＋xの熱的・電気的性
質（北陸先端大）○有吉 哲・山村泰久・辻 利秀

2 D 4―40 β ”アルミナ固体電解質を用いる新規な熱電変換（産総研）○
藤井孝博・本多武夫

2 D 4―41 メチルラジカルの反応速度論を利用した水中超音波キャビテ
ーションバブル温度の解析（阪府大工）○鈴木 健・興津健二・西村六
郎・前田泰昭

座長 児玉 竜也（15 : 50～16 : 40）
2 D 4―42 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（50）ソーラー天然
ガス改質とソーラー水素によるハイブリッド燃料（東工大炭素循環エ
ネルギー研究セ）○玉浦 裕・青木宏文・金子 宏・長谷川紀子・田
村 裕・鈴木研夫

2 D 4―43 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（51）ソーラー改質
用 150 kW集光系のシミュレーション（東工大炭素循環エネルギー研
究セ）○石原英之・鈴木研夫・青木宏文・長谷川紀子・金子 宏・玉
浦 裕

2 D 4―44 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（52）ZnO／Fe3O4系
の太陽反応炉（東工大炭素循環エネルギー研究セ）○青木宏文・金子
宏・長谷川紀子・鈴木研夫・玉浦 裕

2 D 4―45 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（53）Fe,Niイオン
をドープしたジルコニア系（東工大炭素循環エネルギー研究セ）○高橋
洋一郎・青木宏文・石原英之・金子 宏・長谷川紀子・鈴木研夫・玉
浦 裕

2 D 4―46 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（54）Ni―フェライ
ト／ジルコニア系による 2ステップ水分解サイクル（東工大炭素循環エ
ネルギー研究セ）○金子 宏・青木宏文・石原英之・高橋陽一郎・長
谷川紀子・鈴木研夫・玉浦 裕

座長 金子 宏（16 : 40～17 : 30）
2 D 4―47 太陽熱化学反応によるメタンのソーラー改質（12）金属発泡体
による太陽集光照射型触媒の効率化（新潟大工）○森山卓也・小田貴
志・児玉竜也

2 D 4―48 太陽熱化学反応によるメタンのソーラー改質（13）溶融塩コン
ポジット体による蓄熱導入型改質器（新潟大工）○籏町 剛・磯部裕
樹・児玉竜也

2 D 4―49 反応性セラミックによる水の熱分解（2）ジルコニア担持 Co―
フェライトによる二段階サイクル（新潟大工）○水野隆之・山本龍治・
中室裕美子・児玉竜也

2 D 4―50 反応性セラミックによる水の熱分解（3）鉄含有安定化ジルコ
ニアによる二段階サイクル（新潟大工）○中室裕美子・水野隆之・山本
龍治・児玉竜也

2 D 4―51 太陽光照射による石炭ガス化（5）石炭コークスの流動層光照
射式ガス化（新潟大工）○児玉竜也・籏町 剛・玉川智一・秋元康志

3月 28日午前

座長 野原 愼士（9 : 30～10 : 10）
3 D 4―04 水素の貯蔵・供給システムのための触媒研究（12）各種環状炭
化水素化合物のスプレーパルスリアクターを用いた脱水素反応と燃料
電池用水素供給（北大触媒セ）○仮屋伸子・福岡 淳・市川 勝

3 D 4―05 ボールミリングによるマグネシウムの活性化と水素吸蔵性
（山口大工）楠原充也・角 武士・勝本 光・政成和雄・酒多喜久○今
村速夫

3 D 4―06 リチウムアミドを利用した水素吸蔵‐調製法の検討‐（山口
大工）○工藤智史・酒多喜久・今村速夫

3 D 4―07 芳香族炭化水素に結合した Liならびに Be原子への水素吸着
に関する量子化学的研究（東海大理・長崎総科大新創研）○石井 晋・
石川 滋・山邊時雄

座長 金村 聖志（10 : 10～11 : 00）
3 D 4―08 NiによるMg粒子表面の新規修飾法の開発とその水素吸
蔵・放出特性（阪府大院工）○上田政樹・野原慎士・井上博史・岩倉千
秋

3 D 4―09＊ ナノポーラスタンタル上での酸化タンタル／ポリピロール複
合膜の電解同時生成と電解キャパシタ（東農工大院工）○町田健治・太
田陽介・直井勝彦・仁木正俊

3 D 4―11＊ 5―カルボキシサイクリックインドール超分子とスーパーキャ
パシタ（東農工大院工）○竹之内秀章・平木礼美・直井勝彦

座長 酒多 喜久（11 : 00～11 : 40）
3 D 4―13 水和酸化ルテニウム／導電性高分子ナノコンポジットとスー
パーキャパシタ（東農工大院工）○古内 圭・町田健治・閔 明基・直
井勝彦

3 D 4―14＊ 無機・有機コンポジット電解質膜を用いた DMFCの作製と
評価（都立大院工）○金村聖志・三井俊典

3 D 4―16 置換析出法による Pt合金ナノ粒子触媒の製作およびメタノ
ール酸化触媒への応用（阪府大院工）○中�直仁・野原愼士・井上博
史・岩倉千秋

3月 28日午後

座長 宮坂 力（13 : 30～14 : 10）
3 D 4―28 マイクロ波照射によりナノサイズ化したペリレンを用いた顔
料増感太陽電池の作製（阪大院工）○藤井祐介・北村隆之・和田雄二・
柳田祥三

3 D 4―29 固体型色素増感太陽電池の高効率化および長寿命化（東大院
工）○田口武人・張シントン・佐藤 治・藤嶋 昭

3 D 4―30＊ ポルフィリン及びフラーレンをナノ構造半導体電極上に逐次
自己組織化した有機光電池（阪大院工・CREST・京大院工・
PRESTO・ノートルダム大放射線研・シドニー大）○羽曾部 卓・Ab-
salom, Mark・細水康平・Crossley, Maxwell・Kamat, Prashant・今堀
博・福住俊一

座長 北村 隆之（14 : 10～14 : 50）
3 D 4―32＊ Si（111）単結晶表面の電子移動伝達機能を持つ有機単分子層
による修飾（北大院理）○増田卓也・魚崎浩平

3 D 4―34 バインダーフリー塗布法で作製するフィルム型色素増感光電
極の高効率化（桐蔭横浜大院工）○雉鳥優二郎・増田まゆこ・村上拓
郎・川島徳道・宮坂 力

3 D 4―35 フィルム型色素増感光電池の高効率化のための溶融塩電解質
の検討（桐蔭横浜大院工）増田まゆこ・雉鳥優二郎○宮坂 力

座長 今堀 博（15 : 00～15 : 50）
3 D 4―37 クロリン e 6を増感色素とする湿式光電池の光エネルギー変
換の高効率化（桐蔭横浜大院工）○大関麻由・雉鳥優二郎・宮坂 力

3 D 4―38 色素増感半導体型光キャパシタにおける正孔輸送剤の添加効
果（桐蔭横浜大院工）○村上拓郎・雉鳥優二郎・川島徳道・宮坂 力

3 D 4―39＊ D・A連結分子―金微粒子複合体の作製と光電変換特性（九大
院工）○秋山 毅・井上一真・桑原 穣・寺崎 正・山田 淳

3 D 4―41 擬固体色素増感太陽電池の性能向上をもたらすゲル電解質組
成に関する研究（九工大院生命体）○藤本 誠・加藤岳仁・岡本清一・
坂口昇平・小杉大資・門 孝・高嶋 授・金藤敬一・白土竜一・野上
暁一・早瀬修二

座長 秋山 毅（15 : 50～16 : 30）
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3 D 4―42 チタニアナノ結晶集合体を電極に用いることによる電気化学
発光の増大（九工大院生命体）岡本清一・加藤岳仁・彌田智一○早瀬修
二

3 D 4―43 多糖類固体を電解質媒体として用いた色素増感光電池（茨城
大理）星 尚志○金子正夫

3 D 4―44 固体型色素増感光電池における多糖類固体構造の効果（茨城
大理）○佐々木千恵・星 尚志・金子正夫

3 D 4―45 原子レベル構造制御の TiO2（110）および（100）面を用いた色
素増感光電流の結晶面依存性（阪大基礎工）○大橋直倫・今西哲士・中
戸義禮

座長 今西 哲士（16 : 30～17 : 10）
3 D 4―46 酸化チタンナノシートと酸化マンガンナノシートの交互積層
と光応答性（NIMS物質研）○坂井伸行・海老名保男・高田和典・佐々
木高義

3 D 4―47 ヨウ化銅を用いた固体型色素増感太陽電池の高効率化および
安定性の向上―添加物の効果―（阪大院工）小林慎介○北村隆之・伊藤省
吾・正木隆義・G. R. Asoka, Kumara・昆野昭則・Kirthi, Tennakone・
和田雄二・柳田祥三

3 D 4―48 ポリチオフェン―ポルフィリン共重合膜を用いた光電変換（九
大院工）○角谷啓太郎・秋山 毅・山田 淳

3 D 4―49 Co（aben）をレドックスカップルに用いた色素増感型太陽電池
（阪大院工）○牧本洋平・久保 亘・北村隆之・藤田恵津子・和田雄
二・柳田祥三

座長 早瀬 修二（17 : 10～17 : 50）
3 D 4―50 TiO2ナノチューブを用いた色素増感太陽電池（阪大院工・阪
大産研）○大崎啓功・岡本拓巳・関野 徹・新原晧一・北村隆之・和
田雄二・柳田祥三

3 D 4―51 ドナー・アクセプター連結分子を用いた色素増感型太陽電池
の光電変換特性（阪大院工・CREST・東大院薬）○服部繁樹・大久保
敬・羽曾部 卓・浦野泰照・長野哲雄・福住俊一

3 D 4―52 Modulation of the Flat―band Potential and Photovoltage of n―Si
by Surface Modification with Alkyl Chains having Carboxylate and Sul-
fonate Groups（阪大院基礎工）○Zhang, Zhiquan・Xu, Qinghong・鷹林
将・今西哲士・中戸義禮

3 D 4―53 p型半導体としてポリマーを用いた完全固体型色素増感太陽
電池の作製（東大院工・JR東海）○徳弘憲一・Sutanto, Irwan・Zhang,
Xin－tong・Tata, Rao・志知哲也・藤嶋 昭

有機化学―反応と合成 F．有機光化学

3月 26日午前

座長 和田 健彦（10 : 00～11 : 00）
1 E 1―07 2つのポルフィリンを有するアゾベンゼン系分子の合成と性
質（筑波大化）○山村 卓・百武篤也・新井達郎

1 E 1―08 アゾベンゼンデンドリマーの合成と光及び熱異性化反応（筑
波大化）○伊藤靖秀・池上和志・新井達郎

1 E 1―09 1,2,3,4―テトラフェニル―1,3―ブタジエンの光反応（埼玉大理）
○岡部洋之・斎藤雅一・吉岡道和

1 E 1―10 フェニルアセチレン型スチルベンデンドリマーの光異性化に
及ぼす置換基効果（筑波大化）○鎌田正史・榊原宏和・池上和志・新井
達郎

1 E 1―11 スチルベンデンドリマーの合成と光異性化及び蛍光挙動（筑
波大化）○渡辺心子・池上和志・新井達郎

1 E 1―12 ウシ血清アルブミン（BSA）を用いたヘミインジゴ色素の光異
性化反応制御（筑波大化）○池上和志・新井達郎

座長 新井 達郎（11 : 00～12 : 00）
1 E 1―13 キラル修飾MCM―41細孔内における（Z）―シクロオクテンの
光増感不斉異性化反応（阪大院工・JST・ICORPエントロピー制御・
PRESTO合成と制御）○前田 亮・森 直・和田健彦・井上佳久

1 E 1―14 アルキル置換シクロプロペンの新規な光転位反応によるアレ
ン誘導体の生成（理研 PDC）○權 垠相・坂本健吉

1 E 1―15 1,4―ジシアノナフタレンとアルケンとの光化学反応に対する
2位へのフェニル基の導入効果（島根大総合理工）○田中郁三・白鳥英
雄・久保恭男

1 E 1―16 2―シアノナフタレンとスチレンとの［3＋2］光環化付加反応―
スチレンへの置換基の導入効果（島根大総合理工）○岡 正典・白鳥英
雄・久保恭男

1 E 1―17 Soluble polymerに担持した不斉補助基を有する光学活性環状
エノンとエチレンとのジアステレオ選択的［2＋2］光付加環化反応（奈
良先端大物質）新谷拓也○服部敦子・草開一憲・古谷聡健・堤 健・
垣内喜代三

1 E 1―18 alpha―デヒドロアラニン誘導体の新規光環化反応（8）（神奈川
大工・神奈川大 HRC）○前川 圭・藤田邦夫・五十嵐徹太郎・櫻井忠
光

3月 26日午後

座長 垣内 喜代三（13 : 00～14 : 00）
1 E 1―25 ケイ素鎖でつながれたスチルベンおよび関連化合物の分子内
光環化付加反応（阪府大院工）前多 肇○平鍋隆一郎・西村名：弘一・
水野一彦

1 E 1―26 N ―メチル―1,8―ナフタルイミドの光反応を利用したチミン誘
導体の修飾（島根大総合理工）○芦田真知子・白鳥英雄・久保恭男

1 E 1―27 アキラルなナフトアミド誘導体の不斉結晶とジエンとの分子
間光環化付加反応による新規絶対不斉合成の開発（千葉大工）坂本昌巳
○齋藤亜矢子・宇野沢 篤・三野 孝・藤田 力

1 E 1―28 N,N―ジアリルクマリンカルボン酸アミドの液相及び固相光
反応解析（千葉大工）坂本昌巳○小原周一郎・小田英史・三野 孝・藤
田 力

1 E 1―29 カルボニル化合物とシクロプロパン類の光付加反応（電通大）
○清水雅也・小松泰士・加固昌寛

1 E 1―30 ヒト血清アルブミンを不斉反応場とするアントラセン誘導体
の超分子不斉光環化二量化反応（阪大院工・ICORPエントロピー制御
プロ・PREST・JST）○西嶋政樹・和田健彦・森 直・中村朝夫・井
上佳久

座長 坂本 昌巳（14 : 00～14 : 50）
1 E 1―31 4―アシロキシ―2―ピロン類とマレイミド類との光反応（鹿児島
大工）○松下光仁・下茂徹朗・染川賢一

1 E 1―32 スチルベンとフマル酸エステルのジアステレオ選択的［2＋2］
環化付加反応―励起 CT錯体とエキサイプレックスの蛍光挙動の比較―
（阪大院工）○斉藤秀明・森 直・風呂剛広・和田健彦・井上佳久

1 E 1―33 アントラセンをコアに持つデンドリマー型液晶性分子の合成
と光反応性（岡山大院自然・信州大繊維）○柳本 泰・高口 豊・坪井
貞夫・市原正寛・太田和親

1 E 1―34 シクロアルケノン誘導体とエチレンとのエナンチオ選択的［2
＋2］光付加環化反応（奈良先端大物質）○古谷聡健・堤 健・垣内喜代
三

1 E 1―35 アミン共存下での 9,10―ジシアノアントラセンのシアノ基へ
のアルケンの光付加反応（島根大総合理工）○柴田大介・白鳥英雄・久
保恭男

座長 白鳥 英雄（15 : 00～16 : 00）
1 E 1―37 分子間水素結合を利用するナフタレン環へのビニルエーテル
類の立体選択的光環化付加反応（阪府大院工）前多 肇○竹中啓起・水
野一彦

1 E 1―38 フッ素導入キラルベンゼンペンタカルボン酸エステルの二重
蛍光特性と（Z）―シクロオクテンの光増感不斉異性化反応（阪大院工・
ICORPエントロピー制御プロ・PREST・JST）○西口祥雄・森 直・
和田健彦・井上佳久

1 E 1―39 キラルMolecular Clipのキロプティカル特性，分子認識，な
らびにキラル増感ホストとしての応用（阪大院工・科技機構 ICORPエ
ントロピー制御・科技機構 PRESTO合成と制御・エッセン大化学）○
野々村知子・金田真幸・和田健彦・森 直・井上佳久

1 E 1―40 超臨界流体中における種々のアルコールの 1,1―ジフェニルプ
ロペンへの光増感不斉極性付加反応（阪大院工・ICORPエントロピー
制御プロ・PREST・JST）○西山靖浩・金田真幸・森 直・和田健
彦・井上佳久

1 E 1―41＊ コンフォメーション制御によるアリールエステルの光脱炭酸
（阪大院工・COE・ICORP）○森 直・斉藤秀明・和田健彦・井上佳久

座長 前多 肇（16 : 00～16 : 30）
1 E 1―43 ルテニウム（II）ポルフィリン錯体を増感剤とするスチレン誘
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導体の可視光誘起不斉エポキシ化反応における置換基効果（都立大院
工・CREST・JST）○島田 豊・高木慎介・井上晴夫

1 E 1―44 2―トリメチルシリルメチルフェニルケトンの光誘起によるシ
リル基転位（埼玉大理）○齋藤明朋・斎藤雅一・吉岡道和

1 E 1―45 スピロおよび縮環ジヒドロフラン類の光化学反応を用いた多
環式芳香族化合物の合成（熊本大院自然・熊本大理）○藤野怜香・西野
宏

3月 27日午前

座長 平井 克幸（10 : 00～11 : 00）
2 E 1―07 電子供与性 1,2―ジアリールシクロプロパンを用いる 2,3―ジシ
アノナフタレンの光アルキル化反応（阪府大院工）前多 肇○白井浩一
郎・松川尚寛・水野一彦

2 E 1―08 ベンゾフェノンまたはナフタレンを有する界面活性剤の水中
における光有機反応（福井大工）○岡町琢也・吉見泰治・伊藤達哉・畠
中 稔

2 E 1―09 芳香族スルホン酸チオエステル結晶の電子線による還元反応
（東理大理工・原研高崎）○加藤 順・三品彰義・前川康成・山下 俊

2 E 1―10 N―カルボキシアルキルフタルイミドとアクリジンの複合結
晶の光反応（愛媛大工）小島秀子○小野幸太郎・長野理希

2 E 1―11 1,4―ジシアノナフタレンとフェニルシクロプロパン誘導体と
の極性溶媒中での光化学反応（島根大総合理工）○尊鉢雅行・白鳥英
雄・久保恭男

2 E 1―12 フラーレンと電子供与体を連結した化合物の合成と電子移動
（筑波大化）○長谷川 準・百武篤也・新井達郎

座長 岡本 晃充（11 : 00～12 : 00）
2 E 1―13 二官能性 14族アリル金属試剤の 1,2―ジケトンへの光電子移
動反応（島根大総合理工）○宇戸勇二・西恒内 寛・岩本秀俊・宅和暁
男

2 E 1―14 高配位型アリルケイ素化合物を用いた光誘起アリル化反応に
おける配位子の添加効果（島根大総合理工）○鈴木 明・西垣内 寛・
宅和暁男

2 E 1―15 1,4―ジアリールビシクロ［2.2.0］ヘキサン誘導体の光誘起電子
移動反応：ビシクロヘキサン型ラジカルカチオン及び六員環状 1,4―ラ
ジカルカチオン中間体の直接観測（東北大院理）池田 浩○大島光博・
高崎俊彦・宮仕 勉

2 E 1―16 ピリジル基を有するジアゾ化合物の合成と光分解（三重大
工・三重大生命セ）○黒田裕也・伊藤哲二・平井克幸・富岡秀雄

2 E 1―17 ピリジル基を持つ三重項アントリルアリールカルベン誘導体
の発生と特性化（三重大工・三重大生命科学研究支援セ）○桜井範和・
伊藤哲二・平井克幸・富岡秀雄

2 E 1―18 置換ジ（4―ピリジル）カルベンの発生と特性化（三重大工・三
重大生命セ）○高田 晃・伊藤哲二・平井克幸・富岡秀雄

3月 27日午後

座長 西垣内 寛（13 : 00～14 : 00）
2 E 1―25 三重項ジフェニルカルベンの反応性に対するオルト位アリー
ル基の効果（三重大工・三重大生命セ）○門口恭子・平井克幸・富岡秀
雄

2 E 1―26 三重項ジフェニルカルベンの反応性に対するオルト位フルオ
ロフェニル基の効果（三重大工・三重大生命セ）○西條美絵・門口恭
子・平井克幸・富岡秀雄

2 E 1―27 ピリジル基を有する長寿命三重項ジフェニルカルベンの発
生，特性化と錯形成（三重大工・三重大生命セ）○尾崎修平・伊藤哲
二・平井克幸・富岡秀雄

2 E 1―28 CT光励起反応を使用したジアニシルアセナフテンジオール
の擬速度論的光学分割（北大院理）鈴木孝紀○市岡浩司・樋口博紀・河
合英敏・藤原憲秀

2 E 1―29＊ アリール置換した 2―メチレンシクロブタノン誘導体の光誘
起電子移動反応：オキサテトラメチレンエタンラジカルカチオンの
ESR観測と化学的捕捉（東北大院理・東北大多元研）○田中 太・池
田 浩・宮仕 勉・秋山公男・手老省三

座長 鈴木 孝紀（14 : 00～14 : 50）
2 E 1―31 長寿命三重項ジアントリルカルベンの反応性に対する 2,7位
ブロモ基の効果（三重大工・三重大生命セ）○平井克幸・松野真佳・神
谷英依子・萩原慎一・富岡秀雄

2 E 1―32 新規 6―ジメチルアミノ―2―アシルナフタレン含有核酸塩基の
開発と性質（京大院工・SORST）田井中一貴○雲財 知・岡本晃充・

齋藤 烈
2 E 1―33＊ 新規ソルバトフルオロクロミック核酸塩基の開発と性質（京
大院工・SORST）○田井中一貴・岡本晃充・雲財 知・齋藤 烈

2 E 1―35 光誘起一電子還元によるインドールキノン誘導体からの薬剤
放出反応（京大院工）○岡崎有道・城 幸弘・牧村雄史・八田博史・田
邉一仁・西本清一

座長 池田 浩（15 : 00～16 : 00）
2 E 1―37 ピレン―N,N―ジメチルアニリンを連結した新規修飾核酸塩基
の蛍光の溶媒効果（京大院工・SORST）岡本晃充○西座賢一郎・齋藤
烈

2 E 1―38 アデノシン 8位に蛍光分子を導入した新規修飾核酸塩基の合
成と評価（京大院工・SORST）齋藤義雄○尾本賢治・岡本晃充・齋藤
烈

2 E 1―39＊ 四重水素結合により連結されたドナー・アクセプター系の蛍
光ダイナミクス（筑波大化）○大城猪久馬・池上和志・新井達郎

2 E 1―41 光感受性ニトロベンジル基を有する 5―フルオロウラシルの
プロドラッグの合成と物性（京大院工）○張 周恩・八田博司・田邊一
仁・西本清一

2 E 1―42 TICT化学発光：5―位にアントラセン―9―イル基を有する 3―
ヒドロキシフェニル置換ジオキセタンの CIEEL型発光（神奈川大理・
神奈川大 HRC）○笠井大輔・渡辺信子・伊集院久子・松本正勝

座長 小島 秀子（16 : 00～16 : 50）
2 E 1―43 CIEEL活性ジオキセタンの発光に及ぼす塩基の影響（神奈川
大理）○福田夏樹・渡辺信子・松本正勝

2 E 1―44 ビスシリルまたはビスシリルエチニル置換アントラセン類の
発光能（千葉大工）○波津久礼子・唐津 孝・矢貝史樹・北村彰英

2 E 1―45 新規 Znポルフィリン―レニウム錯体共有結合型化合物の合成
と光化学特性について（都立大院工・CREST・JST）○白石直樹・高木
慎介・嶋田哲也・竹田浩之・石谷 治・井上晴夫

2 E 1―46 水溶性スチルベンデンドリマーの光化学的挙動に対する外部
環境の効果（筑波大化）○早川純平・百武篤也・新井達郎

2 E 1―47 粘土表面でのカチオン性色素の吸収スペクトルにおける長波
長シフト（都立大院工・CREST・JST）○高木慎介・江口美陽・嶋田哲
也・立花 宏・井上晴夫

有機化学―反応と合成 G．有機電子移動化学

3月 28日午前

座長 黒星 学（9 : 00～10 : 00）
3 E 1―01 Zn金属を用いるヨードニトリルと α ,β ―不飽和化合物のワン
ポット分子間タンデム型環化付加反応（長岡技科大工）西口郁三○中野
誠二・山本祥正・前川博史

3 E 1―02 Mg金属を用いるワンポット二重炭素―アシル化反応および
タンデム型環化付加反応（長岡技科大工）西口郁三○前川博史・酒井伸
康・山本祥正

3 E 1―03 溶存金属イオン存在下におけるオルガノクロロシラン類の電
極還元カップリング反応ならびに電極還元重合（近畿大理工）○小粥康
充・石船 学・柏村成史・山下那都樹

3 E 1―04 ジクロロシラン類の電極還元カップリング反応における置換
基効果及び溶存金属イオン効果（近畿大理工）石船 学○相井健一郎・
山下那都樹・内田熊男

3 E 1―05 電極還元法および金属Mg，Lewis酸系を用いたクロロシラ
ン，クロロゲルマンとスチレンの共重合反応（近畿大理工）柏村成史・
石船 学○田根義之・村井義洋・西田亮一・村瀬祐明

3 E 1―06 電極還元反応を用いる N―カルボアルコキシイミダゾールに
よるワンポット炭素―ジカルボアルコキシ化反応（長岡技科大工）西口
郁三・前川博史○山本祥正・山本詩子

座長 石船 学（10 : 00～11 : 00）
3 E 1―07 電極酸化反応によるポリフルオロベンゾフェノン類の新規合
成法（長岡技科大工）西口郁三○秋山祥一・前川博史

3 E 1―08 アセチレンアルコール類の高選択的陽極酸化反応（長岡技科
大工）西口郁三○日置裕二郎・前川博史

3 E 1―09 多環芳香族メディエーターを用いた高活性亜鉛の電解調製と
クロスカップリング反応への応用（北大院工）○井上富男・田地川昌
志・黒野暢仁・徳田昌生

3 E 1―10 分子内メディエーターを用いるラジカルの電解発生とスピロ
環形成反応への応用（北大院工）○黒野暢仁・小松史和・本多栄一・折
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登和彦・徳田昌生
3 E 1―11 アルミニウムを電子源とする複合金属レドックス系における
ジイミンの還元的分子内環化反応（岡山大工）田中秀雄○吉田健太・黒
星 学

3 E 1―12 Mg／活性炭／MeOH系でのアリールハライドの還元的脱塩素
化（岡山大工）田中秀雄○田中丈博

座長 水野 一彦（11 : 00～11 : 50）
3 E 1―13 Pd／TDAE複合レドックスを用いるハロゲン化アリールのオ
レフィンとのカップリング反応（岡山大工）○安達規生・黒星 学・田
中秀雄

3 E 1―14 金属Mgを用いるケトエステルの高選択的分子内環化反応
（長岡技科大工）西口郁三○米村和晃・島田久嗣・前川博史

3 E 1―15＊ 金属Mgからの電子移動によるワンポット環化付加反応を用
いた環状シロキサン化合物の高選択的合成（長岡技科大工）西口郁三○
内田哲郎・前川博史

3 E 1―17 新規機能性フタロシアニン誘導体の合成と機能評価（長岡技
科大工）西口郁三○松波真人・前川博史・高木厚志

3月 28日午後

座長 木村 真（12 : 50～13 : 40）
3 E 1―24＊ 金属集積機能を有するデンドリマーにおける電子移動反応
（慶大理工）○今岡享稔・酒井 誠・藤井正明・山元公寿

3 E 1―26 二酸化チタンを光触媒とするケイ皮酸誘導体の光酸素酸化反
応（阪府大院工）前多 肇○中川英之・水野一彦

3 E 1―27 電子交換触媒による置換クアドリシクラン異性化反応の機能
化（山口大理）○石黒勝也・西山卓治・谷本隆俊

3 E 1―28 有機ケイ素化合物の電子移動に対する分子内配位効果（京大
院工）吉田潤一○相馬陵史・亀井稔之・伊丹健一郎

座長 前川 博史（13 : 40～14 : 20）
3 E 1―29 アリルシラン類による電子不足アルケンの光アリル化反応お
よび光還元反応における立体制御（阪府大院工）前多 肇○西辻七菜・
水野一彦

3 E 1―30 ジスタナンを促進剤とする N ―アシルイミニウムイオンプー
ルとハロゲン化アルキルの反応（京大院工）菅 誠治○丸山友和・吉田
潤一

3 E 1―31 ビオローゲン修飾金ナノクラスターの合成と酸化還元挙動
（近畿大理工）○平岡友紀子・藤原 尚

3 E 1―32 多機能性ピロール修飾金ナノクラスターの合成と電解重合
（近畿大理工）○塚谷孝史・藤原 尚

座長 石黒 勝也（14 : 20～15 : 00）
3 E 1―33 縮合型オリゴフルオレンの合成と性質（名大院工）○蔵田寿
彦・木村 真・高木克彦

3 E 1―34 電極反応を利用したポリ（N ―イソプロピルアクリルアミド―
co―カルバゾール）グラフト炭素繊維の調製と評価（近畿大理工）○鈴木
隆平・石船 学・山下那都樹・内田熊男

3 E 1―35 電気化学的手法による炭素繊維の表面改質と選択的電極反応
への利用（近畿大理工）石船 学○三間康男・柏村成史・山下那都樹・
内田熊男

3 E 1―36 電極酸化を用いた機能性炭素材料の合成（近畿大理工）柏村成
史・石船 学○伊東宏和・村井義洋・掛川宏弥

3月 29日午前

座長 尾野村 治（9 : 00～9 : 50）
4 E 1―01 固体担持型塩基を利用した支持塩フリー電解メトキシ化反応
システムの開発（東工大院総理工）○田嶋稔樹・淵上寿雄

4 E 1―02 分子内にエーテル基をもつオキシカルベニウムイオンプール
の創製と反応（京大院工）○鈴木新吉・菅 誠治・吉田潤一

4 E 1―03 N ―オキシル誘導体をメディエーターとする水溶性アルコー
ルの水系電解酸化（岡山大工）田中秀雄○吉田友則・清水祐介・黒星
学

4 E 1―04 N ―オキシル固定化ポリマー粒子分散―水系における次亜塩素
酸ナトリウムによるアルコールの酸化（岡山大工）田中秀雄○目崎桂
子・久保田 潤・黒星 学

4 E 1―05 カチオンプール，オレフィンおよび炭素求核剤の 3成分カッ
プリング反応（京大院工）菅 誠治○山田大輔・永木愛一郎・吉田潤一

座長 田嶋 稔樹（9 : 50～10 : 40）

4 E 1―06 カチオンプールを開始剤とするビニルエーテル類のカチオン
重合（京大院工）○永木愛一郎・菅 誠治・河村浩輔・吉田潤一

4 E 1―07 陽陰両極を同時に用いた活性炭素種の発生と炭素―炭素結合
形成反応（京大院工）○岡島正幸・菅 誠治・吉田潤一

4 E 1―08 プロリン誘導体 5位へのジアステレオ選択的求核置換反応
（長崎大院医歯薬）松村功啓○小倉加奈子・古久保 茂・尾野村 治

4 E 1―09 ピロリジン環 2位への β ―ジフルオロ―α ―オキソアルキル基
の高立体選択的導入（長崎大院医歯薬）○松村功啓・水田賢志・尾野村
治

4 E 1―10 電子補助基として 2つのシリル基を利用したカルバメート類
の連続的分子変換（京大院工）菅 誠治○宋 春紅・渡辺 充・吉田潤
一

座長 千葉 一裕（10 : 40～11 : 20）
4 E 1―11 N ―アシルイミニウムイオンプールを用いた［4＋2］付加環化
反応の反応機構（京大院工）菅 誠治○筒井大和・永木愛一郎・吉田潤
一

4 E 1―12 環状 N ―アシルイミニウムイオンプールを用いたカルボヒド
ロキシル化反応（京大院工）菅 誠治○景山泰久・吉田潤一

4 E 1―13 ペニシリン誘導体の電解酸化開裂による 4―置換アゼチジノ
ン誘導体の合成（岡山大工）田中秀雄○石飛好規・新居慎也・黒星 学

4 E 1―14 電極反応による β ―ラクタム環の不斉構築法（長崎大院医歯
薬）松村功啓○水田賢志・尾野村 治

座長 菅 誠治（11 : 20～12 : 10）
4 E 1―15 電極酸化を利用したピペリジンからのアザ糖の合成（長崎大
院医歯薬）松村功啓○森山紀章・古久保 茂・尾野村 治

4 E 1―16 プロリン残基を基軸とした立体配座固定化ペプチド類縁体の
電解合成（東農工大農）○鈴木智之・北野克和・多田全宏・千葉一裕

4 E 1―17 フッ化物イオンメディエーターを用いる有機電解合成（12）ベ
ンゾフラノン誘導体の合成（東工大総理工）○沈 懌・田嶋稔樹・跡部
真人・淵上寿雄

4 E 1―18 ボロン酸の陽極置換反応―電解フッ素化およびアセトキシ化
（東工大総理工）○鈴木純次・田嶋稔樹・淵上寿雄

4 E 1―19 α 位に電子吸引基を有するイミン類の電解反応（東工大総理
工）○今井七絵・田嶋稔樹・淵上寿雄

有機化学―反応と合成 C．複素環化合物

3月 26日午前

座長 伊藤 芳雄（9 : 30～10 : 00）
1 F 1―04 ケイ素化合物―Lewis塩基触媒系によるアジリジンの開環と不
斉反応への応用（阪大院工）南方聖司○岡田有理子・大平落洋二・小松
満男

1 F 1―05 シリカゲル―水系を活用するアジリジンの開環反応（阪大院
工）南方聖司○堀田隆宏・院田佳昭・大平落洋二・小松満男

1 F 1―06 KF―アルミナによるジクロロカルベンの発生法を活用するイ
ミン類からのアジリジン合成（阪市工研・大工大・阪大院工）○三原正
稔・石野義夫・淵上英剛・内田 譲・南方聖司・小松満男

座長 小槻 日吉三（10 : 00～11 : 00）
1 F 1―07 光学活性なジアジリジンを用いるシス選択的不斉アジリジン
化（九大院理）○小野健太郎・伊藤芳雄

1 F 1―08 N ,N’ ,5,5’―テトラアリール―2,2’―ビピロールの新規合成法（千
葉大工）松本祥治○小林孝充・小倉克之

1 F 1―09 ジアリールエテン構造を有する 1―アリール―2,5―ジ（2―チエニ
ル）ピロール誘導体の合成とその物性（千葉大工）○小具健一・小倉克
之

1 F 1―10 アゾメチンイリドのキラル銅（II）錯体を触媒とする固相不斉
シクロ付加反応（阪大院工）大平落洋二○藤冨晋太郎・南方聖司・小松
満男

1 F 1―11 キラル銅錯体を触媒とするアゾメチンイリドの分子内不斉シ
クロ付加（阪大院工）大平落洋二○宮田浩行・片岡裕明・南方聖司・小
松満男
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1 F 1―12 有機リン化合物を触媒として利用するピロール合成：活性化
アルキンとイソシアニドの複素環化反応（東北大院理）○金澤親志・上
條 真・山本嘉則

座長 南方 聖司（11 : 00～12 : 00）
1 F 1―13 官能化 NH‐アゾメチンイリドの創製と立体選択的な非天然
型アミノ酸エステルの合成（山口大工）○川島啓介・野口三千彦

1 F 1―14 酢酸ニッケルを用いたアゾメチンイリド環状付加反応（九大
総理工・先導研）○森 亮・田中淳二・金政修司

1 F 1―15 ヘテロクムレン誘導体を用いたポーソン―カンド及びラジカ
ル環化反応による含窒素複素環化合物の合成（東理大理）○杉崎克弥・
狭場 諭・二瓶 央・大谷 卓・齊藤隆夫

1 F 1―16 高圧有機反応の研究：ピロール類の Diels―Alder反応（高知大
理）○浅沼孝太・網本周平・小槻日吉三

1 F 1―17 一酸化炭素とパラジウム触媒を用いた新規 1,4―アシル化反応
の開発とアルカロイド合成への応用（北大院工）○湯口 基・折登一
彦・徳田昌生

1 F 1―18 エン―イミンの分子内 Ti（II）環化による 2,3―縮環ピロリヂン
の［2＋2＋1］型合成法（神奈川大工・東工大生命）○内川 渉・岡本専
太郎・佐藤史衛

3月 26日午後

座長 湯口 基（13 : 00～14 : 00）
1 F 1―25 3,4―ジアリールピロール型海洋アルカロイド，ラメラリンの
化学合成（長崎大工）○藤川直耕・福田 勉・岩尾正倫

1 F 1―26 リン官能基を有するインドール化合物の新規合成法の開発
（九工大工）岡内辰夫○宮本明理・南 享

1 F 1―27 β ―（3―インドリル）ケトンオキシムからのスピロ［インドリ
ン―3,2’―ピロリジン］誘導体合成（東大院理）○森 裕・田中健一・奈
良坂紘一

1 F 1―28 β ―（3―インドリル）ケトン O ―ペンタフルオロベンゾイルオキ
シムの触媒的ラジカル環化反応による α ―カルボリンの合成（東大院
理）○田中健一・奈良坂紘一

1 F 1―29 金属アセテート触媒下での 5,5―ジ置換 2―ピロリジノン類の
エナンチオ選択的合成（九大総理工・先導研）○吉田幸太郎・金政修司

1 F 1―30 アライン，イソニトリルおよびイミンの三成分カップリング
によるイソインドリン誘導体合成（広島大院工）吉田拡人○福島浩之・
大下浄治・九内淳堯

座長 大下 浄治（14 : 00～14 : 50）
1 F 1―31 ルイス酸によるオキシインドール環形成反応（奈良教育大）山
崎祥子○森川智史・山本昌智子・倉本香織

1 F 1―32 N ,N ―ジメチル―2―トリフルオロアセチル―1―ナフチルアミン
とアミノ酸類との芳香族求核的 N―N交換反応：含トリフルオロメチ
ルベンズインドリン類の合成（神戸大工）岡田悦治○山本了一・
MEDEBIELLE, Maurice・太田規央・竹内 寛

1 F 1―33 アミニルラジカルのタンデム環化反応によるインドリジジン
アルカロイド（（±）―indolizidine 195 B）の合成（北大院工）○三上純也・
長谷川 輝・黒野暢仁・折登一彦・徳田昌生

1 F 1―34 Et3B／ルイス酸を用いる窒素ラジカルの発生と環化反応への
利用（北大院工）○三上純也・長谷川 輝・黒野暢仁・折登一彦・徳田
昌生

1 F 1―35 ハフニウムトリフラ―ト存在下，シアノ基を有する N ,O ―ア
セタ―ルによる複素環化合物の触媒的アミノメチル化反応（東理大理
工）坂井教郎○島野裕太・小中原猛雄

座長 網井 秀樹（15 : 00～16 : 00）
1 F 1―37 Pd（II）触媒を用いる芳香族化合物の直接カルボニル化．イン
ドロ［2,3―a］ピロロ［3,4―c］カルバゾールアルカロイドの合成（北大院
工）○和田康弘・折登一彦・徳田昌生

1 F 1―38 1―（TIPS）グラミンへの反復リチオ化による 3,4,5―三置換イン
ドールの効率的合成（長崎大工）○福田 勉・岩尾正倫

1 F 1―39 ヘテロ環状アミノ酸及び新規アゾベンゼンの合成法の開発
（慶大理工）○黒川真行・須貝 威

1 F 1―40＊ スピロ骨格を有する不斉相間移動触媒の開発（阪大産研）○
Patil, Mahesh L.・Rao, C.V.L.・笹井宏明

1 F 1―42 キラルリレー型ピラゾリン配位子の合成（九大総理工・先導
研）○柳田浩志・田中淳二・金政修司

座長 滝澤 忍（16 : 00～17 : 00）
1 F 1―43 イミダゾールユニットを有する発光性フェニルアセチレン誘

導体の分子設計と合成（近畿大理工）○松原凱男・安田健太郎・山口仁
宏・吉田善一

1 F 1―44 2―ピラゾリン及びアントラセンの発光特性に及ぼすフッ素置
換基の影響（近畿大理工）○木村 篤・山口仁宏・松原凱男・吉田善一

1 F 1―45 クロロメチルピラジンとアルコキシドとの反応によるピラジ
ンアルキルアセタールの生成（九大院理）○小田崎祐大・網本貴一・伊
藤芳雄・小山弘行・川東利男

1 F 1―46 活性炭―酸素系による酸化反応を利用した 2―アリールベンズ
オキサゾール類の一段階合成（神戸大理）○川下由加・林 昌彦

1 F 1―47 キラルルイス酸触媒を用いるニトロンの不斉 1,3―双極子環化
付加反応（東理大理）○山田拓也・宮崎信吾・大谷 卓・齊藤隆夫

1 F 1―48 2―（o―トリル）オキサゾリン誘導体の位置選択的リチオ化を利
用した 3,4―ジヒドロイソクマリン系天然物の短工程合成（長崎大工）○
田原成基・福田 勉・岩尾正倫

座長 山口 仁宏（17 : 00～17 : 30）
1 F 1―49 Oxyoxazolidinoneの閉環メタセシス反応を利用した複素環合
成（山口大工）上村明男○田中啓一

1 F 1―50＊ 新規スピロビスオキサゾリン配位子の設計と合成（阪大産研）
○加藤考浩・滝澤 忍・荒井孝義・笹井宏明

3月 27日午前

座長 須貝 威（9 : 30～10 : 00）
2 F 1―04 デュアル活性化機能を有する新規触媒の創製（九大総理工・
先導研）○石井亜矢子・田中淳二・金政修司

2 F 1―05＊ Pd（II）―SPRIXを用いる触媒的不斉分子内エン―イン環化反応
（阪大産研）○Muthiah, Chinasamy・滝澤 忍・笹井宏明

座長 西脇 永敏（10 : 00～11 : 00）
2 F 1―07 N―N結合を含む新規オキサゾリジノンの合成と反応（慶大理
工）○木村真司・黒川真行・鈴木麻珠三・須貝 威

2 F 1―08 Pd―SPRIXsを用いる触媒的不斉アミノカルボニル化反応（阪
大産研）○辻原哲也・脇田和彦・加藤考浩・篠原俊夫・荒井 緑・滝
澤 忍・笹井宏明

2 F 1―09 ビナフチルジイミン―Ni（II）錯体を用いるニトロンの exo―お
よびエナンチオ選択的 1,3―双極性付加環化反応（信州大工）菅 博幸○
中嶋拓也・筧 昭一

2 F 1―10 α ,β ―不飽和アルデヒドを用いた触媒的ニトロン環状付加反
応（九大総理工・先導研）○白波瀬 雅・田中淳二・金政修司

2 F 1―11 酒石酸エステルを不斉源として用いるニトリルオキシドの分
子内不斉 1,3―双極子付加環化反応（金沢大院自然科学）○増永恵一・小
西敦子・辻 眞理・宇梶 裕・猪股勝彦

2 F 1―12 新規不斉スピロビスイソオキサゾール配位子の設計と合成
（阪大産研）○脇田和彦・加藤考浩・荒井 緑・篠原俊夫・滝澤 忍・
笹井宏明

座長 宇梶 裕（11 : 00～12 : 00）
2 F 1―13 官能化ニトリルオキシドを利用した多官能イソオキサゾ―ル
の合成（阪教大）○西脇永敏・伊勢友美子・田村美奈・堀 一繁・任田
康夫・有賀正裕

2 F 1―14 3,5―ジシアノイソオキサゾールの化学変換（阪教大）○田村美
奈・西村多恵・堀 一繁・任田康夫・西脇永敏・有賀正裕

2 F 1―15 5―クロロ―2,3―ジフェニルテトラゾリウム塩とアミンとの反
応．1,2,4―トリアゾールの新規合成法（名工大院工）○廣瀬智史・平下
恒久・荒木修喜

2 F 1―16 DBFOX金属錯体構造の計算化学的解析（九大先導研）○田中
淳二・金政修司

2 F 1―17 ダブル Nアリール化によるカルバゾール骨格構築反応（東大
院工）中野幸司○桑原 篤・野崎京子

2 F 1―18 ヘテロヘリセンの簡便な合成法の開発とその物性（東大院工）
中野幸司○秀衡裕子・高橋慶太・檜山爲次郎・野崎京子

3月 27日午後

座長 松山 春男（13 : 00～14 : 00）
2 F 1―25＊ 有機合成への窒素酸化物の利用（徳島文理大薬）○杉原多公
通・桑原貴美子・谷山智恵子・若林昭人・高尾裕子・今川 洋・西澤
麦夫

2 F 1―27 環状および非環状ビス（2,5―ジフェニル―1,3,4―オキサジアゾ
ール）誘導体の合成と性質（名工大院工）小野克彦○江坂誠一・東端昭
典・大北雅一・齋藤勝裕

お 知 ら せ

化学と工業 第 57巻 第 3号（2004） 305



2 F 1―28 キラル補助基を有するピリジニウム酢酸アミドのジアステレ
オ選択的シクロプロパン化反応（広島大院理）廣池恭子・渡邊亜希人○
小島聡志・大方勝男

2 F 1―29 キラルピリジニウム塩を介する立体選択的反応の検討（広島
大院理）○渡邊亜希人・廣池恭子・小島聡志・大方勝男

2 F 1―30 キラルアミンの合成と不斉反応への応用（広島大院理）○村上
正晃・茶林敬司・廣池恭子・小島聡志・大方勝男

座長 小島 聡志（14 : 00～14 : 50）
2 F 1―31 ビナミジン骨格を利用した新規機能性材料の構築（山口大工）
上村明男○田口陽平・松山敬満

2 F 1―32 キラルなスルタムを用いるジヒドロピリジンの不斉環状付加
（室蘭工大・都立大院理）○松山春男・加藤裕司・平間政文・関 千
草・武田新一・押切徳子・伊与田正彦

2 F 1―33 キラルなスルタムを用いた共役付加反応によるポリアミンア
ルカロイド骨格の合成（室蘭工大）○松山春男・横井 清・瀬川真由
美・関 千草・武田新一

2 F 1―34 ピペリジン骨格 4位へのルイス酸触媒による不斉アルキル化
（長崎大院医歯薬）松村功啓○今井美恵子・神田泰寿・尾野村 治

2 F 1―35 3―オキソピペリジン誘導体の合成とピペリジン環 2位への選
択的アルキル化（長崎大院医歯薬）松村功啓○横田晴美・牟田 響・尾
野村 治

座長 尾野村 治（15 : 00～16 : 00）
2 F 1―37 エステル基を有する交差共役ヘテロトリエンのジエン伝達へ
テロ Diels―Alder反応による多環縮合複素環化合物の合成（東理大理）
○工藤健二・玉井裕実子・宮澤泰一郎・川上博之・大谷 卓・齊藤隆
夫

2 F 1―38 トリプチセン型新規キナクリジン類の合成（愛媛大理）○菊池
誠・奥島鉄雄・小野 昇

2 F 1―39 β ,β ―ジフルオロ―o―イソシアノスチレンのラジカル 6―endo―
trig 環化を利用するキノリン類の合成（東大院理）○森 高・市川淳士

2 F 1―40 アニリノ―5,8―ジメチルイソキノリン誘導体の合成（東理大理
工）○得丸瑞穂・長尾幸徳・小澤幸三

2 F 1―41 イリジウム触媒を用いた含窒素芳香族化合物へのアルキニル
基付加反応（京大人環）○山崎裕輔・藤田健一・山口良平

2 F 1―42 C―（アリールイミノ）共役ケテンイミンを鍵中間体とした電子
環状反応による 4―アミノキノリン誘導体の合成（東理大理）○内田
実・大谷 卓・齊藤隆夫

座長 齊藤 隆夫（16 : 00～17 : 00）
2 F 1―43 β ―カルボリンニトロソユリア誘導体の合成とその DNAメチ
ル化挙動（東理大理工）小中原猛雄○石井宣行・坂井教郎

2 F 1―44 Pd（II）触媒を用いる芳香族化合物の直接カルボニル化―ベン
ゾ［c］フェナントリジンアルカロイドの合成（北大院工）○熊沢江梨・
徳端隆志・堀端顕議・折登一彦・徳田昌生

2 F 1―45 2,5―ジヒドロピラジン誘導体の合成と構造（広島大院理）○上
野里志・大方勝男

2 F 1―46 新規大環状フェナントロリン誘導体の合成：前駆体の構造と
環化収率との関係（東理大理）○中薗和子・斎藤慎一

2 F 1―47 2―トリフルオロアセチル―1―ナフチルアミンとアルデヒド類
及びアンモニアとの三成分縮合反応による含トリフルオロメチルベン
ゾキナゾリン類の合成（神戸大工）岡田悦治○明見秀彦・MEDE-
BIELLE, Maurice・太田規央・竹内 寛

2 F 1―48 2―トリフルオロアセチル―1―ナフチルアミンとケトン類との
反応による含トリフルオロメチルベンゾキノリン類の合成（神戸大工）
岡田悦治○寺内輝和・明見秀彦・Fadzura, Ozie・MEDEBIELLE,
Maurice・太田規央・竹内 寛

3月 28日午前

座長 柴田 哲男（9 : 20～10 : 00）
3 F 1―03 3―ジメチルヒドラゾノ―1,1,1―トリフルオロアルカン―2―オン
の酸触媒環化反応（神戸大工）神鳥安啓○関山友子

3 F 1―04 非対称フマル酸アミドエステルへの位置選択的マイケル付
加―ラジカル環化を用いた複素環合成（山口大工）上村明男○村上記
一・鈴川博之

3 F 1―05 新規光学活性アザクラウンエーテル型第四級アンモニウム塩
を相間移動触媒として用いた不斉エポキシ化反応（阪教大）○堀 一
繁・吉田 博・谷 敬太・西脇永敏・任田康夫・有賀正裕

3 F 1―06 スピロ骨格を持つキラルな相間移動触媒の合成（阪大産研）○
米澤浩司・下元 愛・滝澤 忍・笹井宏明

座長 南雲 紳史（10 : 00～11 : 00）
3 F 1―07 スピロキラリティーを有する第四級アンモニウム塩の開発
（阪大産研）○下元 愛・米澤浩司・滝澤 忍・笹井宏明

3 F 1―08 フィトクロムの単離・精製を目指した D環 18位及び A環 3
位修飾型フィコシアノビリン誘導体の合成（金沢大院自然科学）○宮田
毅・星井博昭・中村 洋・佐々木 毅・猪股勝彦

3 F 1―09 アセチレンカルボン酸エステルを出発物質として用いるピロ
ール誘導体の新規合成法（金沢大院自然科学）○白井幸児・猪股勝彦

3 F 1―10 ジシラザン誘導体を用いる穏和なフタロシアニンの合成法
（名工大院工）○内田 仁・中村修一・融 健

3 F 1―11 スペーサーを有する 2,2’―ビピロールを用いた環拡大ロザリ
ンの合成（神戸大理）○戸田雅之・吉田高史・瀬恒潤一郎

3 F 1―12 環拡張ポルフィリンの反応性（京大院理・CREST）○畑 裕
士・忍久保 洋・大須賀篤弘

座長 忍久保 洋（11 : 00～12 : 00）
3 F 1―13 ベンゾサフィリンの合成と物性（愛媛大理）○川上沙織・黒木
健司・宇野英満・小野 昇

3 F 1―14 アントラセン融合架橋ポルフィリン二量体の合成と物性（愛
媛大学総合科学研究支援センター・CREST）○富永和孝・宇野英満・
小野 昇

3 F 1―15 ジアルキル錫錯形成による 1,9―diacyldipyrromethaneの精製
（ノースカロライナ州立大・九大）○田丸俊一・Lindsey, Jonathan S.・
浜地 格

3 F 1―16＊ ビニルエポキシドの 7―endo環化選択的フリーデルクラフツ
反応を基盤とする（－）―モンタニンの合成研究（北海道薬大）○水上徳
美・和田浩二・南雲紳史・川原徳夫・秋田弘幸

3 F 1―18 過酸化ナトリウムを用いた α ,β ―不飽和カルボニル化合物の
立体特異的エポキシ化（静岡大 SVBL・静岡大院理工・静岡大工）○
KRISHNA REDDY, Valluru・BUCHAMMAGARI, Haritha・高橋雅樹・
山下光司

3月 28日午後

座長 宮澤 眞宏（13 : 00～14 : 00）
3 F 1―25 テトラキス（2―フリル）メタンの合成研究（阪大院理）○大木良
昭・蔵田浩之・松本幸三・小田雅司

3 F 1―26 ムチゴケ科新規リグナン類の置換テトラヒドロフラン骨格の
不斉合成（静岡大工）依田秀実・中世古祐果○遠藤隼人・高部圀彦

3 F 1―27 アラビノース誘導体を用いた神経細胞の分化活性物質 fura-
nodictine Aの不斉合成（静岡大工）依田秀実○鈴木祐二・高部圀彦

3 F 1―28 4,4,5,5―テトラメチル―1,3―ジオキソラン―2―オンオキシム誘導
体を用いる求電子的アミノ化反応（東大院理）○菊地 崇・森田貴弘・
千葉俊介・北村 充・奈良坂紘一

3 F 1―29＊ 二ヨウ化サマリウムによる中員環エーテル閉環反応（北大院
地球環境）○松田冬彦・田宮寛明・菅原康文

座長 松田 冬彦（14 : 00～14 : 50）
3 F 1―31 新規なデオキシリン糖―糖の二糖類の合成（静岡大院理工・静
岡 大 SVBL・静 岡 大 工）○BUCHAMMAGARI, Haritha・KRISHNA
REDDY, Valluru・高橋雅樹・山下光司

3 F 1―32 ルイス酸存在下での 2―ベンゾピリリウム―4―オレートとイミ
ン類との 1,3―双極性付加環化反応（信州大工）菅 博幸○海老浦康貴・
筧 昭一

3 F 1―33 フラノナフトキノン誘導体のマイクロウエーブを用いた合成
（龍谷大理工・城西大薬）内田欣吾○井上直人・中山光治

3 F 1―34 光学活性ピラノナフトキノンの三量体構造を有するコノカル
ボンの合成研究（富山大理）山口晴司○村山洋平・宮澤眞宏・平井美朗

3 F 1―35 α ―ハログリシド酸エステルを用いる 3―ヒドロキシ―2―ピロン
の合成研究（岡山大環境理工）○小見山拓三・高口 豊・坪井貞夫

3月 29日午前

座長 松村 昇（9 : 30～10 : 00）
4 F 1―04 SmI 2によるイオウ置換環状イミド類の新規脱硫―カップリン
グ反応（静岡大工）依田秀実○加畑雅之・高部圀彦

4 F 1―05 イオウ置換ラクタム類の脱硫―ヒドロキシル化反応を利用し
た生理活性天然物 chilenineの全合成（静岡大工）依田秀実○井上圭
一・高部圀彦

4 F 1―06 臭素法による新規亜鉛試薬調製法とビオチンの合成への応用
（田辺製薬製薬研）○木村真弓・関 雅彦
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座長 依田 秀実（10 : 00～11 : 00）
4 F 1―07 縮環チオフェンを含む共役拡張型芳香族化合物の合成（愛媛
大理）○岩品真悟・森山佳奈・宇野英満・小野 昇

4 F 1―08 3,4―ジアルコキシチオフェン架橋二量体の合成と性質（名工
大院工）小野克彦○戸谷裕明・大北雅一・齋藤勝裕

4 F 1―09 三価インジウム塩を用いるプロパルギルエーテル類と芳香族
化合物の反応を利用する縮合多環式芳香族化合物の簡便合成法（北陸
先端大）土本晃久○松林宏通・白川英二

4 F 1―10 金属トリフラート触媒を用いるピロリル基を炭素脱離基とす
る炭素―炭素結合形成反応（北陸先端大）○土本晃久・白川英二

4 F 1―11 末端に電子吸引性基を導入した新規イソチアナフテンオリゴ
マー類の合成（愛媛大理）○渡辺達央・清水祐介・宇野英満・小野 昇

4 F 1―12 ピレン環を導入した新規テトラアザチアペンタレン誘導体の
合成とその性質（阪府大院工）○村上賢志・奥村康之・前多 肇・松村
昇・水野一彦

座長 土本 晃久（11 : 00～11 : 50）
4 F 1―13 アレニルチオケテンとピロリンの［4＋2］環化付加反応を利用
したインドリジジン骨格の構築（岩手大工）○鈴木麻里子・青柳重信・
島田和明・滝川雄治

4 F 1―14 新規キラルビスチアゾリンを用いた不斉 Diels―Alder反応（筑
波大化・筑波大環境科学）○鶴見裕治・児玉康弘・西尾建彦

4 F 1―15 官能基化されたカルボジイミドのタンデム反応を用いた含窒
素複素環化合物の合成（東理大理）鈴木まどか○寺田秀徳・大谷 卓・
齊藤隆夫

4 F 1―16 含窒素硫黄複素環化合物のスルフェニル化（産総研・東理大
理工）清水政男○川出芳瑞・小中原猛雄

4 F 1―17 N―スルフェニル複素環化合物と Grignard試薬の反応（産総
研・東理大理工）○清水政男・井上純一・小中原猛雄

有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3月 29日午後

座長 杉原 多公通（13 : 00～14 : 00）
4 F 1―25 ヘキサアルキルグアニジウム塩の相間移動触媒効果（東京電
機大工）○田中里美・飯沼佳子・柴 隆一

4 F 1―26＊ 新規多機能触媒による不斉 aza―Morita―Baylis―Hillman反応の
開発（阪大産研）○松井嘉津也・滝澤 忍・笹井宏明

4 F 1―28 キラルウレア触媒を用いるヘテロマイケル反応（東大分生研）
○五月女宜裕・棚谷 綾・橋本祐一・長澤和夫

4 F 1―29 α ,β ―不飽和シアニドの選択的合成法の検討（広島大院理）○
村井 豊・小島聡志

4 F 1―30 アルカリ金属塩を触媒とするアルドール反応における反応場
としてのアミド構造の影響（防衛大応化）○山本進一・林 幸香・守谷
治

座長 長澤 和夫（14 : 00～14 : 40）
4 F 1―31 ジメチル亜鉛あるいはトリエチルホウ素を開始剤とする THF
ラジカルの官能基選択的付加反応（京大院薬）○山本康友・山田健一・
富岡 清

4 F 1―32 CO2によって促進されたクロラミン―T―オレフィン付加反応
（阪大院工）南方聖司○米田祥美・大平落洋二・小松満男

4 F 1―33 光学活性ヘリセンジアミンオリゴマーの合成（東北大院薬）○
水上 旬・山口雅彦

4 F 1―34 3―ベンジルシクロアワオドリンの合成と包接挙動（徳島文理
大薬）今川 洋○田中理沙・高尾裕子・杉原多公通・西沢麦夫

有機化学―反応と合成 B．芳香族化合物

3月 26日午前

座長 戸叶 基樹（10 : 00～11 : 00）

1 F 2―07 ビス（ホルミルメタノ）［60］フラーレンの高選択的官能基変
換：非対称な（色素―フラーレン―色素）三連子の構築（東大院工）○伊藤
宏・石田康博・西郷和彦

1 F 2―08 折れ曲がり構造テターを用いた［60］フラーレンの二官能基
化：Troeger塩基誘導体による位置選択的 Bingel型ビスシクロプロパ
ン化反応（東大工）○森 大輔・伊藤 宏・石田康博・西郷和彦

1 F 2―09 ［60］フラーレノ酢酸クロリドの Curtius転位反応を利用した
アミノメタノ［60］フラーレン及びその類縁体の合成（東大院工）○多田
智之・石田康博・西郷和彦

1 F 2―10 フラーレンを用いた窒素固定法の開発（京大院工・近大理工）
○齊藤 周・西林仁昭・武隈真一・吉田善一・植村 榮

1 F 2―11 ビシクロ［2.2.2］オクタジエン縮環トリピランを用いた共役拡
張型ポルフィリン類の合成（愛媛大理）○菰渕直樹・奥島鉄雄・宇野英
満・小野 昇

1 F 2―12 メゾアリール置換型［26］ヘキサフィリンの新規構造（京大院
理）○鈴木優章・大須賀篤弘

座長 服部 徹太郎（11 : 00～12 : 00）
1 F 2―13＊ N―混乱ペンタフィリンの合成と構造（九大院工・科学技術振
興機構さきがけ）○アラガースリニバサン・石塚智也・前田大光・古
田弘幸

1 F 2―15 アズレンを導入したポルフィリン類の合成と物性（京大院理）
○黒飛 敬・大須賀篤弘

1 F 2―16 擬似キャップしたヘキサホモトリオキサカリックス［3］アレ
ーンの包接挙動（佐賀大理工）○橋本 薫・高野一史・竹下道範・大和
武彦

1 F 2―17 ヘキサホモトリチアカリックス［3］アレーン類の合成，構造
及び包接挙動（佐賀大理工）○高野一史・竹下道範・大和武彦

1 F 2―18 新規ダイトピック 1,3―チアカリックス［4］クラウンエーテル
類の超分子挙動（佐賀大理工）○PEREZ CASAS, Carol・竹下道範・大
和武彦

3月 26日午後

座長 竹下 道範（13 : 00～14 : 00）
1 F 2―25 キラルカリックスアレーンに構築したカテナン類の評価（群
馬大工）岡田行弘○苗 志輝・西村 淳

1 F 2―26 p―tert―ブチルジチアカリックス［4］アレーンおよびその架橋
硫黄酸化体の合成（東北大院環境）○白崎 伸・今 徳義・壹岐伸彦・
服部徹太郎・宮野壮太郎

1 F 2―27 空孔拡張を行ったチアカリックス［6］アレンの合成とゲスト
包接（秋田大ベンチャービジネスラボラトリー）○樋口 泰・遠藤
健・濱田文男

1 F 2―28＊ 速度論的に安定化された 9―シラアントラセンと多環芳香族
炭化水素との反応（京大化研）○篠原朗大・武田亘弘・笹森貴裕・時任
宣博

1 F 2―30 アズレン環で構成されたシアニン色素の鉄トリカルボニル錯
体の研究（東北大院理・東北大多元研・弘前大理工）○中島 雅・寺園
友美・渡辺政隆・伊東俊司・森田 昇

座長 武隈 真一（14 : 00～14 : 50）
1 F 2―31 ジアリールジエンインのドミノ Heck型二重環化反応による
ビインデニリデンの合成（阪大院基礎工・CREST・JST）○ラーマンエ
スエムアブドゥル・園田素啓・戸部義人

1 F 2―32 1,4,5,8位にアルキル基を有するアントラセン類の合成（姫路
工大院）○阿部 靖・北村千寿・大内幹雄・米田昭夫

1 F 2―33 トロポンーベンザイン反応におけるオキソニウムイオンの生
成（埼玉大理）○長谷川登志夫・渡邊輝行・町口孝久

1 F 2―34 新規［n］パラピリジノファジインの短段階合成法の開発（明大
理工）鹿又宣弘○滝沢浩樹

1 F 2―35 ［n］パラシクロファジインエステルの効率的架橋鎖合成法の
開発（明大理工）○鹿又宣弘・丸山諭史

座長 園田 素啓（15 : 00～15 : 50）
1 F 2―37 2,3―ジアリール―1,3―ブタジエン類の簡便な合成法（佐賀大理
工）○弘中 徹・竹下道範・大和武彦

1 F 2―38 高歪み三重結合を有する［2.n］メタシクロファン―1―イン類の
合成，反応性および構造特性（佐賀大理工）○宮本慎平・竹下道範・大
和武彦

1 F 2―39 光学活性アレノ［2.n］メタシクロファン類の合成と構造特性
（佐賀大理工）○椎野未樹子・弘中 徹・竹下道範・大和武彦

1 F 2―40＊ シクロヘキシルベンゼン誘導体のシス／トランス異性化反応
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（高知大理・ナガセケムテックス）○隈本康司・奥田佳朗・末永仁士・
小槻日吉三

3月 27日午前

座長 三宅 由寛（9 : 50～10 : 50）
2 F 2―06 シリカメゾ多孔体上での Friedel―Craftsアシル化反応におけ
る溶媒効果（東工大資源研）○石谷暖郎・内藤弘祥・岩本正和

2 F 2―07 シリカメゾ多孔体を触媒とするカルボン酸と芳香族化合物と
の Friedel―Craftsアシル化反応（東工大資源研）○内藤弘祥・石谷暖
郎・岩本正和

2 F 2―08 固体酸触媒を用いた双環性芳香族化合物の合成（その 2）（化
学技術戦略推進機構・昭和電工・北大院地球環境）○倉田洋平・藤田
俊雄・辻 勝行・中條哲夫・毛 建新・奥原敏夫

2 F 2―09 ルイス酸触媒を用いる分子内及び分子間フリ―デル・クラフ
ツ反応による 1―インダノン類の合成（産総研環境調和）○崔 冬梅・
張 辰・川村真人・島田 茂

2 F 2―10 フッ素の特性を活用した SN2’反応とカチオン環化による新規
ヘリセン合成法（東大院理）市川淳士○横田実咲・迫田孝太郎

2 F 2―11 ルテニウムサレン錯体を触媒に用いる O―ヒドロキシベンジ
ルアルコール類の空気酸化（九大院理・CREST）○田代亜矢・三石明
正・入江 亮・香月 勗

座長 山口 仁宏（10 : 50～11 : 50）
2 F 2―12 ペルオキシナイトライトによる天然アミノ酸と関連化合物の
酸化的分解（関西学院大理工）○福本和宏・中山忠宣・宮脇和博・鈴木
仁美・森川弘道

2 F 2―13 塩化銅（II）を用いたフェノール類のアルコキシ変換反応（東京
学芸大）滝沢靖臣○林 秀輝

2 F 2―14 フェノール類と置換インドール化合物の酸化カップリング反
応（東京学芸大）滝沢靖臣○松山知曉

2 F 2―15 接触還元触媒を用いる水中でのフェノール類及びアニソール
類の還元反応（宇部高専・東和大・南カリフォオルニア大・産総研・
広島県立大）○柿並孝明・室谷春介・石本佳子・宮澤 哲・三苫好
治・Prakash, G.K.Surya・Olah, George.A.・田代昌士

2 F 2―16 接触還元触媒を用いる水中でのアニリンの還元反応（東和
大・南カリフォルニア大・産総研）○石本佳子・田代秀樹・宮沢
哲・Prakash, G. K. Surya・Olah, George A.・田代昌士

2 F 2―17 水中におけるアニリン類の還元反応の経路に関する一考察
（東和大・南カリフォルニア大・産総研）○田代昌士・石本佳子・田代
秀樹・宮沢 哲・Prakash, G. K. Surya・Olah, George A.

3月 27日午後

座長 島田 茂（13 : 00～14 : 00）
2 F 2―25 水中における貴金属触媒による芳香族カルボニル化合物の還
元反応（和歌山高専）○橋本 巖・宮沢 哲・三苫好治・石本佳子・河
地貴利・PRAKASH, Surya G.K.・Olah, George A.・田代昌士

2 F 2―26 Microwave照射下接触還元触媒を用いる水中でのカルボニル
化合物の還元反応（東和大・南カリフォルニア大・和歌山高専・産総
研）○宮沢 哲・橋本 巌・石本佳子・田代秀樹・Prakash, G. K. Su-
rya・Olah, George A.・田代昌士

2 F 2―27 接触還元触媒を用いる重水中での多環芳香族化合物の還元反
応（東和大・南カリフォルニア大・産総研）○田代秀樹・石本佳子・宮
沢 哲・Prakash, G. K. Surya・Olah, George A.・田代昌士

2 F 2―28 ポリアセン類の新規合成（愛媛大理）○山下裕子・宇野英満・
小野 昇

2 F 2―29 非対称 1,1’―ビフェナンスレン―2,2’―ジオール誘導体の合成と
光ラセミ化（東北大院環境・東北大院理）○名取幸一・米澤一平・服部
徹太郎・坂本健吉・宮野壮太郎

2 F 2―30 ベンゼン環・ピリジン環および三重結合を持つ鎖状化合物の
発光特性（近畿大理工）○小林重也・青山浩士・山口仁宏・若宮建昭・
松原凱男・吉田善一

座長 入江 亮（14 : 00～14 : 50）
2 F 2―31 ベンゾフラン環を組み込んだ新規有機発光体の創製（近畿大
理工）○宮村 聡・山口仁宏・小林重也・若宮建昭・松原凱男・吉田
善一

2 F 2―32 ドーナツ型 π 電子系の発光特性（近畿大理工）○山口仁宏・
小林重也・岡本吉史・宮村 聡・わかみや建昭・松原凱男・吉田善一

2 F 2―33 テトラフェニルジシラン（TPDS）を用いた芳香族アミド類の
分子内ラジカル ortho‐環化反応：N―アルキル基の効果（千葉大理）○

野本大樹・清 悦久・山口健太郎・東郷秀雄
2 F 2―34 ジフルオロシクロプロピルアルデヒド類の環開裂を利用した
新規含フッ素化合物の合成（都立大院理）○齋尾佳秀・三宅由寛・伊与
田正彦・吉田正人

2 F 2―35 フェノールおよび芳香族ポリオールの固相ニトロ化反応（関
西学院大理工）○有賀友美・鈴木仁美

座長 東郷 秀雄（15 : 00～15 : 50）
2 F 2―37 ゼオライト触媒を用いた芳香族ニトリルとプリン化合物の二
酸化窒素と酸素によるニトロ化（関西学院大理工）○福井直之・鈴木仁
美

2 F 2―38 安息香酸誘導体の構造変化に伴う分子内水素結合の切断によ
る求核反応性の増大（阪大院理）○久田見 諭・高橋和幸・岡村高明・
山本 仁・上山憲一

2 F 2―39 抗酸化性含硫黄フェノール類の合成（東京学芸大）滝沢靖臣○
山口 純

2 F 2―40＊ アセタール存在下での飽和アルキルエーテルのエノールエー
テルへの酸媒介変換反応（東農工大工）上橋崇志・高野正臣・川合
篤・前山勝也○米澤宣行

有機化学―反応と合成 H．コンビケム・固相合成

3月 28日午前

座長 山田 晴夫（9 : 00～10 : 00）
3 F 2―01 鎖状オリゴ乳酸の環化反応による環状オリゴ乳酸の合成反応
（東海大理・京薬大薬・関西大工）○高間雅志・村上正裕・荒川隆一・
渡邊幹夫

3 F 2―02 イソオキサゾールをコアに有する液晶化合物の固相上でのパ
ラレル合成（広島大院理・九大先導研）○田中正洋・灰野岳晴・久保勘
二・出田圭子・森 章・深澤義正

3 F 2―03 可溶性ポリマーとホルミルアセタール（CH2）リンカーを用い
た Ugi―Diels―Alder生成物ライブラリーのパラレル合成（東北大院生命
科学）及川雅人○生駒 実・佐々木 誠

3 F 2―04 新規アルコキシアセチル（AAc）リンカーを用いた，可溶性ポ
リマー上での Ugi生成物ライブラリーの構築研究（東北大院生命科学）
○及川雅人・生駒 実・佐々木 誠

3 F 2―05 類縁体合成を指向したアプラトキシン Aの合成研究（東工大
院理工）土井隆行○宗像麻未・高橋孝志

3 F 2―06 バナナ型液晶化合物の固相合成研究（東工大院理工）○吉田将
人・荻野久美子・土井隆行・高橋孝志・渡辺順次

座長 魚住 泰広（10 : 00～10 : 50）
3 F 2―07 対称型ノルビナルトルフィミンの固相ライブラリー合成（東
工大・東レ）○森脇光博・田中浩士・高橋孝志

3 F 2―08 メントール誘導体を用いた固相担持型不斉補助基の合成とジ
アステレオ選択的［2＋2］光付加環化反応への応用（奈良先端大物質）新
谷拓也○草開一憲・服部敦子・古谷聡健・堤 健・垣内喜代三

3 F 2―09 1,4―シラトロピーをキーとするアゾメチンイミンの固相シク
ロ付加とその効率化（阪大院工）小松満男○呉 英燦・寉岡亮治・大平
落洋二・南方聖司

3 F 2―10 高分子担持型キラルオキサザボロリジノン触媒を用いた不斉
反応（豊橋技科大工）○有馬慎之介・伊津野真一

3 F 2―11 光学活性ジアミンモノマーの重合によって得られる高分子キ
ラルリガンドを用いた不斉水素化触媒の調製（豊橋技科大院工）○高橋
美由起・辻 篤志・伊津野真一

座長 土井 隆行（10 : 50～11 : 40）
3 F 2―12 両親媒性レジン担持 Pd錯体触媒を用いた水中でのハロゲン
化アリールの 1,6―エンインへのアルキル化環化反応（分子研・総研大）
○中井康司・魚住泰広

3 F 2―13 高分子担持ナノパラジウム触媒を用いたアリル位空気酸化反
応（分子研・総研大）○酒巻順一郎・魚住泰広

3 F 2―14 金微粒子を用いた固相ペプチド合成法の開発（岡山理大理）山
田晴夫○吉村浩之

3 F 2―15 固相担体を用いるグリシンイミンエステルの簡便な不斉アル
キル化（愛媛大工）○于 海涛・滝川摂子・小島秀子

3 F 2―16 気―液反応用フローリアクターを用いる接触還元反応（阪府大
総科）○ヨスバタナノンヌンルタイ・新田浩平・佐藤正明
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有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3月 29日午前

座長 小林 健二（9 : 00～10 : 00）
4 F 2―01 セレノアルデヒドの環化付加反応を経る 6員環セレノ糖類の
合成（金沢大工）○服部智洋・本田光典・千木昌人

4 F 2―02 セレノアルデヒドとアザジエン類との環化付加反応（金沢大
工）○遠藤勇樹・本田光典・千木昌人

4 F 2―03 1―（アリールセレニル）ナフタレンの構造とその支配因子（和
歌山大システム工）○上野 敬・林 聡子・中西和郎

4 F 2―04 1―（アリールセレニル）ナフタレンの構造に対する 8位の置換
基による効果（和歌山大システム工）○和田英紀・林 聡子・中西和郎

4 F 2―05 8―（セラニル）―1―（セレニル）ナフタレンの構造と反応（和歌山
大システム工）○古田篤史・林 聡子・中西和郎・Potrezebowski,
Marek J.・Drabowicz, Jozef

4 F 2―06 トリス（9―トリプチシル）スタンナンセレネン酸の合成と反応
（北里大理）○箕浦真生・毛利 馨・山本 学

座長 千木 昌人（10 : 00～11 : 00）
4 F 2―07 ボウル型立体保護基により安定化されたセレネン酸アルカリ
塩の合成（東大院理）○島田恵一・後藤 敬・川島隆幸

4 F 2―08 超原子価結合の電子供与能および受容能：CVおよび計算化
学による検討（和歌山大システム工）○上垣内 学・林 聡子・中西和
郎

4 F 2―09＊ 5配位カルコゲナホスフィランの合成，構造および反応性と
その理論的考察（東大院理・分子研）○佐瀬祥平・狩野直和・川島隆
幸・永瀬 茂

4 F 2―11＊ セレニン酸及びセレニンアミドの光学分割と立体化学（都立
大院理）○中島勇介・清水敏夫・平林一徳・上方宣政

座長 後藤 敬（11 : 00～12 : 00）
4 F 2―13 アゾ開始剤と有機テルル化合物を用いる高速リビングラジカ
ル重合（阪市大院理・さきがけ・京大院工）山子 茂○飯田和則・中島
充・吉田潤一

4 F 2―14 シリルテルリドとシクロプロピルカルボニル化合物を利用し
た新しい有機テルル化合物の合成とリビングラジカル重合への応用
（阪市大院理・さきがけ・京大院工）山子 茂○中島 充・飯田和則・
吉田潤一

4 F 2―15＊ パラジウム触媒を用いたテルロニウム塩のカップリング反応
（都立大院理）○平林一徳・奈良淑子・竹田祐二・清水敏夫・上方宣政

4 F 2―17＊ カルコゲノイミニウム塩とリチウムアセチリドとの反応にお
けるカルコゲン原子特異性（岐阜大工）○武藤雄一郎・村井利昭

3月 29日午後

座長 清水 正毅（13 : 00～14 : 10）
4 F 2―25 一重項酸素酸化によるテルロキシドの合成とその反応性（東
海大開発工）大場 真○遠藤雅樹・西山幸三郎・安藤 亘・大内秋比
古

4 F 2―26 高周期 15族元素間二重結合化合物のカルコゲン化反応（京大
化研）○三枝栄子・笹森貴裕・武田亘弘・時任宣博

4 F 2―27 環状ビス（ジテルロキサン）ダイマーの合成（静岡大理）小林健
二○首藤敦子

4 F 2―28 カルコゲン配位子を有するスピロテルランの合成とその反応
（岩手大工・京大化研）小川 智○高瀬靖弘・中條しづ子・佐藤 瀏・
河合 靖

4 F 2―29 フッ化水素を含むイオン性液体によるアルケンのハロフッ素
化反応（京大院工）○芳野英明・野村研一・松原誠二郎・大嶌幸一郎

4 F 2―30＊ 光誘起ペルフルオロアルキル化に基づくラジカル環化反応
（奈良女大理）○槌井加奈芽・鎌田なぎさ・小川昭弥

座長 松原 誠二郎（14 : 10～15 : 00）
4 F 2―32 エナンチオ選択的な 4,4,4―トリフルオロトレオニンの合成
（岡山大工）○細川剛嗣・金 文・網井秀樹・片桐利真・宇根山健治

4 F 2―33 フルオロフェニルチオニトリルを出発原料とするシアノフル
オロアミン類の合成法の開発（上智大理工）○塙 晋吾・横山保夫・梶
谷正次

4 F 2―34 臭化サマリウム（II）を活性化剤として用いたフッ素化有機リ
ン化合物の合成（上智大理工）○伊藤 剛・横山保夫・梶谷正次

4 F 2―35＊ 有用なアルファ―トリフルオロメチル炭素陰イオンの合成化

学的展開（岡山大）○山内禎啓・川手朝海・片桐利真・宇根山健治

座長 黒星 学（15 : 00～15 : 50）
4 F 2―37 光学活性な 2―トリフルオロメチルチイランの合成（岡山大
工）○三島真一・片桐利真・宇根山健治

4 F 2―38 トリフルオロメチル基置換トリアリールエテンの簡便合成法
（京大院工）○清水正毅・劉 新宇・檜山爲次郎

4 F 2―39 トリブチル（3,3,3―トリフルオロプロピニル）スズのアルキン
へのカルボスタニル化反応（京大院工）清水正毅○江 国防・中尾佳
亮・檜山爲次郎・白川英二

4 F 2―40 ヨードトルエンジフルオライドを用いた α ―フルオロカルボ
ニル化合物の合成（北大院工）○佐藤紗絵子・吉田雅紀・福原 彊・原
正治

4 F 2―41 3配位 1,2―ヨードキセタンからのトリリチオ体の発生と応用
（東大院理）○大橋正樹・干場和永・狩野直和・川島隆幸

有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3月 26日午前

座長 竹中 惠子（9 : 30～10 : 00）
1 F 3―04 高配位ケイ素の特性を活用したカリックスアレーン二量体カ
プセルの合成研究（東大院理）○吉田麻子・後藤 敬・川島隆幸

1 F 3―05 1,8―ジメトキシアントラセン配位子を有するクロロゲルミレ
ンの反応（広島大院理）○雲林院敏文・村上博美・山下 誠・河内
敦・山本陽介

1 F 3―06 複数のジチオカルボキシラート配位子を有するジゲルマンの
合成と構造（東大院理）○篠崎康裕・狩野直和・川島隆幸

座長 豊田 耕三（10 : 00～11 : 00）
1 F 3―07 立体保護された低配位ケイ素化合物を経由する新規な含ケイ
素環状ポリスルフィドの合成と反応（日女子大理）○小林 恵・竹中惠
子・岡崎廉治

1 F 3―08 かさ高い置換基を有する安定なゲルマンチオンの合成と反応
性（日女子大理）○渡辺千恵子・竹中惠子・岡崎廉治

1 F 3―09 4―ヒドロキシブチルトリフェニルホスホニウム塩を用いたエ
キソメチレンテトラヒドロピラン誘導体の合成（福岡大）塩路幸生○境
修身・大熊健太郎

1 F 3―10 アミノメチルホスフィンスルフィド類を用いる炭素―炭素結
合形成反応及びその応用（東大院工）○顔 鵬・橋本幸彦

1 F 3―11 ジフェニルホスフィンスルフィドのアルキンへの付加反応
（東大工）橋本幸彦○赤川賢吾・顔 鵬

1 F 3―12 シリルホスフィンの電子不足アルキンに対する位置及び立体
選択的付加反応（愛媛大工）林 実・栗原勝利○鶴岡奈美・松浦 豊・
渡辺 裕

座長 橋本 幸彦（11 : 00～12 : 00）
1 F 3―13 立体保護された 1,3―ジホスファプロペン類およびその酸化体
の合成と性質（東北大院理）○西出勝則・梁 洪澤・伊藤繁和・吉藤正
明

1 F 3―14 CuIもしくは（MeCN）2PdCl2とジホスフィニデンシクロブテ
ン触媒系を用いる塩化アリールおよび臭化アリールのアミノ化反応
（東北大院理・京大化研）○ガズレアニル・豊田耕三・吉藤正明・小澤
文幸

1 F 3―15 新規光学活性 P,S―配 位子 2―Diphenylphosphino―2’―p―tolyl-
sulfenyl―1,1’―binaphthylの合成（新潟大工・新潟大院自然科学）星 隆
○早川哲司・萩原久大・鈴木敏夫

1 F 3―16＊ p―位に電子供与基を有する新規芳香族性立体保護基の開発と
低配位リン化合物の合成への応用（東北大院理）○川崎 統・豊田耕
三・吉藤正明

1 F 3―18 オルト位に電子供与基を有するかさ高い芳香族置換基で立体
保護されたフルオレニリデンホスフィンの合成と性質（東北大院理）○
川崎 統・豊田耕三・吉藤正明
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3月 26日午後

座長 吉藤 正明（13 : 00～13 : 50）
1 F 3―25 特別講演 Organophosphorus Chemistry in the Periphery of

Calixarenes（Technische Universitaet Braunschweig, Germany）Prof. Rein-
hard Schmutzler

座長 時任 宣博（13 : 50～14 : 50）
1 F 3―30 ホスホラニド金属ポルフィリンの合成と性質（北里大理）○澤
野海太・梶山和政・宮本 健

1 F 3―31 ビス（ホスホラニド）配位子をもつ金属錯体の合成（北里大理）
○竹林賢三・梶山和政・宮本 健

1 F 3―32 フェナントレンを縮環した 3,4―ジホスフィニデンシクロブテ
ンの合成と性質（東北大院理）○中村光武・川崎 統・豊田耕三・吉藤
正明

1 F 3―33 9―ホスファトリプチセンを配位子とした遷移金属錯体の合成
（東大院理）○吾郷友宏・小林潤司・川島隆幸

1 F 3―34 2,6―ジアリールフェニル型置換基を有する立体混雑したトリ
アリールホスフィンの合成と性質（東北大院理）○チョウドリーレイニ
ー・須藤勝秀・村上史樹・佐々木 茂・吉藤正明

1 F 3―35 機能性部位を有する立体混雑したトリアリールホスフィンの
合成及び性質（東北大院理）○加藤清敏・須藤勝秀・村上史樹・佐々木
茂・吉藤正明

座長 川島 隆幸（15 : 00～16 : 00）
1 F 3―37 複数のホスホリル基を有する環状 π 電子系の合成（東北大院
理）○足達一孝・加藤清敏・佐々木 茂・吉藤正明

1 F 3―38 電子受容部位を有する立体混雑したトリアリールホスフィン
の合成と性質（東北大院理）○渡邉真里子・加藤清敏・村上 緑・須藤
勝秀・村上史樹・佐々木 茂・吉藤正明

1 F 3―39 フェロセニル基を有する新規なジホスフェンの合成，構造，
および性質（京大化研）○長洞記嘉・笹森貴裕・武田亘弘・時任宣博

1 F 3―40 立体混雑したテトラアリールジホスファン及び関連化合物の
合成及び性質（東北大院理）○井澤雅俊・山本幸弘・須藤勝秀・佐々木
茂・吉藤正明

1 F 3―41＊ 1,3―ジホスファシクロブタン―2,4―ジイルの合成と性質（東北
大院理）○杉山洋貴・伊藤繁和・吉藤正明

座長 林 実（16 : 00～17 : 10）
1 F 3―43 立体混雑したジアリールホスフィン誘導体の合成と反応（東
北大院理）○河南朋恵・加藤清敏・井澤雅俊・山本幸弘・須藤勝秀・
佐々木 茂・吉藤正明

1 F 3―44 新規なトリアリールシリル基を用いたプロ―5―シラホスファ
トランの合成と反応（東大院理）○岩永宏平・小林潤司・川島隆幸

1 F 3―45 6員環骨格を有する新規な 4座配位子を用いたホスホニウム
塩の発生と反応（東大院理）○中藤慎也・小林潤司・川島隆幸

1 F 3―46＊ 立体混雑したトリアリールホスフィンカチオンラジカルの合
成，構造，性質（東北大院理）○佐々木 茂・加藤清敏・山本幸弘・井
澤雅俊・須藤勝秀・村上史樹・吉藤正明

1 F 3―48 立体保護された新規な 1―ホスファアレン類の合成と二量化
反応（東北大院理）○関口 聡・伊藤繁和・吉藤正明

1 F 3―49 リン炭素二重結合とシクロプロピル基との共役に関する実験
的および理論的考察（東北大院理・ブダペスト工科大）木村茂雄○伊藤
繁和・吉藤正明・Veszpremi, Tamas

3月 27日午前

座長 西村 貴洋（9 : 00～10 : 00）
2 F 3―01 トリアリールビスマスジクロリド／DBU系によるアルコール
酸化の反応機構（京大院工）○日下部真吾・俣野善博・今堀 博

2 F 3―02 高周期 15族元素間二重結合化合物の電子スペクトルと酸化
還元挙動（京大化研）○笹森貴裕・三枝栄子・長洞記嘉・武田亘弘・時
任宣博・高木 望・永瀬 茂

2 F 3―03 9,10―ジビスマトリプチセンの新規合成法の開発および構造
（北里大理）○内山洋介・山本 学

2 F 3―04 速度論的安定化を利用した新規な 15族異周期元素間二重結
合化合物の合成研究（京大化研）○山崎貴之・笹森貴裕・武田亘弘・時
任宣博

2 F 3―05 一酸化硫黄（SO）の温和な条件下での発生とその反応（埼玉大
理）○朴 雪花・中山重蔵・杉原儀昭

2 F 3―06 アルケン／ジ（モルホリン―4―イル）ジスルフィド／金属トリフ
ラート系を用いたチイランの新規合成法（埼玉大理）○木挽あゆみ・杉

原儀昭・中山重蔵

座長 俣野 善博（10 : 00～11 : 00）
2 F 3―07 金属カチオン交換モンモリロナイトを触媒とするアルケンへ
のジスルフィド類の付加反応（京大院工）○芳仲朋亮・前多泰成・西村
貴洋・植村 榮

2 F 3―08 新規ニオブ―サレン錯体を用いた不斉スルホ酸化反応（九大院
理・CREST）○宮崎高則・香月 勗

2 F 3―09 4,7―ジ―t―ブチル―3 H ,8 H ―1,2,5,6―ジチアジアゾシン―1―オキ
シドの Pummerer反応；1,4―ジヂインの生成（埼玉大理）○飯田修平・
杉原儀昭・石井昭彦・中山重蔵

2 F 3―10 プロピオリル酸チオールエステルとアミンの反応を利用した
三置換チオフェンの合成（岩手大工）○青柳重信・菊地隆平・島田和
明・滝川雄治

2 F 3―11 ジフェニルジスルフィド誘導体を用いたアリルアルコールの
光酸化反応（岡山大院自然）柳本 泰○坪井隆明・高口 豊・坪井貞夫

2 F 3―12 7,8―ジチアビシクロ［4.2.1］ノナ―2,4―ジエン 7―オキシドの酸
化反応：α ―ジスルホキシドの生成とその性質（埼玉大理）○柏浦智
史・鴛田英明・石井昭彦・中山重蔵

座長 武田 亘弘（11 : 00～12 : 00）
2 F 3―13 7,8―ジチアビシクロ［4.2.1］ノナ―2,4―ジエン 7―オキシドとチ
オール類との反応（埼玉大理）○柏浦智史・石井昭彦・中山重蔵

2 F 3―14 ジフェニルビニルスルホニウム塩を経由する α ―イミドスチ
レン類およびアリルアミン類の合成（北里研究所）○山中洋行・河名
旭・向山光昭

2 F 3―15 ジチオアントラニル酸エステルとカルボニル化合物の反応―
ベンゾオキサジンチオン類，ベンゾチアジンチオン類及び関連化合物
の生成（城西大）○村岡 亘・山本達夫・馬場和樹・勝間田祐貴

2 F 3―16 新規チイラン 1―イミドの合成と性質（埼玉大理）○木挽あゆ
み・岡田春樹・杉原儀昭・中山重蔵

2 F 3―17 S ―アミノチイラニウム塩の合成と性質（埼玉大理）○大津梨
恵・杉原儀昭・中山重蔵

2 F 3―18 ビベンゾノルボルネニリデンスルホキシドと酸の反応（埼玉
大理）○山中秀一・杉原儀昭・中山重蔵

3月 27日午後

座長 小川 智（13 : 00～14 : 00）
2 F 3―25 バナジウムを触媒とする 3―スルファニルインドール類合成
（京大院工）○前多泰成・小藪基礼・西村貴洋・植村 榮

2 F 3―26 バナジウムを触媒とするチオールとフェノール誘導体との脱
水素反応（京大院工）○小薮基礼・前多泰成・西村貴洋・植村 榮

2 F 3―27 3,4―ジ―t―ブチルチオフェン 1―オキシドと S2Cl2の反応（埼玉
大理）○高山 淳・杉原儀昭・石井昭彦・中山重蔵

2 F 3―28 Retro Diels―Alder反応を利用した S2Oの発生とその性質（埼玉
大理）○青木 聡・坂本 章・杉原儀昭・石井昭彦・中山重蔵

2 F 3―29＊ ジエノールシリルエーテルと S8の［4＋1］型環化によるチオ
フェン類の新規合成法（阪大院工）○笠野晋広・WOLLBOLDT, Regina
Petra・大平落洋二・南方聖司・小松満男

座長 石井 昭彦（14 : 00～14 : 50）
2 F 3―31 2‐アリール‐1‐メチルチオ‐1‐トシルオキシランとメチ
ルリチウムの反応：1‐アリール‐1‐メチルチオ‐2‐プロパノンの
形成とその適用限界（千葉大工）松本祥治○羽田直記・小倉克之

2 F 3―32 2―（アリールアミノ）ケテンジチオアセタール―S ,S ―ジオキシ
ドとヨウ素の反応：3―トシル―2―（トシルメチル）キノリン類の生成（千
葉大工）○松本祥治・小倉克之

2 F 3―33 イミダゾリウムイオンを有するチオール修飾金ナノクラスタ
ーの合成と特性（近畿大理工）○巽 遼多・藤原 尚

2 F 3―34 レドックス活性メルカプトシラン修飾金―シリカ・コア―シェ
ルの合成と特性（近畿大理工）○井端千晴・藤原 尚

2 F 3―35 ベンゾチオフェンに縮合した 1,4―ジチインの合成と構造（岩
手大工）○山本達也・佐藤 瀏・中條しづ子・小川 智

座長 笹森 貴裕（15 : 00～16 : 00）
2 F 3―37＊ 嵩高いアルキル基で安定化された α ―ジチオンの合成，単離
および性質（埼玉大理）○小野 豊・杉原儀昭・石井昭彦・中山重蔵

2 F 3―39 かさ高い置換基の立体保護効果を活用した安定な O ―チオニ
トロソアルコールの合成の試み（日女子大理）○竹中惠子・岡崎廉治

2 F 3―40 1,8位に酸素原子を有するチオキサントンから誘導した新規
三座配位子系の構築とビニル位 SN2反応における遷移状態安定化への
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G1 会場
旧理学部教育実践指導室

応用（広島大院理・分子研）○山口虎彦・山本陽介・藤原好恒・谷本能
文

2 F 3―41＊ Synthesis of Various 3 H―1,2,4―Dichalcogenazoles through the
Reaction of 6 H―1,3,5―Oxachalcogenazines with Elemental Chalcogen（岩
手大工）Islam, Md. Rafiqul・島田和明・青柳重信・藤澤より子○滝川
雄治

座長 南方 聖司（16 : 00～17 : 10）
2 F 3―43 拡張超原子価結合系の構築：ナフタレン 1,8―位における S2

Se2 4 c―6 eの生成とその構造（和歌山大システム工）○新井貴光・田口
裕士・林 聡子・中西和郎・笹森貴裕

2 F 3―44 拡張超原子価結合 C2Z2O（Z＝O, S, Se）5 c―6 eの構造：AIMに
よる検討（和歌山大システム工）○川端恭子・林 聡子・中西和郎・笹
森貴裕

2 F 3―45 環状ポリスルフィドの立体障害を利用する軸不斉化合物の合
成と構造（岩手大工）佐藤 瀏○太田英俊・中條しづ子・小川 智

2 F 3―46 かさ高い置換基を有する新規ポリチオエーテル配位子の合成
とその応用（京大化研）○清水大助・武田亘弘・笹森貴裕・時任宣博

2 F 3―47 飽和不飽和混合系チアクラウンエーテルの合成と錯形成挙動
（都立大院理）○黒岩 剛・清水敏夫・平林一徳・上方宣政

2 F 3―48 ベンゾペンタチエピンの酸化反応―二量化を伴う大環状化合
物の生成（岩手大工）佐藤 瀏○千葉勇喜・中條しづ子・小川 智

2 F 3―49 1―（アリールカルコゲナ）ナフタレンの溶液中の構造（和歌山
大システム工）○中井孝仁・林 聡子・中西和郎

3月 28日午前

座長 西山 豊（9 : 00～10 : 00）
3 F 3―01 オリゴ（チエニルフラン）の合成と物性（京大化研）○宮田康
生・西長 亨・小松紘一

3 F 3―02 強固な σ 骨格に囲まれたオリゴチオフェンのカチオン種の
合成と性質（京大化研）○山崎大輔・若宮淳志・西長 亨・小松紘一

3 F 3―03 スズ元素を有する S（VI）―N環状化合物の合成，構造および
反応性（富山大工）藤井孝宜○狭山信太郎・田口大輔・吉村敏章

3 F 3―04 スルフィミドと SELECTFLUORTMとの反応によるフルオロ―
λ 6―スルファンニトリルの生成に関する立体化学の解明（富山大工）藤
井孝宜○高野智允・浅井伸介・森田弘之・吉村敏章

3 F 3―05 新規 π 共役拡張へテロポルフィリン誘導体の合成（愛媛大
理）○清水祐介・宇野英満・小野 昇

3 F 3―06 o―キシリレンジチオ基を有するフタロシアニン誘導体の合成
と物性（岩手大機器分析セ）木村 毅○鈴木孝洋・田中一朗・松井謙次

座長 西林 仁昭（10 : 00～11 : 00）
3 F 3―07 o―テルフェニルから誘導される含硫黄大環状化合物の合成と
構造（岩手大工）佐藤 瀏○浜坂 剛・中條しづ子・小川 智

3 F 3―08 含硫黄多ベンゼン環化合物の光特性を中心とした性質の解明
（岩手大工）佐藤 瀏○澤田 晃・中條しづ子・小川 智

3 F 3―09 ジベンゾ［c,g］―1,2,5,6―テトラチオシン誘導体の反応性（阪大
院理）○辰巳 幹・岡村高明・山本 仁・上山憲一

3 F 3―10 1,2,3,4,5,7―ペンタチアゾカンとアミンからのチオホルムアミ
ドへの変換（岩手大工）○渋谷弘毅・青柳重信・島田和明・藤澤より
子・滝川雄治

3 F 3―11 フェロセン含有チオフェン類の合成と酸化還元特性（岩手大
工）小川 智○村岡宏樹・中條しづ子・佐藤 瀏

3 F 3―12 フェロセンユニットを組み込んだベンゾ［c］チオフェンの合
成と多段階酸化還元反応（岩手大工）小川 智○菊田研二・中條しづ
子・佐藤 瀏

座長 村井 利昭（11 : 00～12 : 00）
3 F 3―13 嵩高い bowl型置換基を有するアリールリチウムと二硫化炭
素の反応（日女子大理）○茂木香織・竹中惠子・岡崎廉治

3 F 3―14 N ―スルフェニル化スルホジイミドおよびスルホキシイミド
の熱分解によるスルフェニルナイトレンの発生（富山大工）吉村敏章○
藤江哲夫・藤井孝宜

3 F 3―15 環状セレナイトエステルの合成とその利用（関西大工）○愛谷
雅之・西山 豊・園田 昇

3 F 3―16 Pd触媒を用いるセレノカーバメート類の分子内環化反応：
α ―アルキリデン―β ―ラクタムの新合成法（阪大工・阪歯大）○豊福昌
志・藤原眞一・新池 孜・神戸宣明

3 F 3―17 新規な水溶性含セレン酸化剤の合成（東海大理）○米田光政・
岩岡道夫

3 F 3―18 ジスルフィドからジセレニドへの化学変換法の検討（東海大

理）○五十棲規嘉・小原佑美子・岩岡道夫

3月 28日午後

座長 西長 亨（13 : 00～14 : 00）
3 F 3―25 β 位に 2―ピリジルセレノ基を有する光学活性アルコールと
芳香族化合物とのエナンチオ選択的炭素―炭素結合生成反応（京大院
工・京大融合創造セ）○岡本和樹・西林仁昭・植村 榮・年光昭夫

3 F 3―26 遷移金属触媒存在下ジセレニドのアレンへの付加カルボニル
化反応（奈良女大理）○西中悦代・神谷育代・小川昭弥

3 F 3―27 遷移金属触媒存在下カルコゲン原子官能基の導入を伴うアセ
チレン類のカルボニル化反応（奈良女大理）○神谷育代・田中みちる・
小川昭弥

3 F 3―28 セレン触媒を用いた o―ニトロ芳香族イミンと一酸化炭素の
反応（関西大工）○藤本麻由・西山 豊・園田 昇

3 F 3―29 ビニルフェニルセレニドの新規合成法（関西大工）○大西晴
子・西山 豊・園田 昇

3 F 3―30 種々のケトンヒドラゾンと臭化セレンとの反応（福岡大）塩路
幸生・久保献人○大熊健太郎

座長 小川 昭弥（14 : 00～15 : 00）
3 F 3―31 イソシアナート，無水ベンゼンセレニン酸系からのナイトレ
ノイド中間体の発生ならびにその利用（関西大工）○前田和彦・西山
豊・園田 昇

3 F 3―32 セレノギ酸エステルの合成とその新規ホルミル化剤としての
利用（阪府大院工）前多 肇○田邊太郎・水野一彦

3 F 3―33 セレン触媒によるエポキシドと一酸化炭素，硫黄の反応（関
西大工）○片平知里・西山 豊・園田 昇

3 F 3―34 P―キラルセレノホスフィン酸クロリドとアミンとの反応（岐
阜大工）○木村 力・村井利昭

3 F 3―35 セレン触媒を用いたジスルフィドと一酸化炭素の反応（関西
大工）桃崎 望○稲澤幸治・西山 豊・園田 昇

3 F 3―36 セレノカルボン酸 2―トリメチルシリルエチルエステルを用
いたセレノカルボン酸塩の合成と性質（岐阜大工）○西 大介・村井利
昭

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3月 26日午前

フラーレン
座長 中村 洋介（9 : 30～10 : 00）

1 G 1―04 長鎖オリゴチオフェン／フラーレン多成分連結分子の合成と
光電変換素子への応用（広島大院工）○根岸伸和・瀧宮和男・大坪徹
夫・安蘇芳雄

1 G 1―05 ポルフィリン―クラウンエーテル環縮合オリゴチオフェン―フ
ラ―レン三元系での錯形成による光誘起電子移動の制御（広島大院工）
○大池拓郎・大坪徹夫・瀧宮和男・安蘇芳雄

1 G 1―06 堅いリンカーを持つカリックス［5］アレーン―C60ハイブリッ
ドの合成研究（広島大院理）○松本陽子・灰野岳晴・深澤義正

座長 池田 篤志（10 : 00～11 : 00）
1 G 1―07 ［60］フラーレンと種々の芳香族三級アミン類との光反応生成
物の構造と性質（群馬大院工）中村洋介○鈴木正人・西村 淳

1 G 1―08 フラーレンの超分子化学（1）：金属ポルフィリン環状二量体
を用いた高次フラーレンの高選択的抽出（東大院工）○庄子良晃・田代
健太郎・相田卓三

1 G 1―09 フラーレンの超分子化学（2）：金属ポルフィリン環状二量体
と高次フラーレンとの相互作用の解析（東大院工）田代健太郎○庄子良
晃・相田卓三

1 G 1―10 フラーレンの超分子化学（3）：フラーレン内包金属ポルフィ
リン超分子カプセルの形成（東大院工・千葉大分析セ）○尾内絢子・田
代健太郎・相田卓三・山口健太郎

1 G 1―11 アルキル C60カチオン―その塩の単離および水酸基をもつ固
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体表面への化学吸着（京大化研・JST・CREST）○李 洋洙・北川敏
一・小松紘一

1 G 1―12 アルキル C70カチオンの発生と性質（京大化研・JST・
CREST）○政岡直樹・李 洋洙・北川敏一・小松紘一

座長 北川 敏一（11 : 00～12 : 00）
1 G 1―13 糖修飾カリックスアレーンを用いた水溶性 C60錯体の構築と

DNA光切断（奈良先端大院物質）○恵島明紀・池田篤志・菊池純一
1 G 1―14＊ 液晶設計における分子プログラミング．カップ型キャビティ
を有するシャトルコック型フラーレン液晶（東大院理）○村松彩子・松
尾 豊・溝下倫大・加藤隆史・中村栄一

1 G 1―16 若い世代の特別講演会 ホスト―ゲスト化学的手法を用いた
C60の水溶化とその応用研究（奈良先端大物質）池田篤志

3月 26日午後

座長 相田 卓三（13 : 00～14 : 00）
1 G 1―25 進歩賞受賞講演 フラーレン C60の構造変換‐水素内包分子
の合成と固体反応の利用に関する研究‐（京大化研）村田靖次郎

1 G 1―28 フラーレンとジアゾアルカンの 1,3―双極子付加反応における
置換基効果（阪大院工）○清家 望・大島 巧

1 G 1―29 フラーレンの超分子化学（4）：完全縮環ポルフィリン環状二
量体との意外な複合体形成挙動（東大院工・京大院理・京大化研）○佐
藤弘志・田代健太郎・相田卓三・新森英之・大須賀篤弘・小松紘一

1 G 1―30 フラーレンの超分子化学（5）：金属ポルフィリン／フラーレン
の自己組織化（東大院工・千葉大分析セ）○平野志保・田代健太郎・相
田卓三・山口健太郎

座長 田代 健太郎（14 : 00～15 : 00）
1 G 1―31 プロピレンジオキシ置換ターチオフェン―フラーレン連結化
合物の合成と重合（京大化研）○山崎鉄也・韓 愛鴻・林 静容・村田
靖次郎・小松紘一

1 G 1―32 水素分子を 100％内包した開口フラーレン誘導体の閉環の試
み（京大化研）○村田理尚・村田靖次郎・小松紘一

1 G 1―33 C70とピリダジン誘導体との反応を用いる開口 C70誘導体の
合成（京大化研）○前田修平・村田理尚・村田靖次郎・小松紘一

ポルフィリン
1 G 1―34 キャビタンド結合ポルフィリンによる小分子の認識（九大先
導研）○萩原 潤・島崎優一・谷 文都・成田吉徳

1 G 1―35 ロタキサン構造を有するポルフィリンの合成と性質（九大先
導研）○谷 文都・松浦幹也・成田吉徳

1 G 1―36 フラーレン―スペシャルペア―フェロセン連結電荷分離三元系
の構築（奈良先端大物質）○中川博道・小川和也・佐竹彰治・小夫家芳
明

座長 俣野 善博（15 : 00～16 : 00）
1 G 1―37 配位組織化ポルフィリンアレイを介した効率的電子／エネル
ギー移動（奈良先端大・化学技術振興事業団 CREST）○古津大介・佐
竹彰治・小夫家芳明

1 G 1―38 超分子ポルフィリン共役系への軸配位を利用した電子機能基
の導入（奈良先端大物質）○谷原潤一・小川和也・佐竹彰治・小夫家芳
明

1 G 1―39＊ 相補的配位組織体を構築する直結型 Phthalocyanine―Porphyrin
hybridsの合成とその光特性（奈良先端大物質・科学技術振興事業団・
CREST）○亀山和也・佐竹彰治・小夫家芳明

1 G 1―41 ポルフィリン分子集合体の構造と光物性に関する置換基効果
（京大院工）○細水康平・森 幸恵・佐藤智生・俣野善博・今堀 博・
西村賢宣・山崎 巌・AHN, T. K.・KIM, Dongho・KIM, S. K.

1 G 1―42 ポルフィリン修飾金ナノクラスターを用いた ITO電極上へ
の 3次元組織化と光電気化学特性（京大院工）○藤本篤史・佐藤智生・
森 幸恵・俣野善博・今堀 博・花田 剛

座長 小川 和也（16 : 00～17 : 00）
1 G 1―43 超分子メゾ―メゾ結合ポルフィリンボックスの合成（京大院
理・CREST）○鎌田泰輔・荒谷直樹・大須賀篤弘

1 G 1―44 直接結合型ポルフィリンリングの合成（京大院理・CREST・
Yonsei Univ．）○中村泰之・荒谷直樹・Kim, Dongho・大須賀篤弘

1 G 1―45 メゾ―メゾ結合ポルフィリン多量体の機能化（京大院理・
CREST）○荒谷直樹・大須賀篤弘

1 G 1―46＊ メソ位直結型ポルフィリンダイマー π ビラジカルの置換基
効果（東大院総合）○中崎城太郎・千秋 裕・瀬川浩司

1 G 1―48 自立型分子ジャックの合成および金ナノ粒子との集合体形成
（分子研・愛媛大理）○水口英輔・田中啓文・小川琢治

座長 荒谷 直樹（17 : 00～18 : 00）
1 G 1―49 サブマイクロメーター長共役ポルフィリンワイヤーの合成と
それらの基板上での自己集合（愛媛大理）○河尾真宏・小澤寛晃・田中
啓文・小川琢治

1 G 1―50 デンドロン保護されたサブマイクロメーター長ポルフィリン
ワイヤーの合成とその単分子物性（分子研・愛媛大理・科学技術振興
機構）○小澤寛晃・田中啓文・河尾真宏・大塚洋一・松本卓也・河合
知二・小川琢治

1 G 1―51 新規ロジウムポルフィリンワイヤの合成（愛媛大理・分子
研・荏原総合研）○佐藤弘一・小川琢治

1 G 1―52 メソ―アルキニル置換ベンゾポルフィリンの合成（愛媛大理）
○櫛部加代・山田容子・宇野英満・小野 昇

1 G 1―53 アンスラポルフィリンの新規合成と物性（愛媛大理）○魚田啓
介・山田容子・宇野英満・小野 昇

1 G 1―54 硫黄官能基を持ったポルフィリンの合成と物性（愛媛大理）○
松本真吾・宇野英満・小野 昇

3月 27日午前

座長 津田 明彦（9 : 10～10 : 00）
2 G 1―02 周辺にピレン誘導体を置換したポルフィリンの合成とその性
質（都立大院理）杉浦健一○三宅雄介・宮坂 等・山下正廣

2 G 1―03 アセチレン架橋を用いた大環状ポルフィリン多量体の合成研
究（都立大院理）杉浦健一○加藤愛子・宮坂 等・山下正廣

2 G 1―04 エチレン，ビニレン及びジアセチレン架橋ポルフィリン二量
体，三量体及び四量体の構造と電子的性質（富山大理）○佐藤三鈴・直
江あずさ・林 直人・樋口弘行

2 G 1―05 5―pyridyl 10,15,20―triphenyl N―confused porphyrin（NCP）の合
成と金属錯化（九大院工・科学技術振興機構さきがけ）古田弘幸○原田
直幸

2 G 1―06 有機溶媒中におけるビスポルフィリン分子の自己集合（広島
大院理）○藤井隆吏・灰野岳晴・深澤義正

座長 谷 文都（10 : 00～11 : 00）
2 G 1―07 π 共役スイッチ機能を有する超分子箱型ポルフィリン多量
体（東大院工）○大家一将・津田明彦・相田卓三

2 G 1―08 自己組織化プログラムによる超分子ポルフィリンナノチュー
ブの構築（東大院工）○渡辺礼子・津田明彦・山口達也・相田卓三

2 G 1―09 サドル型ポルフィリン超分子らせん形成に伴う不斉増幅（東
大院工）○豊福邦彦・津田明彦・藤田典史・相田卓三

2 G 1―10 超分子を用いた共役高分子の配列制御（九大院工）○久保羊
平・竹内正之・新海征治

2 G 1―11 二段階酸化重合を用いたポルフィリンポリマーの合成と機能
（九大院工）○山下耕生・池田 将・竹内正之・新海征治

2 G 1―12 双極子モーメントを有するダブルデッカー型ポルフィリン錯
体の外部刺激応答性（九大院工）○田中智史・竹内正之・新海征治・新
留康郎・山田 淳

π共役系

座長 江 東林（11 : 00～12 : 00）
2 G 1―13 架橋構造をもつ亜鉛クロロフィルの合成（立命館大理工）○
佐々木真一・溝口 正・民秋 均

2 G 1―14 シラインダンを基本骨格とするパイ共役化合物の合成と物性
（名大院理・JSTさきがけ）○徐 彩虹・若宮淳志・山口茂弘

2 G 1―15 フッ素置換ケイ素架橋スチルベンの合成と官能基化（名大院
理・JSTさきがけ）徐 彩虹○山田 洋・若宮淳志・山口茂弘

2 G 1―16 16族元素を含む縮合多環パイ電子系化合物の合成と物性（名
大院理・JSTさきがけ）○岡本敏宏・山口茂弘

2 G 1―17 1,2―ジアリール―5―（5―トリシアノエテニル―2―チエニル）ピロ
ールの金属光沢結晶：1―アリール基へのハロゲン原子導入による金属
色への効果（千葉大工）小倉克之○大島賢司・赤染元浩・松本祥治

2 G 1―18 末端チオフェンにジフェニルアミノ基を導入した 1―アリー
ル―2―（2―チエニル）―5―（5―トリシアノエテニル―2―チエニル）ピロール
の結晶と電気伝導性（千葉大工）小倉克之○飯塚俊輔・赤染元浩・松本
祥治

3月 27日午後
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座長 櫻井 英博（13 : 00～13 : 50）
2 G 1―25 パイ共役分子バンドル（1）．パイ共役拡張ジベンゾシロール
の環状オリゴシロキサン合成（京大化研・名大院理）山口茂弘○梅原輝
彦・玉尾皓平

2 G 1―26 π 共役分子バンドル（2）：トリアントリルボラジンの合成と
物性（名大院理）若宮淳志○井手利久・山口茂弘

2 G 1―27 強固なスペーサーで連結したヘテロール π 電子系二量体の
合成と構造（名大院理）若宮淳志○谷口拓弘・賀 慶国・山口茂弘

2 G 1―28 L―ヒスチジンを組み込んだトロポポダンドの合成と不斉触
媒能（埼玉大理）○小柴佑介・佐藤 大

2 G 1―29 キラルなスルホキシドを有するアーム型トロポコロナンドの
合成と性質（埼玉大理）○吉田絵美・佐藤 大

座長 山口 茂弘（13 : 50～15 : 10）
2 G 1―30＊ デンドリマーで被覆した分子ワイヤーの設計と光機能：（I）
光誘起電子移動と光エネルギー変換（科学技術振興機構・相田ナノ空
間プロ）○江 東林・相田卓三

2 G 1―32 デンドリマーで被覆した分子ワイヤーの設計と光機能：（II）
分子内エネルギー移動の pH依存性（科学技術振興機構・相田ナノ空
間プロ）○崔 正権・江 東林・相田卓三

2 G 1―33 デンドリマーで被覆した分子ワイヤーの設計と光機能：（III）
長さの揃ったナノワイヤーの合成と主鎖の蛍光発光能に対するデンド
リマー効果（科学技術振興機構・相田ナノ空間プロ）○李 維実・江
東林・相田卓三

2 G 1―34 ベンゾチアジアゾール部位を有するアニリンオリゴマーの特
性（阪大院工）平尾俊一○芝谷治美・櫻井英博

2 G 1―35＊ 両親媒性ヘキサペリヘキサベンゾコロネン誘導体の自己組織
化によるナノ構造体の構築（ERATO相田ナノ空間プロ・JST）○金
武松・福島孝典・HILL, Jonathan P.・小阪敦子・石井則行・相田卓三

2 G 1―37 オリゴ（アリレントリアセチレン）の合成とその蛍光特性（東
工大院生命理工）○中野裕基・石塚憲一・村岡健司・大谷弘之・高山
祐樹・佐藤史衛

座長 河合 英敏（15 : 20～16 : 20）
2 G 1―39 リン原子架橋型ビチオフェン誘導体の合成と蛍光特性（阪大
産研）○家 裕隆・兼田隆弘・藤塚 守・藤乗幸子・真嶋哲朗・安蘇
芳雄

2 G 1―40 ジフェニルアミノ基を有する 9―ジシアノメチレンフルオレ
ン誘導体の光学特性（千葉大工）小倉克之○阿部哲志・赤染元浩・松本
祥治

2 G 1―41 トリシアノエテニル基を 2個有するビス（ジフェニルアミノ）
フルオレン類の金色光沢安定薄膜の形成（千葉大工）小倉克之○山岡友
洋・阿部哲志・赤染元浩・松本祥治

2 G 1―42 4―［5―（アズレン―6―イル）チオフェン―2―イル］フェノール類の
脱プロトン化反応によるスペクトルおよび構造変化（横国大教育人間
科学）○杉江祐司・大谷裕之

2 G 1―43 2―（アズレン―2―イル）チエノ［3,2―b］チオフェンの合成と性質
（横国大教育人間科学）○永島和明・大谷裕之

2 G 1―44 含トロポノイドトラン型化合物の金属（II）錯体の生成と性質
（横国大教育人間科学）○峯村 篤・大谷裕之

座長 高山 祐樹（16 : 20～17 : 20）
2 G 1―45 1,1―ジアリールエテニル基を有する電子供与体の合成と性質
（北大院理）○樋口博紀・河合英敏・藤原憲秀・鈴木孝紀

2 G 1―46 電子受容性のペルフルオロアリレン骨格を有する化合物の合
成と物性（東工大）○田中雄介・西田純一・山下敬郎

2 G 1―47 ビシクロ［2.1.1］ヘキセンの縮環したベンゼン及び COTの反
応（京大化研）○宇都孝行・西長 亨・小松紘一

2 G 1―48 ビス（ビシクロ［2.2.2］オクテノ）TTFの合成と性質（京大化
研）○野北里花・西長 亨・山崎大輔・小松紘一

2 G 1―49 ホモアダマンテンが縮環したシクロペンタジエニルラジカル
の合成と性質（京大化研）○小川紘平・北川敏一・小松紘一

2 G 1―50 ヘキサアザフェナレニルアニオンの構造と性質（阪大院理・
阪市大院理・科学技術振興機構さきがけ）○鈴木修一・森田 靖・福
井晃三・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

3月 28日午後

座長 鈴木 孝紀（13 : 00～13 : 30）
3 G 1―25 7,7―ジピリジル―p―キノメチド類の合成と性質（阪大院理）○
松本幸三・池田淳哉・川瀬 毅・小田雅司

3 G 1―26 2―ピリジル―2（1 H）―ピリジリデンアセトニトリル構造を有す

る複素環化合物の合成とその色変化（お茶女大人間文化）小川昭二郎○
梶田奈穂子・杉浦香子・中山仁礼

3 G 1―27 ビフェニル構造を有する環状共役系化合物の合成と分子不斉
（阪大院理）○内海圭一郎・川瀬 毅・小田雅司

座長 伊東 忍（13 : 30～14 : 00）
3 G 1―28 BCSJ賞受賞講演 オリゴ（2―エチニルピリジン）配位子から
三重らせん超分子への銅（�）イオン媒介自己集合（阪大産研）○河野富
一・加藤考浩・Chong－Xu Du・植田育男

座長 三宅 由寛（14 : 00～14 : 50）
3 G 1―31 スチルベン拡張トリス（2―チエニル）メタン二量体―銀三核錯
体の合成と構造（阪大院理）○蔵田浩之・春木健二・小田雅司

3 G 1―32 ラネーニッケルを用いた脱硫水素化反応による新規カゴ型化
合物の合成と構造（阪大院理）○力武信夫・春木健二・蔵田浩之・小田
雅司

3 G 1―33 ヒドリンダセンを構造単位とするマクロサイクルの合成とそ
の酸化還元特性（北大院理）河合英敏○元井江梨奈・高橋智子・藤原憲
秀・辻 孝・鈴木孝紀

3 G 1―34 1,10―フェナントロリン構造を含む剛直な大環状化合物の合
成（岡山理大理）○津屋卓也・豊田真司

3 G 1―35 アダマンタン骨格をもつ三脚形トリチオールとビチオフェン
から成る連結化合物の合成（京大化研・JST・CREST）○松原寛明・北
川敏一・小松紘一

座長 安蘇 芳雄（15 : 00～16 : 20）
3 G 1―37＊ 新規ジベンゾフューズドコラニュレンの合成，蛍光特性およ
び芳香族性（東大院理）○田原一邦・松尾 豊・中村栄一

3 G 1―39＊ 環状・非環状 1,8―アントリレン―エチニレンオリゴマーの合
成と構造（岡山理大理）○後一道雄・豊田真司

3 G 1―41＊ 大環状オリゴ（チオフェン・エチニレン）の合成と性質（都立
大院理）○中尾香積・沖村慶一・三宅由寛・桑谷善之・伊与田正彦

3 G 1―43＊ ヘキサキス（テトラチアフルバレニルエチニル）ベンゼンおよ
び関連化合物の自己会合挙動（都立大院理）○長谷川真士真士・江野沢
英穂・桑谷善之・伊与田正彦

座長 塩見 大輔（16 : 20～17 : 10）
3 G 1―45 超強酸中における置換ベンゾ［g,h,i］ペリレンから発生するカ
ルボカチオンの直接 NMR観測と理論計算（京大院工）○織田勝成・岡
崎隆男・木下知己・大江浩一

3 G 1―46 芳香環スペーサーを用いる 2つのテトラチアフルバレン間の
face―to―face相互作用の評価（都立大院理）○新井晋也・長谷川真士・
三宅由寛・桑谷善之・伊与田正彦

3 G 1―47 チオフェン導入型 π 拡張オリゴイミダゾ―ルの水素結合ネッ
トワークとその電荷移動錯体の物性（阪大院理）○村田剛志・森田
靖・中筋一弘

3 G 1―48 2―チオキソおよび 2―セレノキソメチリデン―1,3―ジセレノー
ル誘導体の合成，構造と性質（都立大院理）○渡邉良二・長谷川真士・
三宅由寛・伊与田正彦

3 G 1―49 トリベンゾヘキサデヒドロ［12］アヌレンを基本骨格に持つア
ヌレノアヌレンの合成と性質（都立大院理）○Sirinintasak, Siriwan・三
宅由寛・桑谷善之・伊与田正彦

座長 蔵田 浩之（17 : 10～18 : 00）
3 G 1―50 EL素子を志向したエンジイン骨格および芳香環を有する

π ―共役化合物の合成（東工大院生命理工・日産化学工業）○石塚憲
一・中野裕基・古性 均・高山祐樹・佐藤史衞

3 G 1―51 雪の結晶型デンドリマーの合成と性質（阪市大院理）○小嵜正
敏・山元周平・岡田惠次

3 G 1―52 アルキル鎖で架橋されたオリゴチオフェン二量体の酸化挙動
（広島大院工）○佐藤禎治・酒井豊文・開川武史・瀧宮和男・大坪徹
夫・安蘇芳雄

3 G 1―53 電子供与性基を有する 1―ジシアノメチレンインデン誘導体
の合成と光学特性（千葉大工）松本祥治○吉田麻美・小倉克之

3 G 1―54 ジフェニルアミノ基と 2,2―ジシアノエテニル基を有する
9,9’―スピロビフルオレン誘導体の合成とその物性（千葉大工）小倉克
之○井出光紀・赤染元浩・松本祥治

3月 29日午前

座長 小嵜 正敏（9 : 00～10 : 00）
4 G 1―01 多電子密度行列による非局在型高スピン有機分子のスピン構
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G2 会場
旧理学部レクチャールーム

造（阪市大院理）○佐藤和信・豊田和男・塩見大輔・工位武治
4 G 1―02 テトラシアノブタジエン骨格を有するドナー―アクセプター
型化合物の合成と物性（東工大院総理工）○田中佑馬・西田純一・山下
敬郎

4 G 1―03 置換基導入型 4,4’―ビイミダゾール類の TCNQ錯体の構造と
物性（阪大院理）○西村美江・森田 靖・村田剛志・中筋一弘

4 G 1―04 6―オキソフェナレノキシル型安定中性ラジカル類の一段階合
成（阪大院理・阪市大院理・科学技術振興機構さきがけ）○森口実紀・
森田 靖・河井潤也・福井晃三・吉田健太・佐藤和信・塩見大輔・工
位武治・中筋一弘

4 G 1―05 エチレンジチオ―TTFへのウラシル類の導入：水素結合様式
と電荷移動錯体の性質（阪大院理）○梅本欽一・森田 靖・宮碕栄吾・
槙 優・中筋一弘

4 G 1―06 1,6―ジチアピレンへの核酸塩基の導入：ウラシルおよびシト
シン誘導体の水素結合様式とその電荷移動錯体（阪大院理）○宮碕栄
吾・森田 靖・梅本欽一・槙 優・中筋一弘

座長 吉岡 直樹（10 : 00～11 : 00）
4 G 1―07＊ オキソフェナレノキシル型安定中性ラジカルの結晶構造およ
び磁気的性質（阪大院理・阪市大院理・科学技術振興機構さきがけ）○
河井潤也・森田 靖・森口実紀・福井晃三・吉田健太・冬広 明・佐
藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

4 G 1―09＊ キラル常磁性液晶の合成と物性（京大院地球環境・京大院人
間環境・京大院理）○伊熊直彦・下野智史・田村 類・酒井尚子・山
内 淳

4 G 1―11＊ 剛体溶液中でのコバルト―カルベンを用いた光応答型単分子
磁石の構築（九大院薬）○唐澤 悟・古賀 登

座長 森田 靖（11 : 00～12 : 00）
4 G 1―13 光応答型高スピンデンドリマーの凝集フィルム及び剛体溶液
中での磁気的性質（九大院薬）○秋田健行・古賀 登

4 G 1―14 ニトロキシドラジカル置換トリアリールアミンの合成とその
レドックス挙動（早大理工）○小鹿健一郎・倉田 崇・夫 勇進・西出
宏之

4 G 1―15 ペンダントジアゾ基を持つポリフェニルアセチレンの合成と
その光分解生成物の磁気的性質（三重大工・三重大生命セ）○神保義
信・伊藤哲二・平井克幸・富岡秀雄

4 G 1―16 キノリン型 N―オキシルラジカルの磁性に及ぼす 5位置換機
の効果（慶大理工）○松浦 悠・八尾 勝・井上秀成・吉岡直樹

4 G 1―17 キノリン型 N―オキシルラジカルの磁性に及ぼすアルコキシ
置換基の効果（慶大理工）○岩村優子・八尾 勝・井上秀成・吉岡直樹

4 G 1―18 キノリン型 N―オキシルラジカルの磁性に及ぼすベンゾ環拡
張効果（慶大理工）○八尾 勝・浅倉 聡・井上秀成・吉岡直樹

3月 29日午後

座長 松下 未知雄（13 : 00～14 : 00）
4 G 1―25 剛体溶媒中におけるニトロキシドラジカルとコバルト（II）イ
オンを用いたへテロスピン単分子磁石の構築（九大院薬）○金川慎治・
唐澤 悟・古賀 登

4 G 1―26 シッフ塩基を配位子としたコバルト錯体とジアゾ―ピリジン
化合物を用いた光応答型単分子磁石の構築（九大院薬）○山本規子・唐
澤 悟・古賀 登

4 G 1―27 ニトロキドラジカルを持つピリジン誘導体の合成とその遷移
金属錯体の構造と磁気的性質（九大院薬）○朱 志成・唐澤 悟・古賀
登

4 G 1―28 水素結合部位を有する安定有機ラジカル［XVII］7―フルオロ
インドールニトロニルニトロキシド結晶における 1次元強磁性鎖の形
成（慶大理工）○齊藤和宏・長島英明・井上秀成・吉岡直樹

4 G 1―29 水素結合部位を有する安定有機ラジカル［XVIII］5―クロロイ
ンドールニトロニルニトロキシド結晶における強磁性 2量体の形成
（慶大理工）○山本圭祐・長島英明・井上秀成・吉岡直樹

4 G 1―30 水素結合部位を有する安定有機ラジカル［XIX］5,6―ジヨード
ベンズイミダゾールニトロニルニトロキシド結晶における 1次元反強
磁性鎖の形成（慶大理工）○橋本典子・長島英明・井上秀成・吉岡直樹

座長 西田 純一（14 : 00～14 : 30）
4 G 1―31 キノリン型 N―オキシルラジカルを基本骨格としたバイラジ
カルの合成と磁気的性質（慶大理工）○瀬戸暢介・八尾 勝・井上秀
成・吉岡直樹

4 G 1―32 安定ラジカル導入型ピリジン，ピリミジン―マンガン一次元
鎖錯体の合成と磁性（阪市大院理）○田中公一朗・別府史織・小嵜正

敏・塩見大輔・佐藤和信・工位武治・岡田惠次
4 G 1―33 ラジカル置換ジヒドロフェナジンラジカルカチオンの磁性金
属塩の合成と性質（阪市大院理）○竹田裕孝・岡本敏宏・小嵜正敏・塩
見大輔・佐藤和信・工位武治・岡田惠次

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3月 26日午前

分子認識
座長 富永 昌英（9 : 30～10 : 00）

1 G 2―04 トリポード配位子を含む発光性希土類錯体のアニオンセンシ
ング機能（阪市大院理）築部 浩○片岡悠美子・三宅弘之・篠田哲史

1 G 2―05 金属錯体化によるフルオレニル・アームドサイクレンの光反
応制御（阪市大院理）○プレイヤー智子・篠田哲史・築部 浩

1 G 2―06 負電荷を有する金属組織化クマリン鎖状ホストのカチオン認
識特性（奈良先端大物質創成・科学技術振興事業団 CREST）○山田浩
士・佐竹彰治・小夫家芳明

座長 篠田 哲史（10 : 00～11 : 00）
1 G 2―07 複素環蛍光部位をもつ鎖状テトラオキシム配位子の合成と機
能（筑波大化）○小川泰史・鍋島達弥

1 G 2―08 直鎖オリゴオキシムの多重の錯形成による自発的ならせん構
造の構築（筑波大化）○秋根茂久・谷口貴紀・鍋島達弥

1 G 2―09 4ナノメートル径を有するM12L24自己組織化球状錯体の構造
解析（東大院工・CREST・東工大院理工・高エネ研）富永昌英○鈴木
桂祐・河野正規・藤田 誠・尾関智二・足立伸一

1 G 2―10 48＋電荷を有する水溶性M12L24球状錯体の自己集合（東大院
工・CREST）富永昌英○矢倉健一郎・鈴木桂祐・藤田 誠

1 G 2―11 尿素部位集積型 Ru（II）―ビピリジン錯体の合成と機能（筑波
大化）○櫻井義将・斉木利幸・秋根茂久・鍋島達弥

1 G 2―12 尿素部位を有する鉄（II）擬クリプタンドの合成（筑波大化）○
田口典恵・斉木利幸・秋根茂久・鍋島達弥

座長 佐竹 彰治（11 : 00～12 : 00）
1 G 2―13 不斉部位を導入した三重らせん型メタロホストの合成と機能
（筑波大化）○中島崇文・鍋島達弥

1 G 2―14 複数の水素結合部位を有する擬大環状ホストの合成とそのア
ニオン認識能（筑波大化）○相澤妙子・鍋島達弥

1 G 2―15 二種内部空孔を連結した配位結合ナノチューブの自己集合
（東大院工・CREST）富永昌英○山口拓実・藤田 誠

1 G 2―16 三分岐型ノナピリジン配位子から三次元錯体へのゲスト誘起
自己集合（東大院工・CREST）富永昌英○久保田史郎・山口拓実・藤
田 誠

1 G 2―17 金属配位を利用した自己集積によるクレフト型ホストの合成
（筑波大化）○長谷川真弓・小川雅宏・秋根茂久・斉木利幸・鍋島達弥

1 G 2―18 2,9―ジ置換 1,10フェナントロリンとリチウムイオンとの相互
作用（お茶女大人間文化）○平林美知子・野崎有沙・中山仁礼・小川昭
二郎

3月 26日午後

座長 鍋島 達弥（13 : 00～14 : 00）
1 G 2―25 アミン窒素をひとつ含む多環式大環状 4級アンモニウムイオ
ンのハロゲン化物イオンに対する選択的包接能（北大院地球環境・北
海道東海大教育セ）○和泉光則・千葉 暁・市川和彦

1 G 2―26 N,N ―ジエチル―2―ピリジルアセトアミド―Pd（II）錯体の有機陰
イオン担体としての性質（九大院理）○田中 健・網本貴一・小山弘
行・川東利男

1 G 2―27 リチウムイオン分離能を有する大環状化合物の合成（お茶女
大人間文化）○横川さやか・権藤宏美・中山仁礼・小川昭二郎

1 G 2―28 ヘキサキス（3,5―ジヒドロキシフェニルエチニル）ベンゼンと
アミンゲストとの錯形成および吸収・蛍光挙動（静岡大理）小林健二○
澤野桂一郎・小林憲史
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1 G 2―29＊ 環状キノンイミンの合成とレドックスによるキャビティー空
間制御（慶大理工）○金澤洋彦・樋口昌芳・山元公寿

座長 樋口 昌芳（14 : 00～15 : 00）
1 G 2―31 面不斉イミダゾリウム塩型イオン性液体の開発 I：擬クラウ
ンエーテル部位を持つイミダゾリウム塩の合成と不斉識別への応用
（東大院工）○石田康博・佐々木大輔・宮内裕之・西郷和彦

1 G 2―32 面不斉イミダゾリウム塩型イオン性液体の開発 II：面不斉イ
ミダゾリウム塩の高ジアステレオ選択的合成（東大院工）○佐々木大
輔・石田康博・西郷和彦

1 G 2―33＊ 金属―配位子交換を利用した分子ボールベアリング（東大院
理）○平岡秀一・塩谷光彦

1 G 2―35 分子ボールベアリングの回転速度制御（東大院理）○平田香
織・平岡秀一・塩谷光彦

1 G 2―36 複数のヒドロキシ基及びアミド基を有する非環状ボロン錯体
の合成とそのアニオン認識（宇都宮大工）○亀田直弘・平谷和久・伊藤
智志

座長 平岡 秀一（15 : 00～16 : 00）
1 G 2―37 固体―固体反応による点不斉分子からヘリセン様化合物への
不斉情報転写（静岡大工）○渡邉真志・田中康隆

1 G 2―38 含窒素大環状化合物のリチウム錯体形成に伴う色の変化（お
茶女大人間文化）○中山仁礼・小川昭二郎

1 G 2―39 DNAを用いたリポソームの選択的接着によるネットワーク
構造の形成（東大院総合）○丸 直人・庄田耕一郎・菅原 正

1 G 2―40 ジャイアントマルチラメラベシクルの自己生産（東大院総合）
○高倉克人・菅原 正

1 G 2―41 ヘキサキス（3,5―ジヒドロキシフェニル）ベンゼンの多孔質 3
次元水素結合ネットワーク（静岡大理・千葉大分析セ）小林健二○生田
真大・山口健太郎

1 G 2―42 ESIマススペクトロメトリーによるキラルカルボン酸認識
（阪大産研・阪市工研・阪工大・阪女大）野村幸代・宮本義貴○高井嘉
雄・山田 等・静間基博・田中寿一・江川奈都・山岡寛史・澤田正實

座長 小林 健二（16 : 00～17 : 00）
1 G 2―43 外壁にクラウンエーテルを導入したデンドリマーのイオン認
識とトポロジー（産総研人間系・大工大工・和歌山大システム工）○田
中睦生・安藤尚功・足立直規・澁谷康彦・木村恵一

1 G 2―44 外壁にクラウンエーテルを導入した光アンテナデンドリマー
の合成とイオン認識（産総研人間系・大工大工・和歌山大システム工）
○足立直規・田中睦生・安藤尚功・澁谷康彦・木村恵一

1 G 2―45 2,6―ビス（アンモニオ置換アミド）ピリジンの合成と分子認識
能（崇城大工）八田泰三○青島秀幸・柘植乙彦

1 G 2―46 大環状アミド化合物による水素結合を利用した分子認識（宇
都宮大工）○原 大史・早坂直幸・平谷和久・刈込道徳・伊藤智志・
芳賀一雄

1 G 2―47 高度な安定性を有する水素結合性環状会合体の同定と特性評
価（千葉大工）矢貝史樹○中嶋俊晴・唐津 孝・北村彰英

1 G 2―48 アゾベンゼン含有メラミンとバルビツール酸からなる水素結
合性環状会合体の光自己組織化制御（千葉大工）○矢貝史樹・中嶋俊
晴・唐津 孝・北村彰英

座長 田中 康隆（17 : 00～18 : 00）
1 G 2―49 世代型ディスク状多座配位子を用いた階層的異種金属集積化
（東大院理）○田中貴章・平岡秀一・城 始勇・塩谷光彦

1 G 2―50 Ag（I）カプセル錯体とかご型錯体の相互変換を可能にする分
子システム（東大院理・理学電機）○原野幸治・平岡秀一・城 始勇・
塩谷光彦

1 G 2―51 テトラカルボキシルキャビタンドと 2―アミノピリミジンか
ら成る水素結合性分子集合カプセルのゲスト包接挙動（静岡大理・千
葉大分析セ）小林健二○石井 圭・山口健太郎

1 G 2―52 配位結合部位を有するキャビタンドの合成と分子集合（静岡
大理）小林健二○山田能史・山口健太郎

1 G 2―53 光学活性部位を導入したレゾルカレン誘導体の合成と円二色
性スペクトルによる検討（九大先導研）○伊藤純一・林田 修・濱地
格

1 G 2―54 環境応答性蛍光プローブを有する糖シクロファンの合成と機
能（九大先導研）○林田 修・浜地 格

3月 27日午前

座長 矢貝 史樹（9 : 00～10 : 00）

2 G 2―01 オキソアニオン類に対して多様な結合形態を示す 1,3―ビス
（イソチオウロニウム）―ナフタレン誘導体（埼玉大工）○久保由治・加
藤正和・三澤善大・時田澄男

2 G 2―02 アニオンセンシングシステムを目指したイソチオウロニウム
長鎖誘導体の組織分子膜（埼玉大工・埼玉大理）○三澤善大・久保由
治・時田澄男・大熊広和・中原弘雄

2 G 2―03 末端にテルピリジンを有するポダンドの合成と選択的イオン
認識能（筑波大化）○清水 隆・斉木利幸・秋根茂久・鍋島達弥．

物性
2 G 2―04 二つのピリジルユニットを有する長寿命ジフェニルカルベン
の発生，特性化と錯形成（三重大工・三重大生命セ）○松野真佳・伊藤
哲二・平井克幸・富岡秀雄

2 G 2―05 2,2’―位にピリジルユニットを有する長寿命ジアントリルカ
ルベンの発生，特性化と錯形成（三重大工・三重大生命セ）○神谷英依
子・萩原慎一・伊藤哲二・平井克幸・富岡秀雄

2 G 2―06 DBOSF（dibenzodioxadiselenafulvalene）の合成とその物性評価
（電通大量子物質）○小島崇寛・田中耕太郎・石田尚行・野上 隆

座長 久保 由治（10 : 00～11 : 00）
2 G 2―07 新規ベンゾジカルコゲノフェン（1）；ベンゾ［1, 2―b : 4, 5―b’］
ジセレノフェン誘導体の合成と FET特性（広島大院工）○近田安史・
瀧宮和男・大坪徹夫・功刀義人

2 G 2―08 新規ベンゾジカルコゲノフェン（2）：ベンゾ［1,2―b : 4,5―b’］
ジテルロフェン誘導体の合成と物性（広島大院工）○新原直人・近田安
史・瀧宮和男・大坪徹夫・功刀義人

2 G 2―09 回転障壁を持つビアリール型電子供与体の酸化還元応答（北
大院理）鈴木孝紀○太田英輔・樋口博紀・河合英敏・藤原憲秀

2 G 2―10 非常に込み合った構造を有する 9,10―ビス（ジアリールメチレ
ン）―9,10―ジヒドロフェナントレンの合成と構造及びエレクトロクロ
ミズム応答（北大院理・旭化成エレクトロニクス）○岩下新一・太田英
輔・樋口博紀・河合英敏・藤原憲秀・鈴木孝紀・小野和則・竹中 克

2 G 2―11＊ 4,8,12,15―tetra―tert―butyldicyclopenta［b ; d］thiopheno［1,2,3―cd ;
5,6,7―c’d’］diphenaleneの合成とその電子構造（阪大院理・阪市大院理）
坂本真紀○久保孝史・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

座長 大須賀 篤弘（11 : 00～12 : 00）
2 G 2―13 進歩賞受賞講演 ジアリールエテンを用いた磁性光スイッチ
ングシステムの構築（九大院工）松田建児

2 G 2―16 7員環を中心コアとするバナナ型液晶の合成（1）（九大総理
工・九大先導研）○細谷周平・森 章

2 G 2―17 側方位にニトロ基を持つ 4環性ベンゼノイド化合物の合成と
物性（九大総理工・九大先導研）○赤星一誠・久保勘二・森 章

2 G 2―18 1,3―ジアザアズレンをコアに持つ液晶化合物における置換基
効果（九大総理工・九大先導研）○岡本達哉・久保勘二・初井敏英・森
章・氏家誠司

3月 27日午後

座長 中村 朝夫（13 : 00～14 : 00）
2 G 2―25 イミダゾピラジノン誘導体の光機能性：2―アリール誘導体の
置換基効果（電通大）○高向啓治・牧 昌次郎・丹羽治樹・平野 誉

2 G 2―26 イミダゾピラジノン誘導体の光機能性：プロトン化と金属錯
体形成の比較（電通大）中井俊一郎・関口卓志・牧 昌次郎・丹羽治樹
○平野 誉

2 G 2―27 イミダゾピラジノン誘導体の光機能性：二色素系誘導体のキ
ラル認識性能の評価（電通大）○藤本 敏・牧 昌次郎・丹羽治樹・平
野 誉

2 G 2―28 ベンゾフラノナフトオキサゾール系蛍光性色素（1）：合成と
溶液中における光物性（高知大理）大山陽介○鈴木敏久・吉川慎太郎・
吉田勝平

2 G 2―29 ベンゾフラノナフトオキサゾール系蛍光性色素（2）：蛍光発
光性に及ぼす置換基の影響（高知大理）大山陽介○山口貴宏・今井直
也・吉田勝平

2 G 2―30 ベンゾフラノナフトオキサゾール系蛍光性色素（3）：固体蛍
光性と結晶構造の相関性（高知大理）○大山陽介・岡本朋大・大谷真
吾・吉田勝平

座長 平野 誉（14 : 00～15 : 00）
2 G 2―31＊ キラルなピレノファンの構造とキロプティカルな性質
（ERATO黒田カイロモルフォロジープロ・阪大産研・阪大院工・東
大院総合）○中村朝夫・藤本辰彦・田島暢夫・黒田玲子・和田健彦・
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井上佳久・兼田隆弘・坂田祥光
2 G 2―33 1―アリール―2―（2―チエニル）―5―［5―（トリシアノエテニル）―2―
チエニル］ピロールの金色結晶：金属光沢を発現する分子配列につい
て（千葉大工）小倉克之○米山忠宏・赤染元浩・松本祥治

2 G 2―34 ジベンゾ［a,c］アントラセン骨格で固定されたヘキサフェニ
ルエタン誘導体の合成，構造及び酸化還元挙動（北大院理）鈴木孝紀○
田中祥子・樋口博紀・河合英敏・藤原憲秀

2 G 2―35 トリアリール置換型 2―ピリドン誘導体の合成および構造と
蛍光特性の相関（阪大院工）小松満男○森脇章太・平塚大佑・大平落洋
二・南方聖司

2 G 2―36 スルホニルカリックス［4］アレーンのジ及びテトラカルボン
酸誘導体の合成とそのテルビウム錯体のエネルギー移動発光特性（東
北大院環境）○堀内貴行・壹岐伸彦・星野 仁・宮野壮太郎

座長 荒木 孝司（15 : 10～16 : 20）
2 G 2―38 新規 8,8’―ビスイミダゾピラジノン誘導体の合成と構造及び
化学発光性の評価（電通大）○小幡 進・牧 昌次郎・丹羽治樹・平野
誉

2 G 2―39 新規な π 共役 6,6’―ビスイミダゾピラジノン誘導体の合成と
化学発光性の評価（電通大）○新部美佳・小幡 進・牧 昌次郎・丹羽
治樹・平野 誉

カリックスアレーン
2 G 2―40 分子不斉カリックスアレーンの立体選択性に関する研究（静
岡大工）○石橋圭太・八木良平・田中康隆

2 G 2―41 大環状分子内における不斉情報転写（静岡大工）○佐々木大
輔・田中康隆

2 G 2―42 イオン認識能の多段階制御のための多重認識型 calix［4］arene
（筑波大化）○岩渕 淳・斉木利幸・鍋島達弥

2 G 2―43＊ 6―アルキルアミノ置換テルピリジル誘導体の固相発光特性―
結晶構造とその発光挙動（東大生研）○田 鎮棟・務台俊樹・荒木孝二

座長 池田 篤志（16 : 20～17 : 30）
2 G 2―45 開閉式の”ふた”を有するカリックス［4］アレーン二分子カ
プセルの合成と機能評価（九工大工）○福田真樹・荒木孝司

2 G 2―46 酸化還元応答性ビスカリックス［4］アレーンの合成（九工大
工）○中森庸介・荒木孝司

2 G 2―47 金属配位部位を持つカリックス［4］レゾルシンアレーンのゲ
スト包接能と自己集合カプセルの合成（広島大院理）○小林睦美・力石
緑・灰野岳晴・深澤義正

2 G 2―48 メチレン及びスルフィドを架橋部に有するハイブリッド型カ
リックス［6］アレーンの合成と性質（山形大工）○石渡智寛・諸橋直
弥・伊藤和明・大場好弘

2 G 2―49 新規不斉モノチアカリックス［4］クラウン類の合成（山形大
工）○日比壯輔・諸橋直弥・伊藤和明・大場好弘

2 G 2―50 架橋部位にスルフィミド基を有するカリックス［4］アレーン
類の合成と性質（山形大工）○諸橋直弥・小島 誠・伊藤和明・大場好
弘

2 G 2―51 スピロ環を有するチアカリックス［4］アレーン類の合成（山形
大工）○小島 誠・諸橋直弥・伊藤和明・大場好弘

3月 28日午前

超分子
座長 桑谷 善之（9 : 00～10 : 00）

3 G 2―01 プログラムされた分子の動き（1）：光応答性キラル分子ハサ
ミの開発（東大院工）○村岡貴博・金原 数・相田卓三

3 G 2―02 プログラムされた分子の動き（2）：光応答性「超分子」ハサ
ミの構築（東大院工）○奈良真治・村岡貴博・金原 数・相田卓三

3 G 2―03＊ π 共役スイッチ機能を有する超分子ポルフィリンナノチュ
ーブ（東大院工）○津田明彦・胡 海峰・相田卓三

3 G 2―05 環状モリブデニウムクラスターを用いた機能性ハイブリッド
マテリアル（東大院工）○平原衣梨・津田明彦・相田卓三

3 G 2―06 テレフタルアミド骨格を有する新規ホスト分子の設計と合成
（北大院理）○上遠野 亮・河合英敏・藤原憲秀・鈴木孝紀

3月 28日午後

座長 津田 明彦（13 : 00～13 : 50）
3 G 2―25 アントラセン核で固定化した新規ヤヌスロタキサンの合成及
び光物性（阪大産研）○福原 学・西嶋政樹・藤本辰彦・中村朝夫・井

上佳久・安蘇芳雄・兼田隆弘
3 G 2―26 親油性シクロデキストリン包接型のロタキサン及びヤヌスロ
タキサン（阪大産研）○津田 進・藤本辰彦・福原 学・安蘇芳雄・兼
田隆弘

3 G 2―27 バイアリール誘導体を利用する超分子錯体形成と応用（科技
団 ERATO黒田カイロモルフォロジープロ・東大院総合）○今井喜
胤・竹下昌利・佐藤友宏・黒田玲子

3 G 2―28 1,1’―ビス（アミノトロポニル）フェロセンを基本単位とする
超分子金属錯体の合成と性質（都立大院理）○藤平大輝・青野智史・三
宅由寛・桑谷善之・伊与田正彦・大谷裕之

3 G 2―29 ヒドリンダセンを軸分子としたロタキサン構造の構築（北大
院理）河合英敏○梅原健志・藤原憲秀・辻 孝・鈴木孝紀

座長 金原 数（14 : 00～14 : 50）
3 G 2―31＊ 結晶化条件に基づく超分子ホスト錯体のゲストのキラリティ
ー選択性制御（科技団 ERATO黒田カイロモルフォロジープロ・東大
院総合）○黒田玲子・今井喜胤・佐藤友宏

3 G 2―33 共有結合形成を経由する［1］ロタキサンの合成とその蛍光挙
動（宇都宮大工・産総研）○兼山麻衣子・名川吉信・小山恵美子・金里
雅敏・平谷和久

3 G 2―34＊ 共有結合形成を経由する不斉［2］ロタキサンの合成と機能（宇
都宮大工・産総研）○亀田直弘・菅野貴之・名川吉信・平谷和久

分子構造

座長 小野 昇（15 : 00～16 : 00）
3 G 2―37 スルホニルウレア分子の構造とロイコ染料との分子間相互作
用の研究（横国大院工）○川崎加瑞範・末澤裕子・榊原和久・高橋義之

3 G 2―38＊ ロタキサン構造に基づく動的な立体保護効果の発現（東工大
院理工）○橘 熊野・木原伸浩・高田十志和

3 G 2―40 フラーレン［C 60］ユニットユニットを軸末端に有するクラウ
ンエーテル／アンモニウム塩系［2］ロタキサンの合成と性質（阪府大院
工）○笹部久宏・古荘義雄・木原伸浩・水野一彦・荒木保幸・伊藤
攻・高田十志和

3 G 2―41 フラーレン［C 60］ユニットとトリアリールアミンユニットを
有するアミド型［2］ロタキサンの合成と光誘起電子移動（阪府大院工）
○池下敬一郎・渡辺伸博・古荘義雄・木原伸浩・水野一彦・荒木保
幸・伊藤 攻・高田十志和

3 G 2―42 非共有結合と共有結合を組み合わせた超分子三分子連結系に
おける光誘起電子移動とその応用（阪大院工・CREST・京大院工・さ
きがけ・東北大多元研）○木村真実・柏木行康・今堀 博・荒木保
幸・伊藤 攻・福住俊一

座長 赤染 元浩（16 : 00～17 : 00）
3 G 2―43 軸末端にシンナミルエステル基を有するロタキサンの合成と
軸末端交換反応（阪府大院工）○元田聖子・木原伸浩・水野一彦・高田
十志和

3 G 2―44 パラジウムを鋳型に用いるインターロック分子の合成（2）・
ロタキサンの合成（東工大院理工・阪大院工・阪府大院工・科技機構
八島プロジェクト）○松山剛知・古荘義雄・高田十志和・森内敏之・
平尾俊一

3 G 2―45 点不斉と面不斉を併せ持つロタキサンのジアステレオ選択的
合成（阪府大院工）○牧田佳真・木原伸浩・水野一彦・高田十志和

3 G 2―46 芳香族 1,2―ジチインと 1,2―ジチオールのアニオン及びカチオ
ンラジカルの ESR（愛媛大学総合科学研究支援セ・愛媛大理）○伊澤
亜希子・谷 弘幸・東 長雄・小野 昇

3 G 2―47＊ 金属サレン錯体を有するロタキサンの合成と構造（産総研界
面ナノ研セ）○浅川真澄・成田麻美子・尹 一・清水敏美

座長 木原 伸浩（17 : 00～17 : 40）
3 G 2―49 ジペプチド型ジオールの水素結合による結晶配列とジチオー
ルによる共有結合の導入（千葉大工）赤染元浩○金井直之・小倉克之

3 G 2―50 ジペプチドミミックな設計に基づく分子内水素結合性ホルダ
マーのらせん構造（千葉大工）赤染元浩○楡木竜也・小倉克之

3 G 2―51 ベンゾキノン含有結晶の特異的結晶化挙動（科技団 ERATO
黒田カイロモルフォロジープロ・東大院総合）○黒田玲子・今井喜
胤・加藤徳明・佐藤友宏

3 G 2―52 分子内電荷移動相互作用を有するキラルなパラシクロファン
誘導体の分割およびそのキロプティカル特性―4,7―ジシアノ―12,15―ジ
メトキシ［2.2］パラシクロファンの構造と円二色性（阪大院工・国際共
同研究（ICORP））○風呂剛広・斉藤秀明・森 直・和田健彦・井上佳
久
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H1 会場
第4別館202教室

3月 29日午前

座長 桑原 俊介（9 : 20～10 : 00）
4 G 2―03 オリゴエチレングリコールを結合した人工脂質のゲル化（野
口研）○吉冨太一・川上宏子・戸澗一孔

4 G 2―04 4―アリール―3,3’―ビチエニル骨格を有するビス（1,3―ベンゾジ
チオリウム）塩の合成と性質：酸化還元による分子内回転の制御（信州
大理）○内山 譲・太田 哲・藤森邦秀

4 G 2―05 分子軌道に立脚した77Se NMR化学シフト解析と視覚化の試
み（和歌山大システム工）○中本貴士・林 聡子・中西和郎・波田雅彦

4 G 2―06 ペンタフルオロフェニル基の Taft置換基定数 σ＊の再評価
（岡山大工）○是永敏伸・角脇耕一・依馬 正・酒井貴志

立体化学

座長 依馬 正（10 : 00～11 : 30）
4 G 2―07 キラルフタル酸法およびMα NP acid法による含フッ素ベン
ジルアルコール類の光学分割と絶対配置の決定（東北大多元研）○内藤
順平・小坂 仁・桑原俊介・渡辺政隆・原田宣之

4 G 2―08＊ Mα NPエステルにおける syn 配置を取る要因の解析（東北大
多元研）○松本高利・葛西祐介・原田宣之

4 G 2―10＊ 脂肪族必須アミノ酸ならびに脂肪族カルボン酸のキロプティ
カル特性（科技機構・エントロピー制御）○西野英雄・田中丈幸・織金
由美・井上佳久

4 G 2―12＊ 新規軸不斉アゾベンゼンの合成の試みとその立体構造および
光異性化挙動（産総研物質プロセス）○甲村長利・玉置信之

4 G 2―14＊ ジフェニル置換した五員環状トリメチレンメタンの立体化学
および電子構造（東北大院理・東北大多元研）池田 浩○生井準人・秋
山公男・手老省三・宮仕 勉

3月 29日午後

座長 岩本 啓（12 : 30～13 : 30）
4 G 2―22 五員環型光動力キラル分子モーター：光学活性体の合成と

CDスペクトル（東北大多元研）○藤田拓麻・桑原俊介・原田宣之
4 G 2―23 五員環型光動力キラル分子モーター：新規モデルの開発と回
転の高速化（東北大多元研）○桑原俊介・藤田拓麻・原田宣之

4 G 2―24 meta―環状芳香族アミド類の合成およびその立体構造の解析
（北里大薬・千葉大分析セ）東屋 功○今別府文昭・山口健太郎・高柳
弘明

4 G 2―25 キラルフラーレン［60］二付加体の合成と構造解析（東北大多
元研）○小幡和弘・桑原俊介・渡辺政隆・原田宣之

4 G 2―26 カルボン酸と 4―メチルベンジルアミンとのアキラルな塩に
おける二次元集合様式の超分子キラリティー（阪大院工・阪大 FRC）
○田中 彰・井上勝成・藤内謙光・宮田幹二・松本章一

4 G 2―27 o―フェニレンジアミンを基本骨格とする芳香族スルホンア
ミド類の結晶構造（北里大薬・昭和薬科大・千葉大分析センター・東
大院薬）東屋 功○加藤貴子・岡本 巌・山口健太郎・影近弘之・高
柳弘明

座長 桑原 俊介（13 : 30～13 : 50）
4 G 2―28 分子不斉 anti―O,O’ ―ジアルキルカリックス［4］アレーンの絶
対配置決定（石巻専修大理工・東北大院環境）○山吹和佳・鳴海史高・
亀山 紘・服部徹太郎・宮野壮太郎

4 G 2―29 化学シフト計算法と新規不斉補助試薬を組み合わせた，第二
級アルコールの絶対配置決定法の開発（広島大院理）○岩本 啓・小林
憂佳・鈴木将峰・河谷武文・深澤義正

材料化学

3月 26日午前

製造法

座長 岡部 晃博（9 : 30～10 : 30）
1 H 1―04 高安定性を有するポリイソプロポキシシルセスキオキサン―
ポリメチルシルセスキオキサン共重合体の合成と性質（東理大理工）郡
司天博○山口彰太朗・有光晃二・阿部芳首

1 H 1―05 2―メタクリロキシエトキシ（トリメトキシ）シランからの有
機―無機ハイブリッドフィルムの調製と性質（東理大理工）郡司天博・
安井佑季○有光晃二・阿部芳首

1 H 1―06 温水処理を伴うゾル―ゲル法によって作製した Al2O3―ZnO薄
膜の表面構造の制御（阪府大院工）○山口奈緒子・忠永清治・松田厚
範・南 努・辰巳砂昌弘

1 H 1―07 撥水―親水パターンを利用したゾル―ゲル電気泳動電着法によ
るフェニルシルセスキオキサン微細パターンの作製（阪府大院工）○高
橋賢司・忠永清治・松田厚範・辰巳砂昌弘

1 H 1―08 ゲル化剤を使ったゾル‐ゲル転写によるシリカナノファイバ
ーの調製（信州大繊維）○楊 永剛・鈴木正浩・木村 睦・白井汪芳・
英 謙二

1 H 1―09 メカニカルミリングに伴うシリカ―チタニア系ゲルの構造と
物性の変化（豊橋技科大）○菊地智哉・松田厚範・武藤浩行・逆井基次

座長 忠永 清治（10 : 30～11 : 30）
1 H 1―10 ソルボサーマル反応による金属酸化物ナノ結晶の合成（京大
院工）○古川 聡・岩本伸司・井上正志

1 H 1―11 チタニア中空ナノファイバーの調製（信州大繊維）○中嶋
靖・鈴木正浩・木村 睦・白井汪芳・英 謙二

1 H 1―12 Bottle Magic法：高い構造規則性を有するメソポーラスシリ
カ薄膜の新合成法（ERATO相田ナノ空間プロ）○岡部晃博・仁木真紀
子・福島孝典・有賀克彦・相田卓三

1 H 1―13 PZT強誘電前駆体の調製と性質（東理大理工）○高木大介・有
光晃二・郡司天博・阿部芳首

1 H 1―14 複合酸化物前駆体としてのビスマス錯体の合成と性質（東理
大理工）高木大介・杵築文仁・有光晃二○郡司天博・阿部芳首

1 H 1―15 ランタノイドオキシサルファイドの合成と酸化還元特性（1）
（熊本大工）河村清隆・伊藤和紘○町田正人

座長 岩本 伸司（11 : 30～12 : 20）
1 H 1―16 化学修飾塩化スズ（II）溶液より作製した酸化スズ薄膜の温水
処理による低温結晶析出（阪府大院工）○小林薫平・松田厚範・忠永清
治・南 努・辰巳砂昌弘

1 H 1―17 チタ二アナノロッドの調製（京大エネ研）○酒 金�・中川敬
三・王 富民・足立基齊

1 H 1―18 プラセオジムイオンをドープした Srn＋1TinO3n＋1（n＝1,2 and∞）
の蛍光特性（学習院大理）○勝又哲裕・長沢大輔・稲熊宜之

1 H 1―19＊ 六フッ化二ケイ素の 2波長照射赤外多光子解離反応を利用し
た連続シリコン同位体分離（原研東海）○勝又啓一・大場弘則・赤木
浩・横山 淳・荒井重義

3月 26日午後

有機材料・複合材料
座長 中 建介（13 : 20～14 : 20）

1 H 1―27＊ ポルフィリン超分子集積体の設計：超分子ピーポッドと J会
合体を中心に（東大院工）○山口達也・相田卓三・石井則行・木村龍
実・松田宏雄

1 H 1―29＊ フェニル基を有するオリゴシラン類の電子物性（北陸先端大）
○今栄一郎・川上雄資

1 H 1―31＊ 擬分相多孔体によるナノコンポジット材料の物性への影響
（名大院工）○松田成広・広瀬真樹・棚橋 満・武田邦彦

座長 武田 邦彦（14 : 20～15 : 20）
1 H 1―33＊ 有機イオン穿孔膜／CdSナノ細線ハイブリット膜の作製（原研
高崎）○越川 博・前川康成・吉田 勝

1 H 1―35＊ ケージド化合物を利用した感光性有機―無機ポリマーハイブ
リッドの合成（京大院工）○生越友樹・三宅純平・中 建介・中條善樹

1 H 1―37＊ 核酸を鋳型とした新規ナノシリカの創製（九大院工）○沼田宗
典・新海征治

座長 渡邊 宏臣（15 : 30～16 : 30）
1 H 1―40 イオン性液体からなるソフトハイブリッド（1）：カーボンナ
ノクラスターとの複合ゲル・プラスティック（東大院工・ERATOナ
ノ空間プロ・京大院工・北大院理・JST・NEC・名城大）○相宮拓
司・福島孝典・相田卓三・瀧川敏算・稲辺 保・湯田坂雅子・飯島澄
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男
1 H 1―41 イオン性液体からなるソフトハイブリッド（2）：無機ナノ構
造材料との相互作用（東大院工・ERATOナノ空間プロ）○相宮拓司・
福島孝典・相田卓三

1 H 1―42 ポルフィリン／カーボンナノチューブ複合体の合成（奈良先端
大）○宮島欣幸・佐竹彰治・小夫家芳明

1 H 1―43 講演中止
1 H 1―44 界面活性剤を鋳型とするグルコサミン／ホルムアルデヒドポ
リマーナノチューブの合成（宮崎大工）○百武幸司・魚田将史・近藤義
和・吉村巧已・藤川大輔・酒井 剛・木島 剛

1 H 1―45 有機無機層状化合物の合成とゴムへの応用（岩手大工）○平原
英俊・本田弥生・會澤純雄・成田榮一

座長 酒井 剛（16 : 30～17 : 30）
1 H 1―46 空間選択性を有したナノキャビティ薄膜の設計と，ナノ複合
材料への展開（理研）○渡邊宏臣・国武豊喜

1 H 1―47 トリビピリジンルテニウム色素イオン交換による層状ペロフ
スカイト誘導体へのインターカレーション（都立大院工・CREST・
JST）○童 志偉・高木慎介・嶋田哲也・井上晴夫

1 H 1―48 ローダミン Bが単分子分散した層間化合物薄膜の作製（姫路
工大院工）○松尾吉晃・福塚友和・杉江他曾宏

1 H 1―49 電気泳動法を用いたチタニアナノシートの製膜（名大院工）森
由美子○由井樹人・高木克彦

1 H 1―50 バイオミネラリゼーションに倣う高分子／炭酸カルシウム複
合体の作製：アメリカザリガニ外骨格に含まれるペプチドの効果（東
大院工）○菅原彩絵・加藤隆史・井上宏隆・長澤寛道

1 H 1―51 活性酸素種によって表面改質された高分子微粒子表面へのヒ
ドロキシアパタイトのバイオミネラリゼーション（桐蔭横浜大工）○福
嶋義徳・村上拓郎・平野義明・徳岡由一・高橋三男・川島徳道

座長 瀧川 敏算（17 : 30～18 : 00）
1 H 1―52 骨格内に有機基を有するメソポーラスオルガノシリカの細孔
内修飾を利用したオキシアニオン吸着剤の開発（横国大環境情報）○南
雲とみ子・辰巳 敬・吉武英昭

1 H 1―53 新規な超親水性材料の開発（静岡大院理工・静岡大工）○小坂
友護・林 芙紀・伊藤 悟・高橋雅樹・山下光司

1 H 1―54 トリフルオロ乳酸エステルのシリカゲル上への固定とその応
用（岡山大工）○森 智廣・片桐利真・宇根山健治

3月 27日午前

座長 由井 樹人（9 : 00～10 : 00）
2 H 1―01 活性酸素種により表面改質された高分子材料への酵素の固定
化とその酵素活性（桐蔭横浜大）○柳澤 賢・村上拓郎・福嶋義徳・平
野義明・徳岡由一・高橋三男・川島徳道

2 H 1―02 抗菌性を有するシランカップリング剤の合成と応用（3）（東理
大工・北里大理・東理大界面科研）近藤行成○山口陽平・河田和雄・
好野則夫

2 H 1―03 Si（111）表面への含フッ素ポリーテルのヒドロシリル化によ
る強誘電性自己組織化膜の形成（名大理工総研）○岡野 孝・稲成浩
史・齋藤永宏・杉村博之・高井 治

2 H 1―04 ゲル法により表面処理したポリプロピレン繊維とポリエチレ
ンの複合材料の作成条件と力学特性（信州大繊維）兼田友貴○藤松
仁・宇佐美久尚・鈴木栄二

2 H 1―05 フェニルアゾメチンデンドリマーの金属集積能を利用したク
ラスターの作製（慶大理工）○高梨健作・樋口昌芳・山元公寿

2 H 1―06 デンドリマーの金属集積能を利用した TiO2精密クラスター
の創製（慶大理工）○上倉健太・佐藤宗英・樋口昌芳・山元公寿

座長 棚橋 満（10 : 00～11 : 00）
2 H 1―07 色素／層状金属酸化物半導体複合膜の合成と光反応（名大院
工）槌野貴子・森 由美子・由井樹人○高木克彦

2 H 1―08 層状金属酸化物半導体を用いた光反応系の階層化と光誘起電
子移動反応（名大院工・東大院理）○春日善行・童 志偉・服部 剛・
由井樹人・山岸晧彦・高木克彦

2 H 1―09 パルスレーザーを用いた有機微小構造材料の作製とマイクロ
パターンニング（物材機構）○後藤真宏・大石哲雄・Pihosh, Yuriy・笠
原 章・土佐正弘

2 H 1―10 アゾベンゼン部位を側鎖に有する光応答機能を有するトリフ
ェニレン液晶の相転移（龍谷大理工・産総研関西セ）内田欣吾○門谷英
司・久保内貴洋・物部浩達・清水 洋

2 H 1―11 サーモトロピック液晶性有機無機ハイブリッド液晶の動的特

性評価（東北大多元研）○蟹江澄志・杉本忠夫
2 H 1―12 スルホン酸エステルの熱分解に対する構造の影響（富士写真
フイルム吉田南工場）○大橋秀和・川村浩一・曽呂利忠弘・山崎純明

座長 山田 博俊（11 : 00～12 : 00）
2 H 1―13 IC基板内における異種材料界面での力学的損傷の材料構造
解析（名大院工・住友ベークライト）○橘 俊一・棚橋 満・石川朝
之・松田成広・畑尾卓也・田川哲哉・武田邦彦

無機材料
2 H 1―14 共沈法により作製したペロブスカイト型固溶体 Sr1―xBaxPbO3

の熱電特性（高知高専）○安川雅啓・土居和隆・河野敏夫
2 H 1―15 共沈法により作製したペロブスカイト型 Sr1―xLaxPbO3の熱電
特性（高知高専）○池内 薫・五百蔵 茜・安川雅啓・河野敏夫

2 H 1―16 共沈法により作製したペロブスカイト型 Ba1―xLaxSnO3の熱電
特性（高知高専）○西村豊和・国吉貞行・安川雅啓・河野敏夫

2 H 1―17 メカニカルミリング法による（100―x）Li3PS4・xLi2PS2.5系非晶
質体の合成とそのリチウムイオン伝導特性における混合アニオン効果
（甲南大理工・甲南大 HRC）○浅野征二・町田信也・重松利彦

2 H 1―18 BaTi0.65Zr0.35O3のリラクサー挙動と低温熱容量（東工大応セラ
研）○永沢 基・川路 均・東條壮男・阿竹 徹

3月 27日午後

座長 黒田 一幸（13 : 00～14 : 30）
2 H 1―25 ペロフスカイト型酸窒化物 LaTiO2N及び BaNbO2Nの Ar中
での熱処理による準安定相の生成（学習院大理）○吉岡明香・稲熊宜
之・勝又哲裕

2 H 1―26 リチウムイオン伝導性両連続複合体の合成（長崎大工）○烏山
雄一・山田博俊・森口 勇・工藤徹一

2 H 1―27 コロイド結晶テンプレート法による高表面積 LaMnO3の合成
（長崎大工）○廣川優美・中原史博・山田博俊・森口 勇・工藤徹一・
寺岡靖剛

2 H 1―28 コロイド結晶テンプレート法による TiO2およびカーボン多
孔体の合成と電気化学特性（長崎大工）○山田博俊・中原史博・大和貴
紀・森口 勇・工藤徹一

2 H 1―29 オリビン型 LiMgPO4のメカノケミカル合成と特性評価（阪府
大院工）林 晃敏○鈴木章弘・水野史教・忠永清治・辰巳砂昌弘

2 H 1―30 超急冷法を用いた Li2SO4をベースとするイオンガラスの作
製と特性評価（阪府大院工）○森島秀樹・林 晃敏・忠永清治・辰巳砂
昌弘

2 H 1―31 TeO2系ガラスにおける Er3＋の分散性とアップコンバージョ
ン蛍光（鈴鹿高専・立命館大理工）○加藤健介・和田憲幸・小島一男

2 H 1―32 ゾル―ゲル法によって作製したMn含有 ZnO―MgO―GeO2の赤
色発光（立命館大理工・鈴鹿高専）○眞田智衛・山本和弘・和田憲幸・
小島一男

2 H 1―33 Eu3＋含有酸化物ガラスの赤色蛍光（鈴鹿高専・立命館大理工）
○和田憲幸・小島一男

座長 小島 一男（14 : 30～15 : 00）
2 H 1―34 BaMg2Si2O7 : Eu2＋，Mn2＋の赤色長残光特性（新潟大工）○阿部

翔・上松和義・戸田健司・佐藤峰夫
2 H 1―35 テルビウム含有メソポーラスシリカ中でのエネルギー移動モ
デルの設計（早大理工）○那須慎太郎・古川博康・黒田一幸

2 H 1―36 クロロフィル誘導体をグラフトしたメソポーラスチタニア薄
膜からの光電流発生（早大理工）○小野景子・古川博康・那須慎太郎・
渡辺 正・黒田一幸

座長 内野 隆司（15 : 10～16 : 10）
2 H 1―38 無電解析出法を用いたメソポーラス金属の創製（1）―還元剤種
のメソ構造に与える影響―（早大理工）○横島時彦・山内悠輔・向坊仁
美・手塚正人・門間聰之・黒田一幸・逢坂哲彌

2 H 1―39 無電解析出法を用いたメソポーラス金属の創製（2）―メソポー
ラス NiCo合金の合成―（早大理工）○山内悠輔・横島時彦・門間聰
之・逢坂哲彌・黒田一幸

2 H 1―40＊ 低環境負荷を目指したセラミックスプロセス（産総研中部セ）
○永野幸恵・渡利広司

2 H 1―42＊ アニオン界面活性剤を用いた特異な構造を有するメソポーラ
スシリカの合成（横国大院工）○横井俊之・車 順愛・Garcia－Bennett,
Alfonso E.・坂本一民・寺崎 治・辰巳 敬

座長 和田 憲幸（16 : 10～17 : 10）
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2 H 1―44＊ 液相析出法による薄膜製膜過程における DTPA，Gd―DTPA
錯体の影響（神戸大工・神戸大院自然科学）○倉谷健太郎・水畑 穣・
梶並昭彦・出来成人

2 H 1―46＊ シリカガラス微粒子の構造と物性（神戸大理・科学技術振興
機構さきがけ・神戸大院自然）○内野隆司・網干敦子・山田朋子

2 H 1―48 フュームドシリカの構造と光学特性に及ぼすメカニカルアロ
イング，メカニカルミリングの影響（神戸大院自然・神戸大理）○網干
敦子・内野隆司

2 H 1―49 液相および固相法によるビスマス‐アルミニウム複合酸化物
の作製（阪府大院工）忠永清治○安藤大介・辰巳砂昌弘

3月 28日午前

炭素・ガラス
座長 町田 信也（9 : 00～10 : 00）

3 H 1―01 メソポーラス活性炭の表面官能基化（広島大院工）○白木克
実・玉井久司・安田 源

3 H 1―02 活性炭による Fe（III）及び Cu（II）の還元反応（宇都宮大院工）
○齋藤貴広・吉原佐知雄・白樫高史

3 H 1―03 酸化黒鉛のシリル化（姫路工大院工）福永隆博○松尾吉晃・福
塚友和・杉江他曾宏

3 H 1―04 金属ナノ粒子担持触媒を用いるカーボンナノチューブの合成
（北陸先端大材料）○Lee, Seung－Yup・山田真実・三宅幹夫

3 H 1―05 金属酸化物分散多孔質炭素の調製とその脱臭触媒機能（広島
大工）○西川正芳・玉井久司・安田 源

3 H 1―06 B／C／N系グラファイト様層状化合物薄膜の作製に及ぼす Ni
単結晶基板の面方位の影響（阪電通大）○河野貴典・川口雅之・岡本勇
二・山本貴志・祝部敦史

座長 山田 真実（10 : 00～11 : 00）
3 H 1―07 カップスタック型カーボンナノチューブのフッ素修飾，構造
と性質（信州大）○米本暁子・有海英樹・川崎晋司・沖野不二雄・東原
秀和

3 H 1―08 ボロンドープダイヤモンドの表面修飾に関する研究（宇都宮
大院工）○江口博章・吉原佐知雄・白樫高史・張 延栄・小暮和良

3 H 1―09 ペルフルオロアゾ化合物の光分解反応を用いた水素終端ダイ
ヤモンド膜表面の化学修飾（産総研）○中村挙子・石原正統・大花継
頼・田中章浩・古賀義紀

3 H 1―10 極安定パーフルオロアルキルラジカルを用いた DLC膜の新
規表面フッ素化方法（産総研）○小野泰蔵・林 永二・西田雅一・早川
由夫・深谷治彦・池山雅美・宮川草児

3 H 1―11 マイクロ波加熱によるリン酸塩ガラスの作成と物性評価（中
部大）○村瀬惟吹・今枝健一・櫻井 誠・渡邉 誠

3 H 1―12 ゾル―ゲル法によりガラス基板上に作製した Na2O―SiO2コー
ティング膜の表面濡れ性と水中撥油性（阪府大院工）忠永清治○森田晃
充・松田厚範・南 努・辰巳砂昌弘

座長 藤原 正浩（11 : 00～11 : 30）
3 H 1―13 ゾル―ゲル法によるテトラエトキシシラン‐メチルトリエト
キシシラン系薄膜のガラスへのコーティングと特性評価（阪府大院工）
忠永清治○濱口礼雅・辰巳砂昌弘

薄膜
3 H 1―14 フラーレンを含む金属酸化物ゲル薄膜の作製と構造解析（北
九大院環境工）○二神 渉・梁 道鉉・李 丞祐・国武豊喜

3 H 1―15 TiO2光触媒反応を利用するガラス基板上への銅配線の形成
（甲南大理工・甲南大 HRC）○松原弘招・赤松謙祐・縄舟秀美

3月 28日午後

座長 玉井 久司（14 : 00～15 : 00）
3 H 1―31 キャリヤードープ型チタン酸ストロンチウム薄膜の透明電極
材料としての可能性（京大化研）○原田洋一郎・佐藤直樹・寺嶋孝仁・
神田良子・高野幹夫

3 H 1―32 Ru錯体とナノシートによる複合膜の光物性（中央大理工・科
技団 CREST）○池田 聡・佐々木高義・芳賀正明

3 H 1―33 粒子が高配向した珪酸塩自立薄膜の調製とガスバリアー性能
（産総研）○蛯名武雄・Chatterjee, Abhijit・水上富士夫

3 H 1―34 PET上へのシリカ膜の湿式作製とその特性（阪市工研）○千金
正也・伊崎昌伸・品川 勉

3 H 1―35 窒化ハフニウム膜の酸化機構の評価（芝浦工大・半導体MI-

RAI－ASET・半導体MIRAI－産総研 ASRC・東大工）○瀬川一宏・門
島 勝・藤井眞治・生田目俊秀・鳥海 明・大石知司

3 H 1―36 スピンコーティング法を用いて作製したチタン酸化物ゲル薄
膜による芳香族カルボン酸の分子インプリント（北九大院環境工）○梁
道鉉・二神 渉・李 丞祐・国武豊喜

座長 寺嶋 孝仁（15 : 00～16 : 00）
3 H 1―37 樹脂の表面改質を利用するポリイミド樹脂上への透明導電性
薄膜の作製（甲南大理工・甲南大 HRC）○田口秀幸・赤松謙祐・縄舟
秀美

微粒子
3 H 1―38 擬分相多孔体合成における微粒子凝集理論とナノコンポジッ
ト材料製造への応用（名大院工）○広瀬真樹・松田成広・棚橋 満・武
田邦彦

3 H 1―39 液相レーザーアブレーションによる有機分子保護テルル化ビ
スマスナノ粒子の調製（山口東理大）○渡邉法久・川俣 純・戸嶋直樹

3 H 1―40 粒径制御した Auナノ粒子の LB法による組織化とその光学
特性評価（北陸先端大材料）○村田 哲・山田真実・三宅幹夫・井上英
幸・金光義彦

3 H 1―41 ルベアン酸ポリマー保護 Pt, Pdナノ粒子のプロトン伝導性と
水素吸蔵特性（筑波大化・阪大理・九大理）○藤島武蔵・池田龍一・久
保孝史・中筋一弘・長尾祐樹・山内美穂・北川 宏

3 H 1―42 自己組織化による高分子保護 Ag／Rh二元金属ナノ粒子組織
体：調製と EXAFSによる構造解析（山口東理大）○松下 暢・白石幸
英・堀内 伸・朝倉清高・戸嶋直樹

座長 中許 昌美（16 : 00～17 : 00）
3 H 1―43 ナイロンカプセル内でのスチレンの重合反応（阪府大総科）○
倉本直志・立田 奨・佐藤正明

3 H 1―44 ステアリン酸亜鉛粒子を含有する樹脂薄膜の光学特性に関す
る研究（日本油脂油化学研）○小中美紀

3 H 1―45 不均一系における液相析出法による金属酸化物ナノ粒子の合
成（神戸大工）出来成人○中田明良・水畑 穣・梶並昭彦

3 H 1―46 W／O／W系界面反応法を用いた中空球状シリカ粒子の合成
（産総研関西）○藤原正浩・塩川久美・田中裕子・中原佳子

3 H 1―47 ソフト溶液法により合成した Ca2＋固溶 CeO2微粒子の触媒活
性評価（東北大多元研）○佐藤次雄・殷 しゅう

3 H 1―48 巨大な保磁力を示す酸化鉄ナノ微粒子の作製（東大先端研）○
桜井俊介・大越慎一・靱 健・橋本和仁

座長 白石 幸英（17 : 00～17 : 50）
3 H 1―49 脂肪族アミン存在下での金（I）―チオレート錯体の熱分解によ
る金ナノ粒子の粒子径制御（阪市工研）○中許昌美・中尾太勇・山本真
理

3 H 1―50 アミンを用いたミリスチン酸銀と金（I）―ミリステート錯体か
らの合金ナノ粒子の合成（阪市工研）○山本真理・中許昌美

3 H 1―51 高分子保護 Ptナノ微粒子の形状・粒子径制御―アニオン添加
効果―（北陸先端大材料）○金 周作・山田真実・三宅幹夫

3 H 1―52 Pd／Ptコアシェル型ナノ粒子の水素吸蔵に伴う構造変化（九
大院理・高エネルギー加速器研究機構・物材機構）○小林浩和・山内
美穂・池田龍一・寺西利治・板東義雄・北川 宏

3 H 1―53 溶液からのカーボン膜の直接パターニング（東工大応セラ研）
○渡辺友亮・山川泰明・WANG, Hao・藤原 武・吉村昌弘

材料の応用

3月 26日午前

有機デバイスなど
座長 浜田 祐次（9 : 30～10 : 30）

1 H 2―04 赤色発光材料を目指した 4,5―ジアザフルオレン Eu錯体の合
成研究（名工大院工）小野克彦○柳瀬智基・大北雅一・齋藤勝裕

1 H 2―05 キャリア取得部位を有する Ir（ppy）3錯体の合成研究（名工大
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院工）小野克彦○常法道俊・大北雅一・齋藤勝裕
1 H 2―06 可溶性トリス（8―キノリノレート）アルミニウム誘導型デンド
リマーの合成と発光特性（JSPS・産総研・千歳科技大）○丸山純夫・
川西祐司・平田邦雄・安達千波矢・雀部博之

1 H 2―07 トリアジン誘導体のキャリア輸送特性（千歳科技大・UDC・
JST）○猪股寛子・合志憲一・琢磨増子・木村明博・金野 徹・今井
敏郎・雀部博之・Julie, Brown・安達千波矢

1 H 2―08 DNA―CTMAの導電性と OLED特性（千歳科技大・昭和電工）
○平田邦雄・小山田崇人・小山珠美・雀部博之・今井敏郎・安達千波
矢

1 H 2―09 ジキサンテン誘導体の高効率ホール注入による OLEDの低
駆動電圧化（千歳科技大・日本化薬）○吉田昌史・土田哲平・倉田高
明・池田征明・雀部博之・安達千波矢

座長 安達 千波矢（10 : 30～11 : 30）
1 H 2―10 白金二核錯体を発光層に用いた有機 EL素子の特性（三洋電
機・奈良女大院人間文化）○斉藤香織・浜田祐次・高橋寿一・越山圭
美・加藤昌子

1 H 2―11 π 電子系側鎖基を有する新規ビニル高分子の創製と有機 EL
素子への応用（阪大院工）○牟田口大介・奥本健二・城田靖彦

1 H 2―12 ホール注入層に PEDOT／PSSを用いた高分子発光ダイオード
の顕微ラマンスペクトル（早大理工）○坂本里史・古川行夫

1 H 2―13 π 電子系側鎖基を有する新規 π 共役系高分子の設計・合成
と物性（阪大院工）○橋本慶介・奥本健二・城田靖彦

1 H 2―14 新規発光性アモルファス分子材料の創出と有機 EL素子への
応用（阪大院工）○前田将規・奥本健二・城田靖彦

1 H 2―15 スターバースト型オリゴチオフェンの合成及び物性（九大機
能研）○有馬一弥・石井 努・又賀駿太郎・Thiemann, Thies

座長 増原 宏（11 : 30～12 : 20）
1 H 2―16 新規有機半導体，ジフェニルベンゾジセレノフェン（DPh―

BDS）を用いた有機 FET素子の特性（広島大院工・広島大総合科学）○
瀧宮和男・功刀義人・近田安史・安蘇芳雄・大坪徹夫

1 H 2―17 アモルファス分子材料―新規化学増幅型分子性レジストの開
発（阪大院工）門田敏明○景山 弘・城田靖彦

1 H 2―18＊ シリカ逆オパールの空隙における液晶の光相転移（東大院
工・神奈川科学技術アカデミー）○久保祥一・顧 忠沢・高橋一志・
瀬川浩司・藤嶋 昭・佐藤 治

1 H 2―20 ペルフルオロアルキル基を持つ二量体液晶の合成と物性（山
口大工）○岡本浩明・土井 徹・森田由紀・笠谷和男・竹中俊介

3月 26日午後

座長 城田 靖彦（13 : 20～14 : 00）
1 H 2―27 化学技術賞受賞講演 医療診断用水系塗布型乾式熱現像感光
材料の開発（富士写真フイルム）吉岡康弘・山根勝敏・大関智之・塚田
芳久・岡田宏一

座長 清水 洋（14 : 00～14 : 50）
1 H 2―31 高アスペクトトレンチ内における無電解めっきの均一析出性
（関東学院大）○岡部敏之・加藤 瑛・角田貴徳・本間英夫

1 H 2―32 電気銅めっきにおける PEG誘導体の影響（関東学院大工・関
東学院大表面工学研）○山口和紀・香西博明・渡邊新吾・小山田仁
子・本間英夫

フッ素材料
1 H 2―33 フッ素修飾カップスタック型カーボンナノチューブの電気化
学的性質（信州大）○山本和尚・山田伊作久・米本暁子・川崎晋司・沖
野不二雄・東原秀和

1 H 2―34 フルオロアルキル基含有オリゴマー／マグネタイトポリマー
ハイブリッドの合成（弘前大理工・旭硝子）○吉岡宏晃・大春一也・浜
崎一夫・沢田英夫

1 H 2―35 種々のフルオロアルキル基含有オリゴマー存在下における金
属ナノ粒子の調整（弘前大理工・旭硝子）○佐々木 歩・大春一也・中
川秀樹・沢田英夫

座長 岡本 浩明（15 : 00～16 : 00）
1 H 2―37 新しいフッ素系有機／無機ポリマーハイブリッド―フルオロア
ルキル基含有オリゴマー／シリカゲルポリマーハイブリッドの性質（弘
前大理工）○吉岡宏晃・沢田英夫

1 H 2―38 フルオロアルキル基含有オリゴマー／シリカゲルポリマーハ
イブリッドとヒビテンとの相互作用（弘前大理工）○古泉雅史・沢田英

夫
1 H 2―39 フルオロアルキル基含有アクリル酸オリゴマー／シリカゲル
ポリマーハイブリッドによるガラスの表面改質（東洋佐々木ガラス・
弘前大理工）児島淳之・北尾修二・坂東 豊○沢田英夫

1 H 2―40 種々の親水性色素とフルオロアルキル基含有オリゴマーが形
成する分子集合体との相互作用（弘前大理工・旭硝子・太陽誘電）○山
田優子・大春一也・上野勝也・笹沢一雄・沢田英夫

1 H 2―41 種々のフルオロアルキル基含有オリゴマーが形成する分子集
合体とフルオレセインとのホスト―ゲスト相互作用（弘前大理工・旭硝
子・太陽誘電）○山田優子・大春一也・上野勝也・笹沢一雄・沢田英
夫

1 H 2―42 フルオロアルキル基含有オリゴマーが形成する分子集合体と
カーボンナノチューブとの相互作用（弘前大理工・旭硝子）○新堂
薫・大春一也・中川秀樹・沢田英夫

染顔料

座長 朝日 剛（16 : 00～17 : 00）
1 H 2―43＊ 講演中止
1 H 2―45 ウレアウレタン系顕色剤の結晶構造と発色機構―1―（横浜国大
教育人間科学・旭化成ケミカルズ）○竹島佐紀子・松本真哉・小林博
司・椛島和夫

1 H 2―46 DAMNからの色素合成と生成物の紫外・可視吸収，蛍光特
性（岐阜大工）○堀口絵未・松本真哉・船曳一正・松居正樹

1 H 2―47 N―アルキルカテリレンビスジカルボキシミド誘導体の合成
（東理大理工）○日向寺 心・長尾幸徳・小澤幸三

1 H 2―48 ペリレン及びテリレンの N‐アルキルジカルボキシミド誘導
体の合成と性質（東理大理工）○平野真希・長尾幸徳・小澤幸三

座長 松本 真哉（17 : 00～18 : 00）
1 H 2―49 液中パルスレーザーアブレーション法による有機顔料ナノ粒
子作成（阪大院工・阪大フロンティア研究機構）○杉山輝樹・朝日
剛・増原 宏

1 H 2―50 粘土層間への吸着によるフラビリウム色素の安定化（静岡大
工）○河野芳海・星野 亮・松島良華

1 H 2―51 環境にやさしいオプティカルガスセンサ素子の開発（5）（新居
浜高専・愛媛大工）植田 源○中川克彦・堤 主計・間淵通昭・早瀬
伸樹・青野宏通・定岡芳彦

1 H 2―52 非共有結合性蛍光プローブのスクアリリウム色素と BSAと
の錯形成（阪府大院工）○衛藤広行・中澄博行・八木繁幸・兵藤 豊・
開原功次

1 H 2―53 近赤外領域で蛍光発光するチオフェン環をパイ共役スペーサ
ーとするビスクアリリウム色素の合成と光学特性（阪府大院工）○宇野
高明・太田大志・兵藤 豊・八木繁幸・中澄博行

1 H 2―54 キラルなピロメテン蛍光ラベル化剤（岐阜大工・岐阜県保環
研）○松居正樹・樋下田貴大・船曳一正・中屋謙一

3月 27日午前

ライフ・医薬
座長 稲木 良昭（10 : 00～10 : 40）

2 H 2―07 Helicobacter pylori菌ウレアーゼに対するモノクローナル抗体
HpU―2重鎖のプロテアーゼ活性（広島県大生物資源）○山田由紀子・
一二三恵美・宇田泰三

2 H 2―08＊ 界面活性剤との分子錯体形成による安定型色素沈着治療薬の
開発（新潟薬大薬・東工大院理）○飯村菜穂子・大橋裕二

2 H 2―10 超分子ポルフィリンによる二光子光線力学療法への応用（奈
良先端大物質創成・科技団 CREST）○長谷川秀樹・小川和也・大橋淳
史・小夫家芳明・鎌田賢司・太田浩二

二次電池

座長 佐藤 峰夫（10 : 40～11 : 40）
2 H 2―11＊ リチウムチタン酸化物の電気化学反応による電子構造変化
（東工大院）○羅 元敬・中山将伸・生田博将・内本喜晴・脇原將孝

2 H 2―13＊ 非晶質炭素負極のリチウム吸蔵および SEI生成メカニズムの
解明（東農工大院工）○荻原信宏・五十嵐吉幸・鎌倉 歩・直井勝彦・
草地雄樹・宇津木功二

2 H 2―15 架橋型有機硫黄正極活物質を用いたリチウム電池の特性評価
（愛媛大総合科学研究支援セ・ユアサコーポレーション・愛媛大理）○
高坂智史・稲益徳雄・谷 弘幸・小野 昇
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2 H 2―16 オリビン型 LiCoPO4のリチウム脱離に伴う電子構造変化（東
工大院理工）○後藤 哲・中山将伸・生田博将・内本喜晴・脇原將孝

3月 27日午後

座長 内本 喜晴（13 : 00～14 : 00）
2 H 2―25 マイクロ波加熱によるリチウムイオン二次電池正極材料

LiFePO4の合成とその特性評価（新潟大工）○落合あゆみ・上松和義・
戸田健司・佐藤峰夫

2 H 2―26 LiFePO4／Carbon複合体の水熱合成と正極特性（新潟大工）○
新山庄太郎・片山善文・星 絵美・上松和義・戸田健司・佐藤峰夫

2 H 2―27 マイクロエマルションを用いた水熱法による LiFePO4微粒子
の合成（新潟大工）○星 絵美・片山善文・上松和義・戸田健司・佐藤
峰夫

2 H 2―28 リチウムニ次電池のための非晶質マンガン酸化物の合成（産
総研）○渡邉 崇・日比野光宏・川岡広和・周 豪慎・本間 格

2 H 2―29 マンガン系酸化物の非水系ソノケミカル合成とリチウムイオ
ン電池用正極特性（産総研電力エネルギー）○日比野光宏・周 豪慎・
本間 格

2 H 2―30 1段階 2電子移動の新原理に基づく新規ポリアニリン誘導体
電池（慶大理工）○西 健太郎・西海豊彦・樋口昌芳・山元公寿

座長 町田 信也（14 : 00～14 : 50）
2 H 2―31 炭素への PF6

― アニオンの電気化学的挿入と新しい Liイオン
二次電池の正極特性（大分大工）○古賀宗幹・石原達己・芳尾真幸・西
口宏泰・滝田祐作

2 H 2―32 機能性置換基を有するリチウム二次電池用イオン性液体電解
質（日本電信電話 NTTマイクロシステムインテグレーション研）○林
克也・根本康恵・阿久戸敬治・櫻井庸司

固体電池
2 H 2―33 RFスパッタリング法による全固体薄膜型リチウムイオン二
次電池の作製（新潟大工）○稲垣和幸・上松和義・戸田健司・佐藤峰夫

2 H 2―34 Liイオン伝導体 Li3InBr6―xClxの合成と二次電池への応用（静岡
大工・広島大院理）○冨田靖正・松下秀由・小林健吉郎・山田康治・
奥田 勉

2 H 2―35 Li4Ge（S 1―xSex）4固溶体の合成およびその電気化学的特性
（新潟大工）○牧田朋大・上松和義・戸田健司・佐藤峰夫

太陽電池

座長 西口 宏泰（15 : 00～16 : 00）
2 H 2―37＊ エチレンジアミン類を補助配位子としてもつルテニウム（II）
ターピリジン錯体を増感剤とした色素増感太陽電池（産総研光反応制
御研）○山口岳志・柳田真利・杉原秀樹・荒川裕則

2 H 2―39 ジケトナート配位子を有するビス（ジイミン）ルテニウム錯体
を用いた色素増感太陽電池（産総研光反応制御研）○佐野真二・柳田真
利・山口岳志・阿部芳首・長尾幸徳・杉原秀樹・荒川裕則

2 H 2―40 スチリル色素を用いた色素増感 TiO2太陽電池の検討（産総研
光反応制御研）○上高原 隆・佐山和弘・原浩二郎・阿部芳首・段王
保文・笠田千秋・神宝 昭・菅 貞治・荒川裕則

2 H 2―41 ペリレン類の色素増感太陽電池用増感剤への応用（岐阜大工）
○傳谷卓也・加藤靖健・古田 健・小松大輔・船曳一正・吉田 司・
箕浦秀樹・松居正樹

2 H 2―42 トリフェニルアミンをコアに持つフェニルアゾメチンデンド
リマーと電子素子への応用（慶大理工）○佐藤宗英・趙 俊相・樋口昌
芳・山元公寿

燃料電池・キャパシタ

座長 石原 達己（16 : 00～17 : 00）
2 H 2―43 テトラブチルポルフィリンのコバルトおよび鉄錯体の酸素還
元触媒活性（東理大理工・東理大界面科研）○佐藤剛史・藤戸陽介・山
口有朋・小柳津研一・湯浅 真

2 H 2―44 金属／ポリピロール錯体系の構築とその酸素還元特性（東理大
理工・東理大界面科研）○壹貫田浩志・斎宮久幸・山口有朋・小柳津
研一・湯浅 真

2 H 2―45 脱白金燃料電池電極触媒の開発（1）（筑波大物質工）○長嶋裕
次・新井和也・劉 銀珠・山崎貴久・知久義則・佐藤洋一・高澤要
介・松本健俊・中村潤児

2 H 2―46＊ 白金含有へテロポリ酸を触媒とした電気化学的メタノール酸
化反応（2）（産総研）○中島 仁・本間 格

2 H 2―48 金属酸化物分散活性炭の調製とそのスーパーキャパシタ電極
特性（広島大院工）○箱田 満・玉井久司・安田 源

水素吸蔵

座長 本間 格（17 : 00～17 : 20）
2 H 2―49 Mg金属―AlPO4―5のナノ複合化と水素吸蔵（広島大院工）○大
路英次・許 章林・山中昭司

2 H 2―50 テトラメチルシランを分解して得た炭素―Siコンポジットの
水素吸蔵特性（大分大工）○中洲正史・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

3月 28日午前

センサー・分離
座長 青野 宏通（9 : 10～10 : 10）

3 H 2―02 アモルファス水素吸蔵合金の溶存水素センサへの応用（松下
電工・東北大金研）○仲野純章・内梨 栄・山浦真一・木村久道・井
上明久

3 H 2―03 スパッタリング法により作製したランタンドープ酸化スズ薄
膜の二酸化炭素検知特性（上智大理工・神奈川科学技術アカデミー）○
坂間 弘・佐伯真嗣・小野 敦・田野倉 敦・市川能也・上塚 洋・
大西 洋

3 H 2―04 有機―酸化スズハイブリッド材料のガスセンサ特性（産総研）
○松原一郎・細野幸太・村山宣光・申 ウソク・伊豆典哉

3 H 2―05＊ 感圧塗料用白金ポルフィリン及びフリーベースポルフィリン
単分子膜の構造とその電気化学的特性（奈良女大院）○新木直子・市村
彰男・満尾和徳・小幡 誠・木下 勇・大槻主税・浅井圭介・矢野重
信

3 H 2―07 ビススピロピランポダンドによるアルカリ土類金属イオンの
比色センシングにおける置換基効果（阪府大院工）○中村真吾・八木繁
幸・兵藤 豊・中澄博行

座長 矢野 重信（10 : 10～11 : 10）
3 H 2―08＊ ナノ周期構造を利用した非標識バイオセンサーの開発（北陸
先端大院材料）○遠藤達郎・岩渕紳一郎・森田資隆・高村 禪・民谷
栄一

3 H 2―10＊ 分子鋳型を持つ自己集合単分子膜による非侵襲的コレステロ
ールセンシング（阪府大）○椎木 弘・木島大介・長岡 勉

3 H 2―12 光可逆的な連結反応による DNAコンピューティング（北陸
先端大・JSTさきがけ）○吉村嘉永・岸 直人・藤本健造

3 H 2―13 発光を用いた Stationary Quenching法の開発（東工大生命理
工）○根岸 洋・蒲池利章・大倉一郎

座長 松原 一郎（11 : 10～12 : 00）
3 H 2―14＊ FNDに基づく遺伝子センサの交流電気化学解析（九大院工）
○小松真治・野島高彦・竹中繁織

3 H 2―16 ナノ磁気微粒子，及び機能性単分子膜被覆基板を利用した生
体分子間反応の磁気検出法の開発（早大理工・東農工大工）○新垣篤
史・秀島 翔・中川敬仁・丹羽大介・田中 剛・松永 是・逢坂哲彌

3 H 2―17 超音波還元法によって調製した金・酸化鉄複合ナノ粒子によ
るアミノ酸の選択的磁気分離（阪府立高専）○水越克彰・清野智史・木
下卓也・興津健二・中川 貴・山本孝夫

3 H 2―18 ガンマ線照射による架橋ゼラチンハイドロゲルの吸収・徐放
特性について（阪府立大先端研）○別所昌彦・古田雅一・小嶋崇夫・奥
田修一・原 正之

材料の機能

3月 26日午後

光化学機能
座長 岩本 正和（13 : 00～13 : 50）

1 H 3―25 ベンゾチオフェンダイマー部位を有する新規 6 π 系のフォト
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クロミズム（福岡県工業技術セ・九大）○山口忠承・藤田祐史・入江正
浩

1 H 3―26 ターチオフェン誘導体のフォトクロミズムによる pKaの光
制御（九大院工）○伊勢田泰助・河合 壯・入江正浩

1 H 3―27 ヘキサアリールビスイミダゾール金属錯体のフォトクロミズ
ム（青山学院大理工）○宮本祐樹・菊地あづさ・岩堀史靖・阿部二朗

1 H 3―28＊ ビスイミダゾール誘導体の電子構造およびフォトクロミズム
（青山学院大理工）○菊地あづさ・岩堀史靖・阿部二朗

座長 中野 英之（13 : 50～14 : 50）
1 H 3―30 ジアリールエテン単結晶表面モルフォロジーの光制御（九大
院工）○古賀哲郎・小畠誠也・入江正浩

1 H 3―31 ジアリールエテン単結晶のフォトクロミズム―高転換率まで
の光閉環反応（九大院工）○小畠誠也・松本佳道・柴田勝則・入江正浩

1 H 3―32 ジチアゾリルエテンとジチエニルエテンとを含む二成分単結
晶のフォトクロミズム（九大院工）○高見静香・小畠誠也・Meyer,
Matthew M.・入江正浩

1 H 3―33 スピロ構造をエテン部に有するジアリールエテンダイマーの
結晶フォトクロミズム（九大院工）○久間俊平・小畠誠也・入江正浩

1 H 3―34 モノアザクラウンエーテルおよびスピロベンゾピラン部位を
有する共重合体を被覆した多孔質フィルムの光制御材料への応用（和
歌山大システム工）○中村孝輝・中村 允・坂本英文・木村恵一

1 H 3―35 イオン性液体中におけるスピロピランのフォトクロミック挙
動（横国大院工）○井手健太・横山 泰

座長 阿部 二朗（15 : 00～16 : 00）
1 H 3―37 フォトクロミックジアリールエテンの IR変化と IRによる多
重記録の非破壊読み出し（龍谷大理工・三菱化学科技研セ・九大院工）
内田欣吾○斉藤全亮・村上明徳・中村振一郎・入江正浩

1 H 3―38 粘土層間に取り込まれた 2,3―ジチエニルマレイン酸イミドの
フォトクロミズム（名大工）○小野太一・信達 樹・木村 真・高木克
彦

1 H 3―39 ジアリールエテン結合金ナノ粒子のフォトクロミズム（九大
院工・さきがけ）○池田真澄・松田建児・入江正浩

1 H 3―40 ジアリールエテン縮合体のフォトクロミック特性―マルチカ
ラーフォトクロミズム（九大院工）○東口顕士・松田建児・入江正浩

1 H 3―41＊ 単一分子ロジックゲートに向けた蛍光性ジアリールエテンの
合成（九大院工）○深港 豪・岩田康秀・河合 壯・入江正浩

座長 池田 富樹（16 : 00～17 : 00）
1 H 3―43 光スイッチを持った遷移金属イオンレセプターの合成と錯形
成能評価（佐賀大理工）○宮崎隼人・竹下道範・大和武彦

1 H 3―44 ジアリールエテンマレイミド誘導体のフォトクロミズムにお
ける置換基効果（福岡県工業技術セ・九大）山口忠承○野見山加寿子・
藤田祐史・入江正浩

1 H 3―45 ジアリールエテンの電気化学特性（九大院工・さきがけ）○森
山喜久・松田建児・河合 壯・入江正浩

1 H 3―46 大きな幾何構造変化するフォトクロミックジアリールエテン
（九大院工）○森光謙太郎・小畠誠也・入江正浩

1 H 3―47 シリカ系メゾ多孔体中でのジアリールエテンの光応答挙動
（東工大資源研）○岡田春樹・田中敏弘・岩本正和

1 H 3―48 アゾベンゼン修飾による光応答性メゾ多孔体の構築（東工大
資源研）○田中敏弘・岩本正和

座長 小畠 誠也（17 : 00～18 : 00）
1 H 3―49 新規強誘電性アゾベンゼンモノマーから調製した液晶エラス
トマー（LCE）フィルムの異方的光屈曲挙動（東工大資源研）○前田健
永・中野 誠・兪 燕蕾・宍戸 厚・塩野 毅・池田富樹

1 H 3―50 多環アゾトラン部位を有する側鎖型高分子アゾベンゼン液晶
の合成と光応答性（東工大資源研）○岡野久仁彦・宍戸 厚・塩野
毅・池田富樹

1 H 3―51 フォトクロミックアモルファス分子材料―4―［bis（9,9―dimeth-
ylfluoren―2―yl）amino］azobenzene薄膜のフォトクロミック反応（阪大院
工）○谷野貴広・高橋 徹・中野英之・城田靖彦

1 H 3―52 フォトクロミックアモルファス分子材料―新規アゾベンゼン
誘導体の合成と表面レリーフ回折格子形成（阪大院工）○上田拡充・谷
野貴広・安藤裕之・中野英之・城田靖彦

1 H 3―53 アゾベンゼン骨格を有する新規ビニル高分子を用いる表面レ
リーフ回折格子形成（阪大院工）○安藤裕之・高橋 徹・中野英之・城
田靖彦

1 H 3―54 フォトクロミックアモルファス分子材料―表面レリーフ回折
格子形成におよぼす温度効果（阪大院工）○中野英之・高橋 徹・谷野

貴弘・安藤裕之・城田靖彦

3月 27日午前

光化学・エネルギー変換機能
座長 関 隆広（10 : 00～11 : 00）

2 H 3―07 2,5―ジ（4―ピリジル）チオフェン／5,5’―ジ（4―ピリジル）―2,2’―ビ
チエニル混合色素の窒素レーザー用色素としての評価（同志社大工）○
西田良平・中島理一郎・塚越一彦

2 H 3―08 Eu（III）錯体を含むポリマー薄膜のレーザー発振（阪大院工）
○長谷川靖哉・川井秀記・保田直紀・長村利彦・和田雄二・柳田祥三

2 H 3―09 Eu（III）錯体の発光先鋭化と増幅自然放出光の増強（阪大院
工・静岡大電子工学研・三菱電機先端技術総合研究所・九大院工）○
中村一希・長谷川靖哉・川井秀紀・保田直紀・長村利彦・和田雄二・
柳田祥三

2 H 3―10 ナノ層状化合物表面への色素吸着：分子サイズ制御によるポ
ルフィリン分子の単分子吸着とのその配向制御（都立大院工・
CREST・JST）○江口美陽・嶋田哲也・立花 宏・高木慎介・井上晴
夫

2 H 3―11 2，6位をアリール置換した 4―（2―チエニル）ピリジンと 4―
（2,2’―ビチエニル―5―イル）ピリジンの合成と分光学的特性（同志社大
工）○鶴元雄平・中島理一郎・塚越一彦・田村 隆

2 H 3―12 フェニレンジアミン誘導体の合成と特性評価（静岡大工）○藤
村隆史・吉村光平・角田竜一・永田照三・山田惠敏

座長 長谷川 靖哉（11 : 00～12 : 00）
2 H 3―13 干渉光学的アプローチによる高感度光誘起表面レリーフ形成
機構の解明（名大院工）○小笠原利信・是津信行・永野修作・関 隆広

2 H 3―14 光で誘起する高分子薄膜の de―wetting（名大院工）○是津信
行・荒川隆介・永野修作・関 隆広

2 H 3―15＊ 色素 J凝集体の光機能発現に及ぼすヘテロ原子の効果―低温
分光特性（2）―（阪市大院工）○山口 敦・米谷紀嗣・米澤義朗・Loba-
nov, A.N.・Vitukhnovsky, A.G.

2 H 3―17＊ 高分子電解質を色素マトリクスとした酸化チタン分散型光電
変換素子の特性（奈良先端大院物質）○土屋陽一・池田篤志・小西利
史・菊池純一

3月 27日午後

電子・磁気機能
座長 柳田 祥三（13 : 00～14 : 00）

2 H 3―25 学術賞受賞講演 機能材料としての透明酸化物のフロンティ
ア開拓（東工大応セラ研）細野秀雄

座長 山下 敬郎（14 : 00～14 : 50）
2 H 3―31 フォトクロミック分子を利用した酸化鉄微粒子の光磁性制御
（慶大理工）○三上理恵・田口 実・山田幸司・鈴木孝治・佐藤 治・
栄長泰明

2 H 3―32 アゾベンゼン液晶の光異性化と温度変化による磁性制御（慶
大理工）○室伏亜希子・久保祥一・田口 実・三上理恵・佐藤 治・
栄長泰明

2 H 3―33＊ ナノギャップ電極におけるポリービス―ターチエニル―フェナ
ントロリン―ビピリジル―ルテニウム錯体の合成とその電気特性（分子
研）○小川琢治・荒木幸一・遠藤弘章

2 H 3―35 MgB2型構造を有する BaAl1―xSi1＋xの合成と超伝導（広島大院
工）○大月輝喜・井手崇之・山中昭司

座長 栄長 泰明（15 : 00～15 : 30）
2 H 3―37 メソ細孔を用いて鋳型合成した白金ナノ細線・粒子の STM
観察と電気的特性（北大触媒セ）○下村則之・坂本 謙・樋口貴礼・木
村潤一・福岡 淳・市川 勝

2 H 3―38 電気化学電位の制御された溶液内金属微小接合の電気伝導特
性評価（北大院理）○小西達也・村越 敬

2 H 3―39 アモルファス分子材料―新規トリス（オリゴアリレニル）アミ
ンの電荷輸送（阪大院工）○田中正健・景山 弘・城田靖彦

座長 小川 琢治（15 : 30～16 : 10）
2 H 3―40 ペルフルオロアルキル修飾トリフェニレン液晶のカラム内揺
動と電荷移動度（産総研関西センター人間系）○清水 洋・寺澤直弘・
物部浩達・清原健司
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2 H 3―41 チアゾロチアゾール環構造を有する新規有機半導体の合成と
物性（東工大）○安藤伸治・西田純一・山下敬郎・井上陽司・時任静士

2 H 3―42 パルスレーザーアニーリングによる FePtナノ粒子の構造秩
序化（東大）○前之園信也・齊田壮一郎

2 H 3―43 ソノケミカルプロセスで作製した Coフェライト―マグネタ
イト固溶体の酸化相分離（甲南大理工）○海老名謙一・尾崎雅樹・町田
伸也・重松利彦

生体機能

座長 山口 浩靖（16 : 10～16 : 50）
2 H 3―44 高分子ゲル上へ形成した炭酸カルシウム層を用いた新規な物
質放出制御（阪大院工・鹿児島大院理工）○尾込大介・芹澤 武・明石
満

2 H 3―45 自殺遺伝子治療を目指した pDNA／キトサン複合体による in
vitroでの遺伝子導入（慶大院理工）○杉浦裕介・松田 修・佐藤智典

2 H 3―46 Ferritin類似フェニルアゾメチンデンドリマー―鉄イオンの内
包／放出の精密制御―（慶大理工）○中島玲奈・飛田 聡・尾上 順・樋
口昌芳・山元公寿

2 H 3―47 化学修飾シゾフィランを利用したアンチセンスオリゴヌクレ
オチドキャリヤーの開発（北九大国際環境工・科技団 SORST・九大院
工）○穴田貴久・水 雅美・甲元一也・狩長亮二・長谷川輝明・松本
貴博・櫻井和朗・新海征治

座長 芹沢 武（16 : 50～17 : 30）
2 H 3―48 金属ポルフィリン／Tween 61系ニオソームの抗酸化・抗癌特
性（東理大理工・東理大界面科研）○羽生幸弘・山口有朋・小柳津研
一・湯浅 真

2 H 3―49 金属イオン及び界面活性剤によるバクテリオロドプシンのプ
ロトンポンプ活性制御（東大・桐蔭横浜大）○小林陽介・飛山夕美・宮
坂 力・渡辺 正

2 H 3―50 分子シャペロンの化学プログラミング（1）：オリゴペプチド
タグを用いる新機能発現（東大院工）○高橋良文・金原 数・津本浩
平・熊谷 泉・相田卓三

2 H 3―51 分子シャペロンの化学プログラミング（2）：光応答性ユニッ
トを用いる新機能発現（東大院工）○村松新一・高橋良文・金原 数・
田口英樹・吉田賢右・相田卓三

3月 28日午前

光学機能
座長 藤井 功（9 : 00～10 : 00）

3 H 3―01 光学活性量子井戸構造の構築 II―マルチレイヤー系の発光特
性―（東京工芸大）○鈴木真由美・手島健次郎・白井靖男

3 H 3―02 アントラセンの集積構造とその蛍光特性に与えるジスルホン
酸アンモニウム塩の超分子シントンの影響（阪大院工・阪大 FRC）○
溝部祐司・藤内謙光・宮田幹二

3 H 3―03 大きな二光子吸収断面積を有するベンゾチアジアゾール誘導
体の合成と物性評価（九大院総理工・九大先導研・三菱化学科学技術
研究セ）○加藤真一郎・松本泰昌・石井 努・THIEMANN, Thies・茂
岩統之・五郎丸英貴・前田修一・又賀駿太郎

3 H 3―04 ベンゾチアジアゾール化合物の二光子吸収スペクトルとその
置換基効果（三菱化学科学技術研究セ・九大院総理工・九大先導研）○
茂岩統之・五郎丸英貴・前田修一・加藤真一郎・石井 努・THIE-
MANN, Thies・又賀駿太郎

3 H 3―05 Push―Pull型フタロシアニンの合成と非線形光学効果（理研・
信州大繊維）○武藤豪志・佐々高史・池田 滋・和田達夫・木村
睦・白井汪芳

3 H 3―06 中心骨格に三重結合を有するスチリルピリジニウム誘導体の
二光子吸収特性と鎖長依存性（立命館大）○坂井俊之・岩瀬陽一郎・朴
仁哲・鎌田賢司・太田浩二・近藤紘一

座長 藤内 謙光（10 : 00～11 : 00）
3 H 3―07＊ ナフトオキサゾール系蛍光性クラスレートの固体光物性と結
晶構造（高知大理）○大山陽介・蒲池良一・吉田勝平

3 H 3―09 ジフェニルアミノアリール基を持つキノキサリン，1,4,5,8―
テトラアザフェナントレン，1,4,5,8,9,12―ヘキサアザトリフェニレン
の蛍光ソルバトクロミズム（九大先導研・九産大工）○平山智之・山崎
澄男・石井 努・Thieman, Thies・又賀駿太郎

3 H 3―10 希土類ドープケイ酸塩ガラスのパルスレーザー分光とエネル
ギー移動（京工繊大）○田中勝久・石川洋一・近藤康孝・若杉 隆・大

田陸夫

分離機能
3 H 3―11 2―フェノキシプロピオン酸による 2―メチルピペラジンの光
学分割（I）（大東化学・長谷川研・東海大開発工）○渡谷哲朗・布村茂
樹・高橋幸男・長谷川 元・藤井 功

3 H 3―12 2―フェノキシプロピオン酸による 2―メチルピペラジンの光
学分割（II）（東海大開発工・大東化学）○藤井 功・渡谷哲朗・布村茂
樹・高橋幸男

座長 木村 睦（11 : 00～12 : 00）
3 H 3―13 β ―ジケトン付加金属イオン吸着材の合成とその性能評価（金
沢工大工）○飯山真充・大嶋俊一・國仙久雄・鶴房繁和・小松 優

3 H 3―14 α ―（Fe,Mn）OOH固溶体粒子における鉛イオンの優先吸着（長
岡技科大工）○楠山貴広・佐藤一則・谷村 公・中村明基

3 H 3―15 ベンジルアルコール液膜系における振動現象の輸送現象に及
ぼす影響（神奈川大工）○河原崎 海・井川 学

3 H 3―16 疎水性膜による有機物の分離と濃縮（神奈川大工）○根本修
司・井川 学

3 H 3―17 スルホン酸基とイミノ二酢酸基を有する二官能性キレート樹
脂の合成とその金属イオン吸着性（熊本大工）○山部和則・坂口浩一・
浜辺裕子・城 昭典

3 H 3―18 リン酸型陽イオン交換樹脂の金属イオン選択性の解明：密度
汎関数法による研究（熊本大工・八代高専）○浜辺裕子・杉本 学・山
部和則・城 昭典

天然物化学

3月 26日午前

脂肪酸，ポリフェノール
座長 門田 功（9 : 30～10 : 30）

1 J 1―04 α ―フルオロスルフィドを用いたポリエーテル新連結法の開
発（東北大院理・SORST）○山下修治・井上将行・平間正博

1 J 1―05 シガトキシン CTX 3 Cの第二世代全合成（東北大院理・
SORST）○宮崎圭輔・井上将行・平間正博

1 J 1―06＊ 51―hydroxyCTX 3 Cの全合成研究（東北大院理・SORST）○
多々見 篤・山下修治・井上将行・平間正博

1 J 1―08＊ 細胞毒性ポリ環状エーテル・ギムノシンー Aの全合成（東北
大院生命科学）○塚野千尋・佐々木 誠

座長 藤原 憲秀（10 : 30～11 : 30）
1 J 1―10＊ 海産ポリエーテル毒に見られる中員環エーテルの，部分構造
モデルを用いた詳細な立体配座解析（東大院理・CREST）○志田
健・橘 和夫

1 J 1―12＊ 渦鞭毛藻由来天然物アンフィジノール 3の脂質二重膜に対す
るイオン透過機構の解明（阪大院理）○蓬台俊宏・松岡 茂・松森信
明・村田道雄

1 J 1―14 51―hydroxyCTX 3 Cの ABCD環部の実践的合成（東大院理・
CREST）○藤川誠二・不破春彦・橘 和夫

1 J 1―15 シガトキシン（CTX 3 C）の CDEFG環部モデルの合成研究（東
大院理・CREST）○井下美緒・不破春彦・橘 和夫

座長 橘 和夫（11 : 30～12 : 30）
1 J 1―16 学術賞受賞講演 Diels―Alderaseの発見と立体構造に基づく
酵素反応機構の解明（北大院理）及川英秋

3月 27日午前

座長 大石 徹（9 : 00～10 : 00）
2 J 1―01 ヘミブレベトキシン Bの収束的全合成研究（北大院理）藤原憲
秀○佐藤大輔・渡邊 学・森下大司・村井章夫・河合英敏・鈴木孝紀

2 J 1―02 シガトキシン CTX 3 Cの ABCDE環セグメントの合成（北大
院理）藤原憲秀○後藤研由・佐藤大輔・大谷内裕子・田中秀輝・村井
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章夫・河合英敏・鈴木孝紀
2 J 1―03 シガトキシン CTX 1 Bの EF環部の合成研究（北大院理）藤原
憲秀○竹村淳志・村井章夫・河合英敏・鈴木孝紀

2 J 1―04 シガトキシン類の IJKLM環セグメントの合成研究（北大院
理）藤原憲秀・大谷内裕子○土門大将・竹澤彰紘・竹田清佳・村井章
夫・河合英敏・鈴木孝紀

2 J 1―05 ポリ環状エーテルと膜タンパク質の相互作用解析を目指した
単純ポリ環状エーテルの収束的合成（東大院理・CREST）○佐々木真
聡・橘 和夫

2 J 1―06 赤潮毒プリムネシン E／F環連結部の合成と構造（東北大院生
命科学・日本食品分析セ）佐々木 誠○海老根真琴・高木啓行・高倉
宏之・佐竹真幸・安元 健

座長 松本 隆司（10 : 00～11 : 00）
2 J 1―07 マデュロペプチンクロモフォアの全合成研究（東北大院理）○
島村 賢・鬼海陽子・平間正博

2 J 1―08 ケダルシジンクロモフォアの全合成研究（1）（東北大院理）○
大橋 功・小山靖人・LEAR, Martin, James・平間正博

2 J 1―09＊ ケダルシジンクロモフォアの全合成研究（2）（東北大院理）○
小山靖人・大橋 功・真下知子・LEAR, Martin, James・平間正博

2 J 1―11＊ アリル転位によって活性化されるエンジインプロドラッグ
（京大院工・香港科学技術大学理学院）○城 幸弘・戴 偉民・八田博
司・田邉一仁・西本清一

座長 長光 亨（11 : 00～12 : 00）
2 J 1―13＊ C―1027クロモフォアの全合成研究（東北大院理）○佐々木健
雄・波多野 傑・児玉勝城・井上将行・平間正博

2 J 1―15＊（＋）―ホモプシジンの全合成（早大院理工）○鈴木孝洋・臼井
研二・三宅祥元・中田雅久

2 J 1―17＊ 新非 RI光親和性標識法：標的分子捕獲用光応答性および検
出機能賦活用 2官能性プローブの創製とその有効活用（岐阜大工・岐
阜大院医・埼玉医大薬理）○平松俊行・細谷孝充・池本隆昭・中西雅
之・青山洋史・細谷礼子・岩田知也・丸山 敬・遠藤 實・鈴木正昭

3月 27日午後

座長 鈴木 啓介（14 : 00～14 : 50）
2 J 1―31 特別講演 Synthesis of Biologically Active Secondary Metabo-

lites with Aromatic Skeleton（Department of Chemistry University of Pad-
erborn, Germany）Prof. Krohn Karsten

座長 椎名 勇（14 : 50～15 : 50）
2 J 1―36＊ 抗マラリア活性物質ボレリジンの全合成（北里大薬・北里大
生命研・北里研）長光 亨○高野大介・乙黒一彦・針谷義弘・桑嶋
功・大村 智

2 J 1―38 海洋産細胞毒性物質オーリサイドの合成研究（筑波大化）○好
井孝典・星野紘史・末永聖武・山田靜之・木越英夫

2 J 1―39 海洋産細胞毒性物質オーリピロン A及び Bの全合成研究（筑
波大化）○中村尚靖・佐藤七月・末永聖武・坂倉 彰・木越英夫

2 J 1―40 Lucilactaeneの不斉全合成（東理大工・理研）林 雄二郎○山
口潤一郎・宇野貴夫・庄司 満・掛谷秀昭・長田裕之

2 J 1―41 抗生物質 synerazolの不斉全合成（東理大工・理研）林 雄二
郎・庄司 満○向山貴祐・山口新平・五東弘昭・掛谷秀昭・長田裕之

座長 大森 建（15 : 50～16 : 50）
2 J 1―42 アポトーシス誘導型抗腫瘍性マクロリド抗生物質アポトリジ
ンの C 12―C 28セグメントの合成研究（慶大理工）○阿部一行・加藤浩
二・新井唯正・SULTANA, Israt・松村秀一・戸嶋一敦

2 J 1―43 2 H ―ピラン誘導体のディールスアルダー反応を用いた新規ヘ
テロ環構築法の開発（東理大工・理研）庄司 満○今井浩貴・掛谷秀
昭・長田裕之・林 雄二郎

2 J 1―44＊ エポキシキノール及びエポキシキノンの酸化的二量化反応に
関する研究（東理大工・理研）○庄司 満・椎名 勇・掛谷秀昭・長田
裕之・林 雄二郎

2 J 1―46 分子内環化反応を駆使したピラノアントラキノン AH―1763
IIaの合成（愛媛大総合科学研究支援セ）○村上誠也・宇野英満・小野
昇

2 J 1―47 MNBAラクトン化によるイソアンブレトライドの合成（東理
大理）椎名 勇○橋爪みな子

座長 庄司 満（16 : 50～17 : 40）
2 J 1―48 オクタラクチン Aおよび Bの不斉全合成（1）（東理大理）椎名

勇・鴛海宏美・橋爪みな子○山井悠介・嶋崎尊久
2 J 1―49 オクタラクチン Aおよび Bの不斉全合成（2）（東理大理）椎名

勇○鴛海宏美・山井悠介・橋爪みな子・高砂祐二
2 J 1―50 ∆ 12―PGJ2および関連化合物の合成（東工大院生命理工）○小林
雄一・ACHARYA, H. P.

2 J 1―51 抗真菌活性分子 phospholineの C 5―C 13セグメントの合成（そ
の 1）（東工大院生命理工）○武山隆一・王 永剛・小林雄一

2 J 1―52 抗真菌活性分子 phospholineの合成研究（その 2）（東工大院生
命理工）○王 永剛・武山隆一・小林雄一

3月 28日午前

座長 佐々木 誠（9 : 00～10 : 00）
3 J 1―01 CTX 3 C全合成中間体の構造活性相関研究（東北大院理・

SORST・東北大院生）○臼杵豊展・井上将行・佐竹真幸・平間正博
3 J 1―02 ブレベトキシン Bの合成研究（1）（東北大院理・東北大多元
研）○西井広樹・仁科直子・菊池重俊・門田 功・山本嘉則

3 J 1―03 ブレベトキシン Bの合成研究（2）（東北大院理・東北大多元
研）○高村浩由・門田 功・山本嘉則

3 J 1―04 ローレンシンの収束的全合成研究（東北大院理・東北大多元
研）○上原 弘・門田 功・山本嘉則

3 J 1―05 海洋性天然物イェッソトキシン及びアドリアトキシンの合成
研究（東北大院理・東北大多元研）○上野洋和・門田 功・山本嘉則

3 J 1―06 α ―シアノエーテルを経由する収束的合成法を用いたイェッ
ソトキシンの CDEFGHI環部の合成研究（阪大院理）○渡部浩史・鈴木
美穂・村田道雄・大石 徹

座長 門田 功（10 : 00～11 : 00）
3 J 1―07 貝毒アザスピロ酸の全合成研究（東北大院生命科学・東大院
理）及川雅人○根本純一・岩室裕子・佐々木 誠

3 J 1―08 新規食中毒原因貝毒アザスピロ酸 ABCD環部分の合成（慶大
理工）○石川裕一・西山 繁

3 J 1―09 アザスピラシッドの不斉全合成研究（北大院理）○北向 慎・
殿岡輝道・谷野圭持・宮下正昭

3 J 1―10 ピラゴニシンの全合成（理研）高橋俊哉○小川熟人・中田 忠
3 J 1―11 ポリエーテル系抗生物質 Lasalocid生合成における前駆体化
合物の合成（北大院理）○右田 章・常盤野哲生・及川英秋

3 J 1―12 （－）―FR 182877の全合成研究（早大院理工）鈴木孝洋○松村岳
彦・田中奈津美・中田雅久

座長 小林 雄一（11 : 00～12 : 00）
3 J 1―13 プラジミシン類の不斉全合成に関する研究（1）（東工大院理
工）○田宮 実・大森 建・加藤裕久・大類麻美・北村 充・鈴木啓
介

3 J 1―14 プラジミシン類の不斉全合成に関する研究（2）（東工大院理
工）田宮 実○大森 建・加藤裕久・大類麻美・北村 充・鈴木啓介

3 J 1―15 ベニバナ黄色色素成分 Safflomin―Aの合成研究（山形大工）○
佐藤慎吾・石田光雄・甲斐裕之・鈴木俊行・熊澤敏弘・松葉 滋・小
野寺準一

3 J 1―16 抗生物質 TAN―1085の不斉全合成研究：軸性不斉を利用する
不斉合成へのアプローチ（東工大理・東工大院理工・CREST）○森
啓二・石川勇次・鶴田英之・大森 建・鈴木啓介

3 J 1―17 アルケニルベンゾシクロブテン誘導体の環拡大反応を利用し
た二量体ナフトキノン類の合成研究（東工大院理工・CREST）○池本
裕之・松本隆司・鈴木啓介

3 J 1―18 抗腫瘍性抗生物質 FD―594の合成研究（東工大院理工）○増尾
律己・HINTERMANN, Lukas・大森 建・鈴木啓介

3月 28日午後

座長 松本 隆司（13 : 00～13 : 50）
3 J 1―25 特別講演 Asymmetric Syntheses Natural Compounds : An

Enzyme―Assisted Approach（Organic Synthesis Laboratory, ECPM－ULP）
Prof. Daniel Uguen

天然物その他

座長 末永 聖武（14 : 00～15 : 00）
3 J 1―31 光受容性色素ブレファリスミンの合成研究（高知大理）○吉川
圭太・松岡達臣・小槻日吉三

3 J 1―32 データマイニングにより検索された抗菌活性フラボノイドの
合成（青山学院大）○高田由貴・安西新司・稲積宏誠・木村純二
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3 J 1―33＊ Isobenzofuranone誘導体による PKC活性化：異常活性化と構
造活性相関（東北大多元研）○平井 剛・生越洋介・渡辺 亨・清水
忠・馬場良泰・袖岡幹子

3 J 1―35 Kendomycinの合成研究（2）（名大院理）○仙石哲也・有本博
一・上村大輔

3 J 1―36 マンガン誘導性アポトーシス阻害活性を有する新規シクロペ
ンテノン誘導体の合成（岐阜大院医）○前田将秀・平田洋子・木内一
壽・古田享史・鈴木正昭

座長 北 将樹（15 : 00～16 : 00）
3 J 1―37 アクチン脱重合活性を持つ海洋天然物ミカロライド Bの人工
類縁体の合成と生物活性（筑波大化）○宮 沙織・末永聖武・坂倉
彰・木越英夫

3 J 1―38 海洋産抗腫瘍性物質アプリロニン Aに対するアクチンの結合
部位の解明（筑波大化）○黒田武史・半田知久・末永聖武・坂倉 彰・
山田靜之・木越英夫

3 J 1―39 2’,3’―ジヒドロキシ短鎖セラミド類縁体の合成とその抗白血
病活性に関する研究（阪市大院工）○東 秀紀・立花太郎・荻野健治

3 J 1―40 効率的分割法による光学的に純粋な 3―ブチルフタリドの合成
（東北大多元研）○小坂 仁・植村 真・桑原俊介・渡辺政隆・原田宣
之

3 J 1―41 Mα NP acid法による長鎖不飽和アルコール類の光学分割と
絶対配置の決定（東北大多元研）○赤木 愛・渡辺政隆・原田宣之

3 J 1―42 新規キラル試薬Mα NP acidを用いた分割法による光学的に
純粋なWieland―Miescher ketoneの合成（東北大多元研）○葛西祐介・
原田宣之

座長 松森 信明（16 : 00～17 : 00）
3 J 1―43 赤潮プランクトン，ヘテロカプサに含まれる生理活性物質の
探索（第 3報）：カキ致死活性物質の単離と構造研究（広島大院理）○鹿
野達也・重田大介・平賀良知・大方勝男

3 J 1―44 共生微細藻類の産生する超炭素鎖有機分子に関する研究（1）
（名大院理・名大物質国際研）○野間 勲・近藤美紀子・犬塚俊康・鷲
田和人・小山智之・山田 薫・北 将樹・上村大輔

3 J 1―45 共生微細藻類の産生する超炭素鎖有機分子に関する研究（2）
（名大院理・名大物質国際研）○近藤美紀子・野間 勲・犬塚俊康・鷲
田和人・小山智之・山田 薫・北 将樹・上村大輔

3 J 1―46 遺伝子解析に基づく新規ポリケチド化合物の探索；Halstocta-
cosanolide A, Bの単離，構造決定（東工大院理工）○遠山茂広・
DHAKAL, R. P.・明石智義・江口 正・柿沼勝己

3 J 1―47 褐藻 Eisenia bicyclis に含まれる新規オキシリピン類の単離と
構造解析（4）（青山学院大理工）○荻 伸之・山崎正稔・木村純二

3 J 1―48 Acaterinの生合成研究：Dehydroacaterin―∆ 4―reductaseおよび
その反応機構について（東工大院理工）○追中 寛・中野さやか・原
典行・藤本善徳

座長 平井 剛（17 : 00～18 : 00）
3 J 1―49 生体膜に結合したエリスロマイシンの NMR構造解析（阪大院
理）○諸岡 篤・松森信明・村田道雄

3 J 1―50 エタノール中におけるフラボノイドの一重項酸素消去反応の
速度論的研究（愛媛大理）○永井荘一・島居七帆・小原敬士・向井和男

3 J 1―51 コーヒー酸誘導体の一重項酸素消去活性とラジカル消去活性
（愛媛大理）○一村陽子・徳永愛子・小原敬士・向井和男

3 J 1―52 短鎖連結したアンフォテリシン B二量体の調製とイオンチャ
ネル活性（阪大院理）○増田梨恵・松森信明・村田道雄

3 J 1―53 アンフォテリシン B分子内架橋体の調製とイオンチャネル活
性（阪大院理）○澤田有里・増田梨恵・松森信明・村田道雄

3 J 1―54 固体 NMRを用いたアンフォテリシン B―フッ化ステロール複
合体の構造研究（阪大院理）○池内宏貴・松森信明・松岡 茂・植野嘉
之・大石 徹・村田道雄

3月 29日午前

テルペノイド・ステロイド
座長 鈴木 敏夫（9 : 00～10 : 00）

4 J 1―01＊ 特異な骨格を有する抗菌抗腫瘍性物質 GKK 1032 A2（FO―7711
CC 5）の全合成研究（北里大生命研・CREST・JST）○新井則義・桑嶋
功

4 J 1―03 不斉触媒を用いた新規キラルシントンの合成（早大院理工）○
渡邉秀昭・岩本充広・河田発夫・中田雅久

4 J 1―04 タキサン骨格の合成法研究（1）（早大院理工）○岩本充広・宇

津木雅之・河田発夫・宮野雅之・中田雅久
4 J 1―05 19―ヒドロキシタキソールの不斉全合成研究（1）（北里研究所）
松尾淳一○小川泰之・プドホンカニッター・黒田貴一・向山光昭

4 J 1―06 19―ヒドロキシタキソールの不斉全合成研究（2）（北里研究所）
○松尾淳一・小川泰之・黒田貴一・向山光昭

座長 新井 則義（10 : 00～11 : 00）
4 J 1―07 タキサン骨格の合成法研究（2）（早大院理工）○河田発夫・岩
本充広・宇津木雅之・宮野雅之・中田雅久

4 J 1―08 講演中止
4 J 1―09 taxinineを利用したタキサン系制癌剤及び多剤耐性克服剤の
合成研究（新潟大工・新潟大院自然科学）○松原純一・張 樹軍・王
金蘭・坂井淳一・安東政義

4 J 1―10 シリカゲル担持アミドを用いた自己触媒型ドミノマイケル反
応：ビシクロ［2.2.2］オクタン化合物の合成（新潟大院自然科学・新潟
大工）萩原久大○福島正和・遠藤 悟・星 隆・鈴木敏夫

4 J 1―11 ゴマダラカミキリの接触刺激性性フェロモンの合成研究（新
潟大院自然科学・新潟大工・食総研）萩原久大○瀬田川洋亮・濱谷
潤・星 隆・鈴木敏夫・小野裕嗣

4 J 1―12 Erinacine Eの合成研究（2）（名大院理・科技団さきがけ・高等
研究院）○増田智也・佐藤綾人・有本博一・上村大輔

座長 臼杵 克之助（11 : 00～12 : 00）
4 J 1―13 サイアチン類の合成研究（1）（早大院理工）○海野明徳・高野
真史・柏 修平・田中孝昌・中田雅久

4 J 1―14 サイアチン類の合成研究（2）（早大院理工）○高野真史・海野
明徳・柏 修平・田中孝昌・中田雅久

4 J 1―15 発光巻貝ラチアの発光機構研究（1）：ラチアルシフェリンの
アナログの合成と発光活性（電通大）○間簑 雅・正木美津希・中村光
裕・松井 良・小島 哲・近江谷克裕・牧 昌次郎・平野 誉・丹羽
治樹

4 J 1―16 発光巻貝ラチアの発光機構研究（2）：ラチアルシフェリンの
ベンゾア―ト類縁体の合成と発光活性（電通大）○正木美津希・中村光
裕・松井 良・小島 哲・近江谷克裕・牧 昌次郎・平野 誉・丹羽
治樹

4 J 1―17 糸状菌産生インドールジテルペンの生合成研究（北大院理・
茨城大農）○笛木周平・常盤野哲生・戸嶋浩明・及川英秋

4 J 1―18 PAF拮抗物質フォマクチン Bの生合成研究（北大院理・茨城
大農）○遠藤妙子・福士江里・常盤野哲生・及川英秋

3月 29日午後

座長 中田 雅久（13 : 00～14 : 00）
4 J 1―25 クレロダン型ジテルペンのエナンチオ選択的合成研究：不斉
シアノヒドリン化反応を鍵段階とする環化前駆体アリルシランの合成
（阪市大院理）○藤本正篤・臼杵克之助・飯尾英夫

4 J 1―26 クレロダン型ジテルペノイドMethyl Barbascoateの合成（新潟
大院自然科学・新潟大工・鶴岡高専）萩原久大・濱野健太○野澤雅
人・星 隆・鈴木敏夫・城戸英郎

4 J 1―27 Sordaricinの全合成研究（東大院理）○千葉俊介・北村 充・
奈良坂紘一

4 J 1―28 高歪み化合物インゲノールの合成研究（筑波大化）○渡辺和
志・末永聖武・坂倉 彰・木越英夫

4 J 1―29＊ メリラクトン Aの不斉全合成研究（東北大院理）○佐藤隆章・
李 羅榮・井上将行・平間正博

座長 萩原 久大（14 : 00～14 : 50）
4 J 1―31 4―メチルトロポロンを利用した天然有機化合物の合成研究
（新潟大工・新潟大院自然科学）○中山陽介・下間文人・阿部直彦・田
辺 敏・坂井淳一・安東政義

4 J 1―32 l ―α ―Santonin誘導体のフラグメンテーション反応を利用し
た，ゲルマクラノリド誘導体やグアイアノリド誘導体の合成とその生
理活性（新潟大工・新潟大院自然科学）安東政義○森山雅弘・樋口洋
輔・坂井淳一・片岡孝夫・長谷川俊明

4 J 1―33 キロサイフォンの合成研究（慶大理工）○椎名淳一・西山 繁
4 J 1―34 抗腫瘍性セスタテルペンMangicol類の合成研究（6）（名大院
理・科技団さきがけ）○荒木啓介・斎藤啓志・有本博一・上村大輔

4 J 1―35 ナキテルピオシンの合成研究（名大院理）○伊東昌宏・三宅高
義・荒木啓介・斎藤啓志・有本博一・上村大輔

座長 有本 博一（15 : 00～16 : 00）
4 J 1―37 三成分連結反応を活用するステロイド系抗乳がん剤の短工程
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合成（東理大理）椎名 勇○横山和俊
4 J 1―38 ジョルキノライド Dエナンチオマーの全合成（筑波大）○山浦

格・高柳 維・末永聖武・木越英夫
4 J 1―39 シリルトリフラートを用いた位置選択的六員環エーテルの合
成（阪市大院理）○上羽千草・西川佳宏・森本善樹

4 J 1―40 スクアレン由来ブロモトリテルペンポリエーテル・オーリロ
ールの全合成（阪市大院理）○西川佳宏・高石 守・森本善樹

4 J 1―41 スクアレン由来トリテルペンポリエーテルイントリカテトラ
オールの合成研究（阪市大院理）○足立紀子・高石 守・森本善樹

4 J 1―42 海洋産トリテルペンポリエーテル，イントリカテトラオール
の合成研究（阪市大院理）○大北達哉・高石 守・森本善樹

座長 森本 善樹（16 : 00～16 : 50）
4 J 1―43 データベースを利用したアポトーシス抑制タンパク質 Bcl―xL
の阻害物質探索と誘導体の分子設計（北大院理・Georgetown University
Medical Center）○門出健次・刀根育子・三浦信明・谷口 透・西村紳
一郎・Tomita, York

4 J 1―44 ビタミン Eモデルとスーパーオキサイドの反応機構（岡山理
大）○近藤陽子・浜田博喜

4 J 1―45 スフィンゴシンキナーゼ阻害剤 F―12509 Aの合成研究（関西
学院大理工）○前澤宜宏・古市紀之・勝村成雄

4 J 1―46 立体化学を制御した C 31アレンカノテノイド，パラセント
ロンの全合成（関西学院大理工）○村上裕介・中野雅之・古市紀之・勝
村成雄

4 J 1―47 ユニークな構造を有するアレンカロテノイド，P 457の合成
研究（関西学院大理工）○下總拓也・古市紀之・勝村成雄

天然物化学

3月 26日午前

アルカロイド
座長 野田 毅（9 : 30～10 : 30）

1 J 2―04 不斉アザ電子環状反応を用いたインドリジンアルカロイドの
合成研究（関西学院大理工）○小林豊晴・田中克典・勝村成雄

1 J 2―05 インドール化合物の不斉アザ電子環状反応における立体選択
性（関西学院大理工）○浜口正基・三輪純一・小林豊晴・田中克典・勝
村成雄

1 J 2―06 α ―アシロキシシランの［3,3］シグマトロピー転位を利用した
光学活性 α ―置換プロリンの合成（阪市大院理）○山本雅浩・坂口和
彦・大船泰史

1 J 2―07 α ―アシロキシシランの［3,3］シグマトロピー転位を鍵反応と
する海洋産天然物アマサスピラミド Fの合成研究（阪市大院理）○渡
辺雄介・山本雅浩・坂口和彦・大船泰史

1 J 2―08＊ すべての不斉炭素を立体制御したキニーネの全合成（東工大
院生命理工）○五十嵐淳二・小林雄一

座長 石原 淳（10 : 30～11 : 30）
1 J 2―10 ペダンクラリンの全合成研究（東大院理）○井原裕一朗・上等
和良・北村 充・奈良坂紘一

1 J 2―11 ヒガンバナアルカロイド Haemanthidineの合成研究（慶大理
工）坊野匡宏○杉江一輝・千田憲孝

1 J 2―12 ピンナトキシン Aの形式全合成（東北大院理）○阪崎隼人・坂
本 聡・井上将行・野田 毅・平間正博

1 J 2―13 ユズリミン系アルカロイドの合成研究（筑波大化）○庄司靖
隆・末永聖武・木越英夫

1 J 2―14 エリスリナアルカロイドの合成研究：ジアステレオ選択的な
スピロ環化反応の開発（東工大院理工・CREST）安井義純○瀧川陽
介・松本隆司・鈴木啓介

1 J 2―15 生物活性海洋アルカロイド halichlorineの全合成研究（名大院
理・名大高等研究院・PRESTO・JST）○早川一郎・有本博一・上村大
輔

座長 木越 英夫（11 : 30～12 : 10）

1 J 2―16 スピロライド Bの合成研究（長崎大・北大）石原 淳○石坂知
子・里崎裕之・鈴木孝紀・畑山 範

1 J 2―17 ノルゾアンタミンのヒト乳癌由来細胞MCF―7における抗エ
ストロゲン効果（東大院理・CREST）○源治尚久・福沢世傑・橘 和
夫

1 J 2―18 Ptilomycalin Aの類似体合成と各種活性（徳島大薬）○東芝佳
代子・楠見武徳

1 J 2―19 海産アルカロイド Ircinamine Bの構造（愛媛大理・愛媛大総
合科学研究支援セ）○佐藤誠造・倉本 誠・小野 昇

3月 26日午後

アミノ酸
座長 森 雄一朗（13 : 10～14 : 00）

1 J 2―26 膜蛋白質の合成法の開発（阪大蛋白研）○斎藤泰宏・佐藤
毅・松下修門・西村典子・川上 徹・相本三郎

1 J 2―27＊ α ,α ー二置換グリシン（19）α ,α ージ（2―ピリジル）グリシン
（2 Dpy）を含むオリゴペプチドの固相合成およびコンフォメーション
の検討（甲南大理工）○破入正行・村嶋貴之・宮澤敏文・山田隆己

1 J 2―29＊ オレフィン含有ペプチドの固相合成法の開発とプロテアーゼ
阻害剤合成への応用（阪大蛋白研）○方 正奎・仲 裕美・川上 徹・
相本三郎・赤路健一

座長 川上 徹（14 : 00～14 : 40）
1 J 2―31 抗真菌剤 Aureobasidin Aの固相全合成研究（東大院薬）○奥山
健一・中村昌幸・谷川国洋・森 雄一朗・小林 修

1 J 2―32 インドネシア North Sulawesi海産の無脊椎動物由来の生物活
性物質に関する研究（名大院理・名大物質国際研・琉大理・サムラト
ゥランギ大）○SIWU, Eric, R.O.・小山智之・山田 薫・北 将樹・
MAARISIT, Wilmar・MANGINDAAN, Remy, E. P.・上江田捷博・上村
大輔

1 J 2―33 D. Ruminantiumの産生する糖ペプチドのペプチド成分の多様
性（明大農・阪大蛋白研）○新井恵里子・宮本貴史・雫石拓也・堀越智
子・後藤正幸・日高雄二・尾崎 宏

1 J 2―34 千葉県産カイメン由来の新規システイン誘導体の構造と合成
（筑波大化）○小林啓子・下川浩輝・末永聖武・坂倉 彰・木越英夫

3月 27日午前

座長 清水 功雄（9 : 00～10 : 00）
2 J 2―01 水酸化カルシウムに担持した無保護のアミノ酸を用いたジペ
プチドの合成（慈恵医大医・芝浦工大工）橋元親夫○杉本和宏・鈴木
喬・小泊満生

2 J 2―02 フルオラス保護基を用いたペプチドの迅速合成（新潟薬大薬）
○中村 豊・武内征司・奥村一雄・大胡恵明

2 J 2―03 N ―シンナミルオキシカルボニル保護基を用いるデヒドロア
ミノ酸含有ペプチドの合成（金沢大院自然科学）○加藤範久・木下英樹

2 J 2―04 若い世代の特別講演会 イモ貝毒 µ ―コノトキシンへの修飾
アミノ酸の導入と活性制御（電通大サテライトベンチャービジネスラ
ボ）中村光裕

座長 木下 英樹（10 : 00～11 : 00）
2 J 2―07 α ―アミノ―α ―スクアリン酸類のペプチド化，スクアリン酸
含有ロイシンエンケファリンの合成（阪市大院理）○石田稔和・品田哲
郎・大船泰史

2 J 2―08 パラジウム触媒によるジペプチド類縁体の合成研究（1）新規
セリン―プロリン類縁体（早大理工）○佐藤 愛・鳴海哲夫・清水功雄

2 J 2―09 パラジウム触媒によるジペプチド類縁体の合成研究（2）光学
活性アミド合成法の開発とその応用（早大院理工）○鳴海哲夫・佐藤
愛・清水功雄

コンビケム，固相合成
2 J 2―10 ケミカルゲノミクスを指向した機能性糖鎖を有するグライコ
アレイの開発研究（東工大院理工）○高橋大介・田中浩士・高橋孝志

2 J 2―11 一分子蛍光分析法を用いる糖鎖―タンパク質相互作用解析法
の開発（東工大学院理工・オリンパス）○田中浩士・石田匡亮・河南三
郎・高橋孝志・山田純史・長野 隆

2 J 2―12 アフィニティー分離を利用した糖鎖合成：ポダンド型タグと
アンモニウムイオンの相互作用の利用（阪大院理）○高階 理・堀 裕
美子・深瀬浩一・楠本正一
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座長 深瀬 浩一（11 : 00～11 : 50）
2 J 2―13 ワンポットグリコシル化反応を用いたルイス型糖鎖の合成研
究（東工大院理工）○的場宣篤・田中浩士・高橋孝志

2 J 2―14 糖鎖ライブラリー構築を指向した固相上 Birch還元によるベ
ンジル基の脱保護の研究（東工大院理工）田中浩士○石田匡祐・的場宣
篤・高橋孝志

2 J 2―15＊ 固相合成法を用いた Aeruginosin類のライブラリー構築と 1
分子蛍光分析法を用いるプロテアーゼ阻害活性評価法の開発（東工大
院理工）○星名洋一郎・茂木寛幸・土井隆行・田中浩士・山田純史・
長野 隆・高橋孝志

2 J 2―17 固相合成法を用いた Beauveriolide IIIの全合成（東工大院理
工）土井隆行○関口尊文・藤本伸明・高橋孝志・長井健一郎・砂塚敏
明・生田目一寿・供田 洋・大村 智

3月 27日午後

天然物その他
座長 高尾 賢一（14 : 00～15 : 00）

2 J 2―31 八置換シクロペンタン骨格を有するパクタマイシンの合成研
究（慶大理工）○田中大介・中田雅也

2 J 2―32 PhomoidrideBの骨格合成研究（広島大院理）○八谷恵美・山川
敦・大森直樹・小島聡志・大方勝男

2 J 2―33 ブレファリズモン受容体の探索プローブ（阪市大院理）○粳間
由幸・春本晃江・臼杵克之介・飯尾英夫

2 J 2―34 Plakortone Gの合成研究（慶大理工）○小鷲聡美・小神野孝
尚・石川裕一・亀井淳一・西山 繁

2 J 2―35 アロハイナペン Bの全合成研究（横国大）○内田有紀・杉村秀
幸

2 J 2―36 ペプチド性チオストレプトン系抗生物質の合成研究（4）：ジ
ヒドロキシイソロイシンとチアゾリンを含むペンタペプチド部分の合
成（慶大理工）○高野光功・東林修平・後藤泰治・鈴木顕吾・森 智
紀・橋本貴美子・中田雅也

座長 千田 憲孝（15 : 00～16 : 00）
2 J 2―37＊ ペプチド性チオストレプトン系抗生物質の合成研究（5）：デ
ヒドロピペリジンとジヒドロキノリンを含む環状ペプチド部分の合成
（慶大理工）○森 智紀・東林修平・遠宮 拓・新古和幸・橋本貴美
子・中田雅也

2 J 2―39＊ 光学活性 5,6,11―トリデオキシテトロドトキシンの全合成研究
（阪市大院理）○梅澤大樹・品田哲郎・大船泰史

2 J 2―41＊ Scyphostainの全合成研究（広島大院理）○宮永 渉・露峰信二
郎・西谷弘子・高木隆吉・大方勝男

座長 鈴木 敏夫（16 : 00～17 : 00）
2 J 2―43 アクチノボリンの新規合成法の開発（慶大理工）伊牟田 聡○
谷本裕樹・千田憲孝

2 J 2―44 光学活性 5―デオキシテトロドトキシンの全合成研究（阪市大
院理）○玉谷義憲・品田哲郎・大船泰史

2 J 2―45 マイコエポキシジエンの不斉全合成（慶大理工）○安井啓行・
山本 駿・佐々木大輔・川崎宗次郎・渡辺剛史・高尾賢一・只野金一

2 J 2―46 テトロドトキシン炭素骨格の構築（阪市大院理）○廣瀬忠司・
品田哲郎・大船泰史

2 J 2―47 海洋天然物メチルサルコエートの全合成（慶大理工）○市毛孝
弘・上村 聡・真弓和也・坂本靖之・寺下眞吾・樗木英利子・叶 直
樹・中田雅也

2 J 2―48 位置選択的 Diels―Alder反応と光酸化反応を利用した（＋）―
Rubiginone B 2の簡便な合成（信州大繊維）○増江佑介・本吉谷二郎・
西井良典・青山 弘

座長 品田 哲郎（17 : 00～17 : 30）
2 J 2―49 光アフィニティー標識化スフィンゴ脂質の創製（関西学院大
理工）○重成俊彦・箱木敏和・勝村成雄

2 J 2―50 スフィンゴミエリンおよびスフィンゴシン 1―リン酸窒素類縁
体の合成（関西学院大理工）○山本哲也・箱木敏和・泰地美沙子・勝村
成雄

2 J 2―51 スフィンゴ脂質類縁体の創製とその挙動（関西学院大理工）○
箱木敏和・泰地美沙子・山本哲也・藤井 忍・森田倫生・池田 潔・
勝村成雄

3月 28日午前

アミノ酸
座長 堀川 学（9 : 10～10 : 00）

3 J 2―02 微生物由来のペプチド性抗藍藻物質アルジミシンの合成研究
（東工大院理工）○沖村慶一・江口 正・柿沼勝己・今村信孝・齊ノ内
祐介

3 J 2―03 海産環状イソジチロシン，ユーリパミド類の合成（慶大理工）
○伊藤みゆき・西山 繁

3 J 2―04 マイセステリシン Aの合成研究（慶大理工）○飯田正俊・佐藤
英之・前場貴樹・千田憲孝

3 J 2―05 ステバステリン B 3の合成研究（慶大理工）○黒澤一雄・松浦
啓吾・千田憲孝

3 J 2―06 マンザシジン Bの全合成研究（阪市大院理）○池辺英治郎・川
崎昌紀・難波康祐・品田哲郎・大船泰史

座長 千田 憲孝（10 : 00～11 : 00）
3 J 2―07 化学修飾を利用した生体成分同定法の開発（サントリー生有
研）○堀川 学・中嶋暉躬

3 J 2―08＊ カイトセファリンの全合成研究（阪市大院理）○川崎昌紀・品
田哲郎・大船泰史

3 J 2―10 酸化的修飾タンパク質の検出を目的とした蛍光標識試薬の開
発（阪大蛋白研）○伊藤麻里・竹嶋明子・嶋田直子・長谷川功紀・川上
徹・相本三郎

3 J 2―11 水溶性キラル NMRシフト試薬による複数の α ―アミノ酸の
絶対配置同時決定（東北大院理・北大院理）○藤岡美香・小俣乾二・甲
國信・佐々木陽一

3 J 2―12 環状デプシペプチド，Callipeltin Eの合成と β ―MeOTyrの立
体決定に関する研究（徳島大工）○青山幸代・今野博行

座長 今野 博行（11 : 00～12 : 00）
3 J 2―13 ペプチドグリカン細胞内受容体 NOD 1の認識する分子構造
の解明（阪大院理）○川崎彰子・猪原直弘・Nuñez, Gabriel・深瀬浩
一・楠本正一

3 J 2―14 癌の診断と治療を目指したフッ素およびホウ素含有アミノ酸
の合成研究（近畿大理工）○服部能英・山口仁宏・切畑光統・若宮建昭

3 J 2―15 緑膿菌クオラムセンシング関連分子のホスト細胞への影響
（サントリー生有研）○堀川 学・石黒正路

3 J 2―16 SPR法による自己組織化膜と膜作用性ペプチドとの相互作用
解析（東大院理）○山崎智広・ハムディマリカ・山垣 亮・橘 和夫

3 J 2―17 膜タンパク質モデルとしてのメリチンアナログペプチドの脂
質二重膜破壊性及び膜中での動態の解析（東大院理・CREST）○ハム
ディマリカ・山垣 亮・橘 和夫

3 J 2―18 ポリセオナミド Bの DPCミセル中の立体構造（横市大院総
理・理研 GSC・東大院農）○安部 覚・濱田季之・松永茂樹・伏谷伸
宏・廣田 洋

3月 28日午後

天然物その他
座長 中田 雅也（13 : 00～14 : 00）

3 J 2―25 ベックマン転位を経由するオキサゾール環構築法の探索（名
大院理）○市野孝雄・上村大輔

3 J 2―26 新規 Cdc 25 A阻害天然物ピラノナフトキノン類の合成研究
（慶大理工）○新橋晶子・西山 繁

3 J 2―27 （＋）―Obtusenyneの合成研究（新潟大工・新潟大院自然科学）
鈴木敏夫○上村敏之・萩原久大・星 隆

3 J 2―28 Zoapatanolの合成研究（新潟大工・新潟大院自然科学）○鈴木
敏夫・宮内由紀子・萩原久大・星 隆

3 J 2―29 Verbenachalconeの合成研究（慶大理工）○田邊貴將・土居史
尚・小神野孝尚・西山 繁

3 J 2―30 新規な篭状オルソ酸の合成（阪市大院理）○信藤ゆう子・品田
哲郎・大船泰史

座長 上田 実（14 : 00～15 : 00）
3 J 2―31 マジンドリン類の合成研究（慶大理工）○富田美奈・冨宿賢
一・須貝 威

3 J 2―32 緑藻 Scenedesmus sp．にコロニー形成をもたらす捕食者ミジ
ンコ由来のカイロモン様物質（徳島大薬・国立環境研）○安元 剛・岡
田泰宏・小玉耕平・安元美奈・大井 高・楠見武徳・笠井文絵

3 J 2―33 スペルミジン―ATP複合体の NMR構造解析―弱い分子間相互
作用解明への新しい試み―（阪大院理）○丸吉京介・出村哲夫・相根岳
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志・松森信明・大石 徹・村田道雄
3 J 2―34 無節サンゴモの防御物質（名大院理）○北村 誠・小山智之・
中野義勝・上村大輔

3 J 2―35 毒きのこドクヤマドリの毒成分研究（慶大理工）○松浦正憲・
山田美奈・犀川陽子・宮入一夫・奥野智旦・橋本貴美子・中田雅也

3 J 2―36 褐藻カヤモノリの有用化学成分の探索（徳島大薬・高知県海
洋深層水研）○森 加奈未・大井 高・平岡雅規・楠見武徳

座長 西山 繁（15 : 00～16 : 00）
3 J 2―37＊ 合成プローブ法によるマメ科植物就眠運動の生物有機化学
（慶大理工）○杉本貴謙・藤井智彦・井筒雄介・山村庄亮・上田 実

3 J 2―39＊ キラルニトロンの 1,3―双極子付加反応を利用したアレンの絶
対配置決定法（徳島大薬）○河合隆宏・小玉耕平・大井 高・楠見武徳

3 J 2―41 新型プロテインホスファターゼ阻害剤の合成と生理活性（筑
波大化・旭川医大・岡崎生理研）○寺田康則・末永聖武・坂倉 彰・
木越英夫・高井 章・岡田泰信・周 士勝

3 J 2―42 沖縄産海綿由来の生物活性物質の単離と構造（筑波大化）○照
屋俊明・下川浩輝・末永聖武・木越英夫

座長 江口 正（16 : 00～17 : 00）
3 J 2―43 シロレイシガイダマシの摂餌行動刺激物質（名大院理）○小山
智之・照屋俊明・北村 誠・中野義勝・上村大輔

3 J 2―44 固体 NMRを用いたスペルミジン―ATP複合体の立体配座解
析（阪大院理）○相根岳志・出村哲夫・丸吉京介・松森信明・大石
徹・村田道雄

3 J 2―45 マメ科植物の就眠運動をコントロールする鍵酵素 β ―グルコ
シダーゼの精製（慶大理工）○加藤英介・山村庄亮・上田 実

3 J 2―46 ベッコウバチの産卵行動に関与する神経毒（3）（名大院理）○
山本 剛・有本博一・絹見朋也・大場裕一・上村大輔

3 J 2―47 合成プローブ開発のためのフィランツリノラクトンの不斉全
合成およびその構造活性相関研究（慶大理工）○浦川慶史・杉本貴謙・
山村庄亮・上田 実

3 J 2―48 ブラリナトガリネズミ由来の急性毒性物質（名大院理・名大
物質国際研・徳大酵素セ・基生研・北大低温研・名大院農）○北 将
樹・中村康男・奥村裕司・吉国通庸・大舘智氏・大場裕一・木戸
博・上村大輔

座長 大井 高（17 : 00～18 : 00）
3 J 2―49 ホタルルシフェリンのアナログ合成と発光活性（1）（電通大）
○大来 裕・天野良治・中村光裕・牧 昌次郎・近江谷克裕・平野
誉・丹羽治樹

3 J 2―50 ホタルルシフェリンのアナログ合成と発光活性（2）（電通大）
○天野良治・大来 裕・中村光裕・牧 昌次郎・近江谷克裕・平野
誉・丹羽治樹

3 J 2―51 イクオリン生物発光機構の解明：エミッターの構造決定（電
通大）○森 浩太郎・榎本敏照・近江谷克裕・牧 昌次郎・丹羽治
樹・平野 誉

3 J 2―52 Bacillius circulans の 2―デオキシ―scyllo―イノソース合成酵素
（8）―脱水素過程における補酵素 NAD面の選択性（東工大院理工）○黄
箴・江口 正・柿沼勝己

3 J 2―53 2―デオキシストレプタミン（DOS）生合成におけるアミノ基転
移酵素 BtrSの反復利用と基質認識（東工大院理工）○横山健一・桑原
三恵子・猪股晃介・為我井秀行・江口 正・柿沼勝己

3 J 2―54 標準米である滋賀産日本晴の年産別 DPPHラジカル消去能に
ついて（近畿大工・サタケ）○増本幸一・藤田明子・川上晃司・三上隆
司・野村正人

3月 29日午前

糖
座長 山子 茂（9 : 20～10 : 00）

4 J 2―03 分子内グリコシル化反応による 1―C ―アルキル糖のアンヒド
ロ糖化（野口研）山ノ井 孝○松村一秀

4 J 2―04 環立体配座が4C1から変化した糖供与体を用いた β 選択的
O ―グルコシル化反応（関西学院大理工）○岡田康則・向江達也・藤田
麻里・岡嶋孝太郎・山田英俊

4 J 2―05 チオアルキル鎖を有する Glycoconjugateの合成と金微粒子へ
の担持法の研究（岡山理大理）山田晴夫○平林与志子・田中伸一・児玉
英彦

4 J 2―06 複合糖脂質 Gg 3由来の Glycoconjugateの合成研究（岡山理大
理）山田晴夫○田中伸一・平林与志子・児玉英彦

座長 山田 晴夫（10 : 00～11 : 00）
4 J 2―07 連続的なグリコシル化反応を用いたオリゴ 2―デオキシ―2―ア
ミノグリコシドの効率的合成（阪市大院理・京大院工）山子 茂○山田
健史・金城茂盛・吉田潤一

4 J 2―08 プロパギルオキシカルボニル基の隣接基関与を利用するグリ
コシル化反応の立体制御（神奈川大工）○酒井公大・赤井昭二・佐藤憲
一

4 J 2―09 グリコシルホスホニウム塩を糖供与体として用いる緩和な条
件下，高選択的に進行する α ―グリコシル化反応（北里研究所）向山光
昭○小橋陽平・新藤太一

4 J 2―10 プロトン酸を含有するイオン性液体を用いた環境調和型グリ
コシル化反応（慶大理工）○佐々木 要・松村秀一・戸嶋一敦

4 J 2―11 Sc（OTf）3を用いる C ―グリコシル化反応（1）：水素結合した電
子求引性基を持つフェノールの反応（東工大院理工・CREST）○山内
孝仁・邉 玲美・松本隆司・鈴木啓介

4 J 2―12 Sc（OTf）3を用いる C ―グリコシル化反応（2）：活性メチレン化
合物の C ―グリコシル化（東工大院理工・CREST）○山内孝仁・松本隆
司・鈴木啓介

座長 稲津 敏行（11 : 00～12 : 00）
4 J 2―13 アミドからグリコシルアミドへの直接的合成を目指した N―
グリコシル化反応の開発研究（東工大院理工）田中浩士○岩田由紀・高
橋大介・高橋孝志

4 J 2―14 ワンポットグリコシル化反応を用いたシアル酸含有 O―結合
型糖アミノ酸ユニットの合成研究（東工大院理工）○安立昌篤・田中浩
士・高橋孝志

4 J 2―15 糖鎖を母骨格とするMRI造影剤の合成研究（東工大院理工）
田中浩士○安藤吉勇・高橋孝志・和田真利

4 J 2―16 BCSJ賞受賞講演 リピド A類縁系の合成と生物活性（阪大
院理）○深瀬浩一・上野敦史・深瀬嘉之・及川雅人・隅田泰生・楠本
正一

3月 29日午後

座長 藤本 ゆかり（13 : 00～14 : 00）
4 J 2―25 2―アミノ糖のジ―C―アリル誘導体の合成とオレフィンメタセ
シス（明星大理工）町並智也○青柳誠一・藤本 崇・須網哲夫

4 J 2―26 1,2―O―スタニレン―およびベンジリデンアセタールを利用し
た α ―グルコシド合成（北里大看護）太刀川侑希・紺野浩樹○森島直彦

4 J 2―27 ハイブリッド型抗生物質ラビドマイシンの合成研究（東工大
院理工・CREST）○邉 玲美・松本隆司・鈴木啓介

4 J 2―28 分子内 N ―グリコシル化反応を経由した N ―結合型糖アミノ酸
の新規合成法（慶大理工・理研）○中野 淳・太田博道・伊藤幸成

4 J 2―29 N―アリールグリコシドの合成研究（慶大理工）○北脇隆文・林
陽子・千田憲孝

4 J 2―30 サイトサミノマイシン Cの全合成研究（横国大）○渡辺利沙・
杉村秀幸

座長 杉村 秀幸（14 : 00～14 : 50）
4 J 2―31 TLR 2リガンド同定のための細胞壁ペプチドグリカンの合成
研究（阪大院理）○久保 修・藤本ゆかり・深瀬浩一・楠本正一

4 J 2―32 チオグリコシド型グロボ 3糖誘導体の合成研究（埼玉大工）○
黒澤 直・小山哲夫・江角保明・幡野 健・松岡浩司・照沼大陽

4 J 2―33 UDP―オリゴ糖の合成研究（野口研）○高久博直・稲津敏行・
石田秀樹

4 J 2―34 酸性アミノ酸を含むリピド A単糖類縁体の合成と生物活性
（阪大院理・鹿児島大理工）○赤松雅夫・片岡美佳世・藤本ゆかり・深
瀬浩一・隅田泰生・楠本正一

4 J 2―35 紅色光合成細菌リピド Aの全合成と生物活性（阪大院理）○足
立 庸・深瀬嘉之・藤本ゆかり・隅田泰生・深瀬浩一・楠本正一

座長 松岡 浩司（15 : 00～16 : 00）
4 J 2―37 イノシトールポリオールの選択的リン酸化とイノシトールリ
ン脂質（愛媛大工）渡辺 裕○兵頭小百合・清沢容子・林 実

4 J 2―38 糖エピマーの質量分析．．．立体化学とフラグメンテーショ
ン（電通大・サーモエレクトロン・神奈川大）○大橋陽子・伊藤喜之・
窪田雅之・大橋 守・丹羽治樹

4 J 2―39 アセチルマンデル酸エステルによるアルコールの絶対配置決
定の有用性（愛媛大工）Kana M, Sureshan○宮宗智美・林 実・渡辺
裕

4 J 2―40 ツユクサの青色花弁色素コンメリニンの構成成分フラボコン
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メリン及びその類縁体の合成と色発現機構（名大化測セ）○尾山公一・
吉田久美・近藤忠雄

4 J 2―41 L―Arabinoseを出発原料とする L―［1―13C］Fucoseの効率的合成
（神奈川大工）○小島 勝・稲葉周一郎・赤井昭二・佐藤憲一

4 J 2―42 13C標識化 D―mannoseの合成（神奈川大工）○用田裕樹・黒澤
潔太・赤井昭二・佐藤憲一

座長 佐藤 憲一（16 : 00～16 : 40）
4 J 2―43 分子プログラミングのための両親媒性分子「フラーレン―糖
複合体」の合成（東大院理）○真島紘子・磯部寛之・依光英樹・中村栄
一

4 J 2―44 シアリルラクトース含有カルボシランデンドリマー群の合成
研究（埼玉大工・理研・静岡県立大薬）翁長朝典・小山哲夫・江角保
明・鈴木康夫・幡野 健○松岡浩司・照沼大陽

4 J 2―45 新規シアル酸供与体の合成と反応性の検討（埼玉大工・北大
院地球環境）○翁長朝典・小山哲夫・坂入信夫・幡野 健・松岡浩
司・照沼大陽

4 J 2―46 ラクタム化シアル酸を用いたシアル酸二量体の合成研究（岐
阜大）○安藤弘宗・纐纈 守・石原秀晴

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月 26日午前

核酸
座長 清尾 康志（9 : 30～10 : 00）

1 J 3―04 オキサザホスホリジン法による不斉リン原子構築反応の開発
（東大院新領域）○佐藤輝聴・岡 夏央・西郷和彦・和田 猛

1 J 3―05 オキサザホスホリジン法によるホスホロチオエート RNAの
立体選択的合成反応（東大院新領域）○藤原 聡・岡 夏央・西郷和
彦・和田 猛

1 J 3―06 オキサザホスホリジン法によるボラノホスフェート DNAの
立体選択的合成反応（東大院新領域）和田 猛○舞鶴幸裕・清水 護・
岡 夏央・西郷和彦

座長 松田 彰（10 : 00～11 : 00）
1 J 3―07 ヨウ素処理によるスルフェン酸エステルの酸化的加水分解を
応用した，5’水酸基の新規保護基の開発（東工大院生命理工）○宇田川
英里・清尾康志・関根光雄

1 J 3―08 ホスホロアミダイトユニットを用いたピロリン酸化反応の応
用（東工大院生命理工・東工大フロンティア研・CREST）大窪章寛○
青木克文・田口晴彦・清尾康志・関根光雄

1 J 3―09＊ ホスホロアミダイト法を用いた水酸基選択的なリン酸化反応
の開発と DNA合成への応用（東工大院生命理工・東工大フロンティ
ア研・CREST）○大窪章寛・田口晴彦・清尾康志・関根光雄

1 J 3―11 ボラノホスフェート DNAの固相合成（東大院新領域）○清水
護・和田 猛・西郷和彦

1 J 3―12 ボラノホスフェート DNAを用いた核酸類縁体の新規合成反
応（東大院新領域）○川中俊秀・清水 護・田村 潔・西郷和彦・和田
猛

座長 和田 猛（11 : 00～12 : 10）
1 J 3―13 スクアリン酸骨格をもつリボヌクレオシドモノリン酸ミミッ
クの合成（東工大院生命理工）○宮下拓平・佐藤浩輔・清尾康志・関根
光雄

1 J 3―14 スクアリン酸ジアミド骨格を有する新規核酸類縁体の合成
（東工大生命研・東工大フロンティア研・CREST）○俵田隆哉・佐藤
浩輔・清尾康志・関根光雄

1 J 3―15 N ―アシルスルホンアミド結合を有する新規ホスミドシン類
縁体の合成（東工大院生命理工・東工大フロンティア創造・CREST）
○田口晴彦・清尾康志・関根光雄

1 J 3―16 5―Amino―1―（β ―D―ribofuranosyl）imidazole―4―carboxamide（AI-
CAR）およびその 5’―ホスホン酸類縁体の合成．（京大院人間環境）○
神山直樹・山本行男

1 J 3―17 2―Thiouridineを含むオリゴヌクレオチド合成における酸化剤
による副反応を抑える保護基の検討（東工大院生命理工・東工大フロ
ンティア創造セ・CREST）○岡本 到・田口晴彦・清尾康志・関根光
雄

1 J 3―18 4’―thioDNAの合成とその性質（北大院薬）○猪上尚徳・星加
周一・南川典昭・松田 彰

1 J 3―19 2’―O―メチル―5―メチルアミノメチル―2―チオウリジンの合成
と性質（東工大院生命理工・東工大フロンティア創造・CREST）岡本
到○尾島晃司郎・田口晴彦・清尾康志・関根光雄

3月 26日午後

座長 岡本 晃充（13 : 00～14 : 00）
1 J 3―25 付加反応を用いた 2’―o―シアノエトキシリボヌクレオシド並
びにヌクレオチドの合成とその安定性（東工大院生命理工）○實吉尚
朗・清尾康志・関根光雄

1 J 3―26 芳香族性置換基を導入した 4―N―カルバモイルデオキシシチ
ジンの合成とその性質（東工大院生命理工・東工大フロンティア研・
CREST）宮田健一○玉虫隆二・田口晴彦・清尾康志・関根光雄

1 J 3―27 種々の 4―N―カルバモイル基誘導体を有する新規二環性デオ
キシシチジンの合成とその性質（東工大院生命理工・東工大フロンテ
ィア研・CREST）○宮田健一・玉虫隆二・田口晴彦・清尾康志・関根
光雄

1 J 3―28 塩基部及び糖部固定型ヌクレオシドを含むオリゴ DNAの合
成と性質の比較（群馬大工）○大和史定・森口朋尚・篠塚和夫

1 J 3―29 ピリミジン環 5位にピロリル基を導入したウリジン及びシチ
ジン誘導体の合成とその性質（東工大院生命理工・東工大フロンティ
ア研・CREST）宮田健一○峯尾良太・田口晴彦・清尾康志・関根光雄

1 J 3―30 新規ビスピレニル DNAインターカレーターの開発（富山医薬
大薬・JST戦略創造）○森泉聖孝・藤本和久・井上将彦

座長 関根 光雄（14 : 00～14 : 50）
1 J 3―31 グアニン 8位にピレンを導入した新規蛍光核酸塩基の合成と
評価（京大院工・SORST）岡本晃充○越智祐司・齋藤 烈

1 J 3―32 挿入多型の検出へ向けたビスピレンを含む核酸プローブの開
発（京大院工・SORST）岡本晃充○市場智久・齋藤 烈

1 J 3―33 蛍光修飾 DNAアプタマーの合成と性質（姫路工大院工）○亀
川展幸・福永雄大・山名一成

1 J 3―34 ピレン修飾 DNAおよび RNAのピレニル基の局所構造変化
（姫路工大院工）○徳力文香・福永雄大・中村光伸・山名一成

1 J 3―35 DNA Aptamer Beaconによる小分子検出システムの開発（群馬
大工）○西平明史・尾崎広明・若林真之・桑原正靖・澤井宏明

座長 山名 一成（14 : 50～15 : 50）
1 J 3―36 二重蛍光標識化核酸の DNAリガーゼによる合成（群馬大工）
○若林真之・西平明史・尾崎広明・桑原正靖・澤井宏明

1 J 3―37＊ シアリルラクトースに特異的に結合する機能性基を導入した
修飾 DNAアプタマーの創製（群馬大工）Masud, Mohammad Mehedi・
桑原正靖・尾崎広明○澤井宏明

1 J 3―39 新規脂溶性 DNA類縁体の合成とその物性（東大院新領域）○
楯 義正・西郷和彦・和田 猛

1 J 3―40 tRNA特異的な化学的アミノアシル化法（1）アミノ酸―チオエ
ステル―ペプチド核酸を用いた tRNAアミノアシル化（岡山大工）○箕
畑俊和・二宮啓子・宍戸昌彦

1 J 3―41 tRNA特異的な化学的アミノアシル化（2）種々のアミノ酸，活
性エステルを有するペプチド核酸による tRNAアミノアシル化（岡山
大工）○田尻昌久・二宮啓子・宍戸昌彦

座長 宍戸 昌彦（15 : 50～17 : 00）
1 J 3―42 RNAポリメラーゼ，逆転写酵素による非天然核酸の合成と
導入効率の解析（神戸大院総合人間）○原田盛義・江原靖人

1 J 3―43 修飾酵素を用いて合成した非天然核酸のヌクレアーゼ耐性
（神戸大発達科学）○池田雅之・原田盛義・江原靖人

1 J 3―44 3’―アミノアシルチミジン―5’―リン酸体の合成と，これを用い
た核酸上でのペプチド結合形成反応の検討（群馬大）○山下敦史・森口
朋尚・篠塚和夫

1 J 3―45 Fmoc法により合成したピロール―イミダゾールポリアミドの
機能評価（東医歯大生材研）○菖蒲弘人・板東俊和・福田 昇・杉山
弘

1 J 3―46 DNAアルキル化能を有する新しいピロール―イミダゾールポ
リアミドの分子設計（東医歯大疾患生命）○佐々木俊太・成田暁彦・板
東俊和・杉山 弘
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1 J 3―47＊ DNAの酸化により機能性分子を放出する新規修飾核酸塩基
の開発（京大院工・SORST）○田中一生・岡本晃充・齋藤 烈

座長 澤井 宏明（17 : 00～18 : 00）
1 J 3―49 放射線照射によりアンチセンスを遊離する 2―オキソ基含有

DNAの開発（京大院工）○石井宏武・田邉一仁・八田博司・西本清一
1 J 3―50 ピリミジン逆位をもつポリピュリン鎖と安定な DNA三重鎖
を形成する新規 TFOの開発（群馬大工）○佐藤 恵・田中美紗・森口
朋尚・篠塚和夫

1 J 3―51＊ 架橋型 DNAを用いた DNA組織体の構築（阪大産研）○遠藤
政幸・真嶋哲朗

1 J 3―53＊ フェロセン化―beta―シクロデキストリンとアダマンチル化ナ
フタレンジイミドとによる DNA二本鎖を介した超分子形成（九大院
工）○佐藤しのぶ・野島高彦・竹中繁織

3月 27日午前

座長 江原 靖人（9 : 00～10 : 00）
2 J 3―01 新規 DNAアーキテクチャーの創製（群馬大工）○黒田貴大・
桜井義将・尾崎広明・桑原正靖・澤井宏明

2 J 3―02 ヒドロキシピリジンチオンを核酸塩基として持つ金属錯体型
人工 DNAの平面四配位型金属イオンによる塩基対形成（東大院理・
JSTさきがけ）○頼 麻衣子・田中健太郎・塩谷光彦

2 J 3―03 ヒドロキシピリドン―Cu（II）塩基対を持つ金属錯体型人工
DNAを用いたスピン配列化（東大院理・JSTさきがけ・分子研）○竹
沢悠典・田中健太郎・加藤立久・塩谷光彦

2 J 3―04 DNA―金属イオン複合体形成に及ぼすウラシル残基 5位置換
基効果（都立大院理）○綿奈部悠子・三宅洋子・小野 晶

2 J 3―05 DNA―金属イオン複合体形成に及ぼすピリミジン残基 4位置
換基効果（都立大院理）○簔輪隆洋・三宅洋子・小野 晶

2 J 3―06 アルキニル C ―ヌクレオチドをユニットとする完全人工 DNA
の分子設計と合成（富山医薬大薬・JST戦略創造）○森川智幸・千葉順
哉・井上将彦

座長 塩谷 光彦（10 : 00～11 : 00）
2 J 3―07 ベンゼン―リン酸骨格から成る人工核酸の合成とその性質（岐
阜大工）上野義仁○加藤琢己・佐藤久美子・海老原昌弘・金 継業・
北出幸夫

2 J 3―08 .1 H NMR選択緩和法を用いた 5’―アミノピリミジンヌクレオ
シド誘導体の塩基部配向制御の検討（阪大院工・JST・PRESTO合成
と制御・ICORPエントロピー制御）○後藤雅人・森 直・和田健彦・
井上佳久・杉浦眞喜子

2 J 3―09 リシン残基を導入した α ―ペプチドリボ核酸の塩基配列特異
的 DNA認識ならびに外部因子による認識制御（PRESTO合成と制
御・JST・阪大院工・ICORPエントロピー制御プロ）○吉川真由子・
佐藤博文・和田健彦・井上佳久

2 J 3―10 ホウ酸誘導体を内部因子としたペプチドリボ核酸の pHによ
る可逆的核酸認識制御（PRESTO・阪大院工・ICORPエントロピー制
御プロ・JST）○廣瀬徹哉・佐藤博文・森 直・和田健彦・井上佳久

2 J 3―11 糖鎖修飾 DNAとレクチンとの相互作用（神戸大院総合人間）
○松井雅之・鬼澤明子・江原靖人

2 J 3―12 エステル加水分解能を有する非天然 DNAのセレクション（神
戸大発達科学）○東 知佳・江原靖人

座長 和田 健彦（11 : 00～12 : 10）
2 J 3―13 非天然 DNAzymeの活性評価（神戸大発達科学）○日高康樹・
江原靖人

2 J 3―14 ChemBIT（7）In vitro transcription activity of circular ssDNAs
with different secondary structures（甲南大 HRC・I.S.T・甲南大理工・甲
南大 FIBER）○WEI, Chun－Ying・大道達雄・杉本直己

2 J 3―15 ChemBIT（8）擬塩基対をもつ人工核酸の二重鎖形成（甲南大理
工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER・近畿大九州工）○魚谷有希・中野修
一・中島昌治・阿武洋介・藤井政幸・杉本直己

2 J 3―16 ChemBIT（9）パラレル型 DNA二重鎖を活用したアポトーシス
のセンシング（甲南大理工・甲南大 HRC・I.S.T・甲南大 FIBER）○大
道達雄・杉本直己

2 J 3―17 種々のアミノ酸を導入した修飾 DNAの対称 PCRによる酵素
的合成（群馬大工）○桑原正靖・花輪和夫・尾崎広明・澤井宏明

2 J 3―18 対称 PCRにおける耐熱性 DNAポリメラーゼに対する C 5修
飾 dCTPの基質特性（群馬大工）○田村壮広・桑原正靖・尾崎広明・澤
井宏明

2 J 3―19 C 5修飾 dUTPと C 5修飾 dCTPを用いた対称 PCRによる二

重修飾 DNAの酵素的合成（群馬大工）○長谷川雅俊・桑原正靖・尾崎
広明・澤井宏明

3月 27日午後

座長 杉本 直己（14 : 00～14 : 50）
2 J 3―31 新規光連結性核酸の合成と性質（京大院工）○宮内陽平・齋藤
義雄・藤本健造・齋藤 烈

2 J 3―32 5―ハロウラシルを含む長鎖 DNAの光反応（東医歯大疾患生
命）○渡部隆義・板東俊和・杉山 弘

2 J 3―33＊ Z型と B型 DNAの電荷移動の違いを利用したナノ温度計（東
医歯大生材研）○田代 竜・杉山 弘

2 J 3―35 ナフトキノン誘導体を導入した機能性 DNAの合成とその光
化学反応特性（京大院工）○山田久嗣・田邉一仁・八田博司・西本清一

座長 杉山 弘（15 : 00～16 : 00）
2 J 3―37＊ リンカーの設計による色素超分子の構造制御（1）パラレル型

H＊会合体のスタッキング構造の制御（東大先端研）田中雅之・樫田
啓○浅沼浩之・小宮山 真

2 J 3―39 リンカーの設計による色素超分子の構造制御（2）アンチパラ
レル型 H会合体のらせん構造の制御（東大先端研）○田中雅之・樫田
啓・浅沼浩之・小宮山 真

2 J 3―40 DNAを集光アンテナとして用いた色素増感型太陽電池（東工
大生命理工）○山根説子・五味研二・川崎剛美・岡畑恵雄

2 J 3―41 ポルフィリン―DNA超分子高次構造体の構築（阪大産研）○城
山高志・遠藤政幸・真嶋哲朗

2 J 3―42 フェナントロリン―ポリアミン複合体と DNAとの相互作用な
らびにその蛍光特性変化（群馬大工）○林 圭吾・尾崎広明・桑原正
靖・澤井宏明

座長 岡畑 恵雄（16 : 00～16 : 50）
2 J 3―43 DNA上に構築した FRETクロモフォアアレイ（姫路工大院
工・関西大工・関西大 HRC）○真家賢治・大江直人・大内辰郎・大矢
裕一・山名一成

2 J 3―44 DNA上への FRETクロモフォアアレイの新規構築法（姫路工
大院工・関西大工・関西大 HRC）○岡本武彦・大江直人・大内辰郎・
大矢裕一・山名一成

2 J 3―45 一本鎖 DNA構造上に配列したピレンクラスターのエキシマ
ー蛍光（都立大院理）小菅 桃・久保田美央○小野 晶

2 J 3―46 核酸塩基が関与するエキシプレックス系の発見と塩基対形成
の効果（筑波大化）○河合孝広・池上和志・新井達郎・川井清彦・真嶋
哲朗

2 J 3―47 高性能遺伝子センサを目指したフェロセン化ナフタレンジイ
ミド誘導体の合成と評価（九大院工）○前田祐希・三角優子・佐藤しの
ぶ・野島高彦・竹中繁織

座長 大矢 裕一（16 : 50～17 : 40）
2 J 3―48＊ 塩基識別型蛍光性核酸塩基 ―プリン塩基識別プローブの開
発―（京大院工・SORST）○岡本晃充・金谷啓一郎・齋藤 烈

2 J 3―50＊ 塩基識別型蛍光性核酸塩基 ―デアザアデノシン型プローブ
によるピリミジン塩基の認識―（京大院工・SORST）○齋藤義雄・金谷
啓一郎・岡本晃充・齋藤 烈

2 J 3―52 新規蛍光消光解消型 DNAプローブの二重鎖形成能，及び蛍
光挙動と，リンカー構造がこれらに及ぼす影響（群馬大）○兒玉真一・
森口朋尚・篠塚和夫

3月 28日午前

座長 井原 敏博（9 : 00～10 : 00）
3 J 3―01＊ C―Cミスマッチ検出 SPRセンサーの開発（科技団・京大院
工）○小堀哲生・須田仁志・中谷和彦・齋藤 烈

3 J 3―03 2,7―ジアミノ―1,8―ナフチリジン誘導体の SNPタイピングへ
の応用（科技団・京大院工）○須田仁志・小堀哲生・中谷和彦・齋藤
烈

3 J 3―04 ピレン骨格のモノマーとエキシマーのスイッチングを利用し
た新規モレキュラービーコン（富山医薬大薬・JST戦略創造）○清水久
夫・藤本和久・井上将彦

3 J 3―05＊ ピレン修飾 2’―O―メチル RNAを用いた FRETによる RNA検
出法の開発（京工繊大繊維）○馬原 淳・坂本 隆・務中達也・山岡哲
二・村上 章

座長 村上 章（10 : 00～11 : 00）
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3 J 3―07 発光性ナノスフェアの凝集を利用したアレル解析に関する基
礎研究（熊本大工）○井原敏博・田中正二郎・近浦 靖・城 昭典

3 J 3―08 DNAアプタマーを用いた新規 DNAセンシング方法の開発
（東農工大生命工）池袋一典○吉田 亘・野間崇央・早出広司

3 J 3―09 DNAの構造変化を用いた機能性分子遊離反応の制御と遺伝
子検出への応用（京大院工）○向井 慎・田邊一仁・中田博之・八田博
司・西本清一

3 J 3―10＊ キラルヘリセンによる Z型 DNAの認識（東医歯大生材研）○
徐 岩・張 尤新・杉山 弘・田中和彦・大須賀秀次

3 J 3―12 ヒトテロメア配列結合分子の設計と評価（科技団・京大院工）
○後藤佑樹・小堀哲生・中谷和彦・齋藤 烈

座長 井上 将彦（11 : 00～12 : 10）
3 J 3―13＊ アゾベンゼン置換アルキル化剤の光誘起 DNA切断反応特性
（京大院工）○春名健一・田邉一仁・岩佐厳太郎・八田博司・西本清一

3 J 3―15 ローダミン 6 Gの光増感反応を介したグアニン特異的 DNA
損傷：酸素が関与しない損傷機構（三重大生命セ）○平川和貴・落合
悟・川西正祐

3 J 3―16＊ アクリジン修飾 DNAによる RNA位置選択的活性化と小断片
の切り出し（東大先端研）○葛谷明紀・笹山拓郎・施 云・町田賢三・
小宮山 真

3 J 3―18 N末端で DNAをアルキル化するピロール―イミダゾールポリ
アミドの設計（東医歯大生材研）○浅田 健・板東俊和・杉山 弘

3 J 3―19 アルキル化ピロール―イミダゾールポリアミドによる配列特
異的な DNAアルキル化と in vivoでのジーンサイレンシング（東医歯
大疾患生命）○成田暁彦・篠原憲一・板東俊和・寺岡弘文・杉山 弘

3月 28日午後

座長 鳥越 秀峰（13 : 10～14 : 10）
3 J 3―26 高次構造を制御した新規人工 RNA切断酵素の開発（群馬大
工）○森口朋尚・大賀玲子・篠塚和夫

3 J 3―27 ギャップ構造を持つ DNAの Ce（IV）／EDTA錯体による位置
選択的加水分解―相補鎖 DNAのモノリン酸エステル修飾による切断
活性および選択性の向上―（東大先端研）○須磨岡 淳・陳 文・小宮
山 真

3 J 3―28＊ Ce（IV）／EDTA錯体とリン酸モノエステル修飾 DNAを用いた
DNAのギャップ選択的加水分解（東大先端研）○陳 文・冨田隆文・
北村佳仁・須磨岡 淳・小宮山 真

3 J 3―30＊ Ce（IV）／EDTA錯体と配位子修飾 PNAを用いた DNAの位置
選択的切断（東大先端研）○山本陽治・宮島佳孝・小宮山 真

座長 小宮山 真（14 : 10～15 : 00）
3 J 3―32 ミスマッチ塩基対 TTと水銀（II）イオンとの特異的な結合に
関する熱力学的解析：1塩基多型の効率的検出に向けて（東理大理）○
川橋幸史・鳥越秀峰

3 J 3―33 光増感剤を含む DNAによる電極の修飾とその評価（京大院
工・SORST）田中一生○亀井 琢・岡本晃充・齋藤 烈

3 J 3―34 レドックス修飾 DNA単分子膜による DNA配列の識別（姫路
工大院工）○川上直子・山名一成

3 J 3―35 レドックス分子でキャップしたヘヤピン型 DNAの合成（姫路
工大院工）○大塚孝義・中村光伸・山名一成

3 J 3―36 主鎖型レドックス修飾 DNAの合成と性質（姫路工大院工）藤
島 崇○山名一成

座長 川井 清彦（15 : 10～16 : 10）
3 J 3―38 ヘアピン型 DNAを用いたターゲット DNAの電気化学的検
出（京大院工・SORST）岡本晃充○福田哲夫・齋藤 烈

3 J 3―39 DNA結合能と電気化学応答を有するフェロセン―ポリアミド
化合物の合成と性質（東工大院生命理工）○水田昌宏・寺田武史・清尾
康志・関根光雄

3 J 3―40＊ DNA中の電荷移動（筑波大物質工）○岡田 朗・横島 智・
大林正明

3 J 3―42＊ 高速逆電子移動による長距離グアニン損傷の抑制（京大院
工・SORST）○堂野主税・STEMP, E. D. A.・BARTON, J.K.

座長 山東 信介（16 : 10～17 : 10）
3 J 3―44＊ DNA鎖の電気特性に及ぼす構造変形の影響（東芝・カロリン
スカ研・富士総研・豊橋技科大）○田中成典・Starikow, Jewgeni・樋口
高年・出立兼一・夏目貴行・仙石康雄・関野秀男・栗田典之

3 J 3―46 DNA三重鎖形成による電荷移動反応の制御（京大院工）○飯
田晴香・春名健一・田邉一仁・八田博史・西本清一

3 J 3―47 π 共役を介した有機安定ラジカルの DNAへの導入（京大院
工・SORST）岡本晃充○稲崎 毅・齋藤 烈

3 J 3―48 ChemBIT（3）モレキュラークラウディング条件下における核
酸高次構造の安定性に及ぼす水和の影響（甲南大理工・甲南大 HRC・
I.S.T・甲南大 FIBER）○狩俣寿枝・大道達雄・杉本直己

3 J 3―49 ChemBIT（4）RNAの二次構造遷移に対する塩の効果（甲南大
理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○桐畑俊正・中野修一・杉本直己

3月 29日午前

座長 上野 義仁（9 : 00～10 : 00）
4 J 3―01 制限酵素 EcoRVの水晶発振子上での動力学解析（東工大院生
命理工・東工大フロンティア・科学技術振興機構・CREST）○高橋俊
太郎・松野寿生・古澤宏幸・岡畑恵雄

4 J 3―02＊ ChemBIT（5）N蛋白質モデルペプチドの RNA結合における局
所的相互作用の定量化（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○
川上純司・田邊良豊・杉本直己

4 J 3―04 ChemBIT（6）二次構造予測に基づくヒスチジン依存性リボザ
イムの活性構造解析（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○米
谷智佐子・川上純司・杉本直己

4 J 3―05＊ プロテインコードを拡張する：蛋白のグリコシル化を触媒す
るリボザイム（京大院工）○小川敦司・菊地直子・山東信介・青山安弘

座長 浅沼 浩之（10 : 00～10 : 50）
4 J 3―07 糖部開環型アデノシンを含む 2―5 Aアナログの合成とその

RNase L活性化能（岐阜大工）上野義仁○石原慎師・山田祐樹・伊藤康
友・北出幸夫

4 J 3―08 リボヌクレオリセプターの段階的高機能化（京大エネ研）○佐
藤慎一・萩原正規・福田将虎・大久保捷敏・森井 孝

4 J 3―09＊ リボヌクレオペプチド複合体による小分子のセンシング（京
大エネ研）○萩原正規・佐藤慎一・田邊優貴子・大久保捷敏・森井
孝

4 J 3―11 DNAが細胞接着を阻害する：two step in vitro selection法の開
発（京大工・京大院工）小川敦司○菊地直子・山東信介・青山安宏

座長 櫻井 和朗（10 : 50～11 : 50）
4 J 3―12＊ 複数のアゾベンゼンを導入した DNAによる RNase H反応の
効率的な光制御（東大先端研・JST・PRESTO）松永大次郎○浅沼浩
之・小宮山 真

4 J 3―14 アゾベンゼン導入による DNAエンザイムの高機能化（東大先
端研・JST・PRESTO）○浅沼浩之・松永大次郎・倉持 壮・山澤
哲・小宮山 真

4 J 3―15＊ 水晶発振子上での大腸菌翻訳開始機構の解析（科学技術振興
機構 CREST・東工大院生命理工・東大院新領域・東工大フロンティ
ア）○松野寿生・秋田涼子・古澤宏幸・宇田川 剛・上田卓也・岡畑
恵雄

4 J 3―17 mRNA固定化水晶発振子上での大腸菌翻訳開始機構の解析
（東工大院生命理工・科学技術振興機構 CREST・東大院新領域・東工
大フロンティア）○秋田涼子・松野寿生・古澤宏幸・宇田川 剛・上
田卓也・岡畑恵雄

3月 29日午後

座長 松浦 和則（13 : 00～14 : 00）
4 J 3―25 シゾフィランの化学修飾による複合体中の核酸鎖の加水分解
速度の抑制（北九大国際環境工）○甲元一也・穴田貴久・櫻井和朗・新
海征治

4 J 3―26 ポリエチレングリコールを導入したシゾフィランを利用した
新規アンチセンスキャリアー（北九大院工）○狩長亮二・甲元一也・穴
田貴久・櫻井和朗・新海征治

4 J 3―27＊ DNA担持コロイド粒子の界面動電現象に基づく粒子表面の
状態解析（九大院工・理研バイオ工学）○唐 中嵐・宝田 徹・前田瑞
夫

4 J 3―29＊ ChemBIT（1）金ナノ粒子に結合した DNA二重鎖の安定性の異
常増強（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○赤松謙祐・木村
美緒・中野修一・三好大輔・縄舟秀美・杉本直己

座長 宝田 徹（14 : 00～15 : 00）
4 J 3―31 ChemBIT（2）タンパク質を検出する新規 DNAチップのナノス
ケール制御（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○神崎貴之・
中野修一・赤松謙祐・縄舟秀美・杉本直己

4 J 3―32＊ 共焦点レーザー顕微鏡を用いた Nucleocagesの水中における
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その場観察（九大院工）○松浦和則・増本耕三・居神裕子・君塚信夫
4 J 3―34 カチオン性界面活性剤との複合化による Nucleocagesのサイ
ズ及び形状の制御（九大院工）○増本耕三・松浦和則・君塚信夫

4 J 3―35 走査トンネル顕微鏡による蛍光標識化 DNAのトンネル障壁
及び状態密度測定（阪大産研）○野島義弘・田中裕行・川合知二

4 J 3―36 DIGラベル化 DNAの SPM観察（阪大産研）○山本 斉・田中
裕行・川合知二

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月 26日午前

タンパク質・酵素
座長 伊東 忍（9 : 30～10 : 10）

1 J 4―04 パラフェニレン骨格を持つ拡張型ポリ（L―ロイシン）の合成
（阪大院理）○瀬野修一郎・岡村高明・山本 仁・上山憲一

1 J 4―05 PYP発色団の光サイクル中間体モデル化合物の合成と性質
（阪大院理）○岡本健太郎・山本 仁・角 俊明・岡村高明・上山憲一

1 J 4―06 量子ドットの新規ジンクフィンガーへの結合（東理大）○有安
真也・中村勇樹・金子健二・小野田 晃・山村剛士

1 J 4―07 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（4）：新規金属
錯体型レセプター分子の構築（九大先導研）○本田 圭・王子田彰夫・
浜地 格

座長 岡村 高明（10 : 10～11 : 10）
1 J 4―08 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（5）：人工レセ
プターによるタンパク質／タンパク質相互作用の阻害（九大先導研）○
井上雅晶・水戸岡靖子・王子田彰夫・浜地 格

1 J 4―09 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（6）：Pd錯体に
よるヒスチジンタグタンパク質の特異的認識（九大先導研）○菱谷隆
行・王子田彰夫・浜地 格

1 J 4―10＊ ChemBIT（15）Carboxamido N, Thiolato Sをドナーとする Fe型
ニトリルヒドラターゼモデル錯体の合成と性質（甲南大理工・甲南大
HRC・甲南大 FIBER）○藤井敏司・小倉 健・北村昌三・酒井 宏・
杉本直己

1 J 4―12 ChemBIT（16）N 2 S 3配位環境を有する Co―二トリルヒドラタ
ーゼモデル錯体の合成と性質（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FI-
BER）○北村昌三・小倉 健・藤井敏司・酒井 宏・杉本直己

1 J 4―13 β ―ジケチミネート単核銅（II）錯体と過酸化水素との反応挙動
（阪市大院理）○下川千寿・舘 祥光・伊東 忍

座長 王子田 彰夫（11 : 10～12 : 10）
1 J 4―14 非対称型ペルオキソ二核銅（II）錯体の反応性（阪市大院理）○
相田一樹・舘 祥光・伊東 忍

1 J 4―15 シッフベース錯体アポミオグロビン複合体によるスルフィド
の不斉酸化反応（名大院理・名大院工・豊田中研）○越山友美・上野隆
史・大橋雅卓・近藤和良・鈴木淳巨・山根 隆・渡辺芳人

1 J 4―16＊ 亜鉛デンドリマー型ペプチドによるトランスエステル化反応
及びそのサイクル反応（北大院地球環境）TARNAI, M．○市川和彦

1 J 4―18 側鎖にフラーレンを有する新規アミノ酸誘導体の合成（九工
大院生命体）○Bhuiyan, Mohammed P. I.・渡邉路維・加藤珠樹・西野
憲和

1 J 4―19 プロピオン酸の欠損したヘムを有するシトクロム P 450 cam
の構築（九大院工）○原田勝好・林 高史・佐藤秀明・久枝良雄

3月 26日午後

座長 林 高史（13 : 00～14 : 00）
1 J 4―25＊ カスパーゼ―3活性の光化学的制御（阪大産研）○遠藤政幸・中
山公志・貝田有佳・真嶋哲朗

1 J 4―27 P―PALM法によるレクチンへの人工分子の導入（九大院工）○
古志洋一郎・中田栄司・竹本洋己・濱地 格

1 J 4―28 P―PALM法と化学修飾法の組み合わせによる半合成レクチン
の構築（九大院先導研）○中田栄司・古志洋一郎・浜地 格

1 J 4―29＊ ビピリジン型非天然アミノ酸を導入したペプチド：鉄（II）錯
体形成における立体選択性（北里大理）○客野真人・南 新太郎・大石
茂郎・石田 斉

座長 石田 斉（14 : 00～14 : 50）
1 J 4―31 2本の beta―ヘアピンペプチド鎖を有する beta―シクロデキス
トリンの構築とエステルの不斉加水分解（東工大生命理工・COE 21）
○堤 浩・池田 博・三原久和

1 J 4―32 beta―シクロデキストリンをテンプレートとした 7 alpha―ヘリ
ックスバンドルペプチドによる分子認識（東工大生命理工）○新瀬俊太
郎・堤 浩・池田 博・三原久和

1 J 4―33 7―アザビシクロ［2.2.1］ヘプタン骨格を基本とする非平面アミ
ドペプチドの合成と自己組織化構造（東大院薬・京大化研）○尾谷優
子・大和田智彦・二木史朗・黄檗達人・杉浦幸雄

1 J 4―34 アセチレン骨格をコアとするペプチドクロスリンク剤の開発
（富山医薬大薬）○老本名津子・藤本和久・井上将彦

1 J 4―35 亜鉛ペプチダーゼ‐Stromelysin―1―のモデルのミセルへの可
溶化とその構造（東理大理）○鈴木貴子・杉山瑠美子・石塚博明・小野
田 晃・山村剛士

座長 高橋 剛（15 : 00～16 : 00）
1 J 4―37 西洋わさびペルオキシダーゼによるジチロシン含有ペプチド
の合成（九工大生命体工）○安東隆文・加藤珠樹・西野憲和

1 J 4―38＊ 神経ペプチド・アカチン―Iのリン脂質二分子膜への結合の分
子機構（京大化研）○木村智大・岡村恵美子・松林伸幸・中原 勝

1 J 4―40 拡張型ペプチドライゲーション―光により除去できる補助基―
（阪大蛋白研）○川上 徹・相本三郎

1 J 4―41 カチオン π 相互作用を持つヘテロ 3本鎖コイルドコイルの
設計（名工大院工）川口真隆・水野稔久・奥 淳一○田中俊樹

1 J 4―42 金属イオン誘導型設計コイルドコイルを利用した遺伝子発現
の調節（名工大院工）○宮田 純・竹島由加里・水野稔久・奥 淳一・
田中俊樹

座長 加藤 珠樹（16 : 00～17 : 00）
1 J 4―43 コイルドコイルモチーフを利用したリボヌクレアーゼ T 1の
酵素活性の制御（名工大院工）○湯澤 賢・水野稔久・田中俊樹

1 J 4―44 β シートペプチドによる自己組織化集合体の構築と形状制御
（富士ゼロックス中研・東工大院生命理工）○上村 忍・松村幸子・三
原久和

1 J 4―45 両親媒性 β シートペプチドによるチューブ状集合体の構築
（富士ゼロックス中研・東工大院生命理工）○松村幸子・上村 忍・三
原久和

1 J 4―46 繊維性を呈する人工タンパク質の遺伝子工学的手法による合
成（東工大院生命理工）○菊地 円・三原久和

1 J 4―47 ボロン酸複合化 α ―へリックスペプチドライブラリの設計と
合成（東大生研）○坂本清志・岡野一平・工藤一秋

1 J 4―48 自己進化可能なグリコペプチドライブラリーの構築（京大院）
○成田 敦・山東信介・青山安宏

座長 青野 重利（17 : 00～18 : 00）
1 J 4―49 プロテオ・デンドリマーによるシトクロム cの超分子認識
（阪市大院理）○パウルダラム・三宅弘之・篠田哲史・築部 浩

1 J 4―50＊ Comamonas testosteroni KH 122―3株由来メタヒドロキシ安息
香酸水酸化酵素の X線結晶構造解析（関西学院大院理工）○広本武
史・細川桂一・藤原伸介・山口 宏

1 J 4―52＊ 結晶構造解析によるラットヘムオキシゲナーゼ―1の O2／CO
識別機構と COトラップ部位を介した生成物阻害回避機構の解明（阪
大院理・久留米大医・理研播磨・SPring－8）杉島正一○坂本 寛・野
口正人・福山恵一

1 J 4―54 和文演題：N―結合型糖鎖付加カルシトニン（CT 20―STF）の
NMRによる立体構造解析（横市大院総理・理研 GSC・旭化成・野口
研）○黒崎千智・濱田季之・田頭瑞加・羽田勝二・戸澗一孔・廣田
洋

3月 27日午前

座長 山口 宏（9 : 00～10 : 00）
2 J 4―01 四ヘムシトクロム c3における軸配位子 Hisイミダゾールの一
酸化炭素による置換（阪大蛋白研）○小林由紀子・斉藤貴士・高山裕
生・堀 洋・阿久津秀雄

2 J 4―02＊ 硫酸還元菌シトクロム c3と［NiFe］ヒドロゲナーゼとの相互作
用の NMRによる解析（阪大蛋白研）○八幡直樹・斉藤貴士・中原明
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香・緒方英明・樋口芳樹・阿久津秀雄
2 J 4―04＊ アルドキシム脱水酵素に含まれるヘムの配位環境（統合バイ
オサイエンスセ・富山県立大工）○小林克彰・加藤康夫・浅野泰久・
Pal, Biswajit・北川禎三・青野重利

2 J 4―06 酸素センサータンパク質 HemAT中に含まれるヘムの構造（岡
崎機構統合バイオ）○吉村英哲・吉岡資郎・太田雄大・北川禎三・青
野重利

座長 寺嶋 正秀（10 : 00～11 : 00）
2 J 4―07 共鳴ラマン分光法による珊瑚由来アレンオキサイド合成酵素
のヘム近傍構造の解明（統合バイオサイエンスセ・ヴァンデビルト大
学）○当舎武彦・内田 毅・BRASH, Alan R.・北川禎三

2 J 4―08 パーフルオロメチルヘム再構成ミオグロビンにおけるヘムの
電子構造解析（筑波大化・長岡高専物質）長尾 聡・平井佑紀・猪瀬達
徳・三田 肇・鈴木秋弘○山本泰彦

2 J 4―09 ポルフィセン鉄錯体を人工補欠分子に持つヘムタンパク質の
機能評価（九大院工）○池上高広・林 高史・久枝良雄

2 J 4―10 C. hydrogenoformans 由来 CooAホモログ中のヘム近傍構造
（総研大・分子研）○稲垣さや香・中島 洋・吉岡資郎・Biswajit,
Pal・太田雄大・北川禎三・青野重利

2 J 4―11 鉄濃度センサー蛋白質 Irrにおけるヘムの結合様式（京大院
工）○馬 場 藍・中 垣 恵 実・石 川 春 人・内 田 毅・北 川 禎 三・
O’Braian, Mark・石森浩一郎・森島 績

2 J 4―12 ヘム近傍の静電環境の変化が緑膿菌シトクロム c551の機能と
構造に与える影響（筑波大化・広大院生物圏）○三上真一・高山真一・
立入直紀・太 虎林・照井教文・三田 肇・三本木至宏・山本泰彦

座長 谷口 吉弘（11 : 00～12 : 00）
2 J 4―13 ヘムオキシゲナーゼと鉄（III）シッフ塩基錯体との複合化によ
る新規電子伝達システムの構築（名大院理）○横井紀彦・上野隆史・松
井敏高・齋藤正男・渡辺芳人

2 J 4―14 Phototropin LOV 2 domain周りの光反応構造変化ダイナミク
ス（京大院理）○永徳 丈・中曽根祐介・松岡大介・徳富 哲・寺嶋正
秀

2 J 4―15 緑膿菌シトクロム c551の塩酸グアニジンによる変性過程で生
じる中間体の分子論的解析（筑波大化・広大院生物圏）○太 虎林・高
山真一・立入直紀・三田 肇・三本木至宏・山本泰彦

2 J 4―16 アミロイド形成性 p 53変異体ペプチドの線維形成機構（北大
院理）○浅海裕也・東元祐一郎・今川敏明・Appella, Ettore・坂口和靖

2 J 4―17＊ 強力な神経毒性を持つ球状 β アミロイド会合体「アミロス
フェロイド」の同定（三菱生命研・PRESTO・JST）野口彰彦・佐藤道
夫・松本紳一郎・佐藤一紀○星 美奈子

3月 27日午後

座長 渡辺 芳人（14 : 10～14 : 50）
2 J 4―32＊ 高ずり速度下で発現する血小板代替物の血小板凝集協同効果
（早大理工）○岡村陽介・寺村裕治・武岡真司・半田 誠・池田康夫・
土田英俊

2 J 4―34 PDIによるインシュリンの還元反応およびその凝集体形成に
おける温度効果（立命館大理工）○阿度和克・大窪 郁・前田良輔・菊
池正和・谷口吉弘

2 J 4―35 Rhodaneseのリフォールディング過程における凝集体形成挙
動の速度論的解析（立命館大理工）前田良輔・大庭奈緒・菊池正和○谷
口吉弘

座長 山本 泰彦（15 : 00～16 : 00）
2 J 4―37 PDIの chaperone効果と anti―chaperone効果の変化点（立命館
大理工）○前田良輔・大庭奈緒・野田祐子・菊池正和・谷口吉弘

2 J 4―38 タンパク質構造の変性と拡散係数（京大院理）○馬殿直樹・寺
嶋正秀

2 J 4―39 セレン試薬を用いたタンパク質リフォールディング過程の研
究（東大院総合）○仲谷博安・岩岡道夫・友田修司

2 J 4―40 コラーゲンモデルを用いた糖化タンパク質架橋構造の解析
（阪大院理）○山田宏明・丹羽祥子・佐々木智子・村田道雄・川上
徹・相本三郎

2 J 4―41 ペプチドナノリングの多形性とエネルギー論（早大理工）○宮
崎祐史・山田哲生・中西 務・岡本 創・武田京三郎

2 J 4―42 抗 Helicobacter pylori urease抗体が有するペプチダ―ゼ活性の
動力学的解析（広島県大生物資源）○鉢内健司・一二三恵美・宇田泰三

座長 金野 大助（16 : 00～17 : 00）

2 J 4―43 イソバレロニトリルを用いたニトリルヒドラターゼの反応機
構解析（理研バイオ工学・埼玉大院理工・東農工大工・宇都宮大農）○
谷口佳代子・村上義彦・尾高雅文・廣瀬卓司・遠藤 勲・前田瑞夫

2 J 4―44 種々の生物から単離した光化学系 Iにおける初期電子供与体
P 700酸化還元電位の分光電気化学的測定（東大生研）仲村亮正○須澤
朋之・武藤伴輝・渡辺 正

2 J 4―45 Alcaligenes xylosoxidans由来 2種のアズリンの性質（東農工大
工・阪大院理）○杉原未紗・大脇さおり・中村暢文・大野弘幸・山口
和也・鈴木晋一郎．

2 J 4―46 亜硝酸還元酵素の電子伝達に及ぼす化学修飾の効果（東農工
大）○室 佳瑠樹・鷲尾智史・中村暢文・大野弘幸・山口和也・鈴木
晋一郎

2 J 4―47 アミノ基修飾及びカルボキシル基修飾アズリンの電気化学的
性質（東農工大工・阪大院理）○児玉 林・鈴木則雄・中村暢文・大野
弘幸・山口和也・鈴木晋一郎

2 J 4―48 チロシナーゼのペルオキシダーゼ活性に関する速度論的検討
（阪市大院理）○盛岡千幸・山崎眞一・舘 祥光・伊東 忍

座長 舘 祥光（17 : 00～17 : 30）
2 J 4―49 ミオグロビン変異体における活性中心トリプトファンの酸化
反応（名大院理・基生研・阪大理）○大木崇宏・THOMAS, D. Pfister・
上野隆史・牧野由美子・安達清治・渡辺芳人

2 J 4―50 FT―IR分光法による ribonuclease Sの構造安定性に関する研
究（立命館大理工）○奥野 明・加藤 稔・谷口吉弘

2 J 4―51 ポリエチレンオキシド修飾ミオグロビンの各種有機溶媒中に
おける性質（東農工大工）○Wiwatchaiwong, Supranee・中村暢文・大野
弘幸

3月 28日午前

座長 中村 暢文（9 : 00～10 : 00）
3 J 4―01 エポラクタエン類縁体の構造活性相関（理研・東理大工）○南
雲陽子・掛谷秀昭・庄司 満・林 雄二郎・長田裕之

3 J 4―02 セリンの単一アミノ酸ポテンシャル（東海大理）○岩岡道夫・
吉田大介

3 J 4―03 SAAP力場を用いたポリペプチドの分子シミュレーション
（東海大理）○吉田大介・岩岡道夫

3 J 4―04＊ 補償溶質によるタンパク質水和構造の安定化に関する理論的
研究（名大院情報科学）○優 乙石・長岡正隆

3 J 4―06 ブルー銅タンパク質シュウドアズリンにおける弱い相互作用
の役割（茨城大理）○青野智子・高妻孝光・Abdelhamid, Rehab Fouad・
内田喜子・横山陽子

座長 高妻 孝光（10 : 00～11 : 00）
3 J 4―07 センサリーロドプシン IIとトランスデューサーとの相互作用
ステップ（京大院理・阪大院理）○寺嶋正秀・井上圭一・西奥義憲・森
崎雅世・佐々木 純・徳永史生

3 J 4―08 水晶発振子上での EPO受容体とペプチドアゴニスト間相互
作用解析（東工大院生命理工・東工大フロンティア・科学技研振興機
構 CREST）○長谷川美玲・重松秀樹・津本浩平・熊谷 泉・岡畑恵雄

3 J 4―09 マンノース 6―リン酸受容体の発現調製と分子認識（東工大院
生命理工・東工大フロンティア・科学技術振興機構 CREST）○森田瑞
樹・重松秀樹・岡畑恵雄

3 J 4―10 Halobacterium sp. NRC―1株キチナーゼ遺伝子の高度好塩性古
細菌における発現（東工大院生命理工）佐藤元亮・折下圭太・八波利
恵・遠藤きみ子○中村 聡

3 J 4―11＊ 生物的炭酸固定系の解析（京大院工）○今中忠行・金尾忠芳・
跡見晴幸

座長 今中 忠行（11 : 00～12 : 00）
3 J 4―13 ケミカルレコードレクチャー Bio―chemical reaction engineer-

ing for the application of enzymes and synzymes in redox reactions（Insti-
tute fur Biotechnilohie, Julich）Prof. Christian Wandrey

3月 28日午後

座長 中島 洋（13 : 00～13 : 50）
3 J 4―25 ヘムオキシゲナーゼによるベルドヘム代謝機構（東北大多元
研・分子研・山形大医）○中島 彩・松井敏高・藤井 浩・吉田
匡・齋藤正男

3 J 4―26 α ―synucleinに相互作用する DNAアプタマーの探索（東農工
大工）池袋一典○大澤祐子・臼坂英理・落合さや香・小林夏季・早出
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広司
3 J 4―27 変異酵素を拮抗鋳型とした新規バイオパニング法の開発（東
農工大工）○池袋一典・寺田孝太郎・早出広司

3 J 4―28 ファージディスプレイ法を用いたキメラ蛋白質の構造安定化
（京大院工）○高田耕児・杉 拓磨・伊原正喜・石森浩一郎・森島 績

3 J 4―29 新規蛍光標識非天然アミノ酸のタンパク質への部位特異的導
入（岡山大工・北陸先端大材料）○梶原大介・阿部亮二・宍戸昌彦・芳
坂貴弘

座長 芳坂 貴弘（13 : 50～14 : 40）
3 J 4―30＊ リボソームを利用した非天然タンパク質の創製（1）（京大院
工）○金谷啓一郎・佐藤信彦・山東信介・青山安宏

3 J 4―32 リボソームを利用した非天然タンパク質の創製（2）：真核細
胞蛋白合成系におけるアミノ酸側鎖の及ぼす影響（京大）○佐藤伸彦・
金谷啓一郎啓一郎・山東信介・青山安宏

3 J 4―33 リボソームを利用した非天然タンパク質の創製（3）：Sense―
Codon Suppression法の開発（京大）○松本浩徳・金谷啓一郎・山東信
介・青山安宏

3 J 4―34 α ／β モチーフ遺伝子ライブラリによるデノボタンパク質の
構築（1）（東工大院生命理工）○足海洋史・高橋 剛・三原久和

座長 跡見 晴幸（14 : 40～15 : 50）
3 J 4―35 α ／β モチーフ遺伝子ライブラリによるデノボタンパク質の
構築（2）（東工大院生命理工）○高橋 剛・足海洋史・三原久和

3 J 4―37 設計ペプチドを用いたアミロイド β ペプチドの線維形成の
増幅（東工大院生命理工）○佐藤淳一・大島秀夫・松村幸子・高橋
剛・三原久和

3 J 4―38 ヒト α シヌクレインの線維化における変異導入の影響（東農
工大工）早出広司○小林夏季・臼坂英理・落合さや香

3 J 4―39 核酸塩基アミノ酸（NBA）ペプチドを用いたタンパク質検出系
の構築（東工大生命理工・COE 21）○渡辺晋也・臼井健二・富崎欣
也・三原久和

3 J 4―40 キナーゼ類を標的とするリン酸化ペプチドアレイの構築（東
工大院生命理工・COE 21）○鈴木正人・臼井健二・富崎欣也・三原久
和

3 J 4―41 PQQグルコース脱水素酵素基質結合ポケット近傍への変異導
入の基質特異性への影響（東農工大工）早出広司○矢本梨恵・根本憲
一・五十嵐 聡

座長 石森 浩一郎（15 : 50～16 : 50）
3 J 4―42 核酸塩基アミノ酸（NBA）含有ペプチドを用いた鋳型認識によ
る DNA複製の制御（東工大院生命理工）○信藤友宏・松村幸子・高橋
剛・三原久和

3 J 4―43 核酸塩基アミノ酸（NBA）を有するデノボペプチドを用いたバ
クテリオファージ抗転写終結活性の制御（東工大院生命理工）○宮西秀
雄・高橋 剛・三原久和

3 J 4―44 ChemBIT（13）オリゴペプチドによる血管新生因子アンギオゲ
ニンの RNA切断阻害（甲南大 HRC・甲南大理工・甲南大 FIBER）○中
野修一・杉本直己

3 J 4―45 ChemBIT（14）ローリング・シンクロナイゼーションを用いた
無細胞系ペプチド合成法の開発と応用（甲南大理工・甲南大 HRC・I.
S.T・甲南大 FIBER）○高島亜紀・大道達雄・杉本直己

3 J 4―46 エチジウム修飾亜鉛ミオグロビンの光特性（奈良女大理）○高
島 弘・松島雪子・塚原敬一

3 J 4―47 アクリジン修飾ミオグロビンおよび亜鉛ミオグロビンの光特
性（奈良女大理）○多良知佐子・高島 弘・塚原敬一

座長 池袋 一典（16 : 50～17 : 30）
3 J 4―48＊ 超好熱始原菌 Thermococcus kodakaraensisの reverse gyraseに
関する解析（京大院工）○跡見晴幸・松見理恵・今中忠行

3 J 4―50 超好熱始原菌 Thermococcus kodakaraensis KOD 1株由来プレ
ニル二リン酸合成酵素の変異酵素を用いた鎖長制御機構に関する解析
（関西学院大理工・阪大院工・京大院工）○山仲藍子・広岡和丈・馬場
健史・小林昭雄・今中忠行・福崎英一郎・藤原伸介

3 J 4―51 バイオナノ磁性粒子上への膜タンパク質アセンブリング技術
における発現調節因子の解析（東農工大工）○吉野知子・竹山春子・田
中 剛・松永 是

3月 29日午前

座長 菊地 和也（9 : 00～10 : 00）
4 J 4―01＊ 設計 α ―へリックスペプチドライブラリを用いたタンパク質

検出マイクロアレイの構築（東工大院生命理工・COE 21・ハイペップ
研）○臼井健二・尾島徹則・富崎欣也・軒原清史・三原久和

4 J 4―03 スピロピラン含有ペプチドのフォトクロミズムを利用したペ
プチドータンパク質間相互作用の検出（東工大院生命理工・COE 21）
○富崎欣也・三原久和

4 J 4―04＊ 長寿命蛍光剤を用いた蛍光偏光解消法による IgGの検出（京
工繊大繊）○坂本 隆・務中達也・馬原 淳・山形浩一・山岡哲二・
村上 章

4 J 4―06 水晶発振子上でのグリコーゲンホスホリラーゼ aによる α ―
1,4―グルカンの加リン酸分解反応の解析（東工大院生命理工・東工大
フロンティア・科学技術振興機構 CREST）○村川明子・森 俊明・岡
畑恵雄

座長 小畠 英理（10 : 00～11 : 00）
4 J 4―07＊ 水晶発振子上でのグリコーゲンホスホリラーゼによる糖鎖生
成および分解反応のモニタリング（東工大院生命理工・東工大フロン
ティア・科学技術振興機構 CREST）○森 俊明・村川明子・岡畑恵雄

4 J 4―09 ビス（ターピリジン）ルテニウム錯体型活性エステル試薬を用
いたタンパク質のアミノ酸配列分析（阪大院理）○佐野未沙・金子摩
紀・岡村高明・山本 仁・上山憲一

4 J 4―10＊ 水晶発振子上でのアミロペクチンの加水分解反応におけるグ
ルコアミラーゼ触媒ドメインの効果（東工大院生命理工・東工大フロ
ンティア・科学技術振興機構 CREST）○仁平高則・西野秀和・森 俊
明・岡畑恵雄

4 J 4―12 水晶発振子上でのエキソ型グリコシダーゼによるアミロース
の加水分解反応の解析（東工大院生命理工・東工大フロンティア・科
学技術振興機構 CREST）○水城 悠・村川明子・仁平高則・森 俊
明・岡畑恵雄

座長 林田 修（11 : 00～12 : 00）
4 J 4―13 タンパク質分解系におけるユビキチン転移反応の水晶発振子
マイクロバランス法を用いた観察（東工大院生命理工・東工大フロン
ティア・科学技術振興機構 CREST）○南出麻子・古澤宏幸・岡畑恵雄

4 J 4―14 マイクロ LC―MS／MSを用いた磁性細菌粒子膜上の発現タン
パク質プロファイリング（東農工大工）○田中祐圭・岡村好子・竹山春
子．・松永 是

4 J 4―15 水晶発振子を用いた脂質膜上でのタンパク質間相互作用の解
析（東工大院生命理工・東工大フロンティア・科学技術振興機構
CREST）○三友秀之・柴田真吉・重松秀樹・小畑英理・岡畑恵雄

4 J 4―16＊ 水晶振動子マイクロバランスの高感度化と低分子薬物検出系
への応用（東工大院生命理工・東工大フロンティア・科学技術振興機
構 CREST）○吉嶺浩司・古澤宏幸・岡畑恵雄

4 J 4―18 Znフィンガープロテインを用いた標的 PCR産物の検出法の
開発（東農工大工）池袋一典○谷畑智大

3月 29日午後

座長 森 俊明（13 : 00～14 : 00）
4 J 4―25 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（1）：リン酸化
タンパク質の蛍光検出（九大先導研）○小平貴博・王子田彰夫・水戸岡
靖子・井上雅晶・浜地 格

4 J 4―26 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（2）：波長シフ
ト型蛍光センサーの開発（九大先導研）○宮原芳文・外薗寛也・王子田
彰夫・浜地 格

4 J 4―27 タンパク質表面認識のケミカルストラテジー（3）：アクリジ
ン型レセプターによるリン酸化ペプチドセンシング（九大先導研）○外
薗寛也・宮原芳文・王子田彰夫・濱地 格

4 J 4―28 リン酸化によって励起波長の変化するペプチドセンサー分子
の開発（東大院薬・科技団さきがけ）○橋本茂樹・菊地和也・長野哲雄

4 J 4―29 酵素リソグラフィーによる蛍光標識ペプチドの加工（東農工
大工・産総研ティッシュエンジニアリング研究セ）○宮元千絵・中村
史・小幡谷育夫・中村徳幸・三宅 淳

4 J 4―30 超分子ヒドロゲルの新展開―1：コポリマー化による pH応答
機能の付与（九大先導研）周 善来○松本真治・清中茂樹・浜地 格

座長 中村 徳幸（14 : 00～14 : 50）
4 J 4―31 超分子ヒドロゲルの新展開―2：分子認識による蛍光センシン
グチップの構築（九大先導研）○吉村息吹・宮原芳文・笠置典之・王子
田彰夫・清中茂樹・浜地 格

4 J 4―32 超分子ヒドロゲルの新展開―3：蛍光性レクチンチップの構築
（九大先導研）○山根裕樹・松本真治・清中茂樹・浜地 格

4 J 4―33 海洋発光微生物の増殖過程における発光色の細胞密度依存性
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（京工繊大繊維）○吉澤 晋・平山 鋭・柄谷 肇
4 J 4―34 黄色発光微生物の可逆的発光変調に及ぼす酸素及びプロトン
濃度効果（京工繊大繊維）○柄谷 肇・吉澤 晋・平山 鋭

4 J 4―35 抗体―金ナノ粒子ハイブリッドを用いたバイオセンシング（阪
大院理）○山口浩靖・原田 明

座長 田中 剛（15 : 00～16 : 00）
4 J 4―37 抗 TNBモノクローナル抗体をバイオセンサーに用いた TNT
検出（阪大院理）○枌原浩太・山口浩靖・原田 明

4 J 4―38 ロジウム錯体と特異的に結合するモノクローナル抗体の作製
とその機能評価（阪大院理）○平野瞳子・木南英明・山口浩靖・原田
明

4 J 4―39 樹脂上に合成されたペプチドのダイオキシン結合解析（東農
工大工・産総研ティッシュエンジニアリング研究セ・東和科学）○後
藤広樹・中村 史・小幡谷育夫・犬山康弘．・白井勝久・中村徳幸・
三宅 淳

4 J 4―40 ダイオキシン結合ペプチドと蛍光標識ベイトの結合解析（東
農工大工・産総研ティッシュエンジニアリング研究セ・東和科学）○
金子奈緒・中村 史・後藤広樹・小幡谷育夫・犬山康弘・白井勝久・
中村徳幸・三宅 淳

4 J 4―41 新規疎水性抗体結合タンパク質によるタンパク質固定化法の
開発（東工大院生命理工）○田中 弦・三重正和・相澤益男・小畠英理

4 J 4―42 セリンプロテアーゼに対する阻害剤を担持したポリマーの開
発（4）（富山大工）○川田雅明・宮坂澄高・好美幸太郎・河合拓海・董
調玲・藤井孝宜・吉村敏章・小野 慎

座長 山口 浩靖（16 : 00～16 : 50）
4 J 4―43 局所的 ATPセンシングを指向した streptavidin―luciferase融合
タンパク質の構築（東工大院生命理工）○中村真希子・三重正和・柳田
保子・小畠英理

4 J 4―44 補酵素結合ペプチドチップを用いた酸化還元酵素の活性測定
（北陸先端大院材料）○村山耕亮・遠藤達郎・山村昌平・森田資隆・高
村 禪・民谷栄一

4 J 4―45 バイオナノ磁性粒子結晶化イニシエータータンパク質Mms 6
を用いた磁性粒子の in vitro合成（東農工大工）○佐藤徹弥・新垣篤
史・岡村好子・田中 剛・竹山春子・松永 是

4 J 4―46 フェリチンコアを利用した Pd粒子の作成および反応性（名大
院理）○鈴木理子・上野隆史・渡辺芳人

4 J 4―47 チロシナーゼによる酵素酸化とキトサンへの吸着を利用した
フェノール系化合物の除去（日大生産工）○秋葉勇志・山田和典・平田
光男

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月 26日午前

機能性低分子・分子認識
座長 三方 裕司（9 : 30～10 : 30）

1 J 5―04 フェノラート酸素原子に対して形成された分子内 NH―――O水
素結合によるフェノラートアニオンの酸素酸化反応に対する安定化
（阪大院理）○金森大典・岡村高明・山本 仁・上山憲一

1 J 5―05 光異性化を利用した分子内 NH…O水素結合の組み替えが可
能なカルボン酸誘導体の合成と性質（阪大院理）○松平 崇・岡村高
明・山本 仁・上山憲一

1 J 5―06 新規ビリン誘導体の合成とその幾何異性（京大院工・同志社
大工）○山内貴恵・和田健二・水谷 義・北川 進

1 J 5―07 光学活性な 4座配位子を用いて調製したコバルト（II）錯体の
ヘリシティーにおよぼす溶媒の影響（阪市大院理）○三宅弘之・吉田佳
奈・杉本秀樹・築部 浩

1 J 5―08 人工リン酸ジエステル加水分解酵素の金属イオン添加による
アロステリックな酵素活性制御（九大院工）○竹林新二・池田 将・竹
内正之・新海征治

1 J 5―09 4つの hydroxyethyl基を持つ二核亜鉛錯体の合成と構造及び
リン酸エステル加水分解に及ぼすヒドロキシエチル基の効果（同志社

大工）○木村妃里・小寺政人・加納航治

座長 舘 祥光（10 : 30～11 : 30）
1 J 5―10 Py2N6型八座二核化配位子によって安定化されたジヒドロキ
ソ二核亜鉛錯体によるリン酸エステル加水分解（同志社大工）○前田邦
浩・小寺政人・加納航治

1 J 5―11 プロパンジアミン誘導体をペンダント基とする Py2N4型二核
化配位子を用いた二核亜鉛錯体の合成，構造およびリン酸エステル加
水分解（同志社大工）○小野直子・小寺政人・加納航治

1 J 5―12 ［NiFe］ヒドロゲナーゼモデル‐アルキルチオラート Ni／Fe
（CO）（CN）系の EXAFS‐（東理大理）○坂庭大輔・小野田 晃・山村
剛士

1 J 5―13 トリピリジン配位子を用いた m―h 2 : h 2―パーオキソ二核銅
（II）錯体の熱的安定性の制御：ピリジン環の 6位メチル基と bridge-
headアルキル基の効果（同志社大工）○梶田裕二・小寺政人・加納航
治

1 J 5―14 新規イミダゾール含有二核化配位子の合成とその二核銅錯体
の合成と構造（同志社大工）○岡野 雄・小寺政人・加納航治

1 J 5―15 メソポーラスシリカに担持した二核鉄錯体を用いた芳香族水
酸化反応（同志社大工）○伊藤元陽・小寺政人・加納航治

座長 小江 誠司（11 : 30～12 : 10）
1 J 5―16 内部に基質結合部位となり得る空間をもった cage型多核銅
錯体の合成と基質認識（同志社大工）○伊藤悠一・小寺政人・加納航治

1 J 5―17 若い世代の特別講演会 バイオミメティック環境触媒の開発
とクリーン物質変換反応（九大院工）嶌越 恒

3月 26日午後

座長 小江 誠司（13 : 00～13 : 20）
1 J 5―25 ガラクトース酸化酵素活性中心モデル―ラジカル錯体の構造
および反応性に及ぼす配位場の効果―（阪市大院理）○多喜正泰・服部
春奈・舘 祥光・伊東 忍

1 J 5―26 フェノキシルラジカル遷移金属錯体の構造と反応性に及ぼす
中心金属の効果（阪市大院理）○服部春奈・舘 祥光・伊東 忍

座長 篠田 哲史（13 : 20～14 : 20）
1 J 5―27 水溶液中におけるスーパーオキシド―金属イオン錯体の ESR
による検出（阪大院工・CREST・PRESTO）大久保 敬・山田容子・小
江誠司○福住俊一

1 J 5―28＊ レドックス活性［2＋2］二核金属錯体の機能（群馬大工）○渡辺
茂樹・渡辺暁彦・小暮雄大・近藤慎一・矢野由美彦

1 J 5―30 キノヘモプロテイン・アミン脱水素酵素の有機補欠分子 CTQ
の構造と機能（阪市大院理）○村上曜子・舘 祥光・伊東 忍

1 J 5―31 不斉機能性分子としての面不斉イソシアヌレートの分子設計
（東理大工）○木村竜ニ・加勢寿彦・杉本 裕・井上祥平

1 J 5―32 光学活性クラウンエーテルを導入したポリシロキサンのキャ
ラクタリゼーション（山形大工）○木島龍朗・小田桐 充・横山 静・
泉 多恵子

座長 阿部 肇（14 : 20～15 : 10）
1 J 5―33 アームドサイクレン超分子集合体：側鎖キラリティーによる
集合体特性の制御（阪市大院理）篠田哲史○御前仁美・築部 浩

1 J 5―34 ポルフィリンを結合したパーメチル化シクロデキストリンの
自己包接現象（同志社大工）西薮隆平○加納航治

1 J 5―35 水中における鉄（III）ポルフィリン―シクロデキストリン包接
錯体の軸配位（同志社大工）○藤井茂太・北岸宏亮・加納航治

1 J 5―36 β ―1,4結合をもつジメチルシクロデキストリン誘導体の合成
と包接能（阪大院工）○菊澤 明・木田敏之・中辻洋司・明石 満

1 J 5―37 シクロデキストリン＋ブタンジオール異性体包接化合物の体
積変化（近畿大理工）○神山 匡・土井 篤・真砂一誠・木村隆良

座長 藤井 恒男（15 : 10～16 : 10）
1 J 5―38 BCSJ賞受賞講演 P―ニトロフェノレートイオン包接が，ピ
リジニオ修飾 α ―シクロデキストリンの1H NMRシグナルに及ぼす環
電流効果の異方性（島根大生物資源）大槻英希・Jalaluddin Ahmed・長
田拓也・山本達之○松井佳久

1 J 5―41 Face―to―edge型シクロデキストリン二量体の合成と物性（3）
（埼玉大工）石丸雄大○齊藤俊介・飯田武揚

1 J 5―42 種々のシクロデキストリン二量体の合成とその包接能（埼玉
大工）石丸雄大○田中 篤・飯田武揚

1 J 5―43 ナフタレン部位を持つシクロデキストリン二量体の合成と物
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性（2）（埼玉大工）石丸雄大○森本賢則・飯田武揚

座長 木田 敏之（16 : 10～17 : 10）
1 J 5―44 オリゴ糖センシングに向けた糖質レセプターの設計（九大院
工）○平田 修・竹内正之・新海征治

1 J 5―45 ピリジン―ピリドン交互共役分子を用いる糖認識（富山医薬大
薬）○町口博志・脇 稔・阿部 肇・井上将彦

1 J 5―46 様々な置換基を有するオリゴ（エチニルピリジン）の高次構造
とその糖認識能（富山医薬大薬）○脇 稔・阿部 肇・井上将彦

1 J 5―47 剛直な C3v対称性ポリアリール分子の合成と分子認識能（富山
医薬大薬）○阿部 肇・青柳吉宣・井上将彦

1 J 5―48＊ LASER―QCMを用いた核酸塩基間の分子認識（東工大院生命
理工・東工大フロンティア・NEDO）○川崎剛美・片田順一・岡畑恵
雄

座長 小寺 政人（17 : 10～18 : 00）
1 J 5―50＊ 糖鎖捕捉微粒子を用いた糖タンパク質糖鎖の迅速解析（北大
院理）○新倉謙一・神谷亮介・篠原康郎・長堀紀子・植松季栄・貞許
礼子・中川裕章・門出健次・西村紳一郎

1 J 5―52 糖―アントラセン複合型人工分子によるタンパク光切断（慶大
理工）○清水潤二・松村秀一・戸嶋一敦

1 J 5―53 ペプチドナノリングの両性イオノフォアとしての理論的可能
性（早大理工）○山田哲生・宮崎祐史・中西 務・岡本 創・武田京三
郎

1 J 5―54 不斉ジペプチド鎖を有するフェロセン誘導体の合成と構造規
制（阪大院工）森内敏之○永井孝佳・平尾俊一

3月 27日午前

座長 蒲池 利章（9 : 00～10 : 00）
2 J 5―01 自己組織化中空錯体における水 10分子内接クラスターの形
成（東大院工・CREST・原研先端基礎研究セ）○吉沢道人・楠川隆
博・河野正規・藤田 誠・中嶋隆人・平尾公彦・大原高志・新村信雄

2 J 5―02 ANDおよび OR型二分子認識（東大院工・CREST）吉沢道人
○田村正純・藤田 誠

2 J 5―03 自己組織化中空錯体の内部空孔におけるペプチド 2次構造の
制御（東大院工・CREST）○田代省平・富永昌英・河野正規・吉沢道
人・藤田 誠

2 J 5―04＊ カルシウムマグネシウムマルチ蛍光プローブの開発および細
胞内イオン同時イメージングへの応用（慶大理工・JST・CREST）○小
松広和・三木孝裕・久保田 健・岡 浩太郎・鈴木孝治

2 J 5―06 ジュエルペンダントリガンドの開発及び重金属イオン測定へ
の応用（慶大理工・JST・CREST・神奈川科学技術アカデミー）○藤原
由貴男・小松広和・CITTERIO, Daniel・山田幸司・岩澤尚子・鈴木孝
治

座長 小夫家 芳明（10 : 00～11 : 00）
2 J 5―07 3―フェニルアゾピリジン類の光異性化による亜鉛ポルフィリ
ンの発光制御（日大理工）○鳴瀧紘一・大月 穣・滝戸俊夫

2 J 5―08 ビスビオローゲン結合型疎水性ポルフィリンを用いた光水素
発生（東工大院生命理工）○後藤亮平・朝倉則行・蒲池利章・大倉一郎

2 J 5―09 担癌マウス血漿中のポルフィリンの測定（東工大生命理工）○
溝上康弘・小倉俊一郎・蒲池利章・大倉一郎

2 J 5―10 水溶性 N―混乱ポルフィリンの合成（九大院工・科学技術振興
機構さきがけ）古田弘幸○小川寛晃

2 J 5―11 アリール及びエチニル置換 N―混乱ポルフィリンの合成（九大
院工・科学技術振興機構さきがけ）古田弘幸○山崎洋揮・石塚智也

2 J 5―12 N―フューズポルフィリン誘導体の合成（京大院理・九大院
工・科学技術振興機構さきがけ）○石塚智也・大須賀篤弘・古田弘幸

座長 民秋 均（11 : 00～12 : 00）
2 J 5―13 ウラシル基導入ポルフィリンの水素結合による集合体形成
（早大理工）○丹羽大輔・新井 敏・武岡真司・西出宏之

2 J 5―14 自己組織化二量化による安定なモノイミダゾール配位鉄（III）
ポルフィリン錯体の合成とその酸化触媒能（奈良先端大物質・科学技
術振興事業団 CREST）○宮崎有史・稲葉優介・佐竹彰治・小夫家芳明

2 J 5―15 ビス（イミダゾリル）サドルポルフィリンの大環状超分子組織
体（奈良先端大物質・CREST）○倉持悠輔・佐竹彰治・小夫家芳明

2 J 5―16＊ 多重 N―混乱ポルフィリン超分子ネットワーク（京大院理・九
大院工・科学技術振興機構さきがけ）○前田大光・大須賀篤弘・古田
弘幸

2 J 5―18 N―混乱コロールの合成および金属錯化（九大院工・科学技術

振興機構さきがけ）古田弘幸○平田靖幸・アラガースリニバサン

3月 27日午後

座長 水谷 義（14 : 00～14 : 50）
2 J 5―31 若い世代の特別講演会 色素集積型光合成アンテナとそのモ
デルの単一超分子分光（立命館大理工）佐賀佳央

2 J 5―34 新規水溶性クロロフィル誘導体の合成と性質（分子研・宇都
宮大工）大庭 亨○高塒春樹・三部正大

2 J 5―35 水溶性鉄（III）ポルフィリン―シクロデキストリン包接錯体へ
のアニオン種の配位（同志社大）○北岸宏亮・加納航治

座長 古田 弘幸（15 : 00～16 : 00）
2 J 5―37 疎水性ポルフィリンにより架橋されたナノゲルによる生理活
性分子の分子認識（京大院工）○片岡 大・和田健二・水谷 義・北川
進

2 J 5―38＊ ペプチドバンドル構造の人工モデル（1）：動的ラセン構造の
立体化学的ハーモナイゼーション（ERATO相田ナノ空間プロ）○尾池
秀章・郭 言明・佐伯直子・相田卓三

2 J 5―40 ペプチドバンドル構造の人工モデル（2）：動的・静的ラセン
の立体化学的相互作用（ERATO相田ナノ空間プロ）○郭 言明・尾池
秀章・佐伯直子・相田卓三

2 J 5―41 メソーメソ結合ポルフィリン亜鉛錯体のゲスト分子との水素
結合によるらせん構造の誘起とキラル増幅効果（京大院理）○池田忠
作・井上秀成・大須賀篤弘

2 J 5―42 ジアリール尿素部位を有する亜鉛ポルフィリンとビオロゲン
類縁体との錯形成挙動（阪府大院工）○豊川成輝・江副正之・八木繁
幸・兵藤 豊・中澄博行

座長 相田 卓三（16 : 00～17 : 10）
2 J 5―43 ジアリール尿素部位を有する亜鉛ポルフィリン―フリーベー
スポルフィリン二量体の合成とその光化学特性（阪府大院工）○江副正
之・南 徹・八木繁幸・兵藤 豊・中澄博行

2 J 5―44 光合成でのアンテナ系（LH 1）モデルタンパク質／ポルフィリ
ン色素複合体の電極上への組織化とその機能評価（名工大院工）○落合
剛・矢吹幸子・永田衞男・出羽毅久・山下啓司・南後 守

2 J 5―45＊ 亜鉛ポルフィリンデンドリマーおよび亜鉛ポルフィリン修飾
金クラスターとピリジルナフタレンジイミドとの超分子形成と光誘起
電子移動（阪大院工・CREST・シドニー大・京大院工・さきがけ）○
柏木行康・ABSALOM, M. A.・CROSSLEY, M. J.・今堀 博・福住俊
一

2 J 5―47＊ ChemBIT（10）水中での分子認識を目指した高分子架橋型イン
プリントによる人工レセプターの構築（甲南大理工・甲南大 HRC・甲
南大 FIBER）○松井 淳・上高原康弘・永野淳二・玉置克之・杉本直
己

2 J 5―49 13C NMR法による低スピンクロリン鉄（III）錯体の電子構造の
研究（東邦大医）○池崎 章・中村幹夫・SIMONNEAUX, Gerard

3月 28日午前

座長 南後 守（9 : 00～10 : 00）
3 J 5―01＊ オリゴオキシエチレン鎖を有する亜鉛クロリンの水中での自
己組織化（龍谷大理工・立命館大理工）○宮武智弘・加藤周作・多賀谷
直大・民秋 均・藤原 学・松下隆之

3 J 5―03 様々なアルキル鎖を有する亜鉛クロリンの脂質分子膜内での
自己組織化（龍谷大理工・立命館大理工）宮武智弘○大西 有・民秋
均・藤原 学・松下隆之

3 J 5―04 亜鉛バクテリオクロロフィル誘導体のフロン溶媒中での自己
会合挙動（立命館大理工）○柴田麗子・西山尚志・民秋 均

3 J 5―05 ビス［亜鉛（II）ポルフィリン］不斉記憶場の構築とそのキラル
ジアミン類との相互作用特性（埼玉大工）久保由治○吉沢俊啓・石井佑
典・内田沙弥香・時田澄男

3 J 5―06 協同的不斉誘起現象を示す大環状クラウンエーテル誘導型亜
鉛（II）ポルフィリンダイマー（埼玉大工）久保由治○石井佑典・吉沢俊
啓・時田澄男

座長 古田 寿昭（10 : 00～11 : 00）
3 J 5―07 MRI造影効果を指向したパラ―ボロノフェニルアラニン
（BPA）―Gd―DTPA複合体の合成と生物活性（東北大院理）○高橋和
範・中村浩之・山本嘉則

3 J 5―08 ホウ素含有キナゾリン誘導体の合成および生物活性評価（学
習院大理）○山本浩嗣・中村浩之
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3 J 5―09＊ 転写因子―コアクチベータ相互作用を調節する wrenchnololの
設計と合成（筑波大・ベイラー医科大）○下川浩輝・Kwon, Young-
joo・Mao, Qian・Kawazoe, Yoshinori・Choi, Yongmun・上杉志成・木
越英夫

3 J 5―11 EGFRチロシンキナーゼ阻害活性におけるピリミジン環の必
要性（東北大院理・学習院大理）○浅野 亨・吉川智裕・中村浩之・山
本嘉則

3 J 5―12 ヘモグロビンとカーボンナノチューブの相互作用（山形大工）
○加藤 健・佐野正人

座長 中村 浩之（11 : 00～12 : 00）
3 J 5―13 ヒドロキシル基を保護した Coumarin―4―ylmethoxycarbonyl型
ケージド化合物の光化学特性（東邦大理）○渡辺貴嘉・河本美香・鈴木
商信・岩村道子・古田寿昭

3 J 5―14 プロテインキナーゼ C（PKC）活性の光制御（東邦大理）○得田
久敬・野口耕世・鈴木商信・岩村道子・古田寿昭

3 J 5―15 ケージドヌクレオシドの合成と光化学的特性（東邦大理）○田
辺哲史・渡辺貴嘉・松葉千枝・岩村道子・古田寿昭

3 J 5―16 ChemBIT（11）核酸を標的としたメソ無置換水溶性ポルフィリ
ンの合成（甲南大理工・甲南大 FIBER・甲南大 HRC）○辻本 智・村
嶋貴之・宮澤敏文・山田隆己・杉本直己

3 J 5―17＊ ChemBIT（12）核酸を標的とした β ―置換水溶性ポルフィリン
の合成と物性（甲南大理工・甲南大 FIBER・甲南大 HRC・愛媛大理）
○村嶋貴之・辻本 智・宮澤敏文・山田隆己・小野 昇・杉本直己

3月 28日午後

座長 吉沢 道人（13 : 00～14 : 00）
3 J 5―25＊ カチオン性フラーレン集合体の分子プログラムによる新規遺
伝子導入法の開発（東大院理・東大院医）○中西和嘉・磯部寛之・神野
茂樹・岡山博人・中村栄一

3 J 5―27 糖修飾した水溶性クロロフィル誘導体の合成と DNAとの相
互作用（慶大理工）○佐々木加奈・對間秀利・胡本俊亮・吉岡直樹・井
上秀成

3 J 5―28 メソ位にイミダゾリウム基およびヒドロキシフェニル基を有
するカチオン性ポルフィリンの合成と DNAとの相互作用（慶大理工）
○隅田 純・樋口靖展・吉岡直樹・井上秀成

3 J 5―29 メソ位にメチルピリジニウム基を二つ有する水溶性ポルフィ
リンの合成と DNAとの相互作用（慶大理工）○山本明彦・小山真也・
吉岡直樹・井上秀成

3 J 5―30 ブルシン包接結晶中における脂肪族アルコールの分子認識
（阪大院工・阪大 FRC）○渡部 毅・藤内謙光・宮田幹二

座長 吉岡 直樹（14 : 00～14 : 50）
3 J 5―31＊ フェロセン分子により連結されたイミダゾリル置換ポルフィ
リン三量体の大環状超分子組織体形成（奈良先端大物質・CREST）○
荘司長三・小夫家芳明

3 J 5―33 大環状ポルフィリン超分子組織体におけるゲスト分子の配位
挙動（奈良先端大物質・CREST）○岡田佐緒里・荘司長三・小夫家芳
明

3 J 5―34 広い π 共役系を持つ多座配位子の合成と π 系分子レセプタ
ーの設計（東大院工・CREST・名工大工）○熊澤和久・吉沢道人・山
野井慶徳・藤田 誠・大北雅一

3 J 5―35 自己組織化プリズム錯体の内部空孔における π 系分子の有
限集積（東大院工・CREST）吉沢道人○中川潤一・熊澤和久・長尾宗
樹・藤田 誠

座長 中辻 洋司（15 : 00～15 : 40）
3 J 5―37 胆汁酸誘導体のチャンネル型包接空間におけるキラル認識機
構―ゲスト分子の形に基づく考察（阪大院工・阪大 FRC）○油家一晃・
加藤和明・藤内謙光・宮田幹二

3 J 5―38 直交型水素結合ユニットを用いた分子の一次元配列制御（九
大院工）○杉本貴裕・佐田和己・新海征治

3 J 5―39 AOT逆ミセル系における光励起ビタミン Kに対する共存す
るビタミン C,Eの抗酸化反応の時間分解 EPRによる観測（愛媛大理）
中村美幸○小原敬士・濱田千晶・向井和男

3 J 5―40 キノリン骨格を有するエチレンジアミン誘導体の亜鉛イオン
選択的蛍光応答（奈良女大院人間文化・奈良女大共生セ）○若松元子・
矢野重信・三方裕司

糖

座長 西村 紳一郎（15 : 40～16 : 30）
3 J 5―41 簡便 α ―グリコシル化法を利用した生理活性グリセロ糖脂質
の立体選択的合成（名大院工）○中村高典・新宮佑子・西田芳弘・松田
和洋・小林一清

3 J 5―42＊ エンド型グリコシダーゼを用いた糖鎖合成反応（東北大院工）
○小林厚志・桑折道済・桑田英之・河上容子・細谷俊介・正田晋一
郎・渡邉剛史

3 J 5―44 酵素触媒重合によるセルロース―キチンハイブリッド多糖の
合成（京大院工）○国井 茂・巻口 健・大前 仁・正田晋一郎・小林
四郎

3 J 5―45 ケラタナーゼ II触媒重合による位置選択的硫酸化ケラタンの
合成（京大院工）○坂口和也・藤川俊一・大前 仁・小林四郎

座長 正田 晋一郎（16 : 30～17 : 20）
3 J 5―46 生分解性糖鎖高分子の酵素合成と機能評価（3）（名大院工）○
三浦佳子・和田夏子・大西玲子・小林一清

3 J 5―47 イオン性液体を利用した酵素反応と生体機能材料の開発（名
大院工）○大西玲子・三浦佳子・和田夏子・小林一清

3 J 5―48 新規フェロセン糖の合成研究（香川大教育・鳥取大工）○高木
由美子・大森光紗・伊藤敏幸

3 J 5―49 C―グリコシド結合を有する新規ジアミン配位子の開発（奈良
女大院人間文化・食品総合研究所・奈良女大共生セ）○稲葉陽子・森
岡三果・小野裕嗣・矢野重信・三方裕司

3 J 5―50 温度応答性糖ペプチドの合成と解析（名大院工）○三浦佳子・
柴田千絵理・小林一清

座長 小林 一清（17 : 20～18 : 00）
3 J 5―51 細胞に作らせる糖鎖ライブラリー（26）質量分析計を用いたオ
リゴ糖鎖の構造解析（慶大理工）○林 留美・山形達也・佐藤智典

3 J 5―52 細胞に作らせる糖鎖ライブラリー（27）糖―アミノ酸型プライ
マーによる O ―結合型糖鎖の伸長反応（慶大院理工）○八木有紀・水野
真盛・稲津敏行・佐藤智典

3 J 5―53 赤外領域円二色性（VCD）によるグリコシド結合の立体化学識
別（北大院理）○谷口 透・三浦信明・西村紳一郎・門出健次

3 J 5―54 等温滴定型カロリメトリーを用いた糖脂質間相互作用の解析
（九大院工）○市澤 豪・松浦和則・君塚信夫

3月 29日午前

座長 松原 輝彦（9 : 00～9 : 50）
4 J 5―01 シクロデキストリンに結合したフェニル基が及ぼすドキソル
ビシンとの会合作用（野口研・東京工芸大工）○山ノ井 孝・吉田直
道・小田慶喜・高橋圭子・服部憲治郎

4 J 5―02 芳香族基を有する C ―グリコシド―シクロデキストリンハイブ
リッド体の合成とその包接挙動（野口研・東京工芸大工）山ノ井 孝○
小田慶喜・高橋圭子

4 J 5―03 シュガーチップ：新規リンカー化合物の合成とそれを用いた
硫酸化オリゴ糖の固定化（鹿児島大院理工）○荒野明男・SOBEL, Mi-
chael・楠本正一・隅田泰生

4 J 5―04 蝶番糖を用いた蛍光センサーの開発（東工大院生命理工）○宮
川直房・藤井直彦・中谷匡利・橋本弘信・湯浅英哉

4 J 5―05 蛍光エネルギー移動を利用した糖転移酵素反応モニタリング
法の確立（北大院理）○前田哲宏・古池哲也・高谷健二・三浦信明・新
倉謙一・門出健次・西村紳一郎

座長 山ノ井 孝（9 : 50～10 : 40）
4 J 5―06 β 1―6／1―3グルカンオリゴマーの合成と生物活性（鹿児島大
院理工）岩田啓充○小久保 晋・山下伸二・木ノ内直美・奥 直人・
隅田泰生

4 J 5―07＊ 6位硫酸化 GlcNAc誘導体が示すシアリダーゼ阻害活性並び
に異常プリオン産生阻害活性（名大院工・北大獣医・産総研）○佐々木
健二・西田芳弘・神原実季恵・堀内基広・鵜沢浩隆・小林一清

4 J 5―09＊ 作用メカニズム制御に基づいた糖転移酵素阻害剤の分子設計
（北大院理）○高谷健二・古池哲也・三浦信明・門出健次・西村紳一郎

座長 隅田 泰生（10 : 40～11 : 20）
4 J 5―11 アスパラギン結合型糖鎖とユビキチンリガーゼ Fbs 1の相互
作用解析（理研・CREST）○萩原伸也・伊藤幸成

4 J 5―12 ラクトース修飾シゾフィランによる肝細胞特異的アンチセン
スデリバリー系の構築（九大院工・北九大工）○長谷川輝明・梅田真理
子・松本貴博・沼田宗典・水 雅美・甲元一也・穴田貴久・櫻井和
郎・新海征治
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4 J 5―13 末端に糖鎖を導入した新規MRI造影剤の合成とキャラクタ
リゼーション（静岡大 SVBL・静岡大院理工・静岡大工・浜松医大）○
小林正嗣・青島堅吾・於 剛・加藤辰徳・高橋雅樹・山下光司・阪原
晴海・竹原康雄

4 J 5―14 高マンノース型糖鎖を有する人工糖タンパク質の創製（理
研・CREST）○戸谷希一郎・松尾一郎・伊藤幸成

生命情報

座長 小宮山 真（11 : 20～11 : 50）
4 J 5―15 進歩賞受賞講演 プロテインスプライシングを利用した生細
胞内タンパク質の動態解析法（東大院理）小澤岳昌

3月 29日午後

座長 小宮山 真（13 : 00～13 : 20）
4 J 5―25 タンパク質スプライシング反応に基づく転写因子を介したタ
ンパク質間相互作用検出法の開発（東大院理）○菅野 憲・小澤岳昌・
梅澤喜夫

4 J 5―26 プロテインスプライシングを用いたペルオキシソーム局在タ
ンパク質同定法の開発（東大院理）○名取 穣・小澤岳昌・梅澤喜夫

座長 吉川 研一（13 : 20～14 : 20）
4 J 5―27＊ 2本鎖 DNAサンプルの直接 SNP測定（東大先端研）○任 斌
知・周 静敏・小宮山 真

4 J 5―29 長鎖 RNAからの選択的な小断片切り出しを利用した SNPs
解析（東大先端研）○笹山拓郎・葛谷明紀・小宮山 真

4 J 5―30 Magnetospirillum magneticumw AMB―1における野生株および
磁性細菌粒子形成能欠損株の遺伝子発現プロファイル比較解析（東農
工大工）○鈴木健之・岡村好子発表者 2・竹山春子・松永 是

4 J 5―31 磁性細菌粒子膜局在性タンパク質Mms 67のターゲット配列
の探索（東農工大工）○福田頼謙・岡村好子・竹山春子・松永 是

4 J 5―32 2 D―SPRを利用した細胞内リン酸化シグナル検出システムの
開発（九大院工・東洋紡績）○井上雄介・濱口祐三・園田達彦・稲盛和
紀・村田正治・片山佳樹

座長 小澤 岳昌（15 : 20～15 : 50）
4 J 5―33＊ ポリカチオンの非特異的相互作用で誘起される DNA高次構
造の ON／OFFスイッチング（京大理・CREST・名市大薬）○秋田谷龍
男・妹尾麻子・中井 唱・進藤恵理・櫨本紀夫・吉川研一

4 J 5―37＊ 超好熱始原菌 Thermococcus kodakaraensis KOD 1株のゲノム
解析（京大院工）○福居俊昭・金井 保・跡見晴幸・今中忠行

その他
4 J 5―39 海綿共在バクテリアのメタゲノムライブラリーの構築とその
解析（東農工大工）○大江健一・竹山春子・松永 是

4 J 5―40 光合成細菌 Rhodovulum sulfidophilum によるアスタキサンチ
ン生産のメタボリック・エンジニアリング（東農工大工）○向山大吉・
近藤 裕・竹山春子・松永 是

4 J 5―41 昆虫フェロモン・エルダノリドのフッ素化類似体における誘
引活性と分子構造との相関に関する計算化学的研究（鳥取大工）○早瀬
修一・伊藤敏幸

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月 26日午前

生体触媒反応
座長 塩路 幸生（10 : 00～11 : 00）

1 J 6―07 リン酸塩でリパーゼをコーティングすることによる有機溶媒
中でのエナンチオ選択性の著しい向上効果（神戸大発達科学）○湯元宏
美・廣島直美・森 修一・江原靖人・上地眞一

1 J 6―08 金属カチオン捕獲能を有するクラウンエーテル修飾リパーゼ
の酵素機能（神戸大発達科学）梅村 健○畑 千嘉子・森 修一・江原

靖人・上地眞一
1 J 6―09 化学修飾法と refolding現象を利用したリパーゼ機能改変のた
めの新規手法の開発（神戸大発達科学）○森 修一・橘 美樹・岡田直
士・江原靖人・上地眞一

1 J 6―10 Burkholderia cepacia lipase（BCL）の立体選択性加水分解反応機
構の検討（1）：第二級アルコールエステルの高い選択性の由来（滋賀県
立大工）○横田智明・篠原誠治・井上吉教・広原日出男

1 J 6―11 Burkholderia cepacia lipase（BCL）の立体選択性加水分解反応機
構の検討（2）：Phenoxy置換基を持つ第一級アルコールエステルのア
シル化過程から脱アシル化過程への律速段階の変化（滋賀県立大工）○
横田智明・篠原誠治・井上吉教・広原日出男

1 J 6―12 有機溶媒中におけるリパーゼのエナンチオ選択性を最適化す
る戦略～微量の水と反応温度の調節によるエナンチオ選択性の最適化
～（神戸大院自然科学・神戸大発達）○岡本 崇・江原靖人・上地眞一

座長 上地 真一（11 : 00～12 : 00）
1 J 6―13 リパーゼによる立体選択的アシル化反応における修飾―β ―シ
クロデキストリンの効果（福岡大）塩路幸生○倉内祥充・小寺 安・大
熊健太郎

1 J 6―14 リパーゼの立体選択性触媒作用：酸部分変化による加水分解
反応の動力学定数への効果（滋賀県立大工）○伊藤 望・谷川敦志・下
町康行・井上吉教・広原日出男

1 J 6―15 リパーゼによるグリセリン誘導体の不斉アシル化反応―エナ
ンチオ選択性に及ぼす置換基効果（香川大農）○本間 誠・松本直子・
川浪康弘

1 J 6―16 リパーゼにより優先的に触媒反応を受ける第一級アルコール
基質のエナンチオマーに関する経験則の修正：新ルールの樹立（滋賀
県立大工）谷川敦志・横田智明・下町康行○井上吉教・広原日出男

1 J 6―17 リパーゼによるアルキルヒドロキシホスフィンオキシドの光
学分割―リン原子上の立体選択性に及ぼすアルキル鎖長の影響―（福岡
大）塩路幸生○植山隆文・大熊健太郎

1 J 6―18 リパーゼによる酢酸エステルの加水分解反応における水溶性
有機溶媒添加効果：動力学パラメーターへの影響（滋賀県立大工）○吉
村雄樹・横田智明・井上吉教・広原日出男

3月 26日午後

座長 太田 博道（13 : 00～14 : 00）
1 J 6―25 Candida antarctica lipase B（CALB）の加水分解触媒作用機構：
エンタルピーあるいはエントロピー支配とアシル化過程における律速
段階の変化（滋賀県立大工）○谷川敦志・木村秀人・井上吉教・広原日
出男

1 J 6―26 Candida antarctica lipase B（CALB）の触媒作用機構：クロロ酢
酸エステルの高速加水分解反応の動力学的及び熱力学的検討（滋賀県
立大工）○下町康行・谷川敦志・土田哲也・井上吉教・広原日出男

1 J 6―27＊ ガイド付きマイクロ流路を用いた油水界面でのリパーゼ反応
の解析（東工大生命理工）○包 山虎・川崎剛美・岡畑恵雄

1 J 6―29 リパーゼ反応を経由した光学活性機能性分子の合成（岡山大
工）依馬 正○尾内希望・是永敏伸・酒井貴志

1 J 6―30 イソオキサゾリン類のリパーゼ光学分割における低温法の実
用化（岡山大工）○満冨 洋・是永敏伸・依馬 正・酒井貴志

座長 広原 日出男（14 : 00～15 : 00）
1 J 6―31 PEG担持炭酸エステルのエナンチオ選択的酵素加水分解（明
星大理工・慶大理工）○下条めぐみ・松本一嗣・太田博道

1 J 6―32 Neber反応による 3―フェニル―2 H―アジリン―2―酢酸誘導体の
合成及びリパーゼ光学分割による光学活性アジリジンへの誘導（岡山
大工）○劉 雨・是永敏伸・依馬 正・酒井貴志

1 J 6―33 リパーゼによるエノールエステルの不斉プロトン化における
温度効果（岡山大工）○酒井貴志・松田明子・是永敏伸・依馬 正

1 J 6―34 チオール・プロテアーゼを触媒とするペプチド合成（甲南大
理）宮澤敏文○堀元隆男・村嶋貴之・山田隆己

1 J 6―35 ファージライブラリーによるパパインの Phe要求基質の同定
（慶大理工・徳島大工）○松原輝彦・江本和嘉子・佐藤智典・川城克博

1 J 6―36 好熱性古細菌由来新規エステラーゼの単離精製（慶大理工）○
鈴木陽一・宮本憲二・太田博道

座長 依馬 正（15 : 10～16 : 00）
1 J 6―38 若い世代の特別講演会 クロロフィルを利用した生物工学的
光水素生産―水の光分解からバイオマスの利用へ―（大分大工）天尾 豊

1 J 6―41 微生物による 2級アルコールの酸化反応（明星大理工）○橋本
慶・松本一嗣
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1 J 6―42 新規アルコール酸化酵素の探索とその反応性（慶大理工）○平
野淳一郎・宮本憲二・太田博道

座長 浜田 博喜（16 : 00～17 : 00）
1 J 6―43 クロロフィル誘導体を光増感剤とした糖質系バイオマス由来
の光駆動型生物燃料電池の研究（大分大工）○竹内由美・天尾 豊

1 J 6―44 リンゴ酸酵素と亜鉛ポルフィリンを用いた光化学的リンゴ酸
合成（大分大工）○石川満枝・天尾 豊

1 J 6―45 クロロフィル aの光増感作用を利用した色素増感型太陽電池
に関する研究（大分大工）○青木啓子・天尾 豊

1 J 6―46＊ フェニルアラニンヒドロキシラーゼに関する理論的研究（九
大先導研）○塩田淑仁・吉澤一成

1 J 6―48 カルボニル還元酵素の大量発現系の構築とそれを用いた不斉
還元反応（岡山大工）依馬 正○矢ヶ崎秀雄・西川久美子・是永敏伸・
酒井貴志

座長 酒井 貴志（17 : 00～18 : 00）
1 J 6―49 藍藻（シアノバクテリア）によるカンファーキノンの還元（2）
（立教大理）○宇月原貴光・柴 文・加藤中英・中村 薫・堀内 昭

1 J 6―50 ランダム変異によるアリールマロン酸脱炭酸酵素（AMDase）
の機能改変（慶大理工）○寺尾陽介・宮本憲二・太田博道

1 J 6―51 α 位に親水性置換基を有するフェニルマロン酸の酵素的不斉
脱炭酸反応（慶大理工）○田村圭輔・寺尾陽介・宮本憲二・太田博道

1 J 6―52 イオン液体による酵素の安定化効果（鳥取大工）伊藤敏幸○韓
世輝・松下雄一・早瀬修一

1 J 6―53＊ 生体触媒を用いた α ―置換カルボン酸のデラセミ化反応（慶大
理工）○加藤太一郎・宮本憲二・太田博道

3月 27日午前

座長 宮澤 敏文（9 : 00～9 : 40）
2 J 6―01 植物変換によるヒノキチオール配糖体大量生産（岡山理大理）
浜田博喜○権 純一・福田恵介・古谷 力

2 J 6―02 2,3および 4フルオロフェノールの配糖化（岡山理大）○浜田
博喜・北谷研吾・安田有利・近藤陽子・瀧村純一・古谷 力

2 J 6―03 高等植物のアポトーシスで活性化されるシステインプロテア
ーゼ（広島大院理）○松山健太郎・泉 俊輔・平田敏文

2 J 6―04 ツキヌキユーカリ培養細胞による（＋）―catechinの変換（岡山
理大理）○浜田博喜・大谷修一・古谷 力

メディカルバイオテクノロジー

座長 宇田 泰三（9 : 40～10 : 20）
2 J 6―05 DNAと合成高分子を複合化した DNA応答性コンジュゲート
ハイドロゲルを用いた遺伝子検出（理研バイオ工学）○村上義彦・前田
瑞夫

2 J 6―06 バイオナノ磁性粒子を用いた底面分離型全自動 SNP検出シ
ステムによる骨粗鬆症感受性遺伝子多型の検出（東農工大工）○丸山浩
平・根本越男・依田 聖・竹山春子．・松永 是

2 J 6―07 生細胞内でのアンドロゲンアゴニストとアンタゴニストを識
別できるタンパク質蛍光プローブの開発と応用（東大院理・CREST）
○李 顕粉・佐藤守俊・梅澤喜夫

2 J 6―08 生きたマウス個体内での男性ホルモン様化学物質の刺激によ
るアンドロゲンリセプタ―の核内移行の非侵襲可視化分析（東大院理・
CREST）○金 誠培・小澤岳昌・梅澤喜夫

座長 小澤 岳昌（10 : 20～11 : 10）
2 J 6―09 アミノペプチダーゼ Nを標的とする蛍光プローブの合成と細
胞イメージングへの応用（京大院工）○張 周恩・田邊一仁・原田
浩・森鳰章代・八田博司・平岡真寛・西本清一

2 J 6―10 がん細胞イメージングプローブとしての量子ドット―葉酸共
役化合物の合成（京大院工）○平田 直・張 周恩・田邉一仁・八田博
司・西本清一

2 J 6―11 マウス ES細胞における糖尿病関連遺伝子改変法の検討（東農
工大工）○斉藤美佳子・稲垣暢也・小倉淳郎・丹羽仁史・松岡英明

2 J 6―12＊ トポイソメラ―ゼ II阻害活性を持つ光応答性ポリアミン・コ
ンジュゲ―ト（理研中央研）○岩田正彰・今瀬禎宏・和田達夫

座長 前田 瑞夫（11 : 10～12 : 00）
2 J 6―14 ケモカインレセプター CCR 5ペプチドに対する天然型抗体酵
素（広島県大生物資源）○山口真史・光田有希恵・一二三恵美・宇田泰
三・山本直樹

2 J 6―15 Influenza A型 Hemagglutininの保存領域に対するモノクロー
ナル抗体の作製と抗体軽鎖の抗原分解活性（広島県大生物資源）○城平
直樹・一二三恵美・宇田泰三

2 J 6―16＊ Helicobacter pylori菌ウレアーゼを認識する抗体 HpU―9およ
び―18軽鎖のプロテアーゼ活性（広島県大生物資源）○一二三恵美・山
田由紀子・宇田泰三

2 J 6―18 HIV感染細胞におよぼす電位印加の影響（熊本大医）○冨永昌
人・熊谷エツ子・原田信志

3月 27日午後

脂質・生体膜
座長 菊池 純一（14 : 00～14 : 50）

2 J 6―31 ドデカペプチド（H 12）結合小胞体による血小板凝集作用（早
大理工）○前川一平・寺村裕治・岡村陽介・武岡真司・西出宏之

2 J 6―32 ヘモグロビン小胞体のメト化抑制および in vivo評価（早大理
工）○久保田恒平・寺村裕治・武岡真司・西出宏之・土田英俊

2 J 6―33 pH依存性伝導度を示すレゾルシン 4量体イオンチャネル（奈
良先端大物質・CREST）陳 文華○西川昌則・譚 頌徳・山村美香・
佐竹彰治・小夫家芳明

2 J 6―34 3本の疎水鎖と 2つの糖親水基をもつ両親媒性化合物の水中
での会合挙動（阪大院工）○田中利樹・木田敏之・中辻洋司・明石 満

2 J 6―35 リポソーム内膜に結合した DNAフラグメントの重合反応（東
大院総合）○庄田耕一郎・菅原 正

座長 佐藤 智典（15 : 00～16 : 00）
2 J 6―37 糖型バイオサーファクタントを含有するリポソームの構造と
物性（産総研環境調和）○井村知弘・大平純子・酒井秀樹・阿部正彦・
柳下 宏・北本 大

2 J 6―38 リポソーム中における一重項酸素による不飽和脂肪酸の酸化
分解（桐蔭横浜大）○石田 有・徳岡由一・川島徳道

2 J 6―39 ストレス負荷条件における Transglutaminaseによるアミロイ
ド性タンパク質の架橋反応に及ぼすリポソーム共存効果（阪大院基礎
工）○馬越 大・吉本則子・久保井亮一

2 J 6―40＊ セラソーム上での分子間コミュニケーションを利用した分子
デバイスの構築（奈良先端大院物質）○佐々木善浩・山田真希・橋詰峰
雄・池田篤志・菊池純一

2 J 6―42 擬似体液中におけるベシクル型有機―無機ナノハイブリッド
「セラソーム」の特性評価（奈良先端大院物質）○堀井裕之・橋詰峰雄・
池田篤志・菊池純一・上高原理暢・大槻主税・谷原正夫

座長 富崎 欣也（16 : 00～17 : 00）
2 J 6―43＊ 有機―無機ナノハイブリッド「セラソーム」の分子カプセル
機能（奈良先端大院物質）○橋詰峰雄・大槻理志・馬渕将良・池田篤
志・菊池純一

2 J 6―45 光合成膜でのアンテナ系タンパク質／色素（LH 2）複合体の組
織化（名工大院工）○末守良春・篠原 清・永田衞男・出羽毅久・南後
守

2 J 6―46 光合成膜でのアンテナ系（LH 1）・コア複合体の自己組織化
（名工大院工）○永田衞男・末守良春・梶原典明・篠原 清・出羽毅
久・南後 守

2 J 6―47 光合成膜でのアンテナ系膜タンパク質／色素複合体（LH 1）の
自己組織化（名工大院工）○中川勝統・西村絵美・出羽毅久・柳 和
宏・橋本秀樹・南後 守

2 J 6―48 B 16細胞由来の脂質成分により形成された糖脂質マイクロド
メインの観察（慶大理工）○飯島一智・松原輝彦・佐藤智典

3月 28日午前

座長 佐々木 善治（9 : 00～9 : 50）
3 J 6―01 脂質二分子膜ドメイン中でのアンテナ系色素／膜タンパク質
集合体の組織化（名工大院工）○出羽毅久・吉田清貴・中尾祥章・杉本
美久・山下啓司・南後 守

3 J 6―02 表面プラズモン共鳴装置を用いた脂質二重膜系における膜親
和性分子の特異的相互作用の解析（東大院理・CREST）○國島崇嗣・
橘 和夫

3 J 6―03 金基板上での自己集合膜を用いた膜タンパク質再構成系の構
築（東大院理）○荒木真由美・福沢世傑・橘 和夫

3 J 6―04 アミロイドペプチド類の混合糖脂質単分子膜への吸着凝集挙
動（東工大院生命理工・CREST）○浅岡健太郎・川崎剛美・三原久
和・岡畑恵雄
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3 J 6―05 バイオナノ磁性粒子の膜改変による膜貫通型ペプチドアンカ
ーの挿入選択性の評価（東農工大工）田中 剛○國立典子・竹山春子・
松永 是

細胞

座長 松岡 英明（9 : 50～10 : 50）
3 J 6―06 IRES機能を利用した翻訳制御システムの構築（東工大院生命
理工）○妙摩博美・舟橋久景・三重正和・柳田保子・小畠英理

3 J 6―07 TAT―プロテイン A融合タンパク質を利用した特定タンパク
質の細胞内導入法の開発（東工大院生命理工）○森 和人・三重正和・
小畠英理

3 J 6―08 ビオチン―アビジン相互作用を利用した核内移行タンパク―プ
ラスミド DNAコンジュゲート体形成（阪市大院工）○長崎 健・川津
猛・玉垣誠三

3 J 6―09 インポーティン β を用いたプラスミド DNAの核内輸送促進
（阪市大院工）○川津 猛・長崎 健・玉垣誠三

3 J 6―10 6―アミノ―6―デオキシキトサンの哺乳類細胞への遺伝子導入
活性評価（阪市大院工）○佐藤 琢・長崎 健・坂入信夫・新海征治

3 J 6―11 先鋭化 AFM探針による細胞操作における力学解析（産総研テ
ィッシュエンジニアリング研究セ・東農工大工）○小幡谷育夫・中村
史・韓 成雄・中村徳幸・三宅 淳

座長 長崎 健（10 : 50～11 : 40）
3 J 6―12 先鋭化 AFM探針による細胞操作における侵襲性評価（東農工
大工・産総研ティッシュエンジニアリング研究セ）○韓 成雄・中村
史・小幡谷育夫・中村徳幸・三宅 淳

3 J 6―13＊ ハイスループットマイクロインジェクションを目指す要素技
術開発（東農工大工）駒崎太夢・向井嘉子・斉藤美佳子・小曾根郁子○
松岡英明

3 J 6―15 チラコイド膜と酸化還元酵素を固定化した金表面の表面プラ
ズモン励起による反応（京都府立大人間環境）○石田昭人・竹田津 悠

3 J 6―16 マウス ES細胞から心筋への分化に及ぼす人参含有成分の効
果（東農工大工）○佐々木俊也・斉藤美佳子・小曾根郁子・丹羽仁史・
松岡英明

座長 中村 徳幸（11 : 40～12 : 30）
3 J 6―17 水性二相分配デバイスを用いた血液細胞の分離（北陸先端大
院材料）○塚本匡俊・中田将夫・山村昌平・森田資隆・高村 禪・民
谷栄一

3 J 6―18＊ 深海魚コンゴウアナゴ細胞の高圧耐性の検討（海洋科技セ）○
小山純弘・小林広美・三輪哲也・相澤益男

3 J 6―20＊ 超好熱始原菌を用いた水素連続生産系の構築（京大院工・大
陽東洋酸素技研）○金井 保・中島昭人・大森良幸・飯田 匠・今中
洋行・福居俊昭・跡見晴幸・今中忠行

3月 28日午後

環境バイオテクノロジー・食品バイオ
テクノロジー・バイオセンサー
座長 隅田 泰生（13 : 20～14 : 10）

3 J 6―27 微生物変換を利用した位置選択的炭酸固定反応による．
gamma．―レゾルシン酸の合成（早大理工）石井義孝・成松由規・草井
啓・木野邦器○桐村光太郎

3 J 6―28 γ ―レゾルシン酸の酵素的合成を目的とした新規な脱炭酸酵素
の精製および諸性質の検討（早大理工）○石井義孝・成松由規・岩崎勇
一郎・木野邦器・桐村光太郎

3 J 6―29＊ 脱水素酵素を用いた酵素スイッチ（富山大工）○鈴木正康・山
本一良・入部康敬

3 J 6―31 耐熱性グルコース脱水素酵素を用いた生物燃料電池の開発
（東農工大工）早出広司○筧 典子・湯橋紀子・奥田順子

座長 石田 昭人（14 : 10～15 : 00）
3 J 6―32＊ アスコルビン酸ブロック電極のグルコースセンサーへの応用
（創価大工）○久保いづみ・前原信義

3 J 6―34 甲状腺ホルモンレセプター固定化電極による高速リガンド分
析（九大院）○黒木慎一郎・矢野健太郎・片山佳樹・村田正治

3 J 6―35 エバネッセント波光計測を利用する標的オリゴ DNAのリア
ルタイムセンシング（富山大工・岡山大工）○篠原寛明・平野瞳子

3 J 6―36 細胞膜モデルシステムによる環境ホルモンセンサー（創価大
工）○中根優子・久保いづみ

座長 民谷 栄一（15 : 00～16 : 00）
3 J 6―37 光波長サイズの金薄膜ウェルを用いた超高密度蛍光免疫・遺
伝子分析（京都府立大人間環境）○藤井亜矢子・石田昭人

3 J 6―38 マルトースおよびラクトースを集合化して固定化したシュガ
ーチップを用いたレクチン蛋白質の相互作用解析（鹿児島大院理工）○
隅田泰生・上谷昌稔・久保美奈・岸本裕子・西村知晃・荒野明男

3 J 6―39 DNAプローブを用いた分子間相互作用解析法の開発（東工大
院生命理工）○生方路人・舟橋久景・三重正和・相澤益男・小畠英理

3 J 6―40＊ 生細胞内での蛋白質間相互作用の時空間可視化解析法（東大
院理・CREST）○貝原麻美・梅澤喜夫

3 J 6―42 ChemBIT（17）架橋剤ライブラリーを用いるインプリント人工
レセプターの構築（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）○上高
原康弘・松井 淳・玉置克之・杉本直己

座長 桐村 光太郎（16 : 00～16 : 50）
3 J 6―43 ChemBIT（18）ラショナル設計とインプリンティングの融合手
法による ATPレセプターの構築（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大
FIBER）○永野淳二・松井 淳・玉置克之・杉本直己

3 J 6―44 ChemBIT（19）金ナノ粒子固定化インプリント高分子ゲルを用
いた SPRセンサーチップの構築（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大
FIBER）○原 典昭・松井 淳・赤松謙祐・縄舟秀美・玉置克之・杉
本直己

3 J 6―45 水素生成フロー型バイオチップの開発（北陸先端大院材料）○
吉田道子・山村昌平・森田資隆・高村 禪・富山雅光・民谷栄一

3 J 6―46 環境中のダニ抗原の定量測定（CREST・JST・慶大理工）○本
田亜希・鈴木孝治

3 J 6―47 N―Acetyl―L―Cystein単分子膜を被覆した QCMセンサーによ
るアミノ酸の光学分割（九産大工）○宮本晋弥・金沢厚志・満生慎二・
境 正志

座長 早出 広司（16 : 50～18 : 00）
3 J 6―48 ヒト，魚類エストロゲンレセプター発現バイオナノ磁性粒子
を用いた各種エストロゲン様化学物質のレセプター結合解析（東農工
大工）○加藤福一・吉野知子・竹山春子・中井 誠・鈴木康之・松永
是

3 J 6―49＊ 新規好熱性脱硫細菌の機能解析と軽油の超深度脱硫への応用
（早大理工）○古屋俊樹・石井義孝・木野邦器・桐村光太郎

3 J 6―51 窒素固定菌を用いた荒漠地における新農法（千葉工大工）杉山
雄一○滝口泰之・山口達明

3 J 6―52 グルタチオン S―トランスフェラーゼ（GST）活性促進物質の天
然物におけるスクリーニング（岡山理大理）浜田博喜○川西秀樹

3 J 6―53＊ 多孔質セルロースを用いた新規微生物培養法（海洋科技セ）○
出口 茂・津留美紀子・沈 一紅・辻井 薫・伊藤 進・掘越弘毅

高分子

3月 26日午前

機能性高分子（バイオメディカル）
座長 秋吉 一成（9 : 30～10 : 20）

1 J 7―04 ポリグリシドールを用いた分岐型ポリ乳酸の合成および生分
解性材料としての評価（関西大工）大矢裕一○市村俊介・三成哲司・大
内辰郎

1 J 7―05 ポリリシン―ポリ乳酸 ABジブロック共重合体の合成とその
集合体形成能（関西大工）大矢裕一○宮本隆正・有村英俊・大内辰郎

1 J 7―06 鋭敏な刺激応答性を有する共重合体の合成と機能評（II）分子
構造を考慮した刺激応答性高分子の構築（鹿児島大院理工）○山元和
哉・古藤 蘭・米倉裕貴・青柳隆夫

1 J 7―07 温度応答性を有する脂肪族ポリエステルの機能評価（II）（鹿児
島大院理工）○山元和哉・中島由美子・平瀬昌平・青柳隆夫

1 J 7―08 サイトカインの賦活能を有したスルホン化ポリ（γ ―グルタミ
ン酸）の塩基性繊維芽細胞増殖因子との相互作用の解析（鹿児島大院
工・阪大院工）○松崎典弥・芹澤 武・明石 満
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座長 大矢 裕一（10 : 20～11 : 20）
1 J 7―09 刺激応答性アンチセンス ODNによる遺伝子発現制御（九大院
工）○佐藤嘉邦・穴田貴久・加来 亘・前田瑞夫・片山佳樹・村田正
治

1 J 7―10 プロテインキナーゼシグナル応答型遺伝子転写制御システム
（九大院システム生命科学）○大石 潤・河村健司・伊藤悦子・園田達
彦・村田正治・片山佳樹

1 J 7―11 リン酸化シグナル応答型ナノゲル微粒子（九大院工）○野上貴
司・園田達彦・村田正治・秋吉一成・片山佳樹

1 J 7―12 両末端水酸基化ポリラクチドとジイソシアネートとのウレタ
ン結合による鎖拡張反応（広島大院工）○中野彰大・木村和仁・中山祐
正・安田 源

1 J 7―13 両末端官能基化 PLLAの合成とその鎖拡張反応（広島大工）○
山口 亮・池本央輔・中山祐正・安田 源

1 J 7―14 希土類テトラヒドロボレート錯体を用いた両末端水酸基化ポ
リラクチドの合成（広島大院工）○奥田修士・中山祐正・安田 源

機能性高分子（膜・分離）

座長 片山 佳樹（11 : 20～11 : 50）
1 J 7―15 シクロデキストリンを機能性モノマーに用いたアミノ酸誘導
体のインプリント機構の解析（東大先端研）○大澤 友・菱谷隆行・白
坂和美・松井貴彦・浅沼浩之・小宮山 真

1 J 7―16 高結晶化した生分解性ポリエステル超薄膜（鹿児島大院理工）
○有川雄也・芹澤 武・向瀬 峰・木村良晴・明石 満

1 J 7―17 高分子超薄膜により表面ナノコートされたハイドロゲルの膨
潤特性評価（鹿児島大院理工）○坂口博一・芹澤 武・明石 満

3月 26日午後

座長 宮田 隆志（13 : 00～14 : 00）
1 J 7―25 フッ素樹脂膜を基材とした α ―メチルスチレンとビニルケト
ンの放射線グラフト共重合によるイオン交換膜の合成（原研高崎）○堤
悟・塚田淳一・八巻徹也・浅野雅春・片貝良一・吉田 勝

1 J 7―26 高速重イオン照射によるフッ素系高分子イオン穿孔膜の作製
（原研高崎）○小曽根雄一・廣木章博・八巻徹也・浅野雅春・久保田
仁・吉田 勝

1 J 7―27 イオン穿孔形成に及ぼす γ 線照射の影響（原研高崎）○廣木章
博・浅野雅春・八巻徹也・吉田 勝

1 J 7―28 燃料電池用架橋ポリテトラフルオロエチレン膜から合成され
た高分子電解質膜の構造解析（原研高崎）○井上 豊・八巻徹也・浅野
雅春・久保田 仁・吉田 勝

1 J 7―29 ポリアミドスルファミド酸の合成とプロトン伝導（早大理工）
○森下直樹・多胡貴広・西出宏之

1 J 7―30 コバルトポルフィリン錯体を含有したナフィオン膜の作成と
酸素促進輸送（早大理工）○庄司雅己・篠原浩美・西出宏之

機能性高分子（ゲル）

座長 青柳 隆夫（14 : 00～14 : 50）
1 J 7―31＊ ペプチド会合体による刺激応答性基質取り込み場を有する機
能性高分子の分子設計（名工大）○山下啓司・浜岡悟史・寺田洋平・出
羽毅久・南後 守

1 J 7―33＊ 分子インプリント法を用いたビスフェノール A応答性ゲルの
膨潤特性（関西大工）○宮田隆志・西畑 武・浦上 忠

1 J 7―35 高分子ゲルネットワークの磁場配向における温度効果（信州
大理）○大塚伊知郎・尾関寿美男

座長 山下 啓司（15 : 00～15 : 30）
1 J 7―37 TIPS法で合成する高速熱応答性ヒドロキプロピルセルロー
スゲル（宇都宮大工・カンザス大）○加来尚美・杉山雅英・諸星知広・
池田 宰・Gehrke, Stevin H.・加藤紀弘

1 J 7―38 物理架橋したポリ（N―イソプロピルアクリルアミド／メタクリ
ル酸）ゲルの熱応答特性（宇都宮大工）加藤紀弘○仁平淳史・大比良由
紀絵・諸星知広・池田 宰

1 J 7―39 両親媒化ポリ（γ ―グルタミン酸）ハイドロゲルの環境応答（鹿
児島大院理工）○下栗大器・金子達雄・明石 満

機能性高分子（生体高分子）

座長 明石 満（15 : 30～16 : 30）

1 J 7―40＊ アクリジンテトラマー（TAP）を利用した新規遺伝子検出法
（九大院工）○野島高彦・水城圭司・竹中繁織

1 J 7―42＊ 多糖シゾフィラン―核酸相互作用を用いた新規メッセンジャ
ー RNA分離システムの開発（福岡県工技セ生食研・科技機構
SORST・北九大院工・九大院工）○木村太郎・別府亜希子・櫻井和
朗・新海征治

1 J 7―44 キトサンとケトアルデヒドとの反応の選択性（鳥取大工・鳥
取大生命機能研セ）○加賀出穂・岸元 奨・森本 稔・斎本博之・重
政好弘

1 J 7―45 ポリエステル類の分解におけるシクロデキストリンの効果
（阪大院理）○高島義徳・大崎基史・原田 明

機能性高分子

座長 赤木 和夫（16 : 30～17 : 00）
1 J 7―46 若い世代の特別講演会 ホウ素原子の特性を活かした π ―共
役系高分子，イオン伝導性高分子の設計（東農工大工）松見紀佳

機能性高分子（その他）

座長 加藤 紀弘（17 : 00～18 : 00）
1 J 7―49＊ On―Offスイッチング機能を持つ新規自励振動型高分子（東大
院工）○原 雄介・吉田 亮

1 J 7―51＊ イソチオシアナト基を有するシランカプラ―（ASPI）―ポリアリ
ルアミン付加体からの機能性アルコールの徐放（関東学院大工）○永田
智亮・吉田昌史・山本 保

1 J 7―53 RAFT型リビングラジカル重合による温度と pHに応答性を
示すブロック共重合体の構築（姫路工大学・福井工大学）○島田善彦・
遊佐真一・山本統平・森島洋太郎

1 J 7―54 pH応答性単一高分子ミセルの構造が応答性に及ぼす影響（姫
路工大学・福井工大学）○佐々木彩女・遊佐真一・山本統平・森島洋
太郎

3月 27日午前

機能性高分子（高分子触媒）
座長 高田 十志和（9 : 00～9 : 40）

2 J 7―01 Helicobacter pylori菌 Ureaseの active siteに対する抗体 UA―15
軽鎖のペプチダーゼ活性（広島県大生物資源）○矢野 剛・一二三恵
美・宇田泰三

2 J 7―02＊ 鉄チオフリルポルフィリンの重合薄膜を用いた活性酸素種の
定量検出（東理大理工・東理大界面科研）○小柳津研一・石川満寿英・
江口勝哉・小林朋広・筒井 暁・豊田裕次郎・山口有朋・湯浅 真

2 J 7―04 可逆反応を利用した分子インプリントポリマーの合成とその
エナンチオ認識能（阪府大院工）○小池佳史・木原伸浩・水野一彦

座長 木原 伸浩（9 : 40～10 : 20）
2 J 7―05 らせん構造をもつ高分子金属サレン錯体を触媒とする不斉シ
クロプロパン化反応（東工大院理工）○前田壮志・古荘義雄・高田十志
和

2 J 7―06 フェニルアゾメチンデンドリマーの精密金属集積とレドック
ススイッチ機能（慶大理工）○有本祥子・今岡享稔・山元公寿

2 J 7―07＊ フェニルアゾメチンデンドリマーを用いた白金クラスターの
合成と酸素還元（慶大理工）○榎 修・今岡享稔・山元公寿

機能性高分子（電気・電子・磁気）

座長 大野 弘幸（10 : 20～11 : 00）
2 J 7―09＊ 高速電子移動材料の設計（慶大理工）○西海豊彦・樋口昌芳・
山元公寿

2 J 7―11＊ 金属集積能を有するポリフェニレンビニレンの合成と機能
（慶大理工）○木本篤志・政近桐子・趙 俊相・山元公寿

座長 山元 公寿（11 : 00～12 : 00）
2 J 7―13＊ 自己組織化による集積型スピンクロスオーバー錯体の創成：
相転移による磁性状態のスイッチェング（科学技術振興機構・相田ナ
ノ空間プロ）○藤ヶ谷剛彦・江 東林・相田卓三

2 J 7―15 塩基のアルキル化を経由する DNAのイオン液体化（東農工
大）○西村直美・大野弘幸

2 J 7―16 イオン伝導性 DNAフィルムを用いた全固体型エレクトロク
ロミックデバイスの作成（東農工大工）○柿部剛史・西村直美・大野弘
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幸
2 J 7―17 剛直フェニレンデンドロン側鎖を持つポリ（p―フェニレンビ
ニレン）の蛍光挙動（信州大繊維）○佐藤元紀・木村 睦・鈴木正浩・
英 謙二・白井汪芳

2 J 7―18 両親媒性高分子の末端に導入した金属フタロシアニン錯体の
自己組織化（信州大繊維）○植木宏之・木村 睦・鈴木正浩・英 謙
二・白井汪芳

3月 27日午後

座長 英 謙二（13 : 00～14 : 00）
2 J 7―25＊ 環境調和型電子材料用高分子：ケイ素―ボラジンポリマー（産
総研・ASET）○内丸祐子・井上正巳・柳沢 寛

2 J 7―27＊ トリアリールアミンを置換したMEH―PPVの合成と有機 EL
特性（早大理工）○梁 福順・夫 勇進・城戸淳二・西出宏之

2 J 7―29 水を多量に含む多糖類固体中のイオン伝導性（茨城大理）○上
野寛仁・遠藤祐香・金子正夫

2 J 7―30 多糖類含水固体中の自己拡散と対流による分子輸送（茨城大
理）○後閑寛彦・金子正夫

座長 西出 宏之（14 : 00～14 : 50）
2 J 7―31 環状ポリフェニルアゾメチンの構造とレドックス特性の制御
（慶大理工）○樋口昌芳・金澤洋彦・山元公寿

2 J 7―32 フェニルアゾメチン―カルバゾール複合デンドリマー（慶大理
工）○木本篤志・趙 俊相・樋口昌芳・山元公寿

2 J 7―33 フェロセン修飾デンドリマーのイオンセンシング（慶大理工）
○鈴木真奈・中島玲奈・樋口昌芳・山元公寿

2 J 7―34 液晶流動重合法による高配向ヘリカルポリアセチレンの合成
（筑波大物質工）○松下哲士・森 泰蔵・朴 光哲・京谷睦征・赤木和
夫

2 J 7―35 磁場中における不斉液晶反応場での垂直配向ヘリカルポリア
セチレンの合成（筑波大物質工）○松下高之・高 文柱・朴 光哲・京
谷睦征・赤木和夫

座長 金子 正夫（15 : 00～16 : 00）
2 J 7―37 cis―，trans―ジフェニルアミニウムスチルベンの合成と磁性
相関（早大理工）○高山昭弘・福崎英治・西出宏之

2 J 7―38 n 型レドックス特性を示すポリ（ニトロキシドラジカル）の合
成（早大理工）○笠鳥晋司・須賀健雄・夫 勇進・西出宏之

2 J 7―39 ポリ（ジアニシルアミニウムアセチレン）合成とスピン整列
（早大理工）○宮島大輔・村田英則・西出宏之

2 J 7―40 レッドクス性高分子ナノシートを用いた光駆動型論理演算素
子の作製（東北大多元研）○松井 淳・阿部健一・三ツ石方也・青木
純・宮下徳治

2 J 7―41 ビナフチル骨格を有する光学活性オリゴ炭酸エステルの合成
と蛍光挙動（4）。高分子マトリックス中の蛍光挙動（阪府大院工）○久
留飛航平・古荘義雄・木原伸浩・水野一彦・高田十志和

2 J 7―42 スピロピランを分散固定した高分子サルコミン膜における酸
素吸脱着の光照射による可逆的変化（東京電機大工）○織田詞久・田中
俊行・鈴木隆之

座長 宮下 徳治（16 : 00～16 : 50）
2 J 7―43 感熱性スピロピラン共重合体の水中における光可逆的錯形成
（東京電機大工）○加藤龍哉・鈴木隆之

2 J 7―44 塩基増殖性アルコキシシランとテトラエトキシシランとの共
重縮合体と光塩基発生剤からなる光反応性材料の性質（東理大理工）○
森川雄市・有光晃二・郡司天博・阿部芳首・市村國宏

2 J 7―45 365 nm光に感光する光反応性塩基増殖型オリゴシロキサン
の合成と性質（東理大理工）有光晃二○小林 洋・郡司天博・阿部芳
首・市村國宏

2 J 7―46 側鎖に光応答性ジチエニルエテン部位を有した光スイッチン
グ共役系高分子（筑波大）○田村和也・早坂裕之・赤木和夫

2 J 7―47 側鎖にポルフィリンを有するポリフェニルイソシアニドの合
成と光化学的性質（阪大産研）○児玉大輔・武井史恵・鬼塚清孝・高橋
成年・真嶋哲朗

座長 有光 晃二（16 : 50～17 : 30）
2 J 7―48 ポリビニルカルバゾール―フェニルアゾメチンデンドリマー
を用いた ELデバイス（慶大理工）○松浦有吾・木本篤志・趙 俊相・
樋口昌芳・山元公寿

2 J 7―49 アントラセンをビルディングブロックとした光捕集デンドリ
マーの分子内蛍光共鳴エネルギー移動（静岡大院理工研・静岡大工）高

橋雅樹○守本浩直・鈴木洋輔・山下光司
2 J 7―50 光架橋性ポリマーによるメソポーラスシリカ薄膜の光配向制
御（名大院工）○福本晴彦・永野修作・川月喜弘・関 隆広

2 J 7―51 ガンマ線照射による燃料電池用電解質膜の開発（原研高崎）陳
進華○浅野雅春・八巻徹也・吉田 勝

高分子

3月 26日午前

高分子構造・物性
座長 武田 邦彦（9 : 30～10 : 30）

1 J 8―04＊ X線回折の温度変化測定による Poly（hydroxyalkanoate）の構
造・物性評価（関西学院大理工）○佐藤春実・森 克仁・村上留美・高
橋 功・寺内 暉・廣瀬文信・千田健一・野田勇夫・尾崎幸洋

1 J 8―06 赤外・ラマン分光法による poly（hydroxyalkanoate）の熱的挙動
の研究（関西学院大理工）○村上留美・佐藤春実・Adchara, Padam-
shoke・廣瀬文信・千田健一・野田勇夫・尾崎幸洋

1 J 8―07 振動分光法を用いた生体適合性高分子の分子構造研究［1］poly
（2―hydroxyethyl methacrylate）（PHEMA）の ATRスペクトルについて
（関西学院大理工）○森田成昭・尾崎幸洋

1 J 8―08 リグノパラクレゾールの溶液中における光化学反応メカニズ
ム（東北大多元研・三重県科技セ工研）○手老省三・立川貴士・伊藤冬
樹・小西和頼

1 J 8―09 リグノパラクレゾールとその複合プラスチックフィルムの光
化学反応に関する EPR研究（三重県科技セ工研・東北大多元研）○小
西和頼・林 一哉・伊藤冬樹・生駒忠昭・手老省三

座長 尾崎 幸洋（10 : 30～11 : 20）
1 J 8―10＊ 分解生成物分析と高分子の燃焼性（名大院工・芝浦工大院工）
○石川朝之・牧 育広・木田伸也・越塚朋和・武田邦彦

1 J 8―12 高分子の燃焼機構における酸化開始反応（名大院工・芝浦工
大院工）○牧 育広・木田伸也・越塚朋和・石川朝之・武田邦彦

1 J 8―13 高分子の分解速度と燃焼熱量（名大院工・芝浦工大院工）○木
田伸也・牧 育広・越塚朋和・石川朝之・武田邦彦

1 J 8―14 スチレン―ブタジエンブロック共重合体／有機溶媒界面を用い
たミクロ相分離構造の原子間力顕微鏡観察（中央大院理工）○平野尚
志・新藤 斎

座長 手老 省三（11 : 20～12 : 10）
1 J 8―15 主鎖共役型有機ホウ素ポリマーの発光スペクトル（NTT物性
研・京大 IIC・京大院工）○藤野正家・山雄健史・藤田静雄・松元
深・中條善樹

1 J 8―16 フェニルアゾメチンのデンドリマー構造体（慶大理工）○田中
玲子・今岡享稔・山元公寿

1 J 8―17 4,3’―ジクロロホルミルジフェニルエーテルを酸成分とするア
ラミドの合成とその物性（山梨大工）平井 幹○坂本裕子・角田光明・
津司衣利子

1 J 8―18 多孔性超薄膜を用いる高分子鎖間親和定数の評価（鹿児島大
院理工）○芹澤 武・野口克洋・濱田謙一・明石 満

1 J 8―19 ラージスケール高度制御熱分解装置による新規末端反応性オ
リゴマーの調製（日大理工）○佐々木大輔・鈴木義弘・澤口孝志・萩原
俊紀・矢野彰一郎

3月 26日午後

高分子合成（重縮合・重付加）
座長 鬼塚 清孝（13 : 10～14 : 00）

1 J 8―26 若い世代の特別講演会 潜在性フェノール樹脂の創製と機能
材料への応用（金沢大工）小西玄一

高分子合成（ブロック・グラフト共重合）
1 J 8―29＊ アルコキシアミンのラジカル交換反応を利用した動的グラフ

お 知 ら せ

342 化学と工業 第 57巻 第 3号（2004）



ト化反応（九大先導研・九大院工）○大塚英幸・檜垣勇次・高原 淳

座長 大塚 英幸（14 : 00～14 : 50）
1 J 8―31 アントラセンをビルディングブロックとしたデンドリマーの
合成とその電荷移動錯体形成（静岡大工・静岡大院理工）高橋雅樹○鈴
木洋輔・守本浩直・山下光司

1 J 8―32 片末端官能基化ポリオレフィンを利用した新規ブロック共重
合体の合成（日大理工）○森 宏生・澤口孝志・萩原俊紀・矢野彰一郎

1 J 8―33 片末端反応性スチレンオリゴマーを用いた両親媒性共重合体
の合成と物性（日大理工）○斉藤雄太・小高めぐみ・澤口孝志・萩原俊
紀・矢野彰一郎

高分子合成（その他）
1 J 8―34 水溶媒中ポリアクリルアミド系高分子のつくる反応場におけ
る極性ビニルモノマーの重合反応性（近畿大理工）石船 学○山根幹
雄・山下那都樹・内田熊男

1 J 8―35 シクロデキストリンとチオフェン誘導体による錯体形成（阪
大理）○坂本和也・宮内雅彦・高島義徳・原田 明・神鳥成弘

座長 澤口 孝志（15 : 00～15 : 50）
1 J 8―37 極性置換基を芳香環上に導入したMXD型ナノコンポジット
の合成と物性（京大院工）○柴山 崇・田邉一仁・小林 裕・前田和
幸・早味 宏・八田博司・西本清一

1 J 8―38 ジチアフルベンの酸化二量化反応を用いたテトラチアフルバ
レン類縁体含有ポリマーの合成（京大院工）○稲木信介・中 建介・中
條善樹

1 J 8―39 キラルリン原子を主鎖に有する新規光学活性高分子の合成
（京大院工）○大内優子・森崎泰弘・中條善樹

1 J 8―40 環状アンチモン化合物を用いた含アンチモンポリマーの合成
（京大院工）○中橋明子・中 建介・中條善樹

高性能高分子
1 J 8―41 網状芳香族ポリアミドの合成―1単環状芳香族アミドの合成
（防衛大応化）○藁科尚己・土屋雅大・鈴木一史・小島敬和

高分子合成（イオン重合）

座長 松本 章一（15 : 50～16 : 30）
1 J 8―42 熱潜在性触媒存在下における五員環ジチオカーボナートとエ
ポキシドのカチオン開環共重合挙動の赤外線サーモカメラを用いた解
析（山形大工）○酒井賢志・中村 透・遠藤 剛

1 J 8―43 超臨界二酸化炭素と環状アミンの共重合生成物の構造と物性
（PRESTO・東工大院フロンティア創研）○井畑 理・榧木啓人・碇屋
隆雄

高分子合成（開環重合）
1 J 8―44 様々なシクロデキストリンによる環状エステル類の開環重合
（阪大院理）○大崎基史・宮内雅彦・高島義徳・原田 明

1 J 8―45 均一組成を持つ生分解性ランダムコポリエステルの調製とそ
の評価（京工繊大繊維）○出口一子・宮本真敏・木村良晴

高分子合成（ラジカル重合）

座長 中 建介（16 : 30～17 : 10）
1 J 8―46 ソルビン酸ビニルと酸素の共重合による分解性ポリマーの合
成（阪市大院工）○竹谷秀司・松本章一

1 J 8―47 ソルビン酸長鎖アルキルエステルと酸素の交互共重合体の合
成と性質（阪市大院工）○宇田大作・松本章一

1 J 8―48 ホスホリルコリン基を有するモノマーの可逆的付加―開裂連
鎖移動型リビングラジカル重合（姫路工大・東大・福井工大）○福田研
一・遊佐真一・山本統平・石原一彦・森島洋太郎

1 J 8―49 カチオン性モノマーの可逆的付加―開裂連鎖移動型リビング
ラジカル重合（姫路工大学・福井工大学）○小西良胤・遊佐真一・山本
統平・森島洋太郎

高分子合成（配位重合）

座長 遊佐 真一（17 : 10～18 : 00）
1 J 8―50＊ 架橋型モノシクロペンタジエニルアミド錯体を用いたプロピ
レン重合におけるシクロペンタジエニル配位子の効果（東工大資源研）
○西井 圭・塩野 毅・池田富樹

1 J 8―52＊ Ethene―Norbornene Random Copolymer with High Norbornene

Content by ansa―Fluorenylamidodimethyltitanium Based Catalysts（東工大
資源研）○Hasan, Tariqul・塩野 毅・池田富樹

1 J 8―54 オルト位に嵩高い置換基を持つアリールイソシアニドのらせ
ん方向選択的重合（阪大産研）○森 朋子・武井史恵・鬼塚清孝・高橋
成年

3月 27日午前

座長 森崎 泰弘（9 : 00～10 : 00）
2 J 8―01 ケミカルレコードレクチャー Unimolecular Rectifiers and

other Molecular Devices（The University of Alabama）Dr. Robert M.
Metzger

座長 小坂田 耕太郎（10 : 00～11 : 00）
2 J 8―07 新規希土類金属錯体による重合触媒作用（広島大工）○細田隆
志・中山祐正・安田 源

2 J 8―08 ピリジンチオラート配位子を有する Ni錯体の重合触媒作用
（広島大工）○橋口美夏・中山祐正・安田 源

2 J 8―09 ヘテロドナー配位子を有する 5族遷移金属錯体による重合触
媒作用（広島大院工）○前田直明・中山祐正・安田 源

2 J 8―10 ヘテロドナー配位子を有する 8族遷移金属錯体による開環メ
タセシス重合（広島大院工）○奥野晋吾・中山祐正・安田 源

2 J 8―11 希土類メタロセン触媒によるイソプレンとブタジエンの共重
合（OMケムテック・理研・立教大理）会田昭二郎○兼子久美子・堀内
昭・土肥義治・若槻康雄

2 J 8―12 希土類メタロセン触媒によるトリメチルシリルビニルアセチ
レンとブタジエンの共重合（OMケムテック・理研・立教大理・電気
化学工業）会田昭二郎○山中通子・堀内 昭・大津敏昭・土肥義治・
若槻康雄

高分子合成

座長 塩野 毅（11 : 00～12 : 00）
2 J 8―13 学術賞受賞講演 ポストメタロセン触媒の開発と新ポリマー
への展開（三井化学触媒科研）藤田照典

3月 27日午後

座長 中山 祐正（13 : 00～14 : 00）
2 J 8―25 有機希土類触媒による芳香族ジイン化合物と極性モノマーと
のブロック共重合（理研・PRESTO）○西浦正芳・森 響一・田野千
春・宮本 健・斉藤慎一・侯 召民

2 J 8―26 パラジウム錯体を用いたビシクロメチレンシクロプロパンと
一酸化炭素との不斉交互共重合（東工大資源研）○安田文美・竹内大
介・小坂田耕太郎

高分子合成（重縮合・重付加）
2 J 8―27＊［2.2］パラシクロファン含有共役系高分子の合成と物性（京大
院工）○森崎泰弘・中條善樹

2 J 8―29 側鎖にデンドロンを有するポリイミド（久留米高専）○桑原廉
枋・津田祐輔

2 J 8―30 ビピリミジン骨格を有する π 共役高分子の合成とその性質
（東工大資源研）○福元博基・山本隆一

座長 阿久津 文彦（14 : 00～14 : 50）
2 J 8―31 ビスオキセタン類とフェニルホスホン酸類との重付加反応に
よる側鎖に一級水酸基を有するポリホスホネート類の合成（神奈川大
工）○工藤宏人・斉藤将行・西久保忠臣

2 J 8―32 置換位置の異なるアルキルアミノ安息香酸二量体類の選択的
環化反応（神奈川大工）○齋藤俊介・清水勇気・横山明弘・横澤 勉

2 J 8―33 連鎖重縮合によるスター型芳香族ポリアミドの合成とその重
合機構（神奈川大工）○杉 龍司・肥高良雄・横山明弘・横澤 勉

2 J 8―34 2,2’―ジメトキシ―1,1’―ビナフチルの位置選択的親電子芳香族
置換アシル化反応による芳香族ポリケトンの合成（東農工大工）岡本昭
子・小椋佳史子○前山勝也・米澤宣行

2 J 8―35 末端チオール基を有する多分岐型ポリラジカルの合成と金基
板への吸着（早大理工）○八田 薫・田中 学・西出宏之

座長 横澤 勉（15 : 00～15 : 50）
2 J 8―37 キノキサリン構造を有する芳香族ポリアミンのエポキシ樹脂

お 知 ら せ

化学と工業 第 57巻 第 3号（2004） 343



K 1 会場
文学部1教室

硬化剤への応用（千葉大工）阿久津文彦○吉岡英哉・猪木真理・宮下直
樹

2 J 8―38 水を溶媒としたカルボキシルフェノールの酸化重合（早大理
工）○孫 剛勇・齋藤 敬・西出宏之

2 J 8―39 共役らせんポリ（フェニレン―4,6―ジチア―1,3―ジイル）の合成
と性質（早大理工）○片寄敬太・岩崎知一・西出宏之

2 J 8―40＊ ポリ（チアヘテロヘリセン）の合成と共役らせん構造（早大理
工）○岩崎知一・小日向雄作・片寄敬太・西出宏之

座長 右手 浩一（15 : 50～16 : 30）
2 J 8―42 スピロビフルオレン骨格を主鎖に有するポリマーの合成と特
性評価（東工大院理工）○入佐英之・井狩芳弘・前田壮志・高田十志和

2 J 8―43 橋渡し構造を含むポリカテナンの合成（阪府大院工）○井狩芳
弘・渡辺伸博・木原伸浩・水野和彦・高田十志和

高分子反応
2 J 8―44＊ ポリフェニルイソシアニド誘導体に誘起されたらせん構造の
記憶と側鎖の化学修飾（名大院工・JST・ERATO八島超構造らせん）
○前田勝浩・石川真義・三辻祐樹・八島栄次

座長 前田 勝浩（16 : 30～17 : 20）
2 J 8―46 軸成分にポリマーを用いた［3］ポリロタキサンの合成（東工大
院理工）○塩屋正浩・奥 智也・高田十志和

2 J 8―47 ポリロタキサン架橋体の合成，性質およびリサイクル特性（東
大院理工）○奥 智也・古荘義雄・高田十志和

2 J 8―48 側鎖型ポリクラウンエーテルの合成とポリロタキサンネット
ワークの構築（東工大院理工）○佐藤 俊・橘 熊野・高田十志和

2 J 8―49 糖アミンの反応を利用した PET繊維の親水化（阪市工研）○大
江 猛・吉村由利香・安部郁夫

2 J 8―50 スルホニウム塩構造を有するポリマーと各種アミン求核剤と
の反応挙動（阪工大工）下村 修○田山紘介・野村良紀

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 26日午前

座長 今野 勉（9 : 40～10 : 30）
1 K 1―05 ビスオキサゾリンを用いる β ―ケトエステル類の触媒的不斉
フッ素化反応（名工大院工）○石丸剛久・永井達矢・柴田哲男・融 健

1 K 1―06 キラルルイス酸触媒活性化法に基づくトリフルオロメチル基
の不斉導入（九大総理工）○児玉和博・和田英治

1 K 1―07 N,N―ジエチル―α ,α ―ジフルオロ―（3―メチル）ベンジルアミン
を用いるジオールのフッ素化反応（2）光学活性フルオロヒドリン合成
への応用（北大院工）○米田篤史・福原 彊・原 正治

1 K 1―08 ペンタフロロベンゼンチイルラジカルを用いる活性化アルカ
ンの酸化反応（早大理工）○多田 愈・片山 笑・荻野博臣

1 K 1―09 3,4ーエポキシー 1,1ージフルオロブテン誘導体の位置なら
びに立体選択的臭素化（東工大院生命理工）○植木久憲・北爪智哉

座長 片桐 利真（10 : 30～11 : 20）
1 K 1―10 含フッ素内部アルキンのカルボパラデーションを利用した四
置換アルケンの高立体選択的合成（京工繊大工芸）○多久健一・今野
勉・石原 孝

1 K 1―11 含フッ素内部アルキンのカルボパラデーションを利用した
2,3―二置換インドール誘導体の合成（京工繊大工芸）○蔡貞廈・今野
勉・石原 孝・山中寛城

1 K 1―12 ルイス酸触媒による C―F結合の活性化とその C―C結合構築
反応への利用（京大院工）○平野康次・藤田和也・依光英樹・忍久保
洋・大嶌幸一郎

1 K 1―13 3,4―エポキシ―1,1―ジフルオロブテン誘導体の位置ならびに立
体選択的還元（東工大）○千葉高志・植木久憲・北爪智哉

1 K 1―14 環状ぺルフルオロオレフィンの反応性の検討―F ―シクロペン
テンと各種炭素求核反応剤との反応（京工繊大工芸）○山田重之・今野
勉・石原 孝・山中寛城

座長 福原 彊（11 : 20～12 : 00）
1 K 1―15 フルオロメチル基を有する複素芳香族スルホンの合成とその
反応（阪市大院理）○林 剛史・朝倉典昭・臼杵克之助・飯尾英夫

1 K 1―16 α ―フルオロ―β ―シリルスルホンと C―ホルミルグリコシドと
の反応（阪市大院理）○朝倉典昭・林 剛史・臼杵克之助・飯尾英夫

1 K 1―17 光学活性ロジウム触媒を用いたアリールボロン酸の含フッ素
α ,β ―不飽和カルボニル化合物への高エナンチオ選択的 1,4―付加反応
（京工繊大工芸）○田中智大・今野 勉・石原 孝・山中寛城

1 K 1―18 α ―トリフルオロメチルカルボニル化合物の Tiエノラートの
効率的発生とその理論的解明（東工大院理工）○伊藤喜光・山中正浩・
三上幸一

3月 26日午後

座長 原 正治（13 : 00～14 : 00）
1 K 1―25 進歩賞受賞講演 両親媒性フラーレンの分子設計とその集合
体機能（東大院理）磯部寛之

1 K 1―28 技術進歩賞受賞講演 新規フッ素化剤 2,2―ジフルオロ―1,3―
ジメチルイミダゾリジン（DFI）の開発（三井化学触媒科研）福村考記・
林 秀俊

座長 宇根山 健治（14 : 00～14 : 50）
1 K 1―31 特別講演 Synthesising Fluorinated Unnatural Products via Ac-

celerated Pericyclic Reactions（Department of Chemistry, University of
Leicester, England）Prof. Jonathan Mark Percy

座長 石原 一彰（15 : 00～16 : 00）
1 K 1―37＊ 光学活性ケトイミナトコバルト錯体をルイス酸として用いる
触媒的不斉反応とその理論的解析（慶大理工）○池野健人・芦澤朋子・
中嶌孝浩・小神陽一・岩倉いずみ・山田 徹

1 K 1―39＊ 二酸化炭素とエポキシドの反応による環状炭酸エステルの触
媒的不斉合成（慶大理工）田中寛隆・北市泰範・岩倉いずみ・池野健人
○山田 徹

1 K 1―41 アミド基を有する新規光学活性ビスオキサゾリン配位子の合
成とその Cu（II）錯体による触媒的 Diels―Alder反応（名工大工）○松本
健司・実川浩一郎・増田秀樹

1 K 1―42 キラルジルコニウム触媒を用いる β ―ヒドロキシ―α ―アミノ
酸誘導体の不斉合成研究（東大院薬）○小林 順・中村昌幸・山下恭
弘・小林 修

座長 山田 徹（16 : 00～17 : 00）
1 K 1―43 キラルジルコニウム触媒を用いる N―アシルヒドラゾンの不
斉分子内環化反応（東大院薬）○谷川国洋・山下恭弘・小林 順・小林
修

1 K 1―44 1―アルキル置換アレニルシランと α ―イミノエステルのエナ
ンチオ選択的［3＋2］付加環化反応（学習院大理）○大道寺一憲・渕辺耕
平・秋山隆彦

1 K 1―45 エナンチオ選択的ポリエン環化反応に有効な新規 LBA：キ
ラルピロガロール誘導体―四塩化スズ配位錯体（名大院工・SORST）○
熊澤啓子・石橋英章・石原一彰・山本 尚

1 K 1―46＊ 新規 LBAを用いるエナンチオ選択的ポリエン環化反応：ク
ロマン骨格を有する多環状テルペノイドの全合成（名大院工・
SORST・JST）○石橋英章・石原一彰・山本 尚

1 K 1―48 キラル LBAを用いる二環性モノテルペノイドの合成研究（名
大工）○UYANIK, Muhammet・石橋英章・石原一彰・山本 尚

座長 山下 恭弘（17 : 00～17 : 30）
1 K 1―49 不斉アルドール反応を用いる連続不斉中心の立体制御―ボト
チノリドの合成研究（東理大理）椎名 勇・鴛海宏美○高砂祐二

1 K 1―50 不斉アルドール反応を活用する光学活性 3―ヒドロキシ―2―メ
チレンカルボニル化合物の合成（東理大理）椎名 勇・山井悠介○嶋崎
尊久

1 K 1―51 クロムサレン錯体を用いる高エナンチオ選択的向山アルドー
ル反応 δ ―ヒドロキシ―β ―ケトエステル誘導体の合成（九大院理）○嶋
田裕也・松岡悠子・入江 亮・香月 勗

3月 27日午前

座長 原田 俊郎（9 : 30～10 : 00）
2 K 1―04 キラルジルコニウム触媒を用いる α ―ベンジルオキシ―β ―ヒ
ドロキシエステルの高立体選択的合成反応の開発（東大院薬）○齋藤
奨・山下恭弘・小林 修
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2 K 1―05 ヒドラゾンを用いる触媒的不斉アザ Diels―Alder反応の研究
（東大院薬）○水木由美子・山下恭弘・小林 修

2 K 1―06 ニオブを用いる新規不斉ルイス酸触媒の開発（東大院薬）○新
井謙三・山下恭弘・井堀洋一・清水春佳・石谷暖郎・小林 修

座長 眞鍋 敬（10 : 00～11 : 00）
2 K 1―07 ジメチルシリルケテン S ,O ―アセタールを求核剤に用いる不
斉向山Michael付加反応（京工繊大工芸）○王 暁偉・足立慎弥・原田
俊郎

2 K 1―08 B ―クロロオキサザボロリジノン触媒による非環式エノンへ
のインドールの不斉Michael反応（京工繊大工芸）○足立慎弥・原田俊
郎

2 K 1―09 オキサザボロリジノンに対するピリジン誘導体の高立体選択
的配位（京工繊大工芸）○山本有季・原田俊郎・楠川隆博

2 K 1―10＊ キラル酢酸ニッケルを用いたエナンチオ選択的Michael付加
反応（九大総理工・先導研）○長谷川正行・伊藤謙之介・金政修司

2 K 1―12 スルホニル官能化エノンと 2―メトキシフランとの反応によ
るシクロプロパン合成とその不斉触媒化（九大総理工）○村田真一・和
田英治

座長 和田 英治（11 : 00～12 : 00）
2 K 1―13 水中での触媒的不斉Mannich型反応の開発（東大院薬）○濱田
知明・眞鍋 敬・小林 修

2 K 1―14 キラルスカンジウム錯体を用いる水系溶媒中でのケイ素エノ
ラートの触媒的不斉ヒドロキシメチル化反応の開発（東大院薬）○石川
俊平・濱田知明・眞鍋 敬・小林 修

2 K 1―15＊ α ―ホスフィノアルキルリチウム・ボラン錯体の立体配置の
安定性と構造に関する研究（東大院薬）○孫 相敏・眞鍋 敬・小林
修

2 K 1―17 キラルブレンステッド酸触媒を用いたエナンチオ選択的不斉
マンニッヒ型反応（学習院大理）○伊藤淳二・渕辺耕平・秋山隆彦

2 K 1―18 キラルブレンステッド酸触媒を用いた α ―アミノホスホン酸
エステルの不斉合成（学習院大理）○森田尚志・渕辺耕平・秋山隆彦

3月 27日午後

座長 秋山 隆彦（13 : 00～14 : 00）
2 K 1―25 銅（II）―キラルジアミン錯体を用いるイミノホスホネートの
触媒的不斉Mannich型反応の開発（東大院薬）○清原 宏・松原亮
介・中村嘉孝・小林 修

2 K 1―26＊ エナミドを求核種として用いる触媒的不斉付加反応の開発
（東大院薬）○松原亮介・中村嘉孝・Vital, P.J.V.・小林 修

2 K 1―28＊ アミン塩と Pd錯体の性質を利用するアミンの触媒的不斉 1，
4付加反応の開発（東北大多元研・さきがけ）○濱島義隆・染井秀徳・
志村雄太・袖岡幹子

2 K 1―30 パラジウム錯体を用いた b―ケトエステルの触媒的不斉Man-
nich型反応の開発（東北大多元研）○笹本直樹・染井秀徳・濱島義隆・
袖岡幹子

座長 濱島 義隆（14 : 00～14 : 50）
2 K 1―31 N ―アルコキシカルボニルアジドを用いた不斉スルフィミド
化反応（1）：新規ナイトレン先駆体の開発（九大院理・CREST）○田村
友亮・内田竜也・香月 勗

2 K 1―32 N ―アルコキシカルボニルアジドを用いた不斉スルフィミド
化反応（2）：反応機構に関する考察（九大院理・CREST）○内田竜也・
田村友亮・香月 勗

2 K 1―33 触媒的不斉分子内シクロプロパン化反応の研究（1）（早大院理
工）○澤田貴史・中田雅久

2 K 1―34 触媒的不斉分子内シクロプロパン化反応の研究（2）（早大院理
工）○武田博之・中田雅久

2 K 1―35 触媒的不斉分子内シクロプロパン化反応の研究（3）（早大院理
工）○本間将博・澤田貴史・中田雅久

座長 寺田 眞浩（15 : 00～16 : 00）
2 K 1―37 若い世代の特別講演会 不斉自己触媒反応を用いる不斉の起
源の探求（東理大理）佐藤 格

2 K 1―40 光学活性ジアミンを用いた不斉触媒 Baylis―Hillman反応（東
理大工）林 雄二郎○田村智弘・庄司 満

2 K 1―41 新規アミド型有機触媒を用いた不斉アルドール反応（名大院
工）菊池 淳○山田享弘・今村静香・西山久雄

2 K 1―42 光学活性チオン―ヨウ素錯体を経るオレフィン類の不斉ヨー
ドオキシ化反応（2）（岩手大工）島田和明○菊池英樹・青柳重信・滝川

雄治

座長 菊池 淳（16 : 00～17 : 20）
2 K 1―43 高圧条件下での L―プロリンを触媒とする不斉アルドール反
応（高知大理）関口裕介・笹岡愛加・下元 愛・藤岡真悟○小槻日吉三

2 K 1―44 新規キラルピロリジン誘導体の開発とその不斉反応への適用
（高知大理）○石井孝証・関口裕介・藤岡真悟・小槻日吉三

2 K 1―45 新規軸不斉グアニジン塩基触媒による不斉ニトロアルドール
反応（東北大院理）○宇部仁士・横山滋子・寺田眞浩

2 K 1―46 プロリンを用いたアルデヒドの 3成分不斉触媒マンニッヒ反
応（東理大工）林 雄二郎○漆島達哉・坪井 渉・安次嶺 格・庄司
満

2 K 1―47 氷化高圧下におけるプロリンを触媒とする三成分不斉マンニ
ッヒ反応（東理大工・理研）林 雄二郎○坪井 渉・庄司 満・鈴木教
之

2 K 1―48 プロリンを用いたアルデヒドの不斉触媒 α ―アミノオキシ化
反応（東理大工）林 雄二郎○日比野和浩・山口潤一郎・庄司 満

2 K 1―49 プロリンを用いたケトンの不斉触媒 α ―アミノオキシ化反応
（東理大工）林 雄二郎○角谷龍展・山口潤一郎・庄司 満

2 K 1―50 ピロリジン―テトラゾール型触媒を用いるカルボニル化合物
の不斉アミノオキシ化反応（名大院工・SORST・JST）○鳥居寛三・椴
山儀恵・斎藤 進・石原一彰・山本 尚

3月 28日午前

座長 佐藤 格（9 : 10～10 : 00）
3 K 1―02 キラル架橋 Buchner反応の位置選択性制御による多様な光学
活性シクロヘプタトリエンの合成（姫路工大院理）○大内直子・杉村高
志・奥山 格

3 K 1―03 高分子固定化キラルリチウムアミドを用いるメソ型エポキシ
ドの触媒的不斉異性化反応（横国大院工）淺見真年○石渡房恵・関 淳

3 K 1―04 Ti担持メゾ多孔体上でのスルフィド類の触媒的不斉酸化（東
工大資源研）○大橋成一郎・石谷暖郎・岩本正和

3 K 1―05 環状シロキサンのエナンチオ選択的求核置換反応による光学
活性シラノールの不斉合成（東工大院理工）○高田純子・井川和宣・友
岡克彦

3 K 1―06 光学活性アミノアルコールを不斉触媒とするエナンチオ選択
的ヒドロアルミニウム化反応（東工大院理工）○村上正徳・井川和宣・
友岡克彦

座長 杉村 高志（10 : 00～11 : 00）
3 K 1―07＊ サレンルテニウム錯体を触媒に用いるメソ―ジオール類の酸
化的不斉非対称化反応の研究（九大院理）○清水秀樹・香月 勗

3 K 1―09 キナアルカロイド由来ホスフィニト化合物によるメソ―1,3―
ジオール類の不斉非対称化（信州大繊維）○水田晋也・藤本哲也・山本
巖

3 K 1―10 サレンジルコニウム錯体を触媒とした高エナンチオ特異的不
斉 Baeyer―Villiger反応（九大院理・CREST）○渡辺 輝・内田竜也・香
月 勗

3 K 1―11 コンフォメーションスイッチ機能を有する不斉アシル化触媒
の合成と反応（1）：第二級アルコール類の速度論分割（お茶女大理）○
味園知子・山田眞二

3 K 1―12 メソ型 N ―置換アジリジン誘導体の不斉異性化によるキラル
なアリルアミン誘導体の合成（横国大院工）尾上健一○鵜野和英・淺見
真年

座長 山田 眞二（11 : 00～12 : 00）
3 K 1―13 ［2.2］パラシクロファン骨格をもつ C2対称ジオールの合成と
光学分割（横国大院工）山平瑞喜○比嘉康貴・淺見真年

3 K 1―14 面不斉中員環アミン類のシクロブタノン化反応（東工大院理
工）○鈴木征希・友岡克彦

3 K 1―15 新規面不斉中員環アミン類の合成とその立体化学挙動（東工
大院理工）鈴木征希○磯 知里・友岡克彦

3 K 1―16 光学活性アリルシランの実用的合成法の開発（北大院理）○福
田耕一朗・青柳恒太郎・谷野圭持・宮下正昭

3 K 1―17 ヒマシ油のリパーゼによる非対称化反応（三重大工）八谷 巌
○牧野晃久・清水 真

3 K 1―18 酵素を用いた光学活性オキサゾリジノン誘導体の合成（宇部
興産宇部研）古根川唯泰○山本康仁・宮田博之

3月 28日午後
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K 2 会場
文学部4教室

座長 柴田 哲男（13 : 00～14 : 00）
3 K 1―25＊ 酵素を用いた光学活性 β ―アミノ酸類の合成（宇部興産宇部
研）○古根川唯泰・山本康仁・坂田一馬・宮田博之

3 K 1―27 酵素的非対称化による光学活性 β ―置換グルタル酸誘導体の
合成（宇部興産宇部研）古根川唯泰○山本康仁・坂田一馬・宮田博之

3 K 1―28 ビナフトール及びその誘導体のリチウム塩を触媒に用いるイ
ミン類の不斉還元反応（筑波大化）錦織 寿○吉原理津子・細見 彰

3 K 1―29 Asymmetric Autocatalysis Initiated by Two Enantiocompeting
Chiral Ligands : a Tool to Evaluate the Efficiency of Chiral Catalysts．
（東理大理）○LUTZ, Francois・佐藤 格・�合憲三

3 K 1―30 1, w―ジシリルアルカンで架橋したジピリミジンジアルカノ
ールを用いる不斉自己触媒反応と長距離不斉誘導（東理大理）○石川恭
行・大塚 隆・湊 啓裕・佐藤 格・�合憲三

座長 大井 貴史（14 : 00～15 : 00）
3 K 1―31 二分子系のキラル結晶を不斉開始剤として用いるエナンチオ
選択的不斉自己触媒反応（東理大理）○城 一道・五十嵐裕孝・佐藤
格・小島秀子・�合憲三

3 K 1―32 新規キラルホルミルアニオン等価体：N ―Boc―チアゾリジン
と N ―Boc―ベンゾチアゾリジンの α ―カルボアニオンのエナンチオ選
択的反応（名工大院工）○王 利波・中村修一・融 健

3 K 1―33 外部キラル配位子制御による α ―シリル酢酸エステルエノラ
ートの不斉共役付加反応（京大院薬）○井口麻由・富岡 清

3 K 1―34 円偏光照射により不斉誘起したビシクロ［3.2.1］オクタン―3―
オンを不斉開始剤として用いる不斉自己触媒反応（東理大理）○杉江里
恵・中尾友彦・古村友理・稲見 甫・佐藤 格・�合憲三

3 K 1―35 円偏光による不斉誘起および不斉自己触媒反応による高エナ
ンチオ選択的不斉合成反応（2）（東理大理）石黒沙織○佐藤未来・佐藤
格・�合憲三・西野英雄・井上佳久

3 K 1―36 アルキン末端に種々の置換基を有するキラルなピリミジルア
ルカノールを用いる鏡像体過剰率の向上を伴う不斉自己触媒反応（東
理大理）○笹岡 拓・米窪 滋・佐藤 格・柴田高範・�合憲三

3月 29日午前

座長 錦織 寿（9 : 00～10 : 00）
4 K 1―01 酒石酸エステルを不斉源として用いる亜鉛アセチリドのニト
ロンへの不斉求核付加反応（金沢大院自然科学）○小林正人・宇梶
裕・猪股勝彦

4 K 1―02 酒石酸エステルを不斉源として用いる o―キノジメタンの不
斉 Diels―Alder反応（金沢大院自然科学）○瀧波基樹・宇梶 裕・猪股
勝彦

4 K 1―03 不斉自己触媒反応によるキラルな飽和炭化水素の高感度不斉
認識（東理大理）○田中裕之・笠原俊尚・佐藤 格・�合憲三

4 K 1―04 不斉自己触媒反応を用いるエーテル系溶媒中におけるピリミ
ジルアルカノールの自発的絶対不斉合成の検討（東理大理）小宮聡一郎
○松枝洋平・今村 光・佐藤 格・�合憲三

4 K 1―05＊ 立体配座の相互変換が自由なキラル相間移動触媒の合成，構
造及び触媒活性の評価（京大院理）○植松幸崇・大井貴史・丸岡啓二

座長 佐藤 格（10 : 00～11 : 00）
4 K 1―07 ビフェニル骨格を有する新規キラル相間移動触媒の創製と評
価（京大院理）○久保田 靖・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―08 超分子構造を有するヘテロキラル相間移動触媒の創製と α ,
β ―不飽和ケトンの不斉エポキシ化反応への応用（京大院理）○大原大
輔・大井貴史・田村正純・丸岡啓二

4 K 1―09 講演中止
4 K 1―10 銅（II）トリフラート／box触媒を用いる超臨界二酸化炭素中に
おける不斉ディールズ―アルダー反応（中央大理工学研）○江角真一・
樋浦竹彦・福沢信一

4 K 1―11 相間移動条件下での直截的マンニッヒ反応による酒石酸エス
テル窒素類縁体の不斉合成とその有用性（京大院理）○亀田 稔・藤井
順一・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―12 キラル相間移動触媒を用いたニトロアルカンの不飽和マロン
酸エステルへの直截的不斉マイケル付加反応の開発と応用（京大院理）
○藤岡真悟・大井貴史・丸岡啓二

座長 福沢 信一（11 : 00～12 : 10）
4 K 1―13＊ デザイン型光学活性四級アンモニウムビフルオリドを有機触
媒とするシリルニトロナートの不飽和アルデヒドへの不斉マイケル付
加反応の開発と展開（京大院理）○堂田佳奈恵・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―15 シリカゲル担持型不斉触媒を用いる高エナンチオ選択的不斉

自己触媒反応（東理大理）○清水雅子・佐藤 格・�合憲三
4 K 1―16 ピリミジルアルカノールを複数もつキラル高分子を用いる多
点反応型不斉自己触媒反応（東理大理）○細井健史・来原なな子・小高
亮・佐藤 格・�合憲三

4 K 1―17＊ anti―β ―ヒドロキシ―α ―アミノ酸の実用的不斉合成プロセス
の案出（京大院理）○亀田 稔・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―19 官能基化された環状四級 α ―アミノ酸類の触媒的不斉合成
（京大院理）○三木 崇・大井貴史・丸岡啓二

3月 29日午後

座長 宇梶 裕（13 : 10～14 : 00）
4 K 1―26 水中でのエナンチオ選択的 Diels―Alder反応に有効なキラル
アンモニウム塩触媒の設計（名大院工）○中野効彦・石橋英章・石原一
彰

4 K 1―27 アミノ酸―銅（II）キレート錯体を触媒に用いる水中でのエナ
ンチオ選択的 Diels―Alder反応の開発（名大院工）○伏見 真・石原一
彰

4 K 1―28 光学活性有機アルミニウム触媒を用いる不斉エン反応の開発
（京大院理）○大松亨介・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―29 3,4,5―F3―Ph―NAS―Brを相間移動触媒とするグリシンメチル及
びエチルエステル誘導体の高エナンチオ選択的アルキル化反応（京大
院理）加登大輔○植松幸崇・大井貴史・丸岡啓二

4 K 1―30 効率的なキラル相間移動触媒反応系の開発：アキラル相間移
動触媒添加による反応速度の劇的な増進（京大院理）○白川誠司・山本
憲一郎・丸岡啓二

座長 田中 健（14 : 00～14 : 50）
4 K 1―31 面不斉を有する新規光学活性四級アンモニウム塩の合成とそ
の応用（東工大院理工）鈴木征希○上原和浩・友岡克彦

4 K 1―32 面不斉中員環アミン由来の白金錯体合成とその面不斉挙動に
関する研究（東工大院理工）○島田麻木・鈴木征希・友岡克彦

4 K 1―33 デザイン型キラル相間移動触媒の単純化（京大院理）○北村正
典・丸岡啓二

4 K 1―34 デザイン型キラル相間移動触媒における置換基効果の検討
（京大院理）○有村雄一朗・北村正典・丸岡啓二

4 K 1―35 リサイクル可能なフルオラスキラル相間移動触媒の創製（京
大院理）○田仲洋平・白川誠司・丸岡啓二

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 26日午前

座長 山田 晴夫（9 : 30～10 : 00）
1 K 2―04 カルボニル化により発生させた各種アシルラジカル種による
窒素上での極性環化反応（阪府大総科）○戸治野真美・福山高英・上野
山義崇・大塚 昇・柳 日馨

1 K 2―05 アシルラジカルによるアミン窒素上での SHi反応（阪府大総
科）福山高英○上野山義崇・戸治野真美・柳 日馨

1 K 2―06 アシルラジカルの C―N二重結合への endo型環化反応（阪府
大総科）福山高英○大塚 昇・戸治野真美・柳 日馨

座長 松原 浩（10 : 00～10 : 50）
1 K 2―07 Co／Mn／O2系による活性メチレン化合物とアルケンの触媒的
ラジカルカップリング反応（関西大工）○福家崇弘・坂口 聡・石井康
敬

1 K 2―08 Co／Mn／O2系によるホスホニルラジカルの生成と不飽和炭化
水素への付加反応（関西大工）○中野 篤・坂口 聡・石井康敬

1 K 2―09 トリエチルシランを水素源とするインジウムヒドリドの発生
とラジカル還元反応（阪大院工・阪大 FRC）芝田育也○林 直樹・馬
場章夫

1 K 2―10 分子内にアルケン部位を有するアシルホスホナートのホスホ
ニルラジカルを連鎖担体としたラジカル環化反応（東大院理）○宮内洋
宜・山根 基・奈良坂紘一

1 K 2―11 三価 Ti錯体を利用した水溶媒中でのラジカル環化反応の研
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究（岡山理大理）山田晴夫○村上智子

座長 山本 陽介（10 : 50～12 : 00）
1 K 2―12 CO存在下における TEMPO由来アルコキシアミン類の熱反
応挙動（阪府大総科・フィリップス大）○土井貴史・松原 浩・
STUDER, Armido・柳 日馨

1 K 2―13 ab―Initio計算を用いた極性支配型ラジカル環化反応の解析
（阪府大総科）○松原 浩・柳 日馨

1 K 2―14 4―ペンチン―1,3―ジオン誘導体の合成とその環化挙動（富山高
専）○畔田博文・井澤浩則

1 K 2―15＊ カルバミン酸エステルを前駆体とする新規環状炭酸エステル
閉環反応の開発と，One―Potジアゾエタン合成法への応用（慶大理工）
○鈴木麻珠三・須貝 威

1 K 2―17＊ 共役 Z―エンイン骨格を利用した新規分子内環化反応（岡山大
工）○相川利昭・森 由美子・石川彰彦・斎藤清機

3月 26日午後

座長 谷野 圭持（13 : 00～14 : 00）
1 K 2―25 位置制御ベンズアヌレーションを利用する非対称リグナンラ
クトン天然物の全合成（関西学院大理）○森田順一・若杉和紀・西井良
典・田辺 陽

1 K 2―26 速度論分割による光学活性 gem―ジハロシクロプロパン化合
物の不斉合成（関西学院大理）○安河内宏昭・西井良典・田辺 陽

1 K 2―27 イミンとアレニルスズのエナンチオ選択的［3＋2］付加環化反
応による多置換ピロリンの合成（学習院大理）○八手又梨奈・渕辺耕
平・秋山隆彦

1 K 2―28 スルホニル官能化 α ,β ―不飽和ケトンの 1,4―二重電子特性を
利用する合成反応（九大総理工・九大先導研）○高木 晃・和田英治

1 K 2―29 ニトリルオキシドとベンザインの［2＋3］付加環化反応（東工
大院理工・CREST）○辻山真一郎・福田 薫・蓮 芳文・BODE, J.
W.・鈴木啓介

1 K 2―30 ビスベンゾシクロブテノール誘導体の環拡大反応による多官
能性アントラキノン類の合成（東工大院理工・CREST）○鈴木武明・
羽村季之・松本隆司・鈴木啓介

座長 杉村 高志（14 : 00～14 : 50）
1 K 2―31 ベンザインとケテンシリルアセタールの［2＋2］環付加反応を
用いる多官能性パラ置換―ジシクロブタベンゼン誘導体の合成（東工大
院理工・CREST）○有澤 哲・羽村季之・松本隆司・鈴木啓介

1 K 2―32 トリフェニルホスフィンを用いた新規 β ―ラクタム合成法の
開発（東大院工）○菊地 哲・橋本幸彦

1 K 2―33＊ 多官能性トリシクロブタベンゼンの合成と反応（東工大院理
工・CREST）○指宿洋介・羽村季之・松本隆司・鈴木啓介

1 K 2―35 テトラキス（ジメチルアミノ）エチレン（TDAE）を用いる o―ビ
ス（ハロゲノメチル）ベンゼンの脱ハロゲン化反応（関西大工）○小林昭
裕・川畑 寛・西山 豊・園田 昇

座長 寺田 眞浩（15 : 00～16 : 00）
1 K 2―37＊ シクロペンタジエノンアセタールとアルケンとの Diels―Alder
反応（東大院理）○佐藤宗太・磯部寛之・中村栄一

1 K 2―39 シクロペンタジエノンアセタールの付加環化反応による多置
換ベンゼンの合成（東大院理）○田中隆嗣・佐藤宗太・磯部寛之・中村
栄一

1 K 2―40 タンデム反応によるビシクロ［3.3.1］ノネン化合物の合成（広
島大院理）○高木隆吉・練苧喬士・美和有希子・大方勝男

1 K 2―41 ジメドン誘導体とアクリル酸誘導体を用いた連続的なMi-
chael反応による環化反応の研究（広島大理）○美和有希子・練苧喬
士・高木隆吉・大方勝男

1 K 2―42 3―アルコキシシクロヘプタトリエン誘導体への PTAD付加反
応における位置および立体選択性と反応機構（姫路工大院理）○林 春
英・杉村高志・奥山 格

座長 西山 豊（16 : 00～17 : 00）
1 K 2―43 塩基存在下におけるジイン化合物の環化異性化による新規芳
香環形成反応（岡山大工・岡山大教育）工藤孝幸○白濱光人・森 智
子・石川彰彦・斎藤清機

1 K 2―44 2,7―エンイノール誘導体の Ti（II）―環化による 3 a―アルキルヒ
ドロインダンの立体選択的合成（神奈川大工・東工大生命）○才野直
子・中野愛子・白戸貴之・岡本専太郎・佐藤史衛

1 K 2―45 クロラミン―T―I2系を用いる N ―アルケニルスルホンアミドの
ヘテロ環化（阪大院工）南方聖司○守能祥信・PRASAJA, Hadiprasadja

Anny・大平落洋二・小松満男
1 K 2―46 高立体選択的［5＋2］型付加環化反応による 1―アセチル―2―シ
ロキシシクロヘプタン誘導体の合成（北大院理）○前川秀樹・近藤文
克・清水 忠・谷野圭持・宮下正昭

1 K 2―47 超原子価相互作用に基づくホスホニウム塩ルイス酸触媒の開
発（東北大院理）○河内光洋・寺田眞浩

1 K 2―48 塩化ハフニウムを用いたプレニルスズの α 付加反応（阪大院
工・阪大 FRC）芝田育也○坂本和哉・馬場章夫

座長 芝田 育也（17 : 00～17 : 30）
1 K 2―49 環開裂を伴う 1―シロキシ―2―ビニルシクロプロパンの付加反
応（北大院理）○長谷川将司・清水 忠・谷野圭持・宮下正昭

1 K 2―50 ルイス酸を用いたベンゾキノン類とジアリールオキシランの
新規環化付加反応（阪大院工）○原田健司・小泉拓也・小久保 研・大
島 巧

1 K 2―51 アルキニルケトン由来のイミンに対するケテンシリルアセタ
ールの共役付加反応を用いるシクロブテノンの合成（三重大工）○八谷
巌・清水 真

3月 27日午前

座長 平井 美朗（9 : 30～10 : 00）
2 K 2―04 ルイス酸／ホスフィン複合系試薬を用いたスルホキシドの還
元反応の開発および応用（東大院工）○小西啓之・菊地 哲・橋本幸彦

2 K 2―05＊ 活性アシル化剤―エステル間の高選択的交差型 Ti, Zr―クライ
ゼン縮合の開発（関西学院大理）○御前智則・松本薫司・岡崎宏紀・田
辺 陽

座長 土井 隆行（10 : 00～11 : 00）
2 K 2―07 四ヨウ化チタンによる β ―ハロ―β ―シリル―α ,β ―不飽和アル
デヒドのピナコールカップリング反応およびその応用（三重大工）○真
鍋信之・清水 真

2 K 2―08＊ 塩化鉄（III）触媒を用いるアルデヒドからのシアノヒドリンベ
ンジルエーテルの新規ワンポット合成（茨城大理）○岩浪克之・折山
剛

2 K 2―10＊ 機能性ゼオライトを基盤とする高効率的なカルボニルーエン
反応の開発（東大院総合）○岡地隆弘・尾中 篤

2 K 2―12 分子内 Heck反応を用いたセンブラン骨格の新規合成法の開
発（富山大理）横山 初○木村充志・宮澤眞宏・平井美朗

座長 大森 建（11 : 00～12 : 00）
2 K 2―13 マイグラスタチンの合成研究（早大理工・早大院理工）○清水
喬史・斎藤盛久・清水功雄

2 K 2―14 Pd（II）触媒を用いたヘテロ環化反応の立体選択性と Prelac-
tone Cの合成研究（富山大理）宮澤眞宏○マグサルジャヴナランツェツ
ェグ・横山 初・山口晴司・平井美朗

2 K 2―15 Pd（II）触媒を用いた Spirofungin Bの合成研究（富山大理）宮澤
眞宏○畑中昭徳・横山 初・山口晴司・平井美朗

2 K 2―16 Pd（II）触媒を用いた分子内ヘテロ環化反応による天然物
fagomineの合成（富山大理）横山 初○江尻裕美・宮澤眞広・山口晴
司・平井美朗

2 K 2―17 .pi．―アリルパラジウム錯体への分子内アルケン挿入による
連続的環化反応を用いたジメチルグロイオシホン Aの全合成研究（東
工大院理工）土井隆行○飯島悠介・高崎 優・高橋孝志

2 K 2―18 LA（ラボオートメーション）導入による天然物合成の効率化
を指向したタキソール合成研究（東工大院理工）○布施新一郎・宮本
滋・土井隆行・高橋孝志

3月 27日午後

座長 小林 雄一（13 : 00～14 : 00）
2 K 2―25 ニトリル誘導体の共役付加を基軸とするシクロペンテンアヌ
レーション反応の開発（北大院理）○遠又慶英・谷野圭持・宮下正昭

2 K 2―26 新規シクロペンテンアヌレーション反応を用いたステロイド
CD環部の実用的不斉合成法（北大院理）○椎名康裕・遠又慶英・谷野
圭持・宮下正昭

2 K 2―27 カテキン―インドール複合構造を有する天然物 lotthanongine
の合成研究（東工大院）○畠山恵介・大森 建・鈴木啓介

2 K 2―28 カテキンオリゴマーの合成と構造解析に関する研究（東工大
院理工）○波多腰友希・牛丸尚子・畠山恵介・大森 建・鈴木啓介

2 K 2―29 Scyphostatinの親水性部分の類縁化合物の合成研究（広島大院
理）○東條健剛・岩田昌門・宮永 渉・高木隆吉・大方勝男
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2 K 2―30 アフリカ睡眠病治療薬を指向したフェノール誘導体の合成
（鳥取大工・東大院医・名市大院医・新潟薬大薬・中部大応用生物）○
高井智司・北 潔・坂元君年・城戸康年・籔 義貞・皆川信子・永井
和夫・斎本博之・重政好弘

座長 八谷 巌（14 : 00～14 : 50）
2 K 2―31 イソインドロン系新規 aza―［1,2］―Wittig転位の開発（東工大院
理工）関 法良○椎橋 彬・友岡克彦

2 K 2―32 ヘミアミナ―ル系カルボリチオ化による 4置換ピロ―ルの新規
合成法開発（東工大院理工）○関 法良・判治貴之・友安崇浩・友岡克
彦

2 K 2―33 分子内ベンゾイン生成反応（1）：基質一般性に関する考察（東
工大院理工）○蓮 芳文・ボデジェフリー・鈴木啓介

2 K 2―34 分子内ベンゾイン生成反応（2）：不斉反応への展開（東工大院
理工・CREST）○瀧川 紘・ボデジェフリー・蓮 芳文・鈴木啓介

2 K 2―35 分子内ベンゾイン生成反応（3）：プレアントラキノン類の合
成（東工大院理工）○蓮 芳文・ボデジェフリー・瀧川 紘・鈴木啓介

座長 市川 淳士（15 : 00～16 : 00）
2 K 2―37 酸性イオン交換樹脂により促進されるイミノアルドール反応
を利用する 1―β ―メチルカルバペネムの合成研究（三重大工）○舘 正
憲・清水 真

2 K 2―38 酸性イオン交換樹脂により促進される不斉イミノアルドール
反応を利用する HIV酵素阻害剤中間体の合成研究（三重大工）清水
真○柴原栄成・舘 正憲

2 K 2―39 2―ニトロアルコール誘導体のヒドロキシメチル化におけるジ
アステレオ選択性（岡山大工・岡山大教育）工藤孝幸○長田晃典・清水
良浩・石川彰彦・斎藤清機

2 K 2―40 連続的 Double Michael―Claisen環化反応を用いた生理活性ア
ルカロイド合成の短工程化（岡山大工・岡山大教育）黒薮 賢○内田
聡・石川彰彦・斎藤清機

2 K 2―41 生理活性アルカロイド Galanthamineの全合成研究（岡山大
工・岡山大教育）○工藤一弘・石川彰彦・斎藤清機

2 K 2―42 ∆ 9＿テトラヒドロカンナビノール及びその類縁体の合成研
究（東工大院生命理工）○竹内 暁・王 永剛・小林雄一

座長 友岡 克彦（16 : 00～17 : 00）
2 K 2―43 マロン酸エステルのアルキニルピリジンへの共役付加反応を
用いる 4―キノリジノンの合成（三重大工）八谷 巌○新 真樹・清水
真

2 K 2―44 環拡大反応を鍵反応に用いる（＋）―Asteriscanolideの全合成研
究（三重大工）八谷 巌○前原 亘・清水 真

2 K 2―45 （－）―A 58365 Aの全合成研究（三重大工）八谷 巌○福島志
保・清水 真

2 K 2―46 ケテンジチオアセタールを介するアルデヒドと求核剤の三成
分連結反応（東大院理）○神保尚久・齋藤輝伸・市川淳士

2 K 2―47＊ 炭素―炭素結合形成を伴うアンモニア固定化反応の開発：ア
ルデヒドの．alpha．―アミノアリル化反応（東大院薬）○杉浦正晴・平
野圭一・小林 修

3月 28日午前

座長 杉野目 道紀（9 : 30～10 : 00）
3 K 2―04 α ―アミノケテンシリルアセタールから調製したイミニウム
塩に対する Grignard試薬の求核付加反応（三重大工）清水 真○伊藤
裕之・三浦 恵

3 K 2―05 α ―アミノケテンシリルアセタールから調製したイミニウム
塩に対する各種ケテンシリルアセタールの付加反応（三重大工）○楠
智貴・清水 真

3 K 2―06 α ―アミノケテンシリルアセタールからイミニウム塩の簡便
な合成法とシアノ化およびアリル化剤等との反応（三重大工）○三浦
恵・清水 真

座長 八谷 巌（10 : 00～11 : 00）
3 K 2―07 ルイス塩基触媒を用いるアルジミンとトリメチルシリルエノ
ラートのマンニッヒ型反応（北里研究所）藤澤英彦○高橋英喜・向山光
昭

3 K 2―08 機能性ブレンステッド酸を触媒とする直接的Mannich反応の
開発（東北大院理）○浦口大輔・寺田眞浩

3 K 2―09 機能性ブレンステッド酸を触媒とする β ―アミノ―α ―ジアゾ
エステル化合物の合成（東北大院理）○反町啓一・浦口大輔・寺田眞浩

3 K 2―10 効率的イミニウムイオン発生剤としてのアミノボランの利

用：β ―アミノエステルの簡便合成（京大院工・科学技術振興機構さき
がけ）杉野目道紀○UEHLIN, Lars・村上正浩

3 K 2―11 調製・再利用が容易なリン酸シリカゲル上にて進行する無溶
媒イミノアルドール反応（徳島大総合科）○Sandra, Lock・三好徳和・
和田 眞

3 K 2―12 Morita―Baylis―Hillman反応の反応機構解析（千葉大院自然・
千葉大理）○林 洋之・檀上博史・山口健太郎

座長 檀上 博史（11 : 00～12 : 00）
3 K 2―13 リンを触媒とするイミンへの求核付加反応（茨大教育）松川
覚○大部佳代子

3 K 2―14 酢酸リチウムをルイス塩基として用いる触媒的アルドール反
応（北里研究所）藤澤英彦○中川 崇・向山光昭

3 K 2―15 生成物が触媒となるアルドール反応（北里研究所）○藤澤英
彦・向山光昭

3 K 2―16 アミンとシリカゲルを用いるトリフルオロアセトアルデヒド
エチルヘミアセタールとケトン類との直接的アルドール反応（岐阜大
工）○船曳一正・石原美香・松居正樹

3 K 2―17 ヒドロシランを水素源とした還元的アルドール反応（阪大院
工・阪大 FRC）芝田育也○加藤洋史・馬場章夫

3 K 2―18 TEMPOアニオンの触媒的発生法と求核剤としての利用（岡
山大工・富山高専）○井口 勉・川淵浩之

3月 28日午後

座長 安田 誠（13 : 00～14 : 00）
3 K 2―25 α ―ヨードエノンからの α ―及び γ ―ベンゾイルエノンの合成
（東理大工）林 雄二郎○岸田賢史・庄司 満

3 K 2―26 トリフロロメタンスルホン酸無水物及びジフェニルスルホキ
シドを用いるナトリウムエノラート類のワンポットベンジル化反応
（北里研究所）○宅和知文・大西ジム祥隆・松尾淳一・向山光昭

3 K 2―27 アシロインスルホナートの異常 1,3―脱離による（E）―α ,β ―不
飽和ケトンの合成と（R）―ムスコン中間体合成への応用（関西学院大
理）○内村大樹・中村厚司・御前智則・田辺 陽

3 K 2―28 ケテンシリルアセタール／塩基触媒系での接触的エステルク
ライゼン縮合（関西学院大理）○高井健太・御前智則・飯田 聖・田辺
陽

3 K 2―29 臭化インジウム―トリエチルアミン存在下，1―アルキン類を
用いる N ,O ―アセタールのアルキニル化反応（東理大理工）坂井教郎○
金田怜子・小中原猛雄

3 K 2―30 イミンに対する α ―スルフェニルアルキルスズ化合物の付加
反応による 1,2―アミノスルフィド誘導体の合成（茨城大機器分析セ）○
神子島博隆・高橋直志

座長 神子島 博隆（14 : 00～14 : 50）
3 K 2―31 アリリックハライド―インジウム系によるビスカルボニル化
合物への選択的ダブル求核付加（阪大院工・阪大 FRC）○アルラナン
ダバブースリニバセラオ・安田 誠・芝田育也・馬場章夫

3 K 2―32 有機リチウム試薬のキラルな α ,β ―不飽和ニトロ化合物への
ジアステレオ選択的付加反応（横国大院工）○三好啓太・細田尚也・淺
見真年

3 K 2―33 α ,β ―不飽和イミンへの α ,α ―ジアルコキシケテンシリルア
セタールの二重求核付加反応（三重大工）○高橋 敦・清水 真

3 K 2―34 α ,β ―不飽和イミンへの α ,α ―ジアルコキシケテンシリルア
セタールとケテンシリルチオアセタールによる位置選択的二重求核付
加反応（三重大工）清水 真○河合志保・高橋 敦

3 K 2―35 N―アリリデンアミン誘導体の合成とそれを用いる二重求核
付加反応（三重大工）○釣谷法正・清水 真

3月 29日午前

座長 石原 一彰（10 : 00～11 : 00）
4 K 2―07 α ,β ―不飽和イミンへの四ヨウ化チタンと α ―ハロオキシムエ
ーテルにより生成するアザエノラートの二重求核付加反応（三重大工）
○黒川 洋・清水 真

4 K 2―08 α ,β ―不飽和アルデヒドへのチオールとテトラアリルスズの
二重求核付加反応（三重大工）清水 真○行正 貢・黒川 洋

4 K 2―09 ジ―2―チエニル カーボネートを用いるカルボン酸の効率的
エステル化反応（北里研究所）向山光昭○大橋芳章・福元謙太郎

4 K 2―10 シクロデキストリンを保護基とするジエステルの選択的加水
分解（神奈川大工）○落合祐介・中澤正徳・横山明弘・横澤 勉

4 K 2―11 芳香環スタッキングを利用した自己集合による大環状アセタ
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K 3 会場
文学部5教室

ールの合成（神奈川大工）○内田大介・野仲祐樹・横山明弘・横澤 勉
4 K 2―12 酸触媒アセタール交換反応を利用したかご型分子の構築（神
奈川大工）○御子柴和文・内田大介・横山明弘・横澤 勉

座長 横山 明弘（11 : 00～11 : 50）
4 K 2―13 アルコールとリン酸の触媒的脱水縮合反応によるリン酸モノ
エステルの合成（名大院工）○勝川幹基・坂倉 彰・石原一彰

4 K 2―14 酸化モリブデン（IV,VI）触媒を用いる脱水環化反応によるオ
キサゾリン及びチアゾリンの合成（名大院工）○近藤 玲・坂倉 彰・
石原一彰

4 K 2―15 スルフィナミドとアルデヒドの直接縮合によるスルフィニミ
ンの新しい簡便な合成（慶大理工）○遠宮 拓・東林修平・森 智紀・
橋本貴美子・中田雅也

4 K 2―16 アンモニウム塩触媒を用いる脱水環化反応による γ ―ピロン
の合成（名大院工）○坂倉 彰・石原一彰

4 K 2―17 アンモニウム塩触媒を用いる脱水縮合反応によるエステル合
成（名大院工）○中川晶子・長谷川愛子・坂倉 彰・石原一彰

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 26日午後

座長 宇梶 裕（13 : 00～14 : 00）
1 K 3―25 塩化ガリウムを用いるケトンの触媒的 α ―ビニル化反応（東
北大院薬）○西村良夫・雨宮 亮・山口雅彦

1 K 3―26 塩化ガリウムを用いたアニリンの直接オルト―エチニル化反
応（東北大院薬）○雨宮 亮・藤井亜希子・山口雅彦

1 K 3―27 触媒的 Haller―Bauer開裂反応の開発（名大院工）○矢野貴行・
石原一彰

1 K 3―28 ヒスチジン骨格を利用した不斉アシル化小分子触媒の設計
（名大院工）○小杉裕士・石原一彰

1 K 3―29 高活性シリルスーパールイス酸触媒の設計（名大院工・
SORST）○石川拓男・長谷川愛子・石原一彰・山本 尚

1 K 3―30 亜鉛触媒を用いるアルコールのエステル化（千葉大工）三野
孝○長谷川 妙・坂本昌巳・藤田 力

座長 三野 孝（14 : 00～14 : 50）
1 K 3―31 エステル縮合反応に高活性な Zr（IV）―Fe（III）複合触媒の回
収・再利用（名大院工・SORST・JST）○佐藤篤史・石原一彰・山本
尚

1 K 3―32 Beckmann転位反応に高活性な酸化レニウム（VII）―ホウ酸複
合触媒の開発（名大院工・SORST・JST）○古家吉朗・石原一彰・山本
尚

1 K 3―33 アリールボロン酸を触媒に用いるカルボン酸と尿素の脱水縮
合反応（名大院工・SORST・JST）○牧 利克・石原一彰・山本 尚

1 K 3―34 セリウムトリフラートで触媒される第三級アルコールの効率
的テトラヒドロピラニル化（倉敷芸術科学大）○濱田 直・佐藤恒夫

1 K 3―35 二塩化ニッケルと n―Butyl Lithum又は n―Butyl Grignard試薬
を用いる含水溶媒中でのアリルアルコールのケトンへの異性化反応
（徳島大総合科）○井内めぐみ・園田敏弘・三好徳和・和田 眞

座長 本田 光典（15 : 00～16 : 00）
1 K 3―37 新規高分子 Carcerand型パラジウム触媒を用いるアミドカル
ボニル化反応の開発（東大院薬）○秋山 良・小林 修

1 K 3―38 高分子 Carcerand型パラジウムを用いる酸化反応の開発（東大
院薬）○松崎聡明・石田 祐・岡本訓明・秋山 良・小林 修

1 K 3―39 架橋高分子ミセル内包型パラジウム触媒の開発（東大院薬）○
岡本訓明・秋山 良・小林 修

1 K 3―40 炭化水素化合物の水素―重水素交換反応（京大院工）○山本
満・横田優貴・松原誠二郎・大嶌幸一郎

1 K 3―41 水熱条件におけるパラジウム触媒による脱炭酸反応（京大院
工）○横田優貴・平山孝治・松原誠二郎・大嶌幸一郎

1 K 3―42 パラジウム触媒を用いた光学活性 α ―アシロキシシランの分
子内炭素―炭素結合形成反応（阪市大院理）○山田 健・坂口和彦・大
船泰史

座長 坂口 和彦（16 : 00～17 : 10）
1 K 3―43 ジブロモメチルシランを用いたアルファケトアシルシラン合
成（京大院工）○八木一成・高見和明・釣谷孝之・忍久保 洋・大嶌幸
一郎

1 K 3―44 ホスフィンオキシドを中性配位型有機触媒として用いるアリ
ルトリクロロシランによる N ―アシルヒドラゾンのアリル化反応（東
大院薬）○小西英之・小川知香子・杉浦正晴・小林 修

1 K 3―45 中性配位型有機触媒を用いる効率的 α ―アミノ酸合成法の開
発（東大院薬）○小川知香子・杉浦正晴・小林 修

1 K 3―46 γ 位をシリル化したアリル型及びビニル型スルホンの脱シリ
ル化反応における“シン効果”（金沢大院自然科学）○GUHA, Samar
Kumar・宇梶 裕・猪股勝彦

1 K 3―47 ビニルオキシランの開環反応における「シン効果」（金沢大
院自然科学）○竹田尚弘・茶山卓也・宇梶 裕・猪股勝彦

1 K 3―48＊ アシルシランを利用した 1,3―ジオール誘導体の立体選択的構
築法の開発（金沢大工）○本田光典・三上好美・金森信也・野上佳江・
千木昌人

3月 27日午前

座長 森本 稔（9 : 30～10 : 00）
2 K 3―04 疎水性高分子固定化 Lewis酸触媒を用いる水中での有機反応
（東大院薬）○飯村真也・眞鍋 敬・小林 修

2 K 3―05 固定化触媒を用いる水中での含窒素化合物の合成（東大院薬）
○信藤大輔・飯村真也・眞鍋 敬・小林 修

2 K 3―06 塩化鉄（III）を触媒とする水中でのジアステレオ選択的アルド
ール反応（東大院薬）○青山尚寛・眞鍋 敬・小林 修

座長 伊藤 敏幸（10 : 00～11 : 00）
2 K 3―07 ホウ酸シリカゲルと過酸化水素を用いる無溶媒 Baeyer―Vil-

liger酸化反応（徳島大総合科）○吉武智江・井上正之・三好徳和・和
田 眞

2 K 3―08 無溶媒かつメタホウ酸―シリカゲル上にて進行するアルデヒ
ドの還元反応及び α ,β ―不飽和ケトンの選択的 1,4―還元反応（徳島大
総合科）○澤 和代・吉成潤一・三好徳和・和田 眞

2 K 3―09 ヒドロキシケトンと不飽和カルボニル化合物との水系反応
（鳥取大工・鳥取大生命機能研セ）○高井智司・鬼塚智之・森本 稔・
斎本博之・重政好弘

2 K 3―10 フェニルボロン酸／シリカゲルを用いる無溶媒向山アルドー
ル反応（徳島大総合科）○岩田 伸・三好徳和・和田 眞

2 K 3―11 ホウ酸シリカゲルおよびメタホウ酸上にて進行する無溶媒炭
素―炭素結合生成反応（徳島大総合科）○吉成潤一・三谷佳史・井上正
之・三好徳和・和田 眞

2 K 3―12 無溶媒かつホウ酸シリカゲル上にて進行するカルボニル―エ
ン反応（徳島大総合科）○濱松克仁・三谷佳史・井上正之・三好徳和・
和田 眞

座長 三好 徳和（11 : 00～12 : 00）
2 K 3―13 イオン液体による鉄塩触媒電子移動型環化反応の反応加速効
果（鳥取大工）伊藤敏幸○上原弘幸・岩本和久・早瀬修一

2 K 3―14 イオン性液体中でのオルト酢酸トリエチルを用いたカルボン
酸類の環境調和型エステル化反応（千葉大理）○吉野智紀・東郷秀雄

2 K 3―15 イオン性液体を用いたテトラフェニルポルフィリン（TPP）の
合成（大分大工）○北岡 賢・信岡かおる・石川雄一

2 K 3―16 ブレンステッド酸触媒によるイオン性液体中でのマンニッヒ
型反応（学習院大理）○鈴木昭裕・渕辺耕平・秋山隆彦

2 K 3―17 ブレンステッド酸触媒を用いた水中でのアルジミンに対する
ケトンのマンニッヒ反応（学習院大理）○松田啓一郎・渕辺耕平・秋山
隆彦

2 K 3―18 N―アリールイミンとシリルエノールエーテルの［4＋2］型付
加環化反応によるキノリン合成（学習院大理）○横田浩二・中島彩子・
渕辺耕平・秋山隆彦

3月 27日午後

座長 網井 秀樹（13 : 00～14 : 00）
2 K 3―25＊ N ―ヒドロキシフタルイミド触媒を用いるアルキルアレーン
の酸素酸化によるヒドロペルオキシドの合成（関西大工）○青木康浩・
坂口 聡・石井康敬

2 K 3―27 N ,N ’,N ’’―トリヒドロキシイソシアヌール酸を触媒とするア
ルキル置換芳香族化合物の酸素酸化反応（関西大工）○辰川喜信・坂口
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L 1 会場
商学部4教室

聡・石井康敬
2 K 3―28 モリブドバナドリン酸を触媒とするベンゼンからフェノール
の合成（関西大工）○坂本孝雄・坂口 聡・石井康敬

2 K 3―29＊ 分子状酸素を用いる α ,β ―不飽和化合物の立体選択的 α ―ヒ
ドロキシル化反応（慶大理工）○佐藤光央・郡司靖彦・池野健人・山田
徹

座長 坂口 聡（14 : 00～14 : 50）
2 K 3―31 タンタル（V）触媒を用いる新規酸化反応（静岡理工大理工）桐
原正之○大久保久美子・築地広幸・越山智仁・幡野明彦

2 K 3―32 臭化水素酸と過酸化水素を用いるアルコールの酸化反応（徳
島大総合科）○中西和彦・牧田憲人・三好徳和・和田 眞

2 K 3―33 バナジウムヒドロキシアパタイトを触媒とするプロパルギル
位アルコール類の酸素酸化反応（京大院工）前多泰成○和志武洋祐・西
村貴洋・植村 榮

2 K 3―34 活性炭―酸素系によるアルキルアレーン類の酸素化反応（神戸
大理）○川端裕寿・林 昌彦

2 K 3―35 サマリウムを用いた水中での一電子還元反応：水溶媒の不均
化における重要性（茨大教育）松川 覚○市川圭司

座長 桐原 正之（15 : 00～16 : 00）
2 K 3―37＊ 超臨界アルコールの不飽和結合（C＝C結合，C＝O結合，C
≡N結合）に対する特異な挙動（龍谷大理工）○上田中隆志・疋田龍
慶・松田知子・原田忠夫

2 K 3―39 高密度二酸化炭素中におけるプロパルギルアルコール類から
の環状カーボネート合成（東工大院理工・PRESTO）○山本真史・榧木
啓人・碇屋隆雄

2 K 3―40 フェイズ・バニシング法を用いたオレフィンのジアステレオ
選択的臭素化反応（阪府大総科）松原 浩○杉山弘幸・安田真治・柳
日馨

2 K 3―41 フルオラス DMFの開発と反応メディアとしての利用（阪府
大総科）松原 浩○前田 類・柳 日馨

2 K 3―42 フルオラス性パラジウムカルベン錯体を用いたMizoroki―
Heck反応（阪府大総科）福山高英○荒井雅史・松原 浩・柳 日馨

座長 松原 浩（16 : 00～17 : 00）
2 K 3―43 フルオラス二相系ルイス酸触媒を用いた直接エステル化反応
およびリサイクルシステムの開発（野口研・JCII）○HAO, Xiuhua・山
崎長武・吉田彰宏・錦戸條ニ

2 K 3―44 新規フルオラスルイス酸触媒を用いたエステル化および
Baeyer―Villiger反応による多相系流通式連続反応システムの開発（野
口研・JCII）○吉田彰宏・カク秀花・錦戸條二

2 K 3―45 新規フルオラス担体を用いる効率的糖鎖合成法の開発研究
（野口研）○後藤浩太朗・水野真盛・稲津敏行・三浦 剛

2 K 3―46 フルオラス担体を用いたペプチド合成法の開発（野口研）○水
野真盛・三浦 剛・後藤浩太朗・松浦 健・稲津敏行

2 K 3―47 フルオラスシリカゲルに固定したルイス酸触媒による反応と
リサイクル化（野口研・JCII）○山崎長武・Hao, Xiuhua・吉田彰宏・錦
戸條二

2 K 3―48 リサイクル可能なルイス酸触媒を用いたフタル酸エステル合
成法の開発（野口研・JCII）○山田一作・錦戸條二

3月 28日午前

座長 福山 高英（9 : 30～10 : 00）
3 K 3―04 金属Mgを用いたトリフルオロピルビン酸メチルのピナコー
ルカップリング（岡大工）○滝川 剛・宇根山健治

3 K 3―05 クロスピナコールカップリングによる 1,2―アミノアルコール
の選択的合成反応（三重大工）清水 真○稲垣智彦・鈴木育浩

3 K 3―06 クロスピナコールカップリングによる非対称 1,2―ジオールの
選択的合成反応（三重大工）○鈴木育浩・清水 真

座長 吉田 彰宏（10 : 00～11 : 00）
3 K 3―07 キノン類と系内で調製されるアルコキシジフェニルホスフィ
ンを用いる新しい型の酸化―還元縮合反応による立体反転を伴うカル
ボン酸エステルまたはエーテルの合成（北里研究所）○新藤太一・福元
謙太郎・向山光昭

3 K 3―08 マイクロ波照射下のロジウム・ルテニウム触媒による二級ア
ルコールの選択的水素移動型酸化反応（京大院工）○高橋雅昭・松原誠
二郎・大嶌幸一郎

3 K 3―09 マイクロ波を利用したハロゲン化ビニルの立体選択的合成と
エンイン化合物の簡便合成（北大院工）○金原 広・匡 春香・黒野暢

仁・徳田昌生
3 K 3―10 高分子 Carcerand型白金触媒（東大院薬）○萩尾浩之・杉浦正
晴・小林 修

3 K 3―11 マイクロカプセル化銅触媒の開発（東大院薬）○河井伸之・森
雄一朗・小林 修

3 K 3―12 高分子 Carcerand型希土類金属触媒の開発（東大院薬）○竹内
昌弘・秋山 良・小林 修

座長 黒野 暢仁（11 : 00～12 : 10）
3 K 3―13 光マイクロリアクターを用いたフロー系による［2＋2］型環化
付加反応（阪府大総科）○福山高英・鎌田直也・日野佳子・佐藤正明・
柳 日馨

3 K 3―14 マイクロフロー系でのラジカル連鎖反応（阪府大総科）福山高
英○鎌田直也・佐藤正明・柳 日馨

3 K 3―15 架橋型ポリスチレンマイクロカプセル化オスミウム触媒の開
発（東大院薬）○石田 祐・秋山 良・小林 修

3 K 3―16 パラジウム固定化マイクロリアクターを用いる効率的三相系
反応の開発（東大院薬・東大院工）○小林重太・森 雄一朗・秋山
良・岡本訓明・上野雅晴・北森武彦・小林 修

3 K 3―17 マイクロリアクターによるカルボニル化反応の実施（阪府大
総科）○川口達也・福山高英・鎌田直也・柳 日馨・美馬淳一・佐藤
正明

3 K 3―18 循環型マイクロフロー系による Heck反応（阪府大総科）劉
世芳○福山高英・佐藤正明・柳 日馨

3 K 3―19 ジアルコキシシラン系における新規カルボアニオン反応の開
発（東工大院理工）○齊藤大介・井川和宣・友岡克彦

触媒

3月 26日午後

座長 海老谷 幸喜（14 : 30～15 : 20）
1 L 1―34 球状二元細孔シリカゲル粒子の作製（千葉大工）○乙田 真・
高橋亮治・佐藤智司・袖澤利昭

1 L 1―35＊ ソルボサーマル法による Ga2O3―Al2O3複合酸化物合成におけ
る溶媒の影響（京大院工）○高橋 優・岩本伸司・香川公司・井上正志

C調製法
1 L 1―37 逆ミセル法により調製した Rh／SiO2触媒上での気体吸着特性
（神奈川大工）○蓑島浩二・宮尾敏広・内藤周弌

1 L 1―38 固定化 Cu―BOX不斉錯体触媒の設計と不斉 Diels―Alder反応
特性（東大院理）○田中里佳・唯 美津木・岩澤康裕

座長 岩本 伸司（15 : 20～16 : 10）
1 L 1―39＊ キラルバナジウム錯体を用いた固定化不斉触媒の設計と 2―
ナフトール不斉カップリング反応（東大院理）○唯 美津木・岩澤康裕

1 L 1―41＊ 芳香族炭化水素類のアルキンおよびアルケンへの選択的付加
反応におけるパラジウムイオン交換モンモリロナイト触媒の開発（阪
大院基礎工）○満留敬人・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

1 L 1―43 パラジウム交換モンモリロナイトを触媒としたWacker反応
（阪大院基礎工）○梅谷拓也・満留敬人・水垣共雄・海老谷幸喜・金田
清臣

座長 八尋 秀典（16 : 10～17 : 00）
1 L 1―44 高分散 Ni／SiO2触媒の調製と CH4の CO2リフォーミング（千
葉大工）○芳賀祐太・高橋亮治・佐藤智司・袖澤利昭

1 L 1―45 マイクロエマルジョン法による燃料電池用 Pt―Ru合金ナノ微
粒子触媒の作製と評価（武蔵工大）金 泰允・高橋政志○小林光一

1 L 1―46 噴霧反応法による多成分系白金触媒の設計と CH4の CO2

Reforming反応（千葉大工）○門田明子・永松伸一・一國伸之・島津省
吾・上松敬禧

E分解・改質・脱硫など
1 L 1―47 メタンの脱水素芳香族化（53）NO混合空気を用いるMo／

HZSM―5触媒の再活性化処理（北大触媒セ）○馬 洪涛・小島綾一・
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大西隆一郎・市川 勝
1 L 1―48 メタンの脱水素芳香族化反応（54） Mo／HZSM―5触媒への貴
金属添加効果（北大触媒セ）○菊池 聡・小島綾一・市川 勝

座長 清水 研一（17 : 00～18 : 00）
1 L 1―49 担持 Ir系触媒によるメタノールの液相改質反応（神奈川大）○
寺本孔明・渡辺祐一・宮尾敏弘・内藤周弌

1 L 1―50 遷移金属炭化物触媒を用いた CO除去のための水性ガスシフ
ト反応の研究（東農工大 BASE）松田健二○柿沼 勉・並木達郎・永井
正敏

1 L 1―51 一酸化炭素シフト反応用銅触媒の酸化還元挙動（愛媛大工）○
八尋秀典・中矢健太・村脇啓介・岡田元次

1 L 1―52 アルミナ担持コバルトモリブデン硫化物触媒の水素化脱窒素
活性と反応特性（東農工大 BASE）○鈴木健志・吹上智一・永井正敏

1 L 1―53＊ 35Sトレーサー法を用いた高表面積チタニア担持コバルト―モ
リブデン硫化物触媒の活性および硫黄挙動の解析（東農工大）○石原
篤・李 相国・荒川 久・森本一也・DUMEIGNIL, Franck・王 丹
紅・銭 衛華・加部利明・井上慎一・工藤英彦

3月 27日午後

F酸化
座長 池永 直樹（13 : 00～14 : 00）

2 L 1―25 ハイドロタルサイト固定化MnIV触媒による分子状酸素を酸
化剤としたアルコールおよびアルキルベンゼンの選択的酸化反応（阪
大院基礎工）○永嶋浩二・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 1―26 バナジウム交換モンモリロナイトを触媒とした分子状酸素に
よる炭化水素の効率的酸素化反応（阪大院基礎工）○野坂直矢・満留敬
人・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 1―27 M―V―O型金属酸化物触媒によるイソブタンの非アエロビッ
ク酸化（大分大工）○菊谷佳代・近松由章・西口宏泰・石原達己・滝田
祐作

2 L 1―28 ハイドロタルサイト表面固定化ルテニウム触媒を用いたアル
コールの酸化反応：表面マンガンカチオンとの協同効果（阪大院基礎
工）○吉田昇平・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 1―29 アルコールの酸化反応におけるハイドロタルサイト表面固定
化ルテニウム種とマンガンカチオンの協同効果の解明（阪大院基礎工）
○海老谷幸喜・吉田昇平・永嶋浩二・水垣共雄・金田清臣

2 L 1―30 バナジウム置換リンモリブデン酸を触媒とした分子状酸素に
よるアダマンタンの選択酸化反応（東大院工）○品地 敏・山口和也・
水野哲孝

座長 福岡 淳（14 : 00～15 : 00）
2 L 1―31 Cuイオン交換ゼオライトを用いたベンゼンからジヒドロキ
シベンゼンへの光酸化反応（新潟大工・新潟大院自然科学）○丸山
怜・赤羽広也・清水研一・児玉竜也・北山淑江

2 L 1―32 欠損型タングストケイ酸による過酸化水素を酸化剤としたジ
エン類の位置選択的エポキシ化反応（科学技術振興機構・東大院工）○
鎌田慶吾・山口和也・水野哲孝

2 L 1―33 層状遷移金属酸化物によるシクロヘキセンのエポキシ化反応
（東工大資源研・CREST・JST）○野本裕香・高垣 敦・高田 剛・野
村淳子・原 亨和・堂免一成

2 L 1―34 ゼオライト担持 Pd触媒による希薄メタンの燃焼反応（鳥取
大）○篠原英志・奥村 和・丹羽 幹

2 L 1―35 エタンの部分酸化反応における酸化ダイヤモンド担持 Niお
よび Co触媒の活性種（関西大工・物材機構物質研）○小西 亨・池永
直樹・中川清晴・安藤寿浩・鈴木俊光

2 L 1―36 ジメチルエーテルを直接燃料とする SOFCの発電特性（5）電
解質への遷移金属添加効果（大分大工）○立見明生・西口宏泰・石原達
己・滝田祐作

座長 川端 智則（15 : 00～15 : 40）
2 L 1―37 Fe添加 LaGaO3を酸素透過膜に用いる CH4の部分酸化に及ぼ
す O2及び H2Oの共存効果（大分大工）○古野哲郎・西口宏泰・石原達
己・滝田祐作

2 L 1―38 メソ細孔シリカ内白金ナノ細線・粒子による CO選択酸化反
応（北大触媒セ・北大院理）○福岡 淳・坂本 謙・木村潤一・樋口貴
礼・市川 勝

2 L 1―39 各種酸化物上に担持した Pt触媒上における低温での COおよ
びメタノール酸化反応（阪府大院工）大向啓正○松岡雅也・安保正一

2 L 1―40 各種金属コロイドを触媒とする過酸化水素の直接合成（東工

大資源研）○高橋 学・出口 隆・山本 孝・岩本正和

3月 28日午後

Hゼオライト
座長 丹羽 幹（13 : 00～13 : 30）

3 L 1―25 BCSJ賞受賞講演 ［Al］―SSZ―31型ゼオライトの合成研究
（岐阜大工）Ranjeet Kaur Ahedi○窪田好浩・Pusparatu・杉 義弘

座長 小柳津 研一（13 : 30～14 : 30）
3 L 1―28＊ HZSM―5，Pb／HZSM―5上でのピリジン類縁体生成の初期反
応経路の赤外分光法による検討（東工大資源研）○依田英介・野村淳
子・堂免一成

3 L 1―30 シリカリッチな ZSM―5ゼオライト中に交換された銅イオン
種の還元特性：窒素吸着特性との関連（岡山大理）○田中大士・板谷篤
司・黒田泰重・長尾眞彦

3 L 1―31 赤外分光法を用いたゼオライト上でのエタノールの脱水反応
によるエトキシド生成の観測（東工大資源研）○伊藤啓一・依田英介・
若林文高・野村淳子・堂免一成

3 L 1―32 固体 NMRによるアルカリ金属交換 ZSM―5の水熱劣化解析
（東ソー分析セ・東ソー南陽研）○岡 秀行・笠原泉司・小川 宏・中
野雅雄

3 L 1―33 アルカリ土類金属含有 ZSM―5ゼオライトの脱アルミニウム
挙動（北陸先端大材料）○藤田 卓・近江靖則・寺西利治・佐野庸治

座長 石谷 暖郎（14 : 30～15 : 30）
3 L 1―34 骨格内有機基含有MWW, ITQ―21ゼオライトの合成とキャラ
クタリゼーション（横国大院）○土門佑輔・中西哲也・野原雄貴・山本
勝俊・辰巳 敬

3 L 1―35 種結晶を用いた高シリカモルデナイトの合成（北陸先端大材
料）○魯 保旺・津田朋宏・近江靖則・寺西利治・板橋慶治・佐野庸
治

3 L 1―36 骨格内に有機基を含有するゼオライトの合成と解析（横国大
工）○中西哲也・土門佑輔・山本勝俊・辰巳 敬

3 L 1―37 アルカリ処理したゼオライト TS―1を用いたフェノールの過
酸化水素による水酸化反応（早大理工）松方正彦○矢崎隼人・長嶺典
子・関根 泰・菊地英一

3 L 1―38 酢酸銅（I）を用いた固相イオン交換法による銅イオン交換
ZSM―5ゼオライトの調製（岡山大理）○板谷篤司・十川陽二・田中大
士・黒田泰重・長尾眞彦

3 L 1―39 大口径ゼオライト ITQ―21の合成条件の検討（横国大工）○大
沼良介・呉 鵬・辰巳 敬

座長 近江 靖則（15 : 30～16 : 20）
3 L 1―40＊ 光増感剤とゼオライトを用いたジフェニルメチレンシクロプ
ロパン類の対照的な電子移動反応（東北大院理）○池田 浩・野村剛
志・秋山公男・手老省三・ROTH, Heinz D.・宮仕 勉

Iメソポーラス物質
3 L 1―42 高表面積メソポーラス TiO2―CeO2の合成（横国大工）○山高雄
介・吉武英昭・辰巳 敬

3 L 1―43 高い窒素含有量を持つメソポーラスシリコンオキシナイトラ
イドの合成（東工大資源研）○林 文隆・石津賢一・山本 孝・岩本正
和

3 L 1―44 表面修飾法を用いた高規則性メソポーラス遷移金属酸化物の
結晶化（東工大資源研）○後藤 誠・野村淳子・魯 大凌・原 亨和・
中林 亮・堂免一成

座長 小柳津 研一（16 : 20～17 : 10）
3 L 1―45＊ エチレン基を導入したハイブリットメソポーラス材料の調製
と評価（東工大資源研）○中島清隆・高田 剛・野村淳子・冨田育義・
原 亨和・林 繁信・堂免一成

3 L 1―47 メソポーラス構造を有する高分子重合触媒の合成（東工大資
源研・東工大資源研・SORST・JST）○石丸竜平・野村淳子・原 亨
和・堂免一成

3 L 1―48 メソポーラスモリブデンチタニア触媒の調製と構造解析（横
国大工）○青木優子・辰巳 敬・吉武英昭

3 L 1―49 2‐メチルインデンの過酸化水素酸化に対するMCM-41の特
異な添加効果（東工大資源研）○松本秋弥・堀内英輔・石谷暖郎・岩本
正和
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座長 吉武 英昭（17 : 10～18 : 00）
3 L 1―50 シリカメゾ多孔体上での強酸点の構築とその触媒作用（東工
大資源研）○沖田充司・石谷暖郎・岩本正和

3 L 1―51 Ni―MCM―41のエチレン転換活性の経時変化および水，酸素，
水素の共存効果（東工大資源研）○芦沢裕基・小杉佳嗣・山本 孝・岩
本正和

3 L 1―52 Cu―（Al）MCM―41触媒の調製及び NO還元反応特性（東理大
理工・東理大界面科研）○佐野 類・山口有朋・小柳津研一・湯浅
真

3 L 1―53 直接合成法による Pd／MCM―41触媒を用いた NO還元反応の
検討（東理大理工・東理大界面科研）○岩岡和輝・山口有朋・小柳津研
一・湯浅 真

3 L 1―54 各種遷移金属をドープしたメソポーラス複合酸化物の触媒活
性評価（東工大資源研）○日吉摩耶子・魯 大凌・野村淳子・原 亨
和・堂免一成

3月 29日午前

G酸・塩基触媒
座長 島津 省吾（9 : 00～9 : 50）

4 L 1―01 ヒドロキシアパタイト固定化ランタン錯体による炭素―炭素
結合形成反応（阪大院基礎工）○大柴道隆・原 孝佳・森 浩亮・水垣
共雄・海老谷幸喜・金田清臣

4 L 1―02 ヒドロキシアパタイト固定化 Ru錯体を Lewis酸触媒とした
炭素―炭素結合形成反応（阪大院基礎工）森 浩亮○原 孝佳・水垣共
雄・海老谷幸喜・金田清臣

4 L 1―03＊ ポリアニオンナノシートの酸触媒活性とキャラクタリゼーシ
ョン（東工大資源研・CREST・JST・倉敷芸科大・産総研）○高垣
敦・高田 剛・野村淳子・原 亨和・堂免一成・小林久芳・林 繁信

4 L 1―05 WOx―ZrO2触媒の酸発現（京大院工）○田中庸裕・織田明博・
船引卓三

座長 佐藤 智司（9 : 50～10 : 40）
4 L 1―06 担持酸化ニオブ触媒によるアニソールのベンジル化反応（鳥
取大）○平野美穂・奥村 和・丹羽 幹

4 L 1―07 カーボン系固体強酸の調製とその酸触媒活性（東工大資源
研・CREST・JST）○吉田猛美・土戸尋志・高田 剛・野村淳子・原
亨和・堂免一成・林 繁信

4 L 1―08 金属カチオン交換モンモリロナイトを固体酸触媒とする炭
素―炭素結合形成反応（阪大院基礎工）○加藤正基・川端智則・水垣共
雄・海老谷幸喜・金田清臣

4 L 1―09 カプセル化デンドリマーを塩基触媒とする炭素―炭素結合形
成反応（阪大院基礎工）○水垣共雄・原田威徳・村田 誠・大江匡彦・
海老谷幸喜・金田清臣

M有機合成・重合
4 L 1―10 ゼオライトを担体とした Pd触媒による Heck反応（鳥取大）○
野田久美子・奥村 和・丹羽 幹

座長 野村 淳子（10 : 40～11 : 20）
4 L 1―11 2,6―ジメチルナフタレン合成触媒の検討（化学技術戦略推進
機構・昭和電工）○藤田俊雄・倉田洋平・山本良美・辻 勝行

4 L 1―12 セリアによる 1,4―ブタンジオールの選択的脱水反応（千葉大
工）○山本直岐・佐藤智司・高橋亮治・袖澤利昭

4 L 1―13 銅系触媒によるブタンジオールの脱水素反応（千葉大工）○福
田浩三・佐藤智司・高橋亮治・袖澤利昭

4 L 1―14 CeO2触媒上でのアセトアルドールの分解によるアセトン合
成（千葉大工）○野澤高志・佐藤智司・高橋亮治・袖澤利昭

座長 藤田 俊雄（11 : 20～12 : 10）
4 L 1―15＊ ハイドロタルサイト表面固定化 Ru触媒を用いるキノリン誘
導体の one―pot合成（阪大院基礎工）○本倉 健・西村太佑・水垣共
雄・海老谷幸喜・金田清臣

4 L 1―17 ハイドロタルサイト表面固定化 Ru触媒を用いたアルコール
類によるニトリルの α ―モノアルキル化反応（阪大院基礎工）○西村太
佑・本倉 健・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

4 L 1―18 セリア系触媒によるカルボン酸のケトン化反応（千葉大工）○
長島 理・佐藤智司・高橋亮治・袖澤利昭

4 L 1―19 アルキル修飾スメクタイト層間固定化ジルコノセン触媒の合
成とエチレン重合（千葉大工）島津省吾○山崎雄亮・一國伸之・上松敬
禧

触媒

3月 26日午後

A表面・吸着
座長 一國 伸之（14 : 30～15 : 30）

1 L 2―34 ヘテロポリ酸被覆金属電極の水素発生電極触媒機能（埼玉大
理）○谷村暢子・馬場 凉・中林誠一郎

1 L 2―35＊ 近赤外吸収スペクトル測定による酸化チタン表面の光誘起超
親水化発現機構の検討（阪府大院工・トリノ大）○竹内雅人・Martra,
Gianmario・Coluccia, Salvatore・安保正一

1 L 2―37 細孔内液相の拡散と吸着に与える細孔サイズの影響（千葉大
工）○青木拓真・高橋亮治・佐藤智司・袖澤利昭

1 L 2―38 TAPを用いた Ce―Pr複合酸化物の Redox特性の検討（大分大
工）○西口宏泰・宋 朝霞・山田啓司・石原達己・滝田祐作

B構造・物性・計算
1 L 2―39 厚み共鳴振動によって誘起される動的格子変位と光電子放出
の相関および触媒活性化に及ぼす機構（長岡技科大工）○斉藤信雄・西
山 洋・井上泰宣

座長 石原 達己（15 : 30～16 : 30）
1 L 2―40＊ 傾斜型ゼオライト膜の設計―第一原理周期境界研究（産総研）
○Chatterjee, Abhijit・清住嘉道・蛯名武雄・水上富士夫

1 L 2―42＊ Co／Al2O3触媒上の新規 CO―NO反応機構の第一原理計算によ
る解明（東大院理）○谷池俊明・石井恒至・佐々木岳彦・森川忠良・岩
澤康裕

1 L 2―44 噴霧 Pt触媒の Al添加により誘起される複合構造（千葉大工）
○岩田誠之・永松伸一・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

1 L 2―45 N 2―H 2混合ガスによるシリカ担持ニオブナイトライド触媒
の調製（千葉大工）○羽石英範・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

D水素化・脱水素

座長 袖沢 利昭（16 : 30～17 : 30）
1 L 2―46 新規水素化触媒としての Pd／酸化ダイヤモンド（関西大）○細
野勇樹・清見智成・米沢 格・池永直樹・鈴木俊光

1 L 2―47 Fe3Cの水素化分解（大分大工）○山内浩平・西口宏泰・石原達
己・滝田祐作

1 L 2―48 二元系貴金属担持触媒によるシクロヘキサンの水素化分解
（北大院理・北大触媒セ）○郡司達也・小島綾一・福岡 淳・市川 勝

1 L 2―49 銅―陰イオン交換樹脂系メタノール合成触媒の開発（東工大院
総理工）○原田健二・小林英宜・稲津晃司・秋鹿研一

1 L 2―50 バナジウムアルコキシドを担持した活性炭触媒によるエチル
ベンゼンの脱水素（関西大工）○奥田和美・武田和剛・池永直樹・鈴木
俊光

1 L 2―51 低比表面積 SiO2を用いたカーボンナノチューブの生成（関西
大）細野勇樹・市岡宏章○池永直樹・鈴木俊光

3月 27日午前

J環境触媒
座長 鈴木 俊光（11 : 20～12 : 00）

2 L 2―15 化学技術賞受賞講演 セリア―ジルコニア固溶体を用いる大
量酸素貯蔵放出型三元触媒技術の開発と実用化（豊田中研・名工大・
トヨタ自動車）杉浦正洽・小澤正邦・須田明彦・鈴木 正・金沢孝明

3月 27日午後

座長 和田 健司（13 : 00～14 : 00）
2 L 2―25 MgO系材料による CFC 12の分解反応における共存酸素と水
の影響（東工大総理工）○山下弘樹・玉井 司・秋鹿研一
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2 L 2―26＊ ヒドロキシアパタイト表面固定化 Pdナノクラスター触媒に
よる含ハロゲン化合物の水素化分解反応（阪大院基礎工）○原 孝佳・
大柴道隆・森 浩亮・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―28 ヒドロキシアパタイト固定化亜鉛錯体触媒によるエポキシド
への炭酸ガスの効率的環化付加反応（阪大院基礎工）○三谷洋平・原
孝佳・森 浩亮・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―29 炭素資源から COxフリー純水素の生成（東工大院理工）清水
亨・石田 稔○竹中 壮・山中一郎・大塚 潔

2 L 2―30 NO―H2―O2反応活性に対する Pt／ZrO2焼成条件の影響（産総
研）○菅原 康・難波哲哉・益川章一・内澤潤子・小渕 存

座長 水垣 共雄（14 : 00～15 : 00）
2 L 2―31 水熱合成法で調製したWO3／ZrO2担持 Pd触媒による NO―

CH4―O2―（H2O）反応（鳥取大）○鈴木克生・奥村 和・丹羽 幹
2 L 2―32 活性炭担持白金触媒によるアンモニウムイオンと硝酸イオン
の同時湿式分解（東工大総理工）○藤田憲俊・稲津晃司・北原麻衣・秋
鹿研一

2 L 2―33 ペロブスカイト系オキシサルフェートの合成と触媒活性（1）
（熊本大工）○落合健一・綿島彰久・池上啓太・町田正人

2 L 2―34 二酸化チタン―親油性粘土複合材料の作製とその吸着及び光
触媒特性（名大難処理研）○堀田祐志・笹井 亮・伊藤秀章

Nその他
2 L 2―35 プロパンの水蒸気改質反応用コバルト触媒への修飾効果（早
大理工）○浦崎浩平・伊藤亜紀子・関根 泰・松方正彦・菊地英一

2 L 2―36 酸化鉄の酸化還元を利用した水素製造における微量成分の添
加効果（早大理工）浦崎浩平○谷本尚志・田村絵莉・関根 泰・菊地英
一・松方正彦

L錯体・クラスター

座長 関根 泰（15 : 00～16 : 00）
2 L 2―37＊ デンドリマー集合体を用いた Pd超微粒子触媒の開発：共役
ジエンの選択的水素化反応（阪大院基礎工）○村田 誠・大江匡彦・水
垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―39 デンドリマー集合体に内包した Pd―Ptバイメタル超微粒子触
媒によるオレフィン類の選択的水素化反応（阪大院基礎工）○田中祐
子・村田 誠・大江匡彦・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―40 単分散 Pdナノクラスター触媒を用いた水溶媒中での環境調
和型アルコール酸化反応（阪大院基礎工）○乗松陽子・水垣共雄・海老
谷幸喜・金田清臣

2 L 2―41 新規チタン含有シルセスキオキサン触媒の合成とオレフィン
のエポキシ化活性（京大院工）和田健司○渡辺直樹・近藤輝幸・光藤武
明

2 L 2―42 新規スターバースト型シルセスキオキサン触媒の合成（京大
院工）○和田健司・渡辺直樹・山田弘一・近藤輝幸・光藤武明

座長 竹中 壮（16 : 00～16 : 50）
2 L 2―43 シルセスキオキサン配位子を活用した後周期遷移金属ナノク
ラスターの調製（京大院工）和田健司○矢野耕佑・綱脇史亮・近藤輝
幸・光藤武明

2 L 2―44 オレフィンのヒドロホルミル化反応におけるアルキル化デン
ドリマー内包型 Rh錯体触媒の開発（阪大院基礎工）○宮内保彰・村田
誠・大江匡彦・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―45 ナノカプセル化デンドリマーに内包したパラジウム錯体触媒
を用いたヘック反応およびアリル位置換反応（阪大院基礎工）○大江匡
彦・村田 誠・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―46 デンドリマー固定化 Cu錯体による分子状酸素を用いたエナ
ミンの酸化反応（阪大院基礎工）○高濱敦司・村田 誠・大江匡彦・水
垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 L 2―47 ハライドクラスター触媒上でのアルキン異性化によるアレン
の生成（理研・芝浦工大工）○上口 賢・高久知子・小泊満生・千原貞
次

3月 28日午前

K光触媒
座長 高田 剛（11 : 00～12 : 00）

3 L 2―13 マイクロ波および紫外線併用照射下での光触媒による水質環
境汚染物質の迅速分解（明星大地球環境科学セ）○徳永 篤・堀越
智・渡辺奈津子・日高久夫

3 L 2―14＊ 複合型マイクロ波・光触媒法おける水質および土壌汚染物質
の分解促進の効果（明星大地球環境科学セ）○堀越 智・日高久夫

3 L 2―16 ABiO3（A＝アルカリ金属）新規光触媒による可視光照射下で
の有機物分解特性（物材研・産総研）○葉 金花・鄒 志剛・加古哲
也・楊 立群

3 L 2―17 新規可視光応答型光触媒ニオブ酸ビスマス化合物の調製と有
機物分解特性評価（物材研エコマテ研・産総研光反応セ）○加古哲也・
鄒 志剛・葉 金花

3 L 2―18 ビスマス系可視光応答型光触媒の調製と有機物分解特性（物
材研・産総研）○唐 軍旺・鄒 志剛・葉 金花

3月 28日午後

座長 工藤 昭彦（13 : 00～14 : 00）
3 L 2―25 酸化チタン担持セラミックスフィルタによる悪臭除去（JR東
海）○文 相吉吉・深谷哲生・志知哲也・藤嶋 昭

3 L 2―26 各種酸化物上に高分散担持したMo酸化物上における CO共
存下での NOの光触媒分解反応（阪府大院工）○武内留美・松岡雅也・
安保正一

3 L 2―27 Mo―MCM―41上での炭化水素による NOxの光触媒還元反応
（阪府大院工）○胡 芸・松岡雅也・安保正一

3 L 2―28 新規ニオブ酸光触媒の調製と水の分解特性評価（物材機構）○
殷 江・鄒 志剛・葉 金花

3 L 2―29 フッ素添加した疎水性メソポーラスシリカに担持した酸化チ
タン光触媒上での水中微量有機物の分解（阪府大院工）○前川和大・山
下弘巳・安保正一

3 L 2―30 各種ゼオライトに固定化担持した Cu（I）イオンの局所構造と
その光触媒反応特性（阪府大院工）○陳 海軍・松岡雅也・安保正一

座長 原 亨和（14 : 00～15 : 00）
3 L 2―31 各種ゼオライトに担持したクロム酸化物種の局所構造と可視
光照射下での光触媒活性（阪府大院工）○大城智史・山下弘巳・安保正
一

3 L 2―32 ニトロ基を有する汚染物質の二酸化チタン光触媒分散系にお
ける光酸化メカニズム（明星大地球環境科学セ）○渡辺奈津子・堀越
智・河崎 篤・佐藤和哉・日高久夫

3 L 2―33 酸化チタンの光ならびに熱触媒効果を利用した新規な”ポリ
マー分解”システム（横国大院工）○新原俊広・水口 仁

3 L 2―34 TiO2上での光アンモニア脱硝反応―EPRによる反応中間体の
捕捉―（京大院工）○山添誠司・寺村謙太郎・田中庸裕・船引卓三

3 L 2―35 紫外光照射による遷移金属含有MCM―41新規合成法とそれ
らの光触媒反応特性（阪府大院工）○和田典子・胡 芸・松岡雅也・安
保正一

3 L 2―36 ケトンを用いたアルカンの均一系光酸化反応（京大院工）○細
川知宏・寺村謙太郎・田中庸裕・船引卓三

座長 石橋 孝章（15 : 00～16 : 00）
3 L 2―37 可視光―遷移金属塩触媒によるアルカンの酸素酸化反応（広島
大院工）○山本 潤・田中 茂・高木 謙・竹平勝臣

3 L 2―38 V2O5／Al2O3上での各種炭化水素の液相光部分酸化反応（京大
院工）○大内 太・寺村謙太郎・田中庸裕・船引卓三

3 L 2―39 オレフィン光メタセシス反応中のメソ細孔内Moの局所構造
解析（千葉大工）○藤川 徹・一國伸之・阪東恭子・島津省吾・上松敬
禧

3 L 2―40＊ シリカ表面上の高分散担持遷移金属酸化物種による接触プロ
ピレン光エポキシ化反応（京大院工）○天野史章・田中庸裕・船引卓三

3 L 2―42 撥水性を有する光触媒アパタイト―有機ポリマー複合体（東大
先端研・工学院大・富士通研）○竹内政雄・吉田直哉・大倉利典・門
間英毅・若村正人・大崎 壽・橋本和仁・渡部俊也

座長 田中 庸裕（16 : 00～17 : 00）
3 L 2―43＊ 可視光応答性オキシサルファイド光触媒の開発（東工大資源
研・SORST・JST）○石川明生・高田 剛・野村淳子・原 亨和・小
林久芳・堂免一成

3 L 2―45 NBTを用いた可視光応答型酸化チタン光触媒の評価（近畿大
工）○東 泰伸・芳川京子・北村彰博・鈴木弘世・井原辰彦

3 L 2―46 パルス方式リアクターによる可視光応答型酸化チタン光触媒
のアルデヒド分解能力評価（近畿大工）○阪田 誠・坂 周一・駒井幹
久・三好正大・井原辰彦

3 L 2―47 紫外線照射下でのサンスクリーン剤中の顔料（酸化亜鉛）が及
ぼす DNAダメージ（明星大地球環境科学セ）○小林寛征・堀越 智・
空閑海里・渡辺奈津子・日高久夫
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3 L 2―48 低温プロセスによる可視光応答型光触媒の調製（東北大多元
研）○殷 シュウ・小松正和・王 金淑・張 其武・唐 清・斉藤文
良・佐藤次雄

座長 西口 宏泰（17 : 00～18 : 00）
3 L 2―49 CuGaS2光触媒による可視光下での水素生成反応（東理大理）
○長根 聖・辻 一誠・加藤英樹・小林久芳・工藤昭彦

3 L 2―50 CuXAgYInX＋YZn2（1―X―Y）S2固溶体光触媒による可視光照射下での
高効率な水素生成反応（東理大理）○辻 一誠・加藤英樹・小林久芳・
工藤昭彦

3 L 2―51 d10電子状態の典型金属窒化物 Ge3N4による水の完全分解反応
（長岡技科大工・東工大資源研・倉敷芸術科学大産業科学技術）○佐藤
淳也・井上泰宣・高田 剛・野村淳子・原 亨和・堂免一成・小林久
芳

3 L 2―52 新規可視光応答型光触媒 Zn―Ge（オキシ）ナイトライドの合成
と光触媒活性（東工大資源研・SORST・JST）○荻野芳彦・山下大輔・
和田健太郎・高田 剛・野村淳子・原 亨和・小林久芳・井上泰宣・
堂免一成

3 L 2―53 新規可視光応答型光触媒M2.5VM oO8（M＝Mg, Zn）による水の
分解反応（物材研・産総研）○王 徳法・鄒 志剛・葉 金花

3 L 2―54 マグネトロンスパッタ法により成膜した TiO 2薄膜の可視光
応答性に及ぼす成膜条件の影響（阪府大院工）○北野政明・菊池 尚・
竹内雅人・松岡雅也・江浦 隆・安保正一

3月 29日午前

座長 山下 弘巳（9 : 00～10 : 00）
4 L 2―01 可視光応答性光触媒 TaONの調製とその光触媒活性（東工大
資源研・SORST・JST）○山中征爾・高田 剛・野村淳子・原 亨
和・井上泰宣・堂免一成

4 L 2―02 塩素ドープ可視光応答型二酸化チタンの光触媒特性の作製温
度依存性（横国大院環境情報）○鄭 淳吉・雨宮 隆・村林眞行・伊藤
公紀

4 L 2―03 乾式法と湿式法による窒素ドープ型酸化チタンの安定性の相
違（豊田中研）○大脇健史・森川健志・青木恒勇・鈴木憲一・旭 良
司・多賀康訓

4 L 2―04 ポルフィリンを用いて色素増感した KTaO3系触媒による可
視光を用いる水の光完全分解（大分大工）○小野尚子・西口宏泰・石原
達己・滝田祐作

4 L 2―05 可視光応答性オキシナイトライド光触媒のバンド構造と光触
媒活性（東工大資源研・SORST・JST）○山崎慶春・藤澤英樹・高田
剛・野村淳子・原 亨和・小林久芳・川合真紀・堂免一成

4 L 2―06 高圧処理による Ge 3 N 4光触媒の高活性化（東工大資源研・
東工大応用セラ研・長岡技科大・倉敷芸術科学大・東工大資源研・
SORST・JST）○Lee, Yungi・渡辺友亮・佐藤淳也・高田 剛・野村淳
子・原 亨和・吉村昌弘・小林久芳・井上泰宣・堂免一成

座長 三宅 通博（10 : 00～11 : 00）
4 L 2―07 Bi4Ti3O12の Ln置換体の光化学特性と光触媒活性（東理大理）
○飯窪陽一・加藤英樹・工藤昭彦

4 L 2―08 水の完全分解可能なワイドバンドギャップ光触媒の Sn（II）置
換による可視光応答化（東理大理）○細木康弘・加藤英樹・工藤昭彦

4 L 2―09 アルカリ金属イオンを含む In―Ge複合酸化物光触媒による水
の分解反応（長岡技科大）○門脇春彦・小林久芳・佐藤淳也・斉藤信
雄．・西山 洋・井上泰宣

4 L 2―10 Yを含む d10電子状態の In複合酸化物による水の光分解反応
（長岡技科大工）○新井直樹・小林久芳・斉藤信雄・西山 洋・井上泰
宣

4 L 2―11 NaTaO3光触媒へのアルカリ土類金属のドーピングによるナ
ノステップ構造の構築と高活性化（東理大理）○岩瀬顕秀・奥富太陽・
加藤英樹・工藤昭彦

4 L 2―12 Cs2Nb4O11光触媒による水の完全分解反応（東理大理）○三石
雄悟・加藤英樹・工藤昭彦

座長 松岡 雅也（11 : 00～12 : 00）
4 L 2―13 TaONおよび Ta3N5薄膜光電極による水の光酸化・酸素発生
反応（阪大院基礎工）○中村龍平・田中智章・中戸義禮

4 L 2―14 新規可視光応答型光触媒 ZnO―GaN固溶体による水の光分解
（東工大資源研・SORST・JST）○前田和彦・高田 剛・野村淳子・原
亨和・小林久芳・井上泰宣・堂免一成

4 L 2―15 A2La2／3Ta2O7（A＝H,K）光触媒による水分解反応（新潟大院自然
科学・新潟大工）○伊藤誠一郎・上野美幸・清水研一・戸田．健司・

児玉竜也
4 L 2―16 Ti系光触媒における Ni―Nb（Ta）共ドーピングによる可視光応
答化（東理大理）○新城 亮・加藤英樹・工藤昭彦

4 L 2―17 可視光照射下で酸素生成に活性な Aurivillius型 Bi2MoO6光触
媒の高活性化（東理大理）○下平祥貴・加藤英樹・小林久芳・工藤昭彦

4 L 2―18 水の完全分解反応のための可視光応答性光触媒系の検討（東
理大理）○加藤英樹・堀 幹裕・今田涼子・下平祥貴・工藤昭彦

3月 29日午後

座長 小林 久芳（13 : 00～14 : 00）
4 L 2―25 Ruddlesden―Popper型構造をもつ Li4Sr3Nb6O20の光触媒特性
（岡山大環境理工）○長尾聡一郎・松田元秀・三宅通博

4 L 2―26 TiO 2薄膜を用いた水の光触媒的分解反応に及ぼす化学エッ
チングの効果（阪府大院工）○細田貴裕・北野政明・竹内雅人・松岡雅
也・江浦 隆・安保正一

4 L 2―27 スパッタリング法により作成した TiO2薄膜の光触媒活性評
価（上智大理工）○小野 敦・星 英輔・田野倉 敦・市川能也・坂間
弘

4 L 2―28 遷移金属酸化物をドープしたタンタルオキシナイトライドの
光触媒活性評価（東工大資源研・CREST・JST）○寺島弘晃・高田
剛・野村淳子・原 亨和・堂免一成

4 L 2―29 H2Ti4O9ナノ結晶および H2Ti4O9／TiO2ナノ複合体の合成と光
触媒特性（東北大多元研）○王 金淑・殷 シュウ・張 其武・齋藤文
良・佐藤次雄

4 L 2―30 層状構造を有する ABO2化合物のメチレンブルー分解の光触
媒特性（産総研中部セ・物質材機構・東邦大）○王 軍虎・小澤 清・
野浪 亨・高橋 正・竹田満洲雄

座長 坂間 弘（14 : 00～15 : 00）
4 L 2―31 イオン交換調製酸化チタン担持セピオライトの基礎的物性
（名大院工・JR東海）○深谷哲生・由井樹人・高木克彦・文 相吉
吉・志知哲也・藤嶋 昭

4 L 2―32 気相法による十面体型酸化チタン粒子の合成と光触媒特性
（フジクラ光電研）○寺田佳弘・賀 嘉磊・上片野 充・姫野邦治・大
谷文章

4 L 2―33 チタニアナノシートを用いた光触媒コーティング剤の開発
（名大院工・JR東海）○大鹿航志・由井樹人・高木克彦・志知哲也・
藤嶋 昭

4 L 2―34 A New Photoassisted Sol―gel Method for Synthesis of Efficient
Titanium Dioxide Photocatalysts（阪大院基礎工）○Liu, Haimei・Yao, Ji-
annian・中村龍平・中戸義禮

4 L 2―35 液相析出法で形成した酸化チタン薄膜による光触媒反応とそ
の機能評価（奈良高専物質化学・ヒラノテクシード研究開発・龍谷大
理工）○泉 生一郎・大西康幸・前川敏靖・坂 朋子・日浅丈夫・塩
田博明・青井芳史

4 L 2―36 d 10電子状態を有するナイトライドの合成と光触媒活性（東
工大資源研・SORST・JST）○石井伸治・佐藤淳也・高田 剛・野村
淳子・原 亨和・井上秦宣・小林久芳・堂免一成

座長 古南 博（15 : 00～16 : 00）
4 L 2―37 担持型 Ge3N4光触媒の合成と評価（東工大資源研・SORST・

JST）○加藤恵美・佐藤淳也・高田 剛・野村淳子・原 亨和・小林
久芳・井上泰宣・堂免一成

4 L 2―38 新規水分解光触媒 Ge3N4の高機能化（東工大資源研・
SORST・JST）○山田陽子・佐藤淳也・高田 剛・野村淳子・原 亨
和・小林久芳・井上泰宣・堂免一成

4 L 2―39 酸化チタンへの窒素取り込み機構の検討（岡山大院自然）○森
俊謙・巻幡奈央子・黒田泰重・吉川雄三・長尾眞彦・橘高茂治

4 L 2―40 ニオブオキサイドとポルフィリンからなる複合材料（東理大
理）○佐藤名緒・橋本康平・小野田 晃・山村剛士

4 L 2―41＊ TiO2光触媒系の吸着水の温度変化（長岡技科大・阪大蛋白研）
○野坂篤子・藤原敏道・池上貴久・八木宏昌・阿久津秀雄・野坂芳雄

座長 野坂 篤子（16 : 00～16 : 50）
4 L 2―43 酸化チタン参照触媒の光励起ダイナミクス（神奈川科学技術
アカデミー）○山方 啓・石橋孝章・大西 洋

4 L 2―44 疎水性炭化水素鎖で表面修飾された二酸化チタンの調製と，
その触媒活性評価（九工大工）○垣内康輔・横野照尚

4 L 2―45 紫外光照射下における NiO／NaTaO3光触媒の紫外・可視拡散
反射測定（神奈川科学技術アカデミー）○田辺健太郎・山方 啓・石橋
孝章・加藤英樹・工藤昭彦・大西 洋
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4 L 2―46 酸化チタン光触媒反応の表面和周波発生分光法と水晶振動子
マイクロバランスによる検討（北大院理）○矢野孝伸・二本柳聡史・魚
崎浩平

4 L 2―47 近赤外発光法による酸化チタン表面における一重項酸素生成
反応の研究（長岡技科大工）○大門利博・村上能規・野坂芳雄

有機結晶

3月 26日午前

結晶の構造と反応
座長 松本 章一（11 : 00～11 : 50）

1 M 1―13＊ ジエンカルボン酸ジアセチレンジアンモニウムのトポケミ
カル重合（東北大多元研）○小谷 徹・岡田修司・甲 千寿子・中西八
郎

1 M 1―15 ジスチリルベンゼン類の結晶中での光異性化（信州大繊維）
○朱 豊強・本吉谷二郎・西井良典・青山 弘

1 M 1―16 不安定なアリールナイトレンの単結晶 X線構造解析（東工大
院理工）○三森喬宏・植草秀裕・大橋裕二

1 M 1―17 固体アシル化反応機構の研究（岡山理大理）○仲松靖剣・豊
田真司・戸田芙三夫

3月 26日午後

結晶中の分子認識
座長 佐田 和己（13 : 00～14 : 00）

1 M 1―25 新規チオホスホン酸系光学分割剤の開発（1）（東大院工）○森
澤芙美・小林由佳・西郷和彦

1 M 1―26 新規チオホスホン酸系光学分割剤の開発（2）（東大工）○前田
仁・森澤芙美・小林由佳・西郷和彦

1 M 1―27 （R）―フェニルグリシル―（R）―フェニルグリシン結晶場にお
ける脂肪族スルホキシド類の分子認識（千葉大工）赤染元浩○平林
敦・小倉克之

1 M 1―28 ジペプチド結晶場におけるアルコキシフェノール類の分子
認識（千葉大工）赤染元浩○寺嶋幸子・小倉克之

1 M 1―29 有機結晶中における三次元空間の制御とその応用（1）（東大
院工）○小玉康一・小林由佳・西郷和彦

1 M 1―30 有機結晶中における三次元空間の制御とその応用（2）（東大
工）○ストゥリスノ・小玉康一・小林由佳・西郷和彦

座長 赤染 元浩（14 : 00～14 : 40）
1 M 1―31 三次元配位高分子の単結晶―単結晶ゲスト交換（東大院工・
コンポン研）○大森 修・河野正規・藤田 誠

1 M 1―32 自己集合性かご状錯体への遷移金属錯体の取り込みとその
光反応（東大院工・CREST）河野正規○小林康宏・吉沢道人・藤田
誠

1 M 1―33 分子集合体中の孤立空間における分子認識（静岡大工）○清
水静香・田中康隆・松浦隆敏

1 M 1―34 シクロヘキサン誘導体の配座異性体単離（岡山理大理）○平
野晋弥・豊田真司・戸田芙三夫

3月 27日午後

結晶の分子配列制御
座長 水口 仁（13 : 00～14 : 00）

2 M 1―25＊ 半経験法，密度汎関数法で計算される水素結合等の分子間
力の高精度非経験分子軌道法計算との比較（産総研計算科学・産総研
物質プロセス）○都築誠二・本田一匡

2 M 1―27 9―アントラセンカルボン酸塩を用いた分子配列制御（九大院
工）谷 崇博○佐田和己・岸田高典・岩下優也・藤田典史・新海征治

2 M 1―28 馬尿酸結晶の光学活性（愛媛大工）○長野理希・小島秀子
2 M 1―29 水素結合により連結された π 共役結晶の創製と物性予測（東

大院工）○山田有里・小林由佳・西郷和彦
2 M 1―30 二種のアクセプタ分子を有するイオン対と種々のドナー分
子とからなる電荷移動錯体（産総研物質プロセス）○藤縄 祐・玉置信
之

座長 小島 秀子（14 : 00～15 : 00）
2 M 1―31 優先富化現象（24）：溶媒アシスト型固相多形転移のメカニ
ズム（京大院人間環境）○奥原進一郎・藤本大輔・高橋弘樹・津江広
人・田村 類

2 M 1―32 フッ素置換ムコンベンジルエステルの結晶における CH／F相
互作用（阪市大院工）○森 悠・松本章一

2 M 1―33＊ カルボン酸の立体的因子による 1―ナフチルメチルアミン塩
の水素結合ネットワークと結晶構造の変化（阪大院工・阪大 FRC）○
井上勝成・田中 彰・藤内謙光・宮田幹二・佐田和己・松本章一

結晶の構造と物性
2 M 1―35＊ 多重クロモフォア分子の光学特性とキラル増幅（千葉工）○
桝 飛雄真・田中誠次・岸川圭希・山本 忠・幸本重男

座長 幸本 重男（15 : 10～16 : 10）
2 M 1―38 再沈法による有機ナノ結晶の大量作製（東北大多元研・

CREST・NIMS）○石井研人・馬場耕一・笠井 均・及川英俊・中西
八郎

2 M 1―39 ジアミノジシアノピラジン色素の結晶多形における分子間
相互作用（横浜国大教育人間科学・日本曹達・東工大院理工）○内田陽
子・松本真哉・柳田光広・植草秀裕

2 M 1―40＊ 固相で発現する 2,2’ : 6’,2”―テルピリジンの発光と結晶構造
依存性（東大生研）○務台俊樹・才川美由紀・田 鎮棟・荒木孝二

2 M 1―42 ペリレンイミド顔料の結晶多形（横国大院工）○日野和幸・
水口 仁

2 M 1―43 アルカリ・ブルーの電子構造（横国大院工）○井村康朗・水
口 仁

座長 植草 秀裕（16 : 10～17 : 20）
2 M 1―44 ジケトジピリジルピロロピロール顔料の結晶多形（横国大院
工）○芋田智彦・高橋宏雄・水口 仁

2 M 1―45 等構造を持つ N ―（3,5―ジハロサリチリデン）―2,6―ジメチルア
ニリン類結晶のフォトクロミズム：フォトクロミズム発現における乱
れ構造の存在の重要性について（九大院理）福田寿種○網本貴一・小山
弘行・川東利男

2 M 1―46 ニトロベンジリデンピリジンカルボン酸ヒドラジド類が示
す結晶フォトクロミズム（九大院理）○切通 亮・網本貴一・小山弘
行・川東利男

2 M 1―47＊ ナフトキノン誘導体の結晶構造と 3次の非線形効果（阪府産
技研・横国大院工）○汐崎久芳・水口 仁

2 M 1―49 2,9―ジクロロキナクリドンの結晶構造と電子構造（横国大院
工）○千住孝俊・法貴智則・水口 仁

2 M 1―50 2,9―ジクロロジチオケトキナクリドンの結晶構造と電子構造
（横国大院工）○法貴智則・千住孝俊・水口 仁

3月 26日午前

（10 : 00～11 : 30）

コロイド・界面化学

微粒子分散系
1 PA―001 TiO2ナノシートコート粒子の合成とコロイド結晶の作製（豊
田中研）○月ヶ瀬あずさ・中野秀之・石井昌彦・中村 浩

1 PA―002 Ti1.6Me0.4O4（Me＝Ni, Co）ナノシートコート粒子の合成とコロ
イド結晶の作製（豊田中研）○中野秀之・石井昌彦・月ヶ瀬あずさ・中
村 浩

1 PA―003 角度分解反射スペクトルによるコロイド結晶の解析（豊田中
研）○石井昌彦・中野秀之・月ヶ瀬あずさ・中村 浩

1 PA―004 シクロヘキサン中における金ナノ粒子の光凝集・光融合制
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御（九大院工）○高橋宏信・新留康郎・山田 淳
1 PA―005 水溶性高分子による金ナノ粒子・金ナノロッドの表面修飾
（九大院工）○久鍋秀幸・高橋宏信・堀口諭吉・新留康郎・山田 淳

1 PA―006 水溶性金ナノ粒子の凝集体の光融合反応制御（九大院工）○
川澤隆浩・新留康郎・山田 淳

1 PA―007 アントラキノンスルホン酸と第一級アミンの有機塩の集合
様式と光学的性質（阪大院工・阪大 FRC）○土井迪子・溝部祐司・藤
内謙光・宮田幹二

1 PA―008 液中コロイド結晶膜の大型化と固定化（豊田中研）○中村
浩・中野秀之・月ヶ瀬あずさ・石井昌彦

1 PA―009 二叉分岐型配位子で修飾した金ナノ粒子の調製（茨城大理）
齋藤 茜○泉岡 明・谷口伸一・菅原 正・佐々木明登

1 PA―010 ポリマーグラフト化カーボンナノチューブの分散性（新潟大
工・新潟大超域研・新潟大院自然科学・上越教育大）○吉田聡寛・三
国 学・韋 鋼・斉藤 浩・藤木一浩・坪川紀夫

1 PA―011 親水性配位子で保護された銀ナノ粒子の調製（茨城大理）○
大坂恵美子・泉岡 明

1 PA―012 イオン性液体中におけるナノ粒子表面へのグラフト重合（4）
（新潟大工・新潟大院自然科学）○小野塚 健・山口泰司・横山健一・
白井久美・山内 健・坪川紀夫

1 PA―013 ポリマーのグラフト化による顔料表面の改質（新潟大工・新
潟大超域研・新潟大院自然科学）○関 雅文・山内 健・坪川紀夫

1 PA―014 コロイダルシリカ表面へのポリマーのグラフト化とその分
散性（新潟大工・新潟大超域研・新潟大院自然科学）○今井雄介・金子
豊・山内 健・坪川紀夫

1 PA―015 ビフェロセン修飾金ナノ微粒子の電析凝集状態の TEMによ
る観察とその解析（東大院理）○堀之内慎太郎・山野井慶徳・村田昌
樹・米澤 徹・西原 寛

1 PA―016 テルピリジン修飾金ナノ微粒子の Fe2＋との錯形成反応を利
用した会合と表面集積（東大院理）○半沢健太郎・村田昌樹・西原 寛

1 PA―017 フェムト秒レーザー分光による銀微粒子の励起状態ダイナ
ミクス（2）（関西学院大理工）○藤岡正義・ニンユユコ・玉井尚登

1 PA―018 非解離性単分子膜／水界面プロトン電導に対する揮発性麻酔
分子の添加効果と濃度依存性（名工大しくみ領域）○吉田忠義・田中
勇・山本 靖

1 PA―019 超音波減衰分光法を用いたシリカ―PVAスラリーの分散機
構に関する研究（コーセー研究本部・阪大院工）○末武照彦・石森俊
広・武田真一・劉 成珍・西嶋茂宏

分子集合体
1 PA―020 アニオン性ミセル溶液中の 2,2’―Bipyridylと Ni（2）イオンと
の錯体形成反応の速度論的解析（甲南大理工・甲南大 HRC）佐々木宗
夫○黒田光範・池田能幸

1 PA―021 カチオン性ミセル水溶液の超音波振動電位の解析（名大院
工）○奥出信博・山口 毅・松岡辰郎・香田 忍

1 PA―022 マイクロ波照射による光学活性トリプトファンおよびフェ
ニルアラニン系両性界面活性剤の合成と溶液物性に関する研究（明星
大地球環境科学セ）○小池崇喜・堀越 智・石上 裕・日高久夫

1 PA―023 C16E7ミセルへの難溶性医薬品の可溶化（昭和薬大薬）○本田
智香子・石川 星・遠藤和豊

1 PA―024 糖質系界面活性剤を媒体とする新規な反応場の構築（慶大）
○大竹理絵・小山内州一

1 PA―025 アゾベンゼン誘導体―生体高分子複合体の誘起円二色性に及
ぼす置換基効果（日大生産工）○田邊良一・高橋大輔・和泉 剛

1 PA―026 尿素溶液中における Lysozyme／ドデシル硫酸ナトリウム間
の相互作用（日大生産工）○古園智洋・高橋大輔・和泉 剛

1 PA―027 ジアセチレン基を含むアミド型糖脂質のナノチューブへの
自己集合（産総研界面ナノ研セ）○神谷昌子・増田光俊・JUNG, Jong
Hwa・南川博之・楊 博・清水敏美

1 PA―028 グリシルグリシン脂質から形成される金属配位型脂質ナノ
チューブの形態制御（産総研界面ナノ研セ）○小木曽真樹・清水敏美

1 PA―029 一次元自己集合金属錯体の構築と物性（産総研界面ナノ研
セ）○水上 進・北條博彦・金里雅敏

1 PA―030 機能性基を導入したフェニルポルフィリンの金属表面にお
ける選択的分子集合体の形成（3）（通信総研・物材機構・横市大院理）
○上門敏也・横山 崇・照井通文・関口武治・横山士吉・若山 裕・
益子信郎

1 PA―031 三量体に自己組織化するフタルヒドラジド部位を持つクラ
ウンエーテル誘導体の合成とその性質（日大理工）○永滝 聡・大月
穣・滝戸俊夫

1 PA―032 ATP／ピレン含有ボロン酸／ポリカチオンから成る三元錯体
生成反応を利用した ATPの選択的高感度検出（産総研）○兼清泰正・

長縄竜一・田尾博明
1 PA―033 ピリジル基を有する配位子とアルキルスルホン酸銀からな
る配位高分子の合成と構造（長野高専）○板屋智之

1 PA―034 テトラキススルホチエニルポルフィリン会合体の構造制御
（東大院総合・東大院工）○新井永範・堀河紀子・中崎城太郎・瀬川浩
司

1 PA―035 ペリレンを含む超分岐高分子薄膜の光学特性（日大生産工）
○清水陸男・高須光一・平松秀夫

1 PA―036 Lysozyme／Poly―L―Glutamic acid複合体の高次構造評価（日大
生産工）○金谷優一・高橋大輔・和泉 剛

1 PA―037 自己相補的水素結合部位を有する弓形分子の自己集合
（ISIS・ルイパスツール大・九大院工・三井化学 R&D）○池田 将・
昇 忠仁・LEHN, Jean－Marie

1 PA―038 液晶性オリゴマー分子と芳香族の混合系の液晶挙動（鹿児島
大工）○板原俊夫・田村久司・池田修司・上田岳彦

1 PA―039 キラリティーにより誘起されるファスミディック液晶の超
分子特性（サラゴサ大）○杉野卓司・SIERRA, Teresa・BARBERA,
Joaquin・SERRANO, Jose Luis

1 PA―040 ネマチック液晶媒質中における単一蛍光分子の拡散挙動（九
大院工）○義原 直・河合 壯・深港 豪・入江正浩

1 PA―041 ベンゼンをコアとする双頭型両親媒性カスケード分子のヒ
ドロゲル化（東京医大・東理大理）○利根川雅実・吉田雅俊・小澤允
誉・吉濱 勲・北原恵一・竹村哲雄・荒井貞夫

1 PA―042 高分子ネットワーク複合化型異方的イオン伝導材料の構築
（東大院工・東農工大工）○相良剛光・岸本健史・向井知大・大野弘
幸・加藤隆史

1 PA―043 イソプロピリデングアノシン誘導体の形成するオルガノゲ
ルの組織構造（東大生研）○吉川 功・山地洋平・柳 卓・荒木孝二

1 PA―044 ベンズイミダゾール系ゲルの作製（愛媛大工）川西裕久○于
海涛・小島秀子

1 PA―045 光溶解性有機ゲルの作製（愛媛大工）○于 海涛・川西裕
久・中田彩香・小島秀子

1 PA―046 N,N’―ジベンゾイル尿素を有するオイルゲル化剤の合成と性
質（九大先導研）○久保勘二・森 章

1 PA―047 安息香酸コレステロール誘導体の合成と性質（九大総理工・
九大先導研・島根大総理工）○辻 和輝・久保勘二・森 章・氏家誠
司

1 PA―048 ポリオキシエチレン鎖を有するディスコチック液晶二量体
（東大院工）○木村正臣・加藤隆史

1 PA―049 石油系溶剤中での金属ナノ粒子の合成と構造（奈良女大）○
原田雅史

1 PA―050 デンドリマー高分子系に関する分子動力学シミュレーショ
ン（北大院工）○寺尾貴道・中山恒義

組織化膜
1 PA―051 ヘミシアニン誘導体から成るラングミュア‐ブロジェット
膜の二次非線形光学挙動（山口大理）○東 達郎・三股洋之・尾形雄一
郎・谷 誠治・川俣 純

1 PA―052 トリ型結核菌のミコール酸の Langmuir単分子膜に対する温
度の効果（埼玉大理）○河井瑞夫・ヴィレヌーブ真澄美・中原弘雄・渡
辺素子

1 PA―053 粘土懸濁液水面上における水溶性アルキルアンモニウムイ
オンの単分子膜形成（防衛大応化）○梅村泰史・篠原絵美

1 PA―054 長鎖ジアセチレン誘電体の光重合に伴う色相転移とラマン
分光による構造解析（埼玉大理）○森 和彦・坂本 章・中原弘雄

1 PA―055 非水溶性ポルフィリン J会合体（8）気―液界面における J会
合体単分子膜の自己組織化（東大院総合）○阪井正樹・中崎城太郎・瀬
川浩司

1 PA―056 イミダゾール長鎖誘導体―銅錯体単分子膜における分子充填
構造に関する研究（宇都宮大工・三井金属鉱業総合研・高輝度光科学
研究セ）○金谷洋平・飯村兼一・栗原美穂・谷田 肇・加藤貞二

1 PA―057 n―アルキル脂肪酸と全フッ素化ポリエーテル酸の混合単分
子膜における相分離構造の混合比および水面温度に対する依存性（宇
都宮大工）○篠崎真佐美・白久達也・飯村兼一・加藤貞二

1 PA―058 バナジン酸と複合化した両親媒性ルテニウム錯体 LB膜電
極の発光挙動に対する電極電位の効果（信州大繊維）○板倉 剛・宇佐
美久尚・藤松 仁・鈴木栄二

1 PA―059 非両親媒性極性分子を用いたラングミュア‐ブロジェット
膜からの光第二高調波発生（山口大理）○平川祥一朗・尾形雄一郎・谷
誠治・川俣 純

1 PA―060 フラーレン［C60］化学修飾 ITO電極の作製と光電気化学特性
（防大機能材料）○小澤真一郎・川村和郎
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1 PA―061 ナフタレン部位を有するチオールおよびジスルフィドによ
る二次元集積場の合成（群馬高専）出口米和○国方亮太・星野恵美子・
赤羽良一・鎌田正喜

1 PA―062 銀，銅ナノ粒子二次元超格子の創製（北陸先端大材料）○鈴
木真二・岡山昌太・近江靖則・佐野庸治・寺西利治

1 PA―063 第三元素添加による FePtナノ粒子の規則化温度低減（北陸
先端大材料・日立中研）○菅野哲也・中谷昌史・土屋裕子・伊藤顕
知・近江靖則・佐野庸治・寺西利治

1 PA―064 ドナー―ビオローゲン連結化合物を自己組織膜で修飾した電
極における光電気化学特性と磁場の影響（九大院工）○林田貴士・黒田
憲寛・信国英樹・米村弘明・山田 淳

1 PA―065 テトラアミド型擬環状脂質を構成分子とする脂質ナノチュ
ーブの構築（産総研）○芝上基成・宮脇和博・後藤理恵

1 PA―066 テトラエーテル型人工環状脂質を構成分子とする脂質マイ
クロ構造体の形態変化（産総研）○後藤理恵・宮脇和博・芝上基成

1 PA―067 天然リン脂質と人工リン脂質との複合型二分子膜（慶大理
工）○山田成吾・小山内州一

1 PA―068 反応活性な両親媒性分子の形成するジャイアント・ベシク
ルが示す動的挙動（東大院総合）○豊田太郎・高倉克人・菅原 正

固体表面・解明
1 PA―069 ケイ酸エチルの加水分解に与えるさまざまな無機酸と有機
酸の影響とケイ酸の構造形成（阪電通大院工）室谷正彰○塚田晋也・庄
子由展・岡本 恵

1 PA―070 オレイン酸と親水性および疎水性シリカ被膜との相互作用，
その 3（阪電通大院工）室谷正彰○瓶割浩司・庄司哲男・小崎喜夫・中
馬栄李奈

1 PA―071 ケイ酸ナトリウム被膜の調製とその赤外吸収スペクトル，
その 2（阪電通大院工）室谷正彰○小田淳史・安田 豊・八牟禮 健・
大場有子

1 PA―072 金属カルボン酸塩を原料とする BaxSr1―xTiO3膜の調製とその
特性（阪電通大院工）○本田恵介・室谷正彰

1 PA―073 有機ポリマー表面における動的撥水性（東大先端研・東工
大）○吉田直哉・阿部 悠・中島 章・大崎 壽・橋本和仁・渡部俊
也

1 PA―074 ポルフィリンに軸配位したフェニルアゾピリジン誘導体ア
レイの STM観察（日大理工）○田口俊晴・大月 穣・滝戸俊夫

1 PA―075 ベンゼン中でのシリカ表面におけるアミドの水素結合性分
子マクロクラスター形成（東北大多元研）○中川泰宏・水上雅史・栗原
和枝

1 PA―076 エポキシ樹脂中へのビルトイン型銅微細構造の作製（早大理
工）○浅倉秀一・福谷修平・穂積 篤・不破章雄

新領域
1 PA―077 ナノ電極上の分子認識をめざした機能性分子の開発―オリゴ
（フェニレンエチニレン）系分子ワイヤの合成（産総研ナノテクナノ機
能合成プロ）○谷田部哲夫・鈴木靖三・園田与理子・川西祐司

1 PA―078 ナノ電極上の分子認識をめざした機能性分子の開発―フェニ
レンビニレン，フェニレンヘキサトリエニレン分子ワイヤーの合成（産
総研ナノテクナノ機能合成プロ）○園田与理子・谷田部哲夫・鈴木靖
三・川西祐司

1 PA―079 ナノ電極上での分子認識をめざした機能性分子の開発―チミ
ン塩基を認識可能な分子ワイヤーの合成（産総研ナノテクナノ機能合
成プロ）○鈴木靖三・谷田部哲夫・園田与理子・川西祐司

1 PA―080 ナノ電極上の分子認識をめざした機能性分子の開発―ビス
（2,2’―ビピリジン）白金（II）錯体の配位変換にもとづく塩基認識（産総
研ナノテクナノ機能合成プロ）○川西祐司・谷田部哲夫・園田与理
子・鈴木靖三・下位幸弘・阿部修治

資源利用化学

資源利用化学
1 PA―083 ガソリン改質と COシフト反応の複合化による水素製造（産
総研）○王 林勝・村田和久・稲葉 仁

1 PA―084 水蒸気改質による廃プラスチックからの水素の製造（北大
工）○辻 俊郎・佐々木 玲・岡島 聡・増田隆夫

1 PA―085 メタンガスハイドレート生成に対する表面修飾高分子微粒
子の添加効果（山口大工）○堤 宏守・山田真史・鬼村謙二郎・大石
勉

1 PA―086 過酸化水素／タングストリン酸系によるガソリン留分の酸化

脱硫（産総研）○矢津一正・古屋 武・斎藤郁夫・牧野三則
1 PA―087 ガリウムシリケートによるプラスチック熱分解油の石油化
学原料化（神奈川産総研・石川島播磨重工業・室蘭工大）○高橋 亮・
高見和清・松本佳久・井野晴洋・木村皓一・西野順也・伊東正皓・上
道芳夫

1 PA―088 廃油からのバイオディーゼル燃料の合成（日大生産工）○島
田雅史・岡田昌樹・古川茂樹・廣橋 亮・鈴木庸一

1 PA―089 超臨界水中での PENの分解（産総研超臨界流体研究セ）○佐
藤 修・佐藤剛史・新井邦夫・白井誠之

1 PA―090 ナイロンのケミカルリサイクル（1）超臨界二酸化炭素中の二
酸化窒素によるナイロンの酸化（帝京大理工・宇都宮大工）○阿部奈緒
人・高間宏典・葭田真昭・柳原尚久

1 PA―091 キチン加水分解に及ぼす前処理方法の影響（工学院大）○風
見 直・菅原康里・本間崇弘・宮下康明・天野竜一・川喜田正夫

1 PA―092 PWBリサイクルにおけるエポキシ樹脂分解物からの臭素回
収技術（日立化成工業総合研）○近藤円華・福澤寿代・柴田勝司

1 PA―093 脱塩素化後の塩ビの多孔性炭素材料への再資源化（豊橋技科
大）○城野教悟・大北博宣・水嶋生智・角田範義

1 PA―094 建設廃木材からの高吸着性炭化物の製造（岩手大）○成田榮
一・佐々木 陽・平原英俊・會澤純雄

1 PA―095 ライムケーキの有効利用―室内 VOC吸着特性の評価（北見工
大）○池田智亮・外山寛之・伊藤英信

1 PA―096 石炭中に含まれる水酸基の存在形態に関する研究～石炭中
の水酸基に対するクロム酸イオンの反応性～（日大生産工）○星 智
範・岡田昌樹・古川茂樹・廣橋 亮・鈴木庸一

1 PA―097 製革工程から排出されるクロムの循環資源化技術（兵庫工技
セ）○杉本 太・西森昭人・佐伯 靖・奥村城次郎

1 PA―098 固体電解質上での CH4の部分酸化カップリング反応（日大生
産工）○若杉文寛・岡田昌樹・古川茂樹・廣橋 亮・鈴木庸一

エネルギー

固体酸化物形電解質
1 PA―099 Inサイトを希土類元素で置換した Ba2In2O5系の電気的性質
（北陸先端大）○Ta, Quoc Tuan・辻 利秀・山村泰久

1 PA―100 PbCl2系固体電解質常温作動型塩素ガスセンサの特性―検出
感度に及ぼす Pt検出極への Feの添加効果―（東北工大工）○新関良
夫・朝倉恒介・菅野至仁・国安公二

光電気化学
1 PA―101 炭素前駆体と四塩化チタンより合成した三元系 Ti―C―O材
料の光電気化学特性（阪電通大）川口雅之・草野真視子・植田知里・金
谷公彦○湧川祐一

1 PA―102 自己集合単分子膜を用いた光電流型演算素子（九大院工）○
仁田原 智・秋山 毅・山田 淳

1 PA―103 パルス波電解を利用した有機水溶液の光分解（芝浦工大工）
○加藤潤一

1 PA―104 炭素＝炭素二重結合を末端に有するアルキル鎖による単結
晶 Si（111）表面のアルキル化（阪大院基礎工）○大橋理人・徐 戻紅・
鷹林 将・真島和志・中戸義禮

1 PA―105 自己集合法によるポルフィリン多層膜の作製と光電変換特
性（九大院工・九大工）○中田真人・井上一真・田崎崇司・秋山 毅・
山田 淳

1 PA―106 ポリチオフェン―ポルフィリン共重合膜を用いた太陽電池の
作製と光電変換特性（九大院工・九大工）○秋山 毅・松下美穂・角谷
啓太郎・山田 淳

1 PA―107 低温製膜法による高効率プラスチックフィルム色素増感電
極の光電特性（桐蔭横浜大院工）○雉鳥優二郎・大関麻由・増田まゆ
こ・村上拓郎・川島徳道・宮坂 力

1 PA―108 表面修飾 CdSコロイド溶液からの発光のサブピコ秒アップ
コンバージョン測定（琉球大理）○加藤 創・宮城栄太・倉谷大樹・宇
地原敏夫

エネルギー一般
1 PA―109 氷蓄熱システムにおける氷スラリー製造法の開発―添加剤が
氷の晶析現象に及ぼす影響―（千葉工大）○山岸 愛・砂 真理・松本
真和・秋谷鷹二・尾上 薫

1 PA―110 Pd―H 2系の熱力学的研究：（3）Pd―炭酸塩系（神戸大）○上田
絵美・間口壽珠・小西崇文・吉田憲鉄

1 PA―111 超音波反応場における有機酸の分解とその反応機構（阪府大
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工）○永吉 諭・興津健二・竹中規訓・坂東 博・前田泰昭

環境・グリーンケミストリー，地球・宇宙化学

大気環境化学
1 PA―113 落葉広葉樹林集水地の物質循環（2）コナラ樹冠における乾性
沈着量の評価（杏林大保健）○松塚雅博・今 美佳・池田幸穂・濱田
武

1 PA―114 足尾松木渓谷における緑の再生と渓流水の化学（杏林大保
健）○松塚雅博・池田幸穂・濱田 武

1 PA―115 京都における大気汚染物質の挙動とその経年変化の解析（京
工繊大環境科学セ）○梅村滋和・布施泰朗・山田 悦

1 PA―116 低級エステル類のヘンリー定数・加水分解速度定数の測定
と大気寿命評価（産総研）○忽那周三・陳 亮・徳橋和明・関屋 章

1 PA―117 京都市における大気 SPM中の化学成分に及ぼす黄砂などの
影響（京工繊大環境科学セ）○阿部祐子・布施泰朗・山田 悦

1 PA―118 京都市におけるベンゼンなど大気中揮発性有機化合物
（VOCs）濃度の経年変化について（京工繊大環境科学セ）○松下和正・
布施泰朗・山田 悦

1 PA―119 酸素過剰雰囲気下でのメタノールによる窒素酸化物の選択
還元（住友金属鉱山）○杉山正史・曽田健吾・近藤文夫・伊藤武彦

1 PA―120 ペロブスカイト型 NdCoO3触媒への通電による酸化反応の
促進効果（千葉工大）○伊橋明代・小柳朝沙佳・小堀俊一・牛込俊裕・
松本真和・尾上 薫

1 PA―121 ディーゼル自動車から排出されるダイオキシン類とその低
減方法（交通安全環境研）○阪本高志・佐藤辰二・野田 明

1 PA―122 自動車排気ガス中アルデヒド類分析時の干渉要因―二酸化窒
素の影響―（交通安全環境研）阪本高志○前田 唯・大塚壮一

1 PA―123 自動車排出ガス触媒から遊離した環境中の白金，パラジウ
ム及びロジウムの分離定量（金沢大理）○本浄高治・米田公子・島崎ゆ
かり・田中 甚・樋口 純・河上和之・山岸徹弥

1 PA―124 ICP―MSによる石炭試料中の微量金属元素の同時定量（日女
大理）○秋山和子・今泉幸子・蟻川芳子

1 PA―125 キャピラリー電気泳動による大気試料中の非金属元素の分
析（日女大理）○蟻川芳子・星野恵理・今泉幸子

1 PA―126 都市大気中の低級含酸素有機化合物の連続測定（保健医療科
学院）○渡辺征夫・谷口 聡・工藤雅子・泉 克幸

1 PA―127 SIMSおよび LA／ICP―MSによる環境鉛の同位体比測定（II）
（日女大理）○今泉幸子・梅 真由美・蟻川芳子

1 PA―128 黒鉛炉原子吸光分析（GF―AAS）による石炭試料中のテルル
の定量（日女大理）○高橋サチ・今泉幸子・蟻川芳子

水質環境化学
1 PA―129 微生物処理と光触媒分解を組み合わせたフェノールの分解
（富山大工）○Dhanus, Suryaman・長谷川 淳・加賀谷重浩

1 PA―130 可視光応答型の鉄ドープ二酸化チタンを用いるフェノール
の光触媒分解とこの二酸化チタン粒子の自然沈降（富山大）○Nahar,
Mst. Shamsun・長谷川 淳・加賀谷重弘

1 PA―131 有機物水溶液のパルス波電解処理（芝浦工大工）○宍戸亮
太・平野克比古・奥田洋一

1 PA―132 金属酸化物共存下でのオゾン酸化による高級脂肪酸類の酸
化分解挙動（続報）（立命館大理工）○土肥誠子・羽原悠介・白石晴樹・
高木一好・松田十四夫

1 PA―133 生物質材料を用いた重金属の吸着挙動（東京医薬専門学校）
○南澤麿優覧・木村憲史・田原康平・安達陽介・石井知弘・南澤宏
明・吉田章一郎・高井信治

1 PA―134 シリカ担持二酸化チタンによる水中有害物質の分解（大分大
工）新井保彦○田中啓一

1 PA―135 接触グロー放電電解によるベンゼンスルホン酸類の分解処
理（埼玉工大）天野 亮・富澤俊介・岩崎政和○手塚 還

1 PA―136 アミジノ尿素を金属捕獲部位とするキレート樹脂への架橋
剤導入（東京電機大工）○林 崇・熊切秀樹・柴 隆一

1 PA―137 ツイン電極を用いた底泥固体中の硫化鉄成分の含有率決定
法（高知工大物質環境）○安岡陽子・高橋伸幸・Yan Lei・角 克宏・
古江正興

1 PA―138 含水酸化ジルコニウムを捕集剤として用いる精製水中のカ
ルボン酸の分析（続報）（立命館大理工）○利川幸子・近藤美也子・山内
麻衣・白石晴樹・高木一好・松田十四夫

1 PA―139 瀬田川水中の溶存アルミニウムの陽イオン交換クロマトグ
ラフによる分離（滋賀大教育）○原 博一・藤原 幸・上山裕子

1 PA―140 キトサンにイオン結合で固定化した水溶性銅（II）フタロシア
ニン誘導体と環境変異原物質との相互作用（岡山理大理）蜷川健太・鈴
木達也・勝野幸治・松本 司・磯島規宏・安田信彦・猶原 順○尾堂
順一

1 PA―141 柿タンニンゲルによる六価クロム吸着機構（宮崎大医）○中
島 暉

廃棄物・土壌環境化学
1 PA―142 金属カルシウムを用いた有害ハロゲン化化合物類の脱ハロ
ゲン化反応（6）焼却飛灰中ダイオキシン類の高効率無害化処理技術（広
島県立大・宇部高専）○三苫好治・長野純也・柿並孝明・江頭直義

1 PA―143 PCB全コンジェナー分析への迅速抽出法の適用（北海道環境
科学研究セ）○姉崎克典・山口勝透・岩田理樹

1 PA―144 都市ごみ焼却主灰の水熱処理と鉛の溶出挙動（科学技術交流
財団）○臼井敏紀・佐藤 眞

安全化学・グリーンケミストリー
1 PA―145 富山大学薬品管理支援システム”TULIP”（富山大水質保全
セ・富山大総合情報基盤セ・富山大工・富山大理・富山大教育・富山
大施設課・富山大経理部）○川上貴教・田口 茂・高堂 弘・村井忠
邦・高井正三・布村紀男・谷嵜文寛・加賀谷重浩・笠原一世・竹内茂
彌・西尾和幸・中島省吾・桶 喜一

1 PA―146 無溶媒吸着法によるアミド結合の合成 1―酸塩化物とアミン
類の反応―（高知大）○江川晴香・迫間仁美・立川 明

1 PA―147 無溶媒吸着法によるアミド結合の合成 2―酸無水物とアミン
類の反応―（高知大）○迫間仁美・江川晴香・立川 明

1 PA―148 Solvent―freeエポキシ化反応における酸化剤 Urea―H2O2の利
用効率（近大理工・阪大産研）佐々木 洋○佐藤健史・森松直也・川崎
真博・神原章宏・市原潤子・山口俊朗

1 PA―149 酸窒化物を固体分散相に用いた solvent―freeエポキシ化反応
（近大理工・阪大産研）○中村謙一・神原章宏・森松直也・川崎真博・
平田康博・佐々木 洋・市原潤子・山口俊朗

1 PA―150 イオン性液体中でのルテニウム触媒によるアルコールの過
酸化水素酸化（産総研）水島英一郎・高 孝珍○林 輝幸・佐藤一彦・
田中正人

1 PA―151 イオン性流体を用いた複素環オキシム類からニトリル・ア
ミドの合成反応（広栄化学工業・JCII）○玉島智之・嶋津秀高

1 PA―152 シリカ担持ホスホニウム塩触媒による環状カーボネート合
成の機構的考察（産総研）○高橋利和・綿引 勉・安田弘之・坂倉俊康

生分解・リサイクル・環境調和
1 PA―153 生分解性プラスチックを分解する分解菌の探索（広島工大
工）○石田 孝・迫田大助・高橋伯宗

1 PA―154 焼却灰中における生分解性プラスチックの分解（熊本県大環
境共生）○深津和彦・橋本智子

1 PA―155 ポリウレタンアニオノマーの生分解性（東洋大工）○山崎一
徳・松永勝治・吉田泰彦・田島正弘

1 PA―156 酵素を固定したイオン交換膜システムによるリン酸エステ
ルの加水分解と生成物の回収（九大院理）○劉 沫・野村和生

1 PA―157 北海道神明石鉱物を用いた NOx処理の効果（国士舘大工）○
岡田 繁・小嶋勝教・東 学・鎌本喜代美・三枝康男・工藤邦男

1 PA―158 超臨界アルコール中における桂皮酸誘導体の反応（和歌山工
技セ）○細田朝夫・野村英作・森 一・谷口久次

1 PA―159 N ―ベンジルビニルピリジニウムクロリドを主鎖に導入した
ポリスチレンの活性汚泥による土壌中での生分解（滋賀県立大工）○川
端成彬・柿本千寿子

3月 26日午前

（12 : 30～14 : 00）

物理化学―構造

1 PB―001 人間の生体肺組織の近赤外ラマン分光：臨床癌診断への基
礎研究（東大理）○閔 栄根・山本達也・甲田英一・伊藤利昭・浜口宏
夫

1 PB―002 近赤外分光法による布地の素材判定（東農工大農）新田光善
○吉村季織・高柳正夫

1 PB―003 近接場ラマン分光における局在表面プラズモンの干渉（産総
研）○二又政之

1 PB―004 パラ 2置換ベンゼンの特性振動（埼玉大理）○永吉雄一・藤
森一希・坂本 章・田隅三生
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1 PB―005 モノクロラミン重水素化物の回転構造の解析（放送大院）○
増子栄一・濱田嘉昭・酒泉武志

1 PB―006 高分子中のオレアミドの構造に関する赤外分光学的研究（阪
大院理）○田中智也・金子文俊・川口辰也・鈴木正夫

1 PB―007 低温アルゴンマトリックス中における NO2によるエチルア
ミンの光誘起水素引き抜き反応（東農工大院 BASE）栗原亮一・二見能
資・赤井伸行・工藤 聡○中田宗隆

1 PB―008 低温マトリックス FTIRと分子軌道法によるスルフィン―ハ
ロゲン化水素錯体の研究（岩手大工）○鈴木映一・石野慎一郎・山崎正
寛・服部竜一・清水健司

1 PB―009 メチルピリジンイミン類の幾何異性化反応における置換基
効果および溶媒効果に関する分光学的研究検討（東京電機大工）○岩崎
直也・山本聡史・椛田裕一・市川大悟・藤本 明

1 PB―010 2―アミノ―6―メトキシピリジン／酢酸系のアミノ―イミノ互変
異性化反応―メトキシ基の影響（東京電機大工）○川津博信・市川大
悟・山根裕子・篠宮沙織・藤本 明

1 PB―011 2―アミノ―4―メチルキノリン／酢酸系の吸収および蛍光スペ
クトル（東京電機大工）○金子裕人・丸山明日美・根来崇史・中田有
紀・藤本 明

1 PB―012 剛体中の p―シアノベンズアルデヒドで観測された T 1と T
2リン光と S 1蛍光の逐次的出現（宮崎大医）○伊藤隆夫

1 PB―013 3重項ヘリウム原子の偏光シュタルク分光と並進運動の制
御（東北大理・東北大院理）○堀 信貴・高橋理沙子・山北佳宏・大野
公一

1 PB―014 2,2’―ジヒドロキシアゾベンゼンの電子構造（青山学院大理
工）○熊谷賢一・中澤智彦・小林迪夫

1 PB―015 ビス（8―キノリノラト）亜鉛（II）の発光スペクトル（青山学院
大理工）○野辺陽子・熊川朋一・熊谷賢一・星 敏彦・小林迪夫

1 PB―016 フルオレセインとフェノールフタレインにおける pH依存
構造変化とスペクトル変化の理論計算（早稲田中・高）○齋藤俊和

1 PB―017 亜鉛ポルフィリンとビオロゲンの電荷分離状態に関する密
度汎関数計算（三重大工）○三谷昌輝・伊藤良美・吉岡泰規

1 PB―018 Ab initio NOMO法における並進・回転運動の分離に関する
一考察（早大理工）○宮本開任・袖山慶太郎・中井浩巳

1 PB―019 高スピン Eu2＋イオンを内包したフラーレンの多周波 EPR :8

S―状態イオンのゼロ磁場分裂（分子研・都立大院理・阪市大院理）○
松岡秀人・尾澤紀生・兒玉 健・西川浩之・池本 勲・菊地耕一・古
川 貢・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・加藤立久

1 PB―020 イオン性液体中における 2,2’―ビキノリンの光励起状態（横
国大院工）○金子隼也・伊藤 亮・澤頭竜一・松本理子・八木幹雄

1 PB―021 ［C（NH2）3］3Hg2I7の結晶構造と127I NQRおよび1H NMR（徳
島大総科・広島大院教・佐賀大文教・ハノーバー大）○寺尾博充・甲
斐嘉彦・古川義宏・石原秀太・Gesing, T. M.・Buhl, J.－C.

1 PB―022 リン酸二水素セシウム常誘電相における同位体効果，NMR
による研究（広島大院理）○山根庸平・大木 寛・山田康治・奥田 勉

1 PB―023 原子間ポテンシャルと希ガスクラスターの構造（神奈川大
理）○天野 力・漆原 洋・小室真理・山吹 悠

1 PB―024 ベンゾジチオフェン錯体（BDT・DDQ，BDT・Cl2DCNQI，
BDT・Me2DCNQI）の構造と物性（和歌山大システム工）○四宮大介・
山門英雄・大須賀秀次・田中和彦

1 PB―025 カルバゾールと R2 DCNQI（R＝Cl,Me）からなる錯体の構造
（和歌山大システム工）○田中伸弥・山門英雄

1 PB―026 ガラス基板上を動く色素（ローダミン 6 G，ピリジン 2）の単
一分子レベルでの観察（学習院大理）○島田 明・三谷葉子・相賀ちひ
ろ・小谷正博

1 PB―027 有機分子／ZnOハイブリッド構造の XPSによる研究（阪工大
バイオ・阪工大新材研）○尾形健一・小室友範・� 憲治・小池一
歩．・佐々誠彦・井上正崇・矢野満明

物理化学―物性

1 PB―029 全フッ素鎖含有ポリカテナー同族体の示す多彩な液晶性（横
山プロ）○西川悦史・山本 潤・横山 浩

1 PB―030 フルオレノン誘導体添加によるピレン誘導体の液晶性誘起
（埼玉大工）○川上 修・安武幹雄・廣瀬卓司

1 PB―031 エキゾチックな新規 TTF誘導体の合成と性質（理研）○今久
保達郎・谷藤尚貴・白旗 崇

1 PB―032 D2［Au（CN）4］の構造と物性（D＝含ヨウ素ドナー）（理研）○白
旗 崇・今久保達郎

1 PB―033 異種ハロゲン化 TTF誘導体の合成および性質（2）（理研）○
水津理恵・今久保達郎

1 PB―034 TTFと BDT―TTPから成る二量化ドナーの合成と物性（京大
院工・JST・CREST）○村上康浩・山中 透・笛野博之・御崎洋二・
田中一義

1 PB―035 安定有機ラジカルアニオン TEMPO―OCO―（o―，p―）benzene―
SO3

― の合成とそれをカウンターアニオンとする電荷移動錯体の構造と
物性（姫路工大理）○森 健二・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

1 PB―036 立体障害を導入した新規含窒素有機伝導体の開発（東大物性
研）○市川 俊・木村伸也・須藤 幸・森 初果・持田智行・西尾
豊・梶田晃示

1 PB―037 芳香族スペーサーを有する新規環状チアジルバイラジカル
の合成と物性（名大院理）○中尾聡一・白井貴博・吉川浩史・藤田
渉・阿波賀邦夫

1 PB―038 ペンタセン分子結晶の電気伝導性に関する電子状態計算（京
大院工）○土井謙太郎・吉田功一・中村康一・立花明知・岡崎慶二・
小島優子

1 PB―039 層状ペロブスカイト型化合物（4―ClC6H4NH3）2MX4（M＝Pb,
Sn ; X＝Br, I）の光吸収および発光スペクトル（日大文理・日大自然科
学研・北大院理）○鈴木浩一・和田 章・浅地哲夫・望月章介・内藤
俊雄・稲辺 保

1 PB―040 層状ペロブスカイト型化合物（Cl（CH2）nNH3）2MCl4（M＝Cu,
Mn ; n＝2,3）の磁気相転移（日大文理・日大自然科学研）○鈴木浩一・
斉藤秀晃・坂本優子・浅地哲夫・高橋博樹

1 PB―041 ビフェロセン系電荷移動錯体の電荷移動型相転移：置換基
修飾による相制御（東邦大理）○高澤孝輔・齊藤麻衣子・永淵絵理・持
田智行・森 初果

1 PB―042 （EDOB）（EDO）TTFを電子供与体とする電荷移動錯体の合
成と物性（青山学院大理工）○石田卓也・川上智哉・岡田芳明・稲吉倫
子

1 PB―043 安定有機ラジカルアニオン TEMPO―NHCO―（o―，m―，p―）ben-
zene―SO3

― の合成とそれをカウンターアニオンとする電荷移動錯体の
構造と物性（姫路工大理）○正木一嘉・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

1 PB―044 n―アルカンの応力誘起双晶化（阪大院理）○高野雅絵・金子
文俊・川口辰也

1 PB―045 多環芳香族化合物の薄膜の電気伝導性―テトラベンゾペンタ
セン（東邦大理）○保高義之・藤巻康人・竹川 実・大島 茂

1 PB―046 拡張 TTF型ジチオラト配位子を有する単一成分分子性伝導
体［ZnL2］（L＝tmdt, dmdt, dt）の合成および物性（東大院理・分子研・
JST・CREST）○山本貴美子・藤原絵美子・小林昭子・崔 亨波・小
林速男

1 PB―047 ジアセチルおよびその置換体の 2段階励起に関する量子化
学計算（京大院工）井蓋直臣・小早川智志・土井謙太郎○中村康一・立
花明知・森 裕平

1 PB―048 ランダウアモデルによるポルフィリン分子ワイヤーの電子
輸送過程（九大先導研）○濱山慎也・近藤一正・多田朋史・吉澤一成

1 PB―049 .pi．アクセプター系伝導体を対イオンとするアンモニオ―
TEMPO塩の合成と物性（阪電通大工・阪府大総科）○神澤恒毅・青沼
秀児・細越裕子

1 PB―050 Lithium perfluorooctylsulfonateのミセル形成に対する温度お
よび圧力の効果（同志社大工）○小林 廉・土橋倫昭・伊吹和泰・上野
正勝・中原 勝

1 PB―051 2 mol／kg―1臭化プロピルアンモニウム水溶液の高圧粘性挙
動に関する研究（立命館大理工）○網本恵美子・澤村精治

1 PB―052 水溶液中での α ―シクロデキストリン＋ブタンジオール包接
化合物の熱力学的性質（近畿大理工）○池上憲太郎・神山 匡・藤澤雅
夫・木村隆良

1 PB―053 ヘキサエチレングリコールドデシルエーテルとオクタデシ
ルトリメチルアンモニウム塩化物混合界面活性剤水溶液系の相互拡散
係数：交叉項拡散の効果（岡山理大工）○廣常正人・大門 聖・冨永敏
弘

1 PB―054 Kirkwood―Buff（KB）積分およびその関連パラメーターから
みたシクロヘキサン二成分系溶液の構造（群馬大教育）○萩原克明・中
川徹夫

1 PB―055 ジドデシルジメチルアンモニウム臭化物ベシクル上での陰
イオン性キノンによる陰イオン性ポルフィリンの蛍光消光反応の研究
（岡山理大工）○竹内雅治・竹崎 誠・冨永敏弘

1 PB―056 熱膨張率および等温圧縮率測定装置の試作（近畿大理工）○
石井亮太・神山 匡・山本憲吾・木村隆良

1 PB―057 氷結晶の核形成と成長に対する不凍物質の影響（明大物理）
○清水天平・長島和茂・山本佳孝

1 PB―058 天気管中の結晶形態に関する研究（明大物理）○田中靖子・
長島和茂

1 PB―059 チオ尿素誘導体の結晶構造と相転移（神戸大理）○池田俊
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達・春名伸也・橋本真佐男・枝 和男・山村公明・岡崎 忠
1 PB―060 ジチオカルバメート配位子が吸着した Au13の調製（茨城大
理・東京大院総合）○石田光男・齋藤 茜・泉岡 明・谷口伸一・菅
原 正

1 PB―061 フラーレンを用いた薄膜トタンジスタ（FET）（学習院大理）
○柿沼孝司・小堀稔文・小林浩之・小谷正博・藤原栄一・夛田博一

1 PB―062 エキシマレーザー照射によるカーボンナノチューブの生成
（阪産大工）○草場光博・綱脇恵章

1 PB―063 TTF系ドナー修飾金ナノ粒子の調製（茨城大理）○大貫剛
人・五十嵐勇樹・幕内悦予・泉岡 明・川田勇三

1 PB―064 イミノニトロキシドが吸着した金ナノ粒子の調製とその物
性（茨城大理・東大院総合）○小泉きぬ代・坂井真理・泉岡 明・松下
未知雄・菅原 正

1 PB―065 フラーレンマロン酸アミン塩の固相状態における超分子構
造（阪大院工・阪大 FRC）○弓削哲治・藤内謙光・宮田幹二

1 PB―066 オキサアルカン誘導体のコンホメーションと融解挙動（広島
大院理）○福原幸一・井上智博・熊本博隆・寺井良英・西平佳奈・萩
原辰徳・村上友美・松浦博厚

物理化学―反応

1 PB―069 シラン熱分解反応におけるシリコン薄膜生成過程の解明（東
大院工）○松本圭司・戸野倉賢一・越 光男

1 PB―070 時間依存断熱状態法による強レーザー場中のエタノール分
子解離反応の理論的研究（東北大院理・阪府大総合）○佐藤幸男・小関
史朗・河野裕彦・藤村勇一

1 PB―071 カルボニルフルオリド CF2Oの気相加水分解反応の反応機
構：分子軌道計算による解析（産総研）○内丸忠文・杉江正昭・都築誠
二・関屋 章

1 PB―072 スプレーイオン化MSによるコバルトセンカチオンを核と
するクラスターイオンの検出と構造（阪大院工）○松野行壮・有村正
名・松林玄悦

1 PB―073 スプレーイオン化による 2 N 4 O―クラウンの金属とのクラ
スターイオンおよびプロトン付加イオンの検出と構造（阪大院工）○有
村正名・桂 正・葛城僚祐・松林玄悦

1 PB―074 低温糖ガラスのフェムト秒フォトンエコー測定（阪大院基礎
工極限セ）小笠原麻友・中川佑歌子・森 芳雄・室本崇之○長澤
裕・宮坂 博・岡田 正

1 PB―075 Ru（II）Polypyridyl錯体から成る光合成アンテナポリマーに
おける励起エネルギーおよび電子移動ダイナミクス（阪大院基礎工極
限セ）カーンサジャドルラフマン○村上昌孝・宮坂 博・石黒勝也・
櫻井慎一郎・八島栄次

1 PB―076 ビオロゲン―シアノ白金錯体単結晶における光色変化の速度
論的解析（東大院総合）○塩田大輔・松下信之

1 PB―077 擬似生態膜中における光増感色素の光物理，光化学（群馬大
工）○田中 統・堀内宏明・平塚浩士

1 PB―078 ストークスシフトの大きな溶質の 2次元蛍光スペクトルの
溶媒および温度効果（阪大院基礎工極限セ）○片山元気・室本崇之・長
澤 裕・宮坂 博・岡田 正

1 PB―079 ゼオライト吸着芳香族分子の結晶粒子間移動の距離依存性
（群馬高専）○山下慎司・橋本修一

1 PB―080 時間分解蛍光および共鳴ラマン分光による PYP光初期過程
における低周波振動の研究（レーザー技術総合研）CHOSROWJAN,
Haik○谷口誠治・又賀 昇・海野雅司・山内清語・浜田格雄・徳永史
生

1 PB―081 ナフトアントロンの光化学反応（東邦大理）菅原一美○大槻
孝之・大島 茂

1 PB―082 超臨界流体中における 9―アセチルアントラセンの三重項―
三重項消光（京工繊大工芸）○西森克吏・浜崎 亨・岡本政實

1 PB―083 o―ニトロアニリンの励起状態ダイナミクス：励起状態分子
内水素移動反応の可能性（京工繊大工芸）○羽切正英・一ノ瀬暢之・岩
朝達也・中山敏弘

1 PB―084 マイクロメーターサイズのキャピラリー中におけるピレン
溶液の発光挙動（群馬大工）○福嶋 超・堀内宏明・平塚浩士

1 PB―085 PPV誘導体のメゾスコピック構造とダイナミクス（関西学院
大）○山本正晃・玉井尚登

1 PB―086 高圧下における光受容タンパクフォボロドプシンの動態（北
大院薬・北大先端研）○大喜多弘隆・Saha, Kanakam Chabita・菊川峰
志・荒磯恒久・加茂直樹

1 PB―087 希土類イオン交換ゼオライトにおける発光増強過程（群馬高
専）○切替咲月・橋本修一・平 靖之

1 PB―088 光酸発生剤の反応過程および生成プロトンの拡散過程につ
いての研究（阪大院基礎工）早乙女美恵・高野聡子・中島 聡・岡田
正○宮坂 博

1 PB―089 水素結合性溶媒中におけるインジゴカーミンの超高速無放
射失活（阪大院基礎工極限セ）○田栗 亮・松田広久・村上昌孝・長澤
裕・岡田 正・宮坂 博

1 PB―090 アセチレンの低温固相状態における 193 nm光レーザー照射
により生成したジアセチレンの FT―IRによる直接測定（横国大院工）
○黒川隆洋・關 金一

1 PB―091 フルギド誘導体のレーザー誘起多光子フォトクロミック反
応（阪大院基礎工極限セ）○石橋千英・村上昌孝・岡田 正・宮坂
博・横山 泰

1 PB―092 過渡回折格子法によるイオン液体中の光解離反応の研究（京
大理・京大国際融合創造セ・京大院理）○福田将典・木村佳文・寺嶋
正秀

1 PB―093 隣接位にアミノ基を有する芳香族ケトン類の励起状態分子
内水素移動の可能性（京工繊大工芸）○岩朝達也・一ノ瀬暢之・羽切正
英・衣笠潤一郎・澤本壮史・中山敏弘

1 PB―094 スピロピランのフォトクロミズムにおける，メロシアニン
の熱退色反応に及ぼすアルキルイミダゾール系イオン性液体のアニオ
ン種の効果（琉球大理）○八城康佑・漢那洋子・井上創平

1 PB―095 共役高分子系で生成する短寿命常磁性種の時間分解 EPR（東
北大多元研）○秋山公男・生駒忠昭・手老省三

1 PB―096 メタロイドポルフィリンの電解還元による π ラジカル結晶
の生成（東大院総合）○相坂剛充・中崎城太郎・前田康人・瀬川浩司

1 PB―097 有機酸添加によるフラーレンとプロトンスポンジ間の光誘
起電子移動制御（東北大多元研）○堀江留美子・荒木保幸・伊藤 攻・
李 洋洙・北川敏一・小松紘一

1 PB―098 ボロンジピリン―亜鉛ポルフィリン―フラーレンから成る超
分子におけるエネルギー及び電子移動反応（東北大多元研）○伊藤光
成・荒木保幸・伊藤 攻・D’Souza, Francis

1 PB―099 フェロセン及びその誘導体と励起三重項 C60間の電子移動と
エネルギー移動の競争（東北大多元研）○安村雄一郎・荒木保幸・伊藤
攻

1 PB―100 ルテニウム三核錯体のポルフィリン励起三重項状態による
光還元反応（東北大理・東北大多元研）○大竹翠子・伊藤光成・荒木保
幸・伊藤 攻・木戸寛明

1 PB―101 1,2―ジフェニルシクロプロペンの非垂直エネルギー移動と
単結合の寄与（宮城教育大）○菅原康久・池山 剛

1 PB―102 Driving Forceの制御による亜鉛ポルフィリン―オリゴチオフ
ェン―フラーレン連結分子の長寿命電荷分離（東北大多元研・広島大
工）○中村 巧・藤塚 守・荒木保幸・伊藤 攻・生本潤也・瀧宮和
男・安蘇芳雄・大坪徹夫

1 PB―103 側鎖 C60の含有比を変化させた C60―カルバゾール共重合体の
合成と光誘起電子移動過程への影響（東北大多元研）○緑川達朗・荒木
保幸・伊藤 攻

無機化学

無機化学
1 PB―105 酸化セリウム及び炭酸セリウムを用いた各種リン酸セリウ
ムの生成に及ぼす尿素添加効果（立命館大理工・神戸大院自然）○斧田
宏明・小島一男・成相裕之

1 PB―106 モノイミドシクロ三リン酸塩を用いた有機化合物のリン酸
化反応（神戸薬大）○井上秀子・川下豊広・山田智之・中山尋量・津波
古充朝・牧 秀志・江口太郎

1 PB―107 白金分子性酸化物の合成とその溶液中での挙動（関西学院大
理工・姫工大院理）小澤芳樹○野呂恵起・矢ヶ崎 篤

1 PB―108 均一沈殿法によるドロマイトの合成（添加物の影響）（東海大
理）○関原昌史・藤田一美・松田恵三

1 PB―109 多核ヒドロキソ Al錯体―乳酸系複合ゲルを利用する α ―アル
ミナの低温合成（信州大工・大明化学工業）○飛田将大・山口朋浩・藤
田隆之・樽田誠一・北島圀夫

1 PB―110 多核ヒドロキソ Al錯体複合ゲルを利用する 2価金属イオン
固溶型 γ ―アルミナの合成と性質（信州大工）○山口朋浩・藤田祐基・
飛田将大・樽田誠一・北島圀夫

1 PB―111 均一沈殿法によるスズ（IV）酸リチウムの合成と物性（7）（東
海大理）○土屋明彦・藤田一美・松田恵三

1 PB―112 ペーパースラッジ焼却灰を用いた P 1型ゼオライトの合成
（東海大理）○尾形 純・藤田一美・松田恵三
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1 PB―113 脱水剤を用いた種々のリン酸塩の選択的合成と生成機構（神
戸大院自然）○山地範明・成相裕之・牧 秀志

1 PB―114 希土類含有リン酸塩の調製と物性（神戸大院自然）○島田陽
介・成相裕之・牧 秀志

1 PB―115 Ag添加 Cu2SiS3単結晶の構造と光学特性（防大材料）○有賀
敦・高田康弘・松田岳士・小澤真一郎・川村和郎

1 PB―116 M2Fe（SO4）2.nH2O（M＝K, Cs, Na, Rb, n＝2, 4, 6）のメスバウ
アー分光（芝浦工大工）住田 稔○石上晴久・仁井田 洋・堀 富栄・
城 始勇

1 PB―117 A3InX6（A＝Li,Na,X＝Cl,Br）系のカチオン伝導体探索と伝導
機構（広島大院理）○熊野圭司・岩木一栄・山田康治・奥田 勉

1 PB―118 サンドイッチ型ポリ酸［（VO）3（SbW9O33）2］12―の多形構造（東
工大資源研）○澤田圭樹・山瀬利博

1 PB―119 パイロクロア型固溶体 A2―xLaxRu2O7の合成とその電気・磁気
的性質（群馬高専）○平 靖之

1 PB―120 層状リン酸ジルコニウムへのグルコサミン及びキトサンの
インターカレーション（神戸薬大）○林 亜紀・中林由似・保富潤子・
中山尋量・津波古充朝

1 PB―121 各種リン酸コバルトの生成及び物性に及ぼす希土類元素の
添加効果（立命館大・神戸大院自然）○横内 慶・斧田宏明・小島一
男・成相裕之

1 PB―122 C8H20ClN・2 CH4N）2Sの構造と相転移（芝浦工大工）○綱島
豊・石上晴久・城 始勇

固体化学
1 PB―123 電子受容体ジクワットを含むポリシアノポリカドメイトホ
スト包接体（東大院総合）○佐野由利子・錦織紳一

1 PB―124 フォージャサイト型ゼオライトに吸着した環境ホルモン物
質の1H NMRスペクトル（横市大理）薬師洋三○本多 尚

1 PB―125 層状有機／ケイ素化合物複合体の有機溶媒中での膨潤挙動及
びナノシート化（物材機構物質研）○藤井和子・井伊伸夫・藤田武敏

1 PB―126 希土類化合物ナノチューブを構成単位としたマイクロ構造
体の構築（佐賀大理工）○矢田光徳・谷口千代子・鳥飼紀雄・渡 孝則

1 PB―127 層状チタン酸塩 CsxTi2―x／2Znx／2O4（x＝0.70）の合成とイオン交
換（徳山高専）○大橋正夫

溶液化学
1 PB―128 塩化ルビジウム水溶液中の氷の高圧相転移（防大応用化学・
カ－ネギ－研）○吉村幸浩・HEMLEY, Russell・MAO, Ho－kwang

放射化学
1 PB―129 ヒ素を含む架橋配位子を用いた環状二核金錯体の合成と電
子状態（東邦大理）○北代邦彦・高橋 正・竹田満洲雄・BHARGAVA,
S. K.・PRIVER, Steven

1 PB―130 雌雄ラットのセレン欠乏による酸化的ストレスと生体微量
元素の動態（昭和薬大・NIH）古瀬瑞記・岡城 彩・松本謙一郎・本田
智香子○遠藤和豊

希土類化合物
1 PB―131 RE（CO3）OH（RE＝La, Ce, Nd, Sm, Gd, Tb, Dy, Er, Tm, Yb

and Y）の水熱合成と結晶化学（東理大理）○田原岳史・保倉明子・中井
泉・宮脇律郎・松原 聰

分析化学

1 PB―133 二つのピレン骨格を持つイオウや酸素で架橋したフェノー
ル二量体の合成と，エキシマー発光を利用した金属イオンの検出（東
京医大化学）○西村之宏・荒井貞夫

1 PB―134 黄色発光微生物の可逆的発光変調における原因蛍光タンパ
ク質のレドックス特性と蛍光挙動（京工繊大繊維）○出田哲也・平山
鋭・柄谷 肇

1 PB―135 光誘起電子移動の on―offスイッチングを利用した過酸化水
素計測用蛍光プローブ（九大院工）○宗 伸明・坂脇 修・今任稔彦

1 PB―136 水溶性ポルフィリンの会合現象を利用したほう酸の吸光光
度定量（富山大教育・富山大水質保全セ）○更科美奈・川上貴教・竹内
茂彌

1 PB―137 ヨウ素滴定法の原理を利用した吸光光度法による PVA（Poly
（vinyl alcohol））の定量（九工大工・九共大工）○吉永鐵大郎・福山順
平・山栄 允

1 PB―138 銅―フタロシアニン／クエン酸／酸化剤系自己触媒反応による
超微量ルテニウム（III）のマイクロプレート分析法（茨城大工）○加藤

潤・五十嵐淑郎
1 PB―139 還元型モリブドリン酸錯体のエレクトロスプレーイオン化
質量分析（福井大）○中田隆二・南 佳代子・長澤和馬・青山絹代・伊
佐公男

1 PB―140 有機 EL化合物の分析（2）―熱分解 GC／MSによる構造解析―
（UBE科学分析セ）○吉屋晴夫・木村隆幸

1 PB―141 イオン導入したビタミン C誘導体の HPLC分析と，非侵襲
法分析の対応（明星大理工）○早川リエ・原 正憲・中村文彦・小岩由
佳・岸本喜代恵・鈴木晴恵・上田豊甫

1 PB―142 コラーゲン生成のための種々のアミノ酸のイオン導入とそ
の非侵襲検出（明星大理工）○原 正憲・早川リエ・鈴木晴恵・上田豊
甫

1 PB―143 超音波穿孔法による CoQ 10の経皮導入（明星大理工）○中村
文彦・小岩由佳・鴫原學徳・鈴木晴恵・上田豊甫

1 PB―144 油絵具の環境汚染物質による硬化反応および劣化反応（長崎
大院教育）○内田太郎・吉田亜由美・高橋佳菜子・樋口精一郎

1 PB―145 トリアゾールを表面増強ラマン散乱のマーカー分子として
用いる（同志社大工）○福岡隆夫・松川公洋・森 康維

1 PB―146 金属塩添加によるアルコール性プロトンシグナル変化（日大
生産工）○本間弘俊・湯浅裕一・岡田昌樹・古川茂樹・鈴木庸一

1 PB―147 リン配位子を有する白金とパラジウム錯体の NMRおよび
XPSスペクトル（龍谷大理工・阪大院工）藤原 学・山庄司由子・井
上佳久○松下隆之

1 PB―148 可搬型蛍光 X線分析装置を用いた大谷コレクションの定性
分析（龍谷大理工）○藤原 学・大浦達也・川上貴司・松下隆之・池田
重良

1 PB―149 燐光性金属酸化物における電子状態（龍谷大理工）○百田
睦・中村淳志・下埜 勝・松中岩男・藤原 学・松下隆之

1 PB―150 蛍光 XAFSによる環境試料のキャラクタリゼーション（立命
館大 SRセ・立命館大理工・東レリサーチセ・石油資源開発）○西勝
英雄・光枝利彦・上羽真人・松井勝貴・岩崎 博・北川雅士・加藤
進

1 PB―151 含金属酵素モデル化合物の合成とそれらの X線光電子スペ
クトル（龍谷大理工）○野津智博・鶴目宜孝・宮武智弘・藤原 学・松
下隆之

1 PB―152 電解発光センサによるロイシンアミノペプチダーセの酵素
活性測定（広島県立大）○住広匡謙・三苫好治・宇田泰三・江頭直義

1 PB―153 酸素原子を導入したアザクラウン誘導体のカチオン選択性。
（阪工大工）森内（川上）隆代○栗川裕行・渋谷康彦

1 PB―154 改良型化学発光検出器―HPLC法による麻薬の高感度測定
（いわき明星大理工・昭和薬大・関税中央分析所・いわき明星大教養）
中里直基・齋 奈穂子・千葉良子・田中誠之○佐藤健二

1 PB―155 高速液体クロマトグラフィーによる鏡像異性体アミノ酸の
一斉分離・定量（芝浦工大工）○篠原 崇・鶴見近夫

1 PB―156 キラル擬 18―クラウン―6をセレクターとする化学結合型キ
ラル固定相の合成と性能評価（阪大院基礎工）廣瀬敬治○金 永洙・中
村 崇・西岡亮太・上重哲郎・戸部義人

1 PB―157 LC／MSによる環境水中のイオン性界面活性剤の分析におけ
る前処理法の検討（日大生産工）○宮崎香名・西垣敦子・齊藤和憲・渋
川雅美

1 PB―158 逆相 HPLCにおける金属―DCTA錯体の保持機構に関する研
究（日大生産工）○齊藤和憲・渋川雅美

1 PB―159 固相抽出／高速液体クロマトグラフィーによる牛乳中の残留
抗生物質の迅速分析（芝浦工大工）○山本敏人・鶴見近夫

1 PB―160 木材の揮発性物質及び水抽出成分の分析 II（神奈川大理）○
河端拓也・中村勝利・西本右子

1 PB―161 トリプトファン選択的発色反応を用いたタンパク質の発色
と電気泳動分析への応用（福岡県工技セ）○浦川稔寛

1 PB―162 ヒドロキサム酸と 1, 10―フェナントロリンによるランタノ
イド（III）の協同抽出（北見工大）○井上貞信・張 強斌・宇都正幸

1 PB―163 エリオクロムブラック Tを用いる微量金属イオンのゲル捕
集（山口大工）○松崎浩司・岩石直子・小袋美世・遠藤宣隆

1 PB―164 油吸着剤に保持させた親水性溶媒を用いる溶媒抽出法の開
発（島根大総合理工）出納節子○藤永 薫・清家 泰・奥村 稔

1 PB―165 易固化性溶媒を用いた遷移金属イオンの抽出光度法の開発
に関する研究（島根大総合理工）石川絵美○藤永 薫・清家 泰・奥村
稔

1 PB―166 マイクロチップの抽出評価（マイクロ化学プロセス技術研究
組合・神奈川集中研究所）○坂本勝正・中西博昭・吉田佳一・北森武
彦

1 PB―167 非環状モノアザポリチオエーテル誘導体による金属イオン
の溶媒抽出挙動（甲南大理工）○茶山健二・中西敏樹・辻 治雄
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1 PB―168 X線解析によるスルフィルイミン結晶構造決定への固体
NMRの支援（関東学院大工・東工大資源研・東工大応セラ研）中村義
之○中山智香子・須田勝美・石澤伸夫・山本 保

1 PB―169 マイクロチャネル内壁への位置選択的タンパク質固定化に
よる高効率反応系の開発（都立大院工）○内山一美・中嶋 秀・野本裕
美・福田 徹・下坂琢哉．・保母敏行

1 PB―170 デスフェリオキサミン B固定化 6,6ナイロン繊維を用いる
高原子価金属イオンの固相抽出およびその相互分離（茨城大工）○金木
正博・山口仁志・五十嵐淑郎

1 PB―171 各種水溶液の機能化と安定性（神奈川大理）井上 啓○高橋
法子・井出沙織・西本右子

1 PB―172 各種電解水の安定性に対する pHの影響（神奈川大理）○井
上 啓・高橋法子・井出沙織・西本右子

1 PB―173 ポリエチレンオキシド―水相互作用に対する組成比の影響
III（神奈川大理）○田邉伸哉・櫻岡美和・西本右子

触媒

表面・吸着
1 PB―175 フロンの水素化分解用 Pd触媒の TPDによる担体効果（茨城
高専専攻科）○笠原文聡・斎藤保夫・佐野 信

1 PB―176 VO（111）／Cu（100）表面上に析出した Pdの構造と化学反応性
（関西学院大理工）生田暁俊○岸 興作

1 PB―177 QCMを用いた TiO2表面上における吸脱着挙動および分解
メカニズムの解明（明星大地球環境科学セ）○本条晴生・堀越 智・日
高久夫

構造・物性・計算
1 PB―178 講演中止
1 PB―179 In―situ EXAFS測定によるオゾン分解触媒反応の追跡（産総
研・奈良女大）○永長久寛・原田雅史

1 PB―180 エタノール分解反応の反応選択性に及ぼす Ag担持還元型
z―cut LiNbO3単結晶の厚み共鳴振動効果（長岡技科大工）会田智也・斉
藤信雄・西山 洋○井上泰宣

調製方法
1 PB―181 イオン性液体分子固定化による新規金属錯体触媒の設計と
有機合成反応への応用（東大院理）○仲 崇民・久米高生・佐々木岳
彦・岩澤康裕

水素化・脱水素
1 PB―182 In situ修飾還元ニッケル触媒による 2―オクタノンのエナン
チオ面区別水素化：反応系のピバル酸量とエナンチオ面区別性の耐久
性（富山大理・龍谷大理工）澤田行二○大澤 力・原田忠夫・高安 紀

1 PB―183 メタン分解により生成したカーボンナノチューブに担持し
た Pt触媒による炭素―炭素二重結合の水素化反応（京大院工）○尾上
崇・岩本伸司・井上正志

1 PB―184 低級炭化水素の脱水素に対するシリカアルミナ系担体への
モリブデン添加効果（埼玉工大）○篠原 智・中峰祐介・田嶋 学・有
谷博文・中平 敦

分解・改質・脱硫等
1 PB―185 メタンの二酸化炭素リフォーミング反応のための担持ニッ
ケル触媒の開発（富山大理）○木村隆俊・大澤 力・高安 紀

1 PB―186 銅系触媒によるジメチルエーテルの水蒸気改質 ―ゾル―ゲ
ル触媒の固定化―（静岡大工）○武石 薫・伴 篤

1 PB―187 CuO／CeO2‐固体酸触媒によるジメチルエーテルの水蒸気改
質（京工繊大）○西口俊哉・松本兼明・兎谷和徳・金井宏俶・今村成一
郎

1 PB―188 ジメチルエーテルの水蒸気改質による水素製造（東芝）○牧
野新一・茂庭 忍・山田和矢・瀬川 昇・福島公親・武石 薫

1 PB―189 種々の均一系 Pt錯体触媒による水性ガスシフト反応（神奈
川大工）○相馬善範・佐藤康司・宮尾敏広・内藤周弌

酸化
1 PB―190 C3H6をプローブとする貴金属酸化物―セリアの酸化触媒特性
（京工繊大）○細川三郎・野川悟史・兎谷和徳・今村成一郎・金井宏俶

1 PB―191 液相酸素酸化反応系に適用可能なポリオキソメタレート固
定化触媒の調製（近畿大）○大中友宏・古南 博・計良善也

1 PB―192 層間 Fe修飾型ピロリン酸バナジル触媒上でのブタン酸化反

応における反応条件の影響（名大院工・日化協）Kannan, Srinivansan○
薩摩 篤・大倉拓也・神谷裕一・服部 忠

酸・塩基触媒
1 PB―193 Mg―Al系混合酸化物の製法と表面物性（神戸大理）○間口壽
珠・上田絵美・小西崇文・吉田憲鉄

1 PB―194 塩化ベンジルによるベンゼンの Friedel―Craftsベンジル化反
応に対する焼成ハイドロタルサイト担持 ZnCl2の触媒効果（東海大理）
○西村直久・島田 紘

ゼオライト
1 PB―195 Al―CDS―1の調製条件の検討（北陸先端大材料）○飛田英士・
江田幸雄・近江靖則・池田卓史・川合章子・水上富士夫・寺西利治・
佐野庸治

1 PB―196 NaF存在下で合成したMORの耐熱性（北陸先端大材料）○
八尾佳幸・津田朋宏・魯 保旺・近江靖則・寺西利治・板橋慶治・佐
野庸治

1 PB―197 Y型ゼオライトのリアルミネーション条件の検討（北陸先端
大材料）○竹島和良・近江靖則・井田 崇・黒田隆三・渕上 循・牛
尾 賢・寺西利治・佐野庸治

1 PB―198 脱アルミニウムによる Y型ゼオライト（FAU）の酸性質の制
御に関する研究（上智大理工）瀬川幸一○塚田泰弘

1 PB―199 SAPO―34触媒においてMTO反応時に生成する脂肪族性コ
ークについての検討（京大院工）○原田隆史・岩本伸司・井上正志

メソポーラス物質
1 PB―200 Rh―V2O5／ZrO2触媒上での COによる NO還元反応への Ca
添加効果（神戸大・阪府高専）○戸田与志雄・大野秀雄・田中丈幸・大
野 隆・幡山文一・宮田 壽

1 PB―201 和文演題：Rh添加 V2O5／ZrO2触媒上での C3H6による NO還
元反応への共存 O2の影響（神戸大・阪府高専）○大野 隆・大野秀
雄・田中丈幸・幡山文一・戸田与志雄・宮田 壽

1 PB―202 Ga及び Fe格子置換型ゼオライトによる NOの分解（埼玉工
大工）○小山晋一・有谷博文・竹添真一・玉井将人・中平 敦

1 PB―203 担持イリジウム触媒上での CO還元剤による NO選択還元
に対する添加物効果（産総研）○工藤晴子・長尾幸徳・金田一嘉昭・羽
田政明・浜田秀昭

光触媒
1 PB―204 ゾル―ゲル法による Fe2O3―Nb2O5系薄膜の作製と光電気化学
的性質（関西大工）○三宅英数・幸塚広光

1 PB―205 酸化チタン担持金属塩化物による可視光光触媒反応（近畿
大）○角田勝俊・山本一登・古南 博・計良善也

1 PB―206 TiO2による NO光分解 ―金属酸化物の添加効果―（北大院
工）横田 弘○下川部雅英・荒井正彦

1 PB―207 金属担持酸化チタン光触媒による水中硝酸イオンの窒素へ
の還元無害化（近畿大理工・北大触セ）○嶋田佑美子・村上伸也・中世
古隆生・古南 博・計良善也・大谷文章

1 PB―208 酸化タンタル（V）光触媒による水中有機化合物の脱水素的
完全無機化反応（近畿大理工・北大触セ）○廣澤雅典・村上伸也・宮川
恵美・古南 博・計良善也・大谷文章

1 PB―209 二酸化チタン光触媒による酸アミド系除草剤アラクロール
の光分解メカニズム（明星大地球環境科学セ）○河崎 篤・渡辺奈津
子・堀越 智・日高久夫

1 PB―210 AgXInXZn2―2XS2固溶体光触媒の結晶構造解析とバンド構造（東
理大理）○Petrykin, Valery・辻 一誠・加藤英樹・垣花眞人・小林久
芳・工藤昭彦

1 PB―211 酸化チタン光触媒による水中有機化合物からの水素生成（近
畿大理工）○槌間有弥子・古南 博・計良善也

1 PB―212 TiO2―SiO2複合凝集体：その合成，特性及び光触媒作用（物
材機構物質研）○李 迪・羽田 肇・菱田俊一

1 PB―213 酸素共存雰囲気下における芳香族ニトロ化合物の光触媒還
元反応（近畿大理工・北大触セ）○前田剛志・村上伸也・古南 博・計
良善也・大谷文章

1 PB―214 酸化チタンーゼオライト複合体の合成（近畿大理工）○藤田
敏・古南 博・計良善也

1 PB―215 シリカ上の薄層ヒドロキシアパタイトによるプロピレンの
光エポキシ化（京工繊大工芸）○三宅啓介・今村成一郎・金井宏俶

1 PB―216 紫外光照射によるメタンから炭化水素の合成（筑波大物質
工）○呉 準杓・原田裕至・松本健俊・中村潤児

錯体・クラスター
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1 PB―217 TPA型配位子を有するルテニウム錯体を触媒とする可視光
照射下のアルカン酸化反応（都立大工）○志茂仁祥・山口素夫・増井
大・山岸敬道

その他
1 PB―218 Inを含む複合酸化物電極による CO2の電解還元（東理大理）
○桑原里枝子・加藤英樹・工藤昭彦

1 PB―219 酸化チタン薄膜系の微小構造と励起状態ダイナミクスのフ
ェムト秒分光（関西学院大理工）○治井孝哲・玉井尚登

3月 26日午後

（15 : 00～16 : 30）

錯体・有機金属

1 PC―001 グルコース酸化におけるメディエータとしてのルテニウム
（II）―4,4’―ビピリジニウム錯体の評価（関西大工）広崎結里○中林安
雄・木下晶広・山内 脩

1 PC―002 酸化還元メディエーターとしての 2―フェニルピリジン含有
ルテニウム（II）錯体の合成と性質（関西大工）○木下晶広・中林安雄・
山内 脩

1 PC―003 ジアミン類で架橋した複核ルテニウム（II）錯体の合成とヌ
クレオチドとの相互作用（関西大工）○岩本展明・中林安雄・山内 脩

1 PC―004 ペプチドおよびタンパク質へ修飾可能な DNA結合性白金
（II）錯体の合成と特性（奈良女大理）○平井千晴・高島 弘・塚原敬一

1 PC―005 白金（II）錯体と O―ホスホチロシンなどの生体関連分子との
相互作用（金沢大薬）○今西崇平・高荷昌子・山内 脩

1 PC―006 正電荷を有する白金（II）錯体と非配位芳香族ジカルボン酸
との会合体形成（金沢大薬）○高荷昌子・矢島辰雄・山内 脩

1 PC―007 鉄カルボニル／シアニド錯体とニッケルチオラート錯体を用
いた［NiFe］ヒドロゲナーゼ活性中心モデルの構築（名大院理・名大物
質国際研）○李 子龍・安村和成・大木靖弘・巽 和行

1 PC―008 マンガン（II）錯体によるセミキノン芳香環酸素化開裂反応
機構の考察（京大院工）○安藤 明・人見 穣・船引卓三

1 PC―009 高原子価マンガンポルフィリンニ量体の酸素発生機構（2）
（九大先導研）○永野太郎・島崎優一・谷 文都・成田吉徳

1 PC―010 高原子価マンガンポルフィリンニ量体の酸素発生機構（1）
（九大先導研）○島崎優一・永野太郎・谷 文都・成田吉徳

1 PC―011 電子吸引基を有する Fe（III）カテコール錯体の合成と反応
（京大院工）樋口雅一○南 久貴・人見 穰・船引卓三

1 PC―012 鉄（II）錯体―還元型プテリン系のスペクトル的挙動（関西大
工）元山 健・中林安雄○山内 脩

1 PC―013 クレゾール結合イミダゾール銅錯体を有するチトクロム c
活性部位モデルの合成と酸素との反応（九大先導研）LIU, Jin－gang○
千代健文・谷 文都・成田吉徳

1 PC―014 金属クロロフィル誘導体によるミオグロビンの再構成（慶大
理工）○増谷直紀・胡本俊亮・對間秀利・吉岡直樹・井上秀成

1 PC―015 水溶性金属クロロフィル誘導体と DNAとの相互作用（慶大
理工）○黒崎 晃・對間秀利・胡本俊亮・吉岡直樹・井上秀成

1 PC―016 側鎖に芳香環を有するエチレンジアミン誘導体―銅（II）錯体
の合成と性質（関西大工）○三井 涼・横尾嘉彦・大西智輝・矢島辰
雄・中林安雄・山内 脩

1 PC―017 金（I）エチニル錯体を架橋した新規レニウム（I）ジイミン複合
錯体の合成と発光挙動（名工大工・名工大院工）○山本洋平・塩塚理
仁・尾中 証

1 PC―018 ビス（カルボキシラト）架橋遷移金属二核錯体とリン酸エス
テルの反応（奈良女大理）○加藤芽里・棚瀬知明

1 PC―019 グルコース 1―リン酸エステル架橋を有する銅（II）四核錯体
とアルドースとの反応（奈良女大理）○加藤芽里・棚瀬知明

1 PC―020 ［Ir（C5Me5）（C3S5）］の 酸 化 と［IrBr（C5Me5）（C2S4）IrBr（C5

Me5）］の構造（阪大院工）川端計博・中野元裕・田村初江○松林玄悦
1 PC―021 EDA基を持つフェロセン誘導体（立命館大理工）○渡邉智
治・花崎知則・岡田 豊・中村尚武

1 PC―022 ホスフィンスルフィド基を有するピンサー型白金錯体の調
製と発光特性（東工大資源研・TDK開発研）○神原貴樹・山本隆一・
井上鉄司・小川浩充

1 PC―023 フタロシアニンのヘテロレプティック 3層サンドイッチ型
二核ルテチウム（III）錯体の合成とエレクトロクロミック挙動（九大理）
山内 崇○高橋和宏

1 PC―024 ジペプチドー Ag（I）錯体の構造と抗菌活性との相関（神奈川
大工・工学院大工）○高山俊夫・篠原和也・渡部正利

1 PC―025 5,5’―ベンズイミダゾリル―2,2’―ビピリジンを配位子とする
ルテニウム錯体の合成と光化学的性質（北里大理）石田 斉○堀江敬
子・大石茂郎

1 PC―026 ナノ細孔を有するポルフィリンルテニウム（II,II）錯体の合成
とシクロアルケンの光酸素酸化（神奈川大理）○八尋喜暁・小野壮登・
加藤知香・森 和亮

1 PC―027 5,5’―位にアミド基を有する非対称ビピリジン型配位子を導
入した fac／mer―ルテニウム錯体の合成と光化学的性質（北里大理）○
客野真人・大石茂郎・石田 斉

1 PC―028 trans 形テトラアンミンニトロシルルテニウム（II）において
対イオンが NO伸縮振動に与える影響（立教大）○井澤健太郎・富沢比
呂之・三木瑛一

1 PC―029 ナノ細孔を有するポルフィリンロジウム（II）錯体の合成と
オレフィンの触媒的水素化（神奈川大理）○栗林智範・佐藤智彦・加藤
知香・森 和亮

1 PC―030 ナノ細孔を有するポルフィリンロジウム（II）錯体の合成と
プロペンの触媒的水素化（神奈川大理）○柳岡恵美子・佐藤智彦・加藤
知香・森 和亮

1 PC―031 光エネルギー捕集と電荷分離機能を併せ持つ直鎖状多核レ
ニウム（I）ビピリジン錯体の開発（東工大院理工・産総研）○保坂大
祐・小池和英・石谷 治

1 PC―032 2―（p―トリル）ピリジンを含む新規白金（II）複核錯体の光化学
的特性（奈良女大院人間文化）○春田真友子・越山圭美・加藤昌子

1 PC―033 N―フェロセニル―4,4’―ビピリジニウム塩とその白金錯体の
合成・性質（東邦大理）○伊藤友紀子・萩原孝司・堀越 亮・持田智行

1 PC―034 6,6”―アゾビスビピリジンルテニウム錯体の合成と特性（日
大理工）○浜田裕貴・大月 穣・滝戸俊夫

1 PC―035 4,4”―azobis（2,2’―bipyridine）を架橋配位子とする Ru／Os四核
錯体（日大理工）○今井 新・大月 穣・滝戸俊夫

1 PC―036 希釈スピンクロスオーバー錯体［Mn（III）xGa（III）1―x（taa）］の磁
気挙動と誘電応答（阪大院工）○西出太祐・中野元裕・田村初江・松林
玄悦

1 PC―037 ヒドロキシピリジンで架橋された新規Mn 12核錯体の合成
とその単一分子磁性（近畿大理工・近畿大理工総研）○鍋井淳宏・黒田
孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PC―038 含窒素へテロ環ユニットを有する新規イリジウム錯体の合
成と物性（東工大）○越前秀憲・西田純一・山下敬郎

1 PC―039 フェロセン―アントラキノン共役接合錯体のプロトン駆動分
子内電子移動の置換位置依存性（東大院理）○近藤美欧・藤田貴子・並
木康佑・村田昌樹・西原 寛

1 PC―040 ビフェロセン―アントラキノン共役接合分子のプロトネーシ
ョン挙動と混合原子価状態（東大院理）○柴田祐介・近藤美欧・藤田貴
子・村田昌樹・西原 寛

1 PC―041 ピリジル基を有するジアリールエテン誘導体を配位子とし
た一次元金属錯体ポリマーの合成，構造とフォトクロミズム（近畿大
理工）○小中 尚・前川雅彦・黒田孝義・宗像 惠

1 PC―042 E ―及び Z ―［（ジフェロセニル）（ジアントラキノニル）シク
ロブタジエン］（シクロペンタジエニル）コバルト（III）の酸化体の電子
物性（東大院理）○中谷敏幸・倉科 昌・並木康佑・藤田貴子・村田昌
樹・西原 寛

1 PC―043 講演中止
1 PC―044 フェロセニル基を有する新規 Fe（II）錯体の合成と物性（筑波
大化）○韓 鈴芹・二瓶雅之・大塩寛紀

1 PC―045 ポーラスアルミナを用いたプルシアンブルーナノピラーの
作製（東大院理・都立大院工・神奈川科学技術アカデミー）○SUNK-
ARI, Sailaja・長島佐代子・村田昌樹・西原 寛・松井良隆・西尾和
之・益田秀樹

1 PC―046 鉄単核および二核錯体によるオレフィンの酸化反応に及ぼ
す共酸化剤の影響（芝浦工大工）○樫八重ミヨ子・柳橋 篤・坂口 豁

1 PC―047 サリチリデン‐2‐アミノフェノール及びその同族体を配位
子とする鉄二核錯体の合成とその物性（芝浦工大工）○樫八重ミヨ子・
高橋将人・坂口 豁・浜崎啓太

1 PC―048 三脚状ホスフィン配位子を含む d10金属錯体のルミネッセン
ス（成蹊大工）○坪村太郎・徳永勇樹・奥田佳代・佐藤一成・佃 俊明

1 PC―049 ポルフィリンを含むカルボン酸銅（II）錯体の合成とシクロ
アルケンの光酸素酸化（神奈川大理）○大寺亮二・佐藤智彦・渡辺元
子・加藤知香・森 和亮

1 PC―050 有機ラジカルセンターを有する 2座配位子銅（II）錯体の合
成と酸化還元挙動（関西大工）○吉兼祐介・中林安雄・矢野将文・辰巳
正和・山内 脩

1 PC―051 ジピコリルアミノ基を持つトリアリールアミンおよび銅錯
体の合成・物性（関西大工・阪市大院理）○井上和俊・元山 健・東
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康博・石田 豊・矢野将文・辰巳正和・山内 脩・佐藤和信・工位武
治

1 PC―052 ピリジンペンダントトリアリールアミン類および亜鉛ポル
フィリン錯体の合成，物性（関西大工・京大国際融合創造セ）○井上和
俊・矢野将文・辰巳正和・小山宗孝

1 PC―053 ニトロシルペンタアンミンクロム（III）錯体の電子スペクト
ルに及ぼす水素結合の効果についての ab initio計算（岡山理大理）○小
田三典・柴原隆志

1 PC―054 共鳴ラマンを用いた還元型ハイパーポルフィリンの溶液内
構造と電子状態の研究（奈良高専化工・阪市大院理）○石丸裕士・中谷
直輝・寺岡淳二

1 PC―055 ヘテロハロゲン架橋金混合原子価錯体 Cs2［AuIX2］［AuIIIY4］
（X,Y＝Cl,Br,I）における電荷移動相互作用（東大院総合文化・京大原子
炉実験所・名大院工）○池田和寛・小野祐樹・小島憲道・小林康浩・
瀬戸 誠・劉 暁峻・守友 浩

1 PC―056 ポリスチレン製セル内壁に化学結合させたフタロシアニン
錯体の光触媒能（島根大総合理工）○古村紀子・杉森 保・半田 真・
春日邦宣

1 PC―057 無機多孔質に内包された金属フタロシアニン光触媒の特性
（島根大総合理工）○今井 誠・和田秀作・田中秀和・杉森 保・半田
真・春日邦宣

1 PC―058 層状化合物に内包されたフタロシアニン金属錯体の特性（島
根大総合理工）○大森浩二・和田秀作・田中秀和・杉森 保・半田
真・春日邦宣

1 PC―059 非対称ルテニウム二核錯体の合成とその光反応性（都立大
工）○十文字正直・山口素夫・増井 大・山岸敬道

1 PC―060 fac ,mer 型にも配位可能な N ,N ビス（ピリジルメチル）エチ
ルアミン配位子（bpea）を有するルテニウム錯体の反応と立体化学（上
智大理工）○大塚洋司・長尾宏隆・大井隆夫

1 PC―061 fac―Re（bpy）（CO）3Clの新規光配位子交換反応と合成への応
用（東工大院理工）○佐藤俊介・石谷 治

1 PC―062 ニッケル（II）および銅（II）混合キレート錯体によるアミノ酸
の抽出と不斉識別（金沢大教育）上西智紀○井原良訓

1 PC―063 Ru（II）錯体を光増感剤とするMn（III）錯体の反応性―酸素発
生系の構築―（奈良女大理）岡野朝香○阿部百合子

1 PC―064 グラファイト電極上のベンゾニトリル薄層中に溶かしたポ
ルフィリン，フタロシアニン錯体の酸素還元に対する触媒活性（茨城
大工）○大野 修・小田朋弥・南雲充雄

1 PC―065 セミカルバゾン五座配位子によるビスマス（III）錯体の合成，
X線結晶構造および抗菌活性（神奈川大理）野宮健司○小野寺邦晶・力
石紀子・中野さおり・横山正樹

1 PC―066 直線 2配位 AuSPコア及び AuNPコアを持つ金（I）―トリフ
ェニルホスフィン錯体の配位子交換性とグラム陽性菌に対する抗菌活
性（神奈川大理）野宮健司○原 昭博・山本智士・桜井朋弘

1 PC―067 N ―ヒドロキシスクシンイミドを配位子とする二価金属錯体
の性質と構造（上智大理工）○木山雅博・猪俣芳栄・HOWELL, Frank
Scott

1 PC―068 長鎖アラニナトイットリウム（III）錯体の形成する分子性ガ
ラスの構造と性質（奈良女大理）○飯田雅康・益田利恵・那仁格日采

1 PC―069 K4Na4［V10O28］10H2Oと K2Na4［V10O28］18H2Oの結晶構造（韓国
釜慶大化）○李 旭

1 PC―070 含イオウ架橋配位子をもつアレーン Ru（II）二核錯体の合成
と構造（阪大院工）○中谷絵美・高井靖智・黒澤英夫

1 PC―071 一次元ロジウム―ジオキソレン錯体の構造（姫路工大院理）○
後藤英和・満身 稔・小澤芳樹・鳥海幸四郎

1 PC―072 C―Nキレート配位子をもつ多硫黄ジチオレート白金（II）錯
体の構造と性状（阪大院工）○菅 雄祐・中野元裕・田村初江・松林玄
悦

1 PC―073 多座ホスフィンを有する混合金属多核錯体の溶存構造と反
応性（富山大工）斎藤健二○會澤宣一

1 PC―074 Pd（II）―8―キノリノールシクロメタラト錯体の立体構造と分
子軌道計算（神戸高専・姫工大院工）○大淵真一・嶺本浩二・渡邉昭
敬・北村千寿・大内幹雄・米田昭夫

1 PC―075 dmit錯体とカチオン色素の構造とスペクトル解析（東理大
理）○曽根田裕士・宮村一夫

1 PC―076 末端エステルを有するジチオカーバマート錯体の自己組織
化（阪工大工）野村良紀・石原孝二○大川裕子・下村 修

1 PC―077 ニッケルジチオカーバマート錯体の自己集積化（阪工大）野
村良紀○石原孝二・大川裕子・下村 修

1 PC―078 オリゴペプチドを配位子としてもつ遷移金属錯体の分子間
相互作用（阪工大工）野村良紀・濱口晋也○寺脇広繁・下村 修

1 PC―079 β ―ジケトンと芳香族アルコールを配位子とする集積型遷移

金属錯体の結晶構造（阪教大）○久保埜公二・横井邦彦
1 PC―080 フレキシブルなヒンジ様連結配位子を用いた集積型金属錯
体の合成と構造（阪大院理・静大理・弘前大理工）○山田公一・柳下定
寛・田仲宏和・安立京一・宮本 量・川田 知・海崎純男

1 PC―081 N―ドナー系二置換フェロセンを配位子とする金属錯体の合
成（東邦大理）○岡澤和也・萩原孝司・堀越 亮・持田智行

1 PC―082 2,2―ジフェニルグリシナト架橋を含む環状六核鉄（III）の構
造と磁性（佐賀大）○古賀孝一・安藤太朗・鯉川雅之・時井 直

1 PC―083 ラジカル置換分子グリッドを目指した含ピリミジン架橋配
位子の合成と錯形成の試み（電通大量子物質）○柳 賢治・石田尚行・
野上 隆

1 PC―084 スルホニルカリックス［4］アレーンのクラスター化機能―第
一遷移金属四核クラスター錯体の合成と構造―（東北大理）○小橋孝
則・品川玲子・梶原孝志・伊藤 翼・壹岐伸彦・宮野壮太郎

1 PC―085 ジチオカルバミン酸銅二核錯体と TCNQからなる電荷移動
錯体の構造と性質（北陸先端大材料）○宮澤 誠・川尻 陵・大久保貴
志・三谷洋興

1 PC―086 ジチオカルバミン酸誘導体を架橋配位子とした Cu（I）―Cu
（II）混合原子価金属錯体の合成と構造（北陸先端大材料）○川尻 陵・
宮澤 誠・大久保貴志・三谷洋興

1 PC―087 ピリジル基を有するジアリールエテン誘導体とその Cu（II）
及び Cu（I）錯体の合成とフォトクロミズム（近畿大理工・近畿大理工
総研）○郡島 望・黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PC―088 3,5―ビス（2―ピリジル）ピラゾラトが架橋した光学活性 Cr
（iii）―Ln（iii）二核錯体の合成と円二色性（阪大院理）城谷 大・川端亮
次○海崎純男・冬広 明

1 PC―089 陰イオン性ニッケル（II）平面錯体と陽イオン性コバルト（III）
平面錯体の溶液内集合体の構造（山口大理）岡崎恵子・東 貴子○右田
耕人

1 PC―090 ジチオラト架橋 RhCo2および IrCo2クラスター錯体の構造
および電子状態の温度依存性（東大院理・九大院理・熊大院自然科学）
○中川義清・山田鉄兵・村田昌樹・北川 宏・杉本 学・西原 寛

1 PC―091 四極子相互作用を介した金（I）チオレート錯体の集積化（阪
市工研・阪大院工）○渡瀬星児・北村隆之・金久展子・静間基博・中
許昌美・甲斐 泰・柳田祥三

1 PC―092 1,8―ナフチリジンを有する銀（I）錯体の合成と結晶構造（分子
研・CREST）○小泉武昭・東門孝志・田中晃二

1 PC―093 （µ ―1,1’（―ビスジフェニルフォスフィノ）フェロセン）ビスク
ロロ金（I）の多核化（東邦大理）○康 諭基泰・高橋 正・竹田満洲雄

1 PC―094 2座アリールチオラート配位子を有するチタン（IV），バナ
ジウム（IV），およびジルコニウム（IV）錯体の合成と構造（名大院理・
分子研・名大物質国際研）○小室貴士・松尾 司・川口博之・巽 和
行

1 PC―095 フェナントロリンを含む大環状錯体の合成と性質（成蹊大
工）○佃 俊明・前田さつき・大塚圭太郎・安井雅彦・坪村太郎

1 PC―096 alpha―ケギン型 12―タングスト硫酸錯体の合成と化学的性質
（神戸大理・和歌山大システム工）○干場 充・高本雅代・姫野貞之・
橋本正人

1 PC―097 beta―ケギン型 12―タングストリン酸錯体の生成反応（神戸大
理・高知大理）○高本雅代・上田忠治・姫野貞之

1 PC―098 シッフ塩基を含むウラニル（VI）錯体の合成と結晶構造（東邦
大理）○高橋 正・森 康衣・北澤孝史・竹田満洲雄

1 PC―099 ペルオキソ基配位チタン（IV）二置換 Keggin型ポリ酸塩の合
成（神奈川大理）野宮健司○林 邦彦・坂井善隆・佐土 佑

1 PC―100 （p―cymene）Ru2＋基を担持したバナジウム（V）三置換 Dawson
型タングストポリ酸塩の合成とキャラクタリゼーション（神奈川大理）
野宮健司○佐土 佑・坂井善隆

1 PC―101 ジブロモ（フタロシアニナト）アンチモン（V）錯体の新規な
合成方法および性質（物材機構）○加賀屋 豊・砂金宏明

1 PC―102 2位に電子供与基を持つ 8―キノリノラートイオンを配位子
とする直線状ニトロシルルテニウム（II）錯体の合成と光異性化反応
（立教大）○原田文雄・冨沢比呂之・三木瑛一

1 PC―103 アミノピリジン架橋ルテニウム（III）複核錯体の構造と性質
における軸配位子依存性（岐阜大工）○川村剛一・海老原昌弘・川村
尚

1 PC―104 アルコキソ配位子を有するニトロシルルテニウム錯体の反
応を利用した新規錯体の合成（上智大理工）○若林裕樹・小宮 玄・長
尾宏隆・大井隆夫．

1 PC―105 ルテニウムビピリジル架橋亜鉛ポルフィリン六量体の合成
とヘキサアミン配位子との相互作用（奈良先端大物質創成・科学技術
振興事業団 CREST）○福田誠也・佐竹彰治・小夫家芳明

1 PC―106 エチレンジアミン誘導体を配位子とするニトロシルルテニ
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ウム（II）錯体の合成と性質（3）（立教大理）○橿原洋平・冨沢比呂之・
三木瑛一

1 PC―107 ［RuII（acac）2（CH3CN）2］とアルコール類との反応で生成する
新規多核錯体の合成（上智大理工）○荘野純平・石飛洋介・橋本 剛・
清水都夫

1 PC―108 ジアミノアントラキノン架橋（β ―ジケトナト）ルテニウム二
核錯体の合成と混合原子価状態（上智大理工）○橋本 剛・豊岡加奈
子・清水都夫

1 PC―109 アルコキシド架橋（β ―ジケトナト）ルテニウム二核錯体の架
橋基置換反応（上智大理工）○河元裕史・石飛洋介・橋本 剛・清水都
夫

1 PC―110 レドックス活性なピリジル系化合物が配位したルテニウム
錯体の合成と電気化学的性質（福島大教育・分子研）○大山 大・浅葉
さやか・濱田貴志・枝連一志・田中晃二

1 PC―111 酸化還元活性を有する 1,10―フェナントロリン誘導体をキレ
ート配位子に持つ，Ru錯体の合成と物性（東工大資源研）○鈴木裕之・
神原貴樹・山本隆一

1 PC―112 ビピリジンおよびジペプチドを配位した白金（IV）錯体の合
成（工学院大）○渡部正利・福田寛人・五十嵐智志・湯川靖彦・高山俊
夫

1 PC―113 C6S8配位子架橋による白金（II）錯体の性状（阪大院工）○菅
雄祐・中野元裕・松林玄悦

1 PC―114 平面型ビス（トロポロン―1,2,5―トリオキシマト）10族元素
（II）錯体の軸方向への単座配位子の配位（埼玉大理）○原 匠・山口拓
也・上田浩司・東 啓吾・藤原隆司・永澤 明

1 PC―115 ［Pt（dbbp）L］（L＝bpy, en）を用いた供与型 Pt―＞Ag結合を有
する錯体の合成と構造（東北大院理・さきがけ 21）○山口 正・巽
明彦・望月章雅・伊藤 翼

1 PC―116 C,N,O―3ドナー原子をもつ 2位置換―8―キノリノールの Pd
（II）シクロメタラト錯体合成における N―ドナー外部単座配位子の結
合特性（姫路工大院）○清水 豪・大淵真一・嶺本浩二・北村千寿・米
田昭夫

1 PC―117 生理活性物質を持つ Pd（II）―8―キノリノール錯体の合成（神
戸高専・姫工大院工）○大田泰昭・大淵真一・北村千寿・米田昭夫

1 PC―118 メチル基とフェニル基を持つテトラアザ［14］アヌレンとそ
のニッケル（II）錯体の合成とスペクトル（九工大工）○橋本 守・坂田
一矩

1 PC―119 ベンゼン環周辺に集積されたフタロシアニン金属錯体の合
成と性質（島根大総合理工）○高橋裕規・杉森 保・半田 真・春日邦
宣

1 PC―120 テトラヒドロフランおよびテトラヒドロチオフェン配位子
を有する単核および二核ニオブ錯体の合成と構造（埼玉大理）○掛谷政
輝・藤原隆司・永澤 明

1 PC―121 トリスジピリナトMn（III）錯体の合成とその磁気挙動（阪大
院工）大坪将憲○中野元裕・田村初江・松林玄悦

1 PC―122 単核および二核高原子価マンガンシッフ塩基錯体の合成と
性質（龍谷大理工）○浅田英幸・岡田崇宏・森 恵一・根来 世・藤原
学・松下隆之

1 PC―123 両親媒性シッフ塩基配位子を有するMn（III），Cu（II）錯体の
合成と性質（龍谷大理工）○上田承平・浅田英幸・岡田崇宏・根来
世・藤原 学・松下隆之

1 PC―124 新規八座オリゴピリジン配位子の合成と希土類金属イオン
との錯形成（東大院理）○和田 淳・渡邉雅之・山野井慶徳・村田昌
樹・西原 寛

1 PC―125 七座配位シッフ塩基ランタン（III）錯体の合成と性質（九工大
工・阪大院理）○坂田一矩・菊池亜紀応・橋本 守・隈 弘夫

1 PC―126 平面構造を有する鉄（III）8核クラスターの合成と構造（奈良
女大理）○竹村幸恵・北村やよい・棚瀬知明

1 PC―127 プロリンで架橋された 12核鉄（III）Wheelの合成とその構造
および磁気的性質（新潟大理）○五十嵐智志・Abu－Nawwas, Abd－Al-
hakeem H.・Cano, Joan・Christian, Paul・Mallah, Talal・Rajaraman,
Gopalan・Teat, Simon J.・Winpenny, Richard E. P.・湯川靖彦

1 PC―128 N2O2および N4ドナー原子を持つ単核および二核鉄錯体の
合成と性質（龍谷大理工）○根来 世・浅田英幸・藤原 学・松下隆之

1 PC―129 ポルフィリン金属挿入への水熱合成の応用（名工大）工藤
麗・中村理晴○高木 繁

1 PC―130 銅錯体を用いた分子バネの設計―モデル化合物の合成―（横市
大総理）○小川裕示・篠崎一英

1 PC―131 テトラアザシッフ塩基配位子を有する単核および二核銅
（II）錯体の合成と構造，性質（龍谷大理工）○脇坂正範・下末恭平・浅
田英幸・根来 世・藤原 学・松下隆之

1 PC―132 銅二核錯体と配位高分子との複合物質の合成と構造（京大院

工）○木下芳徳・松田亮太郎・北川 進
1 PC―133 光学活性配位子を含むニトロキシドラジカル Cr（III）錯体の
合成と円二色性（阪大院理）○関岡裕佑・竹井信夫・塚原保徳・鈴木孝
義・海崎純男

1 PC―134 アゾ基で連結したコバルト（III）ポルフィリン二量体の合成
と反応性（埼玉大工）石丸雄大○山田拓実・飯田武揚

1 PC―135 ピラゾラト架橋コバルト（II）二核錯体の合成と性質（阪大院
理）○藤岡準治・鈴木孝義・海崎純男

1 PC―136 中心金属イオンの価数に依存する L―プロリナト架橋コバル
トクラスターのコバルトイオンの酸化状態変化（新潟大院自然・新潟
大理）○込山 剛・五十嵐智志・湯川靖彦

1 PC―137 パラジウムホスフィン錯体触媒を用いる末端アセチレンの
クロスカップリングと重合反応（福井工大）内藤具企○薗頭健吉

1 PC―138 フェノールの酸化的カルボニル化における配位子の立体効
果（産総研）○渡来啓司・安田弘之・崔 準哲・坂倉俊康

1 PC―139 アセトニトリル配位子を有するモリブデンおよびタングス
テン錯体を用いたノルボルネンの立体選択的開環メタセシス重合（横
国大院工）山口佳隆○藤田 敦・伊藤 卓

1 PC―140 トリハロゲノ（ニトロシル）（ホスフィン）ルテニウム（II）錯体
と末端アルキンの反応（長崎大工）大西正義○山口 護・西村佳真・田
代葉子・有川康弘・古川睦久

1 PC―141 新規なアリールイソシアニドパラジウム錯体の合成，構造
解析，ならびにエチレン重合活性（九大先導研・九大院総理工）○土谷
和寛・本山幸弘・永島英夫

1 PC―142 メチルパラジウムポルフィリンの挿入反応におけるスチレ
ンのパラ置換基の効果（神戸大理）○廣瀬友香・谷川祥子・瀬恒潤一郎

1 PC―143 架橋三座配位子を有するMo2Ir2四核錯体とハロゲン化アル
キルとの酸化的付加反応（阪大院基礎工）○島 明日香・大橋理人・真
島和志

1 PC―144 N―混乱ポルフィリンを配位子とする遷移金属錯体の合成
（九大院工）○戸叶基樹・アラガースリニバサン・古田弘幸

1 PC―145 非対称置換フェロセン誘導体の動的構造および物性（立命館
大理工）○吉田澄宏・花崎知則・岡田 豊・中村尚武・河口昭義

1 PC―146 親水性を有するフェロセン誘導体（立命館大理工）○陰地篤
子・岡田 豊・中村尚武・花崎知則

1 PC―147 フェニルフェロセン類の X線構造解析（立命館大理工）○河
村康紀・花崎知則・岡田 豊・中村尚武

1 PC―148 ジルコナシクロペンチン錯体の合成，構造と反応性（理研・
埼玉工大工）鈴木教之○渡邊貴彰・岩崎政和・佐分利正彦・千原貞次

1 PC―149 Cp＊Ta（dad）フラグメントを有するベンジリデン錯体及び
イミド錯体の合成と反応性（阪大院基礎工）○金山剛士・劒 隼人・金
崎右典・真島和志

1 PC―150 三座ホスフィン配位子を有するジチオラトルテニウム（II）
錯体からのチアルテナサイクル錯体の生成（東農工大工）○伊藤宗斉・
小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

1 PC―151 遷移金属錯体で架橋された 2核ルテノセンの合成と酸化還
元挙動（埼玉大理）○久保田裕介・佐藤 勝

1 PC―152 ホスホリル基を骨格にもつ配位子―亜鉛錯体の合成と性質
（都立大院工）増井 大○野口尚子・山口素夫・山岸敬道

1 PC―153 ホスホリル基を骨格にもつ配位子―ルテニウム錯体の合成と
反応性（都立大院工）○増井 大・山口素夫・山岸敬道

1 PC―154 Keggin型タングストポリ酸塩一欠損種への担持によって形
成される水溶性有機金属錯体の合成とキャラクタリゼーション（神奈
川大理）野宮健司○上野隆正・山本浩之・佐土 佑・坂井善隆

1 PC―155 Dawson型タングストポリ酸塩一欠損種への担持によって形
成される水溶性有機金属錯体の合成と X線結晶構造（神奈川大理）野
宮健司○坂井善隆

1 PC―156 硫黄原子を含んだ環状配位子を用いた Rh（III），Ir（III）多核
錯体の合成（東邦大理）○藤田真規・持田智行・高橋 正・山本育宏

1 PC―157 第 9族遷移金属チアアリル錯体（名大院理・名大物質国際
研）○光岡秀人・孫入達也・砂田祐輔・巽 和行

1 PC―158 Cp’―P配位子を有するロジウムアリル錯体の合成（阪大院基
礎工）○明石隆宏・片岡靖隆・真島和志

1 PC―159 PNNP型支持配位子を有する二核遷移金属錯体の合成（奈良
女大）○竹中弘枝・棚瀬知明

1 PC―160 Mn（III）シッフ塩基錯体ヘキサシアノ金属（III）からなる新し
い単一次元鎖磁石（都立大院理・科技団さきがけ 21・CREST）○FER-
BINTEANU, Marilena・宮坂 等・中田一弥・杉浦健一・山下正廣

1 PC―161 Pt2Ir異種金属三核錯体と一酸化窒素との反応（奈良女大理）
○梶谷恵梨香・ベガムローシャンアラ・棚瀬知明

1 PC―162 カルボキシラート白金部分を有する［2］―ロタキサンの合成
（東工大資源研）○須崎裕司・小坂田耕太郎
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1 PC―163 チオアミド骨格を有する Pd（II），Pt（II）ピンサー型錯体と二
核アセチリド錯体の合成（東工大資源研）○赤岩路則・福元博基・神原
貴樹・山本隆一

1 PC―164 イミド配位子を有する金属錯体の合成とそれを用いた異種
二核錯体の合成（東工大資源研）○桑原純平・竹内大介・小坂田耕太郎

1 PC―165 モリブデンおよびタングステンのジアザジエン錯体の合成
と反応（阪大）○小西優希・真島和志

1 PC―166 モリブデンテトラヒドリド錯体と五配位シランあるいは脂
肪族シランの反応（横国大院工）○雨宮慎悟・湊 盟・伊藤 卓

1 PC―167 2,2’―ジピリジルアミノ基を持つアゾベンゼン誘導体を配位
子とする新規二核金属錯体の合成と物性（東工大資源研）○山本智史・
神原貴樹・山本隆一

1 PC―168 1,4位に共役オレフィンが連結した芳香環を配位子とするサ
ンドイッチ型パラジウム複核錯体の合成（阪大院工）○辰巳泰基・松谷
晃男・村橋哲郎・黒沢英夫

1 PC―169 多環式芳香族化合物がサンドイッチ配位した新規直鎖状 4
核パラジウムクラスターの合成と構造（阪大院工）○上村朋史・村橋哲
郎・黒沢英夫

1 PC―170 単座リン配位子を有するイリジウム（III）錯体の合成と性質
（産総研）○今野英雄・小池和英

1 PC―171 β‐アミノケトン配位子を有する 3価鉄錯体の合成と構造
（横国大院工）山口佳隆○長屋 誠・伊藤 卓

1 PC―172 N, O原子を含むジホスフィン配位子をもつコバルト錯体の
合成（分子研）○長澤賢幸・永田 央

1 PC―173 歪んだ骨格をもつ 14族フタロシアニン錯体の合成と軸配位
子効果（東北大院理）○小野公輔・福田貴光・小林長夫

1 PC―174 テトラアザ［14］アヌレンを有する一次元高分子ゲルマニウ
ム（IV）錯体の合成と構造（九工大工）○沈 旋・橋本 守・坂田一矩

1 PC―175 テトラアザ［14］アヌレンスズ（IV）錯体の合成と反応（九工大
工）○中島彰夫・橋本 守・坂田一矩

1 PC―176 ボリルトリフラートを経由するボリルテルリドの効率的合
成（広島大院理）河内 敦○薬師神啓孝・山本陽介

1 PC―177 シッフ塩基ニッケル（II）錯体の物性と光応答性ソルバトク
ロミズム（慶大理工）○秋津貴城・栄長泰明

1 PC―178 平面ニッケル複核錯体をビルディングブロックとした集積
型金属錯体の合成と性質（3）（富士通研究所）○眞鍋敏夫・武井文雄

1 PC―179 ヘテロ金属配位高分子ナノ結晶の粒径制御（山形大理）○近
藤展征・横谷次朗・市村明大・栗原正人・坂本政臣・山田真実・三宅
幹夫・水上富士夫

1 PC―180 オキサラト架橋半導体―遷移金属錯体ナノ微粒子の合成と物
性（北陸先端大材料）○大川竜治・山田真実・栗原正人・坂本正臣・三
宅幹夫

1 PC―181 オリゴゲルマンの光反応（埼大理）○高森裕也・若狭雅信
1 PC―182 エチニルシリルリチウムの合成および構造（東北大院理）門
脇智之○坂本健吉・甲 千寿子・吉良満夫

1 PC―183 環状アンチモンジカルボキシレートの合成（阪工大工）野村
良紀○中野健二・下村 修

有機結晶

1 PC―185 擬クラウンエーテル誘導体による金属イオン取り込み能（和
歌山工技セ）○三宅靖仁・細田朝夫・高垣昌史・野村英作・小畑俊
嗣・谷口久次

1 PC―186 大環状パラジウム（II）―アルカリ金属錯体（産総研界面ナノ研
セ）○尹 一・浅川真澄・清水敏美

1 PC―187 コール酸のゲスト分離挙動とホスト格子の関係（名市工研・
九大院工・阪大院工・阪大 FRC）○中野万敬・秋田重人・佐田和己・
藤内謙光・宮田幹二

1 PC―188 デオキシコール酸‐ブタノール包接化合物の溶解熱（近畿大
理工）○野口耕一・神山 匡・木村隆良

1 PC―189 ビスフルオレニリデンコハク酸のゲスト包接による自然分
晶（愛媛大工・ケープタウン大）○岩元寿公・田中耕一・カイラミノ

1 PC―190 ナフトアミド誘導体の結晶化による分子構造制御と絶対不
斉合成への応用（千葉大工）坂本昌巳・宇野沢 篤○齋藤亜矢子・三野
孝・藤田 力

1 PC―191 N―アシルイサチンのキラル結晶化と不斉合成への応用（千
葉大工）坂本昌巳○小原周一郎・三野 孝・藤田 力

1 PC―192 軸不斉ピリミジノンの結晶化を利用した光学分割と不斉合
成への展開（千葉大工）坂本昌巳○安藤 勝・三野 孝・藤田 力・加
藤明良・鹿島長次

1 PC―193 ビインデニリデンジオン誘導体の結晶フォトクロミズムに

おける顕著な同位体効果（愛媛大工・ケープタウン大）○高野秀之・田
中耕一・カイラミノ

1 PC―194 ビインデニリデンジオン誘導体のゲスト選択的フォトクロ
ミズム（愛媛大工・ケープタウン大）○田中耕一・山本洋平・カイラミ
ノ

1 PC―195 フルオレノン誘導体ホストのゲスト包接による固体蛍光挙
動（愛媛大工・モナシュ大）○田中耕一・山田智彦・スコットジャネッ
ト

1 PC―196 サリチリデンアミンユニットを有する有機ラジカル化合物
類の構造と性質（姫路工大院理）○畑 雅幸・圷 広樹・山田順一・中
辻慎一

1 PC―197 イミダゾアントラキノール系蛍光性色素の固体光物性と結
晶構造（高知大理）大山陽介○井上直樹・中村崇人・吉田勝平

1 PC―198 有機非線形光学材料 DASTの高品質結晶化の検討（東北大多
元研）○峯野禎大・岡田修司・谷内哲夫・中西八郎・安達宏昭・吉村
政志・森 勇介・佐々木考友

1 PC―199 コヒーレントテラヘルツ波発生のためのスチルバゾリウム
誘導体の合成とキャラクタリゼーション（東北大多元研）○Glavcheva,
Zornitza・梅澤洋史・岡田修司・中西八郎

1 PC―200 光学活性 9,9’―ビアントリル―2,2’―ジカルボン酸エステルの
合成と包接能（岡山理大理）豊田真司・川嶋一志○島崎俊明

1 PC―201 長鎖脂肪酸と 4―クロロベンジルアミンとの塩が形成する層
状構造（阪大院工・阪大 FRC）○杉原佳恵・井上勝成・田中 彰・藤
内謙光・宮田幹二

1 PC―202 芳香族ジカルボン酸と一級アミンとの有機塩における可変
グリッド形成と 21らせん超分子シントンの方向制御（阪大院工・阪大
FRC）○甲斐信康・弓削哲治・藤内謙光・宮田幹二

1 PC―203 フェノール三量体とアミンとの錯化を利用した結晶構造設
計（富山大理）佐藤憲史○林 直人・樋口弘行

1 PC―204 優先富化現象（25）：擬似核接種による優先富化の誘起（京大
院人間環境）○藪中津介・水田真之・奥原進一郎・藤本大輔・高橋弘
樹・津江広人・田村 類

3月 27日午前

（12 : 30～14 : 00）

化学教育・化学史

2 PB―001 実験のスモールスケール化―アジピン酸の合成―（東京学芸
大）吉原伸敏○森 明子・ビリグトヤ

2 PB―002 マイクロスケール化されたトルエンの酸化（広島学院高）○
井上正之

2 PB―003 環境マネジメントシステム規格 ISO 14001の理念を基盤と
した環境教育（実践報告）（筑波大教育・筑波大化）○岡田千賀子・野本
信也

2 PB―004 蛋白質糖化反応への理解を深めるための電気泳動（阪医大）
○伊東重徳・古谷榮助

2 PB―005 簡単な反射スペクトル測定部品の開発と子供体験実験での
応用（佐賀大文教）○中島道夫・岡島俊哉

2 PB―006 手作り分子模型による有機化学反応機構の学習（3）（苫小牧
高専）山口和美○笹村泰昭

2 PB―007 化学系研究室用デジタルコンテンツの作成，および，研究
室運営と学生のトレーニングへの活用．大学の小規模研究グループに
おける試み．（琉球大理）○漢那洋子

天然物化学

脂肪酸関連，ポリフェノール
2 PB―009 マクロラクチン Jの合成研究（岡山大環境理工）○宮下恭
典・山路大介・森下雅史・高口 豊・坪井貞夫

2 PB―010 天然抗酸化剤クエルセチンの次亜塩素酸による酸化反応生
成物の同定と抗酸化活性（山梨大教育人間科学・山梨大医工総研）○廣
瀬裕子・真野いず美・鷲巣敏行・内田雄三・松郷誠一

2 PB―011 フッ素化アンフォテリシン Bの調製と固体 NMRを用いた
分子間相互作用の解析（阪大院理）○松森信明・梅川雄一・池内宏貴・
松岡 茂・村田道雄

2 PB―012 Euplexide Cの合成研究（近畿大理工）○菱田智之・山際由朗

テルペン，ステロイド
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2 PB―013 プレニル鎖延長酵素を用いた抗菌性を有するテルペン類の
合成（弘前大理工・弘前大農生・弘前大医・山形大理・東北大院工・
東北大多元研）○長岐正彦・桑原一博・高橋修子・半田智一・原田幸
雄・中根明夫・槙 雄二・西野徳三・古山種俊

2 PB―014 昆虫フェロモン類の合成を目的としたファルネシル二リン
酸合成酵素の基質特異性（弘前大理工・山形大理・東北大院工・東北
大多元研）長岐正彦○仲田美乃里・槙 雄二・西野徳三・古山種俊

2 PB―015 環状化合物に関する短鎖プレニル鎖延長酵素の基質特異性
について（その 3）（弘前大理工・山形大理・東北大院工・東北大多元
研）○長岐正彦・山内殖生・近藤弘章・槙 雄二・西野徳三・古山種
俊

2 PB―016 フラン環部位を異にするバイユノシド類縁体の効率的合成
法の開発（関西学院大理工）○岡嶋孝太郎・岡田康則・山田英俊

2 PB―017 テクネチウム，レ二ウムの配位子を指向したエストラノ
［17,16―e］ピリミジニル―トリペプチド類の合成（九大先導研）○松本智
広・渡辺正敬・又賀駿太郎・THIEMANN, Thies

2 PB―018 5 α ―Ketol（3 β ―hydroxy―5 α ―cholest―7―en―6―one）の自動酸化
による 14―hydroperoxy体の生成（東工大院理工）○松田高博・大山
清・原 典行・藤本善徳

2 PB―019 ステロール側鎖の構造と骨格部の生合成の関連について（東
工大院理工）○川手健司・原 典行・藤本善徳

2 PB―020 環状ホスホニウム塩を用いた連続的Wittig反応による（3
R ,6 E）―2,3―dihydrofarnesolおよび（3 R ,6 Z）―2,3―dihydrofarnesolの合成
（信州大繊維）続木武男・武内尚志・田中 聡○藤本哲也・山本 巌

アルカロイド
2 PB―021 2―アルキル―1―ヒドロキシピロリジン類の立体選択的構築
（いわき明星大理工）○山本大貴・鈴木克彦・山浦政則

2 PB―022 新規な細胞毒性アルカロイドハウアミン類の合成研究（阪市
大院理）○紀田博志・渋江 卓・森本善樹

2 PB―023 2―置換―3,4―ジヒドロキシピロリジン類の合成とそれらのグ
リコシターゼ阻害活性（いわき明星大理工）○鈴木淳二・森内友香・鈴
木克彦・山浦政則

2 PB―024 エリスリナアルカロイドの合成研究：軸性キラリティーを
活用する新しい立体制御法の開発（東工大院理工・CREST）安井義
純・小池克博○古賀悠記子・瀧川陽介・松本隆司・鈴木啓介

糖
2 PB―025 コリラジンの合成研究（関西学院大理工）○長尾浩平・山田
英俊

2 PB―026 1,2―O ―ベンジリデン糖の酸化的開環反応（いわき明星大環境
理）○渡部重仁・野中寿人・鈴木克彦・山浦政則

2 PB―027 機能性糖類の合成 001：新規クロスリンカーの糖類への導
入の試み（富山大）○高木俊輔・森田弘之

2 PB―028 糖水酸基の錫アセタール化を経る無保護糖の位置選択的グ
リコシル化反応の開発（北里大薬）○梶 英輔・尹 一定・宮木佳子

2 PB―029 講演中止
2 PB―030 超音波による Starchマイクロ粒子の形成（滋賀医大生命科
学）○藤田光恵・木村隆英・宗宮 創

アミノ酸
2 PB―031 大環状抗生物質メチルスルフォマイシン Iの合成研究（神奈
川大工）茅野哲也○米沢養躬・辛 重基

2 PB―032 大環状抗生物質チオシリン Iの全合成（神奈川大工）鈴木秀
輔・米沢養躬○辛 重基

2 PB―033 チオストレプトン系抗生物質関連部位の新規合成研究（いわ
き明星大理工）梅村一之○石橋伸一・伏谷 謙・吉村寿次

2 PB―034 新規サイトトキシン UK―1,AJI 9561の合成研究（いわき明星
大理工）梅村一之○青山貴春・竹内小晴・吉村寿次

2 PB―035 4―cis―アミノ―L―プロリン残基を含む環状ペプチドの合成
（東邦大理）山田 誠・田中裕人○西角守明・田巻 誠

2 PB―036 オキシムレジン上におけるグラミシジン S関連ペンタペプ
チドの閉環反応（東邦大理）○石井理絵・本田賢司・田巻 誠

2 PB―037 ココリス中カルシウム結合蛋白質のモデルペプチドの合成
研究（群馬大工）○細谷浩史・奥 浩之・山田圭一・片貝良一

2 PB―038 活性酸素とアミノ酸の反応による新規抗体の合成（山形大
工）○須籐大輔・大場好弘・池田義孝・藤井順逸

2 PB―039 深海に生息するユノハナガニの成分分析（青学大・海洋科学
技術センター）木村純二・鴨志田佳代○荻 伸之・高田由貴・土田真
二

2 PB―040 軟体動物 Philinopsis spesiosa から得られた kulokekahilide―2
の全合成（青山学院大）○高田由貴・加藤宏明・山下真由子・上村直

弥・中尾洋一・木村純二
2 PB―041 bFGF部分ペプチドの合成と性質（群馬大）○田中陽介・奥
浩之・山田圭一・片貝良一

2 PB―042 硫酸化チロシン含有ペプチドのMALDI―TOF―MSによる同
定（東理大理）植木正彬○山口深雪・武川明博

2 PB―043 ジオキソピペラジンを用いた α ―アミノ酸の不斉合成（東海
大開発工）大場 真○須山光輝・西山幸三郎

2 PB―044 位置立体選択的多重標識ヒスチジンの合成（都立大院理・
CREST）○河口久美子・寺内 勉・甲斐荘正恒

その他
2 PB―045 ニンニクの発芽抑制物質（弘前大教育）○金丸幸太・北原晴
男・加藤忠弘・小柴共一

2 PB―046 ニンニクの皮の抗菌性物質（弘前大教育）佐々木成俊○北原
晴男・半田智一・原田幸雄

2 PB―047 発光キノコ「ヤコウタケ」の蛍光物質の探索（電通大）○三
枝直行・竹内昭洋・中村光裕・窪田雅之・新津 尚・大橋陽子・平野
誉・牧 昌次郎・丹羽治樹

2 PB―048 発光ゴカイのルシフェリンの探索（電通大）山道崇史・中村
光裕・平野 誉○牧 昌次郎・丹羽治樹

2 PB―049 配糖体を有する生理活性天然物のポリアセチレンアグリコ
ンの合成とその抗アレルギー活性の評価（日大理工・日大薬）○森村誠
司・尾坂有輝子・青山 忠・北中 進・滝戸俊夫

2 PB―050 愛媛県産海綿動物由来の生物活性物質（愛媛大理・愛媛大総
合科学研究支援セ）川上 恵○石丸恵久・三好 彰・倉本 誠・小野
昇

2 PB―051 抗腫瘍活性物質（－）―デプデシンの合成研究（岡山大環境理
工）○梅本 光・高口 豊・坪井貞夫

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

機能性低分子・分子認識
2 PB―053 3つのシクロデキストリンを有するポルフィリンを用いた
自己組織化ポルフィリン多量体の構築とその機能（京工繊大）黒田裕久
○木田昌博・佐々木 健

2 PB―054 アントラセンを架橋部とするシクロデキストリン環状二量
体と水溶性ポルフィリンの錯体形成とその光化学特性（京工繊大）黒田
裕久○張 小涌・佐々木 健

2 PB―055 アニオン性シクロデキストリンの pHに応答した包接挙動
（同志社大工）○馬渕貴裕・加納航治

2 PB―056 パーアミノ化シクロデキストリン包接錯体生成に関する熱
力学的パラメータ（同志社大工）○北川浩平・土居良二・加納航治

2 PB―057 銅イオン配位を利用したシクロデキストリン誘導体のゲス
ト包接増幅（名工大院工）山村初雄○渡辺憲治・佐竹康介・加藤太久・
川井正雄

2 PB―058 水溶性ポルフィリンとシクロデキストリンとの相互作用を
利用した超分子構造の形成（同志社大工）○早坂一隆・西藪隆平・加納
航治・黒田裕久

2 PB―059 アントラセンーテトラキス（CD）誘導体の合成とその性質
（秋田大）○八木友美子・近藤良彦・遠藤 健・濱田文男

2 PB―060 色素修飾 α ―シクロデキストリンの色変化とその構造解析
（山梨大院医工総研）○鈴木和也・五味沙織・桑原哲夫

2 PB―061 対面型パーメチル化シクロデキストリンダイマーの合成と
水溶性金属ポルフィリンとの 1 : 1包接錯体（同志社大）○北岸宏亮・
加納航治

2 PB―062 電子移動反応部位を有する自己組織化ポルフィリン集合体
の構築（京工繊大）黒田裕久○田島宗紀・佐々木 健・宮本幸治

2 PB―063 直列配置型ポルフィリン多量体の構築とその機能（京工繊
大）黒田裕久○廣瀬由貴・佐々木 健

2 PB―064 パーメチル化シクロデキストリンと TPPS金属錯体の包接
錯体の挙動（京工繊大）黒田裕久○陰地威史・出野陽一・佐々木 健

2 PB―065 クラウンエーテル側鎖を有するピリドイミダゾキノキサリ
ン誘導体の合成とその金属イオン認識（成蹊大工）○石田智久・岩田
理・神山武紀・田中 潔

2 PB―066 アームドトリアザシクロノナン金属錯体の超分子集合体形
成（阪市大院理）篠田哲史○松倉美紀・築部 浩

2 PB―067 クラウンエーテル側鎖を有するポルフィリン亜鉛錯体のア
ニオンとカチオンの認識（成蹊大工）○藤田亜紗子・後藤兼一・岩田
理・田中 潔

2 PB―068 N―混乱ポルフィリン環外周部窒素部位におけるアニオン認
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識（京大院理・九大院工・科学技術振興機構さきがけ）○前田大光・森
本 樹・大須賀篤弘・古田弘幸

2 PB―069 アミジニウム―カルボキシラート相互作用により自己組織化
した超分子ポルフィリンアンテナのエネルギー移動（日大理工）○岩崎
宏祥・大月 穣・滝戸俊夫

2 PB―070 オルト位にピラジン側鎖を有する TPP誘導体を鋳型とする
自己組織化ポルフィリン集合体の構築（京工繊大）黒田裕久○杉原崇
嗣・佐々木 健

2 PB―071 トリスポルフィリンとトリス（チオエタノール）メタンの強
い分子間相互作用を利用したシトクロム P―450モデル化合物の合成
（奈良先端大物質創成・科学技術振興事業団 CREST）○森野彩子・佐
竹彰治・小夫家芳明

2 PB―072 多置換テトラフェニルポルフィリンの合成とその大規模ポ
ルフィリン集合体の構築への応用（京工繊大）黒田裕久○轟 哲・佐々
木 健

2 PB―073 メゾ―メゾ結合ポルフィリン多量体の光特性を利用した活性
酸素種の生成（山梨大院医工・京大院理）○新森英之・カイルルモハマ
ッド・松郷誠一・大須賀篤弘

2 PB―074 ポルフィリン―イミド二分子錯体における電子移動の構造依
存性（日大理工）○須賀 淳・山崎勝利・阿部秀幸・大月 穣・滝戸俊
夫

2 PB―075 トリメチルアンモニオフェニル基を有する水溶性ポルフィ
リンの合成と DNAとの相互作用（慶大理工）○小山真也・吉岡直樹・
井上秀成

2 PB―076 クロロフィル誘導体による単分子膜の作製と物性評価（慶大
理工）○菊地洋平・對間秀利・八尾 勝・吉岡直樹・井上秀成

2 PB―077 糖の関与による水中での合成亜鉛クロロフィルの自己集積
（立命館大理工）民秋 均○新貝 藍・畦布康朗

2 PB―078 カチオン性置換基を有するクロロフィル誘導体の合成と
DNAの相互作用（慶大理工）○對間秀利・大久保明宏・吉岡直樹・井
上秀成

2 PB―079 周辺に正電荷を持つフェニル誘導体を導入したフタロシア
ニン錯体の合成（島根大総合理工・名工大工）○杉森 保・野嶋 潤・
小澤智宏・半田 真・春日邦宣

2 PB―080 ロイシン側鎖をもつ環状ヘキサペプチドと低分子有機化合
物との会合体形成（創価大工）○山木政義・富永昌英・高井貴広・熊谷
誠一・伊藤眞人

2 PB―081 環状ヘキサグリシンと低分子有機化合物との会合体形成に
関する研究（創価大工）○原田英樹・田中 晃・伊藤眞人・富永昌英

2 PB―082 金属配位を介したペプチド 90度屈曲構造の自己集合（東大
院工・CREST）田代省平○稲葉慶吾・富永昌英・藤田 誠

2 PB―083 DNAに結合したルテニウム（II）錯体の電気化学的発光（中央
大院理工）○西田聡子・千喜良 誠

2 PB―084 アミノ酸残基を含む 3―ヒドロキシ―4（1 H）―ピリジノン類の
合成とそれらの亜鉛（II）錯体のインスリン様活性（成蹊大工・京薬大）
加藤明良○横山卓也・齋藤良太・安達祐介・桜井 弘

2 PB―085 6―（2’,3’―ジヒドロキシベンジル）アミノ―2,3―ジモルホリノキ
ノキサリンの合成とその金属錯体の蛍光特性（成蹊大工）加藤明良○末
井敬太・齋藤良太

2 PB―086 3―ヒドロキシ―4―置換―チアゾール―2（3 H）―チオン類の新規
バナジル及び亜鉛錯体の合成とそれらのインスリン様活性（成蹊大工）
加藤明良○山口美香・齋藤良太・安達祐介・桜井 弘

2 PB―087 新規なジエチレントリアミン五酢酸（DTPA）誘導体ガドリニ
ウム（III）キレート化合物によるMRI造影剤の開発（静岡大院理工・静
岡大工）○於 剛・山下光司・高橋雅樹

2 PB―088 Boron―dipyrromethene骨格を有するマグネシウム蛍光プロー
ブの開発および細胞イメージングへの応用（慶大理工・JST・CREST）
○一二三洋希・小松広和・久保田 健・岡 浩太郎・鈴木孝治

2 PB―089 蛍光相関分光法によるホストーゲスト錯形成の 1分子レベ
ルでの検出：カリックスアレーン系での応用（北大電子研）○神 隆・
金城政孝

2 PB―090 塩素イオン添加によるビオロゲン化合物の色変化（山梨大学
医工総研）鈴木貴雄・佐藤金夫○桑原哲夫

2 PB―091 ヒスチジンを含むペプチド銅（II）錯体と DNAとの相互作用
（中央大理工・インデイアナ大パデユ大）○千喜良 誠・伊藤正樹・安
倍優子・本間博之・廣澤 卓・LONG, E. C.

2 PB―092 蛋白質疎水孔内に取り込まれた亜鉛錯体による加水分解反
応（京大工）○向井英史・人見 穣・船引卓三

2 PB―093 二つのカテコール部位を配位子内に持つ新規鉄錯体の合成
と反応（京大院工）○吉田直史・人見 穣・船引卓三

2 PB―094 光学活性シンコニニウムおよびシンコニジニウム誘導体の
合成と性質（奈良女大理）○竹本恵子・吉川直和・高島 弘・塚原敬

一・坂本 純・金久展子・甲斐 泰
2 PB―095 水中に形成した疎水性反応場における酸化的チオールエス
テル生成反応（東大院総合）○景山義之・村田 滋

核酸
2 PB―096 4―チオシュードウリジンの合成およびその性質（東工大生命
理工・東工大フロンティア創造セ・CREST）岡本 到○田中博人・田
口晴彦・清尾康志・関根光雄

2 PB―097 3―デアザグアニンを含むオリゴ RNAの合成と塩基識別能の
検討（東工大生命理工）○佐々見武志・清尾康志・関根光雄

2 PB―098 糖部 2’位にピレンを導入したアミド結合型ジヌクレオシド
を含むピレン修飾オリゴヌクレオチドの合成（京工繊大繊・帝京科学
大理工）岩瀬礼子○浪江祐司・山岡哲二・村上 章

2 PB―099 メチルシトシンを含む DNA二重鎖を識別する TFOの開発
（群馬大工）○黒肥地 剛・森口朋尚・篠塚和夫

2 PB―100 金属配位性複素環―DNAコンジュゲートの二本鎖形成に関
する基礎研究（熊本大工・崇城大工）○北村裕介・岡田健治・白坂美
哲・田崎正人・井原敏博・城 昭典

2 PB―101 二つのアンモニウム基を 8,8’―位に有する 2,2’―ビナフタレン
と DNAの相互作用（群馬大工）○近藤慎一・金城知子・矢野由美彦

2 PB―102 相補鎖 DNAに対する光クロスリンク反応（北陸先端大・
JSTさきがけ）吉村嘉永・池本忠好○藤本健造

2 PB―103 新規フェロセン―ポリアミド化合物の DNA結合能と電気化
学的性質の評価（東工大院生命理工）○寺田武史・水田昌宏・清尾康
志・関根光雄

2 PB―104 二つの触媒基をもつアンチセンス型 RNA切断酵素の構築
（阪市大院工）○上北泰生・井上英夫

2 PB―105 DNA内過剰電子移動反応の塩基配列依存性（京大院工・メ
リーランド大化）○伊藤健雄・西本清一・Rokita, Steven, E.

タンパク質・酵素
2 PB―106 ポリペプチド超構造の理論的設計（98）静電相互作用の導入
による．alpha．―ヘアピン構造の安定化設計（阪府大先端研・阪工大
工）○岡 勝仁・柿木佐知朗・平野義明

2 PB―107 ポリペプチド超構造の理論的設計（99）ジスルフィド結合の
導入による．alpha．―ヘアピン構造の安定化設計（阪府大先端研・阪
工大工）○岡 勝仁・柿木佐知朗・平野義明

2 PB―108 プロリン残基とバリン残基とアラニン残基からなるポリ（ト
リペプチド）のコンホメーション解析（阪府大先端研・阪工大工）○柿
木佐知朗・寺岡真由美・岡 勝仁・森 利明・平野義明

2 PB―109 プロリン残基とバリン残基とアラニン残基からなるポリ（テ
トラペプチド）のコンホメーション解析（阪府大先端研・阪工大工）○
柿木佐知朗・弓削光裕・岡 勝仁・森 利明・平野義明

2 PB―110 加水分解酵素を触媒とする非水系におけるペプチド合成（徳
島大工）○江本和嘉子・山内美紀・永山裕子・川城克博

2 PB―111 アゾベンゼン誘導体の導入による三本鎖コイルドコイルモ
チーフペプチドの光会合制御（名工大院工）○福田一也・水野稔久・田
中俊樹

2 PB―112 プロリン含有ペプチドの金属との錯形成（富山大工）○吉川
茂範・中山隆太郎・藤井孝宜・吉村敏章・小野 慎

2 PB―113 金属イオン応答性ポリペプチドブロックの構築（日大生産
工）○柏田 歩・松田清美

2 PB―114 ライブラリー法を利用した 3本鎖コイルドコイル疎水部位
内相互作用の探求（名工大院工）○稲垣良憲・水野稔久・田中俊樹

2 PB―115 二次元表面でのコイルドコイルタンパク質間の相互作用評
価（名工大院工）○榊原邦啓・笹山裕晃・水野稔久・田中俊樹

2 PB―116 蛋白質二次構造の新しい帰属法に対する CDスペクトルか
らの評価（九工大院生命体工・九工大情報工）○小副川博也・中村美
紗・内林恵一・金光和保・大内将吉

2 PB―117 電解アフィニティ―担体による生体成分の分離法（東農工大
農）○宮島健太郎・菅本亘高・鈴木智之・早野俊哉・高橋信弘・千葉
一裕

2 PB―118 小麦胚芽レクチンの GlcNAc.beta.1,6分岐型糖鎖に対する結
合部位の解析（産総研生物情報解析研究セ）○金澤健治・根本 直・村
木三智郎

2 PB―119 逆ミセルを利用した有機溶媒中でのタンパク質間電子伝達
と Cytochrome P 450反応（科技団さきがけ研究 21）○一瀬博文・神谷
典穂・後藤雅宏

2 PB―120 非水系におけるアミノ酸多価アルコールエステルの酵素的
合成（徳島大工）○川人 修・SALAM, S. M. A.・上野千加子・川城克
博

2 PB―121 細菌由来グルコアミラーゼの機能解析（工学院大工）○坂口
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政吉・南雲利之・久芳利康・水上沙織・川喜田正夫
2 PB―122 Thermus aquaticus YT―1由来好熱性アルカリセリンプロテア
ーゼ Aqualysin 1高活性変異酵素の構築（工学院大）○飛田隆太郎・坂
口政吉・川喜田正夫

2 PB―123 白金（II）錯体を修飾した亜鉛ミオグロビンの合成と光特性
（奈良女大理）○藤本絵美・平井千晴・高島 弘・塚原敬一

2 PB―124 Green Fluorescent Proteinsの可視・紫外吸収と蛍光スペクト
ルに及ぼす圧力効果（立命館大理工・理研脳科学研究セ）○森 雅史・
加藤 稔・谷口吉弘・宮脇敦史

2 PB―125 くり返し配列を有する蛋白質の発現と生体材料としての利
用（九工大院生命体工・九工大情報工）CHO, LAY SINT・姫野紳太
郎・吉村武朗・金光和保○大内将吉

2 PB―126 質量分析法と H／D交換によるジヒドロ葉酸還元酵素 42位
変異体の揺らぎの研究（広島大院理）○陰野美由紀・山本竜也・泉 俊
輔・大前英司・巖倉正寛・月向邦彦

2 PB―127 レクチン立体構造から見たミニレクチンの糖鎖認識の考察
（野口研）○川上宏子・戸澗一孔

糖
2 PB―128 N―グリコシドの合成とその蛍光特性（産総研物質プロセス）
○古沢清孝・蒲 康夫

2 PB―129 マンノースを含む二糖誘導体の合成とコンカナバリン Aと
の会合特性（野口研・東海大工・東京工芸大工）山ノ井 孝○濱田
瞳・稲津敏行・服部憲治郎

2 PB―130 脂肪族ポリエステル型デンドリマー及びシュガーボールの
合成（東邦大理）○米増 勉・白石健太郎・中村大輔・上原 諭・岩村
道子

2 PB―131 アゾベンゼン修飾 β ―1,3―グルカンを用いた新規機能性材料
の開発（九大院工・北九大工・SORST）○梅田真理子・沼田宗典・長
谷川輝明・松本貴博・櫻井和朗・新海征治

2 PB―132 β ―1,3―グルカン―機能性高分子コンジュゲートの構築と機能
評価（九大院工・北九大工・SORST）○松本貴博・梅田真理子・沼田
宗典・長谷川輝明・新海征治・櫻井和朗

2 PB―133 機能糖鎖データベースの開発―糖鎖関連化合物ライブラリ
（北大院理）○橋本 亮・三浦信明・富士祥聡・中原 拓・長堀紀子・
新倉謙一・門出健次・福島信弘・西村紳一郎

2 PB―134 平面上の糖鎖認識におけるレクチン立体構造の影響（野口
研）○佐藤玲子・戸澗一孔

2 PB―135 講演中止
2 PB―136 オリゴ糖の溶媒和（近畿大生物理工・近畿大理工）○藤澤雅
夫・木村隆良

脂質・生体膜
2 PB―137 含フッ素脂質の合成と特性評価（1）含フッ素不飽和脂肪酸誘
導体の合成と単分子膜特性（産総研）○高井克毅・高木俊之・馬場照
彦・金森敏幸

2 PB―138 含フッ素脂質の合成と特性評価（2）含フッ素リン脂質の合成
と界面特性（産総研バイオニクス研究セ）○高木俊之・高井克毅・馬場
照彦・金森敏幸

2 PB―139 細胞膜モデルの熱特性を利用したタンパク質分離法に関す
る研究（東農工大農）○鈴木正宏・北野克和・多田全宏・千葉一裕

2 PB―140 糖脂質型バイオサーファクタント（マンノシル―エリスリト
ールリピッド）から形成されるベシクルの物性解析（産総研環境調和）
○竹山雄一郎・井手本 康・小浦延幸・井村知弘・柳下 宏・北本
大

2 PB―141 膜中で折り返し構造をとる膜貫通型人工イオンチャネルの
合成と整流特性（奈良先端大）○徳木健太郎・佐竹彰治・小夫家芳明

2 PB―142 諸種の脂質二分子膜でのアンテナ系（LH 1）・コア複合体の
自己組織化（名工大工）○中村有香里・梶原典明・古川昌良・飯田浩
史・永田衞男・出羽毅久・山下啓司・南後 守

2 PB―143 陰イオン性脂質および 2価金属イオン存在下でのリポソー
ムの漏洩機構（桐蔭横浜大工）○若山信行・村上由希子・田口修一

細胞
2 PB―144 カチオン化シゾフィランを用いた動物細胞への遺伝子導入
（阪市大院工・北九大工・九大院工・JST SORST）○長崎 健・宇野
篤・佐藤 琢・甲元一也・櫻井和朗・新海征治

生命情報
2 PB―145 レセプター介在型遺伝子導入におけるトランスジーンの転
写・翻訳効率の向上（京工繊大繊維）山岡哲二○松本尚美・水谷有里・
北川達哉・橋本朋子・村上 章

2 PB―146 質量分析を利用した細胞内リン酸化シグナル検出法の開発
（九大院工・藤沢薬品工業）紫垣修平○園田達彦・村田正治・長島建
之・沖津 修・喜多康浩・片山佳樹

環境バイオテクノロジー・食品バイオテクノロジー・
バイオセンサー

2 PB―147 ハイドロフォビン（HFBII）のタンパク質固定化キャリアとし
ての評価とドットスポット形成への応用（九工大院生命体工・VTT）○
有冨ひじり・池野慎也・LINDER, Markus・春山哲也

2 PB―148 チオウレア基を有するリン酸イオン選択的結合性ポリマー
の合成（広島市産業振興センター先端科学技術研）○竹井秀夫・釘宮章
光

2 PB―149 2,3,7,8―TCDD暴露による免疫系の遺伝子発現への影響（東
芝研究開発セ）○菅野美津子・赤星英一

メディカルバイオテクノロジー
2 PB―150 理想配列アルミナナノホールアレイを用いた三次元型 DNA
アレイの作製および特性評価（神奈川科学技術アカデミー・都立大院
工）○松本 太・持丸治貴・松井良隆・西尾和之・益田秀樹

2 PB―151 交互浸漬法を用いた炭酸カルシウム―高分子複合材料の調製
及び骨髄間葉系細胞親和性評価（阪大院工・産総研ティッシュエンジ
ニアリング研究セ）○石田裕香・尾込大介・木原隆典・大串 始・明
石 満

2 PB―152 メシマコブ菌糸体成分中の抗腫瘍活性に関して（アイ・ビ
ー・アイ応用キノコ研）○中村友幸・佐藤夕子・秋山幸仁・松郷誠
一・兎束保之・松尾純孝・河岸洋和

生体触媒反応
2 PB―153 チオグリコシド存在下におけるケトエステル類のパン酵母
還元（阪女大理）○澤野千里・小島秀夫

2 PB―154 生体触媒を用いたトリフルオロメチルケトンの不斉還元反
応（龍谷大理工）松田知子○鈴木 匡・原田忠夫・中村 薫

2 PB―155 ドーパミン β ―モノオキシゲナーゼによるドーパミン水酸化
に関する理論的研究（九大先導研）○木原直樹・蒲池高志・塩田淑仁・
吉澤一成

2 PB―156 エノールアセテートの不斉加水分解に関与するエステラー
ゼの単離と cDNAクローニング（広島大院理）○宮脇麻衣・芦田嘉
之・平田敏文

2 PB―157 細胞表層上へ固定化したホスホトリエステラーゼによるリ
ン酸エステル加水分解反応（九工大情報工・九工大院生命体工）永重勝
行・阿部栄信○小副川博也・金光和保・大内将吉

2 PB―158 加水分解酵素の反応におけるマイクロウエーブの利用（九工
大院生命体工・九工大情報工）○大塚康彦・大内将吉

2 PB―159 クルクミンのフリーラジカル消去活性の溶媒依存性とその
メカニズム（愛媛大理）水上 渉○小原敬士・徳永愛子・向井和男・宇
野英満

その他
2 PB―160 半導体ナノ粒子（Qdot）の水溶性修飾法に関する研究（東大院
薬）○平山裕樹・菊地和也・長野哲雄

2 PB―161 低温 XRD―DSCによる NaClおよび KCl水溶液の共晶形成
および低温結晶化挙動に対する添加アミノ酸の影響（理学電機・東工
大）○岸 証・森川淳子・陳 寧娟・橋本寿正

3月 28日午前

（10 : 00～11 : 30）

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3 PA―001 DB 24 C 8を輪成分とするロタキサンにおける tert―ブチル基
のエンドキャップ効果（東工大院理工）○橘 熊野・木原伸浩・高田十
志和

3 PA―002 キノンオリゴマーの合成と性質（富山大理）○吉川貴寛・林
直人・樋口弘行

3 PA―003 光学活性スルホン酸類をアニオン前駆体とするキラルイオ
ン性液体の合成（阪女大理）倉床弘美○小島秀夫

3 PA―004 イナミン化合物における TCNE付加反応とその付加体の構
造（和歌山大システム工）岩橋宏和・池田 智○奥野恒久・中西和郎

3 PA―005 共直線単結合の設計：ホスファトリシクロ［2.1.0.01,3］ペンタ
ン（岐阜大工）○武内邦浩・稲垣都士

3 PA―006 置換基効果による非共有結合性相互作用の選択的発現（分子
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研・CREST）○筒井香奈子・小泉武昭・田中晃二
3 PA―007 ジアセチレンで架橋したフェノチアジン S―オキシドの合成
とその構造（和歌山大システム工）○池田 智・奥野恒久・中西和郎

3 PA―008 トリス（9―トリプチシル）ゲルマンおよびスタンナン誘導体
の動的立体化学（北里大理）○太田正三・内山洋介・山本 学

3 PA―009 9―トリアリールスタンニルトリプチセン誘導体の合成と動
的立体化学（北里大理）根市有希・村瀬美幸・内山洋介・真崎康博○山
本 学

3 PA―010 置換基の通り抜けを利用した環状立体異性分子の設計と基
本骨格の合成（岡山理大理）○吉田幸弘・須藤大輔・豊田真司

3 PA―011 分子内アミン配位型光学活性ボランの合成とラセミ化に及
ぼす置換基効果（岡山理大理）○伊藤史子・豊田真司

3 PA―012 コレステリック液晶の赤外円二色性による立体配座解析（産
総研）○和泉 博・二タ村 森

3 PA―013 架橋アヌレンジケトスルフィド及びスルホン体のフィルス
マイヤー反応（富山大工）○佐野武彦・永谷 涼・斉藤豊彦・京極真由
美・宮武滝太・小田晃規・黒田重靖

3 PA―014 架橋［10］アヌレンの縮環したナフトー及びアントラキノン
の合成（富山大工）○高松広明・宮武滝太・小田晃規・黒田重靖

3 PA―015 電子移動ストップトフロー法によるテトラアリール―m―フ
ェニレンジアミンオリゴカチオン類の物性測定（関西大工・京大国際
融合創造セ）○矢野将文・松下浩介・古家照幸・辰巳正和・小山宗孝

3 PA―016 電気化学・光化学的活性な官能基をもつテトラアリールメ
タフェニレンジアミン類の合成（関西大工・京大国際融合創造セ）○矢
野将文・石田 豊・平村好廉・古家照幸・米澤正範・辰巳正和・小山
宗孝

3 PA―017 1,1―二置換 1 H ―アズレニウムイオンの合成と安定性（富山大
工）小田晃規○中島伸恵・貝沼 均・池内孝夫・堀 信博・中野慎
治・宮武滝太・黒田重靖

3 PA―018 アズレニウムイオン類とクラウンエーテルとの分子間相互
作用（富山大工）小田晃規○グエンチュンターン・中島伸恵・黒田重靖

3 PA―019 1,3―ジ（2―ピリジル）アズレンの合成（富山大工）小田晃規○
岸 さや香・宮原陽介・黒田重靖

3 PA―020 末端にアズレンが結合したオリゴチオフェン類の合成（富山
大工）小田晃規○中嶋慶太・蜷川倫乃・黒田重靖

3 PA―021 3架橋系［3.3.6］（3,6,9）カルバゾロファンの合成と性質（阪教
大）○作本直樹・谷 敬太・堀 一繁・任田康夫・大北英生・伊藤紳
三郎・山本雅英

3 PA―022 ［n.5］（3,9）クラウノカルバゾロファンの合成と性質（阪教大）
○山本辰弥・谷 敬太・堀 一繁・任田康夫・大北英生・伊藤紳三
郎・山本雅英

3 PA―023 酸素架橋した 1,3,4―オキサジアゾール系シクロファンの合
成と性質（阪教大）○谷 敬太・川端志津香・堀 一繁・任田康夫・大
北英生・伊藤紳三郎・山本雅英

3 PA―024 all―Z―トリベンゾ［12］アヌレンの新規合成法の開発（都立大
院理）桑谷善之○星 慎一・伊与田正彦

3 PA―025 インドール置換メチルカチオン類の合成と物性（熊本大理・
熊本大院自然・九大先導研）○又木一弘・菊池 茂・今福公明

3 PA―026 トリプチセン骨格を有するチオインジゴ誘導体の合成と性
質（北里大理）○飯田 崇・真崎康博・山本 学

3 PA―027 カルバゾール部位を有する［60］フラーレン付加体の合成と
性質（群馬大院工）○中村洋介・今井友美・鈴木正人・西村 淳

3 PA―028 アクセプター部位を有するフラーレン付加体を用いたカテ
ナン，ロタキサンの合成と性質（群馬大院工）中村洋介○飯塚一毅・入
部あい子・西村 淳

3 PA―029 N ―アリールカルバゾロファン類の合成と性質（群馬大院工）
中村洋介○柿野谷泰彦・山崎琢三・西村 淳

3 PA―030 ヘキサ（6―アズレニル）ヘキサフェニルベンゼンの合成とそ
の電気化学的性質（弘前大理工・東北大院理）○伊東俊司・川上 淳・
田尻明男・森田 昇

3 PA―031 ヘキサアリールエタン骨格を有する新規なオリゴチオフェ
ンの合成と物性（東工大院総理工）○宮川竜也・西田純一・山下敬郎

3 PA―032 ポルフィリン置換基をメソ位に持つ環拡張ポルフィリンの
合成（京大院理）○猪熊泰英・大須賀篤弘

3 PA―033 対称ビ―1,10―フェナントロリンの合成と電子スペクトル（岡
山理大理）豊田真司○金子桂子・後藤秋人

3 PA―034 2―アズレニル π 共役系分子の研究（東北大院理・弘前大理
工・信州大繊維）○安東真理子・森田 昇・伊東俊司・野村明子・寺
園友美・太田和親

3 PA―035 チアゾ―ル環を有するキノイド化合物と関連化合物の合成と
物性（東工大院総理工）○村上 亮・西田純一・山下敬郎

3 PA―036 トリシアノエテニル基 2個を有するビス（ジフェニルアミ

ノ）―9,10―ジヒドロフェナントレン類：金属光沢結晶又は膜形成に対
する置換基効果（千葉大工）小倉克之○門間裕史・阿部哲志・赤染元
浩・松本祥治

3 PA―037 1,2,5―トリアリール―3―トリシアノエテニルピロールの合成
とその物性（千葉大工）小倉克之○北條一馬・大島賢司・赤染元浩・松
本祥治

3 PA―038 周辺部にポリエーテル鎖および長鎖アルキル基を配したヘ
キサキス（9―アントリルエチニル）ベンゼン誘導体の合成と性質（名工
大院工）大北雅一○村田直史・鈴木貴晴・齋藤勝裕・宮島直美

3 PA―039 周辺部にアミド水素結合部位を持つヘキサキス（アリールエ
チニル）ベンゼン誘導体の合成と性質（名工大院工）大北雅一○鈴木貴
晴・村田直史・齋藤勝裕

3 PA―040 環拡張ポルフィリン類縁体の合成と構造（京大院理）○清水
宗治・大須賀篤弘

3 PA―041 π 拡張ポルフィリンの合成と物性（京大院理・CREST）○松
成恭博・荒谷直樹・大須賀篤弘・小野 昇・宇野英満

3 PA―042 複数のデヒドロベンゾアヌレンが縮環した拡張パイ電子系
の合成（阪大院基礎工・CREST・JST）戸部義人○吉村 崇・稲葉明
子・園田素啓

3 PA―043 シクロペンタジエノン環を核とするデヒドロベンゾ［12］ア
ヌレン誘導体の合成（奈良先端大物質創成・阪大院基礎工・CREST・
JST）○新免益隆・横山大志・森本 積・垣内喜代三・園田素啓・戸
部義人

3 PA―044 5,15―ビスピレニルポルフィリンの縮環反応（都立大院理）杉
浦健一○山根 倫・宮坂 等・山下正廣

3 PA―045 アゾニアヘリセンの光学分割と CDスペクトル特性（都立大
院工・東京医大）○佐藤 潔・荒井貞夫・山岸敬道

3 PA―046 10位に長鎖アルキル鎖を導入したキラルな 1,8―アントリレ
ン―エチニレンオリゴマーの合成（岡山理大理）○鈴木伸也・後一道
雄・豊田真司

3 PA―047 エチレン，ビニレン及びジアセチレン架橋ポルフィリン三
量体及び四量体の合成と性質（富山大理）○直江あずさ・佐藤三鈴・林
直人・樋口弘行

3 PA―048 トリシアノエテニル基が置換した p―（N,N―ジフェニルアミ
ノ）フェニル基を側鎖に持つポリマーの合成とその金属光沢薄膜の形
性能（千葉大工）小倉克之○中曽根大輔・赤染元浩・松本祥治

3 PA―049 メチル化［33］シクロファンの光化学反応によるヘキサプリ
ズマン誘導体の合成研究（九大院理・九大先導研）○日� 陽・山代智
子・新名主輝男

3 PA―050 ビニル位の一方にフェニル基を有する新規な TTFビニロー
グ類の合成と物性（東工大院総理工）○長田真希子・西田純一・山下敬
郎

3 PA―051 新規ポリベンゾトリアゾールの合成とその物性（東工大資源
研）○谷本明敏・山本隆一

3 PA―052 架橋によって保護されたポルフィリンワイヤーの合成と光
物性（京大院理・CREST）○池田俊明・リンスロートユハエム・荒谷
直樹・大須賀篤弘

3 PA―053 ポリイン架橋シクロファンの生成と C36カーボンクラスター
類への変換（阪大院基礎工・CREST・JST）戸部義人○梅田 塁・森中
孝敬・園田素啓

3 PA―054 ジスルホン酸一級アミン塩の包接現象を用いた新規 CT錯
体の形成（阪大院工・阪大 FRC）○倉田 充・溝部祐司・藤内謙光・
宮田幹二

3 PA―055 メチルアズレノ［1,2―a］シクロペンタ［cd］アズレン―7―カルボ
キシレートの合成（富山大工）黒田重靖○寺田佳宏・毛利 勝・小田晃
規

3 PA―056 トリフェニルアミンの酸素二，三架橋体の合成と性質（阪市
大院理）○倉津将人・小嵜正敏・岡田惠次

3 PA―057 光化学反応によるヘキサプリズマン誘導体の合成研究（九大
先導研・九大院理）○山代智子・日� 陽・新名主輝男

3 PA―058 TEMPOラジカル置換トリフェニルピリジニウム塩類の構造
と性質（姫路工大院理）○神原健一・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

3 PA―059 アゾベンゼン及びアゾキシベンゼンユニットを有する有機
ラジカル化合物類の合成と性質（姫路工大院理）○藤野正博・天野隆
光・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

3 PA―060 パラフェニレンジアミン骨格を有するニトロキシドジラジ
カルの磁気的相互作用（京大院工）○中野義明・浦部匡史・伊藤彰浩・
田中一義

3 PA―061 ニトロニルニトロキシドを置換したパラフェニレンジアミ
ン分子の合成と磁気的相互作用（京大院工）○河野陽介・浦部匡史・中
野義明・伊藤彰浩・田中一義

3 PA―062 新規ビスニトロニルニトロキシドの合成及び磁気的相互作
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用に関する研究（京大院工）○柳生拓也・中野義明・伊藤彰浩・田中一
義

3 PA―063 ジシアノピラジノキノキサリン誘導体の合成と n型 FET特
性（東工大）○村井 潮・西田純一・藤原栄一・多田博一・山下敬郎

3 PA―064 安定ラジカルを担持した分子ワイヤーネットワークの構築
（東大院総合）○源 将・谷口伸一・松下未知雄・菅原 正

3 PA―065 嵩高い側鎖を有するジベンゾ―12―クラウン―4誘導体の構造
と物性（埼玉大工）○山口征太郎・宮下 陽・安武幹雄・廣瀬卓司

3 PA―066 新規 4’位置換 6―アミノテルピリジン誘導体の合成と蛍光特
性（東大生研）○石川健太郎・田 鎮棟・務台俊樹・荒木孝二

3 PA―067 固相合成法を用いた機能性分子デバイスの開発（奈良先端大
院物質）○小笠原 伸・池田篤志・菊池純一

3 PA―068 スペーサー部に電子吸引基を有する TTFオリゴマーの合成
と性質（京大院工・JST・CREST）○松田若菜・松本智嗣・御崎洋二・
田中一義

3 PA―069 側方位にニトロ置換基をもつ 3環性ポリカテナー分子の合
成（九大総理工・九大先導研）○別府浩史・久保勘二・初井敏英・森
章

3 PA―070 アクリル酸エステル部位を有する超分子液晶化合物の合成
と性質（千葉大工）岸川圭希○石井秀則・田中誠次・幸本重男・山本
忠

3 PA―071 ニトロニルニトロキシド含有カルボラン誘導体によるスピ
ンネットワークの構築（青学大理工・都立大院工・都立大院理）○岩堀
史靖・上林健吾・森 健一郎・山下正廣・阿部二朗

3 PA―072 キラル側鎖を有する新規トリアリール化合物の合成と物性
評価（電通大）○増子啓介・小幡 進・牧 昌次郎・丹羽治樹・平野
誉

3 PA―073 切断カーボンナノチューブの光化学的性質（理研）○小西利
史・池田篤志・林 健太郎・菊池純一・荒木保幸・伊藤 攻・和田達
夫

3 PA―074 種々のアリール基を有する 2,5―ジ（4,5―ジアリールイミダゾ
リ―2―デン）―2,5―ジヒドロチオフェンキノイドの合成と有機 EL―電子
輸送物質への適用（阪市大理・チッソ横浜研究所）○秋田校玄・磯山飛
鳥・小嵜正敏・内田 学・岡田惠次

3 PA―075 トランス―1,4―シクロヘキサンジカルボン酸銅（II）錯体のト
ルエン吸蔵による結晶構造変化（東工大応セラ研・神奈川大理）○井上
美香子・東條壮男・川路 均・阿竹 徹・森 和亮

3 PA―076 含セレン TTF系スピン分極ドナーの合成と物性（東大院総
合）○川上宏典・松下未知雄・川田勇三・菅原 正

3 PA―077 新しい TTFおよび TTPダイマーの合成と性質（京大院工・
JST・CREST）○松本智嗣・松田若菜・御崎洋二・田中一義・新宅有
太・辻井敬亘・福田 猛

3 PA―078 ［3 n］シクロファン―Ru（II）二核錯体の合成，構造及び 2電子
還元反応（九大院理・九大先導研）○吉田章子・田尻智子・泉 美奈
子・新名主輝男

3 PA―079 フラーレン末端のデンドリマーの構築とそのアニオンラジ
カル種の寿命（奈良先端大院物質）○入佐大心・池田篤志・小西利史・
菊池純一

3 PA―080 異なるドナー分子を用いた CT錯体の錯形成挙動（科技団
ERATO黒田カイロモルフォロジープロ・東大院総合）今井喜胤○津
田佳奈子・佐藤友宏・黒田玲子

3 PA―081 光学活性ジアミンを用いる超分子型包接錯体の形成（科技団
ERATO黒田カイロモルフォロジープロ・東大院総合）○今井喜胤・
佐藤友宏・黒田玲子

3 PA―082 ヘミチオインジゴ誘導体の光二量化に基づくフォトクロミ
ック特性（成蹊大工）○田口仙人・岩田 理・田中 潔

3 PA―083 ウレイドフェニルポルフィリンの分子認識に基づくキノン
シャトルの構築（2）（成蹊大工）○田口仙人・岩田 理・田中 潔

3 PA―084 新規ポリチオラクタムと有機分子による擬ロタキサンの合
成と物性（東工大資源研）○井上佳彦・神原貴樹・山本隆一

3 PA―085 チオアミド骨格を有する芳香族化合物の合成とフッ化物イ
オンとの相互作用（東工大資源研）○岡本 健・神原貴樹・山本隆一

3 PA―086 銀食分子：テトラアームドサイクレンの合成と銀錯体の構
造（東邦大理）幅田揚一○大山洋介・山田幸子・上野寿子・鈴木誉智

3 PA―087 ピリジルメチル基を配位部位に持つ第三級アミンの合成と
錯体の構造（東邦大理）幅田揚一○戸屋真人・鈴木幸恵・斉藤暁子

3 PA―088 ジアミンに選択性を示す超分子性金属ポルフィリン 2量体
の合成と光特性（産総研）○有村隆志・西岡琢哉・熊本 諭・村田重
夫・立矢正典

3 PA―089 柔軟な構造を有するポルフィリン 2量体の光物理的および
電気化学的特性（産総研）有村隆志○熊本 諭・村田重夫・立矢正典

3 PA―090 チオフェン環を基体とした環拡大環状色素の合成と光物性

（産総研）有村隆志○熊本 諭・村田重夫・荒川裕則・立矢正典
3 PA―091 第二世代ディスク状六座配位子を用いたサンドイッチ型金
属錯体の形成（東大院理）○合田光芳・平岡秀一・塩谷光彦

3 PA―092 空間制御型デンドリマーの合成と基質認識特性（阪市大院
理）築部 浩○大橋正和・Dharam, Paul・篠田哲史

3 PA―093 架橋硫黄の酸化を利用した新規キラルフェノールオリゴマ
ー類の合成（山形大工）○元木真治・諸橋直弥・伊藤和明・大場好弘

3 PA―094 架橋部に軸不斉を有するカリックスアレーンの合成（山形大
工）○松本 崇・笹川成章・寺裏寛之・諸橋直弥・伊藤和明・大場好
弘

3 PA―095 環状ポリアミン誘導体のアニオンセンシング（阪工大工）森
内（川上）隆代○帯田美奈子・澁谷康彦

3 PA―096 2つまたは 4つの水酸基を有する新規クラウノファン類の
合成と有機分子認識能（宇都宮大工）○NAHER, Shamsun・平谷和久・
刈込道徳・伊藤智志・芳賀一雄

3 PA―097 1,8位にポリエーテル鎖を有する 9,10―ビス（フェニルエチニ
ル）アントラセン誘導体の合成と金属イオンとの相互作用（岡山理大
理）○牧野利明・高見真由美・豊田真司

3 PA―098 グアニジニウム―p―ジメチルアミノ安息香酸エステル複合体
と各種アニオンとの錯形成挙動（高知工大院）○侯 曉虹・小廣和哉

3 PA―099 p―クレゾールを含むコール酸包接結晶の水素結合様式（阪大
院工・阪大 FRC）○中川兼次・藤内謙光・宮田幹二

3 PA―100 フルオロフォアとして両親媒性含窒素ポダンド（群馬大工）
猪熊精一○八塚貴之・西村 淳

3 PA―101 オキシカップリング反応を利用した 2,2’―ビナフトール部位
を有する新規大環状化合物の合成と機能（宇都宮大工）○小泉和也・伊
藤智志・亀田直弘・刈込道徳・平谷和久

3 PA―102 吸収スペクトルによるアゾベンゼン含有メラミンとバルビ
ツール酸誘導体の会合状態の観測（千葉大工）矢貝史樹・中嶋俊晴・唐
津 孝○北村彰英

3 PA―103 光学活性クラウンエーテルを有するポリ（フェニレンエチニ
レン）の合成（阪大院基礎工・CREST・JST）戸部義人○仙田 結・三
浦新太郎・廣瀬敬治

3 PA―104 DL―α ―アミノ酸についての N―保護キラル α ―アミノ酸のエ
ナンチョ選択認識能（関東学院大院工）○吉田昌史・永田智亮・山本
保

3 PA―105 ホモオキサカリックス［3］アレーンを基体とするヘテロダイ
トロピックレセプターの合成と包接特性（佐賀大理工）○鄭 泰吉・竹
下道範・大和武彦

3 PA―106 光学活性アミノ酸エステルとの錯形成による芳香族スペー
サーを有する亜鉛ビリノン二量体および三量体のヘリシティー誘起
（阪府大院工・同志社大工・京大院工）○浜窪勝史・八木繁幸・兵藤
豊・中澄博行・水谷 義・生越久靖

3 PA―107 長波長領域に吸収を持つポルフィリンポリマーを用いた光
電変換素子の開発（奈良先端大院物質）○中村真章・池田篤志・菊池純
一

3 PA―108 C3対称性を持った水溶性レセプター分子の合成と機能（京工
繊大工芸）○楠川隆博・片野千佳子・原田俊郎

3 PA―109 ビピリジノファンの合成と性質（群馬大工）猪熊精一○倉上
昌宏・西村 淳

3 PA―110 分子不斉を有するオキサカリックスアレーン誘導体（九工大
工）○那賀亮洋・荒木孝司

3 PA―111 ヘテロオリゴアリールと蛍光性色素によるアニオンセンシ
ング（都立大院工）佐藤 潔・竹内慎一郎○曽根菊子・山岸敬道

3 PA―112 ステロイド骨格を土台とした cleft型ホストの合成とその包
接挙動（山形大工）○飯塚雅人・伊藤和明・諸橋直弥・大場好弘

3 PA―113 p―sulfonatocalixareneによるMethylene Blueの包接平衡に及
ぼす圧力効果（岡山大理）稲角直也○末石芳巳・山本峻三

3 PA―114 デカバナデートとデカメチルククビトリル［5］による超分子
の合成と構造（神奈川大理）○植田一彦・伊集院久子・力石紀子・山口
和夫

3 PA―115 γ ―シクロデキストリン―C60錯体からカリックスアレーンへ
の C60交換反応（奈良先端大院物質）○北村圭子・池田篤志・菊池純一

3 PA―116 ペプチドを導入したカリックスアレーンの合成とそれらの
分子認識特性（和歌山工技セ）○高垣昌史・野村英作・三宅靖仁・谷口
久次

3 PA―117 キノリノオキサゾリン配位子と第二級アンモニウム塩によ
る超分子複合体の形成（九大院工）○菊野太輔・杉本貴裕・佐田和己・
新海征治

3 PA―118 N―アシル 1―ナフチルアラニルプロリンアミド誘導体の脂肪
族アミンによるジアステレオ区別けい光消光（神奈川大工）○黒澤弘
樹・前川 圭・五十嵐徹太郎・櫻井忠光
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3 PA―119 分子内［2＋2］光環化付加反応によるピリジノファンの合成，
構造及び機能（群馬大工）○舩木 敬・猪熊精一・西村 淳

3 PA―120 トリアザシクロノナン環を有する新規なトリポダンドの合
成とその錯形成能（筑波大化）○田中康史・斉木利幸・鍋島達弥

3 PA―121 長鎖アルコキシ基を有するトライアングル型メタロホスト
の合成とイオン認識能（筑波大化）○岩崎敦史・斉木利幸・秋根茂久・
鍋島達弥

3 PA―122 白金錯体を用いた三次元大環状化合物の合成とその性質（九
大先導研・九大院理）○入江美奈子・山代智子・新名主輝男

3 PA―123 ポリエーテル鎖を含むロタキサンの金属イオン認識（福井大
工）○角地鈴香・徳永雄次・合田達宏・下村与治・瀬尾利弘

3 PA―124 種々の 24―クラウン―8と 2級アンモニウムとを用いた擬ロ
タキサン形成（福井大工）○合田達広・徳永雄次・若松奈々絵・下村与
治・瀬尾利弘

3 PA―125 架橋型ホモアザカリックス［4および 8］アレーンの合成と包
接挙動（山形大工）○福井崇誠・伊藤和明・諸橋直弥・大場好弘

3 PA―126 6点の認識部位を持つプロペラ型ホストの合成（筑波大化）
○今野雅代・秋根茂久・斉木利幸・鍋島達弥

3 PA―127 キラル認識アニオンを導入したイオン性液体の物性と反応
場への応用（大分大工）○国光和也・信岡かおる・石川雄一

3 PA―128 二座配位子が吸着した金ナノ粒子の GPCによるサイズ分離
（茨城大理）○幕内悦予・泉岡 明

3 PA―129 金ナノ粒子のヨウ素による酸化反応（茨城大理）○坂井真
理・小泉きぬ代・泉岡 明

3 PA―130 Grubbs試薬による非環状ボロン錯体からの大環状化合物の
合成（宇都宮大工）○高橋 諭・亀田直弘・平谷和久・刈込道徳・伊藤
智志・芳賀一雄

3 PA―131 トリプチセンギアユニットを持つラック型配位超構造の形
成と構造（名工大院工）大北雅一○山田令奈・風間 剛・齋藤勝裕

3 PA―132 長鎖アルキル基を持つターピリジンおよびビス（ターピリジ
ン）型配位子の自己集合による両親媒性配位超構造の形成（名工大院
工）大北雅一○宮澤 悠・西中夏樹・齋藤勝裕

3 PA―133 3,3’位における光学活性 1,1’―ビナフトールオリゴマーの合
成（九大先導研）○嶋田 誠・成田吉徳

3 PA―134 オリゴアミド基を有する非環状ビスキノリル誘導体の合成
と機能：複核金属錯体の合成とその構造（宇都宮大工・東大生研・産
総研）○亀田直弘・栗林幸子・平谷和久・北條博彦・金里雅敏

3 PA―135 リング・ストッパー成分結合型プレロタキサンのアミノリ
シスに及ぼすクラウンエーテル環の加速効果（阪大院基礎工）廣瀬敬治
○増田大輔・荒木正美・原田直樹・戸部義人

有機化学―物理有機化学 B．反応機構

3 PA―136 アルキリデンシクロプロパノンアセタールの環開裂反応に
おける置換基効果（姫路工大院理）毛利 洋・藤原康次○藤田守文・奥
山 格

3 PA―137 β ―有機ケイ素カチオンの電荷分布に関する計算化学的研究
（高知大理）○加藤秀之・藤山亮治・藤尾瑞枝

3 PA―138 超臨界メタノール中の無触媒メチル化反応の解析（産総研環
境調和）○竹林良浩・森田吉則・依田 智・菅田 孟・大竹勝人・酒
井秀樹・阿部正彦

3 PA―139 ピリジン N―オキシド誘導体による活性酸素生成（放医研・
CREST・国立衛研・千葉大院薬・阪大院工）中西郁夫○福原 潔・大
久保 敬・西澤千穂・竹下啓蔵・鈴木和夫・丹野雅幸・末吉祥子・奥
田晴宏・小澤俊彦・福住俊一・伊古田暢夫

3 PA―140 フェノール性抗酸化剤のラジカル消去反応に対する溶媒効
果（放医研・CREST・国立衛研・芝浦工大・阪大院工）○中西郁夫・
福原 潔・大久保 敬・清水健彦・浦野四郎・袴田 航・奥田晴宏・
小澤俊彦・福住俊一・伊古田暢夫

3 PA―141 フラボノイド系抗酸化剤および対応するアニオン種の一電
子酸化電位（放医研・CREST・国立衛研・阪大院工）中西郁夫・福原
潔・大久保 敬・薬丸晴子・上田順市・奥田晴宏・小澤俊彦・福住

俊一○伊古田暢夫
3 PA―142 1―フェナシルキノリニウムブロミドと 3級アミン間のプロ
トン移動反応の溶媒効果（岡山大院自然）○松本 猛・山本峻三・末石
芳巳

3 PA―143 非対称イミダゾールと一重項酸素の反応の位置選択性に関
する置換基効果（岡山大理）○和田 潤・西川英樹・市岡孝基・木村
勝

3 PA―144 脂質二重膜を介する光誘起電子輸送系での触媒的水素発生
反応とその最適条件（東大院総合）○南谷臣昭・村田 滋

3 PA―145 cZc―ヘキサトリエンの光開閉環反応に対する励起状態ポテ
ンシャル面の理論化学計算（三重大工）○星野 航・吉岡泰規

3 PA―146 ジオキセタン誘導体の熱特性と化学発光（岡山大理）伊賀弘
志○荒木裕之・木村 勝・藤森 憲・松本正勝

3 PA―147 ヘキサプリズマン骨格合成：［4＋4］光環化付加の反応条件
の最適化（岡山大理）○稲垣太一・鈴木和義・岡本秀毅・木村 勝

3 PA―148 カチオンラジカルを経る双環式環状過酸化物の分解反応の
計算化学的研究（群馬高専）○清田秦臣・鎌田正喜・赤羽良一

3 PA―149 1―ヒドロキシアントラキノンの光アミノ化反応機構（東洋大
工・都立大院工）○田島正弘・加藤勝美・松永勝治・井上晴夫

3 PA―150 ピロール環を導入したカルコン類縁体の光異性化反応（筑波
大化）○金田 芳・新井達郎

3 PA―151 極低温不活性媒体中のアリールナイトレンと酸素の反応（北
里大理）○犬井 洋・入澤雅敏・大石茂郎

3 PA―152 緑色蛍光タンパク（GFP）発色団に及ぼす圧力効果（筑波大
化）○岡本朋子・藤森 憲・丹羽治樹

3 PA―153 ベシクル疎水場に取り込まれたピレン誘導体の蛍光挙動（東
大院総合・東大院理）○米田優宇・村田 滋・加納英明・浜口宏夫

3 PA―154 C60ダイアドの光誘起電子移動と表面吸着系への展開（東北
大多元研・CREST）○佐々木幹雄・荒木保幸・伊藤 攻

3 PA―155 2―ヒドロキシフェニル―4,5―ジフェニルイミダゾールの合成
とその化学発光（岡山大理）○常長 満・木村 勝

3 PA―156 相間移動反応によるシアノグアニジンのベンジル化の反応
機構解明（東京電機大工）○飯沼佳子・田中里美・堀江時子・柴 隆一

3 PA―157 非経験的分子軌道法による活性アルキル基の反応性の検討
VIAlkyl Nitriteによる Isovalerophenoneのニトロソ化反応（福岡大薬）
○池田浩人・湯川美穂・新矢時寛

3 PA―158 シクロブテン開環反応の回転選択性における軌道位相支配
とジェミナル結合関与（岐阜大工）○安井幹人・成瀬有二・稲垣都士

3 PA―159 1,1―ジアリールアルキルカチオンの脱プロトン反応に対す
る圧力効果（大分大工）○山本仁士・常盤恭平・高橋 徹・大賀 恭・
浅野 努

3 PA―160 ホタルルシフェリン中間体M420の化学発光時間分解スペク
トル（II）（東洋大工・東洋大生命科学）○柴田陸雄・吉田泰彦・和田直
久

3 PA―161 ジアリールイミダゾピラジノン類のスーパーオキシドアニ
オン誘起化学発光における pH依存型二重発光挙動（成蹊大工・電通
大量子物質）○齋藤良太・井上千鶴・菅 直子・加藤明良・平野
誉・牧 昌次郎・丹羽治樹

3 PA―162 水溶液中における N ―アセチルアミノピラジン類の励起状態
プロトン解離平衡（成蹊大工）齋藤良太○岩佐江梨子・加藤明良

3月 28日午前

（12 : 30～14 : 00）

高分子

高分子合成
3 PB―001 表面プラズモン重合を利用した超薄膜の形成（高知大理）○
池田竹雄・中村 崇・吉田勝平・渡辺 茂

3 PB―002 ルイス酸触媒による芳香環化反応を用いたポリナフタレン
合成法の開発（東北大院理）○李 善英・浅尾直樹・山本嘉則

3 PB―003 触媒的ヒドロホスホリル化に基づくリン系ポリマーの合成
（産総研）韓 立彪○ファンザウシン・趙 長秋

3 PB―004 側鎖に光学活性物質を有するポリ（フェニルアセチレン）類
の合成と性質（関東学院大工）○香西博明・小林陽介

3 PB―005 高圧下でのラクトン類の開環重合（産総研）○大石晃広・田
口洋一・藤田賢一・増田隆志

3 PB―006 側鎖及び主鎖の両方にビフェニル基を持つポリウレタン（神
戸高専・神戸高専専攻科）○田中 守・長内康尊

3 PB―007 オキシエチレン鎖をスペーサーに有する主鎖型液晶ポリウ
レタンの合成（関東学院大工）○三俣貴史・香西博明

3 PB―008 ヒドロシリル化重合によるシリレンジビニレン系ケイ素ポ
リマーの合成と物性（産総研）○鈴木美忠・山下 浩・TUMULA,
Venkateshwar Rao・田中 進・内丸祐子・竹内和彦

3 PB―009 脂肪族骨格を有する可溶性ポリイミドの合成と物性（久留米
高専）桑原廉枋○津田祐輔・上野泰弘・内藤公貴

3 PB―010 ナイロン―0,2の合成と性質（阪府大院工）○伊井理恵・木原
伸浩・水野一彦

3 PB―011 2,6―ビス（ヒドロキシメチル）フェノール類の無溶媒重縮合
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（東工大院理工）○中村 純・鈴木将人
3 PB―012 5員環カーボネートを有するビスカルバメート類とヘキサ
メチレンジアミンの交互共重合（東京学芸大）吉原伸敏○飯島正人・西
田喜肥

3 PB―013 PETオリゴマーとオリゴプロピレンのマルチブロック共重
合体の合成（日大理工）○島脇 啓・澤口孝志・萩原俊紀・矢野彰一郎

3 PB―014 両末端にクラウンエーテル部位を持つテレケリックオリゴ
プロピレンの錯体形成による刺激応答性共重合体の合成（日大理工）○
谷川俊晶・澤口孝志・萩原俊紀・矢野彰一郎

3 PB―015 カルボキシメチルセルロースグラフト体の合成とその特性
解析（工学院大）○菅原康里・外岡 央・清水朋子・川喜田正夫

3 PB―016 グリコシルアニリン誘導体の酸化重合による糖含有ポリア
ニリンの合成（東北大院工）○門川淳一・新免祐介・正田晋一郎

高分子反応
3 PB―017 ジベンゾジシラアゼピンを主鎖に持つポリマーの合成とそ
の反応性（名古屋市工業研・食総研）○林 英樹・中尾秀信

3 PB―018 ベンズアルデヒド構造をもつ可溶性マイクロジェルのスカ
ベンジャーレジンとしての応用（阪工大工）下村 修○植木隼人・野村
良紀

3 PB―019 ポリエチレングリコール側鎖を有するポリスチレンの合成
と応用（阪工大工）下村 修○細川武喜・東 徹弥・野村良紀

3 PB―020 ポリテトラヒドロフラン構造を有するポリスチレンレジン
を用いたオキサゾール類の合成（阪工大工）下村 修○五島学人・野村
良紀

高分子構造・物性
3 PB―021 シンジオタクティックポリスチレンの結晶構造と多形挙動
（山形大工・理研フロンティア・名大院理・名大物質国際研）須藤信行
○藤森厚裕・増子 徹・伊藤英輔・原 正彦・金井 要・大内幸雄・
関 一彦

3 PB―022 SPring 8に「繊維高分子ビームライン」の建設をめざして：
計画概要（阪大院理）○高橋泰洋

3 PB―023 キャプトデイティブ型カルボン酸モノマーを含む共重合体
の合成と電位差滴定（熊本大理）○山崎圭介・池見公芳・吉田昌文・坂
本範行

3 PB―024 スピンコートポリスチレン薄膜の構造緩和過程ー分光エリ
プソメトリーによる解析ー（都立大院理）○藤井政俊・吉田早苗・加藤
直

機能性高分子
3 PB―025 機能性ペプチド誘導体の合成を目的とした固相担体の開発
（熊本大）○永田和美・福永智美・田崎正人・岡田健治・井原敏博・城
昭典

3 PB―026 光重合により配向固定した液晶性ポリマーの構造とイオン
伝導性（東大院工・東農工大工）○岸本健史・須澤朋之・向井知大・大
野弘幸・加藤隆史

3 PB―027 多分岐側鎖を持つ両親媒性共役高分子の組織化（信州大繊
維）○足立直也・木村 睦・鈴木正浩・英 謙二・白井汪芳

3 PB―028 種々の長鎖アルキル基を持つビス（ターピリジン）ルテニウ
ム錯体の合成と自己組織化（信州大繊維）○中川靖史・木村 睦・鈴木
正浩・英 謙二・白井汪芳

3 PB―029 1,3,5―ポリフェニレンデンドロン側鎖を持つポリチオフェン
（信州大繊維）○矢頭慶樹・木村 睦・鈴木正浩・英 謙二・白井汪芳

3 PB―030 DPAデンドロン修飾半導体ナノ粒子の合成と発光特性（神
奈川科学技術アカデミー・慶大理工）○門 毅・樋口昌芳・山元公寿

3 PB―031 光架橋性高分子液晶フィルムの偏光光増感による再配向（姫
路工大院工）川月喜弘○橘 武志・安 明星・高塚啓文・酒井丈也

3 PB―032 アゾベンゼン含有高分子液晶薄膜の He―Neレーザーを用い
た光配向（姫路工大院）○内田江美・白句智子・川月喜弘・小野浩司

3 PB―033 C60誘導体を内包したポリエチレングリコール修飾ポリアミ
ドアミンデンドリマーの調製（阪府大院工）○渡邊康雄・原田敦史・河
野健司・高岸 徹

3 PB―034 サイトカインの賦活能を有したスルホン化ポリ（g―グルタミ
ン酸）とキトサンとの交互吸着超薄膜を利用した細胞増殖因子の徐放
制御（阪大院工）○伊藤祐貴・松崎典弥・木田敏之・中辻洋司・明石
満

3 PB―035 サイクロデキストリンゲルを用いた内分泌撹乱物質の吸脱
着（宇都宮大工）○仁平淳史・野沢知葉・諸星知広・池田 宰・加藤紀
弘

3 PB―036 凍結法で合成した熱応答性多孔質ゲルからの薬物放出挙動
（宇都宮大工・カンザス大）小松理絵子○加来尚美・諸星知広・池田

宰・Gehrke, Stevin H.・加藤紀弘
3 PB―037 水溶性カリックスアレーン類縁体によるフタル酸エステル
類の包接挙動と高分子への固定化（大分県産業セ・九大先導研）○柳
明洋・大塚英幸・高原 淳

3 PB―038 生体適合ゲルを用いた大腸への DDSの構築（日大生産工）○
川上昌史・松田清美・柏田 歩

生体高分子
3 PB―039 コラーゲンの高次構造安定性に及ぼすアルコール類の炭化
水素鎖長の効果（九大院歯）○根津尚史・守川朋宏・寺田善博

3 PB―040 アニオン性多糖存在下でのカチオン性モノマーの重合（東北
大院工）○齋藤慎吾・門川淳一・正田晋一郎

3 PB―041 機能性高分子との複合化によるタンパク質機能制御（九大院
工）古賀絵里奈・園田達彦・片山佳樹○村田正治

3 PB―042 キトサン―炭酸カルシウム―アルギン酸からなる積層体の作
製（阪市大院工）○清水 徹・田辺利住・山内 清

高分子工業・その他
3 PB―043 ポリフェニレンするフィドのガソホール材料への適用（福井
工大）久保公弘○正本順三

3 PB―044 カーボンナノチューブのポリマーへの添加効果に関する研
究（信州大繊維）○村上好成・青木里歩・大澤由香里・小駒喜郎・近藤
慶之

材料化学

材料化学
3 PB―047 3次元 DNAネットワークの構築（コンポン研・東大・豊田
工大）○武田佳宏・真船文隆・近藤 保

3 PB―048 高分子らせん構造の記憶と転写（科学技術振興機構・
ERATO八島超構造らせん・名大院工）○村田一高・五藤秀俊・熊木
治郎・古荘義雄・森野一英・八島栄次

3 PB―049 負の熱膨張材料 Zr1―xScxW2O8―yの合成（北陸先端大材料）宮本
学○山村泰久・辻 利秀

3 PB―050 有機溶媒を用いたゾル―ゲル法による酸化チタン微粒子の合
成（宇部興産高分子研）○角田剛久・岩佐貴文

3 PB―051 ゾルーゲル法により合成した球状シリカ粒子中に分散した
銀微粒子とハロゲン化水素との反応性（高知高専物質工学）○岡林南
洋・長谷香菜・河野敏夫・田中美代子・戸田弓雄

3 PB―052 ゾルゲル法による表示装置用反射帯電防止膜（SiO2／SnO2）へ
の光照射効果（日立製作所日立研・芝浦工大工）○嘉本大五郎・大石知
司

3 PB―053 ゾル―ゲル法によって作製した Eu（III）イオン含有 GeO2ガラ
スの光学特性と Eu（III）イオンの還元（立命館大理工・鈴鹿高専）○祇
園賢一・和田憲幸・小島一男

3 PB―054 ディップコーティング法により作製したナノポーラス酸化
チタン膜の微構造（産総研）○三木 健・西澤かおり・鈴木一行・加藤
一実

3 PB―055 TiN―TiB2複合粉末のメカノケミカル合成（東京工芸大工・神
奈川大工・国士舘大工・東北大金研）文蔵隆志・工藤邦男○飯泉清
賢・岡田 繁・宍戸統悦

3 PB―056 金属フラックス法による YTE2Si2（TE＝Fe,Co,Ni）化合物の合
成と性質（神奈川大）○工藤邦男・中田麻衣子・岡田 繁・飯泉清賢・
宍戸統悦

3 PB―057 四塩化チタンとアセトニトリルを原料に用いた Ti―O―C―N
系化合物の作製（阪電通大）○草野真視子・川口雅之・金谷公彦・植田
知里・竹田佳広

3 PB―058 オートクレーブを用いたリン酸ジルコニウムによる Csと Sr
の固定化技術（新居浜高専・第一稀元素化学工業）○中山 享・中田寛
子・伊藤克彦

3 PB―059 ボロシリコンカーボナイトライドの構造（立命館大理工）○
中東真一・澤 大悟・山本和弘・小島一男・半田克巳・小堤和彦

3 PB―060 CeO2系微粒子の合成と焼結における特異現象（名工大院工）
○小澤正邦・西尾健二・鈴木 傑

3 PB―061 低温状態における La―Ca―Co―Mn系酸化物の磁気的及び電気
的性質（群馬大工）○星 和志・佐藤幸介・渡邉興一

3 PB―062 噴霧乾燥法による Bi―V―O系複合酸化物の合成（北見工大）
○三上文照・伊藤英信・高橋順一

3 PB―063 ポリメタクリル酸メチル／シリカハイブリッド材料の調製と
物性（日大理工）○中井瑞紀・星 徹・澤口孝志・室賀嘉夫・甲斐康
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朗・萩原俊紀・矢野彰一郎
3 PB―064 ポリメタクリル酸メチル／ナノダイヤモンドハイブリッド材
料の調製と物性（日大理工）○伊藤秀憲・星 徹・澤口孝志・萩原俊
紀・矢野彰一郎・室賀嘉夫

3 PB―065 メルカプト基を有するラダー型ポリシルセスキオキサンを
用いた光照射下でのグラフト重合（防衛大応化・リンテック研究所）○
守谷 治・島田忠仁・山本進一・木村敦子・杉崎俊夫

3 PB―066 メルカプト基を有するラダー型ポリシルセスキオキサンか
らのグラフト重合体（関東学院大工）○公文健人・影山俊文・木村敦
子・宮田 壮・杉崎俊夫・守谷 治

3 PB―067 新規液晶性ポルフィリン誘導体の合成（名工大院工）○杉山
雄蔵・水野稔久・田中俊樹

3 PB―068 ヘキサペリヘキサベンゾコロネン―チオフェン混合オリゴマ
ーの合成と性質（名工大院工）大北雅一○角谷公宏・脇田真由子・都築
正雄・齋藤勝裕

3 PB―069 C≡N含化合物を溶媒とする N―クロロスクシンイミドと水
素化ダイヤモンド表面の化学反応（熊本県工技セ）○石田俊仁・谷井俊
亮・坪田敏樹・永田正典・松本泰道

3 PB―070 銀微粒子分散ポリビニルアルコール複合薄膜の作製と光学
特性（阪工大工）○山崎文健・棚橋一郎

3 PB―071 ポリビニルアルコールを用いた炭酸カルシウム薄膜の表面
パターン構造の作製（東大院工）○尾市 哲・菅原彩絵・加藤隆史

3 PB―072 表面パターン構造を有する炭酸カルシウムの形成：水溶性
高分子の効果（東大院工）○坂本 健・尾市 哲・菅原彩絵・加藤隆史

3 PB―073 LiCl―Li2O―P2O5および AgI―Ag2O―P2O5系イオン伝導ガラス
におけるイオン伝導特性とその微視的構造（群馬大工）○越後紘介・花
屋 実・渡邉興一

3 PB―074 アルキルアミン―アンモニウム―粘土ハイブリッド膜の構造
とプロトン伝導性（防衛大応化）○篠原絵美・梅村泰史・石丸臣一・池
田龍一

3 PB―075 汎密度関数法による 13族金属―カルボニルからなる分子デ
バイスの電気伝導機構の解明：（1）13 M―NTCDA（阪大 VBL・北大院
工・阪大院工）○川畑 弘・田地川浩人・中山健一・横山正明

3 PB―076 汎密度関数法による 13族金属―カルボニルからなる分子デ
バイスの電気伝導機構の解明：（2）13 M―PTCDA（阪大 VBL・阪大院
工・北大院工）川畑 弘○中山健一・宮本亮史・横山正明・田地川浩
人

3 PB―077 汎密度関数法によるカルボニル―アルカリ金属錯体の電子構
造の理論的研究（阪大 VBL・北大院工）川畑 弘○田地川浩人

3 PB―078 有機溶液中でのカーボンナノチューブの高速合成（物材機構
物質研・東洋大工）○中川清晴・蒲生西谷美香・安藤寿浩

3 PB―079 コバルト球殻クラスターの合成と物性（名大院理・名城大）
小塚康晴・堀口朝示・林田健太○吉川浩史・阿波賀邦夫・坂東俊治・
飯島澄夫

3 PB―080 希土類球殻クラスターの合成と磁性（名大院理・名城大）○
林田健太・吉川浩史・阿波賀邦夫・坂東俊治・飯島澄夫

3 PB―081 貴金属ナノ粒子の生体への応用（1）：白金ナノ粒子の活性酸
素種消去能（東大院新領域）○梶田昌志・石川泰彦・吉田秀明・白石幸
英・戸嶋直樹・久恒辰博・宮本有正

3 PB―082 貴金属ナノ粒子の生体への応用（2）：白金ナノ粒子による疾
病の改善（東大院新領域）○宮本有正・吉田秀明・梶田昌志・鈴木正
章・白石幸英・戸嶋直樹・久恒辰博

3 PB―083 シクロデキストリン保護金属ナノ粒子触媒による光化学的
水素発生（山口東理大）○小谷知子・白石幸英・戸嶋直樹

3 PB―084 4―シアノ―4’―ペンチルビフェニル保護パラジウムナノ粒子
の調製と液晶表示素子への応用（山口東理大）○真角武憲・白石幸英・
白木弘之・見山友裕・小林駿介・戸嶋直樹

3 PB―085 異種金属混合による二元金属ナノ粒子組織体生成の熱量測
定による検討（山口東理大）○金丸真士・松下 暢・白石幸英・古賀精
方・戸嶋直樹

3 PB―086 高温高圧水中での銀微粒子合成（阪市大院工）○藤田晃代・
関 雅之・米谷紀嗣・米澤義朗

3 PB―087 ネットワーク構造を有するシリカゲル連続体膜の膜乳化挙
動を利用した構造特性解析（京工繊大）べんど美月子・水口博義○細矢
憲・田中信男

3 PB―088 均一多孔性シリカ（MCM―41）の熱的，化学的安定性の評価
（岡山理大理）○松田知子・倉西美貴・川崎 聡・橘高茂治

3 PB―089 W／Oエマルションを反応場として作製した有機色素含有球
状有機シリカの光学特性（立命館大理工）松本太一・柏原直人・和田憲
幸・斧田宏明○小島一男

3 PB―090 酢酸パラジウムの KrFエキシマレーザー光分解によるパラ
ジウム膜の作製（産総研）○渡邊昭雄・小林 清・角田達朗・今井庸二

3 PB―091 MOCVD法を用いた酸化亜鉛薄膜の作成（静岡大工）○冨田
靖正・岸岡祐貴子・小林健吉郎

3 PB―092 マンガンジチオカーバマート錯体を用いた single―source
MOCVD法による硫化マンガン薄膜の成長と評価（阪工大工）野村良紀
○大石浩司・下村 修

3 PB―093 チタニアナノシートとカチオン性ポルフィリンとの交互積
層膜の作製とその性質（中央大理工・中央大理工研・科技団 CREST）
○赤塚公章・村松 大・豊 智奈・Sasaki, Takayosi・芳賀正明

3 PB―094 クロムに代わるニッケル―タングステン合金めっき（関東学
院大工・黄金メッキ）○関根勝子・関根儀雄・山下嗣人

材料の機能

材料の機能
3 PB―097 フルギド系フォトクロミズム特性に対する媒質の影響（静岡
大工）○山下健一・河野芳海・松島良華

3 PB―098 フラン環及びチオフェン環型フルギミド誘導体のフォトク
ロミック特性（静岡大工）○山本加奈子・河野芳海・松島良華

3 PB―099 キノリン環導入 HABIのフォトクロミズム（青山学院大理
工）○吉川秀次郎・菊地あづさ・岩堀史靖・阿部二朗

3 PB―100 ジアリールエテンを用いた超高感度放射線カラー線量計（2）
蛍光体の添加量の検討（阪府大先端研・三菱化学科学技術研究セ・九
大院工）○入江せつ子・田中由紀・木島直人・前田修一・入江正浩

3 PB―101 キノン部位を持つジアリールエテンのアミン含有媒体中で
の光および熱反応（横国大院工）○荒井拓也・横山 泰

3 PB―102 ジアリールエテン単結晶のフォトクロミズム―高転換率まで
の光開環反応（九大院工）○浜崎拓郎・小畠誠也・金 明淑・河合
壯・入江正浩

3 PB―103 ジアリールエテン微結晶のフォトクロミズム（九大院工）○
松本佳道・小畠誠也・入江正浩

3 PB―104 ジアリールエテンの酸化重合膜のフォトクロミズム（龍谷大
理工・阪大基礎工・九大院工）○内田欣吾・斉藤全亮・高田篤史・梁
仙一・村上昌孝・宮坂 博・入江正浩

3 PB―105 長い共役鎖をもつジアリールエテンの金表面上でのフォト
クロミック反応（龍谷大理工・国立循環器病セ・三つ星ベルト・九大
院工）内田欣吾○並川 敬・斉藤全亮・林 美智子・中山泰秀・黒田
浩太郎・林 茂彦・松田建児・入江正浩

3 PB―106 アゾベンゼン誘導体含有 Zr―Oゲルのフォトクロミズム（産
総研セラミックス研）○西澤かおり・三木 健・鈴木一行・符 徳
勝・田中清高・加藤一実

3 PB―107 クラウン化トリフェニルメタン誘導体による膜電位応答と
光スイッチング（奈良高専・和歌山大システム工）○松井敏洋・宇田亮
子・大植正敏・木村恵一

3 PB―108 Ca0.85Y0.15Mn1―xRxO3―y（R＝Ru, Nb）の高温熱電特性（北陸先端
大）○Phan, Xuan Thao・辻 利秀・山村泰久

3 PB―109 Bi―Pb―Sr―Ca―Cu―O系高温超伝導体の超伝導特性に対する
WO3添加効果（群馬大工）○新井隆幸・大勝高広・花屋 実・渡邉興
一

3 PB―110 ［2.n］メタシクロファン―1―エン類の合成とそのフォトクロ
ミズム（佐賀大理工）○佐尾高歩・竹下道範・大和武彦

3 PB―111 分子内に水素結合部位をもつフォトクロミック化合物の合
成（佐賀大理工）○林 美有紀・竹下道範・大和武彦

3 PB―112 芳香族多置換イミダゾール類の合成と光学的特性（崇城大
工・九大先導研）○八田泰三・田中達哉・平塚和巳・又賀駿太郎

3 PB―113 二次非線形光学用エチル置換イオン性共役化合物の合成（東
北大多元研）○後藤芳幸・梅澤洋史・岡田修司・中西八郎

3 PB―114 アミノニトロピリジン系複合ナノ結晶の作製（愛媛大工）○
小島秀子・吉末幸浩

3 PB―115 ニ光子蛍光顕微鏡による非線形物質のメゾスコピック構造
とダイナミクスの研究（関西学院大）○Pan, Lingyun・山下裕司・岩瀬
陽一郎・近藤紘一・鎌田賢司・太田浩二・玉井尚登

3 PB―116 クラスレート形成ナフトオキサゾール系蛍光性色素誘導体
の固体光物性と結晶構造（高知大理）大山陽介○蒲池良一・吉田勝平

3 PB―117 電荷移動型二成分液晶の電子光学特性（青学大理工・都立大
院工）韓 相煕○岩堀史靖・吉田博久・阿部二朗

3 PB―118 導電性ポリピロール複合膜のメタノール吸脱着による電気
抵抗変化特性（愛知県産業技術研）○吉元昭二・加藤正樹・大西保志

3 PB―119 光応答性部位を対カチオンとして有する分子性導体の合成
とその基底状態における結晶構造ならびに電気伝導性質（静大工・国
際医療福祉大保健）○植田一正・高橋正樹・冨沢比呂之
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3 PB―120 ジフェニルホスホリルアセトアミド基を有する非環状配位
子の合成と希土類イオン膜輸送能（宇都宮大工・産総研）○菅谷健太・
亀田直弘・KUSUMOCAHYO, Samuel P.・新保外志夫・平谷和久

3 PB―121 LiFeO2の用いた低濃度 NOx除去効果（国士舘大工）○鎌本喜
代美・岡田 繁・三枝康男・飯泉清賢

3 PB―122 ポリアニリンコロイドを用いた微量金属イオンの分離・濃
縮（山口大工）○遠藤宣隆・松崎浩司・高岡真司・山本誠士

3 PB―123 ヘパリン化抗血栓性高分子医療材料の開発（静岡大 SVBL・
静岡大院理工研・静岡大工）三上英智・三浦竜太・伊藤 悟・高橋雅
樹○山下光司

3 PB―124 ブロックコポリマー添加によるトリプシン酵素反応の促進
（阪府大院工・東大院工）○河村暁文・原田敦史・片岡一則・河野健
司・高岸 徹

3 PB―125 コール酸の 3位の水酸基の反転による分子集合様式及び包
接能への影響（阪大院工・阪大 FRC）○松井清隆・油家一晃・加藤和
明・藤内謙光・宮田幹二

3 PB―126 ナフチリジン―ピリジンアミドの合成と性質（愛媛大工・ル
イパスツール大）○宮本久一・池内貴宏・Lehn, J.―M.

材料の応用

3 PB―129 LaF3を用いたセンサの人工海水中溶存 CO2測定への応用
（琉球大理）○田久晶子・又吉直子

3 PB―130 ルテニウム錯体内包リポソームの破壊に基づく非イオン界
面活性剤の分析（広島県立大）○江頭直義・三苫好治・濱田祐基子・宇
田泰三

3 PB―131 電荷移動錯体を用いた可逆性感熱記録材料（共同印刷技術統
括本部）○小泉真一・高橋 敦・渕田泰司・北原清志

3 PB―132 有機無機ハイブリッド材料と超薄型ガラスを用いたモバイ
ルデイスプレイ用薄型軽量基板の開発（芝浦工大工）大石知司○大石知
司

3 PB―133 2,5―ジアリールチアゾール，チオフェンの効率的合成と物
性（東工大資源研）増井建太朗○森 敦紀・岡野久仁彦・高村憲二・木
下 基・池田富樹

3 PB―134 配位金属錯体の電界発光（EL）素子の分子設計に関する研究
（第 8報）―配位金属錯体の発光特性に及ぼす金属塩効果―（日大生産
工）○楫山健司・岡田昌樹・古川茂樹・鈴木庸一・廣橋 亮

3 PB―135 配位金属錯体の電界発光（EL）素子の分子設計に関する研究
（第 9報）―配位金属錯体の発光に及ぼす配位子の置換基効果―（日大生
産工）○森永一大・岡田昌樹・古川茂樹・鈴木庸一・廣橋 亮

3 PB―136 配位金属錯体の電界発光（EL）素子の分子設計に関する研究
（10報）―分散系配位金属錯体の発光に及ぼすマトリックス効果―（日大
生産工）○大高知之・岡田昌樹・古川茂樹・鈴木庸一・廣橋 亮

3 PB―137 講演中止
3 PB―138 新規アミノフェナントロリン誘導体のキャリア移動と電界
発光特性（佐賀大理工）○見島元基・松藤英寿・江良正直・堀 勇治

3 PB―139 Eu，Sm金属錯体の有機 EL（東京電機大工）○牧田裕之・村
山博俊・田中大輔・石田真奈美・藤本 明

3 PB―140 ジフェニルアミン基を導入したアゾメチンデンドリマーと
EL機能（慶大理工）○趙 俊相・木本篤志・樋口昌芳・山元公寿

3 PB―141 2―フェニルイミダゾ［1,2―a］キノキサリン誘導体の合成と発
光特性（芝浦工大・東大生研）友田晴彦○岸田陽介・渡邊真樹・荒木孝
二

3 PB―142 PETフィルム上への表示装置用高コントラスト化膜の合成
と性質（芝浦工大工）○宮野敬大

3 PB―143 結晶及びレジスト薄膜中におけるスルホニウム塩誘導体の
電子線反応（原研高崎）○榎本一之・前川康成・文 允聖・吉田 勝

3 PB―144 ジアリールニトロンを含むポリメタクリル酸エステルの屈
折率の光制御（神奈川大）○田中健太・白石裕貴・五十嵐徹太郎・櫻井
忠光

3 PB―145 水酸化ニッケルを電解析出させた発泡ニッケル正極の特性
（関東学院大工）○佐々木 康・山下嗣人

3 PB―146 チタン化合物の熱分解による多孔質酸化チタン膜の作製と
色素増感型太陽電池への応用（京大院エネルギー科学・京大院人間環
境）○木嶋崇博・松原孝治・片桐 晃

3 PB―147 チアゾール誘導体を用いた常温熔融塩の合成と色素増感型
太陽電池への応用（産業創造研）○鈴木和治・山口 真・堀田 収・田
辺信夫・柳田祥三

3 PB―148 各種スルホフルオレセイン誘導体の合成と色素増感太陽電
池への応用（岐阜大工）船曳一正○杉山直之・飯田秀憲・加藤靖健・古
田 健・小松大輔・吉田 司・箕浦秀樹・松居正樹

3 PB―149 チタニア系酸化物太陽電池の試作（北見工大）○平川和樹・
松原拓也・廣田知彦・伊藤英信

3 PB―150 ポリメチルシラン前駆体からの多孔質炭化ケイ素調製（産総
研・早大理工）○内丸祐子・須田洋幸・小川智洋・海部淑江・菅原義
之・原谷賢治

3 PB―151 ポリカルボシラン前駆体の熱分解により調製した炭化ケイ
素系気体分離膜（産総研）○須田洋幸・山内洋幸・内丸祐子・藤原一
郎・原谷賢治

3 PB―152 アルミニウムの陽極酸化膜上に噴霧法にて形成したポリイ
ミド膜の気体透過特性（豊田中研）○森下真也・許斐一郎

3 PB―153 有機ケイ素化合物を用いた漆塗料の改質（明大理工）○石村
敬久・永瀬喜助・宮腰哲雄

3 PB―154 ゼオライトとの複合化によるフラビリウム色素の安定性向
上とスペクトル特性の変化（静岡大工）○柴田佳典・河野芳海・松島良
華

3 PB―155 漆を利用したクロムフリー防錆塗料の開発（明大理工）○本
多貴之・永瀬喜助・宮腰哲雄

化学情報・計算機化学

構造物性相関
3 PB―157 励起エネルギー移動の速度定数表式の導出及びポルフィリ
ンワイヤーへの適用（通信総合研）○奥野好成・益子信郎

3 PB―158 DFT計算によりみた［Ru（L）3］2＋（L＝フェナントロリン類縁
体）の knrに対する置換基の効果（横市大総理）○篠山隆志・篠崎一英

3 PB―159 小さなボロンクラスターの芳香族性（明薬科大）○溝口則幸
3 PB―160 量子化学計算を利用した芳香族化合物の蛍光スペクトルの
シミュレーション（阪大院理）○高森啓成・野崎浩一・大野 健

反応
3 PB―161 自由エネルギー勾配法を用いた水溶液中アンモニアのイオ
ン化過程に関する理論的研究（名大院情報科学）○永江有起彦・大石祐
貴・長尾浩道・長岡正隆

3 PB―162 クロロベンゼン類の水素化脱塩素反応性に関する分子軌道
法的検討（日大理工）○米田哲也・小泉公志郎・小沼健治

3 PB―163 超球面探索法による HNCO分子のポテンシャルエネルギー
曲面における異性化及び解離反応経路の完全探索（東北大理）○廣瀬剛
史・前田 理・大野公一

3 PB―164 分子軌道法計算を用いたニトロベンズアントロンの変異原
性の違いの解析（東邦大理）○小野里磨優・大槻孝之・大島 茂

3 PB―165 LUMOXを用いた有機金属錯体の構造及び触媒反応解析（東
工大院理工）○山中正浩・三上幸一

3月 28日午後

（15 : 00～16 : 30）

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3 PC―001 コンフォメーションスイッチ機能を有する不斉アシル化触
媒の合成と反応（2）：ジオール類の不斉アシル化反応（お茶女大理）○
升水亜矢子・山田眞二

3 PC―002 ピリジニウムイリドとフェニル基とのカチオン―π 相互作
用：立体選択的シクロプロパン環の生成（お茶女大理）○山本 純・山
田眞二

3 PC―003 TiCl 4‐アミン反応剤を用いるエステル‐アルジミン間の高
立体選択的直接アルドール型付加反応（関西学院大理）○嬉野智子・松
本薫司・御前智則・田辺 陽

3 PC―004 二および三置換 γ ―アルキリデン―2（5 H）―フラノンの新規二
段階合成法の開発とデヒドロミントラクトン合成への応用（関西学院
大理）○森本圭祐・御手洗久美・田辺 陽

3 PC―005 リパーゼによる 1,2―アミノアルコール誘導体の速度論的分
割と合成化学的展開（倉敷芸科大生命化学）忍足鉄太○萬代忠勝

3 PC―006 リパーゼによる速度論的分割を基盤とする抗多剤耐性デプ
シペプチド hapalosinの合成（倉敷芸科大生命化学）○忍足鉄太・萬代
忠勝

3 PC―007 1,2―ジオールを用いたアセタール型保護基の中性条件下で
の選択的な脱保護（神戸大農・神戸大自然）三宅秀芳○津村隆嗣・佐々
木 満

3 PC―008 p―メトキシベンジルエーテル等の 1,2―ジオールによる加溶
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媒分解に関する研究（神戸大農）三宅秀芳○藤村昌弘・佐々木 満
3 PC―009 フェニレンビス（エチニル）ユニットで連結したビス（ビナフ
トラート）チタン触媒によるアルデヒドの不斉アルキル化反応（京工繊
大工芸）○平岡裕規・神田幸宗・楠川隆博・原田俊郎

3 PC―010 会合現象を利用したビナフトラートチタン錯体触媒の固定
化（京工繊大工芸）○中津川 礼・原田俊郎

3 PC―011 CO／Bu3SnH, cat. AIBNによる gem―ジハロシクロプロパン類
のアシル化反応（信州大繊維）西井良典○長野貴男・本吉谷次郎・青山
弘

3 PC―012 中心不斉から軸不斉への不斉変換ベンズアヌレーション（信
州大繊維）○西井良典・若杉和紀・本吉谷次郎・青山 弘・田辺 陽

3 PC―013 Bicyclo［3.3.0］―2―Oxa―5―（2―Propenyl）―1―Octeneを 用 い た 2
級アルコールの高効率光学分割とアルコールの置換基が及ぼす分割能
への影響の研究（徳島大薬）○謝 軍・鍾 為慧・彭 憲・根本尚夫

3 PC―014 2級アルコールの光学分割剤としての新規 Cyclopenta［b］fu-
ran誘導体の合成（徳島大薬）○彭 憲・鍾 為慧・謝 軍・根本尚夫

3 PC―015 新規な Cyclopenta［b］furan誘導体を用いた 2級アルコールの
高効率な光学分割（徳島大薬）○鍾 為慧・彭 憲・謝 軍・根本尚夫

3 PC―016 担持試薬を用いた α ―ブロモエステル類および α ―ブロモケ
トン類の One―pot合成（日大理工・芝浦工大）○青山 忠・滝戸俊夫・
小泊満生

3 PC―017 Ti, Zr―クライゼン縮合の反応条件検討による機構の考察（関
西学院大理）○岡崎宏紀・御前智則・田辺 陽

3 PC―018 キラルカテナンの合成とそれを利用した新規不斉配位子の
開発（日大院理工）○山根麻衣子・萩原俊紀・澤口孝志・矢野彰一郎

3 PC―019 α ―ピネン由来の新規光学活性アミン誘導体の合成と不斉触
媒への応用（山形大工）○柴田 晶・鈴木俊明・諸橋直弥・伊藤和明・
大場好弘

3 PC―020 包接錯体化を利用した光学活性 3―メトキシシクロアルカノ
ン類の調製（徳島文理大薬）加来裕人○山口 高・前川弘典・角田鉄人

3 PC―021 α ,β ,β ―トリフルオロアクリル酸エステルと各種求核的炭素
ラジカルとのラジカル付加反応（京工繊大工芸）○東 昌男・今野
勉・石原 孝・山中寛城

3 PC―022 2―ブロモ―3,3,3―トリフルオロプロパン酸誘導体とアルデヒ
ドとの立体選択的なアルドール型反応（京工繊大工芸）○吉岡雅密・島
田太一・今野 勉・石原 孝・山中寛城

3 PC―023 O2および CO存在下，芳香族化合物の触媒的ヒドロキシル
化反応（関西大工）○三田修一・坂口 聡・石井康敬

3 PC―024 水系反応によるフェノール誘導体の合成とその生物活性（鳥
取大工・東大院医・アリジェン・鳥取大生命機能研セ）○中島由吏
江・岸元 奨・北 潔・細川知良・森本 稔・斎本博之・重政好弘

3 PC―025 5―メチル―5―フェニルシクロペンタジエンの Diels―Alder反
応における排他的な反立体障害選択性（岐大工）石田 勝○板倉 慎・
田代 寛

3 PC―026 臭化銅（II）による芳香族ケトンの酸化的な反応に関する研
究（神戸大農）三宅秀芳○西村明記・滝沢英造・佐々木 満

3 PC―027 酵素法による 2―（1,1―ジアルコキシアルキル）―1,3―プロパン
ジオールのエナンチオ選択的モノアセチル化（北里大生命研・
CREST・JST）新井則義・井川光弘○毛利 馨・桑嶋 功

3 PC―028 FeCl3触媒を用いるアルデヒドからの種々のホモアリルアル
キルエーテルの合成（茨城大理）綿引 勉○雛窪由実・折山 剛

3 PC―029 高分子固定化バナジウム触媒による酸素酸化反応（静岡理工
大理工）○桐原正之・鳥居雄弥・佐藤一成・松本修親・幡野明彦

3 PC―030 シリカゲル担持塩化亜鉛を用いた脂肪族アルデヒドと塩化
アシルの付加反応（芝浦工大工）○野村剛史・桑原圭輔・小泊満生

3 PC―031 オキサチオラノンの立体選択的合成を利用した光学活性 α ,
α ―ジアルキル―α ―スルファニルカルボン酸エステルの合成（関西学院
大理）○永瀬良平・御前智則・田辺 陽

3 PC―032 キナアルカロイドを用いる触媒的不斉フッ素化反応の開発
（名工大院工）○日比野 幹・石丸剛久・柴田哲男・融 健

3 PC―033 シリルニトロナートの α ,β ―不飽和アルデヒドへの不斉マ
イケル付加反応：光学活性アンモニウムビフルオリド触媒の分子構造
と位置選択性の相関（京大院理）○森本公美子・堂田佳奈恵・大井貴
史・丸岡啓二

3 PC―034 光学活性 1,2―ジアミンおよびその誘導体の合成（豊橋技科大
工）○辻 篤志・伊津野真一

3 PC―035 有機スズ化合物を用いた温和な条件下での縮合環合成（群馬
大工）佐野 寛○田尻明日香・新井田聖次・野崎孝典・小杉正紀

3 PC―036 プロモーター取込型 o―キノジメタン発生法によるアルカロ
イドの効率的合成（群馬大工）佐野 寛○松倉俊彦・小杉正紀

3 PC―037 タキソール ABC環骨格を有する三環性化合物の合成と変換
（奈良先端大物質）○國友克弥・嶋田祐美・富永 靖・森本 積・垣内

喜代三
3 PC―038 超臨界アセトンと不飽和炭化水素との反応：新規炭素―炭素
結合形成反応（龍谷大理工）○疋田龍慶・大門 篤・上田中隆志・松田
知子・原田忠夫

3 PC―039 水素化トリブチルスズを用いた α ,β ―不飽和カルボン酸ア
リールの共役還元反応（お茶女大理）平澤聡美・永野 肇○亀田陽子

3 PC―040 チタン‐エステル錯体を用いた，t―ブチルジメチルシリル
エーテルの効率的かつ選択的脱保護法（関西学院大理）○飯田 聖・岡
崎宏紀・田辺 陽

3 PC―041 講演中止
3 PC―042 デラセミ化反応を用いる鎖状光学活性ケトンの合成（明星大
理工）松本一嗣○大塚恵子・岡本智美

3 PC―043 フルオラス化したプロリノール誘導体の合成（岐阜大工）船
曳一正○郷司咲子・羽田野恵介・松居正樹

3 PC―044 1,4―エンジオンと 2―オキソホスホランよりシクロペンテノ
ンの触媒的不斉合成（福井大工）伊藤亜起代・木戸裕子○清 美砂・吉
見泰治・畠中 稔

3 PC―045 水中での臭化水素酸ピリジニウムペルブロミドによるアル
デヒドのエステル化反応（福島医大化学）○佐山信成・大波哲雄

3 PC―046 gem―ジハロシクロプロパンの強塩基性条件下での反応（静
岡大工）柳谷祐樹○字井康訓・戸田三津夫・吉田 弘

3 PC―047 2,2,2―トリフルオロエタノールを溶媒としたヨウ素によるア
ルコールのエステルへの酸化反応（千葉大院）○森 直士・東郷秀雄

3 PC―048 N ―ヒドロキシフタルイミド／酸素系を用いるシクロペンタ
ンからのシクロペンタノン合成（関西大工）○向井俊介・坂口 聡・石
井康敬

3 PC―049 光学活性スルフィナートの不斉合成（名工大院工）○中川正
也・中村修一・柴田哲男・融 健

3 PC―050 光学活性オレフィンの新規合成法の開発（名工大院工）○小
椋隆寛・王 利波・中村修一・融 健

3 PC―051 α ―スルホニルカルボアニオンのエナンチオ選択的反応（名
工大院工）○北 健史・中村修一・柴田哲男・融 健

3 PC―052 スルホキシドのキラリティーを活用した不斉トリフルオロ
メチル化反応の開発（名工大院工）○柴田義博・杉本英基・日比野
幹・中村修一・柴田哲男・融 健

3 PC―053 異常Michael付加反応（岡山大環境理工）○中津尚吾・坪井
貞夫

3 PC―054 N ―ヒドロキシフタルイミド触媒による 1,3―ジオキソランと
アクリレートからのヒドロキシラクトンの合成（関西大工）○武知義
明・坂口 聡・石井康敬

3 PC―055 N―置換ヒドロキシルアミン類のフレミー塩による脱水素化
反応（東京学芸大）吉原伸敏○ビリグトヤ・森 孝之・藤塚洋行

3 PC―056 ビス（ベンゾイルアセトナト）銅（II）のアルコール中酸素雰囲
気下ヨウ素を用いた酸化反応（東京学芸大）吉原伸敏○林 健太郎・森
明子

3 PC―057 固体塩基触媒を用いた Knoevenagel縮合反応（明治大理工）
○中野 智・倉田武夫

有機化学―反応と合成 B．芳香族化合物

3 PC―058 3―アリールシクロヘプタ［4,5］イミダゾ［1,2―a］―1,3,5―トリア
ジン―2,4（3 H）―ジオンおよび関連化合物の合成，性質および酸化機能
性（早大理工）○大槻大輔・三ッ本祐樹・新田 信

3 PC―059 3―フェニル―シクロヘプタ［4,5］ピロロ［1.2―a］―1,3,5―トリア
ジン―2,4（3 H）―ジオン関連化合物の合成，性質および酸化機能性（早
大理工）○森戸朝之・三ッ本祐樹・新田 信

3 PC―060 新規なアセチルアズレンン類の合成と性質（日大工）○太田
進・平田直毅・野村智志・安並正文

3 PC―061 2位にピリジン環の置換したアズレン類の合成（日大工）○
佐藤達也・渡辺俊之・安並正文

3 PC―062 5―（4’,9’―メタノシクロウンデカ―2’,4’,6’,8’,10’―ペンタエニリ
デン）ピリミジン―2（1 H），4（3 H），6（5 H）―トリオン類の光反応（早大
理工）○山口洋平・納谷真一・新田 信

3 PC―063 1,6―メタノシクロウンデカ［8,7―b］ピリミド［5,4―d］フラン―
12（11 H），14（13 H）―ジオニリウムイオン類の合成，性質および酸化
機能性（早大理工）○割田真人・三ッ本祐樹・納谷真一・新田 信

3 PC―064 1,6―メタノシクロウンデカ［8,7―b］ピリミド［5,4―d］ピロー
ル―12（11 H），14（13 H）―ジオリニウムイオンの合成と性質（早大理工）
○五十嵐一公・三ッ本祐樹・納谷真一・新田 信

3 PC―065 非対称置換［3.3］メタシクロファン類の分子内および分子間
相互作用（佐賀大理工）○宮崎 稔・岡部 亮・竹下道範・大和武彦
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3 PC―066 スフェランド型ホモカリックスアレーン類の合成，構造お
よび錯形成能（佐賀大理工）宮本慎平・竹下道範○大和武彦

3 PC―067 光学活性［n .1］メタシクロファン類の合成と性質（佐賀大理
工）○岡部 亮・弘中 徹・竹下道範・大和武彦

3 PC―068 NCS,NBS,NISを用いる芳香族化合物のハロゲン化（日歯大
新潟・新潟大理）○種村 潔・鈴木常夫・西田洋子・薩摩林紘子・洞
口高昭

3 PC―069 共役拡張型アズリポルフィリンの合成と物性（愛媛大理）○
福上将正・菰渕直樹・奥島鉄雄・宇野英満・小野 昇

3 PC―070 水素結合部位を有する 6,13―二置換ペンタセン誘導体の合成
と吸収スペクトル挙動（静岡大理）小林健二○島岡怜史

3 PC―071 光学活性アミンを架橋部位に有するフェノール型配位子の
不斉触媒反応への応用（山形大工）○寺田祐介・寺裏寛之・諸橋直弥・
伊藤和明・大場好弘

3 PC―072 界面活性剤水溶液中でのヒドラジン誘導体を用いたカーボ
ンナノチューブの有機官能化反応（名大院環境・名大工）○横井智和・
岩松将一・駒井慎一・服部 忠・村田静昭

3 PC―073 2―フルオロベンズアルデヒド＝ジメチルヒドラゾン誘導体
のアミノ化による N―アリールインドリンの合成（千葉大工）三野
孝・田中陽一○服部陽太郎・坂本昌巳・藤田 力

3 PC―074 フェノール類のシリカゲル存在下での酸化的カップリング
反応（島根大総合理工）○左右田 晃・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和暁
男

3 PC―075 2つの 2,4―ジメチルピロロ［2,3―d］ピリミジンジオンの縮環
したトロピリウムイオンおよびその関連化合物の還元機能性（早大理
工）○西村淳矢・納谷真一・新田 信

3 PC―076 光環化反応によるベンゾ［b］ピリミド［5,4―e］ピラン―2（1 H），
4（3 H）―ジオニリウムイオンおよび関連化合物の合成，性質および酸
化機能性（早大理工）○宮川雅司・納谷真一・新田 信

3 PC―077 11―メチルベンゾシクロヘプタ［6,7―b］ピリミド［5,4―d］フラ
ン―10,12（11 H）―ジオンおよびその関連化合物の合成と性質（早大理
工）○生島正之助・徳中健真・納谷真一・新田 信

3 PC―078 有機ケイ素化合物によるパーフルオロ置換フェニレン類の
合成（産総研）○西田雅一・早川由夫・小野泰蔵

3 PC―079 ピリジノ―11―アザベンゾアントロンの合成（明星大理工）○
澤田忠信・谷本亮典・青木淳治

3 PC―080 （置換アリル）オキシベンゼン類のクライゼン転位と分子内
回転の関係（立命館大理工）○浜 亮太・岡田 豊

3 PC―081 4―アルキル―3,6―ジメチル―1,2―ベンゾキノン類の二量化反応
（島根大総合理工）○大久保京子・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和暁男

3 PC―082 N―ヒドロキシフタルイミドを用いたオイゲノール類の酸化
反応（東京学芸大）滝沢靖臣○水間武彦

3 PC―083 フレミー塩を用いた置換フェノールとケトン類の酸化反応
（東京学芸大）滝沢靖臣○仲間 渉

3 PC―084 グアヤコール関連化合物の酢酸銅（II）による酸化反応（東京
学芸大）滝沢靖臣○柳沢昭宏

3 PC―085 酢酸マンガン（III）を用いたリグナン関連フェノール類の酸
化反応（東京学芸大）滝沢靖臣○相馬綾乃

3 PC―086 ジエノフィルを架橋鎖で 2位に接続させた 1,4―ジプロポキ
シアントラセンの合成と分子内 Diels―Alder反応（姫路工大院）○藤本
淳・北村千寿・大内幹雄・米田昭夫

3 PC―087 カルボン酸添加剤によるチアカリックス［n］アレン合成反応
の制御（秋田大）○大森健太郎・近藤良彦・遠藤 健・濱田文男

3 PC―088 相互作用部位と不斉置換基を交互に有するヘキサエチニル
ベンゼンの合成（静岡大理）小林健二○小林憲史

3 PC―089 講演中止
3 PC―090 マイクロ波を利用した Pd―KF―アルミナ触媒による Suzuki
カップリング反応：アルミナ酸性度の影響（宮城高専理数）○石山純
一・加藤直弥・高橋 勉・遠藤智明

3 PC―091 縮合多環芳香族化合物を配位子に持つイリジウム錯体の合
成とりん光発光（和歌山大システム工）田代貴之○大須賀秀次・田中和
彦

3 PC―092 ダブルヘキサホモトリオキサカリックス［3］アレーン類の合
成と構造特性（佐賀大理工）○石橋大輔・橋本 薫・高野一史・竹下道
範・大和武彦

3 PC―093 5―Bromo―13 H ―dibenzo［a,de］anthracene―13―oneの合成（東邦
大理）○佐々木 誠・藤巻康人・内田 朗・坂本曜子・大島 茂・竹
川 実

3 PC―094 キャピラリー型マイクロリアクターを用いる大環状メタシ
クロファン類の合成（熊本大院自然科学・熊本大工）○古澤竜太・高崎
幹大・澤田 剛・桑原 穣・正泉寺秀人

3 PC―095 ヒドラゾン―パラジウム錯体を用いる鈴木―宮浦反応（千葉大

工）三野 孝○白江良章・坂本昌巳・藤田 力
3 PC―096 1―ナフトール類のシリカゲル存在下での酸化的カップリン
グ反応（3）（島根大総合理工）○池嶋健太郎・西垣内 寛・岩本秀俊・
宅和曉男

3 PC―097 新規な 4,6―ジメチル―2―ヒドロキシマンデル酸の合成，同定
およびカリウムイオンの捕捉（九共大工・九工大工・九産大工）○比嘉
峰士・神津比呂子・長（藤）普子・吉永鐵大郎・津留壽昭・迎 勝也・
山栄 允

3 PC―098 抗酸化能を有するトコフェロール誘導体の合成（東京学芸
大）滝沢靖臣○山脇啓大

3 PC―099 リパーゼ酵素によるオキシムビナフチル配位子の合成およ
び触媒反応への利用研究（山形大工）○河内新次・青柳直人・山原拓
磨・木島龍朗・泉 多恵子

3 PC―100 ベンゾ［c］フェナントレン誘導体のカップリング反応による
光学活性らせん型キノン誘導体の合成（宇都宮大工）○刈込道徳・山田
研哉・伊藤智志・芳賀一雄・平谷和久

有機化学―反応と合成 C．複素環化合物

3 PC―101 メタクリル酸 2―アシルビニルエステル誘導体の光反応（筑
波大化・筑波大環境科学）○浜野陽一・西尾建彦

3 PC―102 2―ハロアシルエナミノン類の光化学反応（筑波大化・筑波大
環境科学）○山崎博子・田畑 恵・浜野陽一・西尾建彦

3 PC―103 アルケン類と 2,4―ジオキソピペリジン―3―カルボキシレート
類のMn（III）触媒酸化反応（熊本大理）○旭 健太郎・西野 宏

3 PC―104 酢酸マンガン（III）を用いる 3,4―ジヒドロ―2 H ―ピラン類や
2,8―ジオキサビシクロ［3.3.0］オクト―3―エン類の便利な合成（熊本大
理）○西野 宏・NGUYEN, Van－Ha

3 PC―105 5―Endo―Trig型の環化反応による 3―ピロリン―2―オンの合成
（日女大理）○浅岡守夫・中村弥生・片野 笑・中村庸子・岡田絵美

3 PC―106 酸化・還元反応をスイッチとするキラル―アキラル分子相互
変換系の構築（東工大院理工）○鵜飼和利・青木昌雄・岩澤伸治

3 PC―107 橋頭位に窒素原子を有するピリジン誘導体の合成（東洋大院
工）○矢野大吾・井原正吾・伊藤邦夫

3 PC―108 ビス（2―ホルミルフェニル）ジスルフィド及びサリチルアル
デヒドとオレフィンとの環化反応によるベンゾチオピラン及びベンゾ
ピラン誘導体の合成（東理大理）○小林直訓・田篠陽介・長 さゆり・
大谷 卓・齊藤隆夫

3 PC―109 Alq3を指向した 8―ヒドロキシキノリンの 4位置換誘導体の
合成と錯体化（千葉大工）赤染元浩○地曳洋介・平林 敦・小倉克之

3 PC―110 メルドラム酸誘導体と Schiff塩基との反応による β ―ラクタ
ムの新規合成（日大生産工）○近藤康介・津野 孝・杉山邦夫

3 PC―111 ボランによるヒダントインの還元反応（神奈川工科大）○山
口淳一・巣山隆之

3 PC―112 β ―カルボリン誘導体の液相／固相合成（東理大理工）小中原
猛雄○熊谷宗訓・坂井教郎

3 PC―113 無溶媒・無機固体存在下でのチアゾリジン類の簡便な合成
（芝浦工大工）○佐藤豪仁・中野 亮・小泊満生

3 PC―114 N―スルフェニルアミノ酸エステルの合成と環化反応（産総
研・東理大理工）○清水政男・深沢英範・阿部芳首

3 PC―115 イソクロマン類の合成（日歯大新潟・新潟大理）○鈴木常
夫・種村 潔・洞口高昭

3 PC―116 ヘキサメチルジシラザンを用いた無金属フタロシアニンの
合成（名工大院工）○吉山英幸・内田 仁・中村修一・融 健

3 PC―117 エン―1,1―ジアミン互変異性体としてのアミジンを用いる含
窒素複素環化合物の合成（東洋大院工）○木塚佳子・伊藤邦夫・井原正
吾

3 PC―118 3―置換 1,6―ナフチリジン誘導体の合成（東理大理工）小中原
猛雄○坂口亮平・坂井教郎

3 PC―119 ピラゾールポルフィリノイドの合成研究（九大院工・科学技
術振興機構さきがけ）古田弘幸○藤本裕之

3 PC―120 混乱ピロール部位を有するオクタフィリンの合成研究（九大
院工・京大院理・科学技術振興機構さきがけ）古田弘幸○吉野崇史・
前田大光

3 PC―121 複素環を有する β ―ヒドロキシ硫黄化合物の合成とその反応
性の検討（富山大）○山田信彦・青井美智子・森田弘之

3 PC―122 ベンゾチアゾールを有する β ―ヒドロキシスルホキシドと，
塩基及び求核剤との反応の検討（富山大）○青井美智子・山田信彦・森
田弘之

3 PC―123 N ―シリル―1―アザアリルアニオンを用いる 1,4―ジアゼピン―
2―オン誘導体の合成（東理大理工）小中原猛雄○今井洋文・坂井教郎
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3 PC―124 マイクロ波を用いるフェノール誘導体のアセチル化及びそ
れらのフラボン誘導体への迅速変換（徳島大工）○楠 栄二・HOS-
SAIN, M.M・山下和代・津嘉山正夫

3 PC―125 過酸化水素と塩基を用いた 1―フェニル―2―ホスホレン 1―オ
キシドのエポキシ化（静岡大院理工・静岡大 SVBL・静岡大工・沼津
工業高等専門学校）戸塚広乃・小野木俊介・KRISHNA REDDY, Val-
luru・山下光司・高橋雅樹○押川達夫

3 PC―126 金属塩を用いたニトリルオキシド付加環化における配位子
効果（山口大工・九大先導研）山本豪紀○林 里織・西田晶子・野口三
千彦・金政修司

3 PC―127 ピロール‐2‐オキサリルアジドの合成と反応性（岡山大理）
○薬師神孝之・佐竹恭介・岡本秀毅・木村 勝

3 PC―128 メチルアクリジン類に対するアニリンの求核的反応（東海大
理）○伊東岳行・石原良美・高野二郎

3 PC―129 Cordiachromene及び Dictyochromenolの合成（日大工）○野田
吉弘・安田未知

3 PC―130 1,6―ナフチリジン誘導体の合成（東理大理工）小中原猛雄○
藤若貴之・坂井教郎

3 PC―131 N ―シリル―1―アザアリルアニオンを用いたピリミジン誘導
体の合成（東理大理工）小中原猛雄○青木洋一・坂井教郎

3 PC―132 3-N‐アシルアミノアルコールと DAST試薬の反応（筑波大
化）○楢崎美也・黒河幸子・西尾建彦・田畑 恵

3 PC―133 2―アリル―6―ハロ―1,2―ジヒドロピリジンのカップリング反
応を用いる 2,6―ジ置換―1,2―ジヒドロピリジン類の合成（京大人環）○
平川律子・藤田健一・山口良平

3 PC―134 アリールメチレン基を有するオキサゾロン誘導体のヒドラ
ジドによる新規開環反応（神奈川大工・神奈川大 HRC）前川 圭・菅
野喜隆・五十嵐徹太郎○櫻井忠光

3 PC―135 1,2―ジチオシン誘導体の合成と性質（愛媛大総合科学研究支
援セ・愛媛大理）○山元貴文・高坂智史・谷 弘幸・小野 昇

3 PC―136 ナフトイソオキサゾールキノンと電子豊富オレフィンとの
光環化付加（島根大総合理工）○室住久志・岩本秀俊・西垣内 寛・宅
和曉男

3 PC―137 置換ベンゾイソオキサゾールキノン類とテトラメチルエチ
レンとの光化学反応―置換基効果と溶媒効果―（島根大総合理工）○日吉
菜美・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和暁男

3 PC―138 2―アリール―1,1―ジスルホニルオキシラン類と 2―メルカプト
ピリジン類からのメソイオン型 2―アリール―3―ヒドロキシチエノ［3,2―
a］ピリジニウム内部塩形成反応（千葉大工）松本祥冶○佐野 尊・小倉
克之

3 PC―139 ルイス酸によるオキシベンゾフラン環形成反応（奈良教育
大）山崎祥子○岩田ゆう子

3 PC―140 チオフェン誘導体が縮合したシクロヘキサン―1,2―ジオンを
出発物質とする複素環化合物の合成（東海大理）○山田 勉・吉川貴
寛・角田真美・熊本高信

3 PC―141 o―アシルアミノスチレン誘導体のヨードアミノ化によるベ
ンズアゼチン誘導体の合成（鳥取大工）○宮本和奈・森川 修・小西久
俊・小林和裕

3 PC―142 メゾアルキル縮環ポルフィリンの合成（京大院理）○廣戸
聡・荒谷直樹・大須賀篤弘

3 PC―143 1―アリールカルボニルチエノ［3,4―b］インドリジン誘導体の
水素化ホウ素ナトリウムによる還元とそのアルコール生成物の構造
（信州大工）○筧 昭一・菅 博幸・畑山 晋

3 PC―144 ナフト［2,3―b］フラン類のナフト［3,2―b］フラン骨格への光転
位反応（島根大総合理工）○白崎紗央里・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和
曉男

3 PC―145 2―メトキシ―3 H―アゼピン類の反応性：2位での求核置換反
応及び NBSを用いた 2 H―アゼピン誘導体への変換（岡山大理）佐竹恭
介○幾井隆介・CORDONIER, Christopher E.J.・窪田裕大・岡本秀毅・
木村 勝

3 PC―146 1,2,4―トリアゾール―3―オン誘導体の合成と熱分解（東洋大院
工）○吉野 悟・井原正吾・伊藤邦夫・松永勝治

3 PC―147 ベンゾチアゾール基を有する固相反応ポリマーの合成（富山
大）○成田 梓・高木俊輔・森田弘之

3 PC―148 ピリジン環を有するポルフィリン誘導体の合成と触媒反応
への利用（山形大工）○垣内智晴・佐藤一也・伊藤裕猛・木島龍朗・泉
多恵子

3 PC―149 N―混乱オリゴピロール配位子の合成（九大院工・科学技術
振興機構さきがけ）古田弘幸○安藤政雄・前田大光

3 PC―150 ジアリール型ジアザポルフィリンの合成と物性（富山県立大
工・京大院理）○川端繁樹・大須賀篤弘

有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3 PC―151 かさ高いボルナン型立体保護基を有するセロンとカルベノ
イドの反応によるセレノカルボニルイリドの発生（岩手大工）○島田和
明・佐々木 淳・岸 杏奈・青柳重信・滝川雄治

3 PC―152 penicillin類への Ge原子導入による新しい抗生物質の合成
（神奈川大理）○今福陽子・竹内敬人

3 PC―153 キラルゲルマニウム原子を持つ安定な第一級ゲルミルアミ
ンの合成（神奈川大理）○鈴木善丈・竹内敬人

3 PC―154 セレノホスフィン酸クロリドと種々の求核剤との反応（岐阜
大工）○水畑紀子・木村 力・村井利昭

3 PC―155 光学活性リン類の簡便な合成法の開発：光学活性 P―H化合
物のアルケン類への立体特異的ラジカル付加（産総研）韓 立彪○趙
長秋

3 PC―156 かさ高い bowl型置換基を有するニトロアレーンとアルキル
リチムとの反応（日女子大理）○坂本かおり・竹中惠子・岡崎廉治

3 PC―157 S―アルキルイソチオ尿素塩酸塩のアミジノスルホキシド塩
酸塩への変換（神奈川工科大）○巣山隆之・守本宗弘・佐藤裕介・山口
淳一

3 PC―158 アンチモン N―混乱ポルフィリン錯体の配位子交換反応（九
大院工・科学技術振興機構さきがけ）○古田弘幸・長田憲典・リュウ
ジャチェン

3 PC―159 Pd触媒を用いた含フッ素エーテル類の合成（産総研）○松川
泰久・田村正則・関屋 章

3 PC―160 置換ベンゾ‐及びジベンゾチオフェンスルフィルイミン誘
導体の合成と反応性の検討（富山大工）○川島 航・藤井孝宜・森田弘
之

3 PC―161 アリール（β ―ヒドロキシアルキル）スルフィドからジヒドロ
ベンゾチオフェンの生成とその構造（東大院理）○渡辺佑樹・狩野直
和・川島隆幸

3 PC―162 無溶媒条件下での N―ベンゾイルチオ尿素誘導体のヒドラジ
ンによる脱ベンゾイル化（芝浦工大工・日大理工）○鈴木雅人・兼保浩
二・青山 忠・小泊満生

3 PC―163 NH4SCN／SiO2を用いた N―アシルチオカルバミン酸および
トリアゾール誘導体のワンポット合成（芝浦工大工・日大理工）○松本
剛・青山 忠・小泊満生

3 PC―164 ビナフチル基を有するセレノリン酸エステルの合成と利用
（岐阜大工）○松岡大智・森下 健・村井利昭

3 PC―165 チアントレン誘導体類の合成と反応性の検討：機能性チア
ントレン誘導体合成の試み（富山大）○岩沢 崇・熊藤洋介・藤井孝
宜・森田弘之

3 PC―166 アミノメチリデンウラゾール誘導体と 1級アリールアミン
の反応によるホルムアミジン類の合成（日大理工）○榎本智至・小栗崇
利・原 宏史・鈴木健志・青山 忠・滝戸俊夫

3 PC―167 リン官能基を有するチアゾリジン誘導体の合成（近畿大工）
○岡田芳治・関本恵一・野村正人

3 PC―168 ゲルマニウムと硫黄の親和性を利用した含ゲルマニウムク
ラウンエーテルモデル化合物の合成（神奈川大理）○井田敏寛・竹内敬
人

3 PC―169 光学活性ベンジルメチルフェニルテルロニウム塩の性質（都
立大院理）○櫻井隆弥・浅見陽子・清水敏夫・平林一徳・上方宣政

3 PC―170 ゲルマニウムで修飾されたアザクラウンエーテルとその炭
素類似体の合成と物質輸送能（神奈川大理）○中村大和・竹内敬人

3 PC―171 セレノアルデヒドと 5価のホスホールスルフィド類との環
化付加反応（金沢大工）○河相勝彦・本田光典・千木昌人

3 PC―172 ホモプロパルギルセレニドから誘導したアルコール化合物
の分子内環化反応による環状エーテル類の合成（金沢大工）○小林雅
美・森 千夏・森野彩子・本田光典・千木昌人

3 PC―173 セレン試薬のポリマー固定化による水中でのオキシセレン
化，脱セレン化反応（産総研）藤田賢一○橋本 茂・大石晃広・田口洋
一

3 PC―174 高配位ゲルマニウム化合物の合成と構造（神奈川大理）○高
瀬 豊・竹内敬人

3 PC―175 チアントレン及びジベンゾチオフェンスルフィルイミンの
合成と反応性の検討（富山大）○土屋尚子・川島 航・森田弘之

3 PC―176 4,6位をジチアエタンで架橋されたチアントレン―5―オキシ
ド誘導体の合成と反応性の検討（富山大）○熊藤洋介・岩沢 崇・藤井
孝宜・森田弘之

3 PC―177 シラシクロブテンの熱異性化反応に関する理論的研究（九大
先導研）○安永 真・塩田淑仁・仲 章伸・石川満夫・吉澤一成
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有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3 PC―178 窒素―酸素結合開裂反応によるラセミ体イソオキサゾリンの
速度論的分割（同志社大工）○時實昌史・太田哲男・伊藤嘉彦

3 PC―179 水溶液中での有機トリフルオロボラートによるカルボニル
化合物への熱および光付加反応（九大先導研・島根大総合理工）○西垣
内 寛・宅和暁男・福山 圭

3 PC―180 ペンタフルオロフェニル基を有する光学活性アミノアルコ
ールを配位子としたオキサザボロリジン触媒による不斉還元反応（岡
山大工）是永敏伸○角脇耕一・依馬 正・酒井貴志

3 PC―181 パラジウム触媒を用いたジチエニルジフルオロホウ酸カリ
ウムと芳香族ハロゲン化物とのクロスカップリング反応（阪市工研）○
伊藤貴敏・岩井利之・水野卓巳・石野義夫

3 PC―182 トリアリールビスマス（III）と種々の金属酸化剤との反応（熊
本大院自然・熊本大理）○谷口幸洋・西野 宏

3 PC―183 クロム（II）を用いる末端オレフィンのシクロプロピルシラ
ンへの変換（岡山大工）○平野雅人・利川將太・高井和彦

3 PC―184 クロム（II）を用いる末端オレフィンの 1,2―二置換シクロプ
ロパンへの変換（岡山大工）○國米達也・平野雅人・高井和彦

3 PC―185 パラジウム触媒を用いた η 6―インデントリカルボニルクロ
ム錯体による CO挿入反応（九大総理工・九大先導研・Institute of
Chemical and Enngineering science, Singapore）○渡辺正敬・DONGOL,
K.G.・又賀駿太郎・THIEMANN, Thies

3 PC―186 一価銅錯体触媒による三級芳香族アミン類の合成に関する
研究（阪市工研・大工大）○森脇和之・佐藤和義・内田 譲・大野敏信

3 PC―187 シクロファン配位子を用いた新規金属型マクロサイクル類
の合成および物性（九大先導研）○新名主輝男・佐藤禎治・飯塚真也

3 PC―188 Ir錯体触媒存在下，酢酸ビニルによるアリルアルコールの
ビニル化反応（関西大工）○北野比佐雄・坂口 聡・石井康敬

3 PC―189 Cp＊イリジウム錯体触媒を用いた含窒素複素環合成と光学
活性環状アミン合成への利用（京大人環）○藤井 健・藤田健一・山口
良平

3 PC―190 連結 BINOLを配位子とする新規複合金属触媒の開発と不斉
Henry反応への応用（阪大産研）○渡口桂吾・原 敬司・村井和憲・滝
澤 忍・笹井宏明

3 PC―191 チオイミニウム塩に対する連続付加反応を利用した 2,2―二
置換環状アミンの合成（岐阜大工）○兎子尾理恵・武藤雄一郎・村井利
昭

3 PC―192 パラジウム触媒を用いるホスフィン酸のアルキン類への付
加反応（産総研）韓 立彪○張 辰・趙 長秋

3 PC―193 ニッケル触媒を用いる P―H結合のアセチレン類への付加：
リン（P＝O）置換共役ブタジエン類の高効率合成（産総研）韓 立彪○
矢澤秀秋

3 PC―194 3―ブロモピペリジン誘導体の転位を伴うアミノ化による光
学活性ジアミノホスフィンの合成（千葉大工）三野 孝・田中陽一・佐
藤 泰○齋藤昭夫・坂本昌巳・藤田 力

3 PC―195 低粘性のイオン性流体によるマイクロフロー型薗頭カップ
リング反応（阪府大総科）福山高英○間嶋 寛・山浦 亮・劉 世芳・
佐藤正明・柳 日馨

3 PC―196 パラジウム（II）触媒によるスチレン誘導体の二量化反応の
活性化（高知工科大）○上村龍一郎・庄野公浩・細川隆弘

3 PC―197 水系溶媒中で進行する，1―アルキンの Pd触媒 Cross―Cou-
pling反応（群馬大工）○河辺光祥・榎戸達樹・普神敬悟・小杉正紀

3 PC―198 糖から誘導した両親媒性キラル配位子をもつランタノイド
錯体の調製（阪女大理）○岡本佳子・小島秀夫

3 PC―199 新規光学活性ホルムアミジニウム塩由来カルベン（DM―Py-
NAC）の合成とその錯体合成の試み（同志社大工）○今尾太輔・太田哲
男・伊藤嘉彦

3 PC―200 光学活性ルテニウム―フェノキシイミン錯体触媒を用いたケ
トンの水素移動型不斉還元反応（同志社大工）○山田和幸・太田哲男・
伊藤嘉彦

3 PC―201 チオカルバモイルイソセレノシアネートと β ―ジケトンとの
反応（岐阜大工）○大塚敏洋・安藤弘宗・纐纈 守・石原秀晴

3 PC―202 N,N ―未置換セレノ尿素とクロロアセトニトリルとの反応に
よる 1,3―セレナゾール塩酸塩の合成（岐阜大工）○田中秀則・安藤弘
宗・纐纈 守・石原秀晴

3 PC―203 N,N’ ―二置換セレノ尿素と α ,β ―カルボン酸クロリドとの反
応による 1,3―セレナジン―4―オンの合成（岐阜大工）○田浦正康・安藤
弘宗・纐纈 守・石原秀晴

3 PC―204 第一級セレノアミドをセレノ導入試薬として用いたセレノ
シアナートの合成（岐阜大工）○高橋紋子・安藤弘宗・纐纈 守・石原

秀晴
3 PC―205 新規アリルシラン BINAP誘導体を用いる結晶性ベンゼンシ
リカの有機官能基化（奈良高専）嶋田豊司○須田雅彦・稲垣伸二

3 PC―206 （E）―γ ―置換アリルシランの一般的合成法（神奈川大工）○相
田俊夫・蒲池 拓・久野亜希子・苦松野千加士・岡本専太郎

3 PC―207 シリルスタナンとリチオチオフェンの反応を用いるオリゴ
シリルチオフェンの新規合成法（崇城大工）○安田哲士・池永和敏・吉
原真二郎・泰永茂伸

3 PC―208 パラジウム触媒によるアシルスズの脱カルボニル化を伴う
プロパルギルエステルのカルボスタニル化反応（京大院工・北陸先端
大）中尾佳亮○佐藤 淳・白川英二・檜山爲次郎

3 PC―209 パラジウム―イミノホスフィン触媒を用いる共役エンインお
よびジインのスタニル化を伴う環化反応（京大院工・北陸先端大）中尾
佳亮○石原慎二郎・平田泰啓・尾田真一・白川英二・檜山爲次郎

3 PC―210 種々のイミンとペンタジエニルスズとの反応における位置
選択性制御（島根大総合理工）○植永健治・西垣内 寛・宅和暁男

3 PC―211 不斉点に窒素原子をもつアリルスズ試薬からの遠隔不斉誘
導反応（島根大総合理工）○田村賢一・西垣内 寛・宅和暁男

3 PC―212 金属クラスターを用いる新規不斉固定化触媒の開発（阪大産
研）○川楠哲生・丸林千能・滝澤 忍・荒井孝義・笹井宏明

有機化学―反応と合成 F．有機光化学

3 PC―213 ベンゾアゾ―ル置換フェノール骨格を有する CIEEL型ジオ
キセタンの水系における発光特性について（神奈川大理）松本正勝○秋
本太一・渡辺信子

3 PC―214 アシルスルファニルフェニル基を有するジオキセタンの塩
基誘発化学発光（神奈川大理）渡辺信子○摩庭祐介・安藤堅司・松本正
勝

3 PC―215 軸不斉芳香環としてのビナフチル型置換基を有するジオキ
セタンの化学発光（神奈川大理・神奈川大 HRC）松本正勝○濱岡孝
治・横川みづき・福田夏樹・伊集院久子・渡辺信子

3 PC―216 5―位にナフチル基を有する 3―ヒドロキシフェニル基置換ジ
オキセタンの CIEEL発光（神奈川大理）渡辺信子○山田一貴・笠井大
輔・松本正勝

3 PC―217 3環性ジオキセタンの塩基誘発分解における立体化学と発
光効率の相関（神奈川大理・神奈川大 HRC）松本正勝○水野雄幸・伊
集院久子・渡辺信子

3 PC―218 熱安定性に優れたアミノ置換ジオキセタンの合成とその塩
基誘発分解（神奈川大理）渡辺信子○佐野勇介・濱岡孝治・松本正勝

3 PC―219 分子内水素結合を持つ 2―（2’―ヒドロキシフェニル）ベンゾオ
キサゾールの蛍光挙動に対する置換基効果（筑波大化）○大嶋明日香・
百武篤也・池上和志・新井達郎

3 PC―220 アミドケトンの TypeII環化反応：分子内水素結合による環
化の促進（東京学芸大教）○影山聡美・前田 優・長谷川 正

3 PC―221 カルバモイル型アルドキシム誘導体の合成と光分解反応（神
奈川大工・神奈川大 HRC）下川 優○五十嵐徹太郎・櫻井忠光

3 PC―222 ケイ皮酸類固相光化学の結晶工学的研究（日大生産工）○野
口絵里子・国府田 淳・杉山邦夫

3 PC―223 1,4―ジシアノナフタレンとジメチルチミンとの光化学反応
（島根大総合理工）○野々山真基子・白鳥英雄・久保恭男

3 PC―224 長鎖アルキル連結型ピレン二量体を増感剤とするベシクル
中の電子移動反応（東大院総合）○岡田 学・村田 滋

3 PC―225 N ―ニトロソアニリン誘導体の光分解反応性に対する芳香環
置換基の効果（東大院総合）○頼広隆史・武田光裕・村田 滋

3 PC―226 alpha―デヒドロアラニン誘導体の光誘起電子移動を経由す
る新規不斉環化反応（3）：（神奈川大工・神奈川大 HRC）○佐々木裕
二・前川 圭・五十嵐徹太郎・櫻井忠光

3 PC―227 1,4―ナフトキノン類と種々のオレフィンとの光化学反応（島
根大総合理工）○江草史典・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和暁男

3 PC―228 ヘテロ官能基をもつアリル金属反応剤の光誘起電子移動反
応の制御（島根大総合理工）○尾尻明彦・西垣内 寛・宅和暁男

3 PC―229 光学活性メンチル系補助基を有するシクロへキセノンの［2
＋2］光付加環化反応におけるジアステレオ選択性の発現機構（奈良先
端大物質）阿布都熱西提麦尓布哈・古谷聡健○堤 健・垣内喜代三

3 PC―230 シンナモイル型発蛍光性酵素基質の開発（青山学院大理工）
○蘇武竜太朗・塩野博文・小野 勲

3 PC―231 シンナモイル誘導体の光環化反応に対する置換基効果（青山
学院大理工）○武間淳一郎・藤井昌樹・長谷川美貴・小森崇矢・塩野
博文・小野 勲

3 PC―232 o―スルホ安息香酸イミド類とトリアジン類のベンゾイル誘
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導体の光化学反応性（青山学院大理工）○門永麻綾・阿部恭子・中島美
沙子・塚本泰子・斉藤友香理・稲吉倫子・小野 勲

3 PC―233 イオン性液体存在下におけるキノン類とオレフィンの光化
学反応（島根大総合理工）○水木麻紀・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和暁
男

3 PC―234 1,2―ビス（α ―スチリル）ベンゼンの光誘起電子移動反応にお
けるオルトキノジメタンの生成：ラジカルカチオン中間体の直接観測
（東北大院理）池田 浩・高橋康丈○池田明代・赤木 愛・宮仕 勉

3 PC―235 アレン基を有したトリ―π ―メタン型化合物の光化学（日大生
産工）○高橋裕樹・国府田 淳・津野 孝・杉山邦夫

3 PC―236 ジハロ 1―アルキルイサチン類の合成とその光反応（愛知工
大工）○長尾祐子・立木次郎

3 PC―237 シンナモイル型ケージドフルオレセインの合成と光化学的
挙動に関する研究（青山学院大理工）○根石 修・吉田昌平・塩野博
文・小野 勲

3 PC―238 フラロデンドリマーを触媒として利用したオレフィンの光
酸素付加反応（岡山大院自然）柳本 泰○藤間翔穂子・高口 豊・坪井
貞夫

3 PC―239 1,3―ジシアノナフタレンとアルケンとの［3＋2］光環化付加
反応―ヨウ素の添加効果（島根大総合理工）○谷本直之・白鳥英雄・久
保恭男

3 PC―240 4―スチリルフタルヒドラジド誘導体の合成とその自動酸化
における化学発光機構（信州大繊維）横田和哉○小池 竜・本吉谷二
郎・西井良典・青山 弘

3 PC―241 1,2―ジケトンへのベンジルシラン類の光電子移動付加反応
（島根大総合理工）○石橋正人・西垣内 寛・岩本秀俊・宅和曉男

3 PC―242 1―アルキル―5―クロロ―7―アザイサチン類の光化学的脱ハロ
ゲン化反応（愛知工大）○土屋幸生・立木次郎

3 PC―243 ベンゾ［b］チオフェン―2,3―ジオン類と 2,3―ジメチル―2―ブテ
ンとの光化学反応（愛知工大工）○立木次郎・伊藤貴賢・島崎直樹

3 PC―244 赤色蛍光物質ルシゲニン誘導体の構造と物性（東邦大理）○
山田サチ子・高坂 希・岩村道子

有機化学―反応と合成 G．有機電子移動化学

3 PC―245 Sm（II）塩および Ce（IV）塩を用いる芳香族環状 γ ―ケトエス
テルの 6―置換 3,4―ベンゾトロポロンへの変換反応（新潟大理・新潟大
院自然科学）長谷川英悦・岡本健太郎○田村睦子

3 PC―246 アレーン類を光増感剤とする 2―ヒドロキシフェニル―1,3―ジ

メチルベンズイミダゾリン（HPDMBI）による種々のカルボニル化合物
の光誘起還元的分子変換（新潟大理・新潟大院自然科学）長谷川英悦・
清田貴之○高橋智也・滝沢進也・山口 晃

3 PC―247 不飽和エステルの電極還元反応における表面改質炭素繊維
電極の電極効果（近畿大理工）石船 学○藤谷真穂・鈴木隆平・柏村成
史・山下那都樹

3 PC―248 18―クラウン―6エーテル系配位子の調製およびその白金電
極表面への固定化（近畿大理工）石船 学○兼清 浩・柏村成史・山下
那都樹

3 PC―249 側鎖に光学活性部位を有するジクロロシラン類の電解重合
とその立体規則性（近畿大理工）石船 学○津山陽平・小粥康充・柏村
成史・山下那都樹

有機化学―反応と合成 H．コンビケム・固相合成

3 PC―250 ポリ（4―ジアセトキシヨード）スチレン―TEMPO系によるア
ルコールのカルボン酸への酸化反応（千葉大院自然）○田篠陽介・東郷
秀雄

3 PC―251 ヒドロキシエチル基を有する環状オリゴ乳酸エステル合成
法の開発（東海大理・京薬大薬）○高橋純平・村上正裕・渡邊幹夫

3 PC―252 アミノエチル基を側鎖にもつ鎖状または環状オリゴエステ
ルの合成（東海大理・京薬大薬）○八木健太・村上晋二・増田亜美・村
上正裕・渡邊幹夫

3 PC―253 新規ホルミルアセタール（CH2）リンカーを用いた，可溶性ポ
リマー上での二糖の合成研究（東北大院生命科学・阪大院理）○及川雅
人・田中立志・楠本正一・佐々木 誠

3 PC―254 両親媒性レジン担持イリジウム錯体の調製とその水中触媒
反応（分子研・総研大）○木村将浩・魚住泰広

有機化学―反応と合成 I．その他

3 PC―255 気―液反応用フローリアクターを用いるニトリルの接触還元
反応（阪府大総科）○ヨスバタナノンヌンルタイ・新田浩平・佐藤正明

3 PC―256 マイクロ波照射による N―カルボキシアルキルフタルイミド
のエナンチオ選択的合成（愛媛大工）小島秀子○小野幸太郎・于 海涛

3 PC―258 ポリマー固定化チタンアルコキシドの合成とその触媒活性
（産総研）藤田賢一○橋本 茂・大石晃広・田口洋一
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第57回通常総会
高中部礼拝堂

懇親会
関西学院会館

学生会員・正会員／企業人事
採用担当者 交流会

総合体育館

付設展示会
総合体育館

天然物および生物有機化学に関する
ナカニシシンポジウム2004
（The Chemical Record Lecture）

S 2会場 B号館201教室

日 時 3月 27日（土）13時 30分から 16時まで
会 場 関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス高中部礼拝堂
会長講演 平成 16年度会長 御園生 誠
通常総会
表彰式

日 時 3月 27日（土）18時から
会 場 関西学院会館（兵庫県西宮市上ヶ原一番町 1―155 電話（0798）

54―6013）
参加費 7,000円
参加申込受付方法 年会総合受付（中央講堂）にて 27日午後 1時まで受
け付けます。なお，定員に達した場合は受付を終了することもござい
ますのでご了承下さい。

主 催 （社）日本化学会 産学交流委員会・第 84春季年会実行委員会
（社）近畿化学協会，（株）化学工業日報社

日 時 3月 26日（金）～28日（日）午前 10時～午後 5時（3日間）
但し，26日の開催時間は午後 1時～午後 5時

会 場 関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 総合体育館内
参加費 無料
参加申込方法 直接会場へお越し下さい。
参加企業（1月 25日現在）
旭硝子株式会社 株式会社アールアンドディーサポート 石原産業株式
会社 エスケー化研株式会社 共栄社化学株式会社 住友化学工業株式
会社 株式会社スリーボンド ダイセル化学工業株式会社 大日本イン
キ化学工業株式会社 大日本印刷株式会社 WDB株式会社 千代田ケ
ミカル株式会社 株式会社トクヤマ 日東電工株式会社 日本カンタ
ム・デザイン株式会社 JSR株式会社 日本ペイント株式会社冨士色素
株式会社 三菱ガス化学株式会社

主 催 日本化学会 近畿化学協会 化学工業日報社
日 時 3月 26日（金）～28日（日）午前 10時～午後 5時
会 場 総合体育館
参加費 無料
出展者（1月 25日現在）
アーチャー・ダニエルズ・ミッドランド・カンパニー （株）アールアン
ドディーサポート （株）アクタック アヅマックス（株）（株）井元製作
所 インタクト（株） インフォコム（株） Wavefunction，Inc. 英国王
立化学会 （株）エル・エム・エス エルゼビア・ジャパン（株） オック
スフォード大学出版局 オルガノ（株）（株）化学工業日報社 （社）化学
情報協会 （株）化学同人 関西学院大学 関東化学（株） 国産化学（株）
コンフレックス（株） SAS Institute Japan（株） CPhI Japan運営事務局
シグマアルドリッチジャパン（株） ジャパンハイテック（株） 純正化学
（株）（株）杉山元医理器 （株）ゼネラルサイエンスコーポレーション
ダイセル化学工業（株） WDB（株）（株）ディジタルデータマネジメン
ト テガサイエンス（株）（株）東京化学同人 東京化成工業（株） 東京

電子（株） 東京理化器械（株） トムソンサイエンティフィック トムソ
ンコーポレーションン（株）トムソンラーニング 長瀬産業（株） ナカラ
イテスク（株） ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンター 日東
高圧（株） 日本MDLインフォメーションシステムズ（株）（社）日本化
学会 日本カンタム・デザイン（株） 日本電気（株） 日本分光（株） 日
本ミリポア（株） バイオタージ・ジャパン（株）（株）ハイテック （株）
バキューブランドサイエンティフィックジャパン 浜松ホトニクス（株）
ビー・エー・エス（株） ヒドラス化学（株）（株）ヒューリンクス 富士
シリシア化学（株） 富士通（株）（株）富士通九州システムエンジニアリ
ング （株）マイクロテック・ニチオン 丸善（株）e―プロダクツ部 丸善
（株）出版事業部 （株）美和製作所 メルク（株） ユサコ（株）（有）ユナ
イテッドインストルメンツ （株）ユニソク （株）ライトストーン （社）
理化学研究所 （株）リガク （株）菱化システム ワイリー・ジャパン
和光純薬工業（株）

◇無料コーヒーコーナー
◇抽選コーナー

主 催 日本化学会ナカニシシンポジウム実行委員会
日 時 3月 26日（金）13時～17時 30分
会 場 日本化学会第 84春季年会 S 2会場（B号館 201号室）
参加費 無料
ナカニシシンポジウムは，日本化学会と米国化学会との取決めにより

偶数年度は日本で，奇数年度は米国にて選考されるナカニシ・プライズ
の受賞講演を含み，該当国で交互に開催されている。本プライズは生物
活性天然物の単離，構造解析，生物機能，生合成および全合成分野での
顕著な研究業績を対象に選考され，本年度は日本化学会で設定された選
考委員会にて北川勲大阪大学名誉教授に授与されることに決定した。
本企画は選考理由である「生薬および海洋天然物研究分野における化

学的貢献」に基づき，受賞者による講演に加えてこれに関連する最新の
研究成果を周辺分野の研究者に紹介していただく。

13 : 00―13 : 30 ナカニシ・プライズ贈呈式
北川 勲氏（ナカニシ・プライズ 2004受賞者）
御園生 誠（16年度本会会長）より授与

講演プログラム
座長 柿沼勝己
13 : 30―14 : 05 天然オキシインドールの立体構造と化学―DFTの応用
を中心として―

（千葉大院薬）相見則郎
14 : 05―14 : 40 海洋無脊椎動物からの抗腫瘍リード化合物の探索
（東大院農学生命科学）伏谷伸宏
14 : 40―15 : 15 キラル分子化学の進展：天然物から分子モーターまで
（東北大多元研）原田宣之

座長 山村庄亮
15 : 30―16 : 30 The Chemical Record Lecture : Recent Studies on Vision
（コロンビア大化学）中西香爾

座長 橘 和夫
16 : 30―17 : 30 ナカニシ・プライズ受賞講演：天然薬物に化学を学ぶ
（薬学研究奨励財団・共立薬大）北川 勲

連絡先 113―0033 東京都文京区本郷 7―3―1
東京大学理学系研究科・化学専攻

橘 和夫（ナカニシシンポジウム実行委員長）
電話／Fax : 03―5841―4366 E―mail : ktachi@chem.s.u-tokyo.ac.jp
本会問合先 101―8307 千代田区神田駿河台 1―5
（社）日本化学会企画部 井樋田（いひだ）
電話（03）3292―6163 FAX（03）3292―6318 Email : ihida@chemistry.or.jp
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「レギュラトリーサイエンス」に
果たすべき日本化学会の役割
S 1会場 B号館103教室

第11回化学教育フォーラム
21世紀の化学教育 ―高校新課程を考える―

S 4会場 B号館203教室

学術研究活性化委員会企画
『イブニングセッション：分子ナノテクノロジー』

S 6会場 B号館302教室

主 催 日本化学会会員委員会
日 時 平成 16年 3月 26日（金）午後 1時 30分～17時
会 場 日本化学会第 84年会 S 1会場（B号館 103教室）
化学が現在の豊かな社会に大いに貢献していることは疑う余地はな

く，化学会会員諸氏の誇りに思うところであろう。しかしながら化学会
会員の常識は一般社会の認識とは大きなずれを生じている。『化学物質』
という言葉すら学術的に定義できないとする多くの専門家が存在する中
で，社会が抱く『いわゆる化学物質の懸念』は，人々の安心にかかわる
重大な関心事として既に社会問題として定着している。われわれは現代
化学を Best Available Scienceの観点から真摯な議論を展開し，同時に，
『物質の本質』を倫理（Ethics），法（Legal），社会的問題（Social Issue）（ELSI）
の面からも社会に対して周知すべき責務がある。ここでは，専門家，実
務者による話題提供，状況説明と今後化学会が化学のリスク管理に対し
てとるべき姿をパネルディスカッションで多くの会員諸氏と一般市民を
交えて意見交換を行いたい。
（13 : 30―13 : 40）
1．『はじめに：日本化学会会員の行動規範から』
会員委員会委員長・早稲田大学 教授 清水功雄

（13 : 40―14 : 20）
2．『ダイオキシン・環境ホルモン騒ぎの教訓』
東京大学生産技術研究所 教授 渡辺 正

（14 : 20―14 : 50）
3．『化学物質管理政策の現状と動向』
経済産業省 化学物質管理課長 及川信一

【休憩】
（15 : 00―15 : 30）
4．『企業における社会的責任とリスクコミュニケーション』
ダイセル化学工業 企業倫理室長 後藤達乎

（15 : 30―16 : 00）
5．『安全・安心を超える化学物質総合管理学への挑戦
―社会と政策が期待する知の世界の再構築・体系化と教育の革
新―』
東京農工大学 教授 増田 優

（16 : 00―17 : 00）
7・パネルディスカッション『化学と社会：日本化学会の果たす役割』
（パネラー） 渡辺 正，及川信一，後藤達乎，増田 優
（司会）（旭化成）池上 正，清水功雄

参加費 無料。
一般公開となっておりますので年会に参加されない場合でもご参加可

能です。ご希望の方は会員番号，名前，連絡先をご記入の上，下記あて
お申込み下さい。
申込先
〒101―8307東京都千代田区神田駿河台 1―5
日本化学会会員担当 会員委員会特別企画係
電話 03―3292―6169，FAX 03―3292―6317，E―mail : member@chemistry.or.jp

主 催 日本化学会化学教育協議会
平成 14年の小・中学校に続き，15年から高等学校で新教育課程によ

る教育が実施されました。そこで，今回は高校化学の新教育課程に焦点
を絞って考えます。新教育課程では，高校化学は，化学 I（3単位）と化
学 II（3単位）で構成されています。その結果，これまでの化学 IB（4単
位）の内容の一部が新化学 IIへ移され，化学の重点が化学 IIに移行しま
した。また，化学 IIでは，従来の「高分子化合物」が「生活と物質」
と「生命と物質」に分割され，それぞれに新しい内容が組み込まれた上，
選択履修となりました。さらに理科全体が複雑な選択制を採っているた
め，化学を学ぶ機会がないまま実社会で生活をする人が，日常出会う化
学的な問題に対処できるのか，心許ないと言わざるを得ません。時間的

制約を受ける中での高校化学教育の本来の姿，教科書の有るべき姿には，
多くの意見や考えがあります。一方で，学力低下との批判を受け，改定
直後での要領の見直しがされるなど，高校化学教育を取り巻く環境は複
雑です。このような問題を，多方面の先生方の意見を交えて，一緒に考
えていきたいと思います。以下の要領で開催いたしますので，多数の方々
の参加をおまちしています。
日 時 平成 16年 3月 26日（金） 13 : 00―17 : 00
場 所 関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス B号館 203号室

（阪急今津線甲東園または仁川下車）
《講 演》（13 : 00―14 : 40） 司会 横井邦彦（大阪教育大学）

開会挨拶：伊藤卓（横浜国立大学 日本化学会化学教育協議会
議長）

講 演 1：笹尾幸夫（国立教育政策研究所教育課程調査官）
『新学習指導要領がめざすもの高等学校理科改訂の
ポイント』

講 演 2：江田稔（青森大学大学院教授 元文部科学省視学官）
『目的意識をもたせ科学的な思考力を育てる化学教
育』

《話題提供》（14 : 50―15 : 40） 司会 有賀正裕（大阪教育大学）
話題提供 1：北川英基（兵庫県立御影高等学校）

『新課程化学 I，IIをどうあつかうか？』
話題提供 2：田中芳和（大阪府立高津高等学校）

『高校化学の現状と問題点』
《総括討論》（15 : 55―17 : 00） 司会 有賀正裕（大阪教育大学）

総括討論 上記 4名の方に登檀していただき，会場参加者を交
えての討論

閉会挨拶：柄山正樹（東京女学館 日本化学会化学教育協議会
副議長）

参加費は無料です。日本化学会年会登録の有無に関わらず参加できます。
当日直接会場にお越しください。
問合先 社団法人日本化学会化学教育フォーラム係
Tel : 03―3292―6164，Fax : 03―3292―6318 E―mail : kyoiku-kyogikai@chem-
istry.or.jp

本委員会では，「21世紀化学の潮流を探る」シリーズとして先端ウオ
ッチング調査を行っており，このたび下記テーマの研究の現状と将来展
望を報告書にまとめました。その内容について，さらに広く討議するた
め標記年会で下記のとおりイブニングセッションを企画いたしました。
自由な雰囲気での討論ですので，多くの方々の参加をお待ちしておりま
す。なお，報告書は当日会場にて実費で頒布いたします。

日 時 3月 26日（金）15時～18時
会 場 B号館 302教室 S 6会場
「分子ナノテクノロジー」
講 演（仮題）
1．はじめに：分子ナノテクノロジーの展望（阪大産研）川合知二
2．長鎖アルキル基を導入した機能性有機分子の HOPG上における単
分子像（都立大院理）杉浦健一

3．金ナノ粒子ネットワークで回路をつくる（東大院総合文化）菅原 正
4．自己組織化と分子ナノテクノロジー（北大電子科学研）下村正嗣
5．単一分子の振動励起：反応と分光（理研）川合真紀
6．超分子・高分子合成・物性（産総研）中濱精一
7．バイオナノプロセス（松下電器先端研）山下一郎
8．自然に学び，自然を超える分子ナノテクノロジー（阪大院工）福住俊
一

9．生体に学ぶ分子ナノテクノロジー：光合成から医療まで（奈良先端
大）小夫家芳明

10．分子ナノテクノロジーにおける走査プローブ顕微鏡の役割（京大院
工）山田啓一

11．ナノの世界で電子はどう動くか（京大院工）田中一義
総括討論

お 知 ら せ
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南方―アボガドロレクチャー
―Dr. Giovanni Natile 教授講演会―

S 5会場 B号館204教室

『ナノとバイオの接点：ナノバイオ
の産業化技術化に向けて』
S 6会場 B号館302教室

『化学テクノフォーラム―21』パネル
討論会：なぜ，大学の化学系研究成果
は容易に事業化できないのか？

S 6会場 B号館302教室

科学の進歩と男女共同参画（2）
S 1会場 B号館103教室

環境・安全シンポジウム
国立大学法人化後にとるべき環境安全対策

S 5会場 B号館204教室

主 催 日本化学会国際交流委員会
日 時 3月 27日（土）10時～11時 30分
会 場 日本化学会第 84春季年会 S 5会場（B号館 204号室）
参加費 無料。
本レクチャーシップは，日本―イタリア両化学会が両国の学術交流・

友好親善を深めることを目的として締結されました。1～2年毎に著名
な化学者 1名を交互に派遣し，各地で講演を行ないます。その機会を通
じて両国の研究や現状などを披露・紹介し合い，友好親善を深めていま
す。
今回来日の Prof. Giovanni Natileは Bari大学の教授で，生理活性をもっ

た金属配位化合物の設計と合成，光学活性化合物の構造解析と新しい合
成法の開発などを中心に研究をされております。また同教授はイタリア
化学会の現会長です。
挨拶／紹介 座長 山内 脩（関西大学）
演者 Prof. Giovanni Natile（Univ. of Bari, Italy）
表彰式 御園生 誠（16年度本会会長）より表彰
問合先 101―8307千代田区神田駿河台 1―5
（社）日本化学会企画部 南方―アボガドロ係，井樋田（いひだ）
電話（03）3292―6163 FAX（03）3292―6318 Email : ihida@chemistry.or.jp

主 催 日本化学会産学交流委員会
日 時 3月 27日（土）9 : 00～12 : 00
会 場 関西学院大学西宮上が原キャンパス B号館 302号室（S 6会場）
内 容

全体紹介
『産・学・官の取組み概要』（化学工学会）渡邉 英一

（1）学の取組みパネル討論
�「生命化学」と次世代化学産業（徳島大）馬場 嘉信
�アッセンブリー，ディスアッセンブリーのプロセッシン
グ：バイオナノテクノロジーの新たな展開（東北大工）阿尻
雅文

（2）産の期待，取組み
�テルモにおけるリポソーム／DDSの研究開発経緯（テルモ
研究開発セ）手塚 徹

�演題未定（DNAチップ研）下田 正文
参加費 無料。
趣 旨 基盤科学技術としての「化学」の重要性がいわれて久しい。し
かしながら，「バイオテクノロジー」や「ナノテクノロジー」など，
一般の人々にもなじみのある次世代の基幹技術として「化学」が主要
な役割を担っていることはあまり知られていない。最近，ナノとバイ
オの融合，あるいは生命を化学の視点を意識し，新たな科学技術の創
成を意識した動きが広まっている。我が国においてナノとバイオの融
合については，化学系企業よりも，電子・機械産業の取り組みが積極
的である。本企画では，産官学の最新の取り組みの紹介を通じて，化
学系企業の今後の可能性を考えていただく契機としたい。

主 催 日本化学会産学交流委員会

日 時 3月 27日（土）13 : 00～16 : 00
会 場 関西学院大学西宮上が原キャンパス B号館 302号室（S 6会場）
内 容

話題提供
『技術移転成否の鍵』（未定）

パネル討論
総合司会：逢坂 哲弥（早大理工），
パネリスト：橋本 和仁（東大先端研），淵上 収三（三菱化学
化技セ），小山 竜司（文部科学省産学連携課）

参加費 無料。
趣 旨 アカデミアの成果を産が事業化する，いわゆる「技術移転」に
ついては，多くの議論がなされている。いわゆる「技術経営」（MOT）
においても，それは主要なテーマの一つとなっている。しかしながら，
これらの議論は，ITやバイオなど，研究成果でなされている。一般
に，IT，バイオは比較的短期に事業に結びつくことができるとされて
いるが，それでも深い谷があるという議論であり，新しい物質や材料
に関する化学系研究成果の場合は，それ以上の谷が待っている。我が
国の最近の成功事例では「光触媒」が有名である。しかしその成功の
裏には，産と学の様々な苦労が隠されている。「光触媒」例を中心に，
産と学をはばむ価値観の違い等，講師の方にかなりの本音に近い形で，
産，学それぞれの立場で議論していただく。その中で，今後の方向性
を議論していただきます。皆様のご参加を歓迎いたします。

主 催 男女共同参画推進委員会
趣 旨 21世紀は男女共同参画の時代である。昨年，応用物理学会，
日本化学会をはじめとする約 35の学協会において，男女共同参画学
協会連絡会が設立され，日本化学会の中にも男女共同参画推進委員会
が発足した。経済活性化の鍵となる科学技術を発展させるとともに，
快適な男女共同参画社会を実現するための工夫について討論する。

プログラム
開会挨拶 13 : 30～13 : 40 小松 満男（阪大工）
基調講演 13 : 40～14 : 40

司会 福村 裕史（東北大院理）
活躍する女性科学者達 13 : 40～14 : 10

郷 通子（長浜バイオ大）
男女共同参画社会への期待 14 : 10～14 : 40

小野田 武（日本大学）
―休憩―

パネル討論 14 : 50～16 : 50
司会 松村 竹子

東京大学大学院理学系研究科における男女共同参画
西原 寛（東大院理）

男女共同参画：科学的視点から 小川眞里子（三重大）
女性化学者への期待 田中 泰義（毎日新聞）
輝いて研究をしよう 川合 真紀（理研）

参加費 無料。

主 催 日本化学会 環境・安全推進委員会
共 催 （社）日本薬学会
日 時 3月 28日（日） 13 : 30～16 : 30
会 場 日本化学会第 84春季年会 S 5会場（B号館 204号室）
国立大学の法人化が平成 15年 7月 9日に国会で可決され，平成 16年

4月から施行が正式決定した。大学の化学系教員は法人化に伴い適用さ
れる労働安全衛生法への対策に追われている。そこで，日本化学会では
この問題に特化したワーキンググループを組織し，大学としての対応策
を慎重に議論してきた。本企画では，全国の大学がとるべき対応策を提
言し，大学教員が抱える問題解決への一助としたい。

お 知 ら せ

化学と工業 第 57巻 第 3号（2004） 383



第3回The Chemical Record
Lecture

生体分子光化学の新展開
B号館204教室 S 5会場 色素増感電池開発研究の最前線

B号館201教室 S 2会場

（13 : 30～13 : 40）
開会挨拶（環境・安全推進委員会委員長／日本女子大理）小尾 欣一
（13 : 40～14 : 30）
1．国立大学法人化後の環境安全対応について
（東大院工）土橋 律
（14 : 30～15 : 00）
2．国立大学法人化後の大学における安全教育について
（東工大院理工）市村 禎二郎
（15 : 10～16 : 20）
3．Q&A
講演講師および（阿部労働安全衛生コンサルタント事務所所長）阿部 龍
之

（16 : 20～16 : 30）
閉会挨拶（東工大院生命理工）中村 聡
参加費 無料。希望者に 2,000円で資料を頒布いたします。（当日徴収）
申し込み 当日会場にて受付いたします。名刺をご提出ください。
問合せ先 日本化学会企画部 環境・安全シンポジウム担当まで
電話 03―3292―6163

主 催 化学系学協会刊行フォーラム 協 賛 ワイリー・ジャパン
会 場 日本化学会第 84春季年会
日本の化学関係 8学協会（高分子学会，電気化学会，日本生物工学会，

日本農芸化学会，日本分析化学会，日本薬学会，有機合成化学協会，日

本化学会）は，学協会を結ぶ先鞭的共同事業として『化学系学協会刊行
フォーラム』を結成，平成 13年に英文総合論文誌『The Chemical Record』
を創刊いたしました。本誌の編集・出版は，日本における現在の学協会
での一次刊行物等は異なり，学協会の所属を超えた国際的な編集委員会
体制で推進しております。また収録される総合論文は一般のレビューと
は異なり，独自の編集方法でまとめられ，新たな発想と使命をもつ日本
発の英文総合論文誌です。
今回Wiley社の協力も得て，第 84春季年会において第 3回本レクチャ

ーが実現いたしました。是非皆様のご参加をお待ちいたします。（中西
香爾教授の講演は日本薬学会第 124年会（大阪）においても TCR Lecture
が開催されます。）

講演
1. 3月 26日（金）15 : 30～16 : 30
（S 2会場（B号館 201教室），ナカニシシンポジウムと併催）
Recent Studies on Vision（コロンビア大学）中西 香爾

2. 3月 27日（土）9 : 00～10 : 00
（講演番号 2 J 8―01，J 8会場（第 5別館 308教室））
Unimolecular Rectifiers and other Molecular Devices
（Univ. Alabama, USA）Robert M. Metzger

3. 3月 28日（日）11 : 00～12 : 00
（講演番号 3 J 4―13，J 4会場（第 5別館 4教室））
Bio―chemical Reaction Engineering for the Application of Enzymes and
Synzymes in Redox Reactions
（Forschungszentrum Jülich GmbH, Germany）Christian Wandrey
問合先 101―8307千代田区神田駿河台 1―5
（社）日本化学会企画部，井樋田（いひだ），田巻
電話（03）3292―6163 FAX（03）3292―6318 Email : ihida@chemistry.or.jp

学術研究活性化委員会では中・長期的にみて重要な研究分野につい
て，春季年会において継続的にセッションを設け，討論を行うことにい
たしました。今回は下記の 4件について討論いたしますので，積極的に
ご参加下さい。

●3月 26日（金）午後

巨大な分子であるタンパク質の光化学反応機構あるいは生理反応を解
明するには，タンパク質が光刺激によりどのように構造やエネルギーを
変え，どのようにしてパートナーとなる分子を認識し，相互作用しあい，
化学反応を引きおこすのかを理解することが重要である。このために直
接観測できる新しい手法の開発が急務といえる。また，それと共に，分
子間もしくは分子内で引き起こされるダイナミクスを明らかにする必要
があるが，最近の新しい分光法あるいは理論の展開により，この難しい
課題も分光学的に手の届く範囲に入ってきている。タンパク質反応中に
おける構造とエネルギー変化の観点に対して，化学，生物，物理の融合
による新しい視点からのタンパク質光科学を目指した種々の方向からの
アプローチを議論する。

座長 熊崎 茂一
（13 : 30～13 : 40）
はじめに （京大院理）寺嶋正秀
（13 : 40～14 : 15）
1 S 5―01サブ 5フェムト秒可視光パルスを用いて視覚初期過程を探る
（東大院理）小林孝嘉

（14 : 15～14 : 50）
1 S 5―02植物光環境センサーの分子構造と作用機構（阪府大先端科学研）
徳富 哲

座長 寺嶋 正秀
（14 : 50～15 : 25）

1 S 5―03共鳴ラマン分光法によるセンサータンパク質の構造化学的研究
（岡崎統合バイオ）北川禎三

（15 : 25～16 : 00）
1 S 5―04イエロープロテインの光反応と構造（奈良先端大）片岡幹雄
（16 : 00～16 : 35）
1 S 5―05 MDシミュレーションによる光受容タンパク質の活性化過程の
解析（東工大バイオ研究基盤支援セ）櫻井 実

3月 28日（日）午前

色素増感電池（いわゆるグレッツェル電池）はシリコン太陽電池と全く
原理を異にする太陽電池として実用化に向けた研究が展開されている。
最近，ルテニウム錯体に代わる有機増感色素，低温焼結用酸化チタン，
軽量プラスチック基盤を用いる色素太陽電池，さらに，製品化に向けた
擬固体化電解質，電導性に優れた透明導電性ガラスの開発が注目される。
本特別企画では，学会と産業界から開発研究の現状と将来見込みについ
て講演していただき，太陽光発電の蓄電技術としてのキャパシタ技術の
現状を知る機会とした。

座長 橋本 和仁
（09 : 00～09 : 10）
はじめに：グレッツェル電池研究（阪大）柳田祥三
（09 : 10～09 : 40）
3 S 2―01色素増感太陽電池―世界の研究開発動向―（産総研）荒川裕則
（09 : 40～10 : 10）
3 S 2―02有機色素増感太陽電池の実用化に向けての検討（日本化薬）○井
上照久，柴垣晃一郎，池田征明

（10 : 10～10 : 40）
3 S 2―03低温チタニア製膜技術と樹脂型色素増感型太陽電池（昭和電工）
○近藤邦夫，（昭和タイタニウム）鹿山 進，（昭和電工）田中 淳

お 知 ら せ
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電気化学最前線：新材料・新技術
「動き始めた燃料電池：その最先端」

B号館201教室 S 2会場

ナノバイオと新計測技術
B号館103教室 S 1会場

座長 柳田 祥三
（10 : 40～11 : 05）
3 S 2―04プラスチック色素増感太陽電池（桐蔭横浜大院工）宮坂 力
（11 : 05～11 : 30）
3 S 2―05色素増感太陽電池のデバイス化技術（フジクラ）田辺信夫
（11 : 30～11 : 55）
3 S 2―06太陽電池に望まれる融合技術（大阪電通大）竹田晴見
（11 : 55～12 : 00）
おわりに：色素増感太陽電池のこれから（阪大）柳田祥三

●3月 28日（日）午後

燃料電池は，最近，新聞紙上をにぎわせている話題の一つで，急速に
その実用化に向けた取り組みが進んでいる。エネルギーの有効利用，燃
料電池を組み込んだ車，コンピューター用，携帯電話用など日常生活の
中での話題が現実味を帯びてきた。未来を支える人や環境に優しいクリ
ーンなエネルギーの象徴として社会から期待されている燃料電池につい
て，その技術的な内容や完成度や問題点等を多面的な角度から現状を把
握したい。今何が起こっているのか，そしてその将来について考えたい。

（13 : 30～13 : 40）
企画趣旨説明 （熊本大工）谷口 功

座長 谷口 功
（13 : 40～14 : 15）
3 S 2―07 電極触媒の進展：新触媒の設計と実用性評価（山梨大クリー
ンエネルギー研究セ）渡辺政廣

座長 田坂 明政
（14 : 15～14 : 50）
3 S 2―08 PEM膜材料の進展（旭化成）○小谷貴彦，脇添雅信

座長 境 哲男
（14 : 50～15 : 25）
3 S 2―09 燃料電池用改質触媒技術の進展（大阪ガス）岡田 治

（休憩 15 : 25～15 : 35）

座長 外邨 正
（15 : 35～16 : 10）
3 S 2―10 水素貯蔵技術及び水素貯蔵材料の進展（産総研）栗山信宏

座長 谷口 功
（16 : 10～16 : 45）

3 S 2―11 カーボンナノホーンを用いたモバイル型燃料電池（NEC基
礎・環境研）久保佳実

（16 : 45～17 : 00）
まとめ （同志社大工）田坂明政

3月 28日（日）午後

ナノレベルの技術には，ナノサイズに仕立てるナノ加工と低分子のデ
ザインから複合分子に組上げていくようなナノアーキテクチャー，また
それらを生み出す技術を支えるナノマニュピレーションやナノレベルの
観察などが挙げられる。IT技術を支える半導体は，限界に挑戦し続け
て作られたナノ加工品のひとつであり，カーボンナノチューブや導電性
高分子，タンパク質の形成はナノアーキテクチャーの範疇にある。あら
かじめ計画を立てナノ加工するトップダウンと小さなものを自己組織化
等で組み上げていくボトムアップは，現在サイズにして共に 10 nmオ
ーダーにある。両者の技術がサイズの上で重なりを見せたちょうど今が，
ナノテク最盛期といえよう。そして両技術の融合がナノテクの新局面を
生み出す。そればかりでなく，マテリアルの物理学的あるいは化学的性
質と生物因子を組み合わせたバイオテクノロジカルマテリアルが融合技
術の広がりを見せている。今回は，ナノバイオの計測技術への応用を特
集する。

座長 松永 是
（13 : 30～14 : 00）
3 S 1―06 ナノテクノロジーとバイオ計測（日立中研）神原秀記
（14 : 00～14 : 30）
3 S 1―07 熱レンズ顕微鏡とマイクロチップとナノバイオ（東大院工・

KAST・JST CREST）北森武彦

座長 松岡 英明
（14 : 30～15 : 00）
3 S 1―08 ナノバイオで構築するテーラーメード・バイオセンシングシ
ステム（甲南大理工・甲南大 HRC・甲南大 FIBER）杉本直己

（15 : 00～15 : 30）
3 S 1―09 ナノバイオ計測用の蛍光プローブの開発（早大理工）松本和子

座長 民谷 栄一
（15 : 30～16 : 00）
3 S 1―10 タンパク質超構造体形成技術の進展と計測技術への応用―生
命分子工学にもとづくナノバイオテクノロジー―（東農工大工）○早出
広司，池袋一典

（16 : 00～16 : 30）
3 S 1―11ナノバイオ技術としての表層タンパク質ディスプレイ（京大院
農）植田充美

本年会会期中に，日本化学会会員を中心に結成された“化学オーケス
トラ（http : ／／homepage 3.nifty.com／upward／orchestra／index.htm）”の演奏
が以下のように予定されております。研究発表の合間のひとときを，く
つろいだ雰囲気のなかで化学界の同好の士が奏でる演奏に耳を傾け，リ
ラックスして頂ければと思います。お楽しみ下さい（入場無料）。

3月 27日（土）午後 5時過ぎから，関西学院会館（第 84春季年会懇親

会会場）ロビーにて小編成アンサンブル演奏。

3月 28日（日）午後 6時半から，関西学院会館レセプションホールに
て「化学オーケストラ・スプリングコンサート 2004」
演奏曲目（予定）：ベートーベン交響曲第 5番「運命」，ヨハン・シュト
ラウス「皇帝円舞曲」，ブラームス「ハンガリア舞曲第 5番」，アンダー
ソン「シンコペーティッド・クロック」，「ワルチング・キャット」

化学オーケストラ・スプリングコンサート 2004

化学オーケストラ
代表 富岡 秀雄

お 知 ら せ
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